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1.結 核 菌

1.抗 酸性菌 ノ蛮育二及ボス瓦斯組成1

影響二就テ

鍵 難(東北帝大熊谷内科)
結核菌 ガ肺臓 テ好 ンデ侵 ス事 カラ結核菌 ト瓦斯

殊 二酸素 トノ間ニハ密捜ナ關係ガアル事 ガ想像

サ レル。事實結核菌 ノ登育 二酸素ガ必要 デアル

トハ何 レノ教科書ニモ記載 サレテヰ ル慮 デ ア

ノレo

我等 ハ瓦斯殊 二酸素窒素炭酸瓦斯ガ結核菌 ノ登

育 二及 ボス影響 ラ知ル爲二此實験 テ初 メタ。

實験方法、瓦斯 ノ出入二役立 ツニ ツノ管ラ有 ス

ル約2立 ノ浦毒滅菌 シタ硝子瓶中ニー定量 ノ菌

テロッケマ ン氏培養液 二浮游 サセタ三角 「コル

ベンJ数 ケテ入 レタ後硝子瓶 ノ室氣テ窒素酸素

炭酸瓦斯 カラ成ル各種混合瓦斯 ニテ置 キ換 へ

38度 ノ常温室 二放置 シタ、細菌 ハ常二呼吸作用

テ螢 ム爲 ノ瓶中ノ瓦斯組成 ノ攣化 テサケル爲二

12日 オキニ瓦斯 テ交換 シタ。使用菌ハコッホ氏

無毒菌鳥型結核牛型結核菌人型菌3株 デアルガ

前2者 ハ5日 間、他ハ2乃 至4週 間培養後細菌

テ103度 二3時 間乾燥 サセ冷却 シタ後之 テ秤量

シ タ 。

酸素濃度 ノ影響

Long且olleyハ ニ 氣厘iノ酸 素 中デモ結核菌 ハ

登 育 スル ト稻iシ タガMoore,Adams等 ハ70%

以 上 デハ登育 ハ阻 止サ レル ト報 ジタ、NOW青

木 氏等 二依ル ト人型結核菌 二封 スル酸 素至適 濃

度 ハ40-50%デ アル ト云 フ。

最近宇賀氏 ハ人型 牛型結核菌 ノ酸素最適濃 度 ハ

40-50%、B.C.G.ハ10--20%、 鳥 型菌 「ティモ

テー」菌 ハ60-70%ト 報 告 シテヰル。

我 等 ハ窒素瓦斯 中二酸素 テ5.20.40.60.80

97%ノ 割 合 二混 ジ各組成 ノ下 二於 テ ノコ ッホ氏

無毒菌鳥型 、牛型、人型結核菌 ノ褒育状態 テ見

ルニ窒素 中 デハ何 レノ菌 モ登育 セズ。 又97%

ノ酸 素 中 デハ コッホ氏無毒菌 テ除 イテハ其登育

甚 グ悪 イ事 ガ知 ラレタ。

コ ッホ氏無 毒菌 ハ20%以 上 ノ酸 素 中デノ・何 レ

ノ濃度 デモ好 ク褒 育 スルガ就 中20-60%ガ 最

適 デアル。

鳥型結核 菌ハ20・-80%デ 好 ク磯育 シ、 牛型結

核菌 ハ5-80%デ ヨ ク繁殖 スルガ其 内20-60%

ガ最 適 デアル。

人型菌3株 二就 テ見 ルニ何 レノ菌株 デモ20%

ノ酸 素 中 デ最 モ ヨク登 育 シ40%之 二次 ギ60 .80

%二 至 レバ登育悪 ク5%ト97%デ ハ褒育甚 ダ

悪 ル イコ トテ知 ル。

炭酸瓦斯濃度 ノ影響

結核 菌 ノ登 育 二及 ボ ス炭酸瓦斯 ノ影響 二關 シテ

モ亦撒 人 ノ報告 ガ アル。

Fronin,Marie等 ハ少量 ノ炭酸瓦斯 ハ結核菌 ノ

褒育 ラ促 スガ多量 ハ却 ツテ阻 止 ス ル ト云 フ。

Corper,Rockwell等 ハ微量 ノ炭酸瓦斯 ハ結核

菌 ノ登育 二必要 デ アル ト云 ツタガWherry等

ハ微量 ノ炭酸 瓦斯無 クシテハ結核菌 ハ登育 シナ

イ ト報告 シテヰル。Novy等 ハ必 ラズ シモ炭 酸

瓦斯 ハ必要 デ無 ク且10--50%ノ 炭 酸瓦斯 ハ結

核 菌 ノ登育 テ阻止 シナ イ ト云 ツテヰル。

我 等 ハ酸素20%ト 炭 酸瓦斯零0.03.5.10.

20.40.60.80%拉 二窒素 トノ混合瓦斯 テ作成

シ是等 ノ瓦斯組成 ト100%ノ 炭 酸瓦斯 ノ抗酸性

菌 ノ登育 二及 ボ ス影響 テ知 ラウ トシタ、炭酸 瓦

斯 テ完全 二除去 スル爲 ニハ菌 ノ入 ツテヰル硝子

瓶 ノー一ツ ノ管 ロテ水 流 「ボ ンプ」デ實験 中絶 《・ズ

吸 出 シ他 ノ管 ロカ ラ濃厚 苛性加 里液 テ有 スル撒

ケ ノ瓶 ト炭酸 瓦斯 テ追 ヒ出 シタ蒸鱈 水 ノ入ツテ

ヰル激 ケ ノ瓶 テ通 シタ室氣 テ途 入 シタ。

0.03%ノ 炭 酸瓦斯 ノ影響 ハ實験 中不絶硝子 瓶 二

交 通 セル室氣 中 デ ノ實験 デ アル。

此實験 二依 ル ト三Lッ=ホ氏無毒菌 デハ炭酸瓦斯 テ

含 マナ ィ場合 ト0.03%含 マ レテヰル場合 二登

育 最 モ ヨ イガ5%以 上 デハ登育 ハ阻 止サ レ100

%デ ハ殆 ン ド登育 シナイ。

鳥型 菌 デハ0-10%マ デ ハ畿 育殆 ン ド同程度 デ

ァル ガ、20%以 上 デハ阻 止 サ レル。

牛型菌 デハ5%前 後 ガ登 育最 モ ヨク10%デ モ
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ヨク登育 レソレ以上デハ次第二阻止サレ100%

デハ駿育 シナイ、又0%、0.03%デ モ相當二嚢

育 スル。

人型菌 デモ炭酸瓦斯ナィ場合 ト0.03%含 ム揚

合 デハ殆 ンド同 ジ程度 二登育スルガ5%ハ 最モ

ヨク10%以 上ハ次第二阻止サレ100%デ ハ登

育 シナイコトテ知 ツタ。

以上 ノ實験成績 カラ人型結核菌ニハ肺胞内瓦斯

一組織 二近 イ瓦斯組織 ガ最モ褒育二適 シテヰル事

ラ知 ル。

結 論

1.各 種抗酸性菌 ハ各 自其獲育二封 シ至適酸素

濃度 テ有 シ人型結核菌 ノ至適酸素濃度ハ20%

前後ナルガ牛型菌鳥型結核菌コッホ氏無毒力菌

ノ酸素至適濃度 ノ範園ハ人型菌 ノソレニ比 シ廣

イ。

2.以 上 ノ抗酸性菌ハ酸素ナキ場合ハ増殖 テ謹

シ得 ナ4。

3.上 述 ノ抗酸性菌ハ亦各 自至適 ノ炭酸瓦斯濃

度 ラ有 シ、人、牛型結核菌ハ5%鳥 型菌ハ0-

10%、 コヅホ氏無毒菌 ハ5%以 下ガ至適炭酸瓦

斯濃度デアル。

4.上 述 ノ抗酸性菌 ノ登育ニハ必 ラズ シモ炭酸

瓦斯 テ必要 トセヌガ微量 ノ炭酸瓦斯ハ褒育 テ促

進 シ大量 デハ阻止スル。

2.各 種物質1結 核菌蛮育二及ボス影

響二就テ(第一報)

華製 欝(東京高歯微生物)
余等 ・・襲 二撒 同 二亙 リテ、多数 ノBiscoclaurin

系Alkaloid類 及 ビR-Aminoalkylamino-diph-

enylendioxyd核 テ 中心 トシテ合成 サ レタル種

種 ノ物質 、又Diphenylendioxyd核 二比較的近

似 セルBenzodioxan核 テ基核 トセル誘導禮 類

Dipheny15therラ 基 核 トセルChinolin化 合艦

拉 二Benzyliden-chinaldin系 ノ数 種 ノ物質等

約33種 二就 テ、 「モル モット」ノ實験的結核 二及

ボ ス影響拉 二是等 ノ物質 ガ試験管 内二於 テ結核

菌 ノ登育 二及 ボ ス=影響 ノー部 テモ報告 セル トコ

ロナ リ。今同 ハ是等 ノ物質 ノ結核實験 動物 二封

スル結核結節形成阻1ヒ作用 ト、試験 管 内二於 ケ

ル結核菌登育阻止作用及 ビWright氏 ノSlide

cellculture法 二於 ケル結核 菌褒 育阻止作用 ト

ノ三者 テ比較 シテ、 ソ ノ間 ノ關係 テ論 ジ結核 ノ

化學的療法 ヲ研究 ス ル ニ 當 リ何 レノ方法 二重

鮎 テ置 クベ キヤニ就 テ考察 セ ン トス ル モ ノナ

リ。

實 験

1.菌 株 ハ強 毒人型 結核菌Frankfurt株 、 培

地 ハGlycerin-bouillonテ 用 ヒ、物質 ノ濃 度 ハ

倍数稀繹法 二從 ツテ稀 繹 セ リ。

2.S.C.C.ノ 法 ・・大禮Wright氏 法 二從 ヒ、

用 ヒタル血液 ハR6mer反 庶 陰性 ニ シテ、全 血

液 ガ結核菌 ノ獲 育 二好適 ナル、「モルモヅト」ノ血

液 ナ リ。

用 ヒタル物質 ハ0.1%ノ 濃 度 ニ シテ血 液 ノ1/1・

容 ラ混 ぜ リ。

菌 液 ハ生理的食藍 水10αalmgr.ノ 割 合 二菌

テ含有 セル浮游液 テ1分 間3.000回 廻 韓 ニテ5

分 間2同 遠心 シテ ソノ上層液 テ菌 液 トシテ使用

セ リ。

培養期間 ハ10日 トセ リ。

3.動 物實験 ハ既 二詳 細 二亙 リ登 表 セル トコロ

ニ シテ、 即 チ 動物 ハ、 「モルモ ッ ト」テ用 ヒ、

菌接種後70日 ニ シテ封 照實験共 二殺 シソ ノ脾

臓 、肝臓 、淋 巴腺 、肺臓及 ピ菌注射局所 、脾臓

ノ重量等 ノ罹 患状 態 テ比較 シテ 成績 テ決 定 セ

リ。

成績判 定

invivo,最 モ有敷 ナルStephaniacepharantha

中 ノ糸惣「アル カロイ ド」及 ピCepharanthinハ

S.C.C.ニ テ モ完全 二獲 育 テ阻 止 ス ル モ、in

vitro登 育 阻 止力2.000倍 ニ シテ極 メテ弱 シ。

Isotetrandrin及 『ピTrilobin二 於 テハinvitro,

5・000倍 ノ畿育阻 止力 ラ有 シ、S.C.C.二 於 テ

モ強力 ナル登育阻 止作 用 テ示 シ、又invivOノ

結 核形成阻 止作用強 力 ニ シテ此 ノニ物質 二於 テ

ノミ三者梢 ≧拉行 スルモ ノ・如 シ。
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他 ノ諸 物 質 二於 テ ハ 殆 ン ド關 係 ナ キ モ ノ ・ 如

ク、 例 ヘ バ 、2-Amino-diphenylendioxydノ 如

キ ハinvitro100.000倍 ノ登 育 阻 止 力 ア ル モ 、

S.C.C.及invivo,共 二極 メ テ ソ ノ作 用 少 シ。

又6-phenoxy-N-methyl-1.2.3.4-tetrahydro-

chinolin二 於 テ モinvitro,200.000倍 ノ瑳 育

阻 止 力 テ 有 シ、S.C.C・ 二 於 テ ハ 僅 ニ ソ ノ作 用

ア ル4拘 ハ ラ ズinvivO,却 ツ テ著 シ ク結 核 形

成 テ促 進 スnBenzyliden-chinaldin二 於 テ モ 同

様 ナ ル 現 象 テ 見 タ リ。

結 論

以 上 ノ實 験 テ考 察 ス ル ニ概 シ テinvitro,S.C.C
り

invivoノ 三 者 二於 テ諸物質 ノ結核菌 二封 スル

作用 ハ僅 カ ノ例 外 テ除 キ李 行 セザルモ ノ・如 ク

ニ シテ、化學治療法 ノ研究 二當 リテハ常 二動物

禮 内(invivo)二 於 ケル結 核形成 ノ阻 止作 用 テ観

ル コ ト最 モ肝要 ナルモ ノ ト認 ム。

4.血 漿内二於ケル結核菌檜殖蝕二檜殖

阻止現象二就テ

畑 正名僚 轟)

血漿内二於ケル結核菌増殖阻止作用二就 テハ既

二寳來氏 ソノ他 ノ報告 ガアル。是等ハSlide-cell-

cultureニ ヨツテ研究 サレテ居ルガ、 コノ方法

ハ血漿 ノ場合ニハ殊 二複雑デ細カ ナ操作 テ要

シ、臨躰 ノ傍二行 フニハ多大 ノ困難ヲ感ズル爲

余ハ次 二述 ブル如キ別ナ方法 ニヨリ實験 テ試 ミ

タノデ其 ノ結果 ノ大要 デ報告スル。

實験方法 探取血液 二赤沈測定時 ト同様 ノ割合

二絢構酸曹達テ加へ遠心沈澱 ニヨリ血漿 テ分離

スル。 コノ「チ トラー ト」血漿0.5c.qテ 細小試験

管 二容 レ、之二結核菌均等浮游液1滴 テ加へ密

封 ノ上解竈二入 レ7日 及 ビ14日 後試験管内容

ヨリ塗抹染色標本テ作 ツテ鏡検 スル ノデアル。

コノ方法バー見粗雑 ノ感 アルモ、結核菌ハ血漿

内二於 テ微細ナ集塊 テナ シテ登育スルカラ、多

藪 ノ標本ラ作 リ鏡検 テ精細 二行ヘバソノ登育程

度 テ判定 シテ可ナ リ正確 ナ結果ガ得 ラレル ト信

ズル。術菌液ハ業室菌 タル人型Ehrlich菌 株

、

ノ「グリセリン」肉汁培養2週 間前後 ノモノヨリ

實験 ノ度毎 二法 ノ如 クニ製 シタ。

實験成績 此庭 デハ人血漿 二就 テノモノパ テ

述 ベル。結核患者460名 健康者140名 二就 キ血

漿 内ノ結核菌増殖阻止作用 テ見ル ト、次表ン如

クデアル。((一)阻止作用陰性(+)同 弱陽性(十)

同陽性 丸帯)同 強陽性)

結 核 患 者(460名)

-146名(31.4%)

十84,,(18.3,,)

十十104,,(22.6,,)

十1十126,,(27.4PJ)

健 康 者(140名)

-75名(53 .6%)

十35,,(25.0,,)

十十16,,(11.4、,)

十H14,,(10.0,,)

實験例中患者ハ東京市療養所 デ著者 自ラ診療 ジ

タ肺結核症患者 デアルガ之 レテ臨躰的二症状ラ

輕、中、重 二轟別 シテ見ルニ阻止作用ノ陽性卒

ハ表 ノ如 ク、中症二最 モ高 ク、輕症之 レニ次ギ

重症 ノモノハ陰性 テ示 スモノガ多撒デ陽性率ハ

最モ低 イ、コノ關係ハ他 ノ免疫反慮二就テ見 ラ

ル ・所 トー致 スル(表参照)。

輕 症(132人)中 症(141人)

-30.3%一 ・-22.0%

十20.5,,十19.1,,

十十20.5,,十 十22.7,,

十i十28.8,,十H36.2,,

重 症(167人)

-40.7%

十18.6,,

十}22.8,,

十H18.0,,

次 二経過別 テ見ル、議病時期 ノ比較的確 カナモ

ノ427例 二就 キ、褒病 ヨリ検査時迄 ノ経過1年

6ケ 月以上ノモノト、以下 ノモノトニ分ツテ見

タ、前者ニハ検査時重態二陥 レルモノモアルガ

概 シテ経過 カラ云 ツテ慢性良性 ノ至ノガ多 ク含

マレテ居ルガソノ成績ハ経過 ノ短 カイ方二比 シ

増殖阻止作用陽性者ガ多 ク現ハ レテ居ル。叉登

病後6ケ 月未満 ノモノニハ更 二陽性卒低 ク阻止

作用テ示サヌ者 ガ多数 アル(表参照)。

蛋病時一検査時

経過1年6ケ 刀
以 上186人

一一27.4%

十17.2,,

十十25.3,,

柵30.1.

経 過1年6ケ 月

未 満242人

一37.2%

十18.6,,

骨20.2,,

柵24.O,,

リリ

経 過6ケ 月未 浦
99人

一47%

十14,,

十十16,,

柵22,,

反復試験成績、比較的短時 日即 チ2ケ 月間二前

後3同 同一患者 二就テ反復検査 シタモノーヨル

ト阻止現象不慶 ノモノ22例 、攣動 シタモノ20
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例 デ約牛撒ハ不攣 デアリ是等 ノ大多撒ハ症歌経

過 モ亦不攣デアル。阻止作剛 曾強セルモノ11

例 ハ殆 ド皆輕症 デ経過良好 デアルガ、減弱 ラ見

タ9例 中5例 ハコノ期間内二症封犬」曾悪顯著デ後

短期間二死 ノ轄蹄 テ取 ツタ。 コノ反復試験 ノ成

績ハ、阻止作用ハ患者 ノ症状不壁 ノ場合ニハ比

較的安定ナモノデアル事拉 ニソノ清長ハ疾病 ノ

豫後 ト何等カ ノ關係 ノ有 ル事實テ示 スモノデァ

ノレo'

上述 ノ諸事項 ヨリ血漿 ノ結核菌増殖阻止現象ハ

既二唱ヘ ラル ・如 ク、結核菌感染乃至結核症 ト

緊密 ナル關係 ガアル所 ノー免疫現象 デアリ全血

液内壇殖阻止作用 ノ要素 子ナスモノト考 ヘラレ

ノレo

次 二血漿内登育阻止作用ガ顯著 ナル患者 デ、喀

疾中 ノ結核菌排出ハ、甚 ダ旺盛二綾 ク ト云 フー

見矛盾 トモ考 ヘラレル場合 二屡 ヒ遭遇 ス ル ノ

デ、 自己艦 内ノ結核菌株二封 スル自家血漿 ノ獲

育阻止作用 ノ強弱如何 テ検ベテ見タ。

ソノ方法ハ喀疾 カラ分離 シタ結核菌 テ可及的早

ク菌浮游液 テ作 リ、.之レテ當該患者 ノ血漿内二

培養 シ業室菌株 ト封比 シテソノ登育歌態 テ検 シ

タ。

ソノ結果 ニヨル ト、新分離菌株ハ自家血漿内二

於テ少撒例外 テ除 キ大多数(39例 中34例)・ ・揃

ツテ旺盛ナル登育テ途ゲ久 而 シテ30例 二於

テハ業室菌 二封 シテハ著明ナ登育阻 止作用ガ認

メラル ・二關 ラズ、 自家菌株二向ツテハ全然阻

止作用 テ登揮 シナィカ或 ハヨウ低 キ程度 ノ阻止

作用ガ認 メラル ・二過ギナカツタ.コ ノ事實ハ

血漿 ノ阻 止作用二拮抗 スル結核菌側 ノ抵抗力、

或ハ慣性 ト云 ツタ様 ナモ ノ・現 レカ トモ考ヘラ

レテ興味 テ罷 エル次第デアル。

5.諸 種抗酸性菌 ノ「アデ1シ ン」物質形

成二就テ

井上 鵬(竹 尾結核研 究 所)

私ハ昨年3月 大阪署學會席上デ、叉4月 本學會

席上人型結核菌培養濾液 ノ血厘i下降作用ハ圭 ト

シテ「アデ ノシン」物 質 ガ之 二關與 セル事 テ報 告

致 シマ シタ。 「アデノシ ン」物質 ト申 シマ スノハ

核酸分解産物 ノー ツデ アリマ シテ、 「アデニ ン」
'

ナル「プリン」核 二「ペ ン トーゼ」及燐酸 ノ結合 セ

ル「アデニール」酸及 コ ノDerivatナ ル 「アデノ

ジン」 テ縮括 シタモ ノデア リマス。 コノ物質 ノ

性歌 テ申スナ レバ1.物 理的性質 トシテ、2.

化 學 的性質、3.藥 理作 用、等 テ碁 ゲル事 ガ出來

マス。私 ハ人型結核菌以外 ノ結核 菌及 ビ其他俗

結核 菌培 養濾液 中ニモ斯 カル物質 ガ形 成 サ レハ

シナィカテ考 へ以下 ノ實験 テ行 ヒマ シタ。

即 チ當竹 尾研究 所所藏 ノ牛型B.C.G.鳥 型 結核

菌 、丁チモ チー」草菌、 「トロ ンペー テ ン」菌、「キ

ユ リー」菌、 「メル ラ」菌、 「クラレ」菌 、 「パ クニ

ヨー」菌 ラ「ロ ング氏合成培 地」二培養 スル事7

週 間、登育良好 ナル モ ノテ選 ビテ之 テ加熱滅菌

シ濾液 ラ取 リ「ツベル ク リン」ト同様 ノ方法 ニテ

1/
10二 濃 縮 シマ シタ。 コ ノ濾液 二1/3量 ノ12%

三 盤 化酷酸 テ加 ヘ テ除蛋 白 テ施 シ、更 二「エー テ

ル」移行性物質 テ及無 水「アル コー ル」移行性物質

テ除去 シテ最後 ノ「フラクチオン」ニツキ種 々其

性状 テ検 シマ シタ。 即 チ第2表 ノ通 リデ アリマ

ス。從 ツテ人型結核菌 ノ外牛型結核 菌、B.C.G.

鳥 型 結核菌、丁チモチー」菌、培養濾液 中 ニハ 「ア

デ ノシン」物質 ノ存在 テ推 定 シ得 ル ノデア リマ

シテ「キユ リー」、 「トロンペー テ ン」、 「メル ラ」

「クラレ」、「パ クニヨー」等 ノ培養濾液 中 ニハ「ア

デ ノシン」物質 ノ存 在ハ考 ヘ ラレナイ ノデ ア リ

マ ス。抗酸性菌分類 上梢 ≧興 味 アル所 見 ト存 ジ

マ シテ報告 スル次 第 デアリマス
。

6・ 植物議育「ホルモン」「ヘテロアウキシ

ン」ワ結核菌増殖二及ボス影響二就テ

岩前 五六(竹尾結核研 究 所)

高等植物 ノ芽又ハ花董 ガ光二向 ヒテ轡曲スル事

實ハ・植物生理學者 ノ興味テ惹キ前世紀 ノ終頃

ヨリ種々興味 アル業績綾出セリ。

逡二近年 二至 リK6gl及 其共同研究者ニヨリ、高

等植物 ノ芽 ノ成長二封 シテ著明ナル作用 テ有ス
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ンツォル」溶液 ヨリ無色

ノ板状 二結晶 スル物質 ニ シテ、 間島古武 氏法 ニ

ヨ リ合成 シ得 ラル ・β「イン ドール」酷酸 ト同一

ナ リ。此 ノ物質 テK6glハ 人 尿 中 ヨ リ分離 セ リ。

余 ハIndolmagnesiumjodid--chloracetonitril

テ加 へ、得 タルProductテVerseifenシ 合 成

シタル βIndolylessigs5ureノ 少 量 テ入手 シ,

植 物 「ホルモ ン」ノ結核菌登育 二及 ボス影響 テ観

タリ。

實験 方法

培 養基 ハ「ロ ング」ノ合成培養基 テ用 ヒ、β「イン

ドー ル」酷酸及封 照 トシテITryptophanノ 各

1!1・「モル」ノ溶液 テ作 リ、10c.qノ 「ロング」培 養

基 二加 《・テ1/1000「モル」、5/1000「モル」、10/1000「モ

ル」 ノ割合 二是等 ノ物質 テ含 マ シメ、人型 結核

菌上池菌 テ可及的等分 二俘游 セ シメ タリ。

β「イ ンドール」酷酸及1「 トリプ トフ,ン 」ノ溶

液 ハ弱酸性 ナル故 二、苛性加 里液 テ加 ヘ テ中性

トナ シ、1ロ ング」培養基 二加 ヘ タ リ。

實験 結果

2週 間培 養 二於 テノ・β「インドー ノリ 酷酸及1「 ト

リプ トファンノん 。。「モル」培 養基 二於 テ肉眼的 二

封 照 二比 シ大差 ナキモ、5週 間培養 二於 テハ著

明 二褒育 テ抑 制 セ リ。5/1。。。「モルj、IO/1。。。「モルJ,

列 二於 テハ猫著 明 ノ登 育抑 制 テ親、ソノ度 β「イ

ン ドール」酷酸 ノ方 「トリプ トフ。ン」ヨリ著 明 ナ

リ。

以上 ノ實験 ニ ヨリ「ヘ テロ アウキ シン」ガ結核 菌

ル微量有致成分Auxin,且eteroauxinガ 褒 見

セ ラレ、是等 ノ物質 ハ植物 ノ成 長 二訣 クベカ ラ

ザル黙 ヨリ植物 「ホル モ ン」 ト呼バル ・二至 レ

リ。

結核菌 ハ下等植物 ノー種 ナル ガ故 二、・此 ノ植物

「ホルモ ン」
、 「ヘ テロ アウキ シン」ガ結核 菌 ノ登

育 二封 シテ如何 ナル作用 テ有 スル カテ知 ルハ興

味 アル事實 ト考 へ余 ハ本實験 テ施行 セ リ。

「ヘテロ アウキ シン」ハ ノ＼ _.-T
,CHL-・COOH

ノ獲 育 テ促進 セ シメザル ノ ミナ ラズ、反 ツテ著

シク抑制 スル テ確認 シタ リ。 「イン ドール」核 テ

有 スル 「トリプ トフ.ン 」ガ結核 菌 ノ登 育 テ抑 制

スル事實 ト思 ヒ合 スニ「イン ドー ル」核 ノ存在 ガ

ー定 ノ役割 テ演 ズル モ ノ ト考 ヘ ラル
。

7.特 殊縫代培養 ニヨリ人型結核菌ヨリ

得 タル非抗酸性菌株二就テ(第二報)

松枝 勝夫僻饗)

余ハ昨年 ノ本學會二於 テ當教室保存 ノ結核菌

265株 テ「レチチン」添加 「グリセリン」寒天二縫

代培養 テナシ、 ソノ中「グリセリン」含有量テ漸

次減少 シツ ・培養 セル菌 ラ縫代培養シタルモノ

ノ中明カニ人型結核菌 ト思ハル ・モ ノ・3種 ヨ

リ非抗酸性菌株 テ得 タル事及 ビソノ細菌學的性

状 ノー部拉 ビニ毒力實験成績 テ述べソノ攣化過

程 テ圖表及 ビ顯微鏡標本 ニテ供覧セリ。今同ハ

該菌 テ用 ヒテ免疫實験 テ行 ヒタル成績 テ登表 セ

ン ト ス Ω

實験 動物 ハ250gr.前 後 ノレーメル氏反慮陰性

ナル健康雄 性海狽 テ使 用 シ,豫 防接種 トシテハ

「グ リセ リン」肉汁馬鈴薯 上4週 間培養 セル モノ

テ生理 的食臨水 二浮游 セ シメテ海猿 ノ右後肢静

脈 内 二20.0.10.0.5.0.1.0.0.5mg宛5群 二

接種 セ リ。4週 間後 ニ レー メル氏反慮 テ検 シ1

ケ月後 二人型 上池菌 テ腹部右左、胸部右左 ノ皮

下4ケ 所 二1/1.。。。,1/10.。。o,1/1。o.。。。,1/1.o。。.ooomg

宛 試 験 感染 テ行 ヒ爾後注射部位 ノ局所反慮及 ピ

從屡淋 巴腺 ノ攣 化 テ観察 シ約3ケ 月後 二撲殺 シ

テ各臓器 ノ結 核性憂 化テ検 セ リ。

レー メル氏反 慮 ハ豫防接種後4週 間Uニ ハ大禮

1.Omg以 上接種 群 二・・陽性 化 スル傾 向 テ認 メ

タ リ。

試験感 染後感染 局所 ハ2-3日 褒 赤腫脹 ヲ認 ム

ルモ順次 滑失 シ第9日 目頃 ヨ リ再 ビ硬結檬 ノモ

ノテ鯛 ル ・二至 リシモ之亦順次消失 シ20.Omg

接 種 群 ハ88日 二到 ルモ封照 ト同様硬結 アルモ

ノテ認 メタ リ。

從 屡淋巴腺腫脹 ハ第3週 前後 ヨ リ豫防接種 量少
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キ モ ノー比較 的張 ク表 ハル ・様 認 ノ タ リ(第1

表Lfl参 照)。

試験感染後 ノ解 剖所見 トシテハ近接 淋 巴腺 ハ試

験感染菌量 ノ大 ナルモ ノハ殆 ド乾酪 性攣 化 テ示

セリ。肺臓、肝臓 、脾臓 ハ豫 防接種 菌量少 キモ

ノ程幾分攣 化強 キ感 ア リ。然 レ ドモ20.Omg接

種 群 ハ10.Omg,5.Omg接 種 群 二比 シソノ憂 化

多少強 キ感 セ ラル(第2表1,皿 参 照)。

以上 ノ所 見 ヨリ

(1)封 照 ト比 較 シ10.Omg接 種 群 二多少 ノ人型

結核菌 二封 スル発 疫 力 ノ存 スル コ トテ認 ムルモ

20.Omg接 種 群 ノ病 的攣 化 ガ10.Omg接 種 群 二

比 シ強 キハ前 同毒力實験成績 二述 ベ タル如 ク弱

毒 トハ云 へ恐 ラク該菌 ト ト池菌 トノ重複感染作

用 ニ ヨリ設 明 サル ・モ ノ ト思惟 ス。

(2)非 抗 酸 性菌 ノ1.Omg以 上静脈 内接 種 ニ ヨ

リ「ツ〈ごル ク リン」過敏反癒 テ呈 ス。

(3)非 抗 酸1生菌接 種海猿 二毒力 アル人型 結核菌

テ皮下接種 スル場合封照正常 海猿 二於 ル ヨリモ

速 カニ注射 局所 二病攣 テ示 シ且治癒 的傾 向 ガ大

ア ア ル 。

(4)非 抗酸匪菌接種海猿 二少量毒力菌 テ注射 シ

タル局所 二何等病攣 テ示 サズ不感性免疫 ノ存在

ラ知ル。

(5)非 抗酸性菌接種海猿 二人型結核菌テ用 ヒテ

試験感染 テ行ヘバ内臓及 ビ淋巴腺 ノ攣化ハ封照

動物 二比 シー般 二微弱 ナリ。

7二 封スル質問

長谷川秀治(東京高薗)

「レチチン」ハ如何 ナル種類 ノモノラ御使用ニナ

リマ シタカ、特 二溶血作用 アリヤ否ヤラ豫メ御

試験 ナサイマシタカ。

市販 ノ「レチチン」ハ精製 シテ使用スルコ トテ希

望 シタシマス。

7ノ 長谷川秀治氏質問二封スル答辮

松枝 勝夫(竹 尾研 究 所)

私 ノ非抗酸 性結核 菌 ラ得 マ シタ「レチチ ン」添 加

「グ リセ リン」寒天培 養基 ノ「レチチ ン'ハ 前 同報

告 二述 一rマ シタ∠ノヒ2製 「オボ レチチ ン」デア ソ

マ シテ「リゾレチチン」ノ含有或ハ溶血性等 テ考

慮 ノ要 ナキ檬該非抗酸性結核菌 ノ「グリセリン」

肉汁馬鈴薯培養基 二4週 間培養 セルモ ノテ用 ヒ

テ動物實験 テ行 ツテ居 リマス。

8.「 フチオコール」ノ結核菌護育二及ボ

ス影響二就テ

輪 重嚢(講鞠
軟近結核 菌 ノ化學 的検 索 ハ著 シク進歩.シテ來 マ

シテ結核菌 テ構成 スル色 々ナ成分 テ化學的軍盟

二分類 シ其 ノー ヅー ツノ性質 テ研 究 シテ ソ ノ作

用 テ明 カニ シ、引 イテハ結核 菌 ノ毒性等 テ窺知

シヨゥ トスル企 ガ廣 ク行 ハ レツ ・ア リマス。

私等 ノー人外 山ハ ア ンデル ゾン等 ニ ヨ リテ結核

菌禮 色素 トシテ分離 セ ラ●レタ「フチオコール」ノ

生膿作用 二興 味 テ持 チ、 飢 二本學 會 二於 テ 「フ

チ オコー ル」 ガ家兎血糖 テ下降 セ シメ血清沃度

酸値 テ上昇 セ シメル事及 ビ注射 サ レタ 「フチオ

コール」 ハ腎臓 テ刺戟 シテ蛋 白尿 テ招來 シ殆 ン

ド分解 セ ラ レル コ トナ ク尿 中 二恐 ラク 「エー テ

ル」硫酸 ノ型 デ排出 セラ レル事等 テ報 告致 シマ

シタ。

結核菌膣 色素 「フチオコー ル」ガ結核 菌禮 内 デ如'

何 ナル役割 テ螢 ンデ居 ルカバ興味 アル事 項 デ今

日未 グ結核菌禮 二於 ケル組織呼吸 ガ何 ニ ヨツテ

螢 マ レテ居 ルカバ尚不 明 ノ所 デ「グル タチオン」

ノ検 出 テ企 テタ人 モ多 イ ノデ ア リマスガ未 ダ結

核菌膣 内二[ス ル フ、 ヒ ドリー ル基」ノアル コ ト

ス ラ謹明 セ ラ レテ居 リマセ ン從 ツテ結核 菌 ノ酸

化還元機轄 ガ何 ニ ヨルカバ世人 ノ注 目 シテ居 ル

所 デ ア リマス。

「フチオコール」ハ ソ レ自身Oxydreduktionssy-

stem二 属 シ殊 ニ ソ ノPotential・ ・非常 二低 イ

モ ノ ト報告 セ ラレテ居 リソ レ自身 二 「フロ レス

セ ンツ」 ガ アリ結核 菌 ノ感光性 トー 定 ノ關係 ガ

ァル檬 デア リマス。

此 ノ檬 ナコ トカ ラ「フチオコール」ガ結核 菌 ノ襲

育 二如何 ナル影響 テ及 ボスカ兎 二角 一磨検査 シ

ナケ レバナ ラヌ事柄 ト考 ヘマ シテ私等 ハ次 ノ實
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験 テ致 シマシタ。

「フチオコー ル」ノ結 晶 テロ ング氏培養基 二色 々

ノ濃度 二加 へ、 ソレニ結核 菌 テ培 養 シマ シタ ノ

ニ、第1表 第2表 第3表 二御賢 二入 レマ シタ檬

二「フチオ コー ル」ノ濃度 ガ 薄 イ所 デハ 封照 ヨ

リモ ヨ リヨク結核 菌 ハ褒 育 シ、 一程度以王 ノ濃

度 ノモ ノデバカヘツテ著 シクソ ノ瑳育 ガ抑制 セ

ラ レル ノテ認 メマ シタ、私 ハ更 二進 ンデ 「フチ

オコー ル」 テ海狼血液 中 二加 ヘ テSlidecell

caltur法 デ結核 菌 ノ登 育 テ検査 致 シマ シタガ大

禮 液艘培 養成績 ト同様 ノ結果 テ得 マ シタ。

以上 ノ成績 カラ「フチオ コー ル」バー定以 上 ノ濃

度 デハ結核菌 ノ登育 テ抑制 シソ レ以下 ノ極 ク薄

イ液 デ・・試験管培養 デモ亦Slidecellcaltur

法 ニ ヨ リマ シテモ結核菌 ノ登育 テ多少促進 スル

様 二思 ハ レマ ス。

勿論本成績 デ「フチオ コー ル」ガ結核 菌禮 内 デ ソ

ノ登育 ニー定 ノ役割 テ演 ジテ居 ル トハ直 チニ云

ヒ難 イ ノデア リマスガ何 力深 イ關係 ガ アル コ ト

ノ・間違 ナ イ ト思 ヒマス。

要 スル ー、

1.「 フチオ コー ル」ハ1.000倍 以 上 ノ濃度 二於

テハ結核 菌 ノ登 育 テ抑 制 シ

2.100萬 倍 、10萬 倍 デハ或 ル程度結核菌 ノ登

育 テ促進 セ シムル事 テ報告致 シマ ス。

9・ 抗酸性菌7新 陳代謝二就テ(績報)結

核菌 ワ呼吸り諸性歌二關スル研究

中 村 隆(東北帝大熊谷内科)

先 ニ ワル プル グ氏法 ニヨ リ各種抗酸性菌 ノ物質

代 謝係撒 テ測定 シ、 ソ ノ結果 ラ報 告 セ リ。本報

告 二於 テハ、結核菌 ノ呼吸 ノ諸性状 二關 スル研

究結 果 テ報告 セ ン トス。

菌浮游液 ノ調製。呼吸 ノ性歌 テ研究 スルニ重曹

含有液 ハ適當 ナ ラザル故 二、血清 ト等張 ナル燐

酸含有 食盤液 テ用 ヒタ リ.

呼 吸 ノPHニ ヨル影響 。Loebel,Shorr及 ビ

Richardsonノ ・始 メテ検査法 ニヨ リ呼吸 ノPH

ニ ヨル影響 ヲ見、人型結核 菌 ハPH=1.5～12.0

二於 テpraktischgleichナ リ ト云 ヘ リ。 余ハ

菌浮游液 トシテ燐 酸盛液 ノ種 々ナル組 合 ニ ヨリ

PH=5.0～9.5ノ モ ノテ作 リ、呼 吸 テ測 定 シ次

ノ結論 テ得 タ リ。

人型結核 菌 ノPH一 ヨル呼吸 ノ攣化 ハ極 メテ僅

カ ナルモ、鳥型結核菌 ノ著 明 二示 セル ト全 ク同

檬 ノ傾 向 テ示 シ、 ソノ至適PHハ7.2前 後 ナ リ

牛型結核 菌、B.C.G.ノ 至 適PHハ8.0前 後 」・

シテ、何 レモ ソ レヨリ酸性 ナルモ、 「アルカ リ」

性 ナルモ共 二呼吸 ハ次 第 二減弱 ス。

Michaelis及 ビDavidoff一 ヨ レバ、 健康者 ノ

血液 ノPHハ38度 二於 テ7.35一 シテ、人型結

核 菌 ノ至適PHニ ー致 シ、牛型結核 菌ハ ヨ リ「ア

ルカ リ」性 ノ至適PHテ 有 スル事 テ知 レリ。

糖類 ノ種 々 ナル濃度 ノ呼吸 二及ボ ス影響。既 二

各種抗酸 性菌 ガ本法 二於 ケル如 キ短時間 ノ観察

二於 テ、好 氣性解糖 作用 テ謹 明 シ得 ザル事 テ報

告 セ リ。本 實験 二於 テ軍糖類、二糖類、三糖類

多糖類 ノ種 々ナル濃度 二於 テ實験 セルニ、何 レ

モ糖添加後 ノ呼吸 ハ封照 ト著 明ナル相違 テ認 メ

ズ。 即 チ、 カ ・ル短時間 ノ實験 二於 テハ、人型

結核 菌 ハ糖 添加 ニ ヨル呼 吸 ノ増大 テ來 サズ。

「ア ミノ」酸 ノ種 々 ナ ル 濃度 ノ呼吸 二及 ボス影

響 。 「アスパ ラギ ン」、「グル タミン」酸 「ナ トリウ

ム」、rグ リココール」、d-「アラマ ン」等 ノ種 々ナ

ル濃度 二於 テ實験 セル ニ、「グル タミン」酸 「ナ ト

リウム」ハ、1.0%二 於 テ僅 カニ呼吸 ノ檜大 テ來

スモ、他 ハ何 レモ添加 ニ ヨル呼吸 ノ檜大 テ謹明

セズ。

「アル コー ル」類 ノ種 々 ナル濃度 ノ呼吸 二及 ボ ス

影響♂ 「ヱチ レング リコール」、 「グ リセ リン」、

「ヱ リ トリット」、 「マ ンニット」等 ノ種 々ナノレ濃度

二於 テ實験 セルニ、 「ヱ チ レング リコー ル」添加

_ヨ リ人型結核 菌 ノ呼吸 ハ多少減少 テ來 スモ・

「グ リセ リン」添加 ニ ヨリ、添加後 ノ濃度10%～

2.5%二 於 テ著 明ナル呼吸 ノ壇 大 テ來 ス。 「ヱ リ

トリ.ト」、「マ ンニ.ト 」添加 ニ ヨル影響 ハ之 テ認

メザ リキ。

檜殖可能 ナルMedium二 於 ケル人型結核菌 ノ
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呼 吸 。 第一報 二用 ヒタルゼリンゲル」液及 ビ木報

二使 用 セル燐酸含有 食盤液 二於 テ測定 スル呼吸

ハErhaltungsatmungニ シテ、人艦 ノ基礎代

謝 二相 當 スル モ ノナ リ.故 二 檜 殖 可 能 ナ ル

Medium二 於 ケル呼吸 ラ測 定 シ、次 ノ事 テ知 ル

テ得 タ リ。

増●殖可能 ナルMediumト シテLong,Sauton

及 ピLockemann3種 ノ培養液 テ用 ヒ實験 シタ

ルニ、鐵 テ含 ムLong及 ビSautonハ 著 明 ナ呼

吸 ノ増大 子來 シ、鐵 テ含 マヌLockemannハ 之

二比 シ鹸 リ著 シキ呼吸 ノ=檜大 ラ來 サズ。

更 二Sauton'ノ 鐵 テ除 ケル液 テ菌俘游液 トシテ

實験 シタル虜、Lockemann二 於 ケル ト略k等

シ。

Fronin及 ビGuillaumeハ 僅 カ ノ鐵 ノ存在 ガヨ

ク結核 菌 ノ登育 テ促 ス ト云 フ.Loebel,Shorr,

及 ビRichardson・ ・検査 法 ニ ヨリ鐵 ニ ヨル呼吸

ノ漿化 テ認 メズ ト云 フ.余 ハ僅 カ ノ鐵 ガ ヨク結

核菌 ノ呼吸 テ著 シク増大 シ、 且 ツ鐵 テ含 マザル

トキ増殖可能 ナルMedium二 於 ケル呼吸 ハ「グ

リセ リン」加燐 酸含有食盤液 二於 ケル呼吸 ニー

致 スルコ トラ知 レリ。

10.中 川氏球状結核菌 ノ生物學的研究

齋藤 兵治(北 大中川内科)

脆汁酸加培養基 二依 リ、純梓 二分離 音養 シ得 ラ

レル中川 氏球状 結核 菌 ノ菌膿 ハ、 「アニ リン」色

素二濃染 シグ ラム陽性 ナル2個 ノ 「ランツェツ

ト」型 テ呈 スル部分 ガ其 ノ大部 テ占 ムル球状菌

デ アリマス。

之 テ脆 汁酸加 「グ リセ リンブイヨン」及1グ リセ

リンブイヨ ン」、「ペ プ トン」水 ノ液膿培 養基 二累

代培 養 セル ニ、始 メ何 レモ旺盛 二獲育 スルガ、

漸次 粘稠性 ノ檜加 ト、黄 色 テ帯ゼ 、前者 二於 テ

ノ、、15-16代 ニ テ繊 植不能 トナルガ、後者 二於

テハ、30代 以上省可良、「グ リセ リンブ イヨン」

二於 テハ1ケ 年 以上 テ経過 スル今 日旺盛 ナノヒ登

育 テ見 ル。

鏡 見 一ヒニ於 テハ、漸次其 ノ内部構造 ト形禮 的攣

化 ラ見、 「ランツニツ ト」型 ヨ リ、牛月状 線状、

穎糊 犬トナ リ、終 ニハ菌 ハ全 久 グラム陰性 ト

ナ リ、更 二正規球歌菌 二比 シ、不 定型 テ呈 セル

モ ノ、更 二少撒 ノ桿菌 ガ見 ラル ・ガ、抗酸性菌

ハ観察 セラ レズ。

之 テ上記培養基 一、長期 間培養放置 スル ニ、 同

檬、 グ ラム陰 性 トナルモ ノ多 久 更 二非抗酸性

桿菌 、 「ヂフテロイ ド」桿 菌等 ノ外 一、 チール ネ

ルセ ン氏染 色 二於 テ、淡 赤紫 色 二染 マル繊細 ナ

ル桿菌 モ認 メ ラル。

更 二、特殊培 養基、 自PチHohn,Petroff・L6-

wenstein氏 培 地 一 於 テモ非抗 酸1生桿菌 ノ存在

テ見 ルガ、定型的結核菌 二還元 スル コ トガ出來

ナ カツタ。

動物 生膣 内 二於 ケル攣 化 テ観察 スル ニ、接種後

3日 目 ノ淋 巴腺 二於 テ、非抗 酸性桿菌、2週 間

目二於 テ、定型 的結核菌 ト同檬 屯⊥Z氏 穎粒 ラ

有 スル抗 酸性桿菌 ラ、更 二、1ケ 月、2ケ 月 二

於 テハ、短桿菌.「 ヂフテロ イ ド」桿菌等 ノ非抗

酸 性桿菌 ノ外 二、 チー ルネ～レセン氏染色 二依 リ

弱 陽性 ナル桿菌 テ認 メ、甚 ダ多型性 テ示 シテオ

ノレo

累代培養 セザル グ ラム陽性 ナル中川 氏菌 ト・之

テ30代 以 上累代培養 シ、 グ ラム陰 性 二輔 ぜル

モ ノテ、二群 ノ動物 二接 種 シ、1ツ ベル クリン」

反慮 ラ検 シタノデ アルガ、第1表 二表示 セル如

久 前者 二於 テ・・、0.1,1.0,10mg接 種 海狸

拉 ピニ、10mg,500mg接 種 家兎 二於 テモ凡 テ

陽性 ラ示 シ、尚動物通過 テナ セル海狽 二於 テハ

化膿 テ來 シ、強陽性 二反慮 スルモ ノガ アル。

然 ル ニ、累代培養 セル中川 氏菌 テ、1mg,10mg,

100mg,200mgテ 海 猿 二接種 セル各群 二於 テハ

表 示 スル如 ク、殆 ド凡テ陰 性 ノ結果 テ示 シ、極

ク少数 二於 テ ノミ、一過 性又 ハ弱陽性 二反慮 ス

ル。更 二10mg家 兎静脈接 種 セルモ ノニ於 テモ

終始陰性、 「ッ〈ごル クリンアレル ギー.一 出現 テ

見 ナ ィ。

然 ラバ上述 ノ中川氏菌 ハ如何 ナル病的攣化 テ示

スヤ湖 冥二於 ケル所 見 テ述 ブル ニ、 第2表 二示
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ス如 ク、 肉眼的 二、粟粒 大乃至帽針頭大 ノ結節

テ形成 シ、爾脾臓淋 巴腺 ノ肥 大 テ認 ムルガ、之

ラ鏡見 スル ニ、肺臓 、脾臓 、肝臓 、淋巴腺等 二

於 テ、淋 巴球細胞、結締織芽 細胞及 ビ類 上皮細

胞 ヨ リナ リ、定型的結核結節形成 二見 ラル ・、

亘大細胞、蚊 ビニ乾酪憂性 ナク、類 上皮細胞檬

結 節 トモ言 フベキ、非定型 的結節 ガ見 ラレ、斯

ル結節 ノ定型的 ナルモ ノハ、圭 トシテ、肝臓 二

多 ク観察 セラレル。然 ルニ累代培養 シ、 グ ラム

陰 性 ナル中川 氏菌 ハ表示 スル如 ク、1mg,10mg,

100mgヨ リ、200mg,300mgノ 大 量接種 二至

ル各群 ノ海獲 二於 テ、漸次膿重 ノ増加 ラ見、 肉

眼 的 二、脾臓 、淋巴腺 ノ肥大 テ認 メズ、更 二又

結核攣 性 ナク、之 テ組 織學的 二観察 スルニ、結

核病攣 ナク、表 示 スル如 ク、30例 中僅 力2例 二

於 テ ノモ、 上述 ト類似 ノ結 核性憂化 テ認 メタル

ニ過 ギナ ィ。

更 二、家 兎静脈 二10mg接 種 後 牟 ケ年 テ経 テ、

悪液質 テ以 テ死 亡 セル1例 二於 テハ、特 二淋 巴

腺 二於 テ、鏡検 上、毛様織 細胞 ノ増殖 テ見、一

見Lymphogranulomatosisト 類 似 セル所見 ヲ

呈 セルモ ノガ アル。

之要 中川氏菌 ハ培養上弱 陽性桿菌 二、生膿 内二

於 テ、諸種 ノ形禮的結核菌 二再 生 シ、更 二、 中

川氏菌接種動物 二於 テ、 「ツベル ク リン」反慮陽

性組織學 上特異 ナル黙 ハ、亘大 細胞 、蛇 ビニ乾

酪攣性 テ呈 セザル非定型的結核 性病攣 ラ形 成 ス

ルガ、之 テ累代 セル モ ノハ、菌 ノ病 原性著 シク

減弱 セルモ ノ ト思 ハ レ、結節形成 ナ ク、上述 ノ

如 キ非定型的結節 テ見ル コ ト稀有 ニテ、倫、「ツ

ベル ク リンア レルギー」ノ出現 テ見 ナ ィ。

又家 兎二 於 テ、Lymphogranulomatosis二 類

似 セル所 見 テ呈 セル毛 ノアル ラ認 メタルハ、甚

ダ興味 アル事 デ、是等 二關 シテ尚研 究 中 デアル。

以上 ノ事 實 ヨリシテ、 中川氏球状菌 ハ結核 菌 二

由來 セルコ ト明 ラカ デアル。

10二 封 スル質問

吉 田 長 之(九 大細菌)

累代培 養 中、球状菌 ノ間 二絶封的 二抗酸 性桿菌

テ認 メラレザ リシヤ。

10二 封 スル質問

長谷川秀治

中川氏球状結核病原膿ハ細菌濾過器ラ濾過 イタ

シ マ ス カ 。

中川氏球状結核病原艦ハ動物生膿内二於テ諸種

ノ中間型 テ経 テ定型的結核菌二再生スルマデニ

要 スル時 日ハ何 日位 力・リマスヵ。

試験管内二於 テ何 日位デ、球歌膿ガ出現 イタシ

マ ス カ 。

(1)二 封 スル答

累 代培養毎 各1週 間毎 二見 ル染色 二依 リ検査 シ

マ シタガ80代 二於 テ抗 酸 性結核菌 ハ認 メ ラレ

ナカ ツタ。

(2)二 封 スル答

接 種 セル菌株 二依 ルガ余 ノ實験 二於 テハ菌接種

後2週 間 テ経 テ抗酸 性結核 菌 二再生 ス ル テ 見

久 爾液艦培養基 二放 置 セルモ ノニ於 テハ早 キ

ハ2ケ 月、遅 イモ ノデノ・牛 ケ年 二於 テ、弱抗酸

性 桿菌 ガ認 メラ レル、然 シ菌 株 二依 リテハ1ケ

年 一及 ブモ猫原型 テ攣 ヘザ ルモ ノガ アリ。

11.結 核菌 ノ生活要約二就テ7研 究(第

一報)第 一人型結核菌二就テワ研究

若 林 宏優 内森〉

結核菌 ガ無 蛋 白合成培地 ニヨク旺盛 ナル登育 テ

螢 ム事實 ハ輩 二無蛋 白 「ツベ ル ク リン」ノ製造、

菌膿成分 ノ化學 的研 究 二便 ナル ノミナラズ、 又

結核菌 ノ生 活要約 ノ研 究 二甚 グ便 ナル事 ハ言 テ

挨 タズ。而 シテ培 地 ノ成分 ト菌 ノ登育 トノ關係

二就 テハProskauer.Beckテ 始 メ トシテ種 々

!業 績 アリ ト難 ソノ結 果 ハ必 ズ シモ・一致 セズ、

又 ソノ各成分 ノ濃度 ト登 育 トノ關係 ハ未 ダ詳 ナ

ラザルモ ノア リ、著者 ハ コレラノ貼 二就 テ爾詳

シク研 究 セン ト欲 シ先 ヅ人型 結核菌 テ用 ヒテ

1.菌 ノ螢育 二維封的必要 ナル成 分 ノ確定2.

ソ!代 用問題3.各 成分 ノ登 育可能 濃度、登

育至適濃度等 二就 テ實験 テ進 メ之 テ報 告 セン ト

スo
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12・ 結核菌 ノ榮養生理二關スル知見補遺

一窒素供織 原 トシテワ各種 「ア三ノ」

酸 ノ態度二就キテー

貝田 勝美(謝 鶏

1882年R・Kochガ 凝 固血清 テ用 ヒテ結核菌培

養 二成功 シ、次 イデ1887年Nocard及 ビRoux

ガ 「グ リセ リン」ガ結核菌 ノ登 育 ラ促進 スル コ ト

テ登見 シテ以來、結核 菌 ノ榮養生理 二關 シテハ

L6wenstein,Sauton,L・ockemann等 ノ著明 ナ

業績 ガ アル。 」

就 中、窒素 ノ新 陳代謝 二關 シテハ、Proskauer

及 ビBeckノ 業績 テ哨 矢 トシテ幾多 ノ論文 ガ登

表 サ レ、 ソ ノ中、且.Braun及 ビ ソノー派 ノ業

績 ハ最 モ有名 デアル。

余 ハ襲 二、第13同 結核病學會 二於 イテ、各種

臓器 二依 リ結核菌 二侵 サ レル頻度 ガ異 ル所 ヨリ

考 ヘ テ、 各種臓器 「エキ ス」ト結核菌 トノ親 和力

テ試験管 内 デ實験 シ、 一一定 ノ結果 テ得 タ。

余 ハ更 二、色 々 ノ意 味 二於 イテ、人盟 二密接 ナ

ル關係 一 アル各種 「アこノ」酸 ガ、結核 菌 二窒素

供給 源 トシテ如何 ナル態度 テ示 カスラ實験 シタ

ノデ ソノ結 果 テ報告 スル。

用 ヒタ菌株 ハ人型菌 ニ シテ「フランクフル ト」菌

培 養基 ハキル ヒナー氏法 テ用 ヒタ。

各 「ア ミノ」酸 へ1,1/2,1/,。,1/、 。,1/1,。,1/2。。,1/、。。

「モル」ノ8種 ノ濃度 二於 イテ3本 宛 テ作成 シ
、

100度 一 テ30分 滅 菌後、各試験 管 二1mg宛 ノ

菌 量 テ注加 シタ.

培 養法 ハ九大 細菌學教 室探用 ノモ ノニ習 ヒ、「コ

ル ク」 ノ切片 テ浮 カ シテ、 ソ ノ上 二生菌 ガ俘 プ

様 ニ シ、培養期 間 ハ5週 間、而 シテ、各週毎 二
　

菌 ノ登育 ノ歌態 テ調 ベ タ ノデアル。

詳 細 テ省略 シテ、簡 軍 二結 果 ノ ミ子圖表 ス レバ

次 ノ如 クニナル。
ヘ ヘ

コノ表 ヨリ結論 トシテ、次 ノ諸黙 ガアゲ ラ レル。

5週 間培養後二於ケル各種「アミノ」酸 ノ獲育成績比較

㎞
」

什

十

什

十

十

十

±

±
一

±
一

一

什

±
一

十

㎞
1

柵

十

粁
09

十

十
19

19

一

十
一

一

什

±
一

朴
「

㎞
1

柵

料

琳
99

十

十
99

99

一

㊥

±
「

⑧

±
一

朴

漏

⑱

卦

什
19

十

十
"

"

㊥
±

±

十

卦

十
一

什

布
惜

什

帯
09

十

十
99

"

一

士

±

十
一

十

十

惜

%

惜

帯

⑱
09

90一

一　

"

99

一

一

㊥
99

一

⑭

⑭

⑭

砺ー-「ル隔1

±
一

溶不
"

"一
一

』"

99

"

99

01

09

"

"

99

"

朴

一

溶不
09

91

oo

91

91

"

19

99

99

19

99

99

99

99

度濃酸為皿六,一ー
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ココリレ

めニラウ

均ギラバスけ

均ジロ辱

均チイ舶1

醐
ソ「昌タルケ

めチス与

めイテス辱

判リアげ

酸物ギラパス汐

物二乃ル
陶

ノリ

均みトプ回μ

めニギルアび

殉ヂチス玩1

物リロけ

達曹酪均療塊り
1.余 ハ16種 ノ 「ア ミノ」酸 二就 キ,是 等 ガ窒

素供給源 トシテ結核 菌登 育 二及 ボス態 度 二就 キ

實験 シタ.

2.「 ア ミノ」酸 中、構 造複 雑 ナル モ ノヨリ簡 軍

ナルモ ノ ・方 ガ榮養 二適 スル モ ノ ・如 ク、就 中

「グ リ コ コ ル 」
、 「ア ラ ニ ン」、 「ア ス パ ラ ギ ン」、

「グ ル タ ミ ン」酸 曹 達 ハ 最 モ登 育 可 良 ニ シ テ
、 是

等 ハ1週 間 以 内 ニ シテ 既 二 肉 眼 的 二菌 皮 膜 テ見

タ。 「d一ア ル ギ ニ ン」、 「ヒ ス チ ヂ ン」
、 「プ ロ リ

ン」 ハ 之 二 次 ギ
、 ソ ノ他 ノ 「ア ミ ノ」酸 ハ 概 シ テ
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登 育 ハ不 良 デアツタ。

3.菌 叢育 二最 モ好適 ナル濃 度 ハ各 「ア ミノ」酸

・・…bヨリ異 リ、從 ツテBraun氏 等 ノ如 ク、軍 二

〇.5%1濃 度 二於 イテ ノミ比較 スルハ、確實 ナ

ル方法 デハナ イ。

4.然 シ乍 ラ,大 禮 二於 イテ、1/1。「モル」濃度 一

於 イテ、 ヨク褒育 スル様 デアル。

5.水 素 「イオ ン」濃度 ハ、培養前 二於 イテハ、

大約 、6.5内 外 デアツタモ ノガ、5週 間後 ニハ

殆 ン ド凡 テ、輕度 二酸性 二移行 シタ。

13.Helleboreinニ ヨ ル 結 核 菌 ノHomo・

geneEmulsion二 關 ス ル 研 究

吉田 長之(九大細菌學 敏 室)

緒 言

非 抗 酸 性 結 核 菌 拉 二結 核 菌 ノ 且omogeneEmu1-

sion二 關 ス ル 研 究 中 化 學 藥 品 添 加 培 地 ニ ヨ ル

モ ノ甚 グ多 シ。 一 般 二Sterin及 ソ ノ誘 導 盟 ニ ー

就 テ考 フ ル ニ、 脂 肪 ノ清 化 作 用 ト密 接 ナ ル 關 係

テ有 ス ルGallens5ureノ ミナ テ ズ 、Sterine-

Derivateハ 廣 ク 生 物 界 一 ア リ、 生 理 上 、 藥 物

上 重 要 ナ ル モ ノ多 シ。 「ヂ ギ タ リ ス、 ス ト ロ フ.

ン ツ ス」 等 二 含 有 セ ラ ル ・張 心 配 糖 禮 、 被 疾 藥

タ ル 「サ ボ ニ ン」性 「ホ ル モ ン」等 ハ 何 レ モ、

Sterine-Derivateナ リ。 既 二 先 人 ニ ヨ リ、

Saponin,GallensEure,Digitalin,Digitonin,

Convallamarin,Convallarinハ 結 核 菌 ラ 非 抗

酸 性 化 ス ト報 告 セ ラ レ タ リ。 余 ハ 此 事 實 ヨ リ、

Cyclo-pentano-phenanthren核 ガ 重 大 ナ ル作 用

機 轄 テ 司 ル モ ノナ ラ ン ト考 へ 、 此 ノ核 ラ有 シ、

或 ハ 有 ス ル ナ ラ ン ト考 ヘ ラ ル ル 化 學 藥 品 テ 用 ヒ

テ 、 次 ノ 如 キ 實 験 テ 始 メ タ リ。

實 験

使 用 菌 株 。 人 型2、 牛 型2、 鳥 型1、 「チ モ テ

ー 菌 」
。

使 用 物 質 。 且elleborein(Merck)(C37Hr)60i、 〔C26

H"01.s〕)之 ハ 且elleborus及 且elleborusviridis

ノ根 二存 ス ルGlykosid一 テ 、 黄 白 色 粉 末 水 一:)

可 溶 、 酒 精 二難 溶 、 「エ ー テ ル 」二 不 溶,甘 味 ア

リ。

培養法。且elleboreinラ1%ノ 割 二加 ヘ タル4

%「 グ リセ リン」水 テRoux氏 試 験管 二入 レ、更

`t契 状 馬鈴 薯 テ入 レ、3回 滅菌 ス。使用前37。C

-48時 間雑 菌試験 テス
。試験管 ハ斜 メニ保 チ塗

布 セル結 核菌 テ シテ、長期 間充分 二藥液 二浸 サ

シム。培 養 中 ハ 時 々菌苔 ラ 藥液 ニ テ浸 ス。

且elleboreinノ 濃 度 ハ初代1%、 第二代1.5%、

第 三代2%ト ス。始 メヨ リ、3%、4%、5%

ノ溶 液 トスル時 ハ菌 ノ檜殖状態不良 ナ リ。初代

二於 テ大約40日 位 ニ シテ、菌苔 ハ漁潤泥歌 テ

呈 シ、 此 ノ時、第二代 二移植 ス。斯 ク ノ如 クシ

テ、第三代 目二得 ラレタル菌苔 テ白金耳 ニテ探

リ、生理的食臨水 テ使 用 シ菌浮游液 テ作 レバ、

極 メテ容 易二外観全 クZF等 ナ ルHomogene

Emulsionテ 得 、之 ハ自然凝集 モナ ク、24時 間

乃 至48時 間 ニ テ、僅 二上層部沈下 スル テ見ル

ノ ミ。而 シテ此 ノZF等 性 ハ100。C-30分 間 加熱

スルモ、封照 「チ フス」菌俘游液 ト同檬 ナ リ。而

シテ第三代 目菌苔 ラ、 ペ トラニ アニ氏培地、「グ

リセ リン」寒天 二移植 スル時ハ正常結核菌 二復

ス、普通寒 天ニハ生 エズ。

鏡 見上 ノ所 見6人 型F株 、 第一代 目ニハZ,N

氏 法 ニ テ染色 スル ニー般 二抗酸性弱 ク、其 ノ間

二「メチ レン」青 ニテ淡 染 セルSclerothrix型 ノ

非抗酸性菌 テ多撒 見ル。或 ルモ ノハ穎粒 ノ ミ赤

ク染 マ リ、菌禮 ハ淡 青 ク染 色 セリ。各個菌 ノ分

布歌況 ハ、未 ダ完 全 ナ ラザルモ、第三代 目二及

ベバ各菌 別 々 二 離 レ、鏡 見的 二Homogene

Emulsionナ ル コ トテ知 ル。 グ ラム染色 テスル

ー、所 々 二陽性陰 性、不確 實 ナル モ ノテ見ル。

牛型 ニテハ初代 二於 テ、僅 カ ノ割合 ナ レドモ、

細長 キ非抗酸 性菌 テ見 ル。

鳥型結核 菌 ニテモ、 非抗酸性菌 テ検出 スル コ ト

前述 二似 タ リ。 「チモ テー」菌 ニテハ、 第二代 目

三 テ殆 ド全部 非抗 酸性菌 トナ ル。 即 チ 少 ク ト

モ以 上 ノ實験 ニテパ 程度 ノ差 コソア レ必 ズ 初

代 ニテ 非抗酸 性菌 テ 得 レド モ、 量 的 二全 視野

悉 クテ非抗酸 性菌 トス ル ー トハ 不成功 二終 レ
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リ。

凝集反慮。且elleborein塵 置 且omogeneEmu-

1sionテ 用 ヒ、肺結核 患者血清 二就 テ凝集反 慮

テ検 スル ニ ソノ凝集 償 ハ封照Convallamarin

塵 置 俘游液 二依 ル場合 トホ"孕 行 セ リ。

結核菌 「リボ イ ド」及 且elleboreinノ 結 合反慮。

非抗酸性 化、ZF等 化 ノ化 學的物理的攣化 テ検 セ

ントシテ、先 ヅ人型F株 乾燥菌盟 テAetherニ

テ抽 出(Soxhletノ 装 置使用)シ 、 此 ノAether

溶 液 テ1%Helleborein水 溶 液 上 二注加 シ、

振潅 スル ト雨液層 ノ境界 二淡黄 白色紫歌層 ラ生

ズ。試 ミニ此 ノ部 分 子探 リ、 「オブエ ク ト」硝子

上 二載 セ、Karbol-fuchsin-・ ・テ染 色 シ顯微鏡

下 二観察 シツtN96%Alcohol或 ハ3%且Cl-

Alcoholテ 横 ヨリ注加 スルニ、 一一一一A部ハ脱色 セラ

ル ・モ、 ソノ他 ノ部分 ハ脱色 セ ラレズ。此 ノ脱

色 セ ラレタル部 分 ハ「メチ レン」青 ニヨ リ、染 色

セラル。而 シテ、此 ノAether可 溶 性 「フラク

チオ ン」加1%HelleboreinL6sgヲ ・翌 日マ デ

室温 二放 置 スルー、Aether・ ・蒸褒 シ、淡黄 白

色部 ハ褐 色 二攣 化 セル テ見ル。次 二Cholesterin

ノ稀 薄 「アル コー ル」溶液 テ1%且elleborein水

二静 カニ注加 スル ニ、 白色紫状 ノ沈澱 テ生 ズ。

此 ノ物質 バー度Karbolfuchsin一 テ染色 セラ

ル ・モ96%Alcohol又 ハ3%Hcl。Alcohol一

テ全視野睨色 セ ラ レ、 「メチ レン」青 ニテ、後染

色 スル ニ淡染 セラ レタ リ。以上 ノ2ツ ノ小實験

テ基礎 トシテ只今實験績行 中ナ リ。

次 二性「ホルモ ン」剤 ノ結核菌二及ボス影響 テ見 ン

トシ、Androstin(脂 溶 性)(ciba)テHelleborein

ノ代 リニ用 ヒシ所、初代 ニテ菌形 ハSclerothrix

型 トナ リ、所 々全 ク非抗 酸 性 トナ レル テ見 タ リ。

而 シテ、菌苔 ハ泥状漁潤 ナ リキ。然 ル ニ水溶性

Androstinハ 却 テ、登育促進作 用 テ認 メ、 且 ツ

染 色性拉 二菌 形 ニハ著憂 ナ カ リキ。

水溶 性 「スペル マチ ン」加培 地 ハ、第一代 ニテ、

多少登 育促進作 用 ア リ、第二代 目 一テハ細長 キ

「メチ レン」青 二淡 染 セル非抗酸 性菌 テ認 ム。

丁エナル モ ン」加培 地、一初 代 ニテ、菌 ハ統 ノ如

ク細 クナ リ、抗 酸性減弱 シ、所謂、Fadenbildung

テナ セル部分 多 ク、第 二代 目二於 テハ ソノ程度

爾張 クナ レル テ見 タ リ。

「才バ ブンザル」加培 地一 「エ ナル モ ン,:加培地 ト

殆 ド同様 ナル所 見 テ呈 セ リ.

13二 封 スル質 問

東風 時之

Helleboreinニ ヨル結核菌 ノhomogeneEmu-

1sionハ 自然凝集現象 テ起 シマ セ ンカ。

13二 封 スル質問

松枝 勝 夫

人型 「フランクフル ト」株以外 ノ菌株 テ用 ヒラレ

マ シタカ ドウカ又 用 ヒラレマ シタラ夫等 ノ菌 ノ

「ホモゲー ネヱムル ジヨン;一 ナル ヤ=否ヤ又抗酸

性 二封 スル態度 テ御尋 ネ シマ ス.

答

1.二 封 スル答 「ヘ レボ レイ ン」加培 地 ニ ヨ リテ

得 ラレタ結核菌 ノZF等 俘游液 ハ自然凝集反慮 テ

認 メマセ ンデシタ.

2.二 封 スル答 人型2株 、牛型2株 、鳥型1

株 、 「チモテー」菌 二封 シテモ實験 子 シマ シタ。

殊 二「チモテー」菌 ハ第二代 ニ シテ殆 ド全部非抗

酸性化 シ、極 ク僅 力抗性菌 ガ鮎在 スルテ見 マ シ

タn

吉 田 長之(九 大細菌)

14.結 核 菌1等 電鮎(1.E.P)二 就 テ

岩 崎 基(有 馬研 究所)

諸種細菌 ノ等電貼 ハ内外諸研究者 ニ ヨリ、之 テ

求 メラ レタルモ ノ少 シトセザ レド、結核 菌 二就

キテハ殆 ド之 テ見ズ。即 チ、毒性、染 色性 ソ ノ

他諸種性状 二於 テ特性 テ示 ス結核 ガ、樽電歌 態

二關 シテモ他種細菌 トノ間 二差異 テ有 スルヤ否

ヤ テ知 ラン トテ本實験 テ爲 セ リ。

等電黙測定 ノ方法 ハ種 々 ア レド、細菌 テ材料 ト

スル揚合、最適 ト思 ハル ・、電氣泳動法(Elect-

rophoresis)及 ビ酸凝集反慮 ノ雨法 子以 テ セリ。

印 チ、前者 ニ ヨリテ、陰、陽何 レノ極 ニモ移行

セザル黙 テ求 メ、後者 ニ ヨリテ沈澱度 ノ最 強貼
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号知 レバ可 ナ リ。

先 ヅ結 核人型加熱 死菌及 ビ同生菌 テ トリ、封 照

トシテ枯 草菌、大腸菌(共 二加 熱死菌)テ 用 ヒ、

乳剤 ノ不等安定 化 子期 シテ、第1表 ノ如 キ條 件

ノ許 二超1㌃波盧置 ラ行 ヒ、Michaelis氏 孚L酸盤

「プッフ。一 液、或 ハS6rensen氏 「グ リココー

ル」 願酸緩衝液 二俘游 セ シメタルモ ノニ就 キテ

ノ實験結果 ハ第n表 ノ如 シ。

更 二、結核菌 自龍 ノ等電黙 ト、 ソノ成分 ノソ レ

等 トノ關係 子知 ラントシ、 酒精、 ∫エー テル」一

ヨル脱脂法 ニヨ リ得 タル、 睨脂 菌㈹ ト抽出脂質

_'ソ キ、検索 セノレ結 果ラ、第 皿表 トシテ掲 ゲ。

之 ラ要 ス・レニ、 本研 究 ノ結論次 ノ如 シ。

(1)結 核 ノ＼型菌 ノ等 電1貼ハPH=3.0ニ シテ、

加熱死滅 セ シメ タル モ亦同 ジ。換言 セバ、結核

菌 モ他種病原菌 同様 、 中性水溶液 中二於 テハ陰

性 二帯電 シ、 叉、 ソノ等電黒占ノ位 置二關 シテモ

大差 子見出 ス能 ハ ズ。

(2)酒 精 「エー テル」ニ ヨル脱脂菌膿 ノ等電貼 ハ

第ll表

PH=4・7一 シテ、抽 出脂質 ノ値 ハPH=2.1ト

見 ナ シ得。依 テ、結 核菌龍 ソノモ ノ ・等電鮎 ハ

ソ ノ成分 ノ形 成 セル複合雨 性艦(Complexamp.

holyte)ノ 等 電 黒占二相常 スル モ ノ ト考 フル テ得

ベ キカ
o

第1表 超 音 波施 置 條イ牛

室 温23-25C

温.度60-75.%

作 用 時 間15分 或30分

水 品獲振 子

周 波 鍛

油 ノ 温 度

厚 サ

直 裡

始 メ

終 リ

始 メ

終 リ

7mm

35mm

410kc/sec

,,kc/sec

23C

23℃

油 ノ 厚 サ

噴

直 流 電

汕 ノ 高 サ

8

墜_計

ca5

2200

C m
痛
C

v.

直 流 電 流 計

熱 電 流 計

0.2MA.

270MA.

結核菌(人 型、生菌)
I

P百 2,312,612.91
-i
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一

一

一

幽一一 一一 一

一

}

-1-
一.___一 一1-一.一 一

一 一Agglutination刊 十 柵 十i }
結核菌(人 型、死菌)

PH

Charge

Agglutination

2β
一

±一

十十

2.6
　子

一一一一勲ギ

調

+

柵

…

.

・3.2

冊

・3・5⊥ 一遼量.
-i二

++1+

4.1 44

一

一

4.7 5.0

枯 草 菌

臨1
2.3

十

十十

6

「

?
で

+

柵

2.9

干
柵

略2噌
3.8

柵 柵 「 什

4.1 4.4

++「=

4.7 5.0

_1=一

大 腸 菌

PH2.3

Charge
十五

gglut砺 副

2.6

十

2.9

十

3.2

十

十

・3.5

0

十十

3.8

十

4.1 4.4 4.7 5.0

第 皿表 脱 月旨 箇 骨豊

PH2.3 2.6 2・913・2 3.5 3.8 4.1
-　 一　

4.4 ・4.7
一

5.0
　一

一

一 皿

柵

一 一 一 一一

Charge 十

一

十 0十 十

一 一一 一一

十 十 十 十
一 一 一 一

柵 柵
一 一 一一

Ag91utinationl

一

一F

一

一1一

一

一 十 十十

菌 骸 脂 質
PH 1.0

-一 一

十

十

網

1.2 1.4 1.6一 1.9
一

.2.3 2.6
一 一一一

2.9

-}

一

3.3
-一,一 　 一

一

一一 一 一

一

3.7
一

一

一一 一一醒一}Charge

一一一一一一一一一一一

十 十

一

十 一

一 弓 一 一一一

十十

二

十Flocculation

十

1+一 十十

一 一

十十

_一 一

十十
一
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特 別 講 演

15.眼 結核二就テ

菅沼 定男(慶鷹義塾大學敏授)

2.冤 疫 及 ビ「ア レルギー」

16.海 瞑 二於 ケルBCGJ實 験 的研究(第

二 同報告)

饗轟 三藻(傳染病研究所)

第13同 ノ木學 會 二於 テ、傳染病研 究所 二10数

年來保存 セルBCG二 就 キ、其 ノ毒 力 ノ弱 キ事・

豫防的数力 ハ顯 著 ナルモ治療 的数力 ノナキ事 テ

述 べ タ。其 ノ後、BCG接 種 量 ト 「ツベル クリ

ン」反癒 トノ關係 、拉 二是等 トBCG接 種 後満1

ケ年経 過後 二於 ケルBCGノ 豫 防的数 力 トノ關

係 二就 テ、海狽 二依 ル實験 的研 究 テ進 メ、次 ノ

如 キ成糸責ラそ尋タ..

(1)「 ツ ベル ク リン」反慮 ハ接種BCG量 ガ多 イ

程早 ク陽性 二轄化 シ、然 モ陽性持績期間 モ長 イ。

例 ヘ バBCG4mgテ 接 種 セル場 合 ハ、接 種後1

ケ月_シ テ100%ノ 「ツベル ク リン」反慮陽性轄

化率 テ示 シ、満1ケ 年 後 二於 テモ尚 ホ31・696

テ保 持 ス。

(2)BCGノ 豫 防的数力 モ亦接種BCG量 ガ多

イ程顯 著 ニ シテ、例 ヘバBCG4mgテ 接 種 セ

ル場合 ハ、満1ケ 年後 二於 テそ明 カー ソノ豫 防

的数力 ガ認 メ ラ レル。然 ル ニ同一BCG菌 量 テ

接種 セル場合 二於 ケル豫防的赦力 へ 「ツ・ぐル ク

リン」鷹 ノ陽性 ノモ ノ ト陰 性 ノモ ノ トノ間 二

殆 ン ド差異 ガ認 メ ラレナイ。'

(3)「 ツ ベル クリン」反 慮陽性持績期間 ハ豫防的

数力持綾期 間 ヨリ遙 カニ短 カイ。

17.白 鼠 通過 二依 ルBCG毒 力増 進力

蟹鏡房璽嚇)
BCG接 種 二依 リ、小動物ニー程度 ノ糸吉核膿

化 ノ惹起サ レル事へ 既ニー般 二認 メラレル所

デアリ.叉 余等 ノー人ハ嚢 二(昭和5年)是 等事

實 テ報告 セリ.今 同ハBCG働 物 二累代接種

シ、其 レニ依 ツテ動物 二封 スル病原性 ノ攣化如

何 テ、圭 トシテ白鼠 一ツキテ實験 セ リ・本實瞼

二用 ヒタルBCG菌 … 昭和5年BCGテ 以 テ

スル白鼠 ノ實瞼 的研 究 トシテ、報告 セル當時 用

ヒタル株 二非 ズ、其 ノ病原性 ハ其 レヨリハ幾分

減弱 セル如 キ黙 アル テ附言 ス.

實 瞼 方法

實験動物 ・・白鼠(膿 重60-80瓦)海 猿(禮 重300

瓦 内タト)及 ビ家 兎(膿 重1・5冠 内外1テ 用 フ・菌

ハ當所保存第21代 麸 ∠ 二上 、 ゲ ラン氏特殊

培 地_4週 間培養 セノレモ ノテ、接種 第11〈 トシ

テ實瞼 二供 セ リ。菌jtハ0・5c・c・1延 及 ビ3延 ト

シ、何 レモ滅菌 生輝的食盤水菌乳液 トセ リ。 白

鼠 一;一ハ此各液 テ0.5c・c・宛尾静脈 二、海瞑 ニハ1

睡 テ皮下 二、家 兎 ハ3睡 テ耳静脈 二注射 セ リ・

是等接種動物 ラ第4-5週 ニ テ屠 殺、 肉眼的拉

二組織學的 二検査 スルー 方、3醒 接種 セル白鼠

テ以 テ、肺肝脾腎 ノ各臓器 テ滅 菌生理的 食盤 水

乳剤 トナ シ.≦ 上 巳ヱ 、北 ベ ノウ雨培地 二培養

シ、第5--6週 一 シテ之 テ次 代接種 二供 セ リ。

白鼠 ノ肉眼的所 見

表 二示 ス如 ク初 代 二於 テへ 特殊 ノ攣化 ナ ク肺

二小 出血斑 ア リ、肝脾 ハ ヤ ・腫 大 ス.第2代 ニ

テハ肺 二僅 ノ結核結節 ラシキテ認 メ、肝脾 ハ腫

大 ス。第3代 二至 リ肺 二結核 結節多撒 生 ジ麗 々

二出血斑 ア リ、肝 ハ腫 大 シ小葉紋理 明 カー シテ

脾 ハ表面 ヤ ・粗槌 トナ リ腫大 ス。第4,5代 ト

ナル ニ從 ヒ肺 二於 ケル病攣檜強 シ、第6代 二於

テハ肺全面 二粟粒結核性結節 アリ、肝 脾 ノ腫脹

高度 ナ リ.然 シ結節 ハ認 メズ。腎 ハ各代 テ通 シ

テ結核特有 ナル攣化 ナ シ。

病理組織學的所 見

初代 二於 テハ肺 二輕度 ノ細胞壇殖 ア リ、菌 ハ桿

駄 叉ハ穎粒状 トナ リ僅 二存 ス、肝脾 腎 ノ各臓 器

ニハ充血及 ビ細胞増殖輕度 ニ シテ菌 ハ極 メテ僅

少 ナ リ。第2代 白鼠 ノ各臓 器ノ・檜殖性f化 初代

二於 ケル ヨリ強 ク、肺 ニハ小結節僅 カニ認 ム、

第3代 二至 リ肺 ノ病攣 明 カ ト ナ リ結節 多数 存

ス.肝 脾 ニモ少敷 ノ結 節 アリ、菌 ハ桿黙 ノモ ノ
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多 ク細胞中ニテ壇殖 セル如斗像 テ呈ス。第4代

二於テハ病攣更 二檜強 シ菌 モ多撒存ス。第5、

6代 トナレバ肺二於 ケル結節形成著明・…シテ・

菌モ檜殖ス。他臓器 二於 テモ同檬病攣強 シ。

家兎肉眼的所見

初代接種家兎ニアリテハ肺 二少数 ノ粟粒大結節

アリ、肝脾ハ腫脹 セルモ腎 ニハ攣化 ナシ。第6

代接種家兎ハ肺 ノ病攣 ヤ ・張 久 結節多激 二存

シ表面粗槌 ナリ、肝脾 ハ腫脹セルモ結節ハ認 メ

ズ、腎ハ攣化ナシ。

病理組織學的所見

初代家兎 ノ肺、肝 二於テハ比較的多数 ノ結節 ア

リ、脾 一ハヤ ・少 ク腎ニハ之 テ認 メズ。菌 ハ各

臓器共極 メテ僅少ナ リ。第6代 家兎二於テハ肺

二結節 テ多撒認 ム。肝脾 ハヤ ・少 ク腎ニハナシ。

菌 ハ各臓器共少数認 ムルバ ニシテ初代 二於 ケ

ル ト大差ナ シ。

海狽解剖所見

白鼠テ通過培養 セルBCGテ 各代毎 二海狼 二接

種 シ、各臓器 ニヅキ其 ノ病攣 テ検索 セルモ、結

核 二特有 ナル憂化テ來 ス初代二於 ケル ト6代 二

於 ケル ト大差 ナク、菌 モ亦謹明 シ得ザリキ。

培養所見

表二示 セル如 ク、初代白鼠通過セルモ ノニアリ

テハ、登育一般 二悪 ク腎 ヨリハ分離 シ得 ズ、第

2代 二於 テモ略 く同様 ニシテ只腎 ヨリ僅 カニ分

離 シ得 タリ。第3代 ニテ登育幾分旺盛 トナリ、

集落密接 シ菌苔 テ形成セル モ ノ ア リ。以下第

45代 トナルニ從 ヒ菌 ノ登育可良 トナ レルテ観

ノレo

以 上 ノ實験 二於 テ動物通 過僅 二6代 二過 ギザル

モ、接 種 白鼠 二封 スルBCGノ 病 原 性 ハ肉眼的、

組織學 的又培養所 見上 ヨリ。初 代 卜6代 トノ間

二相當 ノ差 アル テ観 ル。 之即 チBCGノ 白鼠通

過 ニヨ リ、毒力土曾進 セルモ ノナ ラズ ヤ ト思惟 ス

ル所 ナ リ。

＼動物＼
代藪
臓 ＼
器＼

1 五 皿 IV

i

vl VI

肺i一 十 十十 什 惜 帯

肝 一腫大 一腫大 一腫大 一脾大 一腫大 一腫大

脾 一腫大 一腫大 一腫大 一腫大 一腫大 一腫大

腎1一 一 一 一
1一

一

第2表BCG接 種 白鼠病理組織學的所見

+ノ・結核性攣化 ヲ(十)ハ 菌 ノ存在 ヲ示ス

1
数

＼

物
代
＼
器

動
＼
＼

臓
皿 皿IVVVI

肺 一(十) 十(+) +(什) 朴(++) 帯(惜) 柵(柵)

肝 一(十) 一(++) 十(十) 十(什) +(什) 什(什)

脾 一(+) 一(十) +(+) 朴(++) 十(什) 柵(++)

腎 一(+) / / 一(+) +(+) 十(十)1

第3表BCG接 種家兎解剖所見

十ノ・結核性攣化 ヲ(十)ハ 菌 ヲ示ス

第1表BCG接 種 白鼠肉眼的所見

十・・結節形成 ヲ示ス

● 肉眼的所見 病 理 組 織學 的 所
見

「＼動物
＼代敷臓 ＼

器＼

1 VI 1

}
VI

肺 十 十十 什(十) 柵(十)

肝 一腫大 一腫大 +(一) ++(十)

脾 一腫大 一腫大 十(十) 十(+)

腎 一 一 一(十) 一(十)

第4表BCG接 種白鼠各臓器ヨリ菌分離培養所見

5週 間培養

＼培養
＼代数
臓 ＼
器＼

1 H 皿 IV V VI

肺 十 /、 十十 / / /

肝 十 十 什 柵 柵 特
P脾

十 十 什 十十 甘 帯

腎 一 十 十 十十 什 朴

18.海 瞑二Mケ ルBCGJ毒 力拉冤疫力

二關スル實験的研究

鶴 灘 講羅)
BCGノ 病原性豫防数力 二就 イテハ殆 ド論 ジ蓋

サレタル カノ感 アリテ既二久 シキ以前 ヨリ多数

ノ人禮接種行ハ レツ・アリ。余等 ノ教室二於 テ

モ昭和2年 來BCGノ 病原性 二就 キ数多 ノ實験
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ラ重 ネ、萬 二及 ブ人禮接種 ノ結果BCGハ 實験

動物 二進行 性 ノ結核 テ起 サズ人艘 ニモ無 害 ニ シ

テー定 ノ豫 防数力 ア リ トノ結論 二 達 シ タ リ。

BCGハ 余 等 ノ経験 上殆 ド固定毒 ト見倣 シ得 ベ

キ モ未 ダ完 全 二固定毒 ト云 フテ得 ズ、培養 中 ら

於 テ其 ノ毒力 ノ上 昇或 ハ下降從 ツテ又豫防数 力

ノ消退 ナ シ トハ断定 シ得 ズ。 カルガ故 二余等 ハ

BCG毒 力 拉 二豫 防数 カ ー付 キ此庭 二再 度海狸

テ試 獣 トシテ實験 テ行 ヒ得 タル結果 テ褒表 スル

所 以 ナ リ.

使 用 セルBCG菌 株 ハ昭和2年 末毎月1同 圭 ト

シテ「グ リセ リン」加 牛膿 汁馬鈴 薯 二培 養糀代 セ

ル モ ノナ リ。

BCG毒 力 検査 二種 々 ノ實験動物 接種法 テ用 フ

ル時 ハ複雑 ニ シテ多 クノ日撒 テ要 ス。故 二簡軍

二時 日テ要 セズ シテ毒力攣動 テ知 ル方法 トシテ

皮 内接種 ニ ヨル局所 病壁 テ観察 セ リ。使 用海狸

ハ300ヨ リ400瓦 ノ雄性 テ用 ヒ「10」「5」「1」

「0.5」「0.1J竜 テ接 種量 トス。

第1表ABCG10mg海 狸 皮内接種局所病攣

十9

十6

十01

7十一創=「

一冨山「子 「誘一

6

9=「

十

9=「
_81+

矧翻

副

二
4
一型

1

2週 3週
動物 5週
番號登赤腫脹鵬 嚇晦 朧

}

61 9mn】 十 一 9mln 十 一 痕助一 一 一 一 一 一 一
62 8 十 1㎜ 9 十 4㎜ 痕助一一 一一

63 10 十 3 9 十 4
一 一 一 一 一

64 9 十 2 11 十 5 一一
65

一
12 T 4 一一 マ 一

66 イ 十 一 10 十 3 痕跡一 一 一
67 10 十 4 一 一 一一一 一 一 一 一
68 9 十 2 7 十 3 痕跡一 一 一 一 一一 一 一
69 8 十 3 8 十 一 死亡一 一 一 一 一一 一 一
70 12 十 6 9 十 3 痕跡

CBCGlmg海 狸 皮内接種局所病攣

動物
番號

2週 3週1
5週

嚇 腫脹鵬 團 醐 醐
41 ± 一 一1

_ ll-一 「

1142 4 十 一[

43
-

44

8 十 2画4 1_1_

「-i
l-!一4 十一

十

一
■

一i4

45

一 一一

5

1

-

__1__

i一同 三

1二

46
一一

47

5 十 一
1

4
-

7
--

6
-

3

十 一 2一
48 十一

十

1

-15 一1一
一
49 一1一

50 十

一 一
一

「

14}
一i一

一

DBCGO.5mg海6冥 皮内接種局所病攣

物
號
動
番

51

一
52

一
53

一
54

55

一
56

57

58

59

τ δ一

2週

鯛 腫脹囎

.!-1-ll
死亡
41十

±

4

一±

4=「

τ

±

十

+1一

3週
5週

鯛綱瑚
±
=}_τ

5

±

±

±

5

一±

十

BBCG5mg海 狸皮内接種局所病攣

物
號
動
番

71

一
72

一
73

一
74

2週13週
5週

紳 重脹鵬 鯛 腫脹鵬
痕 跡1皿m81+10+

7
-L'

痕跡-土

　
　 　へ 　

75110

8

一10

石

≡

τ
土
+

蓼王
+

一す
T τ

成績 ハ第1表 二示 スガ如 ク1死 ヨリ以下ニテハ

殆 ド潰瘍 テ形成 セズ 「0.1」竈一テハ何等 ノ攣化

モナシ。今後簡軍二BCG毒 力 ノ攣動テ検査 セ

ントセバ数匹 ノ海猿二BCGテ 皮 内接種 シ潰瘍

形成量 ノ登動或ハ病攣 ノ程度 テ検 セバ大略 ノ判

定 テナシ得ベ シ。

次 二静脈内接種試験 ナルガ肉的眼所見ハ第2表

二示 ス如 ク大量 ノ菌量テ以テ スレバ著明ナル

脾腫 テ見肝肺等 ニモ小結節 テ生ズ。 サ レ ド皮

下接種試験 二於 テハ病憂ハ接種局所淋巴腺二限
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第2表BCG海 狽静脈内接種試験

動物 燧 重 生存 レ・一 メ
肝門腺

肺 門 腺 肺 脾
肝

翻 擁 前陣 前 日敷 生反旛
司 左 司 左r訓 総

161320

162310B

C163385
G164330

10mg165300

166400

170380

171350B

C173350

G174300

0mg175320

176340

179340

1805570'B

C181315
G182335

1mg183310

184410

185315

186400B

C187305

G188305

0・5mg189295

190370

3605週 十 ± 一

3405,,十 一一 一

4405,,十 十 一 一

3506,,十

3106,,十 十 一 一

4306,,+一 一 一

4705,,十 十 一 一

4205.,十 十
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第3表BCG海 猿皮下接種試験
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±
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ラレ内臓 一ハ肉眼的所見 ナ シ(第3表)。

以 上 ノ實験 二於 ケル顯微鏡的所 見 テ総括 ス レバ

局所淋巴腺 二於 テ定型的 ノ結節 テ見ル モ1,2

結 節 二於 テ中心部 「ピクノー ぜ」ラ呈 セル ラ見 タ

ノル他、結節 ノ癒合、乾酪様攣 性 ラ見 ズ。 又脾

二於 テハ上皮様細胞集 團以外 二特 二多量菌 テ静

脈 内接種 セルモ ノニ於 テ上皮様細胞 ノ禰 慢性 二

浸潤 セル テ見 タ リ。其 ノ他肺肝 二於 テ上皮檬 細

胞 ノ小集 團 テ見ル モ何 レモ中心部壌死、乾酪 化

セルモ ノテ見 ズ。

次 二豫防数 力二關 スル實験 ナル ガBCG接 種 量

ハ 「0.02睡 」2同 或 ハ1同 「0.02竜 」、「1彪 」1同

ナ リ。「0.02匙 」ハ我 等 ガ卒常人禮接種 二用 フル

量 ナ リ。2同 接種 ハ間隔 テ3週 間 トシ冤疫 接種

後4週 間 一 シテ人型 上池株 テ 「200分 ノ1」彪 右

後肢 二皮下接種 テナ シ6週 後及 ビ8週 後 二屠殺

剖見 セ リ.成 績 ハ第4表 及 ピ第5表 ノ如 シ。

帥 チ接種局所病攣 ハ 「0.02」彪1同 群 ラ除 イテハ

病 攣 テ認 メズ。又 内臓 二於 テモ殆 ド結 節 テ見 ザ

ル ニ封照群 二於 テハ局所病攣。 内臓 等 二於 ケル

病 攣 ハ遙 二高度 ナ リ。

但 シ脾 二結節 テ生 ゼザル モ ノアル ハ上池株 ノ毒

力 ノ減 弱 セルガ爲 ナ ラン ト思 惟 セラル。 「0.02」

彪1同 群 ニテハ接種 局所病攣 二於 テハ封 照群 卜

大 差 ナケ レドモ内臓 二於 ケル病攣 ハ爾封照 二比

シテ輕度 ナ リ.

以 上 ノ成績 テ今村 内科竹 尾結核研究 二於 ケル從

來 ノ成績 ト比較 スル ニ我等 ノ所藏 スルBCG株

ハ未 ダ其 ノ毒力 テ硬 ゼズ又豫防敷 力 ノ減 少無 キ

テ確 メ得 タ リ,.

19.BCGノ 治 療的致果 二 關 スル賓験 的

研究

纐 羅難)
(1)緒 言

BCG接 種 二依ル結核 ノ豫防的数果 二就 テハ

Calmette以 來 多撒 諸家 二=嫁ツテ批判 セ ラレ、

BCGハ 既 二結 核 豫防 「ワクチ ン」トシテ廣 ク實

地 二慮用 セラ レツ ・アル現状 デ アル。

然 シ乍 ラBCG接 種 ガ翫存 ノ結核病攣 二封 シテ

如何 ナル影響 テ與 ヘル カニ就 テへ 今村 内科 ノ

先輩伊藤 氏(1930>、 レニ ング ラー ドノLevitan

氏 等(1930,1931)及 ビStarkow氏 等(1931)、

前 竹 尾研 究所 ノ今泉、宮 田雨氏(1932)、 傳 染病

研究所 ノ柳 澤氏(1935)、 パ ス ツ ー ル研 究 所 ノ

Balteanu氏 等(1936)ノ 報 告ガ アル ノ ミデアル

ガ、 是等 二稼 レバ大膿 二於 テ或程度 ノ治療 的数

果 ガ認 メ ラ レテ居 リ、 叉BCGノ 微 量接種 二際

シテハ既存 ノ結核 病慶 テ進展 悪化 セ シ リレコ ト

ハ無 イ ト謂 ハ レテ居ル
。

今村 内科 二於 テハ先輩伊藤 氏 ガ昭和5年 二同 ジ

演題 デ實験 報告 テ シテ居 ルガ、余等 ハ此 問題 二

就 テ更 二検 討 スルタメニ實験 テ緬 ケテ居 ル。 今

回ハ其成績 ノー部 二就 テ報告 スル。

(皿)實 験 方法

試獣 トシテハ300-4009ノ 雄 性海狸 テ用 ヒ、

人型 上池 菌1/、。。,1/1,。。。及 ピ1/且。,。。。mgテ 注 射量

0.5c.eト シテ海狸 ノ右膝皮 下 二接種 シ、第1實

験 ハ結核 感染 後1週 間 テ経 テ、 第 皿實験 ハ3週

間 テ経 テ、又第 皿實験 ハ5週 間 テ経 テBCGノ

生菌 「ワクチ ノ」1/1。。,1/1,。。。及 ビ1/1。,。。。mg.テ 注

射 量0.5c.qト シテ夫 々毎週 ・1同宛連綾3同 腹部

皮 下 二場所 テ替 ヘテ接種 シタ。爾解剖 ハ最後 ノ

BCG囁 取 ヨ リ5週 間 目二行 ツタ.

人 型 上池 菌株 ハ中等度 ノ毒力菌 デ アルガ、本實

験 二使 用 シタ培養菌 ハ毒 力 ガ減弱 シテヰタ。

(m)實 験 成績

(1)BCGノ 封 照實験 トシテBCG生 菌 「ワ ク

チ ン」1/1UU,1/1,000及 ビ1/IO,。,,omg-7・海 瞑 ノ腹吝β

皮 下 二毎週1回 宛連綾3同 接種 シ、最後 ノ注射

ヨ リ5週 間 目二剖検 シタ成績 二薇 レバ肉眼的 ニ

ハ臓器及 ピ淋巴腺 二結核 性病攣 テ認 メナ イ。

(2)結 核 感染 後1週 間 目 ヨ リBCG接 種 子開始

シタ第1實 験 ノ内、 上池菌1/100mg感 染 群 二於

テハ封 照 ト比較 シテ結核病攣 ノ程 度 二差異 テ認

メナイ。

上池菌1/1,。。。mg感 染 群 二於 ケルBCG1/1・ ・及

ビ1ん …mg接 種 列 二於 テハ封照 ト比較 シテ可
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成 リ著明 二病機 ノ進展 テ阻止 シテ居ル。

換言ス レバ或程度 ノ治療的数果 テ認 メタノデァ

ノレo

上池 菌1/、。,。。。mg感 染 群 二於 テハ上池菌 ノ毒力

ガ弱 カツ タガ タメニ實験 列蚊 二封照列共 二柄攣

ガ輕度 デア リ。 雨者間 二病攣 ノ差異 ガ認 メラ レ

ナ ィ。

(3)結 核 感染後3週 間 目 ヨリBCG接 種 テ開始

シタ第ll實 験 人 内上池菌1/8。。mg感 染 群 二於

テハ、BCG接 種 列 ハ封照 ト比較 シテ多 少結核

病 攣 ガ輕度 デ アル。

上池 菌1/1,000mg感 染 群 二於 テハBCG接 種 列

ハ封照 ト比較 シテ可成 リ著明 二治療的数果 ガ認

メ ラ レル。特 二BCG1/1。 。mg接 種 列 二於 テ顯

著 デ アル。

上池菌1/1。,。。。mg感 染 群r一於 テハ、海瞑 ハ300

9前 後 ノ比較 的幼弱 ナモ ノ子試獣 トシタノデ ア

ルガ、BCG1/1。 。,1/1,。o。及 ビ1/1。,o・・mg接 種 列

ノ何 レニ於 テモ封 照 卜比較 シテ著明 ナ治療的数

果 テ認 メタ ノデ プル。

(4)結 核 感染後5週 間 目 ヨ リBCG接 種 テ開始

シタ第 皿實験 二於 テハBCG接 種 ノ各列共封照

ト比較 シテ治療 的数果 テ認 メ得 ナィ。而 シBCG

接 種 二依 ツテ結核病 攣 ガ檜張 シタ ト思 バ レル モ

ノモ認 メナ カツ タ。

(1、)摘 要

結核海狽 二於 テハBCG生 菌 「ワクチン」ノ微 量

ラ反覆接種 スルモ既存 ノ結核病攣 ノ進展 ラ促進

スル場合 ハ無 ク、寧 ロ或程度 ノ阻止作 用 テ認 メ

タノテ アル。

BCGハ 人 膿 二於 テハ結核 未感染 者 二接 種 スル

テ以 ツテ原 則 トシテ居 ル ガ、實際 問題 トシテハ

結核 飢感染 者 ニ テ症状無 キ者 、即 チ 「所 謂健康

者」 ニモ接 種 スル場合 ガ アリ得 ル コ ト・思 ハ レ

ノレo

斯 ル際 二BCG接 種 ガ誘 因 トナ ヅ テ 結 核 テ

aktivieren人 ル コ トア リヤ、或 ハBCG接 種 二

依 ツテ免疫 ガ獲得 セラ レテ結核 ノAktivierung

ラ阻 止 シ得 ル ヤ、更 二又治療 的敷果 テ塞 ゲ得 ル

ヤ等 ノ疑問符ハ、BCG癒 用 ノ實際問題 トシテ

重要ナ研究題目デアルガ爾今後 ノ實験的研究 テ

基礎 トシテ批判 セラルベキデアル。

20.結 核 ノ冤疫反鷹二關スル研究(第 三

報)「 パラフィン」埋包結核死菌注射

家兎 ノ冤疫反庶二就 テ

安宅 進(簸熱

第一、 二報 二於 テ生結核 菌接種家 兎 ノ免疫 反鷹

ニツ キ研究登表 シタル ガ、 今同 ハ 結核死菌注

射 ニ ヨ リ、血清補禮結合素 贋 トハ如何 ナル關係

テ有 スルモ ノナル ヤテ、次 ノ方法 ニテ検索 シタ

リ。

補艦結合反慮 ハ ブロー ニ ング氏補禮 増進 法 テ行

ヒ、補禮結合反慮及 ピ凝集反慮 ノ抗元 ハ前同同

様井 上氏 「アル カ リ」慮 置菌液 ヲ用 ヒタリ。

臓器浸 出液 ハ前同 同檬、肺 、肝 、脾,骨 、睾丸

ノ外今同 ハ特 二注射 ニヨ リ硬結 テ起 セル部 テ取

リ、注射菌盟、「パ ラフ1ン 」等 ラ除 キ タルモ ノニ

ツ ィテ行 ヒ、其 ノ浸 出方法 ハ前 同同様 ナル ラモ

ツテ略 ス.

「ツベル ク リン」反慮 ハ傳染病研 究所製薔 「ツベ

ル クリン」100培 稀 繹液 テ0.1c.c.皮 内注射 テ行

ヒテ48時 間後検 セ リn

使 用動物 ハ2-3彪 ノ雄性家兎 ラ用 ヒタ リ。

注射菌 ハ余等 ノ教 室 二多年培養保存 中 ノ人型菌

及 ビ牛型菌 ノ「グ リセ リン、 ブ イヨン」4週 間培

養 ノモ ノテ用 ヒ、 之 レテ「アウ トクラー フ」一テ

2氣 歴 、120`℃,30分 間 殺菌 シ生理的食盛 水 ニ

テ3回 洗蘇 シ、濾紙 ニテ水分 テ吸牧 シタル後、

乳 鉢 ニテ研 磨 シタルモ ノテ「パ ラフィン」 ト「ワ

ゼ リン」 ト子等 量 二加 温溶融 セル モノニ混和撹

搾 シ、其 ノ1c・Q中 二菌量0.05瓦 含 有 スル様造

リシモ ノテ50℃-600C二 加 温 シツ ・其 ノ1c.a

テ壕 兎 雨大 腿 内側筋 肉内二分割注射 シタ.

注 射 菌 ノ牛型 卜人型 トノ差 ハ明 ナラズ、家 兎 二

風 リ、免疫 慣 ノ絵 リ上昇 テ見ザル モ ノアリ、生

菌接 種 ノ場合 ヨリ其 ノ差著 明 一 シテ、 家兎 ノ個

性 ニ ヨルモ ノナルベ シ。
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死菌注射 ノ場合二於 テモ、血清補禮結合反慮 ト・

同凝集反慮 トハ李行性 テ認 メ、共二3週 間籐 リ

ーテ少撒 ノ家兎ハ少 シク上昇 スルテ見、1ケ 月

余 ニテ他 ノ家兎モ梢 ≧著明一上昇 テ來 シ、其 ノ

後徐 々』上昇 シ約2ケ 月"テ 最高 ノ償テ示 シ、

後徐 々二下降 シ4ケ 月後二於テモ爾注射前 ノ償

ヨリ大 ナルモノアルテ見タリ。

「ツベルクリン」反慮ハ大多数 ノ家兎二於テハ2

週間目ニテ陽性二轄化 シ、残 リノ家兎モ総 テ多

少後 レテ陽性 二轄化 シ、血清 ノ免疫償二初 メ

梢 く平行性 テ有 シ、4ケ 月後二於テ爾著明二反

磨 シタリ。

臓器浸出液 ノ補膿結合素償ハ23日 目二於 テ認

メラレ、血清 ノ免疫慣大ナルモ ノハ其 ノ臓器浸

出液 ノ補盟結合素慣モ大 ニシテ、4ケ 月後二於

テモ術多少上昇セルテ見タリ。組織別ニテハ補

禮結合素償ハ注射部 ノ硬結浸出液ハ最モ大 ニシ

テ全然病慶テ見ザル肺、肝、脾,腎 、睾丸 ノ其

レノ・著 シク小 デァリ、注射部硬結浸出液補膿結

合素償ハ血清 ノソレト同等或 ハ其 レ以上二大 ナ

ルテ見、唯偶然注射 二際 シ菌膿 ノ静脈 内二入 リ

テ肺 二結節 テ造 リシト思ハル ・モノハ梢 く大 ナ

ルモ、硬結浸出液 ノソレニハ遠 ク及バズ。此 ノ

際 二於 テハ肺及 ビ注射部硬結 テ住吉氏硫酸集菌

法 テ用 ヒ、培養 シ生結核菌 ニヨルモノナルヵ否

カテ確 メタリ。

以上テ総括 シテ、考察 スルニ、死菌注射 ニョリ

テモ血清 ノ免疫償及 ビ組織浸出液 ノ補膿結合素

慣 ノ上昇 テ來 シ、 「ツベルクリン」反磨iモ著明二

陽性 テ呈 シ、血清 ノ免疫慣ハ組織浸出液 ノ補禮

結合素慣 トZF行的關係 アリ、組織浸出液補膿結

合素慣ハ、其 ノ病憂 ノ程度二左右 サレ、病憂 ノ

著 シキ組織ハ大ナ リ.

.第一一報以來 ノ総括 ハ他 ノ機會 トスル。

21.結 核菌鼓二結核冤疫元接種二因ルニ

三 ノ観察

桑原 忠實(東 京)

實験材料及實瞼方法

實験材料

1・ 「免 疫元」拉 二治 療剤

免疫元 トシテ

1.i聾 「ヅベノレク リン」

2.無 蛋 白 「ツベル ク リン」

3.志 賀 「ワクチ ン」

4.渡 邊 「ワクチ ン」

5.「 コガ ミゲ ン」

6.「 コクチゲ ン」

7.生 「ホモゲーネ」培 養菌

8.「 エ リトロジ ン」加結核培養液

治療剤 トシテ

1.「 チモ フ),・一一ゲ ン」

右9種 類 テ使 用 セ リ。

2.實 験動物

1・ 「モルモット」(450瓦 内外 ノモ ノ)

2.家 兎(2300瓦 内外 ノモ ノ)

右2種 類 テ使 用 セ リ。'

3.使 用 法

實験動物 テニ群 二分 チ、第一群 ハ先 ヅ免疫

元 ノ前所 置 テナ シ、後菌感染 テナ ス。

第二群 ハ菌感染後 免疫元注射又 ハ治療剤 テ

使用 ス.

第 一群 タル家兎及 「モ ル モ.ト 」ハ各免疫元

ラ注射 セル後 、結 核菌 ラ注入 シ、其免疫元

注射期 間及結核 菌注射後5週 目、9週 目二

至 ル迄、皮 内反慮 、喰 菌現 象、赤血球沈降

速度 テ検 シテ之 ヲ殺 シ組織検 査 テ行 ヘ リ.

第 二群 タル家 兎及 「モ ル モ.ト 」ハ生菌注射

後 前記各免疫元及 「チモ フ。一 ゲ ン」注射 テ

行 ヒ5週 臥9週 目二至 ル迄 前記試瞼}行

ヒタル後之 テ殺 シテ組織攣化 テ検 索 セ リ。

而 シテ各群共 一免疫元 ニ ツ キ家 兎、 「モル

モ,ト 」共 二16匹 封照8匹 テ使 用 ス。'・

「チモフ。一 ゲ ン」亦同 ジ.

實 験方法

1.結 核菌液及注射法

結核 菌 ハ人型 「フランクフル ト」株 「グ リセ

リン」肉汁培 養 テ用 ヒ家 兎1/L・mgr「 モ ルモ,

ト」1/5。mgrラ 食 盟 水乳剤 トナ シ鼠践部皮
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下 二注 入 ス.

2.免 疫 元使 用法

第一及 第二群 ノ家兎、 「モ ル モ.ト 」共 二左

記 ノ如 ク使 用 セ リ。

菖 「ツベ ル ク リン」、 無蛋 白 「ッベ ノセクリン」

「コガ ミゲ ン」、生 「ホモゲー わ 培養菌、「ヱ

リトロ ジン」 加結核菌培養液 ハ何 レモ1週

1同 トシ

100イ 音0.40.81.5

10倍 液0.40.81.5

原 液0.40.81.5

渡 邊 「ワクチ ン」、志賀 「ワクチ ン!ハ1週 ノ

間隔 テ以 テ

1000{音0.40.81.5

1006吝0.40.81.5

「コ クチゲ ン」ハ2c・c・宛 隔 日14日 間注射

「チモフォー ゲ ン」ハ家兎0.24(5日 間)0.34

(6日 間)0.4(10日 間)

「モル モット」0 .01(3日 間)0.024(5日 間)

0.034(5日 間)

而 シテ各免疫元倍数 ノ更 ル毎 二皮 内反慮喰

菌現象、沈 降速 度 ラ検 セ リ。

3.検 査法

1.皮 内 反慮、マ ントウ氏反 磨 ラ用 ヒ菖 「ツ

ベル クリン」一千倍液1c.qテ 皮 内注射 シ

48時 間 目二之 テ検 セ リ。

2.赤 血球 沈降速度、吉 田式沈降速度法 ラ

用 フ即 チ5%絢 構酸 「ソー グ」液 ラ用 ヒテ

行 フ.

3.喰 菌 現象、大谷 氏喰菌現象 ラ使用 ス。

4.組 織検 査、組織 ハ 「パ ラフィン」包埋法

二依 リ結核菌 「チー ル」染色、「〈・マ トキ シ

リン」染色 テ行 ヒテ検 セ リ。

實験 成績

第一群免疫元注射後 生結核 菌注入 シタル モノ

ニ於 テ

1.皮 内反慮

各晃疫元注射 二因 リテ皮 内反慮 、此實験 方

法 ハ其 ノ期 間内 二於 テハ陰 性 ナ リ。然 シ生

菌注射後3週 間 テ経 ル ト陽性 二現 ハル。

2.赤 血球 沈降速度

免疫元注射 ニ ヨ リ沈降速度 モ亦攣 化 ナ シ然

シ生菌注射後3週 間 テ経 ル ト皮 内反慮陽性

ト共 二沈降速度 モ大 トナル。

3.喰 菌現象

喰菌率 ハ免疫元 注射 二因 リ檜 進 シ得 ルニ各

免疫 ニ ヨ リテー様 ナラズ、 又生菌 注射 ニ ヨ

リー層増加 テ示 ス。

第一群 甲(免 菌 兎)及 乙(免 菌 「モルモット」)表

参照

即 チ「ヱ リ トロ」加結核培養液無 蛋 白 「ツベル

ク リン」接種群 ハ54%二 昇 リ生 「ホモゲー ネ」

志賀 「ワクチ ン」、渡邊 「ワクチ ン」、之 レニ次

ギ、 「コクチゲ ン」、蕪 「ツベル ク リン」最 モ少

シ。 「モルモ。ト」二於 テモ略 支同檬 二上昇 ス。

第二群 生菌 注入後免疫元 注射 ニ ヨルモ ノニ於

テハ

1.皮 内反 慮

生菌 注射後3週 間 ニ シテ陽性 トナ リ免疫元

注射 ニヨ リテ其 レテ左右 スル コ トナ シ.

2.赤 血球沈 降速度

余 ノ實験 法 ト其期 間 内二於 テハ亦免疫元 ノ

影響 ラ受 クル コ トナ シ。

3.喰 菌現象

生菌注射 ニ ヨリテ喰菌 率檜進 七ラルベ キモ

免疫元注射 ニ ヨリー層 檜加 テ示 ス第二群 甲

乙表 ニ ヨリ封 照比較 ス レバ明 カナ リ。

要之 第一群(免 菌)第 二群(菌 免)二 於 ケル如 ク

家兎 「モル モット」共 二免疫元注射後 生菌 注射

スルモ生菌注射後免疫注射 スル モ余 ノ試験 範

園 内二於 テハ皮 内反慮、赤 血球沈 降速 度 二大

ナル差異 テ認 ムル コ トナ シ。

喰菌現 象ハ明 カニ菟疫元 注射 ニ ヨリテ　曾進 テ

來 シ免疫元 ノ種類 二因 リテ差異 テ有 ス。

帥 チ「ヱ リ トロ」、無蛋 白 「ツベル ク リン」ハ檜

進卒高 ク、蕉 「ツベル ク リン」トノ間 二相違明

瞭 ナ リ.

「チモ フ パーゲ ン」注射 ニ ヨリテ結核感染動物
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ノ皮内反磨赤血球沈降速度喰菌現象共何等影

響 ヲ・來サズ。即 チ生菌注射後3週 ニシテ皮内

反鷹陽性 トナ リ赤血球沈降速度大 トナル。

4.組 織検査

各免疫元注射後結核菌皮下注射 二因ル第一一

群 ノ「モ ル モ.yト」及家兎 テ5週 間又ハ9週

間目二殺 シ組織検査 テ行 ヒタル結果、病竈

ノ病憂像 ハ各免疫元共大差ナキモ何 レモ封

照動物 二比 シ病憂ナシ(第一群甲乙)帥 チ5

週間置ケル「モ ル モット」ハ封照 ヨリモ病竈

内 ノ菌数少 ク病竈 ノ乾酪化及浸潤状態モ封

照 二比 シ少 シ。

肺臓二於 ケル菌撒ハ封照ヨリ少 ク乾酪化ナ

ク浸潤状態 ニシテ9週 間目二至 レバ中央部

乾酪化 シ白血球浸潤顯著 トナル。

之 ラ第二群二比較 スレバ第二群 ノ菌感染後

5週 目 ト第一群 ノ菌感染後9週 目ノ病攣程

度梢 ≧等 シク第二群9週 目ノ動物ハ結核攣

化概 シテー層著明二現ハ レ乾酪化 セル病竈

内二多撒 ノ白血球滲出シ而 シテ菌撒 ハ封照

群 二比 スル ト甚 シク減少 ス。

他 ノ臓器 二於 テモ略 ≧同様 ノ攣化 テ示 ス。

第一群家兎菌感染後5週 目ノ病攣 ハ肺二少撒

ノ菌 テ認 メ乾酪化 セントスル浸潤病竈ニシテ

脾臓二少数 ノ菌 テ認 メルカ否 ヤノ程度ナリ。

肝、腎臓二病慶 テ認 ムルコ トナシ(9週 目)60

日二至 リテ乾酪化梢 く進 ミ肝臓 ニモ菌 テ認 ム

ルコトアリ。

第二群 ノ家兎5週 目ノ病攣ハ第一群家兎菌接

種後9週 目ノモ ノト梢 ≧類似 セル病竈 テ有

ス、而 シテ9週 目二至 レバ乾酪化 セル病竈内

二白血球 ノ滲出テ認 ム。

「チモフォーゲン」

菌接種後5週 目ノモノノ病攣像ハ肺、脾、肝、

淋巴腺 二菌 ヲ認 メ定住細胞破壌二至 ラズ、輕

度細胞浸潤 アリ。

9週 目肺、脾臓 二菌檜殖 テ認 メ肝臓 ニモ菌 ラ

有 スル病竈 アリ。

乾酪化 セル病竈内二白血球滲出 アリ、細胞殆

ド破壊 サル。

9週 目結核菌撒檜加 シ其 レニ因ル攣化一層進

展 スルテ認 ム。

免疫元、前腿置群動物 ノ結核憂化ハ免疫元後塵

置群 二比スル ト概 シテ結核攣化多少ナリトモ輕

度 ナリ、後所置 トイヘ ドモ之 テ封照動物 ノ結核

攣化二比 スレバ多少ナ リトモ輕度 ナリ。然ルニ

「チモフ。一ゲ ン」ノ治i療動物 ノ攣化ハ封照 ト大

差 ナシ。

22.海 撰二於ケル「ツベルクリン」過敏症

ノ護生二關スル費験的研究(第 一報)

鶴瞬 郷(竹 尾研究所)

MoroundKellerガ 「ツベルクリン」反磨陰性

見一「ツベルクリン」ト牛痘淋巴ラ同時二接種 シ

3乃 至4週 目二「ツベルクリン」反慮陽性轄化 セ

ル事 テ報告 シテ從來多 クノ追試 アリ。是等 ノ實

験成績 ハ質否雨設 アリ。

故飯田學士ハ結核死菌 ト牛痘淋巴同時接種 セル

海猿 ノ「ツベルクリン」過敏症二就テ實験 シ結核

死菌 ト牛痘淋巴混合液 ラ皮内二接種 スルモ結核

死菌量少キ時ハ「ツベルクリン」過敏症ハ成立 セ

ズシテ結核死菌 ノ大量 ト牛痘淋巴混合液 テ接種

スレバ封照 二比 シ強 ク「ッベルクリン」皮内反慮

ノ陽性轄化 セル事 テ認 メタリ。

余ハ傳研矢追博士 ノ牛痘苗 ノ粗苗 ラ用 ヒテ爽雑

物 ヲ除キ略 謡屯梓 ノ状態二牛痘毒 ヲ集 メタ精製

痘苗テ用 ヒテ結核菌 ト精製痘苗 ラ同時 二接種 セ

ル海狸 ト結核菌 ノミ接種 セル海猿 ノ 「ツベルク

リン」皮内反慮 ノ登生度 ノ差異 ラ比較研究 シ、

故飯 田學士 ノ結核死菌 ト牛痘淋巴混合液同時接

種 セル海猿 ノ「ツベル クリン」皮内反磨 ノ實験成

績 ト殆 ンド同 ジ實験成績 テ得 タリ.

實験成績

第一實験(第1表)

生理的食盤水1耗 中二10涯 含有 ノ加熱結核死

菌俘游液 ト精製痘苗0.3琵 ノ混合液テ海狸胸腹

部二13個 所皮内注射 セル群 ト加熱結核死菌 ノ

ミ塵置 セル群 トノ比較實験 ニシテ、前者ハ第1
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週 ニー部弱陽性第2週 ヨリ全海猿陽性轄化 セル

ニ封 シ封照實験 ハ第2 ,3,5週 ト弱陽性第8週

二至 リ初 メテ陽性轄化 セリ。

第二實験(第2表)

生理的食盟水1蝿 中一5薩 含有 ノ加熱結核死菌

ト精製痘苗0.5妬 ノ混合液 テ海猿胸腹部二13

個所皮 内注射 セル群 ト加熱結核死菌 ノミ虎置 セ

ル海猿 ノ比較實験ニ シテ前者 ハ第2 ,3週 一テ
ー部陽性、第5週 ヨリ全海狽陽性轄化セルニ封

シ、封照實験 ハ第3週 迄全海猿陰性、第5,8

週目二至ルモー部陽性轄化 セルノ ミナリ。

第三實験(第3表1。

生理的食盤水1蝿 中一1誕 含有 ノ加熱結核死菌

ト精製疲苗0.3耗 ノ混合液 テ海狽胸腹部13個

所 二注射 セル群 ト加熱結核死菌 ノミ庭置 セル海

猿 ノ比較實瞼 ニテ第5,8週 二至 リー部弱陽性

轄化セルニ封 シ封照實験ハ全部陰性 二終 レリ。
●

第四實験(第4表)

加熱精製痘苗 ト加熱結核死菌混合液同時皮内注

射 セル實験 ニテ、加熱 セザル精製痘苗 ト加熱結

核死菌塵置群ハ第1,2週 ニテー部陽性轄化 セ

ルニ封 シ加熱精製痘苗 ト加熱結核死菌塵置海狽

ハ、封照海狽 ト同ジク第3週 二至 リー一部陽性轄

第1

化 セリ。

第五實駿(第5表)

生理的食盤水1耗 中100分 ノ1醒 含有 ノ人型結

核菌液1耗 ト精製痘苗0.3立毛ノ混合液 テ海狽大

腿部皮下 二注射 セル群及 ビ結核菌液注射後2週

目二精製痘苗0・3立毛注射 セル群 ト封照實験 ノ比

較實験ニテ前二實験ハ強陽性轄化テ示 セルニ封

シ封照實験 ハ輩ナル陽性轄化テ示 シ陽性轄化卒

低 シ。

第六實験(第6表)

生理的食盤水1妬 中二10分 ノ1延 含有 ノ牛結

核菌液 ト精製痘苗0・3妬 混合液 テ海狽大腿部皮

下注射 セル群 ト牛結核菌 ノミ注射 セル群 トノ比

較實験ニテ此 レ又封照實験 ハ第2週 一吝陽 性轄

化、第3週 二至 リ全部陽性轄化セルニ封 シ、第

1週 二於 テー一一一部陽性轄化 シ、第2週 ヨリ強陽性

轄化セリ.

第七實験(第7表)

菖 「ッベルクリン」ト無蛋 白「ツベルクリン」皮内

注射二依ル「ツベル クリン」皮 内反癒陽性轄化比

較實験ニテ無蛋白「ツベルクリン」ニテモ陽性轄

化 テ示 セルモ、菖「ッベルクリン1ニヨリ反慮度

ヨリ低 シ6

表

虚 置

結核加
熱死菌
10mg

射

髄

重

後

膿

重

前

動

物
番

號

1

7

7

皮内注L生

355

緬

320

塑
5塑
τ 425

加
菌
製
混
皮
射

核
死
精
苗
液
注

結
熱
ト
痘
合
内

「7

18

下
τ

i』L
LL2
113

緬
砺
緬
緬
覇
320

425

450

亙

璽
璽
璽
470

490

塾
530

500

520

420

540

「ッ ベ ル ク リ ン」 皮 内 反 磨i

第1週

直径

18×12

獲赤腫脹

十 +
干

第2週

直径嚇
20×17士

20×18 ±

腫脹

第3週

10×10

呈9×14
20×18

20x20

20×20

十

28x18

27×19

24×18

一1--1

25× 、8

24x18

18×15

20×20

主
主
±

生
土
五
骨

什

下
十

十

直径嚇 醸
±

主
±
±

主
生
土
土
土
什

十

十

十

堕
10×10

18×17

璽5
璽
蟹
鐘
堕
20x15

15×16

18×12

1堕
19×16

主
±

±

主
主
主
土
十

十

十

「十

主
十

主
±

主
主
主
主
土
十

十

「十

　十

±

十

第5劃 第8週

直裡

18×16

10×10

18×14

16×13

7×7

18×16

18×17

登赤

±

±

τ

腫脹!醒
,

26×15±

±

±

±ー±

T
十

十

19×18十 十
へ 　へ

18と二量1++

2璽i醤L量

12×10i十
一～1-

18×17

痴
什
丁

T
十

十

20×18

18×18

18×16

癒 輔

18×16

18×18

+十 .20×20

弄22×20

T「i言繭

十

一督

十

18x18

20×20

20×20

獲赤

±
T
T
十

十

十

十

十

腫脹

一±

十

十
丁
T
T
十

十

↓

ー

↓
・

1
†

↓

置

↓

・

-†

丘
並
什
十
下
十
7
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第 2 表

庭 置

動
物

番
號

髄

重

前

髄

重

後

「ツ ベ ル 〃 リ ソ」 皮 内 反 ・磨

、一一 一

第1週 第2週 第3週 第5週 第8週

直径勘 腫脹 醐 嚇腫脹 直裡 馴 腫脹直径嚇 腫脹 直裡1嚇 腫脹
1結 核加

熱死菌
5mg腹

部皮内
注射

23
-

24
}-

25
}

26
}

27

370
-

440

560
一一

590
-

350
--

550『
450

一一 三
一
一

三
一
一
一

一

一一 一 一 一
_二,

二

二,一

三

二」19塑 十一一 一
十
=
=

十
一 一

十

25×20 十一
十
=

十

二 一

三
一 一

一

二

一i20×18 24×18

一
十一

300『
385

}

405

一
噌一
一

モ 二
一

モ
一

一
一

一
一

二1二
一 二
=
=

二

二
十一
二
ニ
ー

一
一 一

}
一

= 一 一 一

{

三
一

一

一
一 一 一 13×12 主

十

± 18×11 十二

十

±一
十一
十}
十一
十一
十一
十

結核加
熱死菌
5mgト

精製痘
苗0.3
cc混 合

液腹部

皮内注射

15
-

16
-

17
-

18
-

19
-

20
-

21
}

22

360
-

340
一 一

400
層 一 一

395
--

450
-

400
--

320
-

275

430
-一

390
--

430
-

405

一一 ニ
ー1一

一

三
一 一 一 10×10 十一

±

20×20
一一
一 一 一 一 一 15×12 ± 20×20 ナ一
一
.二1ニ
ー-1一

一 一 一 一
r 18×16 十一

十一
十一
十一
十

督 20x20 十一
十一 28×18 十

=
一

二
ニ
ー

18×17 十 十 20×18
一
十一
十
一 一

十

20×26

520
-

470
一 一

430

一 一
一

三
一
一

一 18×17 十 十一
十一
十
=

18×10

一一
20×18

一
十
一一 一一

十一
十一
十

一 二
　
一

一
20×15

一
十 18×10

一一
20×18

一
、 一 一「 一

一 14×15 十 18×17 十一 25x22
}
十

了秀i_「 一 i-1一 一 一 10×12 十 +118x16
一
.十

第 3 表
■

塵 置

結核加
熱死菌
1mg腹

都皮内
注射

`核 加熱

死菌1mg
ト精製痘

苗0.3cq
混合液 ノ
腹部皮内
注射

動
物

番

號

重

前

140044

40545

31546

34047

30048

91

一
92

一
93

一
94

一
95

415

440

395

400

燈

重

後

450

545

「ッ ベ ル ク リ ソ」 皮 内 反 慮

第1週 第2週

劃嚇臓 副 嚇臓

璽i
望
465
_一 一i.

≡-1三 ≡}三!三
l

ll

Noi

偏1

425i

一一

4201450

一}

=]_

1_i!
_1
_1,1

第3週

直融 赤隊

一iml

そ

=

第5週 第8週

醐 劇腫脹解 嚇隊

17x17

三

二

三

三
+一

三

=

三

三
±

120×18

1120×13

τ

±

±

±

第 4 表

.」

1起

動

物

番
號

置

加熱死菌10mg
精製痘苗0.3aα
同時同所皮内接

腫

1106
1」≦互

108

109

110

髄

重

後

髄

重

前

320

345

380

315

345

「ソ ベ ル 〃 リ ソ」 皮 内 反 雁i

第 1週

24・t1雲膿

第2 週

315

390

395

335

38524×16 十 十

4Sst繍 鵠24st際 膿14Sst際 膿

15×1518×16

20×16 十 十

22×18

18×16

什

=

一十

=

一什

十

一
二

十

【
二

十

18×17

15×15

十

=

一十

=

「十

十

=

一十

=

一十

第3週 一

24st際 膿148stl劉 膿

i7×1620×151+

11×1020×i6iF

13×12王

20×17不

15×isl¥

】十

一
十

一±

一十

一十

13×12

焉マfら

10×10

十

一±

一±

一±

一±

十

}±

一±

一±

一±
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加熱死菌10mg
加熱 精 製 痘 苗
0.3cc.同 時 同所

皮内接腫

11藍 325

雀ll器
114

1コ5

335

300

淵{幾
徽 結核死菌驕

了玩

380

緬
玩

355i

330-
_1

3501-
_1___

355;一

覇1_
360一

350

390

3801
　 し　 　 　　

330i

=F「[

干=二E≡ 二
__.一!_[_

一.1_.lI 　 　へ 　 　 　

-1--1-一 一

二巨 症
　　 ト へ 　　
ト ロ 　

ゴ[一 一
一1-一 一 一 一1

_1=_

串;;警1繍ll
十ξ≒三1三 亘;:
≡賑 ヨ鱗1膣ll

5 表

虎

動

物
番

號

置

　

膿僻

重国

醐 後

「ソ ベ ル ク リ ン,皮 内 反 磨

第3週

24st}雲

撫 騒墜麟ii;iil
鶉 薇・羽512δ弼 喜

27d39043035×30喜
　 　　 　 　

難繋羅1
-一一一 一 一 一 一Il-一

ドー-

2811325375i一

撒 藷囎 羅:攣
「is7s「…両 「砺24×rsiLi

腱148・t際 膿
什

一十

=

}十

…督

一
十

一十

一十

…什

一
替

=

}十

一
十

…
=

十

21×2胆

24×1Sl±

1二

24×18十

16×22世

25×24十 十

22x18十

20×26十

18×20十

28×18i十 十

1-

24×241+

13x13十

24×24十

什

一
十

一
二

什

一赫

「
什

一十

一十

一十

一什

二

一
十

}十

囎
二

判

第 ↓ 週

24・t簾148・t傑

32×28

28x19

22×18

30×28

30×23

30×26

38×30

33x26

30x28

30x28

20×20

28×24

20×26

28×23

十1++!20×18
-「-1

十1十

十
=
甘

一
十

一朴

…十

一
料

一
督

[
什

二

}
十

一
十

一
十

}
十

±

一十

…十

一十

㎜十

一朴

}什

一
刊

「
二

十

一十

【十

'
制

18×16

18×23

28×20

28×18

20×20

20×20

18×19

20×14

20×18

12×18

18×20

重
長

0
闘
朋

四
闘
り

+

一十

一
二

+

一什

}十

}十

一
什

一
十

㎝
+
二

一±

一十

二

}判

十

一十

一
二

十

一
什

一十

一
十

「十

一
十

一十

一
=

十
=

二

7

十

第5週

24・t鵜48・t

20×201±

20×20十

1--25
Y28,十

30x18十

35xi狸

30×25十 十

28×20耳

1認 葺

30×30}++

30×241±

28×28財

‡朧
ヨ

膿ll
喜i20×27

十十20×29

十十23×18

十十18×18

十十20×20

二1
_.I

t十十28×22

皐2弼～惑6

十十24×22
　 　　

38×20十 十1十十25×20

蒙膿
±

「十
=

二

十

一
十

一十
二
十
=
什

一十

}十

=

「什

一十
=
什

一
十

十
二
±

=

}十

一
十

皿十
=
十
=
什

[十

一十

=

一督

一十
=
督

一
十

第 6 表

礎 置

牛 型 結 核 菌 」110
mg.精 製 痘 苗

0.3c.c同 時 接 種

牛 型 結 核 菌1/10
m9

動
物

番

號

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

髄

重

前

風

留

重

後

「ツ ベ ル ク リ ン」 皮 内 反 磨

第1週

24st

32q340・23×23
轄所 引

415

蚕吋
340、36d28×18一猛i禰1

-一_一 ト

30513401

騙 「iiB61

蕊。覇1
295

300

320

340

赤膿148・t際
十

=

一
=

十

一

什
=

二
±

ザ0×2U

l-_一 一

サ

…訓 二

18×18十

訴
上
長

口
門
月
阿
月
博

第2週

24st

18×20什

28×25

28×25

30×24十

34x28

20×20

24×18

28x24

劉膿148st

重

長

純
月
戸隈
刀

獲
赤

第3週

24sti劉 劃48・t際

葺!旱器 手撃器 甥1姜}1辛

糞1;ii譲麟1{
馳 一 … 刊 一一… 一 一一一1==
一_一 一20×20 ± ±15×15±
　 へ 　 　 　 　　 ト コ

±±2・×12塁 趣 塑 ±:±13×・4圭
±十十20×16十 十22×18十1十16×16±

====函6禰 弔;'}=

腫
脹
.十

一十
『
十

一十
=
十
=
十
=
十
=
十
=
十
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第 7 表
1

塵 置
動 物

番 號
艦重前 艘重後

ト

「ッ ベ ル ク リ ン」 皮 内 反 慮

3週

「ツ ベ ル ク リ ソ
」 値 倒 獲 赤陣 脹

96 315 320奮 「ツ ベ 〃 リン」18× 互無 蛋 白 「
ッ ベ ル ク リソ」12×10±

±」 ±

±

98 370 380
奮 「ツ ベ ル ク リソ128×20±

加 熱 結 核 死 菌

1110mg

無 蛋 白 「ッ ベル ク リン」18×12±

99 320 330
奮 「ツ ベ ノ1!ク リ ン・」18×13±

無 蛋 白 「ツ ベル ク リソ」13×11十

100 305
奮 「ツ ベノ〃 リン」20×18朴300

無蛋 白 「ツ ベル ク リン」10×8十

101 340320
薄 「ツベル ク リソ」24×18十 十

加熱結核死菌

10mg

精製痘苗0。3

cc.同 時 同所

皮内注射

無 蛋 白 「ツ ベル ク リ ソ」18×10十 十

103 325 310
蕉 「ツ ベ ノレク リ ソ」22×15十 十

無蛋 白 「ッベ ル ク リソ」18×10}+

104 345
蕉355
「ッベ ル ク リソ」24×18十

無 蛋 白 「ツベ ル ク リソ」13×10十

105 320
奮 「ツ ベ ノL/クリソ」365

無 蛋 白 「ツベ ル ク リソ 」

21×10十

17×12,十

±

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

±

十

第 8 表

週1第

脹腫赤瞼

髄

重

後

禮

重

前

動

物

番

號

置

「ツ ベ ル 〃 リ ソ」 皮 内 厚 慮

第2週 第3週 第5週 第8週

嚇1腫脹
[
嚇 瞳 鯛 腫脹 瞬隣

精製痘
苗0.3
αα

56 300

340

460

410

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一門 一

57 一 一 一 一

一

一一

一

一 一 一 一
'● ■一

58 300 380

380

一 一 一 一 一 一 一 一一 一

59 285 一 一
一 一
一

一 一 一

一

一 一 一
1-　

-1

1_1_

60 300 350 一 一 一 一 一 一一1 一

1

第八實験(第8表)

精 製痘 苗 バ ニテ塵 置 セル海狽 ノ 「ッベ ル クリ

ン」反磨 テ検 シタルモ陽性轄化 テ認 メズ。

22二 封 スル附議

青 山 敬 二

精製痘苗附加 一ヨル結核 菌 ト其成 分 ノ 「ア レル

ギー」賦與作 用 ハ結 局、痘 苗 ノ作用 テ受 ケタル

生禮細胞 ガ「ヌ ク レイー ン」テ遊離 スル結果 二蹄

スベ キテ想ノ、シム。其 ノ根嫁 トシテハ吾等 ノ實

験 ニヨ レバ種 々 ノ細菌或 ハ化學物質 テ以 ツテ シ

テ能 ク生器 細胞 二動揺 テ與 ヘ テ「ヌクレイ ン」ノ

血 中遊離 テ起 サ シメ得 ルニ在 リ。

要 之、 貴實験 ノ結果 ガ吾人年來 ノ圭張 テ裏書 キ

スル コ トテ欣快 トスル次 第ナ リ。

23.Bang氏 菌 接種 ノ「ツペル クリ ン」過

敏症二及 ボス影響(第 一報)

宮 本雄三郎(有 馬研究所>

Bang氏 菌 接種 ガ「ツベ ル クリン」皮 内反慮 二如

何 ナル影響 子與 フル ヤテ知 ラン ト欲 シ些 力實験

テ試 こタル ニ次 ノ如 キ事實 テ知 リ得 タリ。

1.豫 メBang氏 菌 テ以 テ前腿 置 シタル海猿 二

牛型菌 テ感染接種 シー定 時 日後 「ツベル ク リノ」

皮 内反癒 テ検 スル ニ封照 二比 シ反慮登現 テ遅 延

セ シ ム 。
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2・Bang氏 菌 ト牛型菌 テ同時二皮下接種 シタ

ル海猿 ノ皮 内反慮 二於 テモ封照二比 シ反慮登現

逞延 セリ。

3・ 既二明カー「ツベル クリン」皮 内反慮陽性テ

呈 スル結核海狸 二Bang氏 菌 テ接種スル トキハ

或期間反慮陰性 トナレリ。

24.牛 結核冤疫二關スル研究(第 三報)

豫防接種 ノ實績二就テ(其 ノニ)

宮本雄三郎(有馬研究所)

最近6ケ 年 二生後2年4ケ 月以内ノ孚L牛二最高

62.5%、 最低12.5%、 李均26.3%ノ 結核感染牛

ノ獲生 テ見タル、大阪市近郊 ノ某牧場 ノ生産積

二封 シ分娩直後 二牛型AOテ 以テ豫防接種 テ行

ヒタルモ ノ35頭 二達 セリ。其 ノ結果撒次 ノ定

期結核検査(「ツベル クリン」熱反慮)ノ 成績 二徴

スルニ豫防接種積 ヨリ未グ1頭 ノ結核感染牛テ

モ登生セズ完全 二結核感染 テ防禦 シ得 タリ。

25.各 種抗酸性菌 ノConvallamarin添

加培養基ヨリ得タル夫々ノ攣異性菌

ノ冤疫學的鑑別二關スル研究(第 一

報)

齢炉齢 華 務)
緒 言

抗酸 性菌籏 ノ分類法 二關 シテハ多撒 ノ文献 ア リ

テ枚基 二逞 アラザルモ、之 テ通賢 スル ニ大艦 ソ

ノ培養 上 ノ遅速、菌 ノ形態、集落 ノ性琳(色 調・

形状 、乾漁等)、酵素學的性状 、 「イン ドー ル」反

慮 、硫 化水素反慮、含水炭素分解能、動物 二封

スル病原 性、或 ハ発疫學的特異 性等 テ基準 トシ

テナサ レオルモ ノ・如 シ。然 レ ドモ何 レノ方法

ニヨル モ各菌 株間 ニハ其 ノ性質 ノ相違 スル貼 多

々 ア レ ドモ亦互 二類似共通 スル鮎 モ少 カ ラズ シ

テ、未 グ確 定的 ナル分類法 ハ見出サ レザル現状

ナル ガ如 シ。 特 二分類 ノ最 モ基準 トナルベ キ菟

疫學 的方法 ニ ヨリテ其 ノ異同 テ論 ゼ ン トスル業

績 ハ殊 二多撒 ナ レドモ是 モ亦未 ダアル程度 ノ成

績 テ基 ゲタルニ過 ギザルモ ノ ・如 シ。之 ガ原 因

ノー一ハ結 核菌 二於 テハ ソノhomogeneEmul一

sionテ 得 難 キコ トナ リ ト思惟 セラル ・コ トハ周

知 ノ事實 ナ リ。演者 ノー人長谷川及 ビ東風 ハ各

種抗 酸 性菌 テConvallamarin添 加 培 養基 ニ ヨ

リテ極 メテ完全 ナルhomogeneEmulsionト ナ

シ得 タル コ トハ翫 二本學 會 二於 テ報 告 セル トコ

ロ_シ テ今同 ハ此 ノ如 キEmulsionテ 以 テ家 兎

テ免疫 スル コ トニヨ リテ得 タル免疫血清 テ用 ヒ

テ各種抗酸性菌 ノ免疫學 的鑑 別 テ試 ミン ト企 テ

タル ニ興味 アル成績 テ得 タリ。尚Convallamarin

添 加 培養 ニヨ リテhomogeneEmulsionテ 得

ル方法 ・・既 二東京腎事新誌2992號 二登表 セル

ヲ以 テ時間 ノ都合上之 テ述 ブ ル コ トテ省略 セ

リ.此 ノ如 キhomogeneEmulsionテ 作 ルニ

ハ3ケ 月乃 至4ケ 月 ノ時 日テ要 スル テ以 テ實験

二供試 セル菌株 ハ今 日甚 ダ僅少 ニ シテ未 グ結論

テ下 スニ至 ラザル モ、今後縫績的 二本實験 ラ行

フ豫 定 ニ シテ第1同 報 告 トシテ ソ ノー一部 テ報 告

セ ン トスル モ ノナ リ^

實 験方法

1)免 疫動物。農重2kg前 後 ノ健康家 兎 テ使

用 シ、免疫元注射前 ノ血清 ガ當該 免疫元 二封 シ

テ50倍 稀繹血清 二凝集 セザ ル コ トテ豫 メ確 メ

タルモ ノテ夫 々3匹 宛使 用 二供 セ リ。

2)免 疫元。供試 セル菌株 ハ次 ノ9株 ナ リ.

人 型結核菌(Frankfurt株 、 吉 田株、上池株)、牛

型結核菌1株 、鳥型結核菌1株 、Timothee菌 、

疑結核菌各1株 、鼠癩 系、人癩 系抗 酸 性菌各1

株(内 田B株 、KedrowskiI株1、 猫菌株 ノ詳細

ナル詮明 二就 テハ後 日ノ登表 三譲 ル。

3)免 疫實施方法。homogeneEmulsionラ 作

ルニ當 リテハ1c・qノ 生理的食盤水 中 一1白G,耳

ノ 菌量 テ含 ム如 キEmulsionラv使 用 二 際 シ

テ ソノ都度新 二調製 シ、該 菌液 テ60℃1時 間

加熱 シテ家兎耳静脈 二注射 セ リ。第1同 ノ菌 量

・・盟重 テ考慮 シテ0 .4乃 至0.5mgr、 第2同 以

後 ハ ソ ノ倍量 テ5日 乃至6日 ノ間隔 テ以 テ注射

シ、第4同 目 ノ注射 後1週 間 ニ シテー部探 血 シ

1600倍 以 上 ノ凝集 償 二達 シタル トキニ全探 血

シ・ 非働 性 トナ シテ保 存 セ リ。凝集債 ハ容 易 二
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高 マ ラズ シテ漸次家 兎 ノ艘重減少 シ逡 二弊死 セ

ル モ ノ少 カ ラズ。多 クハ6同 乃至7同 ノ注射 テ

以 テ所定 ノ凝集 償 ラ得 タ リ.

4)凝 集 反磨i實施 方法。 凝集元 トシテ・・Conv-

allamarin添 加 培養 ニヨ リテ得 タル攣異性菌 ノ

2白 金耳 テ0.4%ノ 食 盤水中 二俘 游 セシメタル

生 菌 テ使用 セ リ。實施 方法 トシテハ綿栓 テ施 セ

ル滅 菌小試験管 テー列 二拉 べ、初 管 テ50倍 稀

繹 血清 トナ シ、100倍200倍 ト順次 倍撒稀繹 シ

各管 ノ全量 テ1・Oc・aト ナ シ、前述 ノ凝集元 ヲ駒

込 「ピペ ツ ト」テ以 テ1滴 、滴 下 シ後振盗 シテ37

0C二20時 間 放置 シ成績 テ刹 定 セ リ
.操 作 ハ可

及 的 二之 テ無菌的 二行 ヒ成績判 定 ハ肉眼 的 二著

明 ナル凝集 現象 テ呈 セルモ ノノミテ記載 セ リ。

各菌 トソ ノ免疫 血清 ト交叉的 二凝集反慮 テ實施

セル成績 ハ第1表 及 ピ第2表 二示 スガ如 シ。次

二各種 ノ免疫 血清 ニ ツキテCastellani氏 吸 牧

試験 テ ソノhomolo9ノ 菌 テ用 ヒテ行 ヒタルニ

1例 テ塞 グ レバ第3表 ノ如 ク人型結核菌吉 田株

ノ晃疫血清 ハ自家凝集{質6400倍 ニ シテ又他 ノ

人型 及 ビ牛型結核菌 ニモ高度 二凝集 シ又鼠癩系

内田B株 特 二人癩 系KedrowskiI株 二高度 二

凝集 スル モ之 テ吸牧 スル トキハ人型、牛型 ハ何

レモ完全 二吸牧 サル ・モ内田B及 ビKedrowski

Iハ 夫 々凝集 スル コ トヨ リ考察 スルニ ソノ近似

關係 テ豫想 スル コ トテ得。爾 同檬 ニ シテ補艦結

合反慮 テBrowning氏 法 ニヨ リ補膿20軍 位 マ

デ結合 セ シメタル ニ僅 ノ例外 テ除 キ大禮 凝集反

慮 トー致 スルモ尚一層特異性 ラ示 セルモ ノモ ア

リタ リの

第1表 凝 集 反 磨

溝
Frankfurt株 菌 免 疫 血 清

50100

籍蓄!讐i坐
牛 型 結 核 菌

鳥 型 結 核 菌
Timothee菌

擬 結 核 菌

内 田B

KedrowskyI

世

什
喜

世

世

朴

200

帯

帯

朴

400

帯

一十

T

800

±

軸
一十

一十

1600

十

一十

十

3200

T

6400

τ

12800

吉 田 株 菌 免 疫 血 清

50

什

丁
柵

朴

一

十

律

100

十

丁
下
什

一

十

200

十

400

↓
-

↓
1

↓
1

ー
↑

柵

什

什

什

十

T

800

下
T
T

T

1600 3200 6400

一!-1一

ミ 　
十}+・ 十

十 十 一

T

一}-

il一
二}L二

十 十 T

12800

上 池 株 菌 免 疫 血 清 牛 型 結 核 菌 免 疫 血 清 封

照50 100 200 400 800 1600 3200 6400 12800 50 100 200 400 800 1600 3200 6400 12800
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第3表 カステラニー氏吸牧試験

吸取 血
清

凝

集 稀繹倍数

元

吉 田 株 菌 免 疫 血 清

50100200400 8・・116・・i32・・64・ ・i12S・・陣

人核
型菌
結

Frankfurt 一 一 一 一 一1一 一 一 一 一

吉 田 一 一 一 一 _i____ _
_1

上 池 一 一 一 一 一 『 一 幽 __

牛 型 結 核 菌 一 一 一 一 一 一 一 一 一_

一
四 田B 十 ±1 ± 一 一 一 一 一 一_一
KedrowskiIl+1十 十 十 一 一 一_

26.「 ツ ベ ルク リン」有敷成分 二及 ボ ス細

菌 ノ影響

櫃 田 卓 也(有 馬研究所)

嚢 二齋藤 ハ「大腸 菌及 ビソノ成 分中 二「ツベル ク

リン」過敏 症 二封 スル睨過敏 作用 テ有 スル物質

ノ存 在 スル」コ トテ登 表 セ リ。

余 ハ大腸 菌及 ビソ ノ他 ノ細 菌 テ菖 「ツベル クリ

ン」 中 二培養 スル トキハ ソ ノ有数成 分 二何等 カ

ノ影響 テ及 ボ スモ ノニ非 ザル ヤテ検 セ ン トシテ

本實験 テ行 ヘ リ。

實験 方法

菖 「ツベ ル ク リン」テ10倍 二稀繹 シ、之 二細菌 テ

培 養 シ、 シヤ ンベ ラ ン濾過器或 ヒバ濾紙 ニ ョ リ

テ濾過 シタル後滅 菌 セルモ ノテ以 テ結核 二感染

セル海猿 ニヨ リ皮 内反慮、熱反慮、致 死試瞼 テ

検 シタ リ。

結 論

1.枯 草菌、大腸菌 テ蕾 「ツベル ク リン」中 二培

養 スル時 ハ ソノ「ツベル ク リン1ノ 皮膚反慮 テ惹

起 スル物質 ハ殆 ン ド完 全 二消失 ス。

2・ 熱 反慮、致死試験 二於 テハ皮膚反慮 ノ場合

ノ如 ク著明 ナ ラザル モ亦枯 草菌、大腸菌 テ培養

スルコ トニ依 リソ ノ作 用物 質ハ減 弱 セ ル テ 認

ムo

コノ作 用 ハ細 菌 ノ酵 素作用 二依ル モ ノニ非 ラザ

ル ヤ ト思惟 シ目下實験 纏 緬中 ナ リ.

第26二 封 シ質問

糟谷伊佐 久(聖 路加病院)

1・ 御使 用 「ツベル クリン」ハ無蛋 白 「ツ1デ ア リ

マスカP叉 ハ普通 ノ「グ リセ リン」「プ ィヨ ン」デ

ァリマスカ?

2.無 蛋 白 「ツ」ニ ヨル御試験 ハナサ イマ シタカ

?

26糟 谷 二封 スル答 辮

櫃 田 卓 也

大腸 菌 ガ無蛋 白培 地 二畿育 シ良好 ナ ラザル タメ

未 ダ無蛋 白 「ツ・ぐル ク リン」二就 テハ實験 テ行 ハ

ザル モ、菌酵 素 ニ ヨル追試 二於 テハ無蛋 白 「ツ

ベル ク リン」二就 テモ實験 テ行 フ豫 定 ナ リ。

27.「 ツ ペル ク リン」非透析物 質 ヨリ得 タ

ルニ物質 ノ生物學 的研究

齋藤 政信(有 馬研究所)

Sauton氏 無 蛋 白培地 二結核菌 テ培養 シ、其濾

液 ヨリ糟谷氏 二微 ヒ氏 ノ所謂 α及 ピ β ラ得、

其 各 一 就 テ皮膚反慮及 ピ熱 反磨 テ検 セ リ。 實

瞼 二使用 セル α及 ピβハ 糟 谷氏 二 從 ヒ テ分離

シ、 其 各 テ 同 … 景 ノ生理的食盤水 二溶解 セ

リn

即 チSauton氏 無 蛋白培地2立 二結核菌(北 海

株)テ 約8週 間培 養 シ、其 濾液 ヨ リ得 タル α及

ビβテ各10耗 ノ生理 的食盤水 二溶解 シ、皮膚反

慮 二於 テハ其0.1蝿 宛 テ腹部皮 内二接種 シ、其

反慮 ラ観察 シ、熱 反慮 二於 テハ α拉 二 β各0・1

0.2,0.4琵 宛 腹部皮下 二接種 シ、2時 間毎 二其

盟温 テ測定 セ リ.先 ヅ皮 膚反慮 ノ成績 二就 キ雄

性海狽 テ結核 菌1,000分 ノ1彪 ニテ感染 セ シメ

「ツベ ル クリン」反慮 ノ著 明 二現 ハル ・時期 テ見

テ腹部皮 内二約5糎 ノ間隔 ニテ α,β 各0.1耗



第5號 】 総 會 演 訊 要 旨 547

宛2ケ 所 二接 種 シ翌 日反慮 ラ検 スルニ此表(第

1表1ノ 如 クαハ 獲 赤 二比 シ浸潤 著明 ニ シ テ

他方 β ハ 浸潤 二 比 シ蕨 赤梢 ヒ著明 ナ ル 傾向

ア リ(但 シ反磨 ハ 登赤、浸潤 ノニ方面 ヨ リ親察

シ記 載 セ リ)殊 二 此傾 向 ハ24時 間 ヨリ寧 ロ

48時 間後 二於 テ著 明 トナ ル テ観察 セ リ(第2

表)。

次 二熱反慮 二 就 テ 前述 ノα拉 二 β各0.1耗 、

0・2琵 、0・4琵 テ 結核 感染 ノ雄 性海猿 皮下 二接

種 シ、其禮温 テ2時 間毎 二測 定 セルー0.1耗 注

射 ノ場合(第3表)ハ βハ著 明 ナル登熱 ラ來 スモ

α ハ之 二反 シ殆 ド登熱 テ 認 ノ ズ。 第4表 即 チ

0.2琵 接 種 ノモ ノハ β接種後一時 急激 ナル膿 温

上昇 ノ後撒 時間後 、急激 ナル膿温 下降 テ來 シ死

亡 スル モ ノ過 牛敷 多キニ達 ス,反 之、α 一 ヨル

モ ノハ第3表 二比 シ或程度 ノ登熱 ラ來 スモ熱型

定型的 ナ ラズ而 モ1頭 ダニ之 ガ爲 二艶死 スルモ

ノテ認 メズ。術0.4耗 注 射 ノ場合(第5表)ハ 略

ボ第4表 ノモ ノニ類 似 シβニ ヨル反慮尚一層著

明 ニ シテαニ ヨル熱 反慮 モ此場合 ヵナ リ高度 一

登現 スルモ熱型定型 的 ナ ラズ而 モ斯 ル大量接種

二於 テモ尚之 ガ爲 二艶 死 スルモ ノテ認 メズ。即

チ α及 ビ β ハ其接 種 ニ ヨル熱反慮 テ 異 一 シ

Maschmann,KUster等 ノ,,Todesstoff``又

ハ糟谷 氏 ノ所謂 β帥 チ蛋 白質 性状 テ有 スル物質

一 ヨリ主 トシテ該熱 反慮 ノ獲現 サル ・モ ノナル

事 テ観察 セ リ.

28.結 核 「ア レルギー」ノ研 究(績 報)

谷 口 修 一(有 馬研究所)

熱 湯注入 一 ヨツテ家 兎肺磁組 織 二火傷 テ起 サ シ

メ次 デ「ツベ ル クリン」非透 析物 質 中 ヨリ得 タル

ニ物質 即 チ槽谷氏 ノ「α」及 ビ愉 ノ何 レカ テ1同

注射 シ然 ル後3白 目=眼 球 角膜 内過 敏反慮 二就

テ検 シタ リ.其 ノ結果組織破 壌 ト「β」 トテ受 ケ

タル實験 群 二於 テ極 メテ強 キ充血 及 ビ潤 濁 ノ反

磨度強 シ.次 二組織破壌 ト「α」 トテ受 ケタル實

験 群 二於 テハ右 ノ如 キ充血、漏濁 テ呈 スル コ ト

無 ク、身身度 ノ石更糸吉テ現 ハ シタ リ。

以上 ノ成績 二徴 シテ所謂 「β」ハ、 「ハ プテ ン」ト

見倣 サル ・モ 「α」ハ然 ラザル ガ如 シ、此 ノ黙 今

後更 二研究 テ要 スベ シ。

第27及 第28二 封 シ追 加

糟谷伊 佐久(聖 路加病院)

第27及28ノ 御 演詮 ハ自分 ガ北研 二於 テ實験 シ

タ業績 ノ主要黙 テ御追試 テ受 ケ自分 ノ主張 ノ大

部分 ガbest5tigenサ レ タカニ見....・・ル1二 於 テ

欣懐 トシ且、御業績 二封 シ敬 意 テ表 スル。 自分

ハ更 二北研 渡邊博士等 ノ御指 導 ノ下 二、α,β二

物質 ノ化學構造 二封 シテ研究 テ進 メテヰル カ ラ

他 日コノ席上 二登表 シ得 ル機 會 アル事 テ期待 ス

ノレo

隔
、

29.補 髄結 合反磨 ニヨル結核 ノ血 清學的

診 漸法 二關ス ル研究

5・ 抗 元使用量 ノ検 定法鼓 二Browning

氏 補 鵬結合 反鷹 ノ墾法 二就 テ

6・Witebskry・Klingenstein-Kuhn氏 補

饅結合反鷹 二就 テ

須賀井忠男(傳 染病研 究 所)

5・Browning氏 法 ト掲逸 法 トノ術式 テ用 ヒテ

抗元稀繹 法 ニヨル補罷結 合反 癒 テ行 フ時 ハ全 ク

同一一ノ結果 ガ得 ラ レル、 コ ノ際 ノ溶血 系統 ハ完

全感作血球 二封 シ2輩 位補禮 トナル様 二加 ヘ タ

モ ノデアル、今Witebsky氏 等 抗 元 ノ1例 二就

テ見ル ニ抗元 ノ濃度 ガ高 イ所 二於 テ却 テ反鷹 ガ

阻 止 セラレ此 ノ阻止反磨 ハ其 ノ原 因 ガ過剰 ノ抗

元 二蹄 セラ レルモ ノデア リ抗元 稀繹法 二現 ハ レ

タ反慮 ハ帯現象 ノー一部分 二過 ギナィ ノデ アツテ

抗禮 ノ量的關係 ハ知 ル コ トガ出來 ナ ィ、 今若 シ

阻 止反慮 テ考慮 セズ シテ抗元稀繹 法 二現 ハ レタ

反慮 ノ終末慣 ガ緩 二同一 デアル2種 ノ血清 ガ同

ジ抗艦 畦テ有 スルガ如 ク判 定 スル ナ ラバ ソ レハ

誤 デアル、 ソコデ抗 元 ノ稀繹度 テ ソノ儘 トシ被

検 血清 ラ異 ツ タ温度 デ加熱 非働性 トスル カ又 ハ

血 清 ノ稀繹 テ行 ツテ各 々二就 テ補禮結合 反癒 テ

行 フ トキハ帯現象 ノ全貌 ラ見 ル コ トガ出來 ル、

帥 チ抗禮 ガ減 ズル ニ從 ツテ或 一定 ノ抗元 濃度_

於 テ ノミ陽性反慮 テ呈 スルモ ノデ之 ト同 一 ノ實
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験 テ48例 二就 テ施行 シタガ全 ク例外 ガナ4、

即 チ抗禮 ノ検出二當 リ抗元稀繹法 二於 テ2本 ノ

試験管 二溶血阻止テ認 メタ時二陽性 卜判定スベ

シト云 フ根稼 ハナクナル、換言 スレバ抗補膿作

用ナキ抗元 ノ至適抗元量ハ被検陽性血清 ノ加熱

又ハ稀繹 ニヨル帯現象 ノ利用二依 ヅテ検定 スル

コトガ出來ルコ ト・ナル、弦 二検定 セラレタ抗

元景ハ抗禮 ガ有ルカ無 イカテ決定 スル標準 デア

ル ト見テ差支ナィノデアルカラ補膿返檜法 ノ代

リニ血清稀繹法 テ行 ツテ抗禮量 ノ理論的撒値 テ

見出スコトガ出來ルコ ト・ナリ實際的慮用 二際

シテ甚ダ便利デァル、而 モ血清反慮 ノ過誤 テ最

大 ノ程度二除去 シ得ルコト・ナル。

6.肺 結核血清二封 スル反磨成績 カラ2ツ ノ方

法 テ比較 シテ見ルニ其 ノ陽性卒ハ全 ク同様 二現

ハ レBrowning氏 攣法 一ヨル場合 ・・實際上幾

多 ノ利盆ラ齎スモノデアルコトガ考ヘ ラレル、

省雨法ニヨル検査成績 ノ総陽性卒 ト特異非特異

反慮 二就 テハ次 ノ如キ結果 テ得 タ、帯現象 ノ意

義及 ピ之 ト特異非特異反慮 トノ關係 二就 テハ更

二研究 ノ上報告スルデァラウ。
1

血清ノ種類 槍 査 剃 陽齢%

肺 結 核
一

177177・4

健 康 30814.6

徴 毒 5012.0

癩1 301g6.6

聲 胸膜炎滲出液磯 結合鵬 二就テ
富田 好夫(東北 大熊谷内科)

實験 方法

補 禮結合反慮 ニハNeuberg・Klopstock氏 抗 元

ラ用 ヒ、 血液及 ピ胸液 ハ共 二3倍 二稀繹 シタモ

ノテ非働性 トシテ實施 シ、 コ ノ結果 テ結核 菌培

養 ノ結果 ト比較 シタ。

胸液培 養 ニハ繊維 素法 ラ探 用 シ培 地 トシテハ鈴

木 氏銀杏地 二 〇.02%ノ 割 合 二MalachitgrUn

テ加 《・タモ ノ及 ビHohn氏 「ア ミノ」卵培 地 テ

併 用 シタ.

實 験成績

特爽1性胸膜炎ニテハ補霞結合反慮陽性ナルモノ

ハ極 メテ少 ク84例 中血液 ニテハ3例(3.6%)、

胸液ニテハ10例(11.9%)二 過ギヌ。而 シテ血

液胸液共 二反慮陰性 ノモ ノハ72例85%デ アル

ニ反 シ、培養 ハ逆 二陽性 ノモ ノ69例82%二 及

ブ。

随伸性胸膜炎25例 中血液補結陽性11例 、胸液

補結陽性11例 デ各 ・々44%二 當ル。而 シテ是等

雨者 ノ反磨 ノー致スルモノハ23例92%デ 、胸

液培養 ノ結果結核菌陽性ナルモノモ亦20例80

%テ 算スル。

氣胸性胸膜炎31例 デハ血液補結陽性14例 、胸

液補結陽性21例 デ雨者 ノ反慮 ノー致スルモノ

ハ21例68%デ コノ卒ハ梢 ヒ前二者 ヨリ劣ルガ

残 リノ10例 中9例 迄胸液補結ハ血液 ノソレヨ

リ強イ反慮 テ示 シテヰル。

結核菌培養陽性ナル30例 ノ示 ス補禮結合反慮

ハ血液 ハ14例 、胸液 ハ21例 二陽性 デアル。

即 チ血液補結 ト胸液補結 トハ68%乃 至92%ニ

ー致 シ、培養上菌テ謹明 シ結核性 ト断定サル ・

モノ ・中血液又ハ胸液 二陽性反慮 テ示 シタモノ
ち

ハ特 瑳性胸膜 炎 デハ69例 中7例 、随俘性胸膜

炎 デハ20例 中11例 、 氣胸性胸膜 炎 デ ハ30例

中22例 デ ァル。

渡邊、小川、Rabinowitsch,Pinner,Michailow
り

Klempereru.Salmonノ 諸家 ノ設 ク所 二從 ヘ

バ血液 ト滲 出液 ト補結 ハ殆 ン ドー致 シ検鏡 上叉

ハ培養 上菌 テ詮 明 シタモ ノハ強陽性 二反慮 スル

ト云 フガ余 ノ得 タ結 果 ハ必 ズ シモ 「ノ設 トー致

シナ イ。之 ハ恐 ラク今 日二於 テハ培養法 ガー層

確實 二菌 テ掴 走得 ル 檬 ニナツタタメ ト思 ハ レ

ノレo

診断上最 モ問題 トナルノハ初期結核性胸膜炎即

チー見健康 ノ人 々二現バ レル所謂特畿1性胸膜炎

デアツテ、他 ノニ型ハ随伴性 トイヒ氣胸性M

フモ何 レモ結核 ラ基礎疾患 トスルモノデアルヵ

ラ、 タトへ補禮結合反慮ガ陰性 デアツテモ此 ノ

結果 ガ直接診断 二影響 スル事ハ少 イ。 コノ勲 ヨ

リ上述 ノ結果 テ見 レバ コノ反慮ハ胸膜炎特 二特
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褒 性 胸膜 炎 ノ診断 ニハ甚 ダ有用 デアル トハ云 ヘ

ナ イ。

然 ルニ経 過 二從 ツテ コノ反慮 ラ追究 入ル時、

ノ興 味 アル事實 テ見出 ス.

舷 二是等3種 ノ胸膜 炎 ノ トル経過 テ第2表 ノ如

ノ3型 二大別 スル ト、特鞭 性胸膜 炎 一テハ第一一一一

群 ノ如 キ経過 テ トルモ ノハ84例 中82%ラ 占 メ

随件性 及 ビ氣胸 性胸膜 炎 デシ・52例 中45%ハ 第

一 群 ノ如 キ経過 テ トルニ反 シ第二群 ノ如 キ経過

テ トルモ ノハ40%、 第 三群 ノ如 キ経過 テ トルモ

第2

第1群

穿刺
同数

補 髄 結合
反 晦 1結核菌膿

血液1胸 液1

ノハ15%デ アル。

而 シテ撒 同穿刺 ノ後 ソノ性状 ガ膿 性 トナッ タモ

ノハ第 二群 二屡 スル モ ノデハ21例 中3例14・5

%。 第 三群 二届 スルモ ノデハ8例 中6例75%二

及 ブ.

帥 チ第 三群 ノ如 ク培養 上菌 ハ多撒 二謹明 セ ラル

ル ニモ係 ラズ補結 ハ常 二陰 性 ナル如 キ経 過 バー

般胸膜 炎 ガ膿胸 二移行 スル場 合 二必要 ナルー ノ

條 件 テ示 スモ ノ ト考 ヘ ラレル。

表

L阪1」
刺
鍛
穿
同

1(一 バ(-2什 叉・・1

「「 一て=y「 に ア「 「 て=y1-iへ 　　

(一)(一)(一)皿(一) 皿

IV(曜 一)1(一)(一)(一)

v↓}↓1(_)(_)lv

IVl-一

補 髄 結
合 反 磨

血液 胸液
結核菌培養 刺

倣
穿
同

第

結
磨
髄
反
補
合

皿 群

柵

冊

冊

柵

冊

柵

柵

一柵

柵 叉 ノ・柵

柵 十

世

冊

柵

惜
1

+
柵(一)柵

1

∬

皿

血液1胸 液

(一)(一)

τ ア
(一)

(一)IV

vi(_)

(一)

百

τ ア
(一)

結核菌培養

冊

冊

冊

冊

皿柵

31.「 ピクリン」酸加及ビ「レゾルチン」加

V/抗 元 ヲ以テスル結核補臨結合反鷹

楠 信 男(東北帝大熊谷内科)

結核補 艦結合反慮 二使 用 サ レル抗 元 ハ多 々 アル

ガ何 レモ充分 ナモ ノデナ ク、鏡敏度二於テモ特異

性二於 テモ未 ダ理 想 ニノ・達 シテヰナ イ。1932年

ニニ イハ 「メチー ル」抗元 二石炭 酸 テ0.2%添 加

スル事 二依 リ調製 直後 二使用 ス レバ3倍 、1時

間後使用 ス レバ6倍 敏感 ニナ リ而 モ特異性 テ保

持 ス ト云 ヒ、 グ。ル デイハ石炭酸 二加 フルニ「レ

ゾル チ ン」 テ以 テ シ特 異性 テ減 ズル コ トナ ク鋭

敏度 テ高 メ得 タ事 テ報 ジタ。次 デ オ ー ギュス ト

ハ0 .2%添 加 ハ抗補盟作 用強 ク使用 二堪 エズ ト

シ「レゾル チ ン」、石炭 酸共 二 〇.025%二 加 へ陽

性率 テ40%檜 加 シ特異 性ハ少 シモ減少 シナカ

ツタ ト云 フ。

著者 ハ同 ジク「フェノー ル」誘 導匿 デ蛋 白沈澱作

用 アル 「ピク リン」酸 ガ亦同様 二作用 スルデ アラ

ウ事 ラ想像 シ實験 ノ結 果、豫期 ノ如 ク鋭敏度 テ

高 メル事 ガ出來 タ。

著者 ハ 身⊥Z2込 一赴=、 クリ ンゲ ≧シュタ∠Lヘ

クー ン抗元 テ使用 シ、之 テ使用 直前 二 「ピク リ

ン」酸及 ビ「レゾル チ ン」ノ夫 々0.05%食 盤 水溶

液 テ以 テ稀繹 スル。

成績 ハ第1表 ノ如 ク種 々 ノ時期 ニ ア ル 肺結 核

192名 ニ ツイテ軍 一ウ,テ プスキー抗元 二依 ツ

テハ47・4%ノ 陽 性 テ示 スガ 「ピクリ ン」酸加 二

依 ツテハ11.5%「 レ ゾ ル チ ン」加 二依 ツテノ、

18・2%ノ 陽性卒檜加 テ得 ル。 ソノ他 ノ結 核性疾

患 ニアツテモ 「レゾルチ ン」ノ賦 活作用 ガ同濃度

二於 テハ強 イ、然 ル ニー方、非特異 性反庶 二於

テモ共 二檜加 シ殊 二「レゾル チ ン」ガ甚 シク非結

核性疾患 ニツイテ ウ ィテ ブスキー抗 元 二依 ッテ

6・3%ノ モ ノガ「ピク リン」酸加 二依 リ10.5%二

「レゾルチ ン」加 二依 リ17 .8%二 上 昇 シユ氏反

慮 陽性血清 ニ ツイテハ16.7%ノ モ ノ ガ夫 々

20・8%、29・2%二 迄 達 スル檬 ニナル。健康 者封

照 トシテ調査 シタ結核 既往症 ノ無 イ男 師範 生徒

二於 テモ同様 ナ上昇 ガ見 ラ レル
。 ナ ホ 「ピクリ
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ン」酸 モ 「レゾル チ ン」モ濃度 テ更 二増加 シ或 ハ

調製後使 用迄 ノ時間 テ延長 ス レバ文献記載 ノ如

ク鋭敏度 ラ甚 ダ増加 セ シメ得 ル ガ非特異性反慮

モ檜加 シ且抗 補禮作用著 シクナル故 二著者 ハ前

述 ノ濃度 ニテ實験 シタ ノデアル。以 上 ノ事 カラ

云 ヘ バ「ピ クリン」酸又 ハ「レゾルチ ン」ノ賦 活作

用 ハ特異的 デナ ィニニ イ等 ノ言 トー致 シナイ。

此庭 二興味 アル事 ハ非結核性疾患 ト男師範 生徒

ノ陽性傘 ガ ホ ・"等シイ撒字 テ示 シテ近似 ノ關係

ラ有 シ、且 ソノ撒字 ガ初感染 及 ビ淋 巴腺結核 ノ

ソレヨリモ小 イ事 デア リ、更 二「ツベル ク リン」

反磨 トノ間 二至大 ノ關係 アル事 デ アル。今男 師

範 生徒 テマ ン トー氏反慮 ノ陰陽 二依 ツテ分類 ス

レバ第2表 ノ如 クマ ン トー陰性者 ハ夫 々3・8%、

3.8%、7.5%ノ 補 結反慮陽性傘 テ呈 スルニ反 シ

陽性者 ハ夫 々10.8%、13.0%、23・2%デ ア リソ

ノ間 二隔段 ノ相違 アル事 二氣 付 クデ アラウ。 同

様 ナ事 ハ非結核性疾患 中 一モ見出 サ レル(第3

表)。 此 ノ事實 カラ考 ヘル ト「ピク リン」酸又 ハ

「レゾルチ ン」二依 ル賦 活作 用 バー概 二非特異性

デアル ト云 ヒ得 ナ イヤウー思 バ レル、補 結反慮

陽性 が 「ツベル ク リン」反慮 ト至大 ナ關係 テ 有

スル事 ハ從 ツテ 結核 ト關係 アル 事 テ物 語 ツテ

ヰル。 ガ、補 結反鷹 陽性例 ノ絡 テテ結核 二起 因

スル モ ノ ト考 へ之 テ以 テ直 チー生物學 的意義 二

於 テハ活動 性 ナ結核病 竈 ノ存在 テ想像 ス可 キデ

ァル ヵ ドウカ、之 テ許容 スル トスレバ 「ピク リ

ン」酸 又 ハ「レゾル チ ン」ノ賦活作用 二依 ツテ輩

_ウ ィテ ブ スキー抗元 ラ以 テ シテハ見出 シ得 ナ

イ程 度 ノ僅微 ナ結核病竈 ガ所謂、健康 者 ノ内 一

見出 サ レルヤ ウニナル ノデ アル ト解 セ ラレル。

附 表

然 シ乍 ラ、殊 ニユ 氏反慮陽性血清 二強イ非特異

性反慮 アル事 カラ考ヘテモ、之 二依ツテ非特異

性反磨 ノ全部 テ設明 スル事ハ困難 デアラウ。

32.賓 験動物二於ケルTuberkulin・Aller・

㌧gie結 核補髄結合反鷹陽性出現1時

期観察

棄難 難麟 癖)
臨躰 上結核診断 二際 シTuberkulin陽 性 テ呈 ス

ル以前 二補膿結合反慮 ガ陽性 二現 ハル ・事 ラ観

察 スル場合 ガ稀 デハ ナイ。余等 ハ雨反磨 ノ何 レ

ガ先 二出現 スル モ ノナ リヤテ動物實験 ニ ヨリ確

メ ンガタメニ本観察 テ行 ツタ。實験動物 トシテ

天竺 鼠30ト 家 兎20ラ 用 ヰ豫 メ雨反慮陰 性 ナル

テ確 メタルモ ノニ人型結核菌 テ接種 シテ後1週

間毎 二雨反慮 テ試瞼 シタ。

Tuberkulin-Allergieノ ・Roemer氏 法 テ補罷 結

合反慮 ハ鴻 上氏法 テ探 用 シタ。

天竺 鼠 二於 テ・・3-一一4週 間後 ニハRoemersche

Reaktion陽 性 ハ著明 二観 ラル ・ガ補禮結合反

慮 ハ之 ヨ リハ遙 二遅 レテ 現 バ レ ル。家兎 デハ

RoemerscheReaktion陽 性 出現 ノ時期 ハ大器

天竺鼠 二同 ジキモ補 膣結合反慮 ハ彼 ヨリハ先 ジ

テ陽性 二出現 スルモ ノ少 カラズ。然 シ短期 間 二

出現 セザ ルモ ノモ第3週 ノ終 リニハ著 明 二陽性

テ呈 スル ニ至 ル。

要 之Tuberkulih-Allergieノ ・家 兎 二於 テハ補龍

結合反慮 陽性出現 ヨリモ逞 ル ・事 アルモ個 性 ニ

ヨ リテ異 リ、 第3週 終 リニハ全部陽性 テ呈 ス。

Tuberkulin-Allergieノ ・3週 間 目二既 二著 明 一

現 ハル ・ハ天竺鼠及家 兎共 二同様 ナ リ。

(1)

試
験
天
竺

鼠
群
名

試
験
天
竺
鼠(
牡)
番
號

天

竺

鼠
禮

重

蕊耀
前氏合

γ1器

人ル下各
型ト接天

警蕪

1難粍

第1週 第 ∬ 週 第 皿 週 第IV週 補叉現 死
髄ノ・シ
結㊥タ 亡
合 一ル

騨 月
謡 日

201XI271XI31X皿181X皿

1/一 一メ ノレ

補反
髄雁i
結成
合績

レ・一 メ ル'

補反燈磨

結成
合績

レ・一 メ ル
補反髄磨

結成
合績

レ!ρ一 メ ル
補反
髄磨
結成
合績

10/XI 氏反臆i 氏反慮 氏反慮 氏反磨
浮厚反合

悸機
浮厚 反合
腫サ雁i
ノ 度

浮厚反合

卿慶
浮厚反合

嘆耀91XIRIKB

瑠 ≡1≡li訓器 一1≡ 一尉 三そ1{器 三開 淵 ≡1轟 一一
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附表(2)實 験動物 二於ケル「ツベルクリソ、 アレ・ルギー」補盟結合反磨陽性出現 ノ時期観察
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32二 封 スル追カロ

秋月 正一(東 北 大熊谷内科)

人型結核菌接種 ニヨル實験的結核猿 二就テ行 ツ

タ實験成績 テ追加 サセテ戴 キマス。

(1)「 ツベルクリン」反慮拉補禮結合反慮 ノ出現

時期拉其 ノ推移ハ接種方法、接種菌量拉罹患結

核症 ノ輕重 ニヨリ異ル。

(2)輕 症結核二罹患 シ治療 テ示 セルモノニ於テ

ハ、皮 内反慮ハ接種後3週 乃至5ケ 月ニテ陽性

二轄化 セシモ、2ク 月乃至13ケ 月間陽性テ縫

綾 セル後再 ビ陰性 トナリ.補 膿結合反慮 ハ多 ク

ハ終始陰性ニシテ1例 二於テ ノミ皮 内反慮 二逞

レテ陽性ラ示 セリ。

(3)大 量皮下拉静脈 内接種ニヨリ短期間内二急

性粟粒結核 ニテ死亡セルモノニ於 テハ皮 内反磨

ハ多 クハ終始陰性ニシテ2例 二於 テ ノミ弱陽性

トナリ、補膣結合反慮ハ4例 ハ弱陽性テ示 シ2

例 ノミ陰性二止マレリ。

(4)微 量皮下拉静脈 内接種 ニ ヨ リ結核 二罹患

シ、漸次病症 ノ進展 テ來 シ結核死 テ來 セルモ ノ

ニ於テハ皮内反慮ハ3週 乃至2ケ 月ニテ陽性 ド

ナリ病症 ノ進展 ト共 二多 ク其 ノ強サテ檜 シ死期

近 ヅクヤ再 ピ其 ノ強サ テ減 ジ弱陽性乃至陰性

「アネルギー」トナリ、補膿結合反癒ハ3週 乃至

5ケ 月ニテ陽性 トナリ漸次其 ノ張サテ檜 スモー

般 二補膿結合反癒ハ皮内反慮二比 シ遅 レテ現ハ

ル ・事多 ク且其 ノ出現時期拉彊サモ皮内反慮二

比 シ個禮差大 ナルガ如 シ(後表蓼照)。

32番 二封 スル討論

加 藤 三 郎

三 ントー反慮陰性 ノ場合二補膿轄向反癒陽性 ノ

場合 アルハ稀 レナラズ トノ貼二就 イテ御問 ヒイ

タシ度 イコトアリ。

1.御 報 告 ノ實瞼例 中マ ン トー陰性 ナル ニ若干

日撒 ノ後 二補禮轄 向反慮 陽性 ナル ア リ ト ノ コ

ト、斯 カル實験例 長 ク終 リ迄陰 性 ニ アリシ例 ナ

キ ヤ 。

2.若 シ實験例 中 コノマ ン トー陰性者 ガ何 レモ

若 干 日激 ノ後補膿反慮何 レモ皆陽性 二顯 ハ レシ

トセバ意味 ノ トリ様 ト考 へ方 デハ補 禮轄向反慮

操作 ト實験 方法正確 ナ ラバマ ン トー反慮 ヨリモ

補膿 結合反磨 ノ方 ガ遙 カニ優秀 ナル トモ考 へ得

ル ヤ。

答

寺 尾 殿 治

1.天 竺鼠 二於 テ生存獣 二就 テ検査 シタル範園,

内 デハ表 ノ如 ク多 クハ第8乃 至9週 二補結 ガ陽

性 トナルガ動物撒 少 キタメオ設 ノ如 キガ アル カ

否 ヤハ不 明 ナ リ。

2.臨 林上 「ツ」反慮 陽性轄向 二先 ジテ補膿 結合 一

反磨陽性 ラ示 スー トアルハ稀 ニ アラズ。31番 ノ

前演者 ノ表 中 ニモ「ツ」反慮陰性者 デ補膿結合反

慮 ガ陽性 二現 ハル ・百分卒 ハ相當 ノ卒 テ示 シテ

居 タガ ア ノ中ニハ將來 「ツ」反慮陽性韓化 テ來 ス

者 モ恐 クハ アル ノデ アラウ。 余 ハ補禮 結合反慮

ガ陽性 テ「ツ」反慮陰性 ナル者 ガ1ケ 月牛後 ニハ

張陽性 二轄 化 シタ ノテ経 験 シテ居 ノレ。此1ケ 月

牛 ノ間 ニハ検査 テ シナカツ タタメ陽轄 ノ時期 ガ

判 然 シテナイガ動 物試瞼 ノ結果 ヨ リ補膿結合反

慮 ガ人類 二於 テモ「ツベル ク リン」陽性轄化 二先

ンズル コ トアル ノテ考 へ得 ル。 マ ントー反慮 ト

補膿 結合反慮 トノ優 劣比較 ハ デキナ イ ト思 バ レ

ル。何 トナ レバ雨反慮 ノ本態 ハ全 ク別 ナ モ ノデ

アル カ ラデアル。 唯臨躰上結核 感染 ノ有無 テ謝

ベル場 合補 結反慮 ガ「ツ」反慮 二先 ンジテ陽性 ト

ナ ツテモソ レハ手技 的間違 デハナ イ ト云 フ意味

テ本實験 デ確 メタニ過 ギナィ。
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33・ 鴻 上氏等 ノ 「ス クア ロ、 ツベル ク リ

ン」ヲ 「ア ンチゲ ン」 トセル結核補髄

結合反 鷹 ワ研究

俵 英 夫(湊 海軍病院)

鴻 上氏等 ノ「スクアロ、ツベ ル クリン」テ「アンチ

ゲ ン」トシテ、湊 海軍病院 入院患者(主 トシテ結

核性疾患)229名 、 湊及横須賀 海軍病院看護兵

180名 二就 キ結核補禮結合 反慮 テ行 ヒタ リ。患

者 中74例 二就 テハ約8ケ 月間 二亙 リ連綾 的検

査 テ行 ヒ、何 レモ各種 臨躰所 見拉反慮 ト比較考

察 セ リ.

手 技 ハ血清稀 繹法 ニ ヨリ、第1次 系30分 、 第

2次 系15分 、 血温 二保持 シ、重 湯煎 テ用 ピタ

リ。

判定 ハ第2次 系直後、型 ノ如 ク行 ヒ、然 ル後其

儘氷 室 二保 存 シ、翌朝 二至 リ(約18時 間後)第

2同 ノ判 定 テ行 ヒタ リ。 シカル トコロ是等2同

ノ判 定成績 ハ必 ズ シモー致 セズ
。却 ツテ或 ル血

清 ニア リテハ、第1回 制 定 ハ(帯)ナ ルニ、第2

同判 定 二於 テハ(一)ノ 如 キ著 明 ナル相違 テ有 ス

ル モ ノアル テ認 メタリ。 カ ・ル現 象 ノ成因 ニツ

キ考究 シ、理論的 二次 二述 ブルガ如 キ設明 テ下

シタ リ。 即 チ、第1次 系 二於 テ補膿 ハ、抗元、

抗膣 ト結 ビツ クモ、其結合程度緊密 ナ ラザル爲、

長時 間同一試験管 内 二溶血 系 ト共存 スル中・島、

溶血 系 ノヨ リ強 キ補 膿 トノ親和カ ー ヨリ、一度

結合 セル第1次 系 ヨ リ補膿 ハ再剥 離 テ起 シ溶血

系 二結合 スルニ至 ル。其 爲翌朝 ノ成績 二著 シキ

溶血程度 ノ壇進 トナ リテ現 レ來 ルモ ノナルベ シ

ト思考 セ ラル。此考 く・一ヨ レバ、直後帯 ニ シテ、

翌朝 一 ノ如 キ成績 テ與 フル血清 ハ、抗膿 量多 キ

モ、抗膿 ノ補膿結合力 ハ低 下 セルモ ノナルテ不

ス。此 見地 二立 チテ臨躰例 ラ観察 スルニ極 メテ

妥當 ナル設 明 テ下 シ得 タ リ。例 ヘ バ、死前陰性

fア ネルギー」ト認 メラル ・者 ノ大部 分 ハ帯→一

或 ハ十→ 一 ノ如 キ判定成績 テ示 シタ リ。

総括的 二之 ヲ観 ルニ、肺結核、100%(直 後)→

100%(翌 朝)、 危 篤 ナル肺結核80%→40%胸 腹

膜結核90%→78%、 胸 膜炎90%→76%慢 性 氣

管枝炎80%→70%、 骨結核30%→30%、 看護兵

30%→14%ノ 如 キ陽性率 テ得 タリ。

看護兵二於ケル陽性者 ノ牛撒ハ(翌 朝判定二於

ケル)X線 胸部寓眞所見二相當著明ナル結核性

攣化 ト考ヘラル ・陰騎 テ有 シ、又是等陽性者 ノ

血清ハ、鴻上氏等 ノS.T.菌 粉末テ以テ吸牧試

験テ行 フコトニヨリ、其含有 セル抗罷 テ何 レモ

殆 ンド完全二吸著除去 セラル ・モノナルテ認メ

タリ.ヨ ツテ看護兵 二於 ケル陽性反庭1ハ特異性

反慮ナ リト認ム。

轄編、病状、赤血球沈降速度、マ ントー皮内反

磨、各種 ノ胸部X線 爲眞陰騎、等 ト比較考究 セ

ルニ特二密接不可分ナル關係 テ有 スルモ ノテ認

メ得ズ、但 シ、赤血球沈降速度促進 セルモノ、

廣汎ナル肋膜腓腿 ノ像、或ハ進行 セル滲潤 ノ像

テX線 爲眞 ノ上二於テ示スモ ノニ於 テハ強陽性

ノモノ比較的多キテ認メタリ。

連緬的二検査テ施行 セル74例 二於 テハ,結 核

補農結合反慮陽性度 ノ終始弱キモノ、次第二減

弱 セルモ ノハ恢復卒大ニシテ、終始強キモノ、

次第二増強セルモノハ恢復率小ナ リ。サ レド全

禮 トシテ例激尚少 久 統計學的二確言 シ得 ズ。

他 ノ練 テノ臨躰検査成績健常値 ヲ示 シ、一般状

態極 メテ可良ナリシモ、結核補禮結合反慮 ノミ

強陽性 ノ儘退院セルー航室兵ハ、退院後2ケ 月

航室機二搭乗スルコ トーヨリ肺結核 テ登症 シ、

再入院、免役 セラレタリ。看護兵 一…シテ後 二(6

ケ月以内〉二胸膜炎 テ登症 セル者2名 アリ。其

中1例 ハ當初陰性反慮 テ示 シ、他ハ弱陽性 ナu一

キ。

33二 封 シテ質問

須 賀 井 忠 男
一旦結合セラレタ補罷 ガ再剥離 シタ ト考ヘル ト

ノ意見二封 シ反癒學上二於ケル實験的根稼 ガア

ル カ 。

重症者 二多 クコ ノ現 象 ガ見 ラ レル ノハ偶然 デ ア

ル トモ見 ラレルコ ト・ナル。

若 シ再剥離 スル モ ノデ アル コ トラ謹 明 セ ン トス

ル ニハ第1次 系 ノ反磨後 翌 日マデ放 置 シ更 二溶
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血系ラ加ヘテ氷室二於テ反癒 テ観察 スベキデア

ノレ0

33番 討論二封スル答

俵 英 夫

答(1)補 罷 ノ再剥離 二關スル直接 ノ實験ナシ。

答(2)血 球 ト溶血素 トノ共存 ニヨリテ始 メテ補

髄 ノ再剥離 ラ察知 シ得 ト考 フ.

34.鴻 上 氏 「ス クアロ、 ツベルク リ ン」

N(Squalo・Tuber]ru血)ヲ 抗元 トスル

結 核補髄結合反鷹 二就 テ

髄 辮(東 京浮風園)

余等 ハ最近牛 ケ年 二於 テ、 鴻 上氏Squalo-Tu-

berkulinテ 抗 元 トシテ、結核 患者及所謂健康者

等 テ合 セテ,約600例 ノ血清 二就 テ、其 ノ補膣

結 合反慮 テ試 ミタ。

補 農結合反慮 二關 スル諸 々 ノ注意及術式 ハ、鴻

上氏等 ノ報告 セラ レタ通 リニ シタ.

(1)結 核 患者200名 二封 スル成績 ハ、第1表 二

示 セル如 久 陽性(89.5%)、 陰 性(10.5%)デ ア

ツテ、陽性度 ノ百分卒 ハ、強 陽性(55%)、 中等

度 陽性(30%)、 弱 陽性(15%)デ ア ツタ。

陰 性 へ 鴻上氏 ノ報告 サ レタ如 ク、正常溶 血{質

ノ高 イモ ノ及 ピ重症 ニ シテ間 モ無 ク死 ノ轄蹄 テ

取 リシモ ノデ アツタ。

赤血球沈 降速 度 ハ、大 盟 二於 テ、陽性度強 キモ

ノ程、早 イ檬 デ アツ タ.

病 型 トノ關係 へ 滲 出型 ガ強陽性 中二最 モ多 カ

ツ タの

開放性患者 二於 テへ 非開放性 ナルモ ノヨ リモ、

陽性卒 ガ大 デ アツタ。

(2)浮 風 園從業員(職 員以外 ノ附添婦 テ含 ム)60

名 二就 テ ノ結果 ハ、 陽性(30%)ニ シテ、彊陽性

ナルモ ノガ7%、 中等度 陽性13%、 弱 陽性10

%デ ア ツタ。

コ ノ強陽性者 中ニハ、 「レン トグ ン」上、 多少 ノ

病攣 ラ認 メ ラレルモ ノガアツタ。

マ ン トー氏反慮 ハ、 陽性(93%)、 陰 性(7%)ニ

シテ、陰性 者中 一ハ結核補盟結合反慮 陽性 ナル

モ ノハ、謹 明 サ レナカツ タ(第2表)。

(3)所 謂 健康 者(ScheinbarGesund)i・ シテハ、

信州某製統 工場女 工340名 ラ選 ンダ。 女工 ノ年

齢 ハ圭 トシテ16歳 ヨ リ20歳 トス。 ソノ結 果 ハ

第3表 二示 セル如 久 陽性(26%)、 陰 性(70%)

徽 毒(4%)デ ア ツタ。

是 ハ軍 二血清免疫學 的検索 テナセルモ ノデ、臨

躰上及 ビ「レン トゲ ン」上 ノ検 索 ハ、全然之 ラ行

ハザルモ ノデアル。

(4)徽 毒 患者 二於 ケル重合感染 ノ有無 ハ、鴻 上

氏 ノ所謂吸著實験(K.K.R.)ニ ヨ リ、其 ノ上清

ノ補膿檜進法 一ヨル カ、或 ハ沈澱感作抗元 ニ ヨ

リ鑑 別可能 デアル(第4表)。

前者 二於 テハ、 血清 ハ5倍 稀繹 トシテ使 用、15

倍 ノ補罷0.05耗 宛増進 法 テ トツタ。後者 二於

テハ、感作 吸牧元 ハ30分 間遠心後上清 テ捨 テ

タル モ ノニ、生理的食盤水1琵 テ加 へ混和後其

0.1琵 ヨ リ倍進 稀繹法 テ トツタ。

(5)結 核 以外 ノ疾 患 二於 テハ、結核補禮結合反

慮 ハ、常 二陰 性 ラ示 シタ。被 検者25名 中二於

テ、陽性 ナルモ ノガ1名(且erzfehler2例 中1

例)ア ツタガ、 コノ場合 モ吸著實験(K.K.R・)ニ

ヨ リ結核 ノ存 在 ガ護 明 サ レタ.

因 二結核以外 ノ疾 患 ハ、何 レモ東京市立駒込病

院 内科 二於 テ、確實 二診断 サ レタモ ノデアル。

結 言

是等 ノ結果 一ヨ リ、余等 ハ、結核補禮結 合反慮

へ 極 メテ特異性 テ示 ス優秀 ナル反慮 デ アル ト

考 《・ル。

臨躰的活動性結核 二封 スル陽性率 ノ高 イ ト云 フ

事 モ、必要 デハ アル ガ、夫 レヨリモ、一層必要

デ,且 ツ圭要 ナル 目的 ハ、 臨躰 的 ニモ、「レン ト

ゲ ン」上 ニモ、未 ダ確 タル形 跡 テ認 メ ラレザル

ガ如 キ場合 二於 ケル、血 清學 的結核早期診断法

デ アル ト云 フ事 デアル。

本反慮 ガ陽性 テ呈 スル場合 ハ、殆 ン ド例外 ナ 久

被検者 二於 テハ ソノ何 レカ ノ場所 二、補盟結合

性抗 膣 テ血流 中 二産 出 スルニ足 ル、抗原性刺戟

物質 即 チ結核病 攣 が存在 セル謹檬 デアル ト認 メ
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テ ヨ イ ト考 ヘ ル。

尚、吸牧實駿 テ行 フコ トーヨ リ、 悉 ク除去可能

、ナル、眞正冤 疫性抗膿 デアル コ トガ立讃出來 ル

ノア アル0

35・ 鴻 上 氏 新 抗 原Squalo・Tluberkulin

(S.T.)ニ ヨ ル結核補髄結合反鷹 ノ統

計的観 察

川上 三景(東 京 市療 養 所)

鴻 上博士 ノSqualo-Tuberkulinテ 抗 原 トシ血

清稀 繹法 テ使用 シ東 京市療 養所 入所患者拉 二此

ノ封 照 トシテ職員 ノ結核補艦 結合反鷹 ラ行 ヒタ

ルニ結核 患者数655名 職 員撒447名 二於 テ次 ノ

如 キ結 果 テ得 タ リ。

東京市療養所患者ノ成績

陽 性

柵

301
(46%)

ド　 ド ほ

++}+

86195
(131.%)(29.8%)

582(88.9%)

陰 性

73(11.1%)

東京市療養所職員ノ成績

陽 性 陰 性

惜 十十 十

7
(1.6%)

9
(2%)

55
(12.3%)

71(15.9%) 376(84.1%)

次 二反 慮陰性 ナル非働血 清 ヨリ正 常溶血素 テ除

去 シテ本反慮 テ行 ヒタル ニ患者 血清 二於 テハ74

名 中陽性者 ハ48.6%ノ 陽性 卒 ヲ示 シ、職員血

清235名 中 陽性者 ・・29.8%ノ 陽 性卒 テ示 シタ

リ。

(1)血 液 沈 降速 度 ト本反慮 バー定 ノ關係 テ見ザ

ルモ1時 間値51mm以 上 ノモ ノニ於 テ・・張陽

性 テ示 スモ ノ多 シ。

(2)開 放 性結核患者 ノ ミニ就 イテハ本反慮 ヲ試

ミタルニ陽性傘 ハ95.5%ラ 示 ス。

(3)熱 型 トノ關係 テ見 タル ニ有熱 者 二於 テ陽性

率 ハ91.7%テ 示 ス。

(3)本 「ア ンチゲ ン」ノ吟 味 ノー ツ トシテマ ン ト

一氏反磨陰性 ナル看護婦21名 二就 イテ結核補

禮 結合反慮ワ行 ヒタル ニ僅 力1名 弱陽性 ヲ示 シ

マ ン トー氏反慮陽性後 「レン トゲ ン」一テ病竈 テ

認 メザルモ ノ8名 中本反慮弱 陽性 ナルモ ノ4名

ニテマ ン トー氏陽性轄化後病竈 テ認 メ タルモ ノ

3名 中2名 ハ本反磨 中等度陽性 テ示 ス。

結論 トシテ先 二第12同 結核病 學會線 會 二於 テ

結核 菌卵 黄培養 ヂ ア ンチゲ ン」トシテ報告 セル

成績 ト今回Squalo-Tuberkulinテ 「アンチゲ ン」

トセル ノ トテ比較 セルニ患者陽性傘 ハ26.7%

ノ増 加 テ見。職員 二於 テハ14.5%ノ 陽 性卒 ノ

減少 テ見 タリ。

前 「ア ンチゲ ン.二 比 シテSqualo・Tuberkulin・ ・

結核 補禮 結合反癒 ノ「アンチゲ ン」トシテー段 ノ

進 歩 テ示 セル事 テ認 メタ リ。

33-35二 封 スル附加

鴻 上 慶 治 郎

(11須 賀 井 氏 ノ血清稀繹 法 ノ合法的 デアル コ ト

ハ私ハ既 二昨年 ノ結核 病雑誌 デ登表 シテ アル塵

デ、 コ レガ最 モ理論 デ アリ且 ツ睾 レニ起 ル所謂

逆比反慮 テ除 ク意 味 二於 テモ適切 デ アル。

(2)寺 尾 博士 ノ家 兎 二於 ケル實験 デ補膿結 合反

慮 ガマ ン トー氏皮 内反慮 ヨリ以前 二現 バ レル ト

云 フコ トガ頗 ル興 味 ノアルコ トデ アルガ、此 ノ

貼 ハ結局抗 元優秀 デアルカ否 カニ依 ツテ結果 ガ

相 違 スル ト思 フ。

(3)私 ノ拙業 二封 シマシテ撒 氏 ノ行 ハ レタ努力

ト貴 重 ナル業績 テ鶏 隠スル コ トへ 私 ノ甚 グ本

懐 トスル塵 デ、此 ノ席 上 デ諸 氏 二封 シ厚 ク感謝

ノ意 テ述 べ テ置 キマ ス。

(4)補 盟 ノ再剥 離問題 デア リマスガ、夫 レテ謹

明 スル方法 ハ結 局 「イ ンヂカ トー ル」デアル溶血

系統 テ以 テ詮 明 スル コ トガ最 モ適切 デアル ト思

ヒ マ ス0

3・ 病理解剖及ビ費験病理

36・ 結核肺 ノ肋膜病攣 り病理解剖學的研

究(第一報告)(肉 眼的所見鼓二統計

的観察)

隈部 難(東 京 市療 養 所)
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結核屍300例 ノ肺ニツィテ肋膜病攣 ノ病理解剖

學的研究 テ行 ツタ。解剖術式ハ岡氏法一ヨリ胸

廓 ヨリ罷壁肋膜外ニテ剥離 シテ取 リ出セシ肺ニ

ツイテ、肋骨部、縦隔賓部、横隔膜部、葉間部

二分 ケ、癒著 ノ有無、状態拉 二位置、肋膜面 ノ

性歌、脱豚形成 ト肺病竈 トノ關係、肺攣形 ノ有

無 ノ肉眼的観察拉 ニソノ統計 テ行 ヒ、次 デ組織

學的研究 ラ行 ツタガ、今回ハ肉眼的観察 ノ結果

テ報告スル。癒著及 ビ腓脂形成拉ニソノ性状 テ

1・ 肺病竈、特 二室洞 二起因スルモノ2.所

謂滲出性肋膜炎ニヨルモ ノ3.乾 酪化 テ圭 ト

スルモノニ分 テ観察 テ行 ツタ。1ノ 場合ハ餅脂

中二結核結節、乾酪物質 テ見ル事稀デ俘腫性、

繊維 ノ走行不定且2二 比 シテ繊維 ノ新生少 シ、

2ノ 場合ハ繊維性ニテ浮腫少 ク結核結節、被包

サレシ乾酪物質 ラ屡k見 ル。3ノ 場合ハ腓腿全

膿 ニワタリ乾酪性攣化ガ圭 トシテ見 ラレ血行性

結核症 二最 モ多 ク見 ラレタ。

37.結 核性病竈二於ケル格子繊維 ノ各種

鍍銀法比較(ビ ル シウスキー、マ レシュ

法及ビソノ諸攣法)

木川 蝋 轟轟)

結核性病竈 ノ格 子繊 維 二就 テ

1・ ビル シウスキ"'、 マ レシユ原法(1905>

2・ フ 。 ト薔法(1929)

3.フ ッ ト攣怯1(1932)

4・ フ ・ト攣怯ll(1932)

5.岡 氏 攣法(1929)

ノ染 色結果 テ比較 スル ニ、岡氏攣法 ガ最 モ膠檬

織維及 ピ繊維素 ノ共染 少 ク、且 ツ微細 ナ繊維 マ

デ染 メ出 シ得 ル トイフ成績 テ得 タ.

38・ 血 流 ニ ヨル肺結核護 生 二關 スル新實

験

小 野 勇(器呈疑)

結核菌 テ使用 シ動物實験 テ行 ヒ等 シク皮下注射

デアリ專 ラ病理解剖上臓器所見デ相違ラ示スモ

ノ・海瞑及家兎二於 ケル所見 ナリ。

下腹部皮下二注射テ行ヘル結核菌ハ注射部位 ヨ

リ部屡鼠躍部淋巴腺 テ経 テ深部淋巴腺 二入 リ次

イデ血流 二入ル ト解 セラル。注射部位 ヨリ直チ

ニ血行中一入ル ト信 ズル學者 アレドモ前學會『♂

登表 シタル余 ノ實験 ノ結果 ヨリ自然的淋巴流テ

経テ血流二進入スルCornet氏 ノ設 二讃意 テ表

スルモノナリ。

結核菌ガ血流二進入セル場合ハ近年襲達 セル生

禮染色 ノ研究及原澤氏 ノ研究 ガ示セル如 ク微細

穎粒 トシテ圭トシテ肝臓 ノKupfersche-Sternze-

llen及 脾臓 ノSinusendothelien二 喰菌 サレ肺

臓 ハ殆 ンド喰菌能力ナ シ。

余 ノ皮下感染培養試験(海旗1/,。。mg,家兎1/1。mg

テ右側鼠践部皮下二注射 シ40日 目二漉血 ノ上

撲殺 シ剖見後禮 内諸臓器 テ培養 ス)二 於 ケル家

兎及海猿 ノ病理解剖拉 二培養所見二於 テ家兎一

於 テハ結核結節 テ認 メ多撒 ノ結核菌テ培養 シ得

タルニ海瞑二於 テハ病攣 テ認 メズ培養成績陰性

ナリ。

此 ノ皮下感染 ニヨツテ起ル家兎肺臓 ノ結核獲生

ノ機轄 テ悶明セシムルコ トハ人類結核殊 二近時

大 イナル論雫 ノ中心 トナ レル血行性肺結核登 生

ノ問題解決 ノ鍵 トナルモ ノナ リ。

2.個 々分離 セル微細結核菌 テ静脈内二注入 シ

タル直後 二於 ケル生匿 ノ取 ル態度二關 シテ海猿

二就 キ實験 テ行 ヒタルニ結核菌 ノー部 二肝臓 ノ

KupferscheSternzellen及 脾臓 ノSinusendo-

thelien或 ハ ソノ他 ノReticuloendothelien

二喰菌サル ・モ他 ノー部 ハ直チニ多核白血球 一

捕喰サ レ肺臓 ノ毛細血管 ラ栓塞スルモ時間 ノ経

過 卜共二容易二之 レテ通過 シ24時 間後 ニハ肺

ハ全 ク結核菌freiト ナル。

本實験 ハ阪大今村教授 ノ門下芦村氏 ノ喰結核菌

細胞 ニヨル肺結核瑳生読 二封 シ興味 テ呼 ブモノ

ナリ。

又氏 ノ成績 ヨリ結核菌液静脈 内注射後 ノ膣内諸

臓器培養試験ハ何 レモ注射後24時 間後行 フコ

ト・セリ。

3.結 核病竈ガ破 レテ結核菌 ガ血行 中二侵人セ

ル場合個k分 離 シテ進入スルモノニアラズL6SC一
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hkeノ 述 プル如 ク増殖 セル結核菌ハ原登病竈 ノ

融解液化 ニヨリ小醜テナシ血行中二移行 スルモ

ノ7ア ノレ。

サレバ動物實験 テ行 フニ當 リテハ結核菌醜 ノ大

サテ種 々二攣化 セシメ静脈内二注入 シ肺臓 二於

ケル結核螢生 テ試瞼 スルガ最 モ事實二適合 スル

モ ノアアル。

斯 ル見地 ヨリ結核菌液 テ2500同 廻 轄 ニテ5分 、

5十5分 、5十10分 、5十15分 ナル4種 ノ時 間 二

遠 心沈澱 シ其 ノ上清 テ家兎及海猿 ノ静脈 内二注

入 シ、24時 間後潟 血 ノ上解剖 シ肺臓 ノ名葉 テ培

養 セルニ家 兎ニ テハ20分 間遠心沈澱 セル上清

テ注 入 セル獣 ノ肺臓 ヨ リ多撒 ノ菌 テ培 養 シ得 タ

ルニ海猿 ニテハ10分 間 ノ上清 テ注 入 セル獣 ノ

肺臓 ヨ リ僅 カニ菌 テ読明 スル ニ過 ギズ。

本實験 ニ ヨリ海猿 ノ肺臓毛細血管 ハ家 兎 ノソ レ

ヨリモ太 ク比較 的大醜 テモ通 過 セ シムルモ ノナ

ル コ トテ立謹 シ得 タル モ ノト信 ズ。

4・Rankeノ 學 読 二從 ヘ バ 結核菌 ノ血流 二進

入 スルハ第二期 ニ シテ生禮 バー定 ノ発疫 性 テ獲

得 シテヰル ノデ アル。余 ノ實験 ニヨ リテモ此 ノ

事 ガ立謹 サル。 サ レバ此 ノ際登 生 セルAllergie

一 ヨ リテ肺臓 血管 ガ過敏 トナ リ流 血中 ノ結核菌

捕喰力 ラ壇加 セ シムル モ ノニ アラズヤ ト論 ゼ ラ

ル。Liebermeister。Hubchschmann氏 ノAller-

gie読 ハ血行 性播種 性肺結核 ノ癸 生 ニハ最 モ有

力ナル學設 ト見倣 サル。

余 ハ此 ノ關係 テ考慮 シ豫 メ感染 セ シメタル家 兎

及 海猿 二、家 兎 ニテハ2500同 廻 轄20分 間(5十

15)海 瞑 ニテハ同 一ヒ廻 轄 ユ0分 間行 ヒタル上清 ラ

静脈 内 二注 入 シ24時 間後漉血 ノ上解剖 シ肺臓

テ培 養 シタル ニ感 染駄 二於 テモ封 照獣 二於 ケル

ト同様 ニ シテ培養 上何 等菌撒 ノ壇加 テ認 メズ。

血行性肺 結核嚢 生 二際 シテAllergieハ 重 大 ナ

ル役 目 テ演 ズルモ ノニア ラザ ル コ トテ立謹 シタ

リ。

39.猿 二 於ケル結核 ノ研究(第 三報)早 期

型肺結核 ワ翌生機韓 二關 スル實験的

研究(第 呂報1

翻 釜=(東 北大熊谷内科)

第13同 本會 二於 テ大橋ハ猿 一2株 ノ人型結核

菌 テ接種 セシニ、大量接種時 ニハ敦 レモ全身粟

粒結核症 テ起 セシモ、微量皮下拉静脈内接種時

ニハ菌株 ニョリテ肺 ノ病攣 テ異ニ シ、1菌 株接

種時ニハー頭ハ肋膜炎、1頭 ハ浸潤性肺結核 テ

起 シ、他菌株接種時ニハ共 二血行撒布性肺結核

テ起セル事 テ報告 セリ。

人類肺結核 ノ早期型 テ浸潤性早期型拉 二血行性

早期型 二分 ヅベキハ現在異論ナキ所 ナルモ、如

何ナル要約 ノモ トニー方浸潤型 テ取 リ、他方血

行型 テ取ルヤハ不明ナ リ。

大橋 ノ上述 ノ所見ハ本問題 二封 シ或ル鍵iテ與 フ

ベキモノナルテ以テ、余等ノ・更 一5株 ノ人型結

核菌(浸潤性肺結核患者 ヨリ得 シモノ3.血 行

撒布性肺結核患者 ヨリ得 シモノ2テ 選 ビ、其 ノ

500萬 分1竜 菌量 テ各2頭 宛 ノ結核未感染幼若

猿 ノ静脈 内二接種 シ、諸種生物反慮、X線 像等

ラ精 シク観察 シ死後剖検 シ、猿 二於 ケル肺結核

病型 ト菌株患者病型 トノ異同テ封比 セリ.

其 ノ結果 テ略述 スルニ表示 ノ如 シ。

即総薮10頭 中2頭 ハ輕症結核症二罹患 セル後

全治 セシモ、他 ノ8頭 ハ結核死 テ來 シ、其等 二於

ケル肺 ノ病攣ハ佐々木菌、赤井菌、千石菌拉森菌

二於 テハ患者病型 ト猿 二於ケル病型 トハ練 テー

致 シ・小野菌 二於 テノミ、患者病型ハ血行撒布

型 ナリシー1頭 ハ血行撒布型、1頭 ハ浸潤型 テ

起 セリ。即前同報告 ノモノテ合 シ12頭 中2頭

ノ例外 テ除キ他ハ敦 レモ患者病型 ト猿 二於 ケル

病型 トハー致 シ、浸潤性肺結核患者 ヨリ得 シ菌

株 ハ猿 二浸潤性肺結核 子起 シ、血行撒布性肺結

核患者 ヨリ得 シ菌株 ハ血行撒布性肺結核 テ惹起

セリ。

以上 ノ實験成績 ヨリ、人類 二於ケル肺結核 ノ登

生二於 テ、感染菌量 ノ多寡、感染時拉其以後 二

於 ケル患者 ノ身髄状況、 「アレルギー」駄態、患

者膿質 ノ如何等モ結核病型 二多大 ノ關係 テ有 ス

ベ シ唾 モ、感染菌株如何モ病機 ノ進展 二當 リ
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大 ナル意義 テ有 スルモ1一 シテ、菌株 ニ ヨリテ

浸潤性病竈 テ作 リ易 キモ ノ ト、血行撒布 性病竈

テ作 リ易 キモ ノ・存 スル事 テ知 リ得 ベ シ。

患者x雛1實 験 動 物x線 像1剖 検 所 見

_;幕 .碧.凱/磯 二

生存日徽62日
右肺下葉外側、中葉内側、左肺中
葉下葉ノ碗豆大乃至霊豆大融合性
乾酪性病竈

レ

/
'

號29日 後47日 後53日 後 脾臓結核著明

o

i

第 一 菌 株

佐 々木氏
澤 猿 諺zw
l四

;號47日 後121日 後196日 後

生存 日鍛207日
右肺上葉中央部蛇下部 ノ乾酪性肺
炎、右肺 中葉 ノ結節性融合性病竈
左肺全膣 ノ乾酪性肺炎、中葉ノ・殆
ンド空洞化ス

脾臓、肝臓 ノ結核著明
一

鞘 筆巧婁1臥 ♪A娯

生存日数85日
左肺上葉ノ融合性結核病竈蚊米粒
大空洞、中葉外側蛇下葉内側ノ小
豆大乃至碗豆大、乾酪病竈共他数

誘 48日 後85日 後
個ノ小結核結節
脾臓 ノ中等度ノ結核病攣

第 二 菌 株

第
三
十猿 初感染 一 治 療

赤 井 氏 二
號

1
箋 誤"騨 渕 ε、刷

十猿

生存 日数152日
左肺上、中下葉内側大部分 ノ滲出
性結核、頸胸椎前 ノ大ナル結核性

1』o

ノ

九 噂

號75日 そ麦128日 そi麦152日 斥麦

膿瘍
腹部結核輕度

第 三 菌 株
第
三
十猿 初感染 一 治 療

千 石 氏 五
號

1

賓 験 成 績 覧 表

第 一 菌 株

佐 々木菌

第 二 菌 株

赤 井 菌

第 三 菌 株

千 石 菌

患 者 病 型

第22號 猿

第24號 猿

右側滲出性肋膜炎一雨側上葉ノ滲出性濃潤性肺
結核一雨肺一面ノ滲出性肺瘍

爾肺鍛ケ所ノ乾酪性渡潤性病竈

右肺下野ノ浸潤性病竈一左肺全部蛇右肺上、中
葉 ノ乾酪性肺炎拉軟化空洞

瀦 病 型1麗 購 ノ滲出性瀾 性肺結核一雨Mil'MIII硬化性

第31號 猿

第32號 猿

患 者 病 型

第29號 猿

左肺上葉、中葉外側蛇下葉内側ノ浸潤性病竈

初感染一治 癒

左肺中野ノ早期空洞一左側氣胸性膿胸一右側中
野娠浸潤並氣管枝性播種

左肺上、中、下葉ノ禰蔓性浸潤性病竈

寝 潤 型

渡 潤 型
一

浸 潤 型

浸 潤 型

寝 潤 型

治 癒

渡 潤 型

浸 潤 型
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1第35號 猿 初感染一治 癒

第 四 菌 株

森 菌

第 五 菌 株

小 野 菌

瀦 病 型 陣 期型血行撒布性鷹 核一雨側性晩期型肺徽

第26號 劉 血行撒紺 肺徽

第28號 猿 血行撒布性肺結核

患 者 病 型

第33號 猿

第34號 猿

右側滲出性肋膜炎一一高度ノ結核性腹膜炎虹血行
撤布性肺結核一急性粟粒結核

各肺葉ノ比較的大ナル浸潤性病竈

血行撒布性肺結核

治 癒

血 行撒布型

血 行撒布型

血 行撒布型

血行撒布型

浸 潤 型

血行 撒布 型

瀦x糖1 實 験 動 物X線 像 剖 槍 所 見

塒
憩

/

ヒ

,
〆
・
!

・

ゑ

頴
ゆ'

第 四 菌 株

森 氏

・ここ'

轡驚
第 五 菌 株

小 野 氏

猿

第
二
+
六
號
鵡
122日 後

萬
165日

萬
227日 後

1猿萬
號98日 後
薦
165日 後

醗
245日 後

生存日籔303日
左肺下葉中央部二碗豆大乾酪病竈
各肺葉二籔乃至十数個ノ粟粒乃至
米粒大結核結節撒布ス
脾臓二結核結節多藪

生存日数300日
雨側各肺葉二籔十個宛 ノ帽針頭乃
至粟粒大結核結節略 く李等二撒布
ス.雨側氣管淋巴腺結核
腹部臓器結核輕度

鱒 飾50日 後 薦78H後
!

生存 日藪88日1右 肺上葉外側
、中葉前部、下葉前

1部 、左肺上葉外側、中葉外側、下

薦 譲牛部ノ肝攣性乃至乾酪性肺炎
肝臓、脾臓 ノ結核高度

1猿鵡
號
醜
50日 後

薦
生存 日数79日
雨側各肺葉略 くZF等二帽針頭乃至

!
粟粒大結核結節多籔撒布ス
肝臓、脾臓 ノ結核高度78

日後

40.腎 臓結援;關 スル實験的研究(績 報)

氣道感染及再感染ニヨル腎臓結核

多賀 一郎(塞鱒 舗

腎臓結核ハ結核 ノ初期病竈 トシテ現ノ・レルモノ

ニ非ズ シテ他臓器 ノ結核 二附随 シテ生ズルハ病

理學的及臨躰的二周知 ノ事實 ナリ.此 意味二於

テ余ハ最 モ自然的ナル感染方法 トシテ氣道感染

テ探用 シタリ。帥人型結核菌1mgテ 雄健康家

兎30頭 ノ氣管 内二注入 シ18週 ト25週 二撲殺

シ腎臓 ヨリ組織標本テ作 リ各種染色 ヲ施 シ検 セ

シニ2例 二於 テ皮質小圓形結節ラ生 ジ髄質二於

テハ病竈 テ認 メザ リキ。斯 ル所 見 ヨ リス レバ腎

臓結核 ハ紗 ク トモ大多撒 二於 テ初登 性病竈 テ皮

質 二構 成 シソレヨリ髄質 テ侵 シ所謂腎瘍 テ形 成

スルモ ノ ト思考 セ ラ ル
。 而 テ腎臓結核 タル ヤ

ニ次 的 二種 々 ノ方 式 二從 ヒテ來 ル モ ノナル ガ血

行 性 二腎臓 二到達 セル結核 菌 ハ排泄 セラル カ或

ハ病竈 テ形成 スルニ至 ル事 ハ余 ノ前實験 二於 テ

モ此 テ明 ニ シ得 タ リ。 唯實 際人膣 二於 テ此 ノ如

ク腎臓 二到達 スル菌量 ノ・大 小種 々ナルベ シ。此

ノ意味 二於 テ余 ハ1/1、。mgテ 健 康 家兎大腿部 皮

下 二注射 シ4週 後3組 二分 ケ1mg,1/1。omg,

1/
1・…mgテ 耳静脈 内 二注入 シ4週 ト25週 二撲
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殺 シ検 セル ニ菌 量減 ズル ト共 二腎臓結核登 生例

籔減 少 スルモ25週 二於 テハ病 竈相當高度 ニシ

ラ特 ニ ヲ、。。。。注 入 ノモ ノニ於 テ皮 質 ヨリ髄 質 ニ

カケ大 ナル室洞 テ作 レルモ ノアリ.然 レ ドモ乳

頭 二初褒性病 竈 ト思ハシキモ ノノ・認 メザ リキ。斯

ノ如 ク極 少量 ノ菌 二拘 ラズ前實験例 二比 シ高 度

ノ腎瘍 テ形成 セルハ動物罷 ガ「ア レル ギー」ノ歌

態 二在 リシモ ノ ト考 ヘ ラ レ人 腎結核 二於 テモ同

様 「ア レル ギー」ノ状態 ニァル モ ノハ極 ク速 力亘

組織 反庶 テ起 シ腎瘍 テ形成 スル モ ノ ト思惟 セ ラ

ノレ0

40.腎 臓結核二關スル實験的研究二封ス

ル追加報告

岩前 五六(阪大微研竹尾結核研 究 部)

全身陞粟粒結核 ノー症候 トシテノ腎臓粟粒結核

ハ、皮質 二多数 ノ結節 テ示 スハ病理解剖 二、又

動物實験上肯定セラレタル事實 ナリ.

一方慢性腎臓結核 ハ、 ソノ登病初期 二於 テハ其

ノ病竈 ガ殆 ンド常 二髄質殊二腎乳頭部又ハ其 ノ

附近 二限局 シテ獲生 シ、皮質ハ全然健康 ナル事

ハ、多撒 ノ病理學者及泌尿器學者 ニヨリテ認 メ

ラル。

慢性腎臓結核 ガ髄質乳頭二初獲スルPathoge-

nese二 關 シテハPels-Luesdenノ 血栓性登生

設、Cohnheim等 病 理學者 ノAusscheidungs-

theorie等 ア リ。

又慢 性腎臓結核 ハ腎臓 以外 二結核病竈、血行傳

染 ニ ヨリテ績螢 スル モ ノナル事 バー般 二肯定 セ

ラ レタル事實 ナ リ。 シカルニ未 ダ冤疫 ト腎臓 結

核 トノ關係 テ観 タル者 ナ シ。 故 二余 ハ免疫動物

二於 ケル腎臓結核畿生 二關 スル實験 的研究 ラナ

シ、一一定 ノ成績 テ得 タル テ以 テ、此塵 二報告 セ

ン トス。

實験 方法

牛型結核 菌 ノ生菌1/1。mg,1/、。。。mg,1/1。。。。mg及

BCG20mgテ 家 兎大腿部皮 下 二接種前塵 置 ラ

ナ シ、1ケ 月後 牛型 菌0.5mgテ 耳 静脈 内二接

種 セ リ。2ケ 月後 二撲殺 シ解 剖 セ リ。

實験結果

免疫動物 ハ25例 中8例 二於 テ髄 質乳頭 内二孤

立結節 ヲ認 メ、2例 二於 テ皮質 ヨ リ髄質 二亙 リ

大 ナル結節 ラ形成 スル テ認 メクリ.封 照動物 ハ

タ ・"皮質 二結節 ラ認 ムル ノ ミナ リ。即 チ免疫動

物 二於 テハ皮質 ノ結節形 成ハ少 キモ、髄 質乳頭

二孤立結節 テ作 ル モ ノ多 シ。

以 上 ノ結果 ヨリ慢 性腎結核 ガ髄質乳頭 二於 テ初

畿 スル事實 テ實験 的 二設 明 スルモ ノト考 フ。

其機序 二就 テハ爾今後 ノ検討 テ要 スベ キモ ノナ

づ^

牛生菌免疫家兎二於ケル腎臓結核(1)

免 疫
前庭置

免疫注
射後経
過日数

試験
感染
家兎
番號

腎 臓 結 節
肺 肝 脾 備 考

劇 麟1難

牛 生 菌

1110mg

前 虎 置

30日 ・

牛型菌
0.5mg

静脈 内
注射

306 右1iO

左410 δ 什 十 十 腎孟弩隆部 ノ乳頭二孤立結節アリ

307 右5
左2 8 8 甘 十 十

308 右4
左3 若 8 什 一 十

309 右2
左2

0

0 る 什 十 一 乳頭中央二孤立結
節アリ

310 右1
左0

0

0

0

0 什 十 ±

同 上
111000

i
l

311 右2
左1 8 …

一

什 十 十
乳頭中央二孤立結
節 アリ

313 右1
左0 乙 8 什 十 十
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mg

前塵 置

日03

封 照

同上
314 1右1
左0

315

322

323

同判 謝

325

326

右3
左3

右5

左10

石25

左14

右21

左26

右4
左13

右1
左1

0

(U

41

AU

0

41

ρO

PO

」4

1

」4

FO

AU
O

(U

(U

AU
O

0

0

O

AU

0

0

O

AU

0

(U

什

柵

柵

什

十

十

十

±

什

十

十

十十

十

十

十

皮質二結節ア リ髄

質二及 ブ

牛生菌免疫 二於ケル腎臓結核(2)

考備

結立孤
二
央中
リ質ア髄節

結立孤
二
央中
リ質ア髄節

結立孤
二
央中
-ー質ア髄節

頭乳
リノア部節薩結弩立孟孤腎二

脾

・

一

}

1

ー

一

十

十

十

十十

一

十

十十

一一

十1

十

十

十

肝

一

十

十

1,一

-

ーl

i
:

一

一

一

一

ー肺

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

節結臓腎

質
頭髄乳ー

髄
界皮境ー質實 nU

O

0
(U

-占

(U

0

0

-⊥

0

(U

(U

ーム

(U

0
(U

0
1

(U

O

0

0

(U

O

。
。
一
。
。

i-i
(U

(U

0

0

A
U

O

0
4
⊥

(
U
(
U

-昌

(U

(U

(
U

(U

O

0
(U

-よ

(U

0
4⊥右左

(U

-右左
4⊥

(U右
左
(U

41右
左
9何

4⊥右
左
-占

AU右
左
(U

-↓右
左
0
4⊥右左

0
0右左

-占

4右左

4置

8右左
FO

」4右
左一

兎
號家番

姻

側

蝟

捌

鰯

卿

螂

㎝

魏

姻

城

備

験
染試感

蕪
騨

牛
0。

静

注

上同

上同

注
経
数疫後日免射過

期

期

ら

照封

疫

置庭-免前

欝
㎎
鑓

牛
琉

前

欝
㎎
離

牛
橘

前

右40464

左20 8+ 十

・465穀8 8+
BCG免 疫家兎二於ケル腎臓結核

1

免 疫
前塵置

免疫注
射後輕
過日撒

試験
感染
家兎
番號

腎 臓 結 節
肺 肝1 備

頗 麟il鵬
脾

1
388 右0
左0 8 8 十 _● 一

一

389 右2
左2 8 8 十 一 一

考
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BCG

20mg

前慮 置

30日

封 照

牛型菌
0.5mg

静脈 内
注射

同上

390

391

393

394

400

401

402

404

(U

l
-

右
左
-
⊥
4■

右
左

右1
左3
9
飼
-
」

右
左
9
～
nδ

右
左

右6
左3

右5

左4

右3
左1

0

0

0

4⊥

0

(U

O

T1

0

(U

一
(U

-
占

0

0

0

(U

(U

9
～

ー
ム
(U

0

(U

(U

ハ
U

0

0

0

0

(U
O

0
(U

十

十
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41.「 ツベルクリン」り培養組織翌育 二及

ボス影響

清水 政男(京都府立謄大飯塚内科)

生農 諸臓 器 二於 ケル結核菌拉 二「ツベ ル クリン」

二關 スル研 究 ハ文献 ラ基 グルニ逞 アラズ。然 レ

ドモ膿 外培 養組織 二封 スル結核菌乃至 「ツベル

クリン」 ノ影響 二就 テ ノ業績 テ見ルニ至 リシバ

比較的最近 ノ事 一屈 ス。

Smyth,Maximow,Tinofejewskiu.Benewol-

enskaja等 ハ主 トシテ形態學的方面 ヨ リ之 レガ

検 索 テ行 ヒ、後諸種 ノ文献 テ見 ル ニ至 レリ。近

時村 上ハ結核 感染 ト淋巴球培養 二關 スル興味 ア

ル所 見 テ記載 セ リ。Fischerハ 結 核感染家鶏 心

嚢 テ培 養 シテ免疫 學 的 検 索 テ報 告 シ、更 二

Iuhasz,Sch5fferノ 海 狽組織 テ用 ヒテ行 ヘル業

績 テ見 ルニ至 レリ。奥川、宮澤 ハ家鶏、家鶏胎

見 組織 二封 スル各種 「ツベル ク リン」 ノ影響 テ

検 シ、巽 モ培養組織 ノ「アレルギー一:テ報 ぜ リ。

演 者 ハ結核 感染動物組織登育 二封 スル 「ツベ ル

ク リン」 ノ作用 テ追試 スル ト共 二母膣感染 ニ ヨ

ル胎見組織 登育 二封 スル「ツベ ル クリン」ノ作 用

ル検索 シ、今 日迄 二得 タル成績 ノ大略 テ報告 シ

諸賢 ノ御 批判 テ得 ントス。

實験動物 一ハ海狸 テ用 ピタ リ。健康 ナル海猿 ノ

妊娠 セル モ ノラ撰 ピテ3群 トナ シ、第1群 ニハ

人 型結核 菌純培 養1「 ヱーゼ」テ約10.Ocaノ 滅 菌

「リンゲル」液 二「ヱ ムル ヂオ ン」トナ シ
、侮頭1.O

CP・宛 腹腔 内 二注 入 セ リ。第2群 ニハ善 「ツベル

ク リン」ノ10倍 「リ ンゲル」稀繹液1.Oc・c宛 ラ皮

下 二注射 シ、第3群 ニハ封 照 トシテ滅菌 「リンゲ

ル」液1.Oqc.テ 皮 下拉 二腹腔 内二注 入セ リ。

上記 ノ海狽 テ塵置後約10日 後 二於 テ母禮拉 二

胎見脾臓 テ用 ヒテ培 養 二供 セ リ。結核菌 テ注 入

セ シ海狸 ハ腹膜 中 二結核菌 テ謹明 セ シモ ノテ用

ピタ リ。培養 ハ「ヘバ リン」加健康 海猿血漿、拉

二海狽脾臓 「エキス」ノタイロー ド液稀葎液 二.

100倍 、500倍 、1000倍 、2000倍b5000倍 ノ濃

度 二薔 「ツベ ルク リン」ヲ添加 シ、 「デ,キ グ ラ

ス」法 ニヨ リテ培養 シ、24時 間、48時 間 ノ登育

圏 テ記載 シ、李面積測定器 二嫁 リテ面 積 テ測 定

シ、十片 ノ李均比較成長債 テ求 ム。登育 ノ程 度

ハ比較 成長 償 テ以 テ論 ジタ リ。

實験成績 ハ別表 二示 ス如 ク、先 ヅ母禮海狽 二就

テ見ル ニ培 地 「ツベル クリ ン」100倍 二於 テ・・24

時P48時 間 ノ比較成長 償 ハ封照 二比 シ感作 動物

二於 テハ著 明 二良好 ノ登 育 テ認 ム。 且其 ノ程度

ハ 「ツベ ル クリ ン」感 作 ノモ ノニ著 シ久 結核 菌

感作 ノモ ノニ於 テハ梢 篭之 二劣 ル。500倍 添 加

培地 二於 テモ前述 ノ關係 テ認 ム、1000倍 培 地 二

於 ケル褒育亦概 ネ此 ノ關係 テ示 セ ドモ、24時 間

後 二於 ケル比較成長 債 ハ封照 ノソレニ比 シ大差

ナキカ、時 トシテハ之 二劣 ル事實 テ認 メタリ。

前 述 ノ關係 ハ2000倍 培 地 二於 テハ著 明 トナ リ

●
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却 ツテ封 照 二比 シ劣 レル場合 スラ認 メ ラル ・二

至 レリ。5000倍 二至 レバ封照 ト大差 ナ シ。

次 二胎 見脾臓 二就 テ之 ノ關係 テ見 ル ニ前記 ノ如

キ規則的 ナル結果 テ得 ルニ至 ラザ リキ。別表 二

示 スガ如 ク個 々 ノ比較 成長償バー定 セズ。 且又

母 子相互 間二於 テモー定 ノ要約 テ見 ルニハ至 ラ

ザ リキ。此 ノ原 因1一 ツハ妊娠 日数 二左右 セ ラ

ル ・ハ言 デ待 タザ レ共 、更 二精細 ナル検 索 テ行

ヒテ他 日其成績 テ報告 セ ン トス。

42.實 験的肺「アテレクターゼ」卜肺結核

(第三報)

河 端 明(大 阪 市 立刀根山病院)

肺 「アテレクターゼ」ガ肺臓疾患、殊 二肺結核 ノ

臨躰上極 メテ重要ナル問題 デアルコトハ漸 ク最

近 ニナツテー一般 ノ注意 テ惹 ク様ニナツテ來 タ.

演者 ハ肺結核二及ボス=影響 二關 シ家兎二就テ實

験的研究 テ試 ミソノ成績 ノー部 ハ既二本學會 二

報告 シタガ、今同ハ更 二其後 ノ検査成績 テ加へ

総括的二述ベル。

主氣管枝結紮後、雨側肺 ノ蒙ル肉眼的虹 二組織

學的所見ハ第1表 ノ如 クデアルガ、結紮側ハ数

時間ニシテ完全ナル廣汎性「アテレクターゼ」一

陥ル。顯微鏡 ノ圭ナル慶化ハ(1)肺 氣胞内室氣

吸牧 ニヨル高度 ノ虚脱、(2)組 織球性細胞 ノ著

明ナル檜殖浸潤、13)長 期 二亙ル中隔内毛細管

ノ均等ナル籏張充盈等 デアツテ、諸家 ノ記載 ス

ル如 キ結締織 ノ」曾殖ハ主氣管枝結紮後長期 二亙

ルモ之 テ認 メナカツタ。

第一實験 トシテ、左側圭氣管枝 テ結紮 シ、 ソノ

翌 日ヨリ10日 間二亙 リ比較的少量 ノ結核菌 テ

耳静脈内 ヨリ接種 シ、感染1ケ 月後 ノ雨側肺 ノ

病攣 テ比較 シタガ、封照無庭置動物 デハ結節 ノ

状況ハ左右肺 二差 テ認 メナィガ、實験動物 デハ

各群共「ア」肺 ノ結節 ノ撒及 ビ大 サバ反封側肺二

比較 シテ著 シク少 ク且小 デアッタ(第2表)。

次 二大量 ノ結核菌2Bチ30-60mgテ 接種 シテ見

ル ト、「ア」肺 ノ結節分布状態ハ、肉眼的 二感染

第2週 二於 テハ反封側肺 ト略k同 様 デアルガ、

3週 以 後 ハ何 レモ明 カニ結節 ノ撒 ハ少 ク且著 シ

ク小 デアッテ、非結紮側肺 ノ高度 ナル病攣 ト比

較 スル ト雲泥 ノ相違 デアル。顯微鏡 的 ニハ既 二

第2週 ヨリ小圓形細胞 ノ檜殖 ガ著 明 デ ァル。

以上第一實験 成績 ニ ヨツテ「ア」肺組織 ハ、結核

菌接 種 ニ ヨル肺 二於 ケル病竈 登 生二封 シテ極 メ

テ顯 著 ナル抑制作 用 テ有 スル コ トテ知 ツタ(第

3,第4表)。

次 二第二實験 トシテ既 二登 生 セル結核病竈 二封

シテ如何様 二作用 スル ヤテ知 ラン トシテ、結核

菌接種 後比較的 早期 ノ第1週 ト、稚B晩 期 ノ第

4週 ニー側圭氣管枝 テ結紮 シ「アテ レクター ゼJ

二陥 レ、3-4週 後 二於 テ観察 セバ、反封側肺 ノ

病竈所見 ハ大禮無塵 置群 ト相 等 シク多数結節 テ

登 生スルガ、イァ」肺 ハ結節 ノ数極 メテ少 ク、 肉

眼的 二殆 ンド全 ク認 メナ イモ ノガ アル。

梢 支大量即 チ10mg接 種 後3週 間動物 二於 テ

モ、 主氣管枝結紮後2週 ニ シテ既 二著 シキ影響

テ蒙 リ、 「ア」肺 ハ結節 ノ数 テ減 ジ、顯微 鏡的 二

壇殖性傾 向 テ示 ス。更 二結紮後4週 テ経過 セル

モ ノニ於 テへ 「ア」肺 ノ病竈 ハ爾著 シク輕 少 ト

ナ リ何 レモ極 メテ少i教小 ナル結節 テ認 ムル ニ過

ギズ、顯微鏡的 ニハ限局性浸潤 ハ極 メテ痕跡 的

デ、全 ク之 テ謹 明 シ得 ナイモ ノモ アル。

即 チ第二實験 ニヨ リ肺 「ア」ハ結核 感染後梢{晩

期 二於 テモ著 シキ治癒作 用 テ有 スル コ トテ知 ツ

タ(第5、 第6表)。

以 上第1、 第2實 験 成績 テ総 括 スル ト、肺i'ア テ

レクター ぜ」 ノ登生 ハ、肺結核 二封 シテ
、極 メ

テ旺盛 且迅速 ナル叢病抑制拉 二病竈治癒作 用 テ

有 スル コ トガ明 カ トナ ツタ。

今 コノ機構 二就 テ考察 スル ニ、 ア」肺 ノ種 々ナノレ

物理化學 拉 二生物學 的要素 テ、墾ゲル コ トガ出來

ルガ・ ソノ影響 ハ何 レノ細菌 二封 シテモ同一 デ

ァル筈 デアル。然 ル ニ掲 リ結核 菌 ノ感染 二封 シ

テ ノこ顯 著ナル作 用 ヲ有 スル ハ、換氣杜絶 ニ ヨ

リ「ア」肺 二於 ケル血液酸化 ノ行 ハ レザ ル コ ト及

ビ血流 ノ緩 漫 ナル コ トハ
、肺組織 内 ノ酸素張力

ノ減少 ラ來 シ、 タメニ最 モ好氣性 二富 メル結核
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菌 ノ生存拉 ピニ爽育 二封 シテ著 シキ侵害 テ與 ヘ

ル コ トガ ソノ主要 ナル原 因 テナ スモ ノ ト考 ヘ

ル。更 二旺盛 ナル貧喰機能 ノ充進 バー層 コノ傾

向 テ助 長 スルモ ノデアル。

43.石 英粉投與ノ結核二及ボス影響 二就

テワ實験的研究

野村1肯(講 鞠

塵 肺中硅 肺 ハ最 モ危瞼 ナルモ ノトセラレ、 ソ ノ

原 因 ハ石英 、砂岩、花嵩岩等 ノ如 キ硅酸 テ多量

二含有 スル粉 塵 ラ吸 入スル コ トニ依 テ畿 生 スル

モ ノデ アル。 是等 ノ粉 塵 テ吸 入 スル職 業 ニハ肺

結核患者 ガ多登 スル理由 テ以 テ硅 肺 ト肺結核 ト

ノ關係 ハ最 モ重 要視 サル ・二至 レリ。

余 ハ海狸及家 兎 テ用 ヒ石英粉 ノ大 量 ラ吸入或 ハ

経 口的拉 二其 蒸鱈 水俘 溝液 ノ皮 下注射 テ行 ヒ、

肺拉 二其他臓器 二如何 ナル攣 化 テ惹起 スル ヤ、

爾併 セテ石英粉 ノ大量投與 二依 ル結核 トノ關係

二付 キ實験 セリ。

(1)石 英 粉大量吸 入 ニヨル家 兎肺臓 ノ攣化

家 兎15頭 ラ用 ヒ石英粉300瓦 テ2時 間 内 二飛

散 セシムル装 置 テ以 テ、毎 日2時 間宛吸 人セ シ

メ、60日 後 剖検 セル ニ33.0%ノ 肺 炎、33.0%

ノ肺 組織 ノ壊死 テ惹起 セ リ.

(2)石 英 粉浮游液 ノ家兎氣管 内注 入實験

家兎14頭 テ用 ヒ石英粉5.0%ノ 蒸 艦水俘 游液

1.Oc・c・テ1週 間 一1同 宛氣管 内 二注 入 シ、60日

後剖検 セ ル ニ85.0!'」 ノ肺炎 ト100.0%ノ 肺組

織 ノ壌 死 テ起 セ リ.

(3)石 英 粉投 與 ニヨル家 兎動脈硬攣 二就 テ

家 兎20頭 ラ用 ヒ10頭 ハ毎 日20.0%俘 游 液

10.Oc.qテ 「ネ ラ トンカテー テル」ラ」以テ胃内 二

押 入 シ、10頭 ハ毎 日20.0%{孚 游 液 ノ ヒ清 ラ5.O

cn宛 腹 壁皮 下 二注射 シタル ニ、経過35日 ニ テ

経 口的投與 二於 テハ60.0%皮 下 注射群 二於 テ

ハ40.0%ノ 圭 トシテ胸部大動脈 二褒 生 セル 「ア

ドレナ リン」型動脈 硬攣 テ認 メ タリ。

イ4)石 英粉浮游液経 口的投與 拉 二其上清 ノ皮下

注射 二於 ケル海狸 ノ胃 ノ攣 化 二就 テ

梅猿20頭 テ用 ヒ10頭 二於 テ20.0%俘 游 液 ラ

3・OqG宛 毎 日金属 「カテー テル」テ以 テ胃内 二注

入 シ、10頭 テ以 テ20.0%浮 游 液 ノ上清 テ2.O

c.c・宛 毎 日腹壁皮 下 二注射 シタル 三、雨群 共35

日 ノ経過 二於 テ各群共10頭 中9頭 ノ胃粘膜康

燗 ト10頭 中2頭 ノ胃潰瘍 ノ登 生 テ認 メタ リ。

胃魔 燗 ハ大轡部 二多 ク、 胃潰瘍 ハ幽門部 二多 キ

テ認 メ、其大 サバ粟 粒大 ヨ リ米粒大 二及 ベ リ。

(5)石 英 粉浮游液 海猿氣管 内注 入 ト肺結核

海狽30頭 テ用 ヒ10頭 宛3群 二分 チ、第1群 ハ

石英粉 ノ5.0%俘 游 液1.Oc.qテ 毎 週1同 宛氣管

内 二注 入 シ、2ケ 月後人型 上池菌1/1。 。。mgテ

氣 管 内 二注 入 シ2ケ 月後剖検 シ、第2群 ハ同様

菌接種後毎週1同 宛俘游液 テ2ケ 目間氣管 内二

注 入 シ、第3群 ハ封照 トシテ結核菌 ノミ氣管 内

二接種 セ リ
。

(6)石 英 粉 ノ大 吊吸 入 ト家 兎肺結核

家 兎24頭 テ用 ヒ3群 二分 チ、第1群 ハ2ケ 月間

2時 間 二300瓦 テ飛散 シ終 ル装置 ニ ヨリ毎 日2

時 間宛吸 入 セ シ メタル後 牛型結核 菌 ノ1/5。。mg

テ耳 静脈 二接種 シ,第2群 ハ結核菌接種後2ケ

月間吸 入 テ緬 ケ タルモ ノ、第3群 ハ ソノ封照 ト

シテ結核 菌 ノ ミテ接種 セルモ ノナ リ。

(7)石 英 粉 大量経 口的投與 ト肺結核

海猿30頭 テ用 ヒ3群 二分 チ、第1群 ハ20.0%

俘 游 液 テ3.Oc.c.宛 隔 日二金属 「カテー テル」ラ以

テ胃内 二注入 シ2ケ 月後人型 上池菌1/1。。。mgテ

静 脈 内 二接種 シ2ケ 月後 剖検 セル モ ノ、第2群

ハ菌接種後2ケ 月間隔 日二俘游液 ノ経 口的投與

テナ セルモ ノ、第3群 ハ結核 菌 ノ ミ接種2ケ 月

後剖検 セル モ ノナ リ。

(8>石 英 粉俘游液 上清 ノ皮 下注射 ト肺結核

家兎15頭 テ用 ヒ、3群 二分 チ、第1群 ハ20.0

%俘 游 液上清5.Oc・c・テ隔 日二腹 壁皮下 二注射 シ

2ケ 月後牛型結核菌1/5。。mgテ 耳 静脈 二注射 シ

2ケ 月後剖検 セルモ ノ。 第2群 ハ菌接種後 同様

浮游 液上清 テ皮下注射 シ2ケ 月後剖検 セ シ モ

ノ。 第3群 ハ結核菌 ノ ミ接種 シ2ケ 月後剖検 セ

リ以h(5)(6)(7)(8)ノ4實 験 二於 テ各 々同
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様 二石英粉投與後結核菌接種 セルモノ拉 二菌接

種後石英粉投與 セルモノニ於 テハ 封照獣 一比

シ、膿重 ノ減少、衰弱等著明 一シテ肺 ノ結核病

一攣 モ亦高度ナ リ
。即 チ肺 ノ容積蛇 二硬度テ増 シ、

結節 ノ形成多 キノミナラズ蔓延 ノ状 テ認 メ、相

融 合スル傾向 テ示 ス外、其 ノ中心部ハ張 キ乾酪

性墜性二陥 リ、結節 ノ境界不鮮明ナルモ ノ多ク、

'一般 二炎症 ノ増悪 ノ状 テ示 スモノ多 シ。殊二第

i5實験 二於 ケル海瞑 ノ浮游液氣管 内注入二於 テ

ノ・其状顯著 ニシテ結締織 ノ檜殖モ甚 ダ著明ニテ

殆 ド全葉 二波及 シ健康肺組織 ラ見 ザ ル状態 ナ

リ。

(9)石 英粉投與 ト胃腸結核

海猿 二石英粉 ノ経 口的拉 二皮下注射テ施 セル後

結核菌 ノ大量 テ経 口的拉二血行性二接種セルモ

胃結核 ノ獲生テ認 メズ、唯封照二比 シ腸結核 ノ

登生ノ多キテ認 メタル ノミナリ。

結核免疫海瞑二於 テモ菌脛 口的接種 二於 テハ胃

結 核 ノ議生 テ見ザルニ反 シ腸結核ハ封照二比 シ

梢 ≧多 シ。

}唯1萬 分 ノ1免 疫海瞑二於 テ石英粉 ノ大量前塵

置後人型結核菌1/1。。mgノ 静脈注射 テナス時ハ

第1群EPチ 石英粉脛口的投 與 群 一・一ハ9頭 中2

頭 、第2群 即 チ俘游液 上清 ノ皮下注射群ニアリ

テハ9頭 中1頭 ノ胃結核 ノ獲生 テ認 メタリ。爾
'腸結核ニアリテハ第1群9頭 中3頭 、第2群 ニ

ハ9頭 中4頭 、第3群 封照獣ニハ10頭 中3頭

テ認メタリ。

結 論

以上諸種實験 二於テ石英粉 ノ大量 テ家兎二投與

スル時ハ帥チ吸入拉二氣管内注入ニ アリテハ肺

炎拉 二肺組織 ノ壌死 テ惹起 シ、経口的拉二皮下

注射 テナス時ハ家兎ニアリテハ「アドレナリン」

型動脈硬攣、海狽 二於 テハ胃魔燗及潰瘍 ノ登生

スノレテ認 メタリ。

結核 トノ關係ニアリテハ大量 ノ吸入、氣管内注

入、経 口的投與拉二浮游液上清 ノ皮下注射等ハ

肺結核 ノ病攣 テ悪化 シ、胃結核 二就 テハ結核免

疫海瞑 二於 テ菌血行接種二於 テノミ其 ノ褒生 テ

認 メ、腸結核ニアリテハ石英粉投與ハ封照動物

二比 シ其 ノ罹患率 ヤ ・高 キコ トテ認 メタリ。

4.病 態生化學及 ビ病態生理

44.肺 結核症二於ケル肝臓機能試験(第

一報)

中野 眞畷 鶏)

東京市療養所 人所 中 ノ肺結核症患者10名 二就

キ肝臓 機能 号検 査 セル結果 テ報 告 スル。検査方

法 トシテハ尿 「ウロ ピリン」量測定、 「アゾル ピ

ンーS注 射尿 中色素排泄量測定及 果糖 員荷血 中

果糖量測定 ニ ヨツタ。

「ウロビ リン」量測定 二當 ツテハ反慮 ラ見ル ノハ

ア ドレル氏法 ニヨ リ、量 ノ計算 ハ 「ウロビ リ ノ

メー タ ー」 テ用 ヒズ ニ 直径6分 ノ普通試験管

テ用 ヒ「ウロピ リン」反 慮陽性 ノ被 検液 テア ドレ

ル氏稀繹液 ラ用 ヒテ漸次稀繹 シテ行 キ、最後 一

辛 ウジテ螢光 テ認 メ得 ル時 ノ稀繹 度 一1日 ノ全

尿量(c.Q)テ 乗 ジタル モ ノガ1000ト ナル如 キ「ウ

ロピリン」量 テ1「 ウロ ピリン」輩位 トシ、 コ ノ

軍位撒 テ以 ツテ「')ロ ビ リン」量 テ表 ハ シタ。4

日間毎 日ノ全尿量 ニ ヅキ テ軍位激 テ測 リ、 ソ ノ'

ZF均 テ以 ツテ其人 ノ1日 ノ尿 「ウロ ビ リン」量 ト

シタ.コ ノ方法 ニ ヨツテ、封照 トシテ當療養所

ノ健康 看護婦29名 二就 キ 測定 セ ル 所 、最高

24.1最 低2.4ZF均11.3軍 位 デァツタ。 而 シテ

5-10軍 位 ノ範園 二属 スル モ ノ最 モ多 ク、検査

例穂歎 ノ約2/3デ アル。25軍 位 迄 ラ健康 者 ト認

メテ之 ト比較 シテ患者 ノ尿 「ウロ ピ リン」量 ラ批

判 スル コ ト・シタ。

「ア ゾルビ ン」S試 験 二於 テハ「ア ゾ ル ピ ン」S

(「カルバ ウム」)19/dl生 理 的食盤水溶液4caテ

静脈 二注射 シテ尿中 ノ色素排泄量 テ比色法 ニヨ

ツテ測 定 シタ。封 照 トシテ、當療養所 ノ健康 ナ

ル看護婦6名 醤師1名 計7名 二就 キテ検査 セル

ニ、最高15・52%最 低9 .71%zF均12.93%即 約

13%ガ 糖 排泄量 デァツ久 右 ニ ヨリ16%マ デ

テ健康者 ト認 メタ。排泄量 ト時間 トノ關係 二於

テハ、時間 ノ経過 ト共 二急激 二排泄 量 ハ減少 シ
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テ行 キ6時 間 ノ排泄量 ト総排泄量 トノ差 ハ李均

僅 カニ0・35%デ ア ツテ、 止 ムテ得 ナ イ場合 ハ

6時 間 ノ排泄量 グケ テ測定 シテモ、之 一 ヨツテ

総排泄量 ノ大禮 テ推知 スル コ トガ出來 ル。

果糖員荷試験 二於 テハ室腹時 二果糖40瓦 テ番

茶250c・q二 溶 カ シテ飲用 セ シメ、食前及食後 ハ

30分 毎 二2時 間 目迄 及3時 目、4時 間 目 二静脈

ヨリ探血 シ、 ヴ ァン,ク レー ベル ド氏 ノ方法 ニ

ヨツテ果糖血 テ測定 シタ。封照 トシテ、當療養

所 ノ健康 ナル馨師5名 看護婦1名 計6名 二就 キ

テ測定 セル所、果糖 血最高 上昇値12mg/dl果

糖 血持績時間2時 間 デアツ タ。之 ナ健康者 ノ範

園 ト認 メ、之 ト患者 ノ果糖血 トテ比較 シタ。

果 糖血 ト全血糖 トノ關係 二就 テハ健康者2名 及

肺結核症患者10名 柄2名 ハ糖尿病合併)二 就

テ検査 セルニ果糖食後 ノ果糖血最高上昇値 ト、

同時 二測定 セル全血糖最高上昇値 トハ大膿 二於

テZF行 スル コ トノh'ガ 多 カツ タガ、 シカ シ果糖

血 最高上昇値1・,別 二米飯270瓦 鶏 卵1箇 食後

ノ全血糖 最高上昇値 トノ間 ニハ何等 ノ關係 テモ

畿 見 スルコ ト出來 ナカツ タ.

以 、1:ノ方 法=`ヨ リ健 康者 ノ封照試験 テ行 ツ タ

後 、肺結核 症患者10名(内2名 ハ糖 尿病 合併、

2名 ハ臨林 上著 明 ナル腸 結核症合併、叉2名 ハ

重症 ナル肺結核症、他4名 ハ病竈 著明 ニ シテ装 .

病 後相當 ノ年 月 テ経 タル モ全 身歌態比較的良好

ナルモ ノ)二就 キ肝臓 機能 テ検査 シタ。批 判 ノ混

雑 ラ防 グ タメ今回 ハ腎臓結核症 ナキモ ノ、叉コ

氏反慮陰性 ノモ ノヲ選 ング。

コノ結果 テ線括 シテ述 ブ レバ、果糖血 二於 テハ

著明 二上昇 スルモ ノ(14mg/dl以 上)3例 、他 二

果糖血持緬時間 ノ延長(3時 間)丈 ノモ ノ4例 ア

ツタガ、陽性 テ確實 ナル範園 ノ ミニ限 ル意 味 二

於 テ前 者丈 テ陽性 トシタ.「 アゾル ビン」S試 験

二於 テハ5例 二於 テ著明 二陽性(18%以 上1、 尿

「ウロビ リン」二於 テハ4例 二於 テハ著明 二陽性

(36軍 位 以 上)、1例 二於 テ31.1輩 位 ノモ ノガ

アツタガ確實 二1曾量 セルモ ノ ・ミテ陽性 トスル

意 味 二於 デ(±)ト シテ置 イタ。 斯 ク シテ疑惑債

二屈 スル モ ノラ除外 シテ見ル モ、10例 中8例 二

於 テ3種 ノ肝臓 機能試験 中 ノ何 レカガ陽性 二現

ハ レタル ラ知 ル。 弦 二興味 アル コ トハ、一 ツ ノ

試験 二陰 性 ナルモ他 ノ試験 二陽性 ナ ル モ ノ ァ

リ、又之 ト反封 二現 ハル ・モ ノモ アル。1試 験

二陽性 ノモ ノ ト2以 上 ノ試験 二陽性 ノモ ノ トア

ル。之 テ(+)(升)(帯)ノ 記號 ニテ表 ハ ス時ハ別

表 ノ如 キ成績 トナル(必 ズ シモ之 ハ機能障碍 ノ

程度 テ示 シタモ ノデハナ ィ)。

コノ肝臓 機能試験陽性 ノ結果 ガ悉 ク肝結核症又

ハ腸 結核 症 ニ ヨルモ ノカ、或 ハ他 ノ原 因 二由來

スルモ ノアリヤ等 ノコ トニ關 シテハ之 レ丈 ノ試

験例 ニテ噺 定 スル ユ トハ出來 ナ ィ。 シカ シ今同

ノ試験 二於 テ10例 ノ中8例 マデ陽性 ノ成績 テ

得 タ コ トハ甚 ダ注 目 ス可 キ事實 デアル。術病型、

経過 卜肝臓 機能 トノ關係及其機能 障碍 ノ程度等

二關 シテハ多数 ノ例 二就 キテ試験 シタ上 デ報告

スル筈 デ アル。

45.結 核 個髄 ノ肝臓 機能攣調 二就 テ(臨

淋 的槻 察)

1鰯 保次(大 阪 市 立刀根山病院)

尿 中 「ウロビ リン」膿増加 ハ肝臓機能 ト密接 ナル

關係 テ有 シMeyer-Betzガ 「肝臓疾患 二於 ケル

1ウ ロビ リン」尿 ノ意義 ハ腎疾患 二於 ケル蛋 白尿

ノ如 シ」ト構 シタホ ドデ アル。

コ ノ意味 二於 テ余 ハ「ウロビ リン」尿 テ指標 トシ

テ結核 患者 ノ肝臓機能駄態 テウカガ ヒソノ結果

テ第13回 結核病學會 デ報 告 シタ。今回 ハ所謂

弱質見 童 トシテ力根山保 養所 へ牧容 セラ レタ者

二就 テ同檬 ナ観察 テ行 ツ タ結果 テ圭 トシテ報告

セ ン ト ス
。

先 ヅ赤血球沈 降速度 トノ關係 テ調 ブル ニ赤沈速

度 ガ速進 セルモ ノニ於 テ「ウロ ビリン」尿陽 性者

ガ増加 スル。然 シ コレテ嚢 二報告 シタ結核患者

二於ケ ル結 果 トテ比較 ス レバ、 患者 デ ハ 赤沈

正常値 テ示 セル モ ノ デ48%、11-20mm(中

間値)ラ 示 セルモ ノデ56%ノ 陽 性傘 ヲ示 シテヰ

ルガ見童 デハ21--40mmノ モ ノデ35.5%、41
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mm以 上 ノモ ノデ60%ノ 陽性率 デアル。

一次 二∫レ ン トゲ ン」寡眞所 見 二就 テ攣 化 テ認 〆ザ

ル モ ノテ(一)、 硬 化 セル原登竈、輕 度肺門影籏

大 、肺紋 理檜 強、肋膜癒著等 ノ攣 化 ヲ認 ムルモ

ノテ(+)、 肺 二於 ケル新 鮮 ナル病竈、肺門腺結

核 ㍉肋膜 炎等養護 テ要 ス ト認 メラ レルモ ノテ程

度 島 ヨ リで十)又 ハ(柵)ト シテ「ウロ ビリン」尿 ト

ノ關係 テ求 ムルニ 〈十一)及ビ(柵1ノ 攣 化 テ認 ムル

モ ノニ於 テ52.6%ノ 陽 性者 テ見出 シタ。 コレ

ノ・輕 症結核 患者 二於 ケル「ウロビ リン」陽性率 ト

ヨ クー致 スルモ ノデアル。

第三 二「ツベ ル ク リン、 ア レル ギー」トノ關係 テ

.求 ムル ニマ ン トー氏反磨陰性者 デハ25%、 陽 性

者 デハ36.2%ノ 「ウロ ピリン」尿 陽性者 アリ、陽

姓 者 ノか二「ウロビ リン」尿陽性 ナルモ ノガヤ ・

多 イ。

.第四 ニ コ ノ時期 二於 ケル見 童 デ肝臓 テ燭知 シ得

ル モ ノト然 ラザルモ ノ トア リ、 コ レラ果 シテ輩

純 二生理的 關係 ニヨル モ ノトスベ キカ否 カニ就

テ考 へ つ レ ト「ウロビリ ン」尿 トノ關係 テ求 ムル

ニ肝臓 テ鰯 知 シ得 ル者 二「ウロビリ ン」尿 陽性者

ノ多 キラ知 ヅタ。 コ レハ肝臓 テ燭知 シ得 ル者 デ

其 ノ内 二肝臓機能 ノ低格 ノアルモ ノナル事 テ誰

明 スルモ ノデアル。

第 五 二「ヅベル クリン、 ア レルギー1ト 肝臓燭 知

トノ關係 テ求 ムル ニ特別 ナル關係 テ見出 シ得 ナ

カツ タ。故 二大人 デ ノ如 ク結 核感染 ノタメニ肝

臓 ガ燭知 セ ラレルニ至 ツ タ場合 ノ外 二小見 デハ

素 質的原 因 モ考 ヘ テオカネバナ ラヌ。

以上 ノ統計 的観察 ニ ヨリ弱質見 童 二於 テ 「ウロ

ビ リン」尿 ガ重要 ナル意義 テ有 スルモ ノデァル

コ トテ確認 シ得 タ。

一次 二「ヴ,タ ミン」B複 合禮 投與 ニ ヨリ尿 中「ウロ

ゼ リン」膿 ノ減 量 スル コ トラ襲 二報 告 シタガ今

1回ハB1結 晶 投與 ニ ヨル影響 テ検 セ シニ同様滅

量 テ謹 シ得 タ。 コ レハ 「ヴ汐tン 」B1ガ 肝 臓機

能 テ調 整 スル作用 ラ有 スル コ トテ意 味 スル モ ノ
ロ　の

プ ア ル 。

・「グ1タ こ ン」Cハ1日300mgテ 投 與 シ タ ル モ何

ノ影響 モ認 メ得 ナカツ タ。 コ レハ結核個盟 デハ

「ヴ,タ こン」C固 定能力 ノ減弱 セル事 ラ示 スモ

　 ロ　の

ノ ア ア ルo

「チオ」硫酸曹達
、 「チ ヘテ{ンjハ 共 二 「ウロ ピ

リン」減弱的 二作 用 スル テ認 メ得 タガS-Hガ 肝

臓機能 ラ好調 ナ ラシムルニ意義 アルモ ノト思 ヘ

ル。 同様 ノ硫黄原子 テ含 メルモ ノデモ1タ ゥリ

ン」 デ現 在 マデ!實 験 例 デハ著明 ナ減少 テ認 メ

得 ナ ィカ ラ特 二硫 黄原子 ガ還 元型 二於 テ分子 中

二含 マ レル コ トガ有意義 ナルモ ノ ト考 ヘ ラ レ

ノレo

葡萄糖投與 デハ25%ノ モ ノ20c・c・1El2同 静 脈

内注射程度 デハ過牛撒例 二尿 中 「ウロ ビリ ン」膿

減弱 テ謹明 スル コ トガ出來 タ ノミデ アル。

是等 ノ操作 テ合併 シテ同時 二行 フ事 ガ或 ハ更 二

倍乗 的数果 テ示 サザル カニ就 テハ目下實験 中デ

ア ル 。

1・ 赤 血 球沈 降 速 度 ト尿 「ウ ロ ビ リン 」

見 童126名 二就 テ

「ウ ロ

ビ リ ソ 」

沈
10㎜
マ デ

一 及 十

十十及 帯

計

72.5%
(29)
27.5%
(11)

(40)

11--

20㎜

21-

40㎜

70%
(35)
/
0
)

0
/
Fひ

0

1
↓

6δ

(

(50)

64.5%
(20)

35.5%
(11)

(31)

41mm

以 上
総盟

、
0
)

09

2

4

(

60%
(3)

(5)

68.3%
(86)

31.7%
(40)

(126

隔

2.「 レ」線 窺 眞 所 見 ト尿 「ウ ロ ビ リン 」

見 童126名 二就 テ
`

X線 所

見
「ウ ロ

ピ リソ」

一 十

i

版州総禮

一 及 十 76.5%
(13)

77●5%

(55)

47.4%
(18)
68.3%
(86)

什 及 帯
23.5%
(4)
22.5%
(16)
52.6%
(20)
31.7%
(40)

計1 (17)i(71) (38) (126)

3・ 「ツ ベ ル ク リ ン 、 ア レ ル ギ ・一一:b尿

「ウ ロ ビ リ ソ」 見 童121名 二 就 テ

(0.5cm以下)

帯

(2.5cm以上)線 高

一及+1儲16瀞16轡
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十十及 柵

計

25ア636.29031.4クo

(13)1「25)C38)

(52)一「て69」亜]

4.肝 臓 鰻 知 ト尿 「ウ ロ ビ リソ」

見童126名 二就 テ

知燭
臓肝

＼
＼

＼
、

、

ソ

ロ

リ

ウ

ビ

「1

一 及 十

丹 及 柵

Il

引+1線 留

7().1タ665.3ク068.396

(54、1(32ノ(86)

至9.9タrl3可179∴31.796

ぐ23/1(17/1(40)

計 (77) (49＼(1261

5.「 ツベ ル ク リン、 ア レル ギー」ト肝臓 燭 知

見童223名 二就 テ

ア レ ル

噸 」幅 慧識 総燈

㌔_区4堕 一(蒐(5)
言1'1(103・(8)

i5徳61愛 謹15驚ll稽16
46.6ク637.5961509643.19648.1,76

(4↓)Ig9.1

(10)1(1(D2)1(223)

大淺山内科

肺結核 患者 二於 ケル物質代謝 ノ疑化 二關 スル検

討 ガ臨林上重要 ナル意義 テ有 スルヤ 言 テ 侯 タ

ズ。Jacubson,Podel等 ハ始 メテ結核治療 ノ目

的 テ以 テ物質代謝 ラ調整 セ ン ト試 ミタル ガ、其

ノ後 「ヒニ ン」剤 ガ結核 ノ治療 二用 ヒラレ、又最

近佐藤 、今村氏 ノ門下等 ハ「キ ノン」、「レゾル チ

ン」或 ハ「フロログルチ 知 等 テ磨用 セリ。然 レ

ドモ此 ノ方面 ノ研 究 ハ未 グ爾蓋 サ レタリ ト言 フ

ベ カ ラズ。
'

扱 テ 「メ チi-一・eレン」青(以 下1一メ」青 ト略 記 ス♪ガ組

織 呼 吸 テ 昂 進 セ シム ル 事 ハ 既 二Warburg,

TUnberg等 二 依 リ テ確 定 セ ラ レ、近 時 之 ガ 瓦 斯

中 毒 症 二有 敷 ナ ル 事 二 關 シ テ ハBarron,Har-

roP,Feiix,Emmerich及 布 施 氏 等 ノ報 ゼ シ所

46.肺 結核患者鼓'ツ ベルクリン」注射家

兎二於ケル血液内二三物質及ビ血漿

蛋白質内N分 布二封スル 「メチー レ

ン」青 ノ影響二就テ

鷲津 佑道(京都蹴 磨)

ナ リ.弦 二於 テ余 ハ本剤 テ用 ヒテー方肺結核患

者 二就 キ血糖 沃度酸値 、 「カタ ラー ゼ」、赤沈反

慮、白血球所 見拉 ニー般臨躰諸徴候等 テ観察 シ、

他方 「ッベル クリン」注射家 兎 二就 キテ上記 ノ各

事項拉 二血漿蛋 白質 内N分 布 二封 スル影響 テ追

及 セ リ.

實 験 方法拉 二實験 成績

血糖 ハHagedorn氏 法 、沃 度酸値 ・・西垣氏法、

「カ タラーゼ」ハ非 上氏法
、赤沈反慮 ハWester-

gren氏 法 二從 ヒ、蛋 白質内N分 布 ハVanslyke

氏 法 二依 レリ.

A動 物實験

1封 照實験

封照 トシテ健康雄性家 兎5頭 二就 キ5--7日 ノ

間隔 テ置 キテ反復 シテ白血球 、 血色素、血液 「カ

タ ラー ヒ」、游離血糖及沃度酸値 テ検 シタルニ次

ノ結果 テ得 タリ。 白血球撒 ハ7100-10400zド 均t

8540「 ヘ モグロ ビン」量 ハ77-109李 均89%「 カ

タ ラー ゼ」債 ハ0.39-0.56李 均0.48血 糖 ハ77

-115李 均99mg/dl沃 度 酸値 ハ0.087-0.142

ZF一均0.129ナ リ。而 シテ家 兎 ノ個性 ニ ヨル之 レ

等 ノ移動範園 テ見ル ニ.血 糖拉 二沃度酸値 ハ其

ノ差僅 少 ナ レ ドモ「カタ ラー ゼ」償、「ヘモ グロビ

ン」量及 ビ白血球 二於 テハ梢 ζ著明 ナ リ。

皿 健康家 兎二「メ」青 ラ注射 セシ場合

7頭 ノ健康家 兎二就 キテvFelix,Emmelich雨'

氏 ノ法 二從 ヒ「メ」青葡萄糖 溶液 テ膿 重毎冠0・5

c.aテ 耳 朶静脈 内二注射 シ、注射後5,15・30・

60,120分 及 ビ24時 間 ノ6同 二亙 リテ反復 シ

テ第 一實験 二於 ケル ト同様 二血液検 査 ラ行 ヒテ

其成績 テ注射 前 ノソレ ト比較観察 セリ。

白血球数 ハ 多数例 ニ アリテハ5分 ニ シテ注 射前

ノ債 二比 シ、梢 ≧著 明 ナルナ曾加 テ示 シ、其 ノ後

再 ピ減 少 セ リ。 「ヘモ グロ ビン」及 ・冒カ タラー ゼ」

撒 ハ30--120分 後 二於 テ減 少 スルモ「カタ ラー一

ゼ」假 ニハ攣化 ナカ リキ。血糖 ハ汁射 直後 ヨ リ

輕度 ナル檜加 叉 ハ ソノ傾 向 テ來 シ、120分 ニ シ

テ藷 二復 スル場 合多 シ。 沃度酸値 ハ或 ハ攣 化 ナ

キモ ノ、減 少 スルモ ノ、又 ハ増加 子示 スモ ノア
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リテ不定 ナ レ ドモ、ソ ノ移動 バー般 二輕度 ナ リ。

次 二「メ」青 ノ連績注射 ノ影響 テ見 ン ト欲 シ、隔

日二注射 テ行 ヒテ15日 及 ビ20日 目 二探血 シテ

検 シタル ニ、 「ヘ モグロ ビン」拉 二「カタ ラー ゼ」

撒 ハ著 シキ攣 化 ラ示 サ ・"ル場合 アレ ドモ、20日

後 二於 テ輕度 ナル減 少 テ來 シ、血糖拉 二沃度酸

値 モ亦一般 二減 少 セ リ。尿 中非蛋 白質N量 一ハ

著攣 テ認 メズ。 又血漿蛋 白質 ノ「ア ミド」N拉 二

「ヒス チヂ ン」Nハ 輕度 ナル減少 テ、 「アルギニ

ン」Nハ 増加 ノ傾 向 テ招來 セ リ ト錐 、一般 二封

照實験 二比 シテ著 シキ差 異無 カ リキ。

皿 「ツベ ル クリン」注射家兎實験

先 ヅKoch氏 薔 「ツベル クリン」ノ100倍 稀 繹液

テ禮重概1.Oc.q宛 皮 下 二注射 シ、15日 及 ビ20

日 目 二検測 セ リ、 「ヘ モグロ ビン」ハ1例 ニア リ

テハ梢 ≧動揺 ラ認 メタルモ、其他 ニア リテハ著

漿 ナ カ リキ。 「カタ ラー ゼ」撒 ニハ{墜化 ナキカ」又

ハ減少 ノ傾 向 ヲ認 ノ、血糖 量ハ稀 二壇加 テ來 ス・

コ トア レ ドモー般 二減 少 セ リ、沃度酸値 ハ檜大

スル場 合多 シ。 叉血漿蛋 白質 ノα一「ア ミノ」N及

ビ「チスチ ン」Nハ 減少 シ「ヒスチヂ ン」Nハ 檜加

ラ認 メタ リ。尿 中非蛋 白質Nノ 排泄 ハ僅 二檜加

セル モ ノ・如 シ。

弦 二於 テ余ハ禮重1.0冠 毎 二「ツベ ル ク リ ン」

100倍 稀 繹液1.Oc.aテ 毎 日皮 下 二、叉2乃 至3

日毎 二「メ」青溶液 ラ膣重概0.5Qq宛 静 脈 内 二

注射 シ第15日 及20日 目二探血 シテ検 シタル

ニ、 「ヘモ グロビ ン」量 ハ攣化 ナ 久 「カ タラー

ゼ」敷 ハ減 少 シ、從 テ「カタラー ゼ」慣 ハ減少 ス

レ ドモ、時 二増加 二向 フ場合 ア リ。血糖 ニハ慶

化 テ認 メザル場合多 ク、沃度酸値 ハ初期檜加 テ

示 スモ、次 第 二正常値 二復蹄 シ、血漿蛋 白質 内

N分 布 ニハ攣 化 テ認 メザル場合多 カ リキ。

實験成績 ノ縛括

以 上 ノ實験成績 テ絡括 スル ニ健康家 兎 二「メ」青

ノ連績 注射 ハ何 等厭 フベ キ副作用 ラ件 フコ トナ

シ。次 二「ッベル クリン」ノ連緬 注射 ハ家 兎 ノ血

糖拉 二血 清沃 度酸値 ノ上昇 ト血液 「カ タラー ゼ」

撒 ノ減 少 トラ惹起 セ シメタ リ、 又血漿蛋 白質 内

N分 布 ニモー定 ノ移動 テ件 ヒ其 ノ憂 化 ハ肺結核

患者 ノ夫 レ ト略 い一致 スル コ トテ認 メ タリ。而

シテ「メ」青 ノ併用 ニ ヨ リテ是等 ノ攣化 ハ輕減 セ

ラル ・場合 アル テ謹 明 セ リ。

B臨 躰實験

1封 照實験

健康成人1及 ビ紳経痛患者2例 二 「メ」青溶液

20c.aテ 注 射 シ、5分 乃 至2時 間 二亙 リテー般状

態特 二盟温、脈搏、 呼吸、血 歴、 白血球撒、赤

沈反庶、 「ヘモグ ロビン」含 量、 「カタラー ゼ」、

沃度酸値、遊離血糖拉 二尿 中非蛋 白N量 等 テ検

測 シ、 コレテ注射前 ノ夫 々 ト比 較 セ リ。即 チ是

等 二於 ケル膿 温 ハ36.0。C-36.8℃ 脈 搏撒 ハ73

-80
、 呼 吸 ハ19-22、 最 高血歴 ハ120-132、

最 低歴 ハ68-82mm且9.白 血 球撒 ハ7200-

8500、 赤 沈反慮 ハ中間値 ハ4-8(室 温17-190C)

「ヘ モグロビ ン」量 ハ86-92「 カ タ ラー ゼ」撒 ハ

4.96-5.46血 糖 ハ0.098-0.1089/dl沃 度 酸値

ノ・0.96-0.104尿 中非蛋 白Nハ0.26-0.38%

ニ シテ何 レモ諸家 ノ成績 ト略 ζ一致 セ リ。然 ル

ニ コノ際 「メ」青注射 後5分 乃至2時 間 二亙 リテ

観察 セシー、 自魔的 二何等 ノ異常 ナ キ ノミナ ラ

ズ、盟温、脈搏、赤沈反慮、 「ヘ モグ ロビン」、

「カタ ラー ゼ」
、沃度酸値拉 二尿縮N量 ニハ攣化

ラ認 メズ。唯血歴 ハ約15分 ニ シテ僅 カニ昂進

シ、 白血球 歎 ハ30分 乃 至60分 ニ シテ梢 」曾加

セ リ。

皿 肺結核患者二於ケル成績

最後二肺結核 ノ重症者6例 及中等乃至輕症患者

ニ シテ滲出性肋膜炎テ併登 セルモ ノ3例 二就 キ

テ「メ」青溶液20c・qテ2乃 至3日 毎 二反復注射

シ20乃 至80日 間 二亙 リテ観察 セシニ、重症例

中2例 ハ輕快二向 ヒ、2例 ハ病状 淳止状態 二入

リ他 ノ2例 ハ衰弱甚ダ シカリシ爲 メ日ナラズシ

テ死亡セリft滲出性肋膜炎テ合併セル例中2例

ハ滲出液 ノ消失速 ニシテ同時二肺臓二於 ケル鷹

音 ノ減少乃至清失 テ認 メ、他壁的所見可良 二向

ヒタルー、他 ノ1例 ハ肋膜癒著 テ惹起 シ漸次重

症肺結核 二移行 セリ。今弦 二重症肺結核患者 ノ



572 線 會 演 読 要 旨 【第15巻

1例 二就 キ テ検査成績 ヲ述 べ ン。

本例 ハ47歳 ノ男性患者 ニ シテ雨側 肺結核 二糖

尿病 テ合併 セ リ。臨林 上所 見 トシテ右肺 ハ全般

二亙 リテ打 診上輕濁音 ラ呈 シ、蕪診 上氣管枝音

拉 二多撒 ノ嘩 音 テ謹 明 セ リ。左側 肺尖部 モ亦打

診 音短 ニ シテ曜音 ラ…聴取 セ リ.禮 温 ハ弛張型 テ

呈 シ最高39.ooC二 達 シ、咳轍激 シク、時 々少

壁 ノ喀 血 アリ。血糖 ハ早朝室腹時 二於 テ120-

141mg/dl尿 中 ヘ ノ糖排泄 量 ハ1日 量11・O-

34.09ナ リ。 各種 ノ藥剤療法拉 二「インス リン」

注射 ニ ヨリテ数 果 テ齎 ラスコ ト能 ハザ リキ。今

「メ」青溶液 注射後24時 間以 内二現 ハル ・攣 化

ト長期 二亙 リ反復注射 二依 リテ現 ハル ・モ ノ ト

ニ晦別 シテ観察 スルニ、前 ノ場合 二於 テハー般

状態 二攣 化 ナ 久 脈搏 ハ緊張可良、呼吸 ハ深 且

大 トナ リ、罷i温 ノ動揺 、畿汗、流誕或 ハ尿意頻

撒等 テ惹起 スル コ トナカ リキ。血歴 ハ注射直後

ヨ リ120分 二亙 リテ最 高及 最低 歴 ノ輕度 ナル ヒ

昇 テ認 メ、白血球 ハ5乃 至30分 二於 テ輕度 ナ

ル檜加 テ來 シ、就 中中性多核 白血球 ノ」曾加 卜大

輩核拉 二移動 型 ノ減 少 トテ謹 明 セ リ。赤沈 反慮

ハ其 ノ速度減 少 ノ傾 向 テ示 シ、 「ヘモ グロビン」

量 ニハ攣化 ナ ク、1カ タ ラー ゼ」撒 ハ30分 乃 至

120分 二於 テ檜加 ノ傾 向 ア リ。血糖 ハ120分 二

於 テ輕度 二減少 シ、血液沃度酸値 ハ墜化 テ認 メ

ズ、尿糖量 ハ漸次減少 シ、120分 後 二於 テハ痕

跡 テ護 明 スルニ過 ギズ。又尿酸化商 モ亦120分

後 二於 テ著 シキ低下 テ示 シタ リ.後 ノ場合帥 チ

30日 間、3乃 至4日 毎 二反復注射 テ行 ヒ、 ソ ノ

間3同 二亙 リテ血液 及 ビ尿所見 テ検索 セ シニ、

禮 温 ハ漸次 降下 シ、 ソノ弛張 モ亦輕 度 トナ リ、

盗汗及胸痛 ノ清退、咳漱 及喀 疲 ノ減少 テ見、 食

思 ハ漸次核i復 セ リ。

肺臓 ノ他魔的所見 モ亦輕減 シ、唯 少敷 ノ曜音 テ

聴 取 スルニ過 ギザルニ至 レリ。而 シテ 「レン ト

ゲ ン」的所見 モ亦可良 二向 ピタ リ。 血液沃度 酸

値 ニハ未 ダー定 ノ攣化 テ認 メ難 シ ト錐 、白血球

激 及各%含 量 ハ次第 二正常 二復蹄 シ、〔ヘモ グロ

ビ ン」量及 「カ タ ラー ゼJハ 檜加 ノ傾 向 デ、又 血

糖ハ減少テ示 スニ至 レリ。

綜 括

、以上得 タル成績 ラ綜括 セ≧二、本實験ハ尚績行'中
ニ シテ、確定的結論 テ云々スルハ早計 ノ憾 ア

ルモ、「メ」青溶液 ノ適當量 ノ注射 ハ肺結核患者

二封 シテ呼吸テ深且ツ大ナ ラシメ、脈搏ハ緊張

テ可良ナラシメ最低歴 テ幾分上昇 セシメ、禮温

ノ動揺 テ防止 シ、瀞経痛 テ輕減 セシムル場合ア

リ。而 シテ白血球数 テ檜加 セ シノ、「カタラー

ゼ」撒檜加 ト「ヘモグロビン」攣化 セザルラ認 メ、

赤沈反慮 ハ速度減少テ來 セリ.糖 尿症テ合併 セ

ル場合 ニ ア リテ ハ血糖拉 二尿糖量テ減少セシ

メ、尿中不燃嶢物質 ノ排出テ減少セシム。更 二

「ツベルクリン」注射家兎 ニアリテハ「メ」青テ併

用注射 セル場合ニハ然 ラザル場合二比 シテ血漿

蛋白質内N分 布 ノ攣化テモ輕減セシムルコトテ

認 メタルガ、斯 ル事實 ハ余 ガ襲 二報告 セシ生盟

蛋白質構造 ノ攣化 ヨリ推論 セシ所 ト善 ク合致 ス

ル所 ニシテ、肺結核患者 二於 ケル生盟内酸化還

元作用 ノ調整ハ等閑 二附スベカラザルテ知 ル。

就二謝代糖ビ及塵食酸燐齢
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二注入シ、各群共30分 後 二再 ビ左右雨心室 ヨ

リ探血 シ、是等 二就 キ無機燐酸、燐脂禮燐酸、

線燐酸、酸可溶性燐酸、「エステル」燐酸、食盤

及 ピ糖 テ測定 シタ。但 シ複雑 テ避 ケルガ爲 メ燐

酸 二關 シ テハ 前二者 ノミニ就テ述ベル事 トシ

タ^

他方、正常家兎15頭 テ前述 セル ト同檬三群 二分

チ、且ツ同一條件 ノ下ニオ ィテ出血死 セシメ、血

液、肺藏、肝臓及 ピ筋肉二就 テ無機燐酸及 ビ食

盛ラ測定 シテ前實験 ノ参考 二供 シタ.

實験成績

く1)正常家兎二於 ケル左右雨心室血液及 ビニ三

臓器拉 二組織中 ノ燐酸、食盤及 ビ糖景二就 テ(第

1表A及 ピ第2表A蓼 照)。

正常家兎 ノ左右雨心室血液 テ以テ検 シタル所 ニ

ヨレバ無機燐酸及 ピ燐脂禮燐酸量ハ大多撒 二於

テ前者二高キ慣テ示 シ、反之食盤及 ピ糖ハ低 キ

贋テ認 メタ。第1同 探血後更 二牛時間 ノ縄縛 ニ

ヨツテ是等 ノ關係 二著 シイ憂化 ラ來 サナィ。唯

左心室血液中一ハ糖 ノ増加 ト燐酸 ノ輕度 ナ減少

テ謹明 シタ。是 二依 ツテ肺臓 ガ流血中 ノ食盤 ラ

抑留 シ、糖 テ分解又ハ抑留 シ、無機及 ピ燐 脂艦

燐酸 テ血液二供給 スルモ ノト考 ヘラレル。

次 二同様 ノ操作 テ施 セル正常家兎臓器組織 ノ無

機燐酸及 ビ食監量ハ第2表Aノ 如 クデアル。

(2)糖 テ員荷 セル家兎二於 ケル左右雨心室血液

及 ビニ三臓器蛇二組織中 ノ燐酸、食盤及 ビ糖量

二就 テ(第1表B及 ビ第2表B蓼 照。)

糖注射前 二於ケル左右雨心室血液中 ノ各物質 ノ

分布状態 二就テハ第一實験即チ封照 ト略 ≧同檬

ノ成績 テ得 タ。次二葡萄糖注射牛時間後 二於 ケ

ル左心室血液ニアツテハ糖 ノ著明ナル檜加テ認

ムルハ勿論ナレドモ、食盤、無機拉二燐脂盟燐

酸ハ何 レモ減少 スル。叉左右雨心室血液中二於

ケル是等 ノ分布ハ封照 二於 ケル夫 ト同様 ノ關係

テ示 スガ左心室血液中ノ糖及 ビ食盛 ノ減少度及

ビ無機拉二燐脂膿燐酸 ノ増加傘ハ輕度 トナル。

唯甚 グ高キ血糖慣 テ示 シタルモ ノニアツテハ左

右雨心室血液債 二差異無 キカ或 ハ前者二高キ償

テ認 メル例 ガアル。

糖注射牛時間後 二於 ケル血液及 ビ臓器拉 二組織

中二於 ケル諸物質量ヲ正常家 兎二於 ケル夫等 ト

比較 スルニ無機燐酸ハ筋肉二檜加 スレドモ、血

液、肝臓及 ビ肺臓 二於テハ反之減少テ來 シタ。

故 二肺臓 二於 ケル該物質 ノ産生ハ減弱 セラレル

モ ノト認 メネバナラヌ。次 二食盤ハ筋肉内及 ビ

血液二減少 シ、肝臓二於 テ多少 ノ増加 テ示 シ、

肺臓二於テハ著 シイ差異 テ認 メナィ。即 チコ ノ

事實ハ肺臓二於ケル食盤抑留機轄 ノ減弱セル謹

左デアラウ。

(3)乳 酸 テ員荷セル家兎二於 ケル左右雨心室血

液及 ピニ 三臓器拉二組織中 ノ燐酸、食盤及 ピ糖

量 二就 テ(第1表C及 ビ第2表C参 照)。

5又 ハ10%乳 酸「ナ トリウム」溶液 ラ胃管 テ以

テ注入セル家兎ニアリテハ左心室血液中 ノ食盛

及 ビ無機燐酸ハ操作前 二比 シテ著明二増加 シ、

糖 モ亦10%溶 液 ノ場合 ニハ甚 シキ増加 テ認 ノ

タルニ、5%溶 液 ノ場合 ニハ輕度二過 ギヌ。燐

脂龍燐酸ハ反之減少 シ、5%溶 液 ノ場合ハ著明

ニシテ10%溶 液 ノ場合 ニハ其傾向テ示 シタル

ノ ミc

乳酸投與後牛時間ニシテ左右雨心室血液中 ノ各

物質 ラ比較 スルニ、5%溶 液員荷 ノ揚合 ニアリ

テハ無機燐酸拉 二燐脂艦燐酸 ノ産生拉 二糖 ノ抑

留或 ハ分解及 ピ食盛 ノ抑留二關 シテハ員荷前.一

於ケル ト略1同 様 ノ結果 テ認 メタ。10%溶 液員

荷實験ニアツテハ左右雨心室血液中二於ケル無

機拉二燐脂禮燐酸量 ノ差異ハ極 メテ不著明 トナ

リ、糖ハ却 ツテ左心室血液 二高 キ債テ示 シ、食

盤 ノ抑留機能モ亦著明二低下 スル事テ認 メタ。

爾10%乳 酸「ナ トリウム」溶液員荷牛時間後 ノ

血液拉二臓器及 ビ組織 ノ無機燐酸及 ビ食盤量 二

就テ ノ成績ハ正常家兎ノ夫等 ト比較 スルニ、無

機燐酸ハ血液 筋肉及 ビ肝臓 二著明ナ増加 テ來

シ・肺臓 ニアツテハ甚 ダ僅微 二止 リ、殆 ンド差

異 テ認 メ難 イ。食盤モ亦前者 卜同様 デアル。

如上 ノ成績ニヨツテ観 レバ乳酸投與家兎 ニアツ

テハ肺臓 ノ無機拉 二燐脂器燐酸 ノ産生、糖 ノ分
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解或ハ抑留及 ビ食盤 ノ抑留機能ハ減弱乃至消失

スル ト考ヘ ラレル,

綜括及 ビ結論

肺臓 ガ中間物質代謝二關與 スル事實ハ古 クヨリ

想像 サレタ所 デアル。之二關 スル先進諸家 ノ業

績 テ見ルニ其成績 ハ未ダー致 テ見ル ニ至 ラナ

イ。且其詳細二關 シテハ未グ悉サレナィ所 が多

イ。私ハ前同二其一牛ラ報告 シ、之二今同 ノ實

験 テ追補 シテ次 ノ事實 ノ存在 スル事テ推論 スル

テ得 タ。

1.肺 臓ハ正常家兎ニアツテハ無機燐酸テ産生

シ、燐脂禮燐酸 テ合成 スル機能テ有 シ、是等ハ

生禮 ノ輕度 ノ攣調状態 ニアツテハ 保持 サ レル

ガ、其高度 ナル場合 ニアツテハ減弱乃至清夫ス

ノレ0

2.肺 臓 ハ正當家 兎 ニアツテハ血液 臨素 ノ抑留

作 用 テ有 シ、之 ニヨ リ生膿 内 二於 ケル其 移動 ヲ

惹起 セ シムルモ ノナ レドモ斯 カル作 用 モ亦 生罷

ノ高度 ノ攣調状態 ニア ツ テ ハ 減弱乃至 清失 ス

ノレ0

3.肺 臓 ハ血糖 テ分解又 ハ抑留 シ、稀 二合成7・

ル機能 ノ存在 テ認 ム可 キ場合 二遭遇 セ シガ是等

ハ高度 ナル過 血糖 状態 ニ ヨツテ減弱乃至{iI決 ス

ノレo

48.病 的膿腔液二於ケル不燃性物質 卜乳

酸量二就 テ

景界 藤(京 都府立屠大淺山内科)

病的艦腔液 ノ物理化學的性状及 ビ化學的諸成分

拉 二是等 ト血液 ノ夫等 トノ關係 二就テハ多数 ノ

研究報告 テ見ル所 ナリ。然 レドモ病的艦液 中二

於 ケル不燃性物質 ノ清長 二關 シテノ業績未ダ紗

シ。故 二余等ハ滲出液蛇二滲漏液 ノ非蛋白質性

不燃性物質二關 スル研究テ企テ先ヅ 「ヴアカー

ト」酸素量(以 下R.v.o.ト 略 ス)及 ピ乳酸}1c二

就 キテ検 シ、是等 ノ成績ヲ健康成人 ノ血液 二就

テ得・タルソレト上ヒ較観察セ リ.

實験方法

實験材料 トシテハ淺山内科入院中 ノ肋膜炎、腹

膜 炎 、 肝 硬 攣 症 、 「ネ フ ロ ー ゼ」、 慢 性 腎 炎 、 心

臓 辮 膜 症 疾 患 及 胃 及 腹 膜 癌 二12例 ノ胸 腔 又 ハ

腹 腔 瀦 溜 液 拉 二健 常 者 血 液 テ以 テ セ リ。

探 血 ハ 早 期 室 腹 時 二於 テ ー 定 時 間 安 静 テ 守 ラ シ

メ タ ル 後 二 肘 窩 静 脈 ヨ リ膨 血 テ 來 サ ザ ル 檬 ニ シ

テ行 ヒ、乳 酸 測 定 二供 ス ル モ ノハ 移 酸 テ 、R.v.o.

検 査 二 供 ス ル モ ノハ 弗 化 曹 達 テ 添 加 セ リ。 禮 腔

液 モ 亦 早 朝 室 腹 時 二 探 取 シ、 之 テ 遠 心 シテ ソ ノ

上 清 テ使 用 セ リ。 而 シ 遊 離 糖 ハHagedorn。

Jensen氏 法 、 「ク ロ ー ル 」量(以 下C1ト 記 ス)

Ruszyniak氏 法 、 非 蛋 白 質 窒 素 量(以 下R-N

ト記 ス)及 ピ蛋 白 膿 窒 素 量(以 下E.Nト 記 ス)ハ

Kjaldahl氏 法 、R.v.o.ハKanitz氏 法 テ 以 テ

測 定 シ、 蛋 白 質 ハFolinWu氏 法 二 依 リ テ 除 去

セ リ。 乳 酸 量(以 下M.S.ト 記 ス)ハSchank氏

法 二 依 リ テ除 蛋 白 シ タ ル 濾 液 二 就 キ テMeyer-

hof-Clausen氏 法 二 從 ヒ テ 測 定 セ リ。

實 験 成 績

1.健 康 成 人 血 液 二 就 キf,ノ 成 績

健 康 成 人20名 ノ血 液 二 就 キ テ 行 ヒ タ ル 成 績 ニ

ョ レ バ 遊 離 血 糖lll:(以 下F.B.Z.ト 記 ス)ハ69-

94、zF均80.9mg/dl,Clナ 蚕1:ハ255.6-323、zF均

290.5mg/dl,R-N411:ハ22.4-36.4、zF均29.2

mg/dl,R.v.o.量 ・・123.9--191.9、zF均157.2

mg/d1,R.v.o./R.-Nハ3.80-6.60、zF均5.43

-・・一一シ テM .S.-11:1ハ9.1-13.3、 李 均11.1mg/dl

テ得 タ リ。而 シ テ男 女 爾 性 間 二於 テM.S.R.v.o,

及 ビR.v.o./R-Nノ{質 ノ何 等 著 シ キ差 異 ナ カ リ

キ 。

2.滲 漏 液 二 就 キ テ ノ成 績

肝 破 楚 症5例 、1ネ フ ロ ー一一ゼ 」3例 、 胃 及 ビ腹 膜

癌 、 心 臓 辮 膜 症 名1例 ノ腹 脛 瀦 溜 液 二就 キ テ検

索 セ シ所 ニ ヨ レ バ 次 ノ如 シ。

遊 離 糖 鼠(以 下Zト 略 ス)ハ93-167、 李 均127

mg/dl,Cl量 ハ101.2-一 一363.9、zF均233.8mg/dl

E.Nハ(13.4)-565.6、 李 均139mg/dl,R-N量

ハ16.8-54.8、 李 均30.7mg/dl,Rv.o.量 ハ

128.4-368.8、 卒 均225.3mg/dl,R.v.o/R-Nハ

3.88-一 一20.48、zド 均8.74ニ シ テM.S量 ハ5.02
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一25 .9、zF均14.9mg/dlナ リ。M.S.ハ 稀 二 甚

ダ 低 キ 償 テ 示 ス 場 合 ア リ シ ガ、 大 多 藪 ハ 健 康 血

液 償 ヨ リ僅 二 大 ナ リ。R.v.o.モ 亦 一 般 二 檜 加 ヲ

來 シ、 之 トR-Nト ノ比(R.v.o./R-N)ハ 略k

R.v.o.ト 消 長 ラ 共 ニ ス ル カ、 爾M.Sノ 高 キ 債

テ 示 ス モ ノ ニR.vo.ノ 大 ナ ル モ ノ ア レ ドモ 雨 者

必 ラ ズ シ モ常 ニ ー 定 ノ相 互 關 係 テ保 ツ モ ノー ア

ラ ズ。

上 述 セ シ成 績 テ疾 患 別 ニ ヨ リ テ健 康 血 液 ノ夫 レ

ト比 較 セ ン ニ 、 肝 臓 硬 攣 症 ノ腹 水 ニ ア リ テハZ

量 ハ 健 康 者 血 液 二 比 シ テー 般 二 高 ク1例 ノ ミ

「93mg/dl」 テ示 シ タ ル ニ 他 ハ 総 テ110-167

mg/dlナ リ。M.S昂:モ 亦13.8--25.9m9/dlニ

シ テ 増lll:シR.v.o.ハ5例 二 就 キ8同 二 亙 リ テ

検 シ タ ル ニ200mg/dlラ 越 へ 最 高 橿 ハ368.7

mg/dl二 達 セ リ。 然 モR-Nハ 常 二 正 常 血 液 償

ノ範 園 テ 示 シ タ ル テ 以 テ 雨 者 ノ比 ハ 著 シ ク曾 大

ス ル 場 合 ア リ.

「ネ フ ロ ー ゼ」患 者3例 ノ腹 水 ニ ア リ テ ハZ量 及

ビR.v.o.二 士曾加 ス ル モ ノ多 クM.S量 ハ1例

二於 テ檜 加 セ リ。 又R-Nハ2例 二於 テ檜 加 ラ

認 メ タ ル ラ 以 テR.v.o./R-NハR-NガiE常 血

液 贋 テ保 ヅ1例 二 於 テ壇 大 セ リ.胃 及 ビ腹 膜 癌

心 臓 鱒 膜 症 二随 件 セ シ 各1例 ノ腹 水 ニ ア リ テ ハ

R.v.o.ハ 前 者 二壇 加 シ、 後 者 ハ 正 常 血 液 償 ラ示

シ タ リ.而 シ テR.v.o./R-Nハ 共 二 正 常 償 ラ示

セ リ。 省 各 種 ノ疾 患 二 件 ヘ ル 滲 漏 液 ニ ア リ テ ハ

蛋 白 質(N)量 トR.v.o.ト ノ關 係 テ 見 ル ニ 雨 者

ノ間 ニ ハ ー 定 ノ相 互 關 係 ノ存 在 テ認 メ ズ。

3.滲 出 液=就 キ テ ノ成 績

腹 膜 炎 及 ビ肋 膜 炎 ノ患 者12例 二於 ケ ル胸 腔 又

ハ 腹 腔 滲 出 液 二 就 キ テ ノ成 績 ハ 表 示 セ ル ガ如 ク

Z量48-111、 卒 均86.5mg/dl,Cl量 ハ292.9

-395 .8、zl;一'均350.1mg/d1,E-Nハ222.8-

883.卒 均714.4mg/dl,R-Nハ14-一 一36.4、 卒

均25.6mg/dl,R.v.o.量 ハ62.5-166.7、zF均

114.1mg/dl,R.v.o./R-Nハ2.09-10.08、 李 均

4.92、M.S.量 ハ20.1--80.3、 李 均36.7mg/dl

ナ リ。 如 斯 滲 出 液 ノZ量 及 ピR-N量 ハ 健 康 血

液償 二比 シテ著 シキ差異 ナ ク、乳酸 量 ハ甚 シク

高位 テ占 ムルニ拘 ラズ、R.v.o.ハ5例 二於 テ健

康血液 ノ償 ニー致 ス ト難 モ他 ノ7例 二於 テハ減

少 セ リ。從 ツテR.v.o./R-Nモ 亦 多撒 例 二低下

セ リ。術Z量 ハM.S量 トR.v.o.ノ 間 ニハー

定 ノ相 互關係 ラ詮明 スル事 ナ カ リキ。

綜 括

以上縷 述 シタル成績 ラ綜括 ス レバ次 ノ如 シ。

健康 成人 ノ蛋 白質除去血液 中 ノR.v.o.ノ 李 均"

償 ハ1572mg/d1,R.v.o./R-Nノ 夫 レハ5・43、

M.S.量 ノ夫 レハ11.1mg/dlナ リ。

次 二滲漏液 ニ ア リ テ ハ 健康者血液 二 比 シ テ

R.v.o.及 ビM.S.量 ・・一般 二檜加 シ、R、v.o./R-N

ハ甚 シク大 ナ,レ償 テ示 スモ ノニ遭遇 セ リ.而 シ

テ後者 ガ著 シク高 キモ ノニ アリテハ撒 日中 二不

幸 ノ轄蹄 テ トレルモ ノ2例 テ認 メ タリ。

又滲 出液 ニ アリテハZ量 及 ビR-Nハ 健 康者 血

液 ノ夫 ト差異 ナ ク、R.v.o.量 ハ健 康血液債 ラ示

スカ、或 ハ減少 セ リ.M.S.量 ハ反 之著 シク高

キ償 ラ呈 シ、R.v.o./R-Nバ ー 般 二低 キ慣 テ占

ムルモ ノ多 キテ説 明 セ リ。

如斯滲漏液 ト滲 出液 トノ間 ニハR.v.o.量 二差

異 テ認 メ、前者 ニ ア リテハ遙 カニ高 キ債 テ示 セ

リ。就 中肝硬愛症 患者 二随件 セ シ腹水 二於 テハ

大 ニ シテ、從 テR.v.o./R-Nモ 亦甚 シキ1:昇 テ

招來 セ リ。黒 田 ハ襲 二肝臓疾患 々者尿 酸化商 テ

検 シ、尿 中 二不燃 性物 質 ノ檜量 テ謹 明 セ リ。 之

ト上述 セ シ成績 トラ併 セ考 フ レバ、肝臓 障碍 時

二於 テ生膿 ノ酸化現 象 ノ低下 子認 メ得 ベ シ
。術

M・S・ 量 ハ滲漏液 、滲 出液共 二血液 ノ健 康債 二

比 シテ大 ナ リ ト難 モ、 其度 ハ滲 出液 二於 テ著 シ

久Z量 ハ滲漏液 二高 シ。斯 ノ如 ク滲漏 液 中ニ

ハ健康者 血液 二比 シテ多量 ナル不燃 性物 質 ノ蓄

積 テ來 シ、滲 出液 中二於 テハ反 之減 少 セ リ。

結 論

以上設述 セ シ實験 成績 ニヨ リテ次 ノ事實 ラ得 タ

リ。

(1)滲 漏 液 、滲 出液及 ビ健康成 人血液 中 ノ非 蛋

白質 性 「ヴ・カー ト」酸 素量 テ各 々ノ李均償 テ以
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テ示 セ バ、夫 々225.3mg/d1,114.1及157.2

mg/d1,M.S.量 ハ14.9、36.7、11.1mg/dl,Z

量 ハ127.6、86.5及 ビ80.9mg/dl一 テ、

R.v.o./R-Nハ8.74、4.92及 ビ5.43ナ リn

〈2)滲 漏 液 ハ健 康者血液 二比 シテ多量 ノ不燃 性

物 質 ノ蓄積 子來 シ、滲出液 中 ニハ ソノ低 下 テ謹

明 セ リ.

(3)乳 酸 量 ハ滲 出液 中二於 テ、 又遊離 量ハ反 之

滲 漏液 中 二於 テ高 キ テ認 メタ リ。

く4)滲 出液 及滲 漏液 中 二於 テハ 「ヴ,カ ー ト」酸

素量 ト乳酸 量 又ハ遊離糖 トノ間 ニ ー定 ノ量的李

行關係 ラ認 メ難 シ。

49.肺 結核患者7「 ア三ノ」酸代謝 卜其 ノ

他二三り検索

檜本 市郎(京都府立聲大淺山内科)

肺 結核 ノ新 陳代謝 二關 スル研究 ハ幌近 一般 ノ興

味 テ惹 ク所 ニ シテ、治療的方面 ノ基礎 的問題 ト

シテ重要 ナルヤ言 テ挨 タズ。就 中結核個 膿 ノ新

練 代謝異 常 二封 スル肝臓機能 ノ意 義 ハ近來注 目

セ ラル ・トーロナ リ。

余 ハ肺結核 患者 ノ 「ア ミノ」酸代謝 ノ研究 テ企

テ、該患者 ノ血 中及 ビ尿 中 ノ絡 「ア こノ」酸 及 ビ

血 中 ノ所 謂結 合 「ア ミノ」酸 テ測 定 シ、 尚血 中沃

度酸値、 血満 ノ高 田氏反慮及 ビ、 ウヱル トマ ン

氏反慮 ビ尿 ノミロン氏反磨 テ検 シタ リ。

而 シテ弦 二此等 ノ成績 テ疾患 ノ輕重拉 二病型 ト

比 較観察 シー定 ノ結果 テ得 タ リ。依 ツテ其 ノ大

要 ラ報 告 セ ン トス。

1.實 験 方法及 ビ材料

實 験 材料 ハ圭 トシテ本 内科 入院患者 ニ シテ、實

験 二供 セ シ血液 ハ早朝室腹時探取 セ シモ ノテ用

ヒ、尿 ハ24時 間中 二排泄 セラレシモ ノテ冷暗

所 二貯 〈・タ リ。但 シ尿 ノ ミ三之 氏反慮 テ施行 ス

ル ニ當 リテハ早朝 第一尿(新 鮮 ナルモ ノ〉テ用 ピ

タ リ。

血 中遊離 「ア ミノ」酸 ハFolinandWu氏 法

結合 「ア ミノ」酸 ハ、Becherund且ermann氏

ノ攣法 二則 リ、又尿 ノ「ア ミノ」酸測定 モFolin

氏 法 二依 レリ。

血中沃 度酸値 測定 ハ西垣 氏攣 法 ニ ヨ ツ テ 行 ヘ

リ∩

尿 ノ ミロン氏反庶 テ行 フニ際 シテハ豫 メ 「チロ

ヂ ン、溶液 テ以 テ能 ク其 レニ反慮 スルテ確 謹 セ
トシ 走
ロン氏液 テ使用 セ リ。

術赤沈反慮、 血清 ノ凝固帯、 高田氏反 慮及 ビ

蛋 白量 ノ測定 ハ 夫 々 ウヱ スター グ レン氏法、

.拠ヱ ル ト マ ン氏原法、 イヱ ツ ツ ラ ー氏法及

EintauchrefraktometervonPulfrichテ 以 ッ

テセ リ.

2.實 瞼 成績

1.健 康 者 二就 キ テ ノ成績

健 康者6名 二就 キ テ検 シタル 所 ハ 第1表 二示

ス如 クー シ テ血液 ノ遊離 「ア ミノ」酸 ハ 最 高

7.56mg%、 最 低6.66mg%、 結 合 「ア ミノ」酸 ハ

最高2.82mg%、 最 低1.97mg%…,一 シテ男 女間

二特別 ノ差 異 ナ シ。尿 中 ノ「ア ミノ」酸 濃度 ハ最

高13.3mg%、 最 低7.6mg%一 シテ卒均10.2

mg%ナ リ。24時 間 中 ノ尿 中 ノ「ア ミノ」酸 ノ総

排泄 量 ハ最 高146.Omg%、 最 低122.Omg%一

シテZF均137.Omg%ナ リ。血 中沃度酸値 ・・最

高G,'126ccm、 最 低0.098ccmニ シ テ、 ソ ノzF

均 値 ハ0.112ccmナ リ。而 シテ尿 ノ ミロン氏反

慮及 ビ血清高 田氏反慮 ノ陽性 ナルモ ノ無 カ リ

キ。 血溝 ノ蛋 白量、 赤沈速度、立氏凝固帯 モ亦

正 常値 テ示 セ リ。

2.滲 出型 肺結核 患者 二就 キテ ノ成績

13例 ノ滲出型肺結核患者 二就 キテ ノ成績 ハ第2

表 二示 ス如 クニ シテ、血 中遊離 「ア ミノ」酸 ハ最

高8・20mg%、 最 低5・60mg%ニ シ テ ソノ李均

値 ハ6.93mg%ナ リ。結合 「アz7」 酸 ハ最高

4.66mg%、 最 低1.41mg%ニ シテzF均 値 ハ3・62

mg%ナ リ。 此 レテ健康者 ノ値 二比 ス レバ遊離

「ア ミノー酸 ハ1例 ノ.ミ8・3mg%テ 示 シ他 ハ正

常 償 ナルカ又 ハ減少 セルモ ノア リ。 從 ツテiZIS・均

慣 ハ僅 カニ少 ナ リ。結合 「ア ミノ」酸 ハ著 シク壇

加 テ來 シ1例 テ除 キテ他 ハ悉 ク最大健 康贋3・O

mg%テ 越 ヘ タリ。而 シテ ソノ低 キ債 テ呈 セル
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1例 ハ榮養 状態著 シク低下 セル モ ノー シテ、遊

離 「ア ミノ」酸値 モ低下 セ リ。尿 中 ノ「ア ミノ、酸

ハ其 ノ濃度 二於 テ見 ル=最 高22.8mg%、 最 低

8.Omg%一 シテzF均 値 ハ17.4m9%ナ リ。24

時 間 中 ノ排泄 量 ハ 最高219mg、 最 低76mg温

シテ卒均假 ハ171mgナ リ。 是 テ健康者 ノ夫 レ

ト比 較 スルニ、濃度及 ビ絶封 景共 二著 シク増加

セ リ。 而 シテ尿量及 ピ比 重 ニハー定 ノ閨係無 シ

ト難 モ重症例 ニ アリテハ尿 景 ノ減 少 ト比 重 ノ上

昇 スル傾 向 アルラ認 メタ リ。

尿 ノミロ ン氏反慮 ハ4例 二又血清 ノ高 田氏 反慮

ノ、6例 二陽性 ナ リキ。猶3例 ハ雨反磨共 二陽性

テ示 シ、此等 ハ病 症甚 グ シク重篤 ニ シテ、 ソノ

中1例 ハ検査 施行後3日 ニ シテ又1例 ・・15日

後 二死 亡 セ リn血 中沃 度酸値 へ 最高O.166

ccm,最 低0.102ccm,卒 均 値 ハ0.144ccmニ シ

テ健康 償 二比 シテ高 キ債 ラ占 メタ リ。赤沈速度

ノ・速…進 シ、 ソノ中間値 ハ悉 ク65mmテ 越 へ、

ウ氏凝 固帯 ハ10例 二短縮 テ認 メタリ.3.R.ノ

モ ノ4例 、4.R.ノ モ ノ4例 、5.R.ノ モ ノ1例

ニ シテ7 .R.ノ モ ノ2例 ナ リ。而 シテ後 ノ2例

ニノ・高田氏反慮 陽性 ナ リキ。

以上 ノ成績 テ以 テ見 レバ、滲 出型肺結核患者 ニ

アリテハ、血 中遊離 「ア ミノ」酸 ハ輕度 ノ減 少 テ

示 ス ト難 モ、 結合 「アミ ノ」酸及 ビ尿 中 「ア ミノ」

酸 量ハ反之曾 加 シ、血 中沃度酸値 ハ上昇 セ リ.

而 シテ尿 ノミロ ン氏反鷹 及 ビ血清 ノ高 田氏反慮

ハ重症例 二於 テ陽性ナ リキ。 從 ツテ是等 ノ検査

ノ結 果 ハ其 ノ病状拉 二疾 患 ノ動 向 テ窺 フニ重要

ナル意義 アルモ ノト認 メ得可 シ。

3.混 合型肺結核患者 二就 キテ ノ成績

混合型肺結核 患者14例 二就 キテ得 タル成績 ハ

第3表 二示 セル如 シ。 血中遊離 「アミノ」酸 ハ最

高7.77mg%、 最 低5.6mg%、 卒 均6.92mg%。

又 、結合 「ア ミノ」酸 ハ、最高4.1mg%、 最 低

2.97mg%ニ シテ ソノZF均 ノ・3.51mg%ナ リ。

尿 中 「ア ミノ」酸 ノ濃度 ハ、最高14.9mg%、 最

低6.4mg%iLrp均11L6mg%ニ シテ・24時間 中

ノ排泄量 ハ最高210.Omg.最 低125.Omg.'李 均

159mgナ リn血 中遊 離 「アEl」 酸量 ハ健康者

二比 シテ殆 ン ド差 異無 久 結 合 「ア ミノ」酸 ハ4

例 ・・正 常債 テ示 シ其 ノ他 ニ ア リテハ檜加 セ リ.

尿 ノ「ア ミノ」酸 モ亦 多撒 二於 テ檜加乃 至其 ノ傾

向 テ示 セ リ。

血 中沃度酸値 ・・最高0.147ccm.最 低0.111ccm

卒 均0.125ccm一 シテ健康 者 ノ償 二比 ス レバ輕

度 一上昇 セリ。赤沈 速度 ハ中間値最低19mm一

シテ促進 シ2氏 凝固帯 ハ7.R.テ 示7・1例 テ除

キテ他 ハ悉 ク短縮 シ、5例 ・・5.R.一 シテ、7

例 ハ4.R.ナ リ。高 田氏反癒 ハ5例 二、又尿 ノ

ミロン氏反慮 ハ4例 二於 テ陽性 テ呈 シ2例 ハ雨

反慮共 二陽性 ナ リ。此等 二於 テハ必 ズ シモ常 二

血 中沃度酸値 ノ上昇 テ謹 明 セズ ト難 モ、 ソノ多

撒 ニハ尿 中 「ア ミノ」酸及 ピ血液 中 ノ結 合 「アミ

ノ」酸量 ハ増加 シ、臨沐上病勢 ハ漸次檜悪 ノ傾

向 テ示 スモ ノ多 シ。

4.曾 殖型肺結核 患者 二就 キテ ノ成績

本型 二屡 スルモ ノ13例 二就 キテ検 シタル ニ血

液 中遊離 「アミノ」酸 ・・最高823mg%、 最 低6.22

mg%、 卒 均7.06mg%ニ シテ、結 合「ア ミノ」

酸 ハ 最 高3.44mg%、 最 低1.41mg%、 李 均

2.55mg%ナ リ。又尿 中 「ア ミノ」酸 ノ濃度 ・、最

高14.5mg%、 最 低6.4mg%、zF均10.4mg%

ニ シテ24時 間 中二於 ケル排泄 『㌃ハ最高167 .O・

mg・ 最 低112.Omg.zF一 均141.Omgナ リ。此

レテ健康者 ノ値 ト比 較 スルニ血液 ノ遊離 「アミ

ノ」酸量 ハ8.23mg%ノ1例 テ除 キテ他 ハ練 テ

正 常償 テ示 シ、結合 「ア ミノ」酸箪 モ亦3例 二於

テ輕度 ナル檜加 テ認 メタ リ。

尿 中 ノi'ア ミノ」酸 ハ少数例 二於 テ輕 度 ナル檜加

テ招來 セリ又滲 出型 二屡 スル患者 ノ成績 ト比較

スルニ遊離 「ア ミノ」酸量 ハ僅 カニ高 キ償 テ
、結

合 「ア ミノ」酸値 ハ遙 カニ低 キ償 テ謹 明 セ リ。尿

中 ノ「ア ミノ」酸量 モ亦梢 支低 キ債 テ示 セ リ。

次 二尿 ノ ミロン氏反慮及血 清高 田氏反慮 ハ各1

例 二陽性 ナ リキ。更 二赤沈速度 ノ中間値 ハ5-一 一

66mm・2氏 凝固帯Lハ3 .R.ノ モ ノ5例 、6.R.

ノ モ ノ1例 、7・R ・ ノ モ ノ6例 ニ シテ約 牛数 二
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オ ィテ延長 ノ傾 向 テ認 メタ リ.血 中沃度 酸値 ハ

0.094-一 一〇.137ccmニ シテ卒均0.109ccmナ リ。

如斯檜殖型 肺結核 患者 ト滲 出型肺結核 患者 トノ

間 ニハ、 「ア ミノ」酸代謝 ノミナ ラズ更 二二三血

液反慮 二差 異 テ認 メタ リ。

5.綜 括

以 上縷述 セ シ實験 成績 テ綜括 ス レバ次 ノ如 シ。

1・ 肺結核 患者 ニア リテハ血液 中 ノ結 合 「ア ミ

ノ」酸及 ビ尿 中 ノ「アミ ノ」酸 量バー般 二檜加乃

至其 ノ傾 向 テ示 シ是等 ノ攣 化ハ病型拉 二疾患 ノ

輕重 ト略 噛 恨 テ共 二 入ル場合多 久 就 中滲 出

型 二屡 スルモ ノニ高度 ナ リ。然 レドモ血液 中 ノ

遊離 「ア ミノ」酸 ニハ著 シキ動揺無 カ リキ。

2.尿 ノ ミロン氏反癒及 ビ血清高 田氏反慮 ガ陽

性 ナル患者 ハ滲 出型 二屡 スル モ ノニ多 ク、血 中

沃 度酸値及 ピ結 合 「ア 走ノ」酸値 ノ上昇 テ件 ヘ

リ。然 レ ドモ末期 ノ患者 ニテ榮養状態 ガ著 シク

オカサ レタルモ ノニア リテハ結合 「ア ミノ」酸値

ノ低 下 セルモ ノニ遭遇 セ リ。

3.血 液 ノ結 合 「ア ミノ」酸 ノ曾加拉 二尿 ノ ミロ

ン氏反磨及 ビ血清 ノ高 田氏反慮 ノ陽性 ナルモ ノ

ハー般 二病 状重篤 ニ シテ豫後不良 ナ リキ。

4.檜 殖型 又ハ硬 攣型 二屡 λル モ ノ ー ア リ テ

ハ、血液 中 ノ結合 「ア ミノ」酸値及 ピ沃度酸値蚊

二尿 中 「ア ミノ」酸排泄 飛ハ正常 償 テ示 スモ ノ多

ク又尿 ノ ミロン氏反磨 及 ビ血清 ノ高 田氏反慮 ノ

暢 性 テ呈 スルモ甚 ダ少 シ。

50.病 的 髄液 ノ 「コアゲ ラチオ ンスバ ン

ド」拉 二=、 三鑛 質分布 二就 テ

塔濃n市 難(京都府立{嵜大淺山内科)

血清蛋白質 ノ熱 凝固 二關 シテ、 ウヱル トマ ン氏

ノ報 告以來 多敷 ノ業績 テ見、有力 ナルー一診断 法

トシテ其 ノ臨躰 的償値 テ認 メラル ・二至 レ リ。

然 レドモ病 的禮液 二就 テ ノ検 索 ハ猫砂 キ ノ ミナ

ラズ其 ノ本態 的考察 二至 リテハ未 ダ 明 カ ナ ラ

ズ。余等 ハ諸種疾 患 二随 件 セ シ膿 腔瀦溜液 二就

キテ所謂 「コアグ ラチオ ンスバ ン ド」(以下K.B.

ト略 記 ス)テ 検 スル ト共 一、他方K.Na及Cl

ノ分 布 二就 キテ観察 セ リ。 尚該患者血清 二就 キ

テモ同様 ノ検索 テ試 こテ雨者 ノ成績 テ比較 シ、

以 テ其 ノ間 ノ關係 テ知 ラン トセ リ。

實験 材料 及方法

實験 材料 ハ吾 ガ内科臨躰 二入院 セル肋膜 炎、腹

膜 炎、肝硬攣症及 「ネ フロー ゼ」患者 ノ胸腔叉 ハ

腹 腔瀦 溜液及血清 ラ以 テセ リ。

K・B.検 査 實施 二當 リテハ普通血清 ノ検査 二用

フル濃度 ノモ ノ以外 二1%ヨ リ1%迄 ノCaCl2

溶 液 ノー列 テ作製 シテ用 ピタ リ.

血 溝及瀦 溜液 ノ蛋 白量 ハ プー ル フ リッヒ ノ 「レ

フラク トメー ター」ラ以 テ測定 シ、KハKramer-

Tisdall氏 法 、Na・ ・MUIIer氏 法 、Clハ

Ruszyniak氏 法 二縁 ツテ定 量 セ リ。

實験成績

11例 ノ肋膜 炎患者及3例 ノ腹膜 炎患者 二就 キテ

得 タル成績 ハ次 ノ如 シ。

滲 出液 ノ蛋白含有 量ハ最高6.3%、 最 低4.16%

李 均5・78%、 又 該患者血清 ノ夫 ハ最高9.56%、

最 低7.20%一 シ テ不均8.34%ナ リ.二 者 ラ比

較 λ レバ血清 假 ガ遙 カニ大 ナ リ。

其 ノK.B.・ ・血清 二於 テハ0.8--O.6%、 滲 出液

ニア リテハ6.0-0.6%ノ 間 ニ アリ.如 上滲 出

液 ラ随件 セル患者 ニア リテハ血清蚊 二滲 出液 ノ

K.B.ハ 短 縮 シ雨者 ノ償ハ極 メテ稀 ニー致 スル

場合 ア レ共大 多数 二於 テハ該患者血 清 ヨリモ更

二高度 ナル短縮 テ示 セ リ.

滲 漏液 ハ肝硬攣症5例 、 「ネ フロー ゼ」1例 及胃

癌患者1例 ノ滲漏液(腹 膣液)二 就 キテ行 ヒタル

成績 ニヨ レバ、蛋 白量 ハ21.5-22.5(「 レ フラク

トメー ター」ノ目盛 ニテ表 ハ ス)ナ リnK.B.ハ

肝 硬攣症 ノ腹水 一ア リテハ5例 トモ0.3%ニ テ

延長 セルモ 「ネ フロー ゼ」ノ1例 ニテハ0.7%、

胃癌 ノ1例 デハ0・8%ニ シ テ短縮 テ示 シタ リ。

如斯膿液蛋 白量 ハ凡 テ ノ例 二於 テ等 シキ債 テ呈

シタル ニ拘 ラズ其 ノK.B.ニ ハ著 シキ差異 ラ謹

明 セ リ。即此 雨者 ノ間 ニハ李行的關係 テ認 メズ。

叉該患者血清 ノK.B.債 テ其腹水 ノ夫 ト比 較 ス

レバ肝硬攣症 ニ アリテハ等 シキカ又 ハ更 二高度
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ナル 延長 テ認 メ「ネ フロー ゼ」及 胃癌 腹水 ニ ア リ

テハ延長 セル カ又 ハ梢 ≧短縮 シテー定 セズ。而

シテ是等患者 血清蛋 白量 トK.B.ト ノ間 モ亦罷

液 二於 ケ ル ト同様一定 セル關係 テ見出 サズ。

上述 セシ結果 一 ヨレバK.B.ハ 蛋 白量 二封 シテ

何等相 互關係存在 セズ反 之疾 患 一ヨル攣化 ト密

接 ナル關係 テ有 スル コ トラ認 メザル可 ラズ。

肋膜 炎患者 二於 テ其 ノ疾病 ノ経 過 二沿 ヒテ観察

セルニ臨抹的所 見 ト良 クー致 シ即輕快 セルモ ノ

ニ アリテハ滲 出液 ノK.B.ハ 漸 次 延長 セ リ。血

清 ノ夫 レモ亦前者 ト消長 ラ共 ニセ リ ト錐 モ甚 グ

輕度 ナ リキ。此 ノ事實 ハ経過 二沿 ヒテ滲 出液 ノ

K.B.テ 反 復検 スル コ トニ依 リ疾病 ノ動 向 テ窺

ヒ得 ルガ故 二臨躰 贋値大 ナル テ思 ハ シム。

次 二K.Na拉Cl量 二就 テ述ベ ン。先 ヅ11例 ノ

健 康成人 ノ血清拉6例 ノ健康人 ノ尿 二就 テナ シ

タル成績 ハ.血 清 中 ノK量 ハ18.5-22.lmg%、

李 均20.1mg%、Na量 ハ289.9--327.8mg%、

李均309.Omg%、Cl量 ハ%、362.1-397.8mg

李 均370.8mg%、Na/Clハ1.12-1.33、 李 均

1.27ナ リ。

24時 間 二尿 中 二排泄 サ レ タ ルK量 ハ1.78-

2.29瓦 、卒均2.06ニ シ テ比較 的一 定 セル モNa

量 ハ4.15--10.89瓦 、李均6.91瓦 、Cl量 ハ6.83

-17 .71瓦 、 李均11・31瓦 一一シテ 動揺範 園梢k

大 ナ リ.之 ハ囁取 セル食餌 二關與 スル コ トテ認

メザ ル可 ラズ。然 ルニ 「ナ トリウム、 クロール」

比 卒(Na/Cl)テ 求 メタ ル ニ0.90-O.97、 準 均

0.94-・・シテ殆 ン ド1.0二 近 ク移動 ハ僅微 ナ リ。

13例 ノ肋膜 炎患者及1例 ノ腹膜 炎患者 ノ血 清、

滲 出液拉尿 二於 ケル成績 ハ次 ノ如 シ。即 チ血清

K量 ハ2例 二於 テ(24.6mg%及23.7mg%)僅

カ ニ高 キモ ノアリ ト錐 モ李均20.1mg%一 シテ

健 常贋 テ示 スモ ノ多 カ リキ。Na量 ハ296.2-

326.7mg%、 李 均310.1mg%、Cl量 ハ362.1-

383.4、 李 均372.9mg%一 シテ是等 ハ共 二殆 ン

ド健 常贋 二近 シ。從 テ其 ノNa/Clハ1.24-1.33

李 均2.28ニ シテ健常 債 テ示 スモ ノ多 キモ李均

値 二於 テ僅 カニ高 シ。

尿 中K排 泄量 ハ約2瓦 ニ シテ健 康債 ト略k等 シ

ク且殆 ドー定 セ リ ト錐 モNa拉C1排 泄 量 ハ動

揺 セ リ。而 シテNa/Clハ0.63-1.09ノ 間 ニア

リテ、臨躰上滲 出液瀦溜 旺盛 ナル時期 ニ ア リテ

ハ僅 カニ低下、反之減退期 ノ患者 ニ ア リテハ梢

ヤ高値 テ示 セ リ。

是等患者 ノ滲 出液 ニ アリ テ ハ、K量 ハ12.2-

21.4mg%、 李均16.8mg%、Na量 ハ286.1-

340.5mg%、 卒 均309.2mg%又Cl量 ハ367.4

--394 .Omg%、 李 均382.4mg%ナ リ。 是等 ラ

該 患者血清 ノ償 二比 ス レバKハ 梢 亙低位 テ示 シ

Naハ 略k等 シクCl量 ハ梢 ≧大 ナ リfiNa/Cl

ハ1.21-1.34、 卒 均1.28ナ リキ。

5例 ノ滲漏液瀦溜 患者血清 ノK量 ハ1例 ハ梢k

高 キ償 テ他 ハ正 常償又 ハ減少 ノ傾向 ラ示 セ リト

錐 モ例撒 術少 キテ以 テ断 定 シ難 シ。Na量 ハ

307.3-322.Omg%、 卒 均317.2mg%又Cl量

ハ365.6-404.7mg%、 李 均389.4mg%、Na/Cl

ノ、1.25--1.35、Els均1・29ナ リキ。

滲漏液 二於 テハK量 ハ10.6・ 一一15.Omg%、ZF均

13.3mg%、Na量 ハ294.1-355.Omg%、 卒均

334.5mg%ニ シテCl量 ハ362.1-一 一404.7mg%

李 均382.4mg%ナ リキ。Na/Clハ1.21-1.34、

李 均1.29テ 示 セ リ。

尿 中 ヘ ノ是等物質 ノ排泄 ハ減少 シ就 中Na及Cl

二於 テ著 シ久Na/Cl亦 甚 シク低 下 セ リ
。

自ロチK量 ハ健康者血 清及病 的盟 液 テ随件 セ シ患

者血清 中 二於 テ等 シキ慣 テ示 シ、滲 出液、滲漏

液 ノ順序 二漸次低 キ債 テ認 メタ リ。Na量 ハ之

ト反封 二滲漏液 二最 モ高 ク該患者 血清、健 康者

血清 ノ順序 二減少 シ、滲 出液拉該液随件 患者血

清 ノ贋 ハ健康者血清 ノ夫 ト略 ヒ等 シキ場合 多 ク

Cl量 ハ滲漏液、滲 出液、滲漏 液瀦溜 患者血清、

健康者血清拉滲 出液瀦溜 患者血清 ノ順 二低 キ債

テ示 シタ リ。

Na/Clハ 著 シキ差異 ナ カ リキ。

滲 出液瀦溜患者 血清拉滲 出液 二於 テK.B.ハ 著

シク短縮 シ、鑛質分布 ハ正 常血清 ノソレ ト著 シ

キ差異 ナ クKノ 減少Cl及Naノ 檜 加 テ認 メタ
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ル ニ關 ラズ肝硬攣症 ノ場合 ニハK .B.ハ 著 シク

延 長 シ「ネフロー ゼ」ノ場 合 ニハ短縮 セリ。

結 論

1・ 病 的膣液 ノK.B.ハ 其 レラ随件 セ シ疾病 ニ

ヨツテ異 リ而 シテ血清 ノ夫 レ ト消長 テ共 ニス レ

ドモ滲 出液 ノK.B.テ 経 過 二沿 ヒテ検 スル コ ト

ハ豫後判 定 上該患者血清 二就 テ検 スル ヨリモ重

要 ナ リ。

2・ 病 的膿液 ノ鑛質分布 ハ其 ノ種類 二依 リテ異

リ、K量 ハ該患者血清 二於 ケル ヨリモ低 ク殊 二

滲漏液 二低 キ償 テ示 セ リ。Cl量 ハ之 レ ト反封 ノ

關係 ニア リテ、Na量 ハ滲漏液 及該患者 二高 ク

滲 出液 ノ夫 ハ該患者血清 ト著 シキ 差異 ナ カ リ

キ。 而 シテ病的禮液 ノ「ナ トリウヘ クロー ル、

クオチヱ ン ト」(Na/Cl)ハ ー ヨ リ大 ニ シテ該 忠者

血清 トノ問 二著 シキ差異 テ認 メザ リキ。

3.尿 ノNa/Clハ 滲 漏液 ノ随件 セル疾患例之

肝硬攣 症及 「ネ フロー ぜ」ニ アリテハー ヨ リ遙 カ

ニ小 ニ シテ肋膜 炎及腹膜 炎患者 ニ アリテハー一二

近 キ カ又禮腔液瀦溜期 ニハ低 下 ス ル テ 認 メ タ

リ。

4.各 種病的膿液 ノK.B.ト 該 液 ノ蛋 白:11:トノ

間 ニハ相互的關係 テ認 メ難 シ。

5.各 種 病的艦液 ノK.B.ト 鑛 質分布 トノ間 ニ

ハー定 ノ關係 テ認 メ難 シ。

51.肺 臓動静脈 ノ血液化學二就テ

橋本徳治良畷 醐 森)

肺臓ハ瓦斯代謝以外種々ノ物質代謝二關與 シ其

機能ハ盆 ≧複雑ナリ.

余ハ襲 二家兎摘出肺臓 ノ灌流血液 テ以ッテ遊離

拉 二結合血糖及 ピ血中沃度酸値 ト血液還元 「グ

ルタチョン」等 ノ消長 テ検索セシニ、 肺臓ハ遊

離血糖 テ減少 シテ結合血糖テ檜加 セリ。又血中

沃度酸値 ヲ減少セシムルモ血液還元 「グルタチ

ヨン」トハ無關係ナ リシ事實 テ報 ゼリ。

今同ハ更 二家兎 ノ左右心室ヲ同時二穿刺 シテ得

タル肺動静脈血二就 テ、既述肺臓灌流實験 ノ成

績 テ再検討 シ、併 セテ甲歌腺機能 ノ影響 テ検 セ

シニ極 メテ興味 アル成績 テ得 タル ガ故 二愛 二報

告 セ ン トス。

實験 ニハ絡 テ健康成熟 雄性家 兎テ使用 セ リ。何

レ ノ場合 ニ モ左右心 室 テ同時 二穿刺 シテ得 タル

肺臓動静脈血 テ 實験 二 供 セ リ。遊 離 血糖 ハ

且agedornu.Jensen法 、結 合血糖 ハ恩師飯塚

教授法 テ用 ヒ、血 中沃 度酸値 ハ西垣氏攣法、血

液 瓦斯 ハVanSlyke新 法 、 血液 還元 「グル タ

チヨン」ハTannicliffe法 ニ ヨ レリ。

今 健康家兎 ヨゾ得 タル動静脈 血 二就 テ遊離(14

例)拉 二結合血糖(10例)ノ 清長 テ ミル ニ、遊離

血糖 ハ動脈血 二於 テ減少(5.7%)セ シモ結合血

糖 ハ著 シク増加(22.2%)セ リ。即 チ肺臓 ハ遊離

血糖 ヨ リ結 合血糖 テ生成 スル作 用 テ有 ス。

カ ・ル肺臓 ノ作用 ハ甲状腺機能 ニ ヨリテ如何 ヱ

影響 セ ラル ・ヤハ興味 アル問題 ナ リ。

家 兎(10例)甲 状腺 テ全別 出 セル後12日 一テ左

右 心室 ヨリ同時 二得 タル動静脈血 二就 テ測 定 セ

シ遊離血糖 ハ、健 康時 二於 ケル ト全 ク同様 ノ關

係 ニテ動脈血 二於 テ僅(3.8%)二 減 少 セ リ。

サ レ ド結合血糖 ハ健康 時 二於 ケル ト異 ナ リ動脈

血 二於 ケル檜加甚僅 少(4.2%)ナ リ。

更 二家 兎(10例)テ 甲状腺剤(毎 日各頭 「チ ラヂ

ン」粉 末0.2瓦 宛)ニ テ6日 間飼 育 セ シー、動 静

脈血 ノ遊離血糖 ハ略 ㌃健康 時 二等 シク動脈 血 二

於 テ僅 二(4.5%)減 少 セ リ。然 ル ニ結 合血糖 ノ

増加 ハ健康時 ヨ リ著 シ ク(39.7%)大 ナ リ。

更 二健康家 兎(9例)ノ 左右 心室 ヨリ得 タル動静

脈血 ノ沃度酸値 テ測 定 セ シ ー、動 脈血 二減少

(12.5%)セ リ。前述 ノ如 クシテー一ハ家 兎 ノ甲駄

腺 テ全別 出 シ、一 ハ甲歌腺剤 ニテ飼 育 セシニ、

別 出後 ハ沃度酸値動 静脈 血 二殆 ド差 ナ キニイタ

ル。即 チ強 テ言 ヘバ僅 二動脈 血 二減少(2.2%)

スル傾向 テ認 メタ リ。 サ レ ド甲状 腺剤 ニテ飼育

後 ハ雨者 ノ差極 メテ顯著 ニ シテ、動 脈血 ニオケ

ル減少15.8%二 及 ベ リ。

健康家兎肺臓動静脈血 ノ還元 「グノヒタチ ヨン」ラ

見ル ニ共 二37%ニ テ差異 ナ カ リキ。

肺臓動静脈 ノ血液 瓦斯特 二炭 酸拉 二酸素瓦斯含
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有 量 ハ周知 ノ事實 二屈 ス。健 康家 兎(7例)ノ 左

右心室 ヨ リ得 タル動 静脈 血 ノ炭酸瓦斯 テ測定 セ

シニ、動脈 血 二減 少(7.9Vol%)セ シバ當然 ナ

リ。

今 甲状 腺全別 出或 ハ甲歌腺剤 ニテ飼育 セ シ家 兎

二就 テ ミルニ、何 レモ動脈血 二就 テ炭酸 瓦斯 ハ

減 少 セルモ、 前者 ニ ハ 動静脈 血 ノ差小 一 シテ

(4Vol%)後 者 ニハ著 シク大(9.5Vol%)ナ リ。

酸素瓦斯 ハ勿論健康家 兎(7例)ノ 動脈 血 二檜加

(7・4Vol%)セ シモ、動静脈血 ノ差 ハ 甲状 腺全

別 出家 兎(7例)ニ ハ小 一 シテ(4.2Vol%)甲H犬

腺 剤 ニテ飼育 セ シ家 兎 一・・著 シク大(9.1Vol%)

ナ リ。即 チ甲歌腺別 出及 ビ甲歌 腺剤 飼育家 兎 二

於 ケル肺臓 ノCO、 排 泄及 ピ0、 囁 取 ノ状態 テ

観察 スル ニ、別 出後 ハ雨共 者 二減弱 シ、 甲歌 腺

剤投輿後 ハ檜加 セ リ。

以 上総括 ス レバ次 ノ如 シ。

1.肺 臓 ハ遊離血糖 ヨリ結 合血糖 テ生成 ス。又

血 中沃 度酸値 テ減 少 スルモ血液還元 「グル タチ

ヨン」トハ無關係 ナ リ.

2・ 肺臓 ノ結合血糖 生成沃 度酸値減 少拉 二瓦斯

代謝(CO,・-abgabe,02-aufnahme)等 ノ機能 ハ

甲状 腺 ニ ョリテツ ヨク影響 セ ラレ、 甲状腺機能

ノ元 進或 ハ減 退 ハ是等肺臓 ノ諸機能 テ夫 々充進

或 ハ減弱 セ シムル モ ノナ リ。

52.肺 結核患者ノ血液燐酸化合物分布状

態

巽 次 郎(京都府立署大飯塚内科)

肺結核患者 ノ物質代謝 二關スル報告多撒 アリト

難 モ、未ダ悉サ レタリト云 フベカラズ。殊 二燐

酸代謝 二就テハ、國内二於 テモ松井、熊谷1林

等諸氏 ノ業績 アレド、 ソノ各種燐酸化合物 ノ分

布歌態二就テハ未 ダ詳 カナラズ。於弦余ハChr.

Bomskow氏 法ニヨリ、飯塚内科 ノ入院拉二外

來 ノ肺結核患者二就 キ、各種燐酸化合物テ測定

シテ次 ノ成績 テ得 タリ。

探血ハ早朝室腹時、止ムテ得ザル場合ハ食後5'

時間二行ヘ リ。

病状 ノ判定 ハ圭 トシテ最 モ簡 軍 ニ シテ、臨躰 上

廣 ク使用 セラル ・赤 血球沈 降反慮 ニ ヨレリ。即

チソ ノ中庸値 ニヨ リ4群 二魑別 ス。

症

症

症

症

等

重

輕

中

重

最

8.0-15.0粍

16.0-35.0粍

36.0-80.0粍

81.0粍 以 上

サ レ ド病状最悪 二向 フ時 ハ、赤血球 沈降反慮正

常値 二復 スル事 アルハ周知 ノ事實 ナ レバ、 自他

費 的所 見、拉 二「レ」線 所見 テ参考 トセルハ勿論

ナル モ、特 二血球 計算 ニヨ リコレガ鋏黙 ラ補 ヘ

リ。

成 績

1.絡 燐 酸、重、輕症 テ通 ジ、 一般 二檜加 ノ傾

向 アリ。 サ レ ド貧血 強 キ重症 患者 二於 テハ却 ツ

テヤ ・著 明 二減 少 セ リ。

2.酸 不溶性燐酸、一般 ニハ著攣 ナキモ、輕症

二減 少、重症 二増 加 スル傾 向 アリ。

3.酸 可溶性燐i酸、著攣 無 ケ レ ド、重症患者 二

於 テ著 明 二増加 セル例 アリ。

4.無 機燐 酸、症状 ノ輕 重 ニ ヨラズ過 牛撒 二於

テヤ ・著 明 二壇加 ス。

5・ 焦性燐酸 、檜減常 ナラザ ルモ、症歌重篤 二

向 フ時 ヘ ー般 二減 少 スルモ ノ ・如 シ。

6・ 「ヱ ステル」燐 酸 檜減相牛 ス。

7.「 グ リセロ」燐 酸、 酸可溶性燐酸 トホN"同 一

ノ憂化 テ示 セリ。

53.結 核 菌毒 「P.P.D」 ノ 「ヴィタ三 ン」0

代 謝 二及ボ ス影響 二就 テ

離 詣瀦 究癖)
最近結核 ト「ヴ ィタ ミン」Cト ノ關係 二就 キテハ

種 々 ノ報告 ア リ。實験的 二余等 モ結核 海狸 二於

テ其臓器 「ヴ,タ ミン」C量 ハ著 シク減 少 テ來 ス

ハスデニ報告 セル所 ニ シテ、又最 近肺結核 患者

ノ磯脊髄液 ノ「ヴ ィタ ミン」C量 ノ何 レモ減少 セ

ル テ験知 シタ リ。

種 々 ノ菌毒素即 「ヂ フテ リー」菌 毒素、 「テ タ ヌ

スJ菌 毒素等 モ實験 的 二海狼 二注射 シテ其副腎



鯉 総 會 演 設 要 旨 【第15巻

ノ「ヴ ィタ ミン」C量 ノ減 少 スルモ報 告 サル ・所

ニ シテ余等 ハ以 上 ノ諸鮎 ヨリシテ結 核菌毒 「ツ

ベル クリン」テ用 ヒテ其臓器 「ヴィタ ミン」C量 ノ

定量 テ行 ヘ リ。但余等 ハ薔 「ツベル クリン」二代

フルニSeibert氏 等 二依 リテ純梓 二化學的軍禮

トシテ分離 サ レタル 「ツベル ク リン」P.P.D(The

purifiedProteinderivateofTuberculin)テ

用 ヒ結核海狽群 及 ピ健 常海猿 群 二(0.05mg)連

綾10日 間 注射 セ シメタルニ、健常海猿群 ニ ア

リテハ各臓器共、「イン ドフェノール」定量法 ニ ヨ

リ著 シク 「ヴィタ ミン」C量 ノ低下 セルテ認 メタ

リ。

結 核海狽群 ニ アリテハ(0.05mg)何 レモ4.5時

間 ノ後 ニハ強 キ「シヨ 、ク」症歌 テ以 テ致死 シタ

ル ニ ヨ リ、其 ノ1/1。量(0.005mg)テ 使 用 シタル

ニ副腎 二於 テ其 ノ 「ヴィタ ミン」C量 ノ減 少テ験

知 シタ リn從 テ結 核感染 動物 ノ 「ヴィタ ミン」C

代 謝障碍 ハ主 トシテ結核 菌毒中皮膚反磨 テ呈 ス

ル物質、P.P.Dニ ョルモ ノノ如 ク考 ヘ ラル。

宿 題

54.結 核 ノ高山療法

正木 俊二(富士見高原療養所長)

55.肺 結核患者赤血球沈降反慮ヨリ観タ

ル血液乳酸量 卜白血 求毒性穎粒

都 義一(京都馨大飯塚内科)

肺結核ニヨリテ惹起 セラル ・血液 ノ攣化ハ極 ノ

テ多種多様ニ シテ、殊 二病型、合併症 ニヨリ影

響 セラル ・ハ周知 ノ事實 ナリ。

肺結核症ニオケル含水炭素新陳代謝殊 二血糖及

ビ中間代謝産物 トシテ重要視 セラル ・乳酸 ノ態

度 二就テモニ三文獣二接 スレドモ未グ蓋 サレタ

リト云 フト得ズ。演者ハ肺結核症 二於ケル血糖

血中乳酸及 ピ是等 ト赤沈反慮 トノ關係 ト検索 シ

併 セテー三1と屯-≧ ノ褒表以來血液形態學上興味

アル白血球毒性穎粒 テ検索 シー一定 ノ成績 テ得 タ

ルテ以 テ弦 二報告セントス。

肺結核患者ハ我飯塚 内科入院及 ビ外來患者中二

求 メ、臨躰 症状、 「レン トグ ン」像 、赤沈反慮等

ラ参 照 シ、探 血 ハ何 レモ早朝 室腹時 二之 テ行 ヒ

血 中乳酸 ハClausen氏 法 、血糖 ハ 且agedorn-

Jansen氏 法 白血球 毒性穎粒 ハMommsen氏 法

二糠 レリ。

(1)健 康者 血 中乳酸量及 ピ血糖 モ10例 ニツキ

検 スル ニ、血 中乳 酸量 ハ6.52-10.90mg%、 李

均8.84mg%ニ シテ血糖 ・・李均86.6mg%ナ

リ。

(2)肺 結 核患者45例 二就 テ見 ル=血 中乳 酸量

ノ・一般 二上昇 シZF均 血 中乳酸量 ハ16.04mg%

ナ ル モ、血糖 ハ85.5mg%ニ シテ著攣 テ認 メズ。

(3)檜 殖 型肺結核症12例 ニオケル血中乳酸量

ハ11.60-14.85mg%、 李 均13.09mg%ニ シテ

肋 膜炎 テ合併 セ シモ ノ3例 ハ結核 竈 ノ割合 二梢

ヤ高度 ナル上昇 テ示 セ シ外 著 シキ 上昇 テ 認 メ

ズ。

(4)滲 出型肺結核症19例 ニツ ィテ見ル ニ血糖

ZF均 値 ハ87.4mg%ニ シテ檜 殖型 二比 シ梢 亙上

昇 ノ傾 向 テ認 ム。血 中乳酸 量 ハ李均18.67mg%

ニ シ テ著明 島上昇 シ殊 二喀 疾 中二結核菌 テ謹 明

シ褒熱 亦38.0度 以 上 二及 ブモ ノハ何 レモ血 中

乳 酸量高 シ。

(5)混 合 型14例 二於 テ増殖型病竈 ノ圭 ナル モ

ノ5例 二於 テハ何 レモ乳酸量 二著 明 ナル攣 化 オ

ケ レ ドモ、滲出型病竈圭 ナル モノハ何 レモ高値

テ刀くセ リ。

(6)赤 沈 反磨 トノ關係26例 二於 ケル赤沈反慮

ト血 中乳 酸量 トノ關係 ハ略 ≧ZF行 的關係 テ認 ム

ル ガ如 キモ必 ズ シモ然 ラザ リキ。

(7)肺 結 核 患者 白血球毒性穎粒33例 二就 テ見

ル ニ何 レモ出現卒高 クZF均23.08%ニ シテ健康

人卒均値2.9%二 比 シ著 明 ノ上昇 テ示 スハ從來

ノ文献 ニー致 ス。

(8)赤 沈 反慮 ト毒性穎粒 出現率 トノ關係45例

ニツキ見 ルニ出現卒0-10%ノ モ ノ、赤沈 中庸

{質39.1、10--2%54.4、20-30%ノ:E.ノ 「 テ

ノ、36.4、30-50%ノ 、73.2、50-70%61.3、

70-100%ニ テ ハ6.1一 シテ大 略蚊 行的 關係 ア
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ル ガ如 キモ、個 々 ノ例 二於 テ又同一人再三 ノ検

査 二於 テ見 ルニ必 ズ シモ然 ラズ シテ、穎粒 ノ出

現 高率 ナルモ ノ ト錐 モ赤 沈中庸 贋大 ナ ラザ リシ

モ ノテ認 メタ リ。

以 上 テ総 括 スル ニ

(1)肺 結 核患者 ニオケル血中乳酸 量 バー般 二壇

加 ス。

(2)而 シテ ソノ増加 ノ程 度 バー般 二増 殖型 ヨリ

モ滲 出型 二於 テ高度 ニ シテ且喀疾 中 二結 核菌 テ

謹 明 シ、登熱高 キモ ノニ著 明 ナ リ。

(3)赤 沈 反慮促進度 ト血 中乳酸 ノ檜加 トハ必 ズ

シモ拉 行 セズ。'

(4)赤 沈 反慮遅速 ト白血球 毒性穎粒 出現 率 トハ

必 ズ シモ常 ニー激 スル ニア ラズ。

55追 加

渡 邊 三 郎

刀根 山病院 デモ農野君 ガ早 クカラ肺結核 患者 二

於 ケル乳酸代謝 テ検 ベ テ居 リマ ス、 ソノ60名

二就 テ今 日迄得 マ シタ成績 デハ強度滲 出姓結核

コ トニ ソ ノ内 デモ肺瘍 二於 テハ ソ ノ値 ガ高 イノ

デ アリマ ス。別 二實験的 二海狽結核 二於 テ響1,

2,3,5週 目 デ ソノ臓器 ノ孚L酸量 ラ検 シマスル

ト、 ソノ増加 率 ハ最 モ高 イ ノガ肝臓 デ ソレニツ

イデ睾丸、脾肺 及 ビ腎 ノ順 二値 ガ低 クナ リマ ス

即 チ肝 二於 テハ乳酸麗 置能力 ガ最 モ早 ク且ツ著

シ ク障碍 サ レマ ス.腎 ハ反 之最 モ輕 イ檬 二考 ヘ

マ ス。 コノ問題 二就 テハ實験績行 中 デ ァリマス

カ ラ イヅ レソノ成績 テ機 テ得 テ申 シ上 ゲ ラレル

ト思 ヒマス。

56.油 剤 ノ肺胞内排泄二就テ

高 崎 保(東 京鴻上病院)

静脈内二注入セラレタル油剤ハ肺胞壁毛細血管

二塞栓 トシテ抑留セラレ、或一定量以上 ノ注入

二際 シテハー部ハ肺毛細血管系テ通過 シ大循環

二入 リ各臓器血管内二嵌止 シ、沈著 シテ各種 ノ

排泄的蓮命ラ辿ルモ ノデァル。

肺臓 二於 ケル是等物質 ノ排泄機轄 二關 シテハ從

來各研究者紛々 タル諸読 テ稻へ脂肪塞栓 ノ吸牧

機轄 二關 スル眞理 二向 ツテハ尚幾多 ノ研究 問題

ガ残 サ レテヰル。

要 スルニ肺 ノ毛細血管 二嵌 止 セル脂肪塞栓 バー

方 二於 テハ血清Lipaseノ 作 用 ニヨ リ分解 吸牧

サ レ或 ハ膿細胞 二囁取 セラ レ或 ハ又 一部 ハ肺胞

内二逸出 シ外界 二排泄 サル ・モ ノト見倣 サル、

静脈 内二注入 シタル油脂物質 ガ肺胞 内 二逸 出 ス

ル事 テ認 メ タ ル ハBergmann,Gr5ndahl,

Siegmond,邦 國 ニテハ古城、小笠原、森、中村

ソノ他 ノ人 々ガ アツテ氏等 ハ肺毛細血管 テ逸 出

シ肺胞 内二脂肪 滴 ノ透過 スル事 テ實験的 二謹明

シタル モ此 ノ際透過 機轄 二封 スル生物學的機能

ノ存否 二關 シテハ何等 言及 サ レズ。

肺胞 内排泄(Alveolarausscheidung)ナ ル言葉 ハ

生物學 的機能 テ加 味 シタル モ ノナル爲斯 ル肺胞

内透過 ノ所 見 二封 シテ排泄 ナル言葉 ハ柳 力不穏

當 ト見倣 サル ・鮎 ア ル モー部 ノ學者例 ヘ バ

Jeckeln.Ernstノ 如 キハ生禮組織培 養 ニヨ リ、

血管 ヨリ漏出 セル脂肪滴 テ肺胞 上皮 ガ直接囁 取

シ肺胞 内二排泄 スル状 テ顯 下 二認 メタ リ ト唱 へ

肺胞上皮 ハ斯 ル物 質 ノ、肺胞 内排泄 二封 シbiolo-

gischaktivノ 作 用 テ螢爲 スルモ ノナ リ ト主張

シ排津 ナル言葉 ノ適 當 ナル可 キ ラ論 ズ。

余 ハ油剤 トシテ「オ レー フ」油(精 製)。 肝 油(局

方)ト 特 殊 ノ油脂 ノ不鹸 化物 ナル高度高級不飽

和炭化 水素SqualenC3。 且5。 ナル物質 トノ家 兎

静脈 内注入 ニ ヨル肺 二於 ケル塞栓拉 二排泄 ノ状

況 テ験 シタルニ何 レノ場合 二於 テモ ソノー部 ハ

肺胞 内 二逸 出 ステ事 テ認 メ然 モ逸出 シテ肺胞 内

二認 メラル ・ニハ比較 的多量 ノ注 入テ要 スル事

ラ確認 スル テ得 タ。是等 ノ事 實 ヨリシテ肺胞 内

排泄作用 ハ物理的機械的作用 ガ主 トナルモ ノニ

非 ズ ヤ トノ考 テ抱 クニ至 ツタ。爾 前二者 ノ注 入

ノ場合 二比 シ大、小喰細胞 ノ出現 多数 ナルヲ認

メタ。

今 一 ツ興 味 ア ル 問題 ハ 高度不飽和炭 化水素

Squalenテ 使 用 シタル際 二肺胞壁毛細血管 内 ノ

Squalenノ ・塞栓物 質及膿細胞 内或 ハ淋 巴間 隙内

ノ同物質 二注 入敷 日後 二於 テ或 ル種 ノ移動 ニ ヨ
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ル特殊ナル分布 テ示 ズニ至ル事ラ認メタ.即 血

管及氣管枝 ラ取 リ巻 キテ該物質ガ移動推移 シ限

局性 二蝟集 セル像 テ示 スニ至ル事 ヲ登見 礼

斯 ノ如キ推移ノ起ル原因ハ未ダ全 クハ明ナラザ

ルモ肺 ノ呼吸蓮動ニソノー部 ノ誘因テ求 メ得 ラ

ル ・モ ノト思ハル即血管及氣管枝 ノ如キ呼吸蓮

動 二際 シ比較的ruhigナ ル部分二移動 スル所

謂物理的求心力ニー部 ノ原因ハ蹄セラル可 キモ

ノト信ズ。斯 ノ如キ物質 テ肺 二於 ケル結核症 二

癒用 スル場合 二比較的静止 ノ歌態 ニアル結核結

節及結核性攣化竈 ノ圏 リニ該物質 ノ蝟集 ス可 キ

ハ何人モ直 二想像 サル可キ事柄 ニシテ結核治療

上一新生面 テ拓 クモノタルラ信ズ。然 レドモ現

今省本問題 二就 テハ研究中ナル爲他 日ノ登表二

譲ル。

57.肺 結核患者二於ケル水泡液二就テ

岳野韓 聖(京都府立聲大飯塚内科)

從來肺結核患者 二於ケル血液成分、或ハ胸腔乃

至腹腔滲出液 二關 シテハ、實験的拉 二臨躰的方

面 ヨリ爲 ナレタル業績枚基 二逞 アラザルモ、該

疾患時 二於 ケル水泡液二關 シテハ報告稀 ナリ。

水泡液 ヲ腸「チフス』ノヴィダル反慮 二慮用セル

ハ、 衆知 ノ事實ニシ テ、 其他試験材料 トシテ

使用セシモノニ、岡崎、ゲスレル、カウフマン

ボ シカ、幅島及 ビローゼンバ ッハ氏等 ノ報告 ア

リ。

余等 ハ肺結核患者二就キ、 ソノ炎症拉二新陳代

謝機轄 ノー部 テ洞察 セントスル目的 ラ以テ、褒

泡膏二依ル水泡液 二就 キ、細胞成分、遊離糖量

ラ測定 シ、血液 ノソレト比較考察 シ得 タル成績

ノ概略テ報告 セントス。

實験材料及 ピ方法

被験者ハ封照 トシテ使用セル健康者蛇 二我 ガ飯

塚 内科二入院 セル肺結核患者20名 ナリ。

先 ヅ、強力登泡膏 ヲ「リント」二塗布 シ、其方2

糎 ノ大 サ ノモノテ、輕 ク「アルコホル」ニテ清浮

セル上膳部外側 二貼布 シ「ガ日ぜ」ニテ覆 ヒ、上

部 二繍帯 テ纏絡 ス。貼布時間ハ総 テ午後5-6

時 ニ シテ1約15時 間 後、翌早朝 室腹時 二、生

ジタル水泡液 ト同時 二血液 テ探 取 シ、之 二就 キ

・遊離糖 量(ハ ーグ ン ドル ン氏法)
、 血球 計算(ト

ーマ ツア ィス計算器)白 血球分類及 ビ赤血球沈

降速度 試瞼(ウ エス タグ レン氏法)ヲ 施行 セ リ。

實験 成績 」

1.赤 血球 沈降速度 ノ中等便 ハ、肺結 核患者 二

於 テ卒均54.71粍 ニ シテ、封 照 ノ3.8粍 二比 ス

ル バ著 シク速 カナ リ。

2.水 泡液 中 ノ白血球数 ハ肺結核 患者 二於 テ、

1琵 中李均1,886ニ シテ封 照 ノ1,556"比 ス レ

バ大 ナ リ。又血液 中 ノ白血球撒 ハ結核 患者 二於

テハ李均8,148一 シテ、 封照 ノ6,728二 比 スレ

バ著 シク大 ナル テ認 ム。

3.水 泡液 中 ノ淋巴球数 テ血液 中 ノ夫 二比 スル

ニ、結核 患者 ニテハ0.215ト ナ リ、封 照 ノ0.324

二比 シテ1J・ナ レ ドモ、 中性嗜好性 白血球 ノ夫 二

就 テ見 ルニ大差 ナ シ。

4.遊 離糖量 ハ、結核、封 照共 二水泡液 中 ノ夫

ヨリ高 久 卒均差 ハ結核患者 ニテ24.Omg/dl封

照 二於 テハ22.4mg/dlナ リ。

今 個 々 ノ症例 二就 テ、血 中遊 離糖 量 ト水泡液遊

離糖量 トノ差 テ見ルニ、封 照 二於 テ ハ18-34

mg/dlニ シテ、肺結 核患者 二於 テハ5-54m9/dl

ナ リ、但 シ1例 水泡液 二於 テ血液遊離糖 量 ヨリ

高 償ナルモ ノア リキ、 二者 ノ差 ハ大 盟臨躰所見

ノ輕少 ナル者程大 ニ シテ封 照 二近 ク、重症 ナル

モ ノニ於 テハ其 ノ差極 メテ小 ナ リ。

5.水 泡液 中 ノ赤 血球 敷 ハ、肺結核患者 二於 テ

1粍 中ZF均3,970、 封 照 ノ5,262二 比 シテ小 ナ

リ。

6.赤 血球沈 降速度 中庸償、水泡液 中 白血球 数

及 ビ遊 離糖量 トノ間 ニハー定 ノ關係 テ認 メ 得

ズ。

以上 ノ事實 ヨリ

1.水 泡液及 ビ血液共 二白血球 敷 ノ大 ナ リ シ

バ、結 核患者 ノ炎症 準備撒 態 テ物語 ルモ ノ ト理

解 ス。

2.結 核患者 ノ水 泡液遊 離糖量 ト血 中遊離糖 量
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ノ動揺範園 ノ大 ナルハ、結核患者.=於 テハ、植

物性紳纏系統 ゐ動揺 シ易キニ員フ所 アランモ、

又此 ノ糖差 ハ該患者 ノ新陳代謝状態 テ指示 スル

ニアラザルカテ思ハ シム。

58.結 核個髄二於ケル網状赤血球二關ス

ル實験的研究

早川 芳良崎 胤議)

其 ノー。 植物神縄 ノ支配下 ニ アル造血臓器 ヨ リ

生 ズル網状赤 血球 ノ出現卒 ガ、VitaminB拉C

ノ鋏乏 、結核 感染 ニ ヨツテ如何 二攣 化 テ受 クル

カ テ検 スル爲 二次 ノ如 キ實鹸 テ櫓 テセ リ.自 嫁

兎 二V.B鋏 乏 食、1ケ 月。V.C訣 乏 食10週

間 、人型結核 菌5mg腹 腔 内感染後3週 ノ3群

ノ家 兎 二、各種 植物沸経 毒 テ注射 シ、其 ノ出現

スル網状赤血球 テ時間的 二検 シ、其 ノ出現卒 ノ

動揺 テ観察 スル ニ、V.B鋏 乏 食 ニテ飼育 セル家

兎ハ、 各種神経 毒 二封 シ動揺 著明 ニ シテ、結核

家 兎之 レニ次 ギ、V.C鋏 乏 食 ノモ ノノ・、 「セカ

コル ニ ン」、 「ス トリヒー ン」、 「ア トロピン」 一

封 シ動揺著 明 ナ リ。(註 、植物紳経毒、 「ア ドレ

ナ リン」、 「ヒョ リン」、 「セカ コルニ ンJ、 「ア ト

ロピ ン」、 「,ピロカル ピン」、 「ス トリキニー ネ」。

其 ノニ。家 兎二、 「プィ オ ン」、薔 「ツベ ルク'リ

ン」、無蛋 白 「ツベ ル ク リン」等 テ連績皮 下注射

テ行 フー、網 状赤血球 バー時 的 二著 明 二出現 ス

次 二家 兎 二人型 結核菌 テ感染 セ シム レバー定時

日後 二網状赤血球 出現率 ハ増加 ス。感染量大 ナ

ルモ ノハ、小 ナル モ ノニ比 シ、網状赤血球 ハ早

期 二多量 二出現 ス。次 二VitaminB鋏 乏 食 二

家 兎 テ飼育 スル ー、5週 目 ヨリ網 状赤血球 出現

傘 ハ著明 二増加 ス。

VitaminC鋏 乏 食 ニテ飼 育 セル家兎 二於 テハ、

網状 赤血球 出現率 ハ10週 目二於 テ梢 く著 明 二

檜加 スルモ、其 ノ後減 少 シテ18週 デハ元値 二

飾 ス。 家兎 テ飢餓 二陥 ラ シムル ト、網封赫 血球

ノ出現率 ハ次 第 二減少 ス。

59.人 工 氣胸J心 臓 分時搏 出量 ノ影響 二

關 スル研究

第二報 蓮動時二於ケル分時搏出量

葛西 ざも(著馬識

安静時二於 ケル人工氣胸前後 ノ心臓分時搏出量

二及 ボス影響 二就テハ既二昨年北海道留學會二

於 テ報告ゼル所 ナルモ今同・・輕度 ノ蓮動員荷 ニ

ヨル人工氣胸前後 ノ心臓分時搏出量 ノ關係 ラ研

究 セリ、實験方法バグロールマン氏 ノ 「アセチ

レン」法 テ使用 セリ、其 ノ結果17例(右 側12例

左側5例)ノ 偏側人工氣胸患者 二於テ安静時 ニ

ハ氣胸前二比 シ氣胸後30分 ニテ右側 ノ2例 、

左側 ノ1例 ラ除 キ他 ハ多少二拘 ラズ減少 ノ傾向

テ示 シ其 ノ減少率ハ右側ハ左側 二比 シ梢 ≧大ナ

リ、運動時二於テハ左右共 二例外 ナシニ悉 ク氣

胸前二比 シ氣胸後 ノ心臓分時搏出量 ノ檜加 テ認

メ左側ハ右側二比 シ其 ノ壇加卒大ナ リ。爾側 二

廣範ナル病竈 テ認 メ或ハ衰鶉著明ナル者 二於 テ

ノ・左右別二關係ナク大 ナル檜加卒 テ認 メタリ。

以上ニヨリ人工氣胸ニヨル肺虚脱ガ心臓機能 二

及ボス作用殊 二輕度 ノ蓮動ガ心臓 二及ボス影響

ノ如何二大ナルカテ謹明セ リ。

5.症 候診箇鼓二豫後

60.結 核性疾患二於ケル循環器障碍二封

スル研究 第一報 肺結核二於ケル

動、静脈塵i鼓二循環血液量二就 テ

灘 款(馨勲

肺結核 ノ経過 中 ニハ種 々ノ循環障碍 テ來 入 テ以

テ、此 テ精査 スル事 へ 極 メテ重要 ナル コ トデ

アル。之 ガ研究 ハ少 クナ ィガ、未 ダ不 明 ナル貼

ガ多 イ。演者 ハ其 ノ研究 ノ第一歩 トシテ佐 々内

科 入院患者43名 二就 キ、動脈歴、静脈 歴、循.

環 血液量 テ測 定 シ、之 ト臨躰所 見 トノ關係 テ観

察 シタ。

動脈 歴 ハRivaLRocci氏 血歴 計 テ用 ヒ、静脈歴

ノ・Moritz-Taboraノ 観 血 的方法 二從 ヒ
、循環

血液量 ハSeyderhelr血Lampe/TrYpanrot

注 入法 二依 リ、患 者 室腹時可 及的同一條件 ノ下

二測定 シタ
。
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先 ヅ封照試験 トシテ、健康成人、拉 二循環障碍

無 キ非結核患者15名 二就 キ測定セルニ、静脈

座ハ最高100粍 、最低65粍 、李均75粍 水柱テ

示 シ、循環血液量ハ盟重毎冠最高89.2耗 、最

低75.1琵 、ZF均82.3耗 ナル値 ラ得 タ。此 ノ雨

値 ハ、淺井、小島、古川、田崎、石川、大谷等

ノ健康 日本人 二就 キ得 タル成績 ト大膿一致 ス.

次 二結核患者43名 二於 テハ、最高動脈歴ハ最

高138粍 、最低88粍 テ示 シ、静脈厘iハ最高145

粍、最低21粍 、李均76.4粍 水柱、循環血液量

ノ・禮重毎冠最大104.9耗 、最 小66.7妬 、ZF均

80・8琵 ナル値 テ得 タ。其 ノ中静脈座ハ15例 二

於テハ封照最低値 ヨリ低 ク、10例 ハ封照最高値

ヨリ高 イ。又循環血液量ハ15例 二於 テ封照最

低値 ヨリ低 久9例 ハ封照最高値 ヨリ高 イ。他

ハ何 レモ正常範園内ニアル。

最後 二此等 ノ檜減 ト農温、病竈 ノ廣サ、肺活量

症状 ノ輕重 トノ關係 テ観察 スルニ、次 ノ様 デア

ノレo

膿温 トノ關係:第1表 ノ如 久38度 以上 ノ螢熱

例 二於テハ、38度 以下 ノモノニ比 シテ、攣化 テ

來 スモノ多 久 其 ノ際循覆血液量ハ増加 シ、静

脈歴ハ降下 スルモノガ多 イ。

病竈 ノ廣 サ トノ關係:第2表 ノ如ク、病攣全肺

野 ノ牛以1ニニ及 ブモノハ、共 レ以下 ノモノニ比

シテ循環血液量ハ減少 シ、静脈座ハ上昇 シ、動

脈厘…ハ低下スルモノガ多 イ。

病型 トノ關係 二滲出性 ノモ ノハ檜殖性及 ピ硬憂

性 ノモノニ比 シ循環血液量、静脈歴共 二減少 ノ

傾向アルテ認ル。

肺活量 トノ關係;肺 活量減少 ト共 二循環血液量

減少 シ静脈歴、動脈歴低下スルモノ多 イ。

病状 ノ輕重 トノ關係:輕 症例 二於テハ循環血液

量、静脈歴梢 ㌃壇大 スルモ、重症 トナルニ從 ヒ

之ガ減少 スルモノ多 久 動脈歴モ同様低下 ノ傾

向ラ認ル。

以上ノ成績 テ縮括 スル ト肺結核患者 ノ動脈歴ハ

病勢進行 ト共 二低下スルモノ多キハ諸家 ノ報告

ニー致 スル。循環血液量及 ピ静脈歴ハ増加スル

モ ノ ト却 ツテ減 少 スルモ ノ トガアル ガ病 勢進行

ト共 二後者 ノ方 ガ多 クナル。 之 テWollheimノ

読 二從 ツテ解繹 スル ト本症 二於 ケル循環 器障碍

ハ多 クハMinusdekompensation印 チ圭 トシテ

結核 菌毒素 二依 ル血管障碍 デア リ、又 一部 ハ心

臓i衰弱 ニヨルPlusdekompensationナ リ ト言

ヒ得 ル。然 シWollheimノ 設 ニモ爾疑義 テ置

ク人 モ少 クナイ許 リデナ ク、一方循環 血液 量 二

封 シテモ上述 ノ如 ク登熱 其 ノ他種 々ナル要 素 ノ

影響 テモ考 ヘ ネバ ナ ラナイカ ラ以 上 ノ如 キ解繹

ノ當否 二就 イテハ爾今後 ノ研 究 テ重 ネル積 リデ

ア ル 。

61.主 氣管枝7病 攣二起因スル頑固ナル

咳漱二就テ

罐 量懸(東 京市療養所)

第1例23歳 ♀

家族歴及既往歴二特別ナ事ハアリマセン。

昭和8年8月 肋膜炎 ト同時 二肺結症 ノ診断 テ受

ケマシタ^

昭和10年11月22日 京京市療養所 二入所致 シ

マシタ、患者ハ入所以來激 シイ頑固ナ乾性咳漱

二・1歯マサ レナガラ昭和11年2月3日 二死亡 シ

マシタ、死後剖検 ノ結果、右肺 ノ圭 ナ攣化ハ乾

酪性氣管枝肺炎デ左肺ハ細菓性滲出性病竈 ガ散

在 シテ居 リマシタ。氣管ニハ潰瘍拉 二結核結節

ガ見 ラレマス。左主氣管枝 ニハ充血及肉芽組織

二依 リマシテ高度 ノ狭窄 テ呈 シテ居 リ、之二乾

酪様物質及粘液 ノ爲二殆 ド閉塞 サレテ居 リマシ

タ.之 カラ末梢部ハ寧 ロ旗張 シテ居 リマス。右

肺 ノ氣管枝ニモ輕度 ノ結核性潰瘍 ガ見 ラレルモ

ノモアリマシタ。

第2例28歳 ♂

家族歴ニハ特別ナ事ハ御座 イマセン。時々喘息

二拶マサ レテ居 リマ シタ。

昭和3年3月 登熱 二依 リマシテ肺結核症 ノ診断

テ受ケマ シタ。昭和9年11月30日 二入所致 シ

マ シタ。此 ノ患者 モ入所以來第1例 ト同檬 ナ頑

固ナ咳漱 二悩 マサレナガラ昭和11年2月2日
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死亡致 シマ シタ。

死後剖検 ノ結果、雨肺上葉 ニハ硬化性病竈 テ見

マ シタ.氣 管ハ右側 二牽引サレテ居 リマス。其

他左圭氣管枝二狭窄 ガアリ第1例 ト同様 ナ所見

テ呈 シテ居 リマスガ唯異ナル庭ハ左氣管枝 ノ末

梢 ニモ狭窄 ガ見 ラレル事 デアリマス。

第3例30歳 ♀

兄妹 デ肺結核症デ死亡 シタ人ガアリマス。既往

歴ニハ特別 ナ事 ハ御座 イマセ ン。昭和7年7月

撚 二依 リマシテ肺結核症 ノ診断 テ受 ケ マ シ

タ。

昭和7年10月25日 入所 致 シマ シテ カラ左側 二

人 工氣胸 ラ行 ヒマ シテ順 調 二経 過 シテ居 リマ シ

タガ昭和8年8月 頃 カ ラ丁度喘息褒作 二似 タ咳

徽 二苦 ル シメラ レ、喘 息患者 トシテ取扱 ツテ居

リマ シタガ昭和8年11月20日 二死亡致 シマ シ

タ。

死後剖検 ノ結果、右肺中葉舌様部 ハ乾酪性病竈

左肺ハ硬化性病竈 デ在 リマ シタ。氣管 ニハ分岐

部 ヨリ約1cm上 部 ノ所 二約2cm二 亙 ツテ充

血及肉芽組織二依ツテ狭窄 ヲ來 タシ、ヤツ ト清

息子 ガ通ル程度デアリマス。左主氣管枝 ニモ狭

窄 ガァリマシテ此方ハ滑息子モ通 リマセン。之

カラ末梢部ハ鑛張 シテ居 リマシタ.右 側氣管枝

ニハ輕度 ノ結核性潰瘍 テ見ルモノモ ア リマ シ

タ^

以上3例 二就テ考ヘテ見マスルニ各 々ノ頑固ナ

咳漱 ハ是等氣管拉二圭氣管枝 ノ狭窄 二依ルモノ

ト考ヘル ノガ妥當 ト思 ヒマス。

倫第1例 、第2例 ノ如 ク右肺ガ重症 ナルニ拘 ラ

ズ。左側圭氣管枝 ガ強 ク侵サ レテ居ルコ トハ左

側圭氣管枝 ガ右側二比 シテ其 ノ管腔 ガ細 イ事長

イ事、或ハ其 ノ走向、亦ハ大動脈及肺動脈 ガ左

側圭氣管枝 テ乗 リ越ヘテ居ル ト云 フ様ナ解剖學

的差位ガ關係 シテ居ルカ ト思ハ レマス。

術肺病竈ハ第1例 ハ滲出性、第2例 ハ硬化性、

第3例 ハ混合型デアルニ拘 ラズ各 々ノ狭窄部 ノ

組織學的所見ニノ・著 シイ差異ハ見ラレマセンデ

シタ。之ハ氣管拉二氣管枝 ノ病攣ハ必 ズシモ肺

病竈 ノ病機 トハー致 シナイト云 フ興味アル所見

デアル ト思ハレマス。

61追 加

渡 邊 三 郎

演者 ノ例 デ頑固二喘 息様症歌テ呈 シマシタモ ノ

ニ追加 サセテ頂 キマス。「患者ハ6歳 ノ男子デ麻

疹後中耳炎 テヤミ、 ソノ後高熱持綾 シテアル公

立病院小見科デ乾酪性肺炎 トシテ豫後紹封不良

トシテ刀根山病院へ蓬 ラレテ來 タモノデ、所見

ハ脈搏約120テ 前後 シ禮温38度5分 、顔面俘

腫状、手足背二輕度 ノ浮腫 アリ、喀疾漿液粘性

多量、咳噺激 シク、喘鳴 ト呼氣性呼吸困難 アリ

即チ喘息様 テ呈ス。尿 ハ蛋白中等度陽性、「ウロ

クロモゲン」、「ウロビリノーゲ ン」反慮、共 二張

陽性胸部 デハ前後共左胸ハ梢 弓廣張 シ、右胸ハ

上部鼓性輕濁、中下部中等度濁、錬診上雨胸一

面二乾性 「ラッセル」テキク、右前胸第三肋間 ノ

胸骨側ニヨツテ梢 ≧胸壁腫脹 セリ、結核菌疾中

陰性ナリシタメ膿胸 ナラズヤ ト考へ小澤凱夫教

授 二「プンクチオン」テ乞 ヒ、膿 テ確 メ、直 チニ

排胸 シ、 ソノ直後 カラ、胸部所見上「ラッセル」

清失 シ、喘鳴拉 二呼吸困難去 リ患者ハ日テ経テ

全治 セリ。

コノ例 デ興味 アル事へ 胸部 ノ所見ガ何 ニヨツ

テ惹起サレタヵ、庫チニ夫 レテ肺結核 ナリトス

ル事 ノ間違 ヒデアリ、常二臨躰徴候 ノ嚴格 ナル

吟味ガ行 ハル可 ギデアル事 テ教バ リ、且 ツー側

ノ主要氣管枝 ノ厘i迫ニヨツテ雨胸二呼吸音 ノ愛

化拉 二喘徳 檬症状 ガ來 タ鮎デアリマス。

61二 封 スル質問

楢 林 兵 三 郎
61番演者 ノ所述 ノ如 ク左側氣管枝 ノ狭窄 ラ起 セ

ル配下 ノ肺組織 ノ攣化バー般結核性鍵化 ノ他 二

爾ホ狭窄其 ノ物 二由ル影響的憂化 テ認 メザ リシ

ヤ。

61答

相 澤 一 太 郎

答辮1左 肺 ノ呼吸音ハナ曾強 シテヰテ、乾性 「ラ」

音 ラ聴取 シマ シタ。第3例 ハ氣胸 テ行 ツテヰマ
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シタカラ、呼吸音 ハ聞ヘ マセ ンデ シタ。

答辮2末 梢 ノ肺組織 ハ無氣 状態 二陥 ツテヰマ

スo

特 二、第3例 、第2例 デハ無氣性硬化 ノ状態テ

不 シテヰマタ。

62・ 微量血清ニヨル結核 ノニ三診断法二

就イテ

附ピルケ氏反鷹 トソノ局所血液像二

就イテ

渡 會 浩(九大金子内科 細菌學)

毒鰐(翻 萄
結核 ノ早期診断及 ビ豫後判定 ノ目的二赤血球沈

降速度測定及 ビ幾多 ノ血清反鷹 ガ廣 ク行ハ レテ

ヰルガ、余等ハ最新 ノ知見 トシテ吾 ガ教室入院

治療中ノ結核性、非結核性疾患者約90例 蛇 二

實験的結核動物及 ピ非結核動物約20例 二就 イ

テ、 ウェル トマン氏反慮 ノ微量憂法タル且avus

氏法、長谷川氏 ノ非抗酸性結核菌ニヨル凝集反

慮及 ビ、赤血球沈降速度 ピルケ氏反癒測定 テ併

セ施行 シ、是等/償 二就 イテ比較攻究 シタ。而

シテ是等 ノ血清反慮 ガ極微量 ノ血清デ足 リ操作

ガ簡易デアツテ、而カモ診断的憤値 二富ムコ ト

ラ認 メ得 タ ノデ＼弦 二其 ノ成績 二就 イテ報告ス

ノレo

第 一 微量血清 ニ ヨ ル ウ ェル トマ ン氏反磨

(Havus氏 法)

ウ ェル トマ ン氏反慮 ハ周知 ノ如 久 同氏 ニヨ リ

1930年 登 表 サ レタ 「コロ イ ドラビリテー ト」テ

利 用 シター種 ノ加熱凝 固反慮 デァル。

1936年Havus氏 ハ、 ウ ェル トマ ン氏反慮 ノ微

量攣法 テ褒表 シタ。 即 チ試藥 ハ先 ヅ基 本液 トシ

テ12.5%ノ 、 結晶性盤 化 「カル シュー ム」溶 液

(Cacl2・6且20,,Kahlbaum")テ 作 リ、使 用液 ト

シ テ、其 ノ1.0,0.9,0.8,0.7,0.6,0.5,

0.45,0.4,0.35,0.3,0.2,0.1重 毛テヲミ、々100

琵 ノ「メスコルベ ン」ニ トリ、是 二蒸宣留水 テ加 く・

テ種 々 ノ濃 度 ノ稀繹液 テ得 ル。是等 ノ稀稗液 ノ

0・4耗 宛 テ ウィダー ル氏試験管 二取 リ、被検者

血清 ノ蒸鰹水10倍 稀繹液0.1琵 ヅ ・テ加 ヘテ.

沸縢水中デ煮沸スルコ トユ1分 間、取出 シタ血

清蛋白 ノ凝固駄態 テ見ル。試験管 ニハ濃度 ノ高

イモ ノヨリ順 二1ヨ リ12迄 ノ番號 テ附 シ、凝

固物 テ認 メ得 ル最終 ノ試験管 ノ番號 テ以テ該血

清 ノ償 トスル。余等 ハコノ反慮 テWeltmann一

且aVUS氏 反慮 ト稻iシタイ。

第二 長谷川氏非抗酸性結核菌ニヨル結核凝集

反鷹

長谷川氏等ハ「コンバラマ リン」ラー定 ノ結核菌

培養基 二添加培養 スルコ トニ因 リ得 ラレタ非抗

酸性結核菌 デ、卒等性 ノ極 メテ完全 ナル菌浮游

液 テ作 リ、是 レテ凝集元 トシテ、患者血清二就

テ凝集反鷹 テ施行 シテ優秀 ナル成績 テ爆グテヰ

ル。弦 二於 テ余等 ハウエル トマンーハー ブ.ス

氏反慮及 ピ長谷川氏法 ニヨル凝集反慮 ラ赤血球

沈降速度及 ビピルケ氏反慮 ト共 二、閉鎖肺結核

患者31例 開放性肺結核患者17例 拉 ピニ封照 ト

シテ、健康者(馨 師看護婦研究室助手 二限ル)20

例及 ビ他疾患 ノ患者17例 ユツィテ試 ミ、叉 ウェ

ル トマンー一ハー ブ・ス氏反慮 テ健康海狽9例 、

健康家兎2例 、健康牛、馬、山羊各1例 ニツイ

テ、凝集反慮テ實験的結核海狸11例 ニツイテ

検 シタ.夫 等 ノ成績ハ次 ノ5表 二示 ス如 クデア

ル。 ウェル トマ ンーハープ.ス氏反慮ハ、原法 ノ

如 ク凝固帯ハ、健康者デハ試験管番號第六乃至

第七二及 ピ、 ソレニ達 シナ イノテ短縮 セリトイ

ヒ、第八以上二及 ブノテ延長 セリトナシタ。凝

集反慮二就テハ長谷川氏 二嫁 レバ50倍 稀繹以

上 ノ血清デ凝集サレルモ ノテ陽性 トシテヰル。

余等 ノ實験二於テハ健康者 デハ、凝固帯ハ大多

激正常値 ニアル。凝集債ハ多ク陽性 ノ反慮ヲ示

シ、池田ノ如 キ400倍 稀繹 ノ血清 デモ陽性デア

ル。閉鎖性肺結核患者ハ凝固帯 バー般二輕度 ノ

短縮 テ示 スガ、必ズシモ沈降速度 トZF行ハシナ

イ。

甲表A群9例 ハ、ハ氏反慮及 ビ沈降速度共二正

常値 ニアリ、経過ハ良好 デアル。然 シ凝集償ハ

高 イモノガ多 イ。
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乙群9例 ハ多 ク滲出性漿膜性疾患二屍 シ、沈降

速度ハ何 レモ相當充進 シ、凝集償バー定 シナイ

ガ、控氏反慮 ハ正常値又ハ正常値 二近 ク、経過

ノ・良好 ナ様 デァル。C群2例 ハ肺所見ハ極 メテ

輕度 デアルガ、 「アレルギー」状態強 ク、ハ氏反

慮ハ1例 ハ延長 シ、1例 ハ短縮 シテヰル。凝集

反慮 ハ共 二200倍 迄陽性デ、 ピルケ氏反慮 ハ彊

陽性 デアル。Dl例 ハ曾殖性極 メテ強 イ例 デア

ル。E1例 ハ経過良好 ナルニ不拘例外的 ニハ氏

反慮短縮 シテヰル。乙表9例 ハ経過良好ナラザ

ル者 デ、大多数 二於テ沈降速度 ノ充進 ト凝固帯

ノ短縮 トガ卒行 シテヰル。凝集償バー定 シテヰ

ナィ。光安ハ沈降速度ハ正常値 デァルガ、凝固

帯短縮 シ、凝集慣モ高イ。開放性肺結核患者二

於テハ、滲出性傾向 ノ張 イ者 デハ沈降速度 ノ充

進 ト共 二凝固帯 ハ著 シク短縮 シテヰル。凝集償

ハ多 ク上昇 シテヰルガ、北川、荒金等死期ガ近

ヵ・ツタ患者 デハ却 ツテ減少 シテヰル。開放性肺

結核患者 デモ凝固帯 ノ、正常値 ニアル者 ハ、線

テ経過良好 デ上線、像 モ壇殖性傾向ガ彊イ。凝集

償 ハ経過 ノ長 イモ ノニ低 イ傾向ガァル。他疾患

患者17例 二於 テハ、凝固帯 ト胃癌肺炎等 ノ患

者 二於 テ短縮 シ、肝藏疾患、心臓辮膜障碍等 ノ

患者二於テ延長 シテヰル。コノ事實ハ『凝固帯 ノ

短縮 ハ炎衝過程 ノ警鐘 デアリ、延長ハ肺實質 ノ

病攣、心臓機能障碍 二於 テ著明 デアル』 トイフ

ウ=ル トー と氏 ノ論 ラ立謹 スル如 クデァル。 ,

動物實験 デハウニル トマ ンーハープ.ス氏反慮二

於 テ各種動物血清 ハ人血清 ト著 シク態度テ異ニ

シテ殆 ド皆短縮 シ、海猿 ノ如キ凝固帯 ノ完全鋏

如テ示スモ ノが大多数 デァル。凝集素ハ結核海

狼 デハ高度二出現 スル。

以上余等ハ結核性疾患二就 テウェル トマ ン、ハー

ブ・へ氏反慮及 ビ凝集反態 テ試 ミタガ、其 ノ成

績 ハ甚 ダ満足二値 スル結果 テ示 シテ居ル。特 ニ

ノ・氏反磨ハ、滲出性漿膜性疾患 ノ如 キ、赤血球

沈降反慮 ノ鋭敏二過ギル揚合 二於 テ、補助検査

法 トシテ極 メテ意義ガ深 イ。殊 二是等 ノ反慮ハ

夫 々僅 カー一・、0.1耗 ノ血清 テ要 スル ノミデ、斯

ル少量 ノ探血ハ耳朶 ヨリモ之テナシ得。

又食事 トノ關係 テ顧慮 スル必要ナ久 叉操作 ノ

極 メテ簡易ナルコ ト等へ 盆 篭是等 ノ反慮 ノ臨

1沐慣値ヲ高 メシムルモ ノデアル。

附、 ピルケ氏反慮 ト其局所血液像 二就 イテ

次 二我々ハ圭 トシテ以上 ノ結核患者、24例 、健

康者13例 合計37例 二.ピルケ氏反慮 テ試 ミ、ニ

ルムラィヒ氏二從 ツテ局所血液像 テ検 シタ。即

チピルケ氏反慮施行後48時 間目 ノ丘疹 ヨリ探

血 シ、白血球激拉 ニソノ分類像 テ末梢血液像 ト

比較 スルノデアル。健康者デハ13例 中10例 ハ

へ氏 ノ第4度 即 チ局所 二白血球 ノ檜加ナ久 而

モ淋巴球 ノ増加著 シキモ ノ即チ淋巴球性治癒期

二相當 シ、3例 ハへ氏第2度 即チ局所 二白血球

ノ檜多アルモ ノデ、 ランケ ノ第二期 二相當 シ淋

巴球、軍核細胞共 二檜加 シテヰル。肺結核患者

二於 テハ林及 ビ田中ハ肺所 見ハ極 メテ輕度デア

ルガ、局所 白血球数増加 シテ末梢血液 ノ数倍二

及 ビ、典型的ナへ氏第2度 ノ像 テ示 シテヰル。

井村、矢野、長谷川、田中孫十、堤等之二準ズ

ル。久和原、渡邊、宮本ハ第4度 ト思バ レル。

局所白血球 ノ増加 セザル森田、今林、西村、野

中、林田、岡田、光安、田中 フミ、石井、野村 ノ

10例 及 ビ局所白血球数 ノ増加 セル高岡、 中野

ノ2例 ハ局所及 ビ末梢 ノ血液像 二軍核細胞 ノ増

加ガ殊二甚 シク、恰 モ第2度 ト第4度 ノ中間ニ

アルガ如 ク思バ レル。帆足ハ局所 白血球頗ル減

少 シ中性嗜好性細胞二左方轄移 ノ像強 久 或ハ

2氏 ノ第3度 、即チ滑耗期 ニアルカト思バ レル。

要之、凱 之氏反慮 ハ嘗 テ結核菌二侵 サ レタコ

トテ示 スモノデカナラズシモ現在 ノ病機 テ示 ス

指針 トハナ ラナィガ、丘疹 ノ状態 ラ判断 シ殊 二

局所血液像 ラ参考 ニスレバ現在ノ活動性 ノ有無

ヤ病期 ノ決定 モ可能 デァリ、外観上 ノ健康者二

封 シテ、結核侵襲 ノ初期 テ知 ルコト或 ハ 「レン

トゲ ン」其他臨躰所見ヨリモ確 カナコ トガアル

ト思フ。

62追 加

最 上 修 二
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余 ハ5例 ノ肺 結核患者 二於 テ2000倍Tuberkulin

テ以 テMantoux反 慮 テ試 ミ、直前及注射後24

-48st二 局 所及 ビ末梢 血液 テ探 リ
、血液像 テ観

察 シタル ニ、1例 ハ4st淋 巴球 末梢30.0%、 局

所57.2%、1例 ハ白血球撒24st、 末梢9300、

局 所23000、48st、 末梢9600,局 所165000ナ

ル 例 ラ経験 セ リ.是 等1例 ハ経過良好 ナ リシ事

テ追加 ス。

62二 封 スル追加

吉 田 長之(九 大細菌)

只 今渡 會氏 ノ申サ レマ シタ微量血 蒲 ニ ヨル場合

ハ極 メテ簡 軍、正確、實地 上大 イニ推構 スベ キ

モ ノデ アル コ トテ私 モ経験 シマ シタ。 私 ハ血清
の

凝 固機轄 二興味 ラ抱 イテMgCl,)・6H,・O及BaCl2

テCaC1,ノ 代 リニ使用 シタ所、充分診断上 用 ヒ

得 ベ キ事 テ知 リ、 且ツMgCl2ノ 場 合 ハ試験管

番號2本 短縮 シ、BaCl2ハ 他 ノ2者 二比 シテ含

有濃 度 テ幾分大 ニ シナケ レバナ ラヌ事、而 シテ

煮沸時 間ハ3者 共15分 ノ方 ガ正確 デ アル事 テ

認 メマ シタ。

63.種 々ナル内科的疾患二於ケル喀疾ワ

形態學的研究

其 ノー 肺結核患者喀疫二就テ

足 立 孝(縣立紳戸病院病理科)

從來肺結核喀疾 ノ研究ハ圭 トシテ血液細胞、結

核菌 ノ形態、菌撒 ノ有無等 二就 テノ研究 ニシテ、

實験的肺疾患二於 テ所謂desquamierteAlve-

olarepithelienガ 古來 ヨリ病理學者 ノ注目シ且

ソノ本態 二就 テ論雫 ノ中心 トナ レルニ反 シ、臨

躰的二喀疾 二就 テ本細胞 ノ形態學的乃至機能的

研究ハ等閑 二付 セラレシ感 アリ。

余ハ主 トシシ形態學的見地 ヨリ結核患者喀疾中

ノ細胞拉二結核菌二就テ検索 シ、喀疾二出現ス

ル細胞 ノ意義拉 二之 ト病型、豫後 トノ關係二言

及 セントス。

64.肺 結核患者二於ケル 】肱ntoux氏 反

鷹 卜白血球像及赤血球沈降速度 トワ

關係

晟ヒ修二儒響)

Leitnerハ1935年 、 白血球像 ハRombergu.

Kleemann,赤 沈 ハGrafeu.Reinweinノ 測 定

二從 ヒテ コノ追試 テ試 ミ「ツベル ク リン」テ使 用

シテ是等 テ検 スル コ トハ活動 性肺結核診断 二有

意義 ナル モ ノ トセ リ。余 ・・Leitnerノ 追 試 テ試

ミソノ結果 ラ報 告 セ ン トス。

先 ヅ健康者 二於 ケル 白血球数、 白血球像 、赤沈

ノ生理的動揺範園 テ観察 スル爲、 ♂5例 、♀12

例 二就 テ3日 間連績 シテ探 血 白血球撒 ハTho-

maZeis計 算 器ヲ使 用シ塗抹標本 ハMay-Giemsa

氏染 色法 テ用 ヒ白血球撒250-500個 ラ撒 へ%

テ算 出 セ リ.赤 沈 ハWestergren氏 法1-2-

24St.測 定 ス、比 較 ニハKatze/M.W.(中 間

値)テ 以 テセ リ。

健康 者 二於 テ 日々 ノ動揺 テ観 察 シソノ生理 的動

揺範 園 ノ大 略 テ知 リタル ナ リ。

次 二38例 ノ種 々 ノ病歌 ニアル肺 結核 患者 二就

キ2-3日 長 キハ6日 間連緬 シテ探 血 シ白血球

撒、 白血球像 、赤沈 ノ患者 ノ動揺範園 テ観察 ス

ルニ健康者 ヨリ大 ナルモ ノナル事 テ知 ル。

次 二40例 ノ患者 二就 キ傳研 製藷 「ツベル クリン」

2000倍0.1c.a皮 内注射 テ試 ミ直前及24-48St.

後 探 血之 テ見ル ニ此 ノ間多少動揺 ラ示 シタル者

ア レドモ大部分 ハ患者 ノ動揺範 園 内ニ アル者多

・クシテ統一一的攣 化 テ認 メザ リキ。9例 二於 テハ

1000倍Tb.テ 使 用シタルモ1例 二於 テハ500倍

Tb.動 揺 ラ認 メ難 シ。依 リテ更 二22例 ノ患音

二就 キ10倍Tb.0.5-1c.c,皮 下 注射 テ試 ミテ上

記 ノ如 キ観察 テ試 ミタル モ ソノ成績 ハ略 く同檬

ナ リキ。

次 二10例 ノ患者 二就 キ3日 間連緬 シテ探 血 シ

個 々 ノ患者 二於 ケル白血球 撒、 白血球像 、赤沈

ノ動揺範園 テ定 メ ソ ノ3日 間 二於 ケルZF均 値 テ

求 メ、3日 目 二於 ケル探 血直後 「ツベ ル ク リン」

テ注射 シソノ後24-48St.2回 二亙 リ探血 之 ラ

注射前卒均値 ト比較 シ増減 アル場合 ハ ソ ノ患者

ノ動揺範園 内 ナ リヤ否 テ観 察 シタルニ興 味 アル
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事 實 二接 セ リ。即 チ殆 ン ド大 部分 ハ個 々 ノ患者

ノ動揺範 園 内 ニアル モ ノナルテ知 ル。

サテ以上 ノ健康者12例 患者封照例38例 、「ツ

ベル クリン」皮 内注射40例
、 「ツ」皮 下注射22

例 二就 イテ之 テ病氣 ノ輕 重及 経過 二分 チテ比較

考察 スルニ「ツベル ク リン」注射 ニ ヨリー定 ノ影

響 テ與 フル ト見ル可 キ結 果 テ得 ザルナ リ。

元 來 白血球像、赤沈 ハ何 レモ コノ様 ナ封照例 二

於 テ可成 リ動揺 テ示 シ最後 二述 ベタル如 クー個

人 二就 イテ行 ツタ成績 テ考 へ、或 ヒバ又例 ヘバ

経過 二於 テLeitnerノ ・良好 ナル モ ノ・・淋 巴球 壇

多 ガ起 ッテ來 ル ト云 フモ余 ノ例 ニォハ動揺範 園

内 一 アルモ ノ多 ケ レドモ寧 ロ淋 巴球減 少 ガ起 ル

者 モ アル ト云 フ檬 ナ次 第 ニ シテ要 スル ニー定 ナ

統 一的 ナ影響 ラ認 メ難 シト云 フテ至當 ト考 フル

モ ノナ リ。 コ レテ結論 スル ニ

1)白 血球像、赤沈 ハ健康者 二於 テモ勿論相當
●

動揺 テ示 シ

2)結 核 患者 二於 テバカナ リコ ノ動揺範圃大 ナ

ル モ ノナル コ トテ認 ム。

3)「 ツベル ク リン」テ患者 ノ皮 内又 ハ皮下 二注

射 スル モ以上 ノ實験 範園 二於 テハー定 ノ影響 ラ

認 メ難 シ。

65.肺 結 核患者血清 ノ ・「ラク トゼ リフィ

カ シヨ ンJ二 就 テ

蹴 鰍 良畷 期森)

演者ハ健康人血清拉 ビニ各種疾患者血清 ノ 「ラ

クトゼリフィカシヨン」即 チ乳酸 ニヨル血清 ノ凝

固現象テ検索 シ、殊 二肺結核患者血清二於 テ甚

グ興味深 キ所見テ得 タリ。本實験ハ現在爾綾行

中ナルモ今 日迄二得 タル成績 ノ概要 テ報告スベ

シo

余 ノ實験 方法。乳酸 ニ ヨル血清凝 固現 象 二就 キ

テハ既 二1934年 佛 國 コパチエ ウスキー ノ記載

ア レ共、余 ハ次 ノ如 クシテ行 ヘ リ。帥 チ37度

ノ恒温槽 中 二於 テロ径2.5糎 ノ試験 管 テ使 用

シ,全 ク溶血現 象 テ認 メザ ル血清1耗 テ容 レ、

是 ニ メル ク製純乳酸0.15耗 テ注加 シテ充分 二

振盈 ス(振盈時間ハ10秒 テ超ヘズ)。然 シテ乳

酸液加後直 二秒時計テ以テ正確 二管内容 ノ凝固

スルニ至ル時間ラ測定スルニアリ。操作極 メテ

簡軍ナ リ。

實験成績。第2表 及 ビ第3表 二示 セシガ如 ク、

約50例 ノ重輕症肺結核患者二就テ、其 ノ内科

的所見、上線的所見、赤血球沈降速度等 テ相封

比 シテ観察セシニ、肺結核症 ニアリテハ 「ラク

トゼリフィカシヨン」著 シク短縮 セラル ・事實 テ

確認セリ。帥チ第1表 二明ナル如 久 健康人血

清ニテハ10撒 分乃至20分 テ要 スレ共、重症肺

結核患者血清ニテハ1分 乃至5分 テ要スルニ過

ギズ。病型 トノ關係 テ論ズルニハ未 ダ余 ノ實験

症例足 ラザル憾 アルモ、是等 ノ成績ハ概 シテ赤

血球沈降速度 ト併行 シ、然 カモー般 二重篤ナル

モノ程短時間ニテ凝固ス。興味 アルハ、臨躰症

状、ヱ線的所見等 二於 イテ進行性ナルニ拘 ラズ

赤血球沈降速度ハ殆 ド正常 ナルニ、「ラクトゼ リ

フィカシヨン」ノ短縮甚ダ著明ナル例 アリ。爾同
一患者三テ繰返 シー定時 日後實験 セル症例 ハ第

4表 二示 スガ如 ク、症状 ノ檜悪或ハ輕快等経過

ノ如何 二從 ヒ、「ラクトぜリフィカシヨン」ノ短縮

或ハ延長テ來 シ、結核症 ノ病機如何 テ窺知 セシ

ムルニ足ルモノアリ。

次 二徽毒患者血清、各種 内分泌臓器疾患者血清

及 ピ其他 ノモノニ就 テ、同檬 ノ實験 テ施行 シタ

ルニ、第5表 二示 セルガ如キ成績ニ シテ、肺結

核症 二於 テ見タルガ如 キ著明ナル 「ラクトゼ リ

フィカ シヨン」ノ短縮 テ見ルコ ト少ナク、寧 ロ健

康人 トノ差異認 メ難 キモノ多 シ。又是等二於テ

ハ其 ノ成績ハ赤血球沈降速度 ト必ズシモ併行 ス

ル トハ限 ラザルナリ。肺尖、肺氣腫等 ノ肺臓疾

患及 ピ癌腫等ニアリテハ稽 ≧著明二凝固時間短

縮 セルモ、未ダ實験症例 二乏 シク、是等 二關 ス

ル推断ハ急性拉二慢性熱性疾患 二於 ケル成績 ト

共二今同ハ言明テ避 クベ シ。

最後二本反慮 ノ本態或ハ其 ノ機序等 二關 シニ三

考察 セルモ、夫等 二封 スル検討ハ後 日二譲 ラン

ト ス 。
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66・ 結核患者1血 液像二就テ

襲 芳毅(旛繍
刀根 山病院 入院 中 ノ肺結核患者327名 二就 キ、

血 清 「ピリル ビ ン」量、尿 中 「ウロ ピリン」量 、赤

血球 沈降速度 、血液像 二就 テ検査 セル成績 テ報

告 ス。被検 患者 ハ輕症38%、 中等症46%、 重

症18%デ アル。先 ヅ病勢 テ示標 トシテ観察 スル

時 ハ、輕症 ヨリ重症 ニナル ニ從 テ、赤血球撒、

血 色素量 ハ減 少 ス。然 シ女 子 ノ赤血球数 ハ男子

ノ其 レニ比 シ、著 明 二減少 セズ。網状赤血球 ハ

殆 ンド正 常 ノ範 園 内 デ、輕少 ヨ リ重症 二向 テ多

少増加 ノ傾 向 テ示 ス。白血球数 バー般 二増加 シ、

殊 二重症 二於 テ著 明 二檜加 ス。 白血球像 ハ、多

核 白血球 パー般 二病勢 進行 ト共 二増加 ス。「エ オ

ジ ン」細胞 ハ重症 二向 テ梢 ζ減 少 シテオ リマス。

淋巴細胞 ハ輕症 二於 テハ明 二増加 シ、 中等症 デ

ハ正常範園 ニアル モ ノ多 ク、重症 デハ却 テ減少

テ示 ス。大軍核球 ハ重症 ニナルニツ レ檜加 シ、

白血球核 ハ病勢進行 ニツ レ著明 二左遷 スnN/L

ハ病 勢 ト共 二壇加 ス。次 二赤沈 速度 テ示標 トシ

テ親察 スルニ、赤沈速 度促進 二從 ヒ、血液 諸検

査 ハ健常値 テ離 ル ・事、 恰 モ輕症 ヨリ重症 二向

テ、血液諸検査 ガ健常値 テ離 ル ・時 ノ如 シ。尿

中 「ウロ ビリン」量 ト血液像 トノ間 ニハ必 ズ シモ

相 關 々係 テ認 メズ。血清 「ピ」量 テ示標 トシテ見

ル時 ハ、血清 「ビ」量1B.E以 上 ノモ ノハ、血 液

像 ハ健 常値 二相似 スルモ、血清 「ピ」量減少 ト共

二血液像 ハ次 第 二健常値 テ離 ル。余等 ノ検査成

績 ニ ヨル ニ、肺結核患者 ハ、血清 「ピ」値 バー般

二低 久0・2mg%以 上 ノモ ノ・・重症 二於 テ認 メ

ズ。血清 「ビ」値 ハ病勢 ガ重症 ノ側 二動 ク ト共 二

減少 ス。尿 「ウロビ リン」量 トノ關係 テ見 ルニ、

輕 、 中等症者 デハ血清 「ビ」値 ノ低 クナ イモ ノ・

方 二遙 二尿 「ウ」強 陽性者 テ多 ク褒見 ス。此 ノ事

實 ハ結 核 二於 テ、血 清 「ビ」量 ノ問題 ハ全 ク肝 臓

機能 テ外 ニ シテノ・、論 ゼ ラ レザル事 ラ示 ス。此

ノ間 ノ關係 ハ目下研究 中 ナ リ。

66二 射 シテ

米 田 庄 三 郎

肺結核患者血清「ビリルビン」量 二關 シテハ肝臓

機能 ラ考 フル事 ナクシテ論ぜラレズ トノ御論旨

二封 シ、 多少 ノ意見 アルモ演題第68番 ニテ述

フ㌧ ぐ シo

即チ肝臓機能障碍 ナル意味ガ「ピリル ピン」ノ生

産方面ナ リヤ、或ハ排泄方面二關 シテナ リヤ、

御意見テ承 リタシ。

67・ 結核血清 卜結核菌「デ リヴァー ト」ト

ノ混和二於ケル酸濁反底二就テ

驕 政諮 瀬)
晃疫血清 トソレニ關係 アル抗原 ノ適量 トテ混和

スル トキハ其 ノ血清中ノ蛋白膿 ノ荷電 二攣化テ

來 スベ シトノ考ヘノ下二抗原 テ加ヘタル免疫血

清 ト抗原 テ加 ヘザル免疫血清 トニヅィテ各等電

貼 二於 ケル掴濁度 テ比較 セリ、余等ハ其 ノ差 テ

酸濁差 ト構 ス實験方法二就テハ既二第13同 結

核病學會 二於 テ登表セルテ以テ弦 二記載 セズ。

牛型結核菌 テ10週 間培養セルロング氏培地テ

「ベル ケフェル ド」V一 テ濾過 シ其 ノ濾液 テ抗原

トセル場合、結核免疫家兎血清 ト健康家兎血清

トノ間ニハ酸濁差二相違 アリ、又Zinsser氏 法

ニヨル結核菌「ヌクレテプロティン」ラ抗原 トセ

ル揚合、結核免疫家兎血清 ト封照 ノ健康家兎血

清 トノ酸濁差ハ異ル、倫 コノ抗原 テ結核患者血

清二混和 シ検セルニ封照 ノ健康者血清 ノ場合二

比 シ酸濁差大ニシテ、且患者 ノ症状 ト關聯 セル

モノアル テ認 メタ リ。

68.結 核患者 ノ血糖及 ビ血清 「ビリルビ

ン」量二及ボス 「ア ドレナ リン」皮下

注射 ワ影響.二就テ

諜 垂叢(繍
肺結核患者 ノ植物性静経機能二就 テハ古來多数

ノ學者 ニヨリ研究 サ レ、何 レモ肺結核 ガ重症 ト

ナルニツレ、次第二植物性瀞経機能低下スルコ

トノ・認 メラレテヰルガ、之 テ實際 二臨躰的方面

二慮用 シ病症 ノ滑長及 ビ豫後 トノ關係 二就 テハ
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諸學者 ノ意見二多少 ノ差異ガアル。又肺結核患

者 ノ「ア ド」過血糖 二就テハ第13同 ノ本學會2

宿題報皆 ノ車二論 ゼラレ、米田ハ又、重症肺結
〃〃

核 患者 ノ血清 「ら 量 ノ低債 テ認 ノDrouet氏 ハgo

重 症 患者 二於 テハ 「ア ド」ヲ附加 スル モ過 「ピ」血 〃

ラ起サヌト趣 テ瓶 一 霧

余等ハ之 ラ興味アルモノ ト考《・Drouet氏 ノ實 裏〃

験 ラ追試 シ、併 ゼテ血糖血座脈搏 テ計測 シ、是 あ/〃

等相互 ノ瀾係ヲ考察 シテ以下 ノ成績 テ得 タ〆デ 〃〃

弦 二報告テスル。"

實験方法"
ガ

三共製 盟化 「ア ドレナ リン」テ禮 重1庇 宛0・01叢 〃

mgノ 割 合 二被験 者 ノ上臆皮 下 二注射 シ、 ソノ 低so

前 及 ピ30分 、1時 間、2時 間 ノ4同 二亙 リ、4〃

肘静脈 ヨリ探 血 シタル血液 二就 テ、'ソ ノ血糖 及

ピ血 清 「ピ」量 テ測 定 シ、同時 二脈 搏血歴 テ測 ル

被 験 者 ハ健康 者(「 ツベル ク リン」反慮陽性 ノ所

謂健康者ノ意)5名;患 者ハ今村内科入院中ノ 務

者 ヲX線 像及 ピ臨躰的所見 ニ ヨリ輕 中重、更 二a/ua

最 重 症 ノ陰性 「アネル ギー」ノ4者 ゴ分 チ観察 シa"

備 ・・峰 輕キ鍛 ラトラシメこ午後4時 ヨ1鍔

リ試験 テ開始ス。 劒

實験成績""

成績 ハ各症 ノZF均値 テ取 リ,ソ1レ ヲ圖表二示 シ 錫

テ 述 ベル。 卿

1.脈 搏 ニテハ健、輕、 中症者 ニハ大差 ナ シ。UtO

最 重 症 者 ハ「デ ド」注射 ニ ヨ リ起 サ レタル脈搏頻"∬

撒 ハ仲 々恢 復 セズ。440
〃フ〃

,1.血 巫 ニテモ健、軽 中症者ニハ大差ナ久 血 膨
座上昇 ノ頂貼ハ30分 後 一アル。最低血歴下降 〃〃

ノ頂黙 モ同檬30分 後 デ大盟2時 間後 ニハ帳復

シテヰル。重症者 デハ最高血歴上昇 ノ頂貼ハ前

者 ト同様 デアルガ、最低血歴下降ハヤ・長 ク績

キ、 シノ頂貼 ハ60分 後 ニアル。最重症者デハ

低血座状態ガ著明 デ2時 間後 ニモ衙恢復セズ、

注射前 ゴゾ下降 シデヰ監ル。覧'

1.血 糖量二就テハ我等 ノ實験 デハ健康者 ト重

症者 トノ間一ドヤ ・低 クナル傾向ハ認 メラレル

ガ大差ハナィ様 デアル。 「アド」注射 ニヨル過血

糖・7程度 ハ重症 ニナルニ随 ヒ低 ク、最 重症者 デ

ハ著明 二低 イ。 趣'ぐ

過血糖 ノ頂 貼 ハ輕、 中症者デ ハ30分 後 』 ア リ

重、最重 症者 デハ、 ソ レガ60分 ノ鮎 二延 ビデ

ヰル。 煮 ギ 参 ＼:

1・ 血清 「ピ」量 デハ重及 ピ最 重症者 デハ甚 シ ク

低 久 ＼殆 ン ド大多撒 ハ零 二近 久 「ア ド」注射 二
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ヨリ過 「ピ」血 テ起 シタ ト思 バ レル者 ハ2例 二過

ギズ、 ソ レモ甚 グ輕度 デ アル。

輕 、 中症 者 デハ「ア ド」注 射 ニ ヨリ、約牛撒 ハ上

昇 シ、 ソノ頂 貼 ハ30分 後 ニ アル。

以 上肺 結核 ガ重症 トナル ニ随 ヒ、 「ア ド」注射 二

封 スル植物性瀞脛機能 ノ鋭敏度 ハ鈍麻 スル モノ

ノ様 二考 ヘ ラ レル。

68追 加

渡 邊 三 郎

私 ハ血 「ビ」量 ノ低 クナ ィ者 二於 テ、其 ノ機序 ガ

何 デ アル カテ論 ジテハ居 マ セン。唯臨躰検査 ノ

結 果 デ尿 「ウロ ピ リン」ノ強陽性 ナ者 ノ撒値 ガ総

撒 二於 ケル強 陽性者 ノ撒 ノ割合 二比較 シテ、血

「ピ」値 ノ低 クナイモ ノニ於 テ非常 二高 イ、若 シ

尿 「ウロ ピ リン」強陽性 出現 ガ臨躰 上肝機能異常

ノ徴 ナ リトセ ラル ・ナ ラバ、上 ノ 關係 カ ラ血

「ビ」値 ノ低 クナィ事 ハ何 ヵ肝機能 トノ關係 テ離

レテハ理解 出來 ナ イ ト考 ヘル課 デア リマ ス。

69.肺 結 核 患者 ノ尿 「キヌ レニ ン」髄 二就

テ

水谷 久信伽 内森)

結 核 ノ治療 中、食餌療法 ハ最 モ重要 ナ療法 ノー

ツデ ァ リマ シテ、食餌療法 二依 ツテ患者 ノ蛋 白

質、脂肪及 ビ含 水炭素等 ノ新陳代謝 ガ如何 ニナ

ル カ テ究 明 スル事 ハ必要 デア リマス。殊 二 「ト

リプ トフ.ン 」ハ禮蛋 白 ノ構成分 デア リ亦遊離 ノ

状 態 デ諸臓器及 ビ組 織 中二含 マ レ、榮養 上 ニモ

特別 ナ意義 ラモヅテ オ リマ ス カ ラ、 「トリプ ト

フ.ン 」及 ピ其 ノ分 解産物 ハ結核 ノ研究 二當 ツテ

屡 ≧注 目 サ レテヰマス。

古武教授及 ピ其 門下 ノ研 究 ニ ヨリマス ト肝臓 ハ

「トリプ トフ ァ ン」ノ分解 二密接 ナ關係 テ有 シテ

ヰルモ ノ・様 デ アリマス、亦古武教授 ハ 「ト,リ

プ トフ.ン 」ノ分解機序 トPHト ノ間 ニハー定 ノ

關係 ガ アツテ、PHガ 生理 的滴性側 ノ時 ニハ「ト

リプ トファン」ハ圭 二其 側鎖 ノ攣化 ニヨツテ 「イ

ン ドー ル」焦 性葡萄酸 及 ビ 「イン ドール」乳酸 テ

生 ジ必要 二慮 ジテ容 易 … 「トリプ トフ7ン 」二復

錦 スル コ トガ出來 マ スカ ラ榮養的債値 テ有 シテ

居 リマスケ レドモ之 レニ反 シ「アチ ドー ゼ」ノ際

ニハ 「トリプ トフ.ンJハ 主 二核 ノ開鎖 ニ ヨツテ

分解 テ始 メ最早榮養的数 果 ヲ有 シナ イ 「キヌ レ

ニ ン」 テ生 ジマ スカ ラー般榮養歌態 ガ著 シク障

碍 サ レル ト云 ハ レテ居 リマ ス。

結核 患者殊 二重症者 二肝臓 機能障碍 ノアル コ ト

ハR.T.Drabkina ,瀧 本 氏、飯室氏、桂 氏等

ノ實験成績 ニ ヨツテモ明 カデ ア リマス.

結 核 ト「アチ ドー ぜ」或 ハ 「アル カ リレザー ブ」二

就 テハ今村教授、熊谷教授、勝 沼教授、西村 、

伊藤 氏 且achen.SchadeF.Claussen.且.C.

Sweany其 他 、 多 クノ研 究成績 ガ アリマ スガー一

般 二重症肺結核 患者 ニハ 「アチ ドー ぜ」著 明 ナル

モ ノガ多 イ様 デア リマ ス。

「トリプ トフ 。ン」代謝異常(H犬)"就 テ モT .

Wohlbeil.E.Adler及 ビ渡邊氏等 ノ報 告 ニ ヨ

ル ト重症肺結 核患者 二屡 ≧認 ノ ラレ テ 居 リ マ

スo

襲 二私等 ハ重症肺結核 患者 二肝油 「トマ ト」汁療

法 テ實施致 シマ シタ塵 、血液 酸中和能 ノ増加 ト

共 二尿 「キヌ レニ ン」禮 ノ減 少 テ認 メマ シタガ、

「アスコル ビ ン」酸注射 ノ際 ニハ何 等前記 ノ檬 ナ

結 果 ニナ ラナカツ タ ノデア リマス。

弦 デ私 ハ上記 ノ諸成績 カ ラ結核 ト尿 「キヌ レニ

ン」盟 トノ關係 テ観察 スル コ トモ意義 アル コ ト

ト思 ヒマ シテ、肺結核患者 テ輕 症、 中等症 及 ビ

重症 二分 ケ、可及的一定食餌 テ囁 取 セ シメ、朝

食後 ヨリ翌 日朝食前 二至 ル1日 尿 二就 テ、尿 量

反慮及 ビ比重 テ検査 シ、 古武 川瀬法 ニ ヨツテ尿

「キヌ レaン 」禮 テ定量 シ、Kjehldahl氏 法 ヲ用

ヒテ尿総窒素 量 テ測 定 シ、雨者 ノ比 テ算 出致 シ

マ シタ塵 健康者 デハ李均7.2%、 輕 症肺結核 患

者 デハ李均8.1%、 中等症10・5%、 重 症12・8

%デ ァ リマ シテ尿 「キ ヌ レニ ン」膿 ハ輕症 患者 ヨ

リ重症患者 二移ル ニ從 ツテ漸次 増量 ノ傾 向 テ示

シテ居 リマ ス。

如斯 ク輕症患者 二於 テハ尿 「キヌ レニ ン」禮 ハ健

康者 トノ間 二著 シイ差異 テ認 メマ セ ンヶ レドモ
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中等 症患者殊 二重症患者 ニオキマ シテ尿 「キヌ

レニ ン」禮 ガ著 明 二壇加 シテ居 リマス ノハ恐 ラ

ク結核病攣 ノ高度及 ビ結核 菌毒素作用 ノ強烈 ナ

結果、 身艦 諸器官 ノ機能障碍拉 二血液酸 中和能

減弱 モ關與 シテ禮 内 「トリプ トフ.ン 」分解機序

二異常 テ來 シ爲 二 「トリプ トフ。ン」ハ其 ノ核 ノ

開鎖 ニヨツテ圭 トシテ「キヌ レニ ン」テ生 ジマ ス

ノデ從 テ其尿 中 二「キヌ レニ ン」膿 ガ増加 スルモ

ノ ト思 ハ レマス。

70.結 核症患者二及ボスマ ンツー氏 「ツ

ベルクリン」皮内反慮ノ影響

相澤 秀雄(東 京 市療 養 所)

「ツベ ル ク リン」反慮殊 二Mantoux氏 薔 「ツ〈ご

ル ク リン」皮 内反慮 ガ結核 ノ診断 上必要鋏 ク可

ラザルー要件 ナル事 ハ今 日就 二須知 ノ事實 ナル

モ最近 「ツベル ク リン」検 査 ノ使 用二封 シテ有害

ナ リトシ或 ヒバ危倶 テ懐 カル ・向 キモ ア リ結核

豫防封策上之 レガ人艦 二及 ボス影響 テ検討 スル

要 テ感 ジ余 ハ先 ヅ結核症 患者 二及 ボス臨躰上 ノ

影響 テ調査 スル テ得 タル テ以 テ此塵 二報告 セン

トス。

東京市療養所入所肺結核患者年齢9-46年 二至

ル143例 二就 キ豫 メ各注射1週 前 二所要 ノ各徴

候 テ調ベオキテ此 ノ内100例(♂82例 、♀18例 〉

二封 シ傳研製菖「ツベル クリン」ノ2000倍 及 ピ

100倍 ノ雨稀繹液 各々O.1ccテ 前者 テ右側後者

ラ左側各前騰内側部皮 内一1週 間 ノ間隔 テ置 キ

テ反復注射 シテ各々其 ノ影響 テ比較研究 シ、残

リノ43例 二就キテノ・直接100倍 ノミニテ約牛

数 ヅ ・皮 内 ト皮下 トノ雨様 二注射 シテ其 ノ影響

ラ比較 シ筒封照 トシテ別 二35例 ノ「ツベルクリ

ン」陰性健康者 二就 キテモ前 同様2000倍 ト100

倍 トノ雨者 ラ各皮 内二反復検査 セリ。

而 シテ圭 トシテ禮温及赤沈二及ボス影響、透視

及 ピ撮影ニヨル胸部 「レントゲ ン」所見及 ビ理學

的所見、咳漱、喀疾、麗重 ノ増減、食慾其 ノ他

患者 ノ自罷的徴候等 二就 キテ影響 ノ有無 テ検討

シタルニ此 ノ内圭二影響 テ受 ケタルモノハ艘温

ノ上昇 ト赤沈 ノ動揺 ニ シテ其 ノ他 ニハ何等特記

ス可 キ影響 テ認 メ得 ザ リキ。

即 チ圭 トシテ此 ノ雨者 二就 キ概 要 テ読述 セバ先

ヅ盟温 ノ上昇 ハ2000倍 、100倍 テ通 ジテ24時

間後前後 ニー過性 二表 ハル ・テ常 トシ、10時 間

前後 ヨ リ表 バ レル モ ノ或 ハ2-3日 二纏績 セル

モ ノハ僅 力5例 ノ少数 二過 ギズ、其 ノ上昇程度

ハ0.2-3.OoCニ シテ1.0。C以 上 ノモ ノ15例

他 ハ李均0.50C内 外 ナ リ。2000倍 ノ場合 二於

ケル艦温上昇者 ハ

鑑 辮=瑠}計 ・・例
ニ シテ女性 ノ方多少高 キ割合 テ示 シ病歌 ハ重症

ナルモ ノニ比較 的多 久 是 等各10例 ガ次 ノ100

倍 ノ場合 二如何 ナル状況 ヲ示 セル カ ト云 ヘバ本

表 ∬ノ如 ク(表 略)大 禮 再 ビ艦温 上昇 テ來 セル

モ、女 子2例(秋 山、湯川)ノ 場合 ハ却 テ上昇 テ

示 サズ、赤沈等 ハ却 テ100倍 テ反復 セル後 ノ方

一般 二遅滞 テ示 スモ ノ多 シ
。 省 ホ コ ノ100倍 ノ

場合無熱 テ示 セル前述 ノ2例 ハ其 ノ後、1例(湯

川)ハ1週 間後 ヨ リ5日 間血疾、他 ノ1例(秋 山)

ハ5日 後 ヨリ1週 間血疾及 ビ小喀 血 テ呈 シ
、尚

ホ2000倍 ニ テ膿温 上昇 ナカ リシ重症男性(梅

本)1例100倍 後48時 間 後 二大喀血 テ來 セルモ

ノア リタル モ前雨者 トモ李常時 々血疾 乃至小喀

血 ノ症状 テ呈 シ、後者 ハ撒 年來毎年3-4同 殊

二冬季 二多 ク大喀血 テ呈 シオルモ ノニ シテ
、 コ

レテ以 テ直 二「ツ(ごル ク リン」ノ影響 トスルハ早

計 ニ シテ余 ハ直接影響 ノ結果 トハ考 ヘズ、其他

ノ徴候 ニハ=影響 テ認 メラ レズepチ2000倍 程 度

ニテハ何等憂 慮 スベキ要 ナキモ ノト愚考 ス
。次

二100倍e注 射 セル後 ノ禮 温 上昇 ハ

草灘=獅 計68例
ノ過牛薮 二之 レテ見 タ リ

。 而 シテ 「ツベ ル ク リ

ン」反慮 ノ強 サ トノ關係 ハ勿論2000倍 ヨ リモー

般 二強度 二表 ハ レ殊 二Lymphangitisテ 伴 フ

モ ノ多 ク上昇者 ノ約70%二 之 レ}見 タ リ
、但

シ上昇 ナキ者 ニモ其 ノ約50%二 之 レテ見
、何
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レモ臨躰 的 ニハ腋窩腺 ノ腫脹等 ハ認 メ得 ザ リ

キ。 コ ノLymPhangitisハ24時 間 目二著 明 ニ

シテ48時 間以後 ハ殆 ド消 失 シ艦 温上昇 ト時間

的 ニー致 スルテ見 ル モ之 レガー過 性 ノ膿 温 上昇

二影響 テ有 スルヤ否 ヤハ未 グ不 明 ナ リ。

赤沈 二就 キテハ毎 回何 レモ「ツベル ク リン」注射

1週 前 二豫 メ探 血 シ注射後 ハ48時 間 目二探 血

比較 シ其 ノ動揺 ハ1時 間5mm以 上 テ以 テ計算

セル塵 ニ ョ レバ多 クハ10mm内 外 ノ毛 ノ最 モ

多 ク最高50mmノ モ ノァリ20mm以 上 ノモ

ノハ全例 ノ約20%ニ シテ重症者 二多 ク此 ノ傾

向 テ呈 セ リ。2000倍 注 射後影響 テ受 ケル モ ノ ト

受 ケザ ルモ ノトノ比 ハ約4:6ニ シテ而 カモ遅滞

テ示 スモ ノ・方 多 ク、100倍 注射後 ノ場合 ハ反

封 二6:4一 シテ促進 ラ示 ス方多 ク而 シテ100倍

注 射1週 間後 二於 テハ遅滞 セルモ ノモ促進 セル

モ ノモ再 ピ當時 ノ患者 ノZF常 値近 クニ復 蹄 スル

ラ見 タリ。此 ノ貼 ハ非常 二興味 アルモ ノ ト思考

ス・0

2000倍 、100倍 ノ雨 注射 全盟 ラ通 ジテ赤 沈 ノ著

明 二逞滞 テ示 セル モ ノ11例 アリ内7例 ハ重症

者 ニ シテ、尚全例 テ通 ジテ促進 ノー・途 テ示 セル

モ ノハ僅 二2例 ニ シテ何 レモ所 謂滲 出型 ノ症状

ラ呈 シタル臨躰 的 ニモ本試 験前 ヨリ綾 イテ病 症

悪 化 シツ ・アリタル モ ノニ シテ即 チ重症例 二封

シテス ラサ シタル悪影響 ナキ謹 左 ノー トモナ ラ

ンカ。

胸 部 「レン トグ ン」所 見ハ毎同其前後 二蓮 搬困難

ナ ル重症者撒例 テ除 キ透 覗 ニ ヨリ検査 シタル結

果 、認 メ ラルベ キ攣 化 ハ呈 セズ、筒100倍 ニ テ

禮 温上昇著 明ナ リシ10例 テ撲 ビ1ケ 月後 二再

ビ、100倍 ノ ミーテ反復試験 セル結果 ハ本表 皿

(表略)ノ 通 リニ シテ此 ノ10例 ハ前後 二特 二「レ

ン トグ ン」撮影 テ シテ詳 細 二検査 セル モ、異常

ラ認 メ得 ザ リキ、殊 二喀疾 中結核菌及 ビi琿力繊

維等 ノ」曾減 ニモ影響 テ見ズ、 白血球像 ノ所 見 二

於 テModocytoseラ 呈 スル モ ノヤ ・多 キテ見

タ リ。殊 二前同48時 間後 二大喀血 テ來 セル例

(梅本)ハ 今 回 ハ之 レラ見 ザ リキ。

患者 ノ自蜀症 状 ハ只100倍 注 射後禮温 上昇著 シ

キ モ ノー特 輕 度 ノ頭痛 テ訴 ヘル モ ノア リ、反慮

局所 ノ強度 ノモ ノハ該部 ノ輕 キ疹 痛 テ訴 ヘル モ

ノアル モ其 ノ他 ニハ何等影響 テ見 ズ、 カ ・ル患

者 ノー時 的些少 ナル苦痛 テ指 シテ以 テ 「ツベル

ク リン」 ノ使 用 テ慶 止 スベ キ程 ノ悪影響 トスル

ハ當 ラズ。

次 二封 照 トシテ余 ノ試駿 ハ2000倍 ト100倍 ト

ラ短期 間 二反復使用 セル タメー100倍 例 二多 ク

ノ禮温 上昇、赤沈 促進等 テ見 タルニ非 ズ ヤ トノ

疑 念 ノタメーゼ残 リノ43例 二就 キテ併 セテ「ツ

ベ ル クリ ン」 ノ吸牧卒 上 カ ラノ影響 テ考慮 シテ

約牛激 ヅ ・ヲ、皮 内 ト皮 下 二2000倍 ノ前施 テ

セズニ直 二100倍 ノ ミニテ試 験 シタル結果 ハ本

表IV(表 略)二 示 ス如 ク、ム シロ封照試験 ヨ リ前

述 ノ本實験 ノ方成績 良好 ナル感 ラ呈 セ リ。

最後 二「ヅベ ル ク リン」反磨陰性健康者35例

〔♂26例(10-27歳)♀18例(18-26歳)〕 二就

キテ同様2000倍 、100倍 テ反復検査 セル ニ本表

IV/Bノ 如 ク何 等異常 テ認 メズ。

以上 ノ結果 ヨ リ縮括 シテ 考 フ ル ニマ ンツー氏

「ツベル クリン」皮 内反庶 ハ、結核患者拉 二反慮

陰性健康者 二診断 上慮 用 スルモ臨躰上何等憂慮

スベ キ貼 ハ認 メ得 ラレズ、殊 二短期 間二皮 内 二

反復使用 スル揚 合 ニモ影響 ナキモ ノ ト愚考 ス。

70番 二封 スル附議

太 縄 壽 郎

肺結核 ノ活動 性診 断 二際 シテマ ン トウ氏反慮 二

準 ジ1000倍 薔 「ツベ ル クリン」0.1テ 皮 内接種

シ、赤沈 反慮 テ示標 トシテ其 前後値 テ比較観察

ス レバ赤沈値 二動揺 テ與 へ殊 二中間値 ノ促進 ス

ル モ ノアル テ認 メ報告 セ リ。 其後 更 ニー般症状

二與 フル動揺 ラ精細 二吟 味 スル ニ喀疾量 ノ檜加

血疾喀血 ノ誘登、尿 「ヂ アツオ」反慮 ワイス反慮

「ウロピ リン」反慮 ノ螢現乃 至檜 張盟温 ノ上昇 、

脈搏撒 ノ増加 等 ノ影響 ラ與 フル モ ノァル テ認 ム

故 ニカ ・ル ー般症状 ニモ動揺 テ與 フル方法 ハ悪

影響 テ招來 スル コ トアルベ キ貼 ハ大 二注意 テ要

スル モ ノ ト考 ヘル。
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70追 加

渡 邊 三 郎

「ツベル クリン」ラ皮 内二注射 シタ場合
、肺結核

二於 テ果 シテ悪影響 ガ皆無 デ アル トノ断定 ハ下

サ レマセ ウカ、 之 ハ臨躰上、嚴格 二吟味 スベ キ

事 デ アリマス、 私等 ハ刀 根山病院 デ看護婦生徒

入學 ノ最初ヱ反慮 テ行 ヒ、毎 月之 テクリカヘ シ

テ陽轄 テ観察 シテ居 ル間 二、 コ ・二示 シマス檬

ナ例 二相 會 スル事 ガ ヨクア リマス。 定型的 ノモ

ノ トシテ3例 ノ温度経過 表 テ御覧 オ願 ヒ申 シマ

ス。 ソ ノ内 デ1例 ハ ソ レニツヅィテ滲 出性肋膜

炎 テ1例 ハ乾 性腹膜炎 テ起 シマ シタ。 私等 ハ ド

ウ シテモ悪 影響 皆無 ナ リ トハ考 ヘ ラ レマ セ ン。

猫 昭和6年 度 ノ刀根 山病院入學 看護婦 生徒14

人 中、T.01000倍 液0.1qc皮 内注射24時 間 後

赤沈1時 間値 ガ著 明 二上昇 シマ シタ4例 トモガ

後 年(牛 年 以後)肺 結核 トナ リ2人 ガ可憐 二犠牲

ニナ リマ シタ
、 マ反慮検査時 力 ・ル場合 ガアル

ト、 ソノ生艦 ニハ常 二注意 テムケテ居 ラネバ ナ

ラヌ檬 二考 ヘマ ス。

70番 二追加

本 間 英 史

只今 マ ントー氏反鷹 ハ結核 患者 二悪影響 ヲ與 フ

ル コ トハナ ィ」ト云 フ様 二 申 サ レマシタガ、悪

影響 ト云 フコ トガ、若 シ熱 ガ出ル トカ、 自壷症

ガ悪 クナル ト云 フコ トデ ア レバ、 マ ン トー氏反

慮 ガ悪影響 テ與 フル場合 ガ大 ニ ァル ノデァリマ

シテ、100倍 ハ 素 ヨリ2000倍 デ モ2萬 倍 デモ

爾且熱 テ起 シ不快 ノ感 テ與 フル コ トガ アリマス

カ ラ、全 ク悪影響 テ與 フル コ トガ無 イ ト云 フノ

ヘ ドウカ ト考 へ 且、當今、幾分濫用 ノ嫌 ピ

アル カ ト存 ジ、一言追加致 シマ ス。

70二 封スル附議

石川 友示(譲翻

エ ントー氏反磨ガ肺結核患者経過 二悪影響 アル

カ否 カニ就 イテノ・今言 テ控ヘルガ、 コレテ判定

スルー ツノ材料 らナル赤沈及白血球像 二及ボス

影響 二就 テハ先刻最上君ソ報告ニアル如 ク如何

ニモ影響 アル如 ク見 ユル例 モ アレ下 モ多撒 ノ封

照例 ラ置 キテ観察 スル時ハ寧 ロ コレノ影響 ト見

ザ ルテ至當 トスル ト述 ベ ラ レタル如 キモ ノニ シ

テコ レノ刹 定 ニハ極 メ テ愼重 ナル誤 ラザル批判

テ希望 スルモ ノナ リ。

70番 追 加

寳來 善次(阪 大今村内科)

健康診断 二於 テ結核感染 テ知 ル方 法 トシテ 「ツ

ベル クリン」反慮 ガ施行 サ レテヰル
。 阪大今村

内科 二於 テテ今 日マデ約2萬 人 二近 イ人 二 「ツ

ベル クリン』反磨 テ慮 用 シテヰル或 ル時 ハ ピル

ケ氏反慮或 ル時ハ善 「ツベル クリン」2000倍 或

ヒバ1000倍 液0.1蝿 テ皮 内 二注射 シテヰル。

而 シテ之 ガ施行直後 ヨ リ約1ケ 月 ノ間 二於 テ

「ツベル ク リン」反慮 ガ誘因 トナヅテ結核 登病 テ

起 シタ例 二遭遇 シナカ ツタ。一言追加致 シマ ス。

70追 加

藤 野 保次(刀 根山病院)

後 二72デ 報 告 シマ スガ如 久 マ ン トー氏反磨

陰性 ナル ガ故 二結核感染 テ否 定 スル トイフコ ト

ハ絶封 二不可能 デ アリマス
。

71.,成 人 ノ慢性粟粒 撒布型肺結核 洲経過

二就 テ

翻 謙 馨雲堂謝
成人 二於 ケ ル 血 行性肺結核 ノ経 過 二就 テ ハ

Neumann,Redecker,Ulrici,Lydtin,Assm-

ann等 ノ詳 細 ナル記述 ガ有 ルガ然 シNeumann

以外 ハ粟粒 撒布型 ノ外 二浸潤性病竈 テ以 テ経過

スル モ ノ迄 モー括 シテ観察 セルガ故 二吾人 日常

ノ診療 二當 テ不 便 ラ感 ズル場合 ガ少 クナ ィ
、{乃

テ余等 ハ今 同杏雲堂分院 二於 ケル「レン トゲ ン、

セー リエ ン」 カ ラ慢性粟粒 撒布 型肺結核 ニ シテ

且 ツ1年 以上 二亙 ツテ「レン トグ ン」學 的 二肺 ノ

歌 況 ラ観察 シ得 タモ ノ122例 テ選 出 シ其経過_.

就 テ ノ観察 テ試 ミタ次 第 デ有 ツテ、其結果 ハ次

ノ如 クデアル
。

122例 中、死 亡48例
、勤勢 可能 トナ レルモ ノ

46例 ・ 未治14例 、浦 息不 明14例
、観察期 間ハ
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死 亡者 ノ場 合 ハ9年 孚 テ最 長 トシ3年 以上 二亙

ルモ ノ18例 、3年 以 下1年 牛迄 ノモ ノ19例 、

他 ノ10例 ハ ソ レ以下1年 迄 デ アル又勤努可能

者 二於 テハ12年 テ最長 トシ11年 内外 二亙 ルモ

ノ12例 、10年 以 下5年 以 上 ノモ ノ25例 、5年

以 下8例 デ アル ガ此 中未治14例 清息不 明14例

及 ピ死亡例 中退院後死 亡 二至 ル迄1年 以上全 ク

診察 ノ機會無 カ リシモ ノ5例 、合計33例 ハ今

同 ノ統計材料 トシテ不 適當 ナルガ故 二之 ラ除外

シ残絵 ノ89例 二就 テ統 計 ラ試 ミタn

抑 モ余 等 ノ今同 ノ例 ハNeumann/Dievirul-

enteProliferation二 属 スル モ ノニ シテ5(.Ulrici

ノ血 行性肺結核 ノ臨林的分類 二於 ケル第二Der

einmaligeodermehrmaligeh乞matogene

Schifb/A.DiechronischemiliareLungen-

tuberkulosemitperipherenMetastasen,B.

DiechronisheLungentuberkuloseohneMe-

tastasen,E.Obergangsformen及 ・ビ第三Die

miliarediskreteLungentuberkuloseテ 抱 括

シテヰル ノデ アル。

先 ヅ肺以外 ノ】臓器結核 トノ關係 二就 テハUlrici

ハ 其 合併 ノアルモ ノ ト無 キモ ノ トテ匠別 シテヰ

ルガ實際 二於 テハ臓器 ノ種類 二依 テ比較 的早期

二診断 ノ出來 ルモ ノ ト然 ラザル モ ノト有 リ叉肺

ト他 ノ臓器 トガ同一躍進 二依 テ侵 サ レタル場合

二其病徴 ノ出現 ハ必 ズ シモ肺 ト同時 二起 ル トハ

限 ラナ イガ故 二其有無 ラ初 診時 二於 テ正確 二決

定 スル コ トハ不可能 デアル然 シ余等 ノ例 二於 テ

初 診時 二明 カニ診断 シ得 タル合併症 テ基 グ レバ

勤拶可能 トナ レル例 中 二輕症喉頭結核1例 、輕

症喉 頭結核 及 中耳結核 テ併有 セルモ ノ1例 有 リ

タル ガ何 レモ皆治癒 シタ、又死 亡例 中 ニハ腎結

核、腎及副睾丸結核、結核性子宮 内膜 炎、各1例 、

喉頭結核2例 、又経過 中 二腎結核 ノ徴候顯著 ト

ナ レル モ ノ3例 有 ル、若夫 レ病症 ノ末期 二於 ケ

ル腸結核 、喉 頭結 核 ノ合併 二至 テハ之 テ見ザル

モ ノ殆 ン ド稀 デアル、 由是観之病症 ノ末期 二現

ハル ・合併 症 ハ別 トシテ病症 ノ早期 二於 ケル輕

症喉頭結核拉 二輕症 中耳結核 ノ合併 ハ必 ズ シモ

豫後不良 ノ徴 ト云 フコ トハ出來ナイ。

「レントゲ ン、フィルム」ノ上二現ハル ・肺門淋巴

腺拉 二側氣管腺 ノ肥大二就 テハGohn,HUbseh-

mann等 ノ病理學者 ガ成人 二於 ケル血行性肺

結核成立 ノ源泉 ラ陳茜淋巴腺結核 二求 メテヰル

職 二於 テ又Redeckerガ 成熟期拉 二成年期 ノ血

行性撒布結核二於 テハ確 カニ淋巴腺 ノ關與 スル

コトテ言明 シ得ル ト圭張 シテヰル貼二於テ余等

ノ興味ラ喚起スル ノデ有 テ余等 ノ今同 ノ検査二

於 テハ死亡例中、側氣管腺腫脹2例 、肺門腺腫

脹9例 、又勤勢可能者 二於 テハ肺門腺腫脹10

例、合計21例 アル。此検査成績ハ確 カニ前記

諸家 ノ圭張ニー定度 ノー致テ示 スモノト云 ヒ得

ル、然 シ此 ノ如 キ淋巴腺腫脹 ト血行性撒布結核

ノ豫後 トノ關係ハ明瞭 デハナイ。

血行性撒布結核 二於テ室洞形成 ノ盛 二行ハル ・

事拉 二室洞所在 ガ肺 ノ上層 二最モ多 イコトハ臨

躰諸家 ノ齊 シク認ムル所デ有テ、之 テ余等 ノ検

査成績二就 テ見 レバ89例 中室洞形成59例 、室

洞形成テ見ザルモ ノ30例 、更二之 テ死亡例 ト

勤拶可能者 トニ分 ケテ見 レバ死亡例二於テハ室

洞形成36、 室洞 ナキモ ノ7例 、又勤勢可能者 二

於テハ有室洞及無室洞全 ク同数 ニテ各23例 デ

ァル是ラ以テ見 レバ室洞形成 ノ盛 ナル程豫後 ハ

不良二傾 クト言 フベキデァル。

更二又初診以後二於ケル血行性躍進 ノ有無二就

テ見ルニ死亡例 二於テハ肺 ノ「レントゲ ン」爲眞

ノ上二現ハル血行性躍進 ノ像(粟 粒性躍進又ハ

レデカー氏後躍進性浸潤)ラ 認 ムルモノ38例 、

之テ訣如セルモ ノ5例 、勤勢可能者二於テハ輕

度 ノ躍進14例 、躍進ナキモ ノ32例 デアル、但

シ躍進陰性 ト云 ツテモ ソレノ・余等 ノ初診以後 ノ

経過 二就テ云 フノデ有 ツテ其以前二果 シテ躍進

反覆無カ リシヤ否 ヤハ不明デアル、要 スルニ余

等 ノ検査成績 ヨリ見 レバ血行性躍進 テ繰返 スコ

ト多キ程、盆 ≧豫後ハ不良二傾 クト云 ヒ得ル。

病症 ノ早期 二於 テ粟粒撒布 ノ廣汎ナル程病勢ハ

慢性 ノ性質 ラ長 ク維持 シ且 ツ大ナル室洞 ノ存在

スルニモ不關、大ナル吸引性播種 ガ起 ラナィコ
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トテLydtinハ 指摘 シテヰルガ余等 ノ検査成績

二徴 スレバ果 シテ撒布 ノ廣汎ナル程盆 ≧慢性 ノ

経過 ラトルヤ否 ヤハ明瞭 デナィ、寧ロ撒布ガ廣

汎且 ツ密度彊 キ場合ハ豫後不良 ノ檬 二思 バ レ

ル、之 二反 シテ粟粒撒布型二於テ大ナル室洞 ノ

存在 スルニモ不關、氣管枝性播種 ノ比較的少ナ

イト云 フコトハ余等 ノ成績 ト全 クー致 シテヰル

ト同時二余等ハヵ ・ル病型 二於 テ・・一般 二播種

ノ起 ルコトガ甚ダ遅々タルコトテ認 メル、余等

ノ検査二於テハ89例 中「レントゲ ン、フイルム」

ノ上二氣管枝性播種 テ詮明 シ得 タルモノハ21

例 二過ギナィ、之 テ死亡例 ト勤勢可能者 トニ分

テ見 レバ前者 二於 テ17例 後者 二於 テハ僅 力4

例 デアル、實 二肺 ノ慢性粟粒撒布型 二於 ケル氣

管枝性播種ハ余等ガ從來想像 セル所 ヨリモ遙カ

ニ少撒 デアルコトテ敢テ弦二特竿≡スル、而 シテ

此事實 ハ又以テ病症 ノ経過 テ豫想 スル上二圭要

サル資料 タリ得 ル ト思 フ。 ソレハ今同 ノ死亡例

二於 テ余等ハ死亡當時 ノ歌況 二從テ之テ7種

二塵別 シタ.即 チ、1)粟 粒結核6例(氣 管枝性

播種 ナシ)2)肺 瘍10例(氣 管枝性播種陽性)

3)乾 酪性肺炎7例(播 種陽性5、 播種陰性2、

但 シ陰性2例 ハ大喀血二績登 セル吸引性肺炎)

4)喀 血死5例(播 種陽性1、 陰性4、 但 シ陽性

ノ1例 ハ右後肋膜炎性繊維性乾酪性結核 ニテ肺

瘍 二編入 シ得 ルモノ)5)喉 頭結核4例(播 種陽

性1、 陰性4)6)腸 結核9例(播 種陰性)7)

腸閉塞2例(播 種陽性1、 陰性1、此2例 ハ肺 ノ

病攣 ハ著 シク輕快 シタルガ偶々腸壁、腹膜 ノ陳

薔癒著 ノ爲 メニ突然腸閉塞 テ起 シ手術後死亡 シ

タモ ノ)デ 有ル由是観之播種陽性 ノモノハ其脛

過 二於テ肺瘍或ハ乾酪性肺炎ノ成立ガ警戒 セラ

ル ベ キ ア ア ル 。

勤努可能 トナル場合ハ前述 ノ如 ク室洞形成 テ見

ルモノ牛数從テ小喀血 ノ反覆 セラル ・場合モ稀

ナ ラズ、其他時二血行性躍進 テ來 シ稀ニハ氣管

鼓 性播種 テ見ル場合モアルガ皆概 シテ輕度 デ結

局 ハ撒布病竈次第二吸牧セラレテ清失 シ次 ノ4

型 ノ中何 レカノ1型 二落付 クモノデアル。其最

終 「レン トゲ ン」像 ハ

1.濃 縮性繊維性結核(Neumann氏 病 名)

21例

2.禰 蔓 性繊維 性結核(Neumann氏 病 名)

4例

3.血 行 性休 止型(Redecker氏 病 名)20例

4.右 側後肋膜 炎性繊維 性結核

(Neumann氏 病 名)1例

ア アル。

71ヘ ノ追加

天川 雌(阪 大今村内科)

演者 ノ云フ粟粒撒布型肺結核二於テ、胸部 「レ

ントゲン」像 ノミノ観察 テモツテ、之 テ血行性

撒布 ナリト決定スルコ トハ難カ シイ。余ハ第11

同及 ビ第13同 本學會二於テ病竈 ノ散在撒布 シ

然モ胸部理學的所見、禮温、血液諸反慮等 ノ症

状著明ナラザルモノテ報告 シタガ、是等ハ其後

1年 以上撒年間脛過テ観察 シテヰル。1年 乃至

数年 ノ経過観察デ斯 カル肺結核 ノ治癒、全快等

ノ轄蹄 ラ決定スルコトモ出來ナィガ、症状 ノ極

メテ著明 デナイ然 カモX像 二著明ナル粟粒撒布

性陰騎 テ呈 シ、其 ノ経過 ノ比較的良好 ナル症例

ノ診 カラズ存 スルコ トテ追加 ス。

71二 封スル討論

秋月 正一(東北帝大熊谷内科)

私 ハ39二 於 テ浸潤型 ト血行撒布型 トテ生 ズル

ノハ感染菌株 ノ差 二基 ク事 ガ多 イ事 ラ述 べ マ シ

タ。

只今 ノ御演設拉 二表 テ茸 見 スル ト慢性粟粒 撒布

性肺結核 ノ経過 中二乾酪性肺 炎 トナツタ者7、

肺瘍 トナツタモ ノ10ト ア リ且其等 ニハ敦 レモ

氣管枝性播種 テ起 シタ ト云 フ話 デスガ其ハ我々

ノ経験 二比 シ飴 リニ多 キニ過 ギ、我 々 ノ實験 ト

少 シク矛盾 スル様 二思 ヒマス故 、 「レン トグ ン」

讃影法 二關 シテ疑 問 ガア リ、叉今 ノ演設 ノ結論

二疑 テ手寺ツテヰマ ス
。

72.マ ン トー氏反慮陽 性韓化 時 り臨 休

麟 骸(大 阪市立刀根山病院)
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コ レハ大 阪市立刀根山病院看護婦 生徒 ニ ツキ調

査 シタ成績 デアル。

昭和10年 度 入學生徒20名 中 デマ ントー氏反慮

陰性 者16名 、現在 マ デ2ケ 年 ノ経過 デ陽轄 セ

ルモ ノ15名 、1名 ハ未 ダニ陰性 デアル。

昭和11年 度 入學生徒23名 中デマ ン トー氏反慮

陰性者11名 、現在 マデ1ケ 年 ノ経 過デ陽韓 セ

ル モ ノ10名 、1名 ハ未 ダ陰性 デアル。

以 上陽韓 者25名 ニツキ陽轄 ノ状態 ニ ヨリ之 テ

3群 二分 ツタ。第1群 ハ漸次強陽性 二移 ルモ ノ

デ、第2群 ハ時 二陽性 ニナ リ時 二陰性 ニナル時

代 テヘテ強陽性 二移 ルモ ノ、第3群 ハ陰性 ヨリ

ー足飛 ピニ強陽性 二移 ルモ ノデ ァル
。

第1群 二屡 スルモ ノ6名(24%)、 中肋膜 炎 二罹

患 セル モ ノ1名 ア リ。第2群 二属 スル者2名(8

%)、 中褒病 セル者 ナ シ。第3群 二属 スル者17

各(68%,、 中 肋膜炎畿病者2名 、肺結核 トナ レ

ル者3名 アリ。 カ ク第3群 二登病 セル者 多 キコ

トハ注 目スベ キデ アル。且赤血球沈 降速度 ノ推

移 テ通 覧 ス レバ第1、 第2群 デハ多少 ソノ上昇

ヲ認 メル時期 ハ ァル ガ アマ リ高値 二達 シナイニ

反 シテ、第3群 デハ其 ノ上昇 ノ程 度 ガ顯著 ナル

モ ノガ多数 二認 メ ラ レル。
の

次 二二三 ノ例 ニツキ「レン トゲ ン」像 所見 テ主 ト

シテ臨抹的所 見 ラ述 ・ぐル。

第1例(第1群)

4月20日 右 肺下野 二原登竈 テ認 メ、同側 肺門

淋 巴腺輕度 二腫脹 セルテ認 ムルモマ ン トー陰 性

赤沈11、 此 ノ頃膿 温不安 定乃至微熱 ア リ、中毒

症歌著 明。6月 陽轄 、 ソノ時 ニハ 「レ」線 上原登

竈及 ピ肺 門腺 ノ縮小 テ認 メタ。當 時赤沈16。 コ

ノ例 ニ ヨ リ「マ ン トー」陰 性時 二明 カニ原登竈 テ

認 メ得 ル コ ト及 ピ陽轄 時 ニハ コ レガ カヘ ツテ縮

小 セル テ認 メル コ トガ アル コ トテ知 ノレ。

第2例(第2群)

4月22日 「マ ン トー」陰性 ナル ニ原登竈 ト肺門

=影籏 大 テ右肺 二認 メル。10月29日 弱 陽性 トナ

レル ニカヘツテ肺門影 ノ縮小 セル テ認 ム。翌年

1日 ニハ強陽性 トナ リ、原螢竈 ヤ ・大 キ クナ リ、

雨側肺門影鑛大 セル テ認 メ、7月 ニハ スベ テ縮

小 セル テ認 ム。 コ ノ例 ニ ヨリ原登竈 ハ時 二活動

性 トナ リ、時 二停 止性 トナ リ動揺 スル事 アル テ

知 ル。1

第3例(第3群)

4月20日 「マ ン トー」陰性。左肋膜癒 著、右肺

門部 二灰化 セル所 アルテ認 ムル ノ ミ。10月25

日 「レ」線 一 ヨリ右 肺下野 二明 カ ニ原登竈 ラ認 ム

ルモ 「マ ン トー」陰 性。11月28日 原 登竈憤大 セ

ル テ認 メ、且 同側肺 門腺腫脹 ラ認 ム。赤沈29。

當時右側 二内臓反射顯著 デ、疾 中結核菌陽性 ト

ナル。翌年1月 一ハ病竈 ノ吸牧縮 小 セル テ見、

2月 ニハ更 二硬化 セル テ認 ムル モ、4月 ニハ右

肺 中野 二新 シキ病影 テ襲 見 スルニ至 リ、8月 二

同側 二滲 出性肋膜 炎登症 、9月 ニハ コレガ吸牧

サ レル ト共 二病影 ノ消 失 テ認 ノタ。

第4例(第3群 〉

「マ ン トー」陰性時 スデニ右肺 二原 登竈 ラシキモ

ノテ認 メタ.6月 二陽轄 セル モ當時微熱 アリ、

10月 左滲 出性肋膜 炎 二罹 患 ス。コ レハ肋膜 炎 テ

起 シタ例 デ アル。

第5例(第3群)

4月 及 ビ6月 ニハ 「マ ン トー」陰性 ニ シテ雨肺門1

影 輕 度旗大 ノ外 二認 ムベキモ ノナ シ。8月 微熱

アリ。9月 ニハ明 カニ原登竈 ト肺門腺 ノ腫脹 セ

ル テ認 メ、陽韓 ス。11月 ニハ コノ初期症駄群 ノ

硬 化 セルテ認 ム。 コレハ軍純 ナル初感染 ノ封犬態

ラ示 セル例 デ アル。

以上特 二5例 ニツキ簡軍 二臨躰的所見 テ ノベ タ

ガ、 コレヨリ「レ」線上著明 二病竈 テ認 メテ ヨリ

マ ン トー氏反慮陽性韓化 テ謹 スルマデ時 日テ要

スルモ ノデ アル コ トテ知 ル。又 コ ノ陽轄 セル25

例 中17例(68%)デ ノ・既 二「マ」反慮陰性 時 二原

褒竈 テ認 メテヰル ノデ アツテ、 「マ」反慮陰 性 ナ

ル テ以 テ結核 ノ感染 テ否定 スル事 ガ出來 ヌ コ ト

テ知 ル。然 シテカ ・ル原獲竈 テ認 ムル モ「マ」1反

慮陰 性ナル時期 二於 テモ微熱、全 身倦 怠等 ノ中

毒症状 テ著 明二認 ムル コ トハ コ レ等 ノ症 状 ノ吟・

味 ガ臨躰 上第一義的重大性 テ持 ツ コ トテ示 スモ
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ノデ アル
o

70番 相 澤氏及 ビ72番 西村、藤 野君 ノ報

告 二封 スル追加

有 馬 頼 吉

25名 ノMantoux陰 性 ナル青年女子 ノヱ氏反慮

陽轄 テ 略 ボ 毎 月1同 反復追究 ス レバ、 ソ ノ18

名(72%)・ ・陽轄前 就 二R6ntgen像 ガ現 ハ レ、

且 ツ臨躰上 ノ症状 ラモ呈 シ、開放性結核 ガ3名

急 性型 デ現 ハ レ、終 二死者2名 テ出 スニ至 ツタ。

此 材料 ハ職 業上 ノ關係 カ ラシテ、之 デー般 ノ肚

會 ノ標 準 トスル コ トノ、如何 ト思 バ レルガ、 兎二

角 非常 二大 ナル参 考 トナルベキ結果 テ示 シテヰ

ル。 之 ニ ヨツテ、

ユ.マ 氏 反慮 ノ陰性 ナル コ トガ、必 ズ シモ結核

未 感染 ノ標 識 トナ ラヌ コ ト。

2.マ 氏反慮 テ執拗 二追究 スルハ極 メテ危瞼 デ

アル コ ト。

ノニ貼 ガ明確 二示 サ レテテル。

第 一 ノ貼 二關 シテハ、所謂虚弱者、殊 二盧弱 見

童 ノ中ニハ可 ナ リ多撒 ノマ氏反磨陰性者 ガ在 ル

ノ事實 トヨクー致 シテ、 結 核感染 ノ有無 テ診

断 スル方法 トシテ、此反慮 ガ頼 ムー足 ラヌ場合

ガ、薔來 考 ヘテヰ タヨリモ多 イコ トテ示 シテヰ

ノレo

第ニ ノ鮎 二關 シテハ、次 二掲 グル1表 ニヨツテ

見 テモ、亦小林義雄 氏 ノ菖業績 テ検討 シテ見 テ

モ、共 二極 メテ明瞭 デ アル。從 ツテ今後 ハ、 ド

ノ方面 二於 テモ、斯 ノ如 キ學術研究 ノ爲 メノ犠

牲 テ彿 ハ ヌヤウ致 シタイ。私 ハ「ツベル ク リン」

反慮 ハ全慶 シテモ惜 シクナ イ ト考 ヘテヰル。

相 澤氏 ノ観 察 ハ有盆 二拝 見 シタ.之 ハ患者、健

康 者、 「ツベル クリン」反慮陰 性者 、陽性者等 ノ

各 々 ノ場合及 ビ回歎等 テ取 入 レテ、 オ互 二爾 ホ

詳 シク考 ヘル コ ト・シタイ。

第 師團各部隊昭和10年 度 マ氏反慮検

査頻度 ト結核性疾患登生籔 トノ關係

人 員倭搬慧郷 騒
3122(21.0♪12

歩 乙 922 10 35(37。5) 1

歩 丙 1131 6 12(10.5) 6

歩 丁 1238 3 10(8.0) 7

工 256 6 5(20.0) 3

野 砲 601 2 12(19.0) 4

重 砲 488 4 7(14.0) 5

騎 266 5 0

輻 262 3 0

部隊別

歩 甲ig76

備考 「ツベルク リソJ稀稗度 ノ・1000倍 デ ア

ル。歩乙例年 ノ結核性疾患號生 率 ハ概 ネ

15.0%以 下 デアル。

72二 封 スル追加

細 庄三郎(阪 大今村内科)

只今藤野氏 ノ成績ハマンツー氏反慮陰性者 テシ

テ結核病院 二勤務 セシムル コトガ如何二危瞼ナ

ルカテ示 ス好資料 ナルモ、之テ以テ有馬博士所

論 ノ如 クマンツー氏反慮 ソノモノ河結核螢病 テ

促進 シタル謹左ナリトスハ早計ナ リト考 フ。

72番 追加

寳來 善次(阪 大今村内科)

私モ 「ツベル ク リン」反磨 ニ ヨツテ結核感染 テ決

定的 二定 メテ シマ フモ ノ トハ考 ヘテヰマ セ ン。

此 ノ事 ハ今村教授 ガ當學會 ノ宿題報 告 二於 テ不

全 「ア レルギー」ノ言葉 テ以 テ述 べ テヰ ラ レル。

其故 二結核感染者 ノ中何%力 陰 性反慮 テ 呈 ス

ル者 ノアル事 ハ考 ヘ テヰマス。 ガ然 シー集團 ノ

健康調査 二於 テ「ツベル クリン」反磨 ニ ヨツテ結

核感染 ノ大勢 ハ知 ル コ トガ出來 ル ト考 ヘテヰマ

ス0

72番 追加

寳來 善次(阪 大今村内科)

看護婦生徒 ノ「ツベ ル クリン」反慮 トソノ後 ノ観

察 トシテ明 日述 べマ スガ此塵 ニー一言 申述 べテ オ

キ タイ ト思 ヒマ スコ トハ私達 ハ過 去 二於 テ藤野

君 ノ如 キ経験 ラ味 ハ ツタ ノデア リマス。 ソレデ

昭和5年 以來陰性者 二BCG豫 防接i種 テ行 ツテ

比較的善 イ結果 テ得 テヰ マス。此 ノ場 合 二BC

G接 種1ケ 月後 一3ケ 月後 二「ツベル ク リン」反
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慮(大 膿2000倍 ノA.TO.1皮 内注射)ラ 検 シテ

ヰ マスガBCG豫 防 接種 テ シテ「ツベル ク リン」

反慮 テ検 シテ ソノ爲 メニ悪影響 テ與 ヘタ コ トハ

ア リマセ ン。

72番 二封 スル追加

氏 家 孝 次 郎

昭和5年1月 呉 海兵團 一入團 シタル海兵 ノマ ン

トー氏反慮 ハ75%陽 性 「レ」線像 デマ ン トー氏

反磨 陰性者 中二活働性肺結核疑化 テ見 テ居 ルモ

ノア リ「レ」線像 デ結核攣化認 メ得 ザルモ2.9%

ア リ92.1%二 結 核性攣化 テ認 メタ リ。

マ ン トー氏反慮陰性 ヨ リ陽性 二轄化 シタルモ3

ケ年後 二約2.2%肺 二憂 化 ラ起 シタルモ ノテ認

メズ結核 患者 二就 テ経験 ガナ イカ ラ申上 ラレマ

セ ン詳細 ハ實験 留報昭和4年 ノモ ノテ御覧願 マ

ス0

72二 封 シ

中村 蠣 轍 璽)

「羽ベル ク リン」反慮 陽性轄化時 ノ臨躰的観察 一

就 キ、更 二多撒 ノ例 二就 キ、明 日報 告セ ン トス。

73.初 期 肺結核及 ソ ノSch皿b二 關 スル

診療上 ノ注意 二就 テ

岩 田 鎭磯。内森)

肺結核 ガ初期 ニハ急性二始 マル事有ル・・Simon

Assmann,Redeker以 來周知 ノ事實デ、是等

ハ治療 テ誤 レバ眞性肺瘍二移行スルガ、適當ナ

治療 テ早期 二加 ヘ レバ簡軍二全 ク痕跡無 ク治

癒 シ得ル事 モ現今諸家 ノ認ムル所 デアリ、從 ツ

テ今 日早期診断及早期治療ガ宣傳サ レルノデア

ノレo

就 中所 謂Infiltrierungト 樗 セラル ・モ ノ ・中

ニハ極 メテ短期間 二撒週乃至1ケ 月 テ出 デズ シ

テ吸牧 サ レルモ ノガ有 ル事 ハ近時諸家 ノ注意 テ

ヒクニ至 リ、是等 ノ中 ニハEliasberg,Kellner,

Engel等 ノ言 フ様 二非特異性 ノモ ノモ包含 サ レ

ルガ、L6fHer,Hochstetter,Leitner等 ノ言 フ

様 二確 カニ結核性 デ アリ.中 ニハ結核 菌 ガ喀疾

中 二陽性 ナルモ ノモ アル。是等 ハ結核初期 ノ診

断上 ニハ極 メテ重 要 ナモ ノ ト考 く・ラ レル ガー過

性肺浸潤 二關 シテハ我 國 ニハ佐 々虎雄博 士 ノ2

例 及菅 田博士 ノ呉海 軍病院 二於 ケル非特 異性 ノ

ー過性肺浸潤7例 ノ報 告 ガ有 ルニ過 ギナィ様 二

思 フ。

坂 口内科 二於 テ近 頃九例 ノ結核性 ト思バ レルー一

過性肺浸潤 テ観察 シタ。

何 レモ署 師、學 生、看護婦等、病氣 ノ初 期 テ見

得 ル例 ノミデ アリ、既往症 二肺結核 テ経 過 シタ

者 モ有 ル。 主訴 ハ感 冒感、咽頭痛、 倦怠感等 デ

胸部疾 患 二多 イ胸 痛、咳漱、喀疾等 ラ訴 ヘタ者

ハ1例 モ無 久1例 ハ食慾不振 ト胃膨満 感 テ訴

フ、1例 ハ貧血 テ訴 フ、1例 ハ身禮検査 ノ爲 二

「レン トグ ン」爲眞 テ撮 ツテ偶然登 見 サ レタ。 艦

温 ハ1例 ノ ミ40度 ア ツタガ、他 ハ何 レモ微熱

程度 デ全 身症状 モ各例 共輕 ク、6例 二胸部所 見

ガ陽性 デ アツタガ、何 レモ輕 イ濁音 ト極少撒 ノ

「ラ,セ ル」テi聴取 スルニ過 ギナ ィ。喀疾 ハ相 當

多 イ ノモ アツタガ結核菌 ハ何 レモ撒 同検査 シテ

陰性 デ アツタ.「 レン トゲ ン」所 見ハ境 界不鮮明

ノ浸潤 型 テ示 シ、1例 テ除 イテ全部右側 デアル。

赤血球 沈降速度 ハ相當速 イ者 モ アルガ10mm

以 下 ノ者・モ3例 アツタ、Mantoux反 磨iハ各例

共張陽性 デ白血球檜加 ラ示 ス者無 ク… 部 ニ ハ

Eosinophilieテ 示 ス者 モ アツ タ。

然 ルニ是等 ノ浸潤 ハ安静 テ命 ズル事 ニ ヨリ極 メ

テ短期 内 二於 テ吸牧 サ レ、1例 ノ26日 テ除 ケ

バ総 ベ テ12日 カ ラ20日 ノ間 二完全 二或 ・・殆 ン

ド完全 二吸牧 サ レ、禮温正 常 トナ リ、沈降速度

モ正常 二復 シ、濁音 モ「ラ 、セル」モ消 失 シ、 ソ

ノ後再 ビSchubテ 起 シタ者 モ アルガ 目下ハ皆

健康 デ アル。我 々ハ既往症及當時 ノ所 見、乃 至

其 ノ後 ノ経過 カラ総 ベテ此 ノ9例 テ結核 性 ノー

過 性肺浸潤 ト考 ヘテヰル。

次 二此 ノ際注意 スベ キ事 ハ、此 ノー過 性浸潤 テ

示 シタ9例 中4例 ガ咽頭痛 テ訴 フル事 デ アル。

古來感 冒時 二肺結核 ガSchubテ 起 ス ト言 ハ レ、

叉Influenza或 ハAnginaノ 後 二 肺 結 核 ノ

Schubテ 起 ス事 ハKleinschmidt,Vajda,Birk,
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且ages,Simon,Leitner等 及 叉我國 ノ諸家 二依

ツテモ認 メ ラレテヰル事 デ アルガ反封 二叉肺結

核患者 ガ實 ハ肺結核 ノSchubラ 起 シチガ ラ微

熱 、咽頭痛、咽 頭部 ノ不 快感等 ノ ミテ訴 ヘテ醤

師 ラ訪 ネル事 ガ割 二多 イ檬 二思 バ レル。而 モ此

ノ種 ノ咽頭痛 ハ輩純 二2-3日 ノ注意 デ治癒 シ

熱 モ下 リー般状態 モ輕快 シ、 ソノ爲 二背後 二肺

結 核 ノSchubガ 起 ツテ居 ル事 ラ見逃 シ易 イ様

二思 ハ レル。何故 二肺結核 ノSchub二 咽 頭痛、

即輕 イ咽頭 「カタル」或 ハ扁桃 腺炎 ラ起 スヵハ、

不 明 デ アリ、或 ル人 ハ咽頭部及扁桃 腺 二於 ケル

潜在結核 テ考 ヘル檬 デ アルガ、肺結核 ノ且ype-

rallergischナ 時期 二於 テ肺結核 ノSchubガ

起 ツテ咽 頭若 クハ扁桃腺 二正常時 二附著 スル細

菌 ガMoro及Kellerノ 所 謂Paraallergische

Reaktionテ 起 シテ輕度 ノ「カタル」症歌 ヲ呈 ス

ル事 モ考 ヘ ラレル。然 ラバ カ ・ル咽頭痛及扁桃

腺炎 テ 軍純 ナ 感 冒 ト シ テ 放置 スル間 二肺 ノ

Schubガ 繰 リカヘ サ レ、 燧 ニハ肺瘍 二移行 スル

可能 性 モ考 ヘネバ ナ ラヌ。坂 口内科3ケ 年 ノ肺

結核 入院患者316名 ノ病歴 テ繰 ツテ ミル ト牛年

位撒 同咽頭痛 テ屡 丸経 過 シテヰル ト樗 シツ ・實

ハ肺結 核 ノ悪化 テ重 ネタモ ノガ29名(9.1%)二

存 在 スル、最近特 二注意 シ テ 肺結核 ノSchub

ト咽 頭痛 トノ關係有無 テi聴イ テ ミル ト、 ソノ

Schub二 當 ツテ咽 頭痛 又 ハRachenノ 異 物感

テ訴 へ、又輕 度 ノ咽頭 「カタル」又 ハ扁桃腺 炎 テ

見出 ス事 ハ其 ノ多 キニ驚 ク程 デアル。

一方 前述 ノ如 ク肺結核 ニハ極 メ テー過性 ナ経過

テ示 ス肺浸潤 ノ有 ル事 テ考 ヘル ト輕 イ扁桃腺炎

又ハ咽 頭 カタル」即咽 頭痛 ノ際 ニハ常 二肺結核

ノSchubガ 背 後 二有 ル ノデノ・ナ ィカ トイフ考

テ念頭 二置 キ又、咽頭痛経過後2-3週 テ経 テ
の

「レントゲ ン」検査 テ行 ツタ際 ニハタ トへ所見ガ

陰性デモ結核Schubガ 無 カツタトノ・断定 シ得

ナィ事 テ考へ置 ク必要ガ有ル事ハ肺結核早期診

断上重要 ナ事實 デハ無 イカ ト思 フ。

73二 封 シテ

近 藤 乾 郎

肺結核 ノ「シュー プ」二就 テハ稻田名舞教授 モ

注意 シテ居 ラレルガ風邪 トノ匠別 二就 テ特 ニオ

氣 ノツイタ貼ガアリマスカ?

74.諸 種患者ノ中微熱 ヲ有スル者二就 イ

テ

石川 幹恵(薇熱 翻

余ハ當健康相談所來訪者中微熱 テ有 スル者 ノ多

キテ認 メ、之ガ統計的観察 テ企 テリ。但 シ余 ノ

微熱 ト樗 スルハ1分 計テ以テ5分 間腋窩検温ニ

テ37.0-37.5度 テ示 スモノ,ニシテ、慢 性微熱

テ意味 セズ。病類別ニヨレバ結核及 ビ呼吸器疾

患其 ノ大部 テ占ムルモ、健者康之二次 ギ其 ノ他

各種疾患二若干例 ラ襲見 セルハ、微熱 ニノミ拘

泥スルノ當ラザル揚合少ナカラザルテ考 フベキ

ナリ.右 ノ中肺結核患者 ノミニ就 キ観察 スレバ

微熱 ト病期'トノ間ニハ特別 ノ關係 テ認 メズ。圭

訴ハ咳漱喀疾及 ビ胸背痛多 ク、赤沈値ハ中等度

以上二速進 スル者其 ノ牛歎 テ占ム。其 ノ他 ノ事

項バー般肺結核患者 ト差異 ナシ。又有熱健康者

ノミニ就キ観察ス レバ、有熱 テ自魔 セル者ノ・僅

少 ナリ。年齢 ヨリスレバ満16-一一30歳 ノ者最多

久 赤沈値ハ牛数二於 イテ正常 ナリ。結核性「ア

レルギー」、就往症及 ビ家族歴 ト膿温上昇 トノ・無

關係 ナルガ如 シ。

75・ 健康相談所二於テ観 タル早期浸潤

難 鑛(紳 奈川縣健康相談所)
我 國 二於 ケル早期浸潤 ノ報 告 ハ幾 多 ノ先 輩 ニ ヨ

リテナ サ レタ レドモ多 クハ軍 二 「レン トグ ンフ

イル ム」上 ヨ リ早期浸潤 テ探 シ出 サ ン トスルヤ

リ方 ノ爲 メ、兎角肺 炎、腫瘍 、古 イ結核性 圓形

浸潤或 ハ 肺膿瘍等 ト誤 ル虞 ナ シ トセズ。Ass-

mann・Redekerテ 初 メ トシテ我國 二於 テハ有馬

教授 ハ大學 ノ内科 ノ外來 テ訪 レル早期浸潤例 ハ

極 メテ稀 ナ リ ト述 べ、而 シ テRedeker及 ビ

Assmann等 ニ ヨレバ早期浸潤 ノ研 究 ハ健康相

談 所 ガ最 適 ノ場所 ナ リ ト。 サ レ ド未 ダ我國 二於

テハ健康相 談所 ヨリ斯 ル研究業績 ノ登表 デ見

ズ。依 テ余等 ハ瀞 奈川縣健康相談所 二於 ケル約
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1,000例 ノ肺結核 患者中 ヨリ殆 ン ド定型的早期

浸潤13例 テ登 見 シ得 タル テ以 テ之 二就 テ聯 力

述 ベ ン トス。

観察 シ得 タル モノハ極 新鮮 ナル像 ヨリ既 二石灰

化 セルモ ノ又 ハ室洞形成 二至 ル迄 ノ種 々 ノ型 ニ

シテ、外 二長 キ経過 テ トル早期浸潤 ト思ハル ・

モ ノニ シテ目下観察 中 ノモノ1例 アリ。 早期浸

潤 ハ 「レン トゲ ン」透覗 ニヨ リテ非常 二判 然 ト登

見 シ得 ル モ ノニ シテ此 黙Assmannノ 記 載 トー

致 スル塵 ナ リ。余等 ハ 「グ リッペ」様 ノ患者 ヨ リ

歴然 タル肺結核 二至 ル迄 ソノ大部分 二透視 ヲ行

ヒタ レ共早期 浸潤 ハ僅 二1.3%二 過 ギズ。 モ シ

モ廣義 ノ早期 浸潤 テモ加 フ レバ ソノ頻度 ハモ ウ

少 シ高 クナルベ シ。

臨躰的症候 二就 テハ余等 ノ例 ハ大部分 二於 テ全

身倦 怠,背 叉 ハ胸痛 、悪寒 テ件 ヘル高熱等 テ訴

へ、殆 ンド咳徽 及 ピ喀疾 ラ訣 キ、又理學 的所 見

全 ク無 キカ又 ハ僅微 ナル等 ヨリAssmannノ 記

載 ニー致 スル モ ノナ リ。然 シ喀疾含有 ノ結核 菌

多 シ トノ事 ハ余等 ノ例 ニテハ ソレ程 二思 ヘズ、

又Redeker及 ピAssmann等 ハ赤血球 沈降速

度 ハ12-18mmト 錐 モ 余等 ノ場合 ハ1時 間

値120mm一 モ達 セルモ ノア リテ寧 ロ低値 ナル

モ ノハ稀 ナ リ。又喀血 テ以 テ始 マル早期浸潤 ノ

相 當 アル トノ記載 二封 シテハ余等 ハ多少 ノ疑義

テ抱 クモ ノナ リ。.NRedekerノ 所 謂"fliess-

endeInfektionsquelleト 構 ヘル如 ク家庭 内又

ハ周園 二開放性 結核患者 テ認 ムル事 ハ牛歎以下

ナ リキ。今個 々 ノ臨躰例 二就 キテ述 プル絵裕 ナ

キ故弦 ニハ2-3ノ 症 例 二就 キテ略述 スル ニ留

メ ン ト ス 。

第1例,満48歳 ノ人 妻、 コノ「レン トゲ ン」爲

眞 二見 ラル ・如 久 左鎖骨下 二鶏卵大以上(直

径48mm)ノ 境 界梢 ㌃不 鮮明 ナ圓形 ノ均 等 ナ薄

イ陰影 テ登見 シ追究 的検査 ノ結 果第1回 撮影 日

ヨリ以前 ノ登病 日ヨ リ起算 シテ僅28日 二全 ク

無痕跡 二消腿 セル テ認 メ、赤沈値 モ亦120粍 ヨ

リ段 々 二減 少 セル テ認 メタ リ。 サ レ ド赤沈値 ノ

低 下ハ陰影 ノ消謎 二i梢 ㌃遅 ル ・テ見 タ リ。
嚇

第2例 ハ満17歳 ノ裁縫 職 ノ男

輕 イ咳漱 テ主訴 トシテ來所 シタル モ透硯拉 二理

學 的 二所 見無 ク赤沈値12粍 、但 マ ンツー氏反

磨 陽性 ニテ診 断健康、然 ル ニ6ケ 月後38.5。C

ノ登熱、全 身倦怠、右上背痛 テ主訴 トシテ再來

コ ノ時初 メテ背痛 部 ニー致 シテ右 上葉 下縁 ト胸

側 テ基 トスル三角形 ノ廣 キ均等 ナ稽 ヒ濃 キ陰影

テ認 ム。 ソ ノ直径約52粍 ノ相當大 ナル モ ノニ

シテ赤沈値82粍 二及 ビシモ5ケ 月後 ノ第3同

ノ撮 影 ノ際陰影 ハ完全 二滑罷 シ赤沈 ハ健康値 二

復 セ リ。

第3例 、23歳 ノ學生

定型 的臨躰的症候 テ備 へ、 「レン トゲ ン」像 ハ背

痛部 ニー致 シテ撒布性 二小薄斑 ノ集 合 テ認 メ シ

モ21/2月 後 二僅 ノ癩痕 テ貼 シテ清禮 シ赤 沈値拉

二榮養 ハ非常 二佳 ク恢復 セ リ。然 ル ニ4ケ 月後

精 神的拉 二肉禮 的 二過拶 ノ結果突然喀 血、 ソ ノ

後 ノ経過 ハ目下観察 中、余等 ハ コノ例 ニ ミル如

ク、早期浸潤 ノ喀 血 ハ初期 ヨ リハ寧 ロ後期 二於

テ認 メ叉此 ノ外 一モ室洞形 成 ニマ デ進 ミタル時

初 メテ喀血 セル モ ノ2例 二遭遇 セ リ.即 チ理論

上斯 クアルベ キ ト思 フ.以 上代 表的3例 ノ如 ク

早期浸潤 ノ 「レ」線像 ハ第1例 ノ如 キherdf6r-

migeInfiltrationト 第2例 ノ如 キdiffuse

Infiltrationト 第3例 ノ如 キStreuung/3ツ

ノ形 ノ存在 テバ我 國 ノ早期 浸潤 二就 キテモ認 メ

得 タ リ。尚子供 ニ ミル初 感染 ト匠別困難 ナル2

-3例 二遭遇 シタ レドモ之 二鰯 ル ・事 テ避 ク、

最後 二鑑別診断 上一 言附加 ス レバ、唯 「レ」線像

ニテ定型的早期浸潤 ト考 ヘ ラレタモ ノニ テ16

日後GripPenpneumonieニ テ死 亡 セル65歳

ノ女 テ観 タ リ。 「レ」線像 バ ニテ早期 浸潤 ノ診

断 テ下 ス事 ノ如何 二危瞼 ナル カテ痛 感 ス。

76.早 期 浸潤J一 蛮生機轄 二就 テ

.暑 苛 霧慧(帥奈川縣健康相談所)

早期浸潤 ノ登生機轄 トシテ今 日考 ヘラレテテル

モ ノハ外因性再又ハ重感染 ト血行性内因性再感

染 トノ外 二重感染 ニヨル初感染竈 ノ再燃 トノ3
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ツ ノ形 デ アル。然 シ第3ノ 設 ハ アマ リ信 ゼ ラレ

テ居 ラヌカ ラ之ハ今ハ別 トシテ、前二者 ノ中最 モ

多 イ ノハ第1ノ 外 因性再感染 ニ ヨルモ ノニ シテ

次 二第2ノ 血行 性再感染 ニ ヨル早期浸潤 ハ稀 レ

デハ ァル ガAssmann,Unverlicht,Rehbergu.

Zarcher等 ノ支持者 ア リ、殊 二Assmannハ 若

イ病理解剖學者 ガ指 二結核 感染 テ受 ケ タ後、定

型的早期浸潤 テ登 生 シタ例 ト、 モー ツ同檬 二早

期空洞 テ診 タ2例 ラ報 告 シテ早期 浸潤 ノ血行性

説 テ圭張 シ、Unverlichtモ 亦 同檬 ナ症例 ラ経験

シタ ト。Rehbergu.Zhrcherハ 股 關節 炎 ノ患

者 テ機械 デ動 カ シタそ繊 骨下 二定型 的早期浸潤

テ生 ジタ事實 ヨリシテ血行性説 テ信 ジテ居 ル。

兎 二角早期浸潤 ノ血 行性成因設 ハ以 上 ノ外僅 力

激例 ノ報告 テ基礎 トスル モ ノニ シテ、Assmann

自 身未 ダ此 ノ読 ノ確謹 ハ暴 ガッテ居 ナ イ ト述 べ

テテル。此時 二當 ツテ余等 ハ肋膜 炎 テ経過 シタ

後 二早期浸潤若 シクハ早期 室洞 トシカ考 ヘ ラ レ

ヌ像 二4例 遭遇 シタ事 テ根嫁 トシテ早期 浸潤 ノ

血行 性 内因性再感染論 二確 ナ謹 明 ラ與 ヘ ン トス

ル モ ノア ア ル 。

第1例 ハ17歳 ノ職工

17歳 ノ時肋膜炎 テ経過 シタ事ガアルガ最近右鎖

骨下 ノ梢 ㌃下外側 二胡桃大 ノ早期浸潤像 テ生 ジ

6ケ 月後 ノ再検 ノ際無痕跡二滑腿セルテミタ。

然 コノ肋膜炎 ト早期浸潤 トノ間ニハ6ケ 年間ノ

間隔ガアル故直接肋膜炎 ヨリ早期浸潤ガ由來セ

シヤ否ヤハ之 パ ニテノ・言明 シ得ナイ。

第2例 、16歳 ノ中學生

左側1黒性肋膜炎ガ治癒 シテ當健康相談所 二時々

健診二來所赤沈値健常、胸部ハ「レ」線透視 ニテ

モ全 ク異常 テ認 メズシテ通學中ナ リシガ、肋膜

炎治癒後2年 目二39.5。C-38.80Cノ 高熱ガ3

日間持績、盗汗、左側胸痛 アリ、咳漱無 ク喀疾

僅少 ノ状態ニテ來所、 診ル ト肋膜炎テシタ側

即 チ右肺 ノ中野外側二近 ク掴指 頭大 ノ均等ナ境

界鮮明ナ圓形 ノ薄影ガ忽然 トシテ現 ハレ赤沈ハ

13粍 ト促進 ス、之テ経過 テ追テ ミテユク ト定型

的早期浸潤 ト庭別 ノツカヌ境界不鮮明ナ均等陰

影 ト慶 リ、段々二小 サクナリ逡二清腿 シ行 ク姿

テ こタ。即チコノ連績検査 ニヨツテ臨躰的ニモ

亦 「レントゲ ン」學的 ニモ早期浸潤 ト全 ク庭別 シ

得 ヌ像ガ漁性肋膜炎後 二褒生 シタノテ観察 シタ

ノ ア ア ル 。

第3例 、石綿業テナス42歳 ノ男

約40日 前 ヨリ右乾性肋膜炎ニテ某病院 ノ治療

テ受 ケ居 リシガ反封側 二揖指頭大 ノ陰影テ褒見

シタ^

第4例 ハ恩師故草間教授(57歳)ノ 例デアル。

先生ハ右漁性肋膜炎ニテ肋膜穿刺液 ヨリ結核菌

テ謹明 シタガ之ガ僅3週 間ニテ下熱治癒 ノ貌 ト

ナリシモ赤沈値 ノミガ100粍 ノ高値 テ示 シタノ

デコノ時初 メテ「レ」線撮影 ラ試 ミタ塵、右側肋

膜肥厚 ノ外 二同側鎖骨部 二揖指頭大 ノ圓形空洞

テ登見 シタ。 ソノ室洞壁ハ薄 クシテ 「レントゲ

ン」學的ニハ全 ク定型的ナ早期室洞 デアル。左

側肺門 二近 ク石灰化初感竈 ノ外 ニハ他 二結核性

ノ陰影ハ何モ認 メナィ。間モナク先生ハ肝臓癌

ノ爲二不蹄 ノ客 トナラレタガ剖検 ノ結果右肋膜

ハ結締織 二富ム厚 キ肥厚 トナリ、同側鎖骨部 二

結締織 ノ極乏 シキ壁 ヨリナル新鮮 ナ早期室洞 テ

ミタ。本例 ノ臨躰的方面 ハ慶大西野教授 二病理

解剖學的方面ハ慶大病理青木助教授 ニヨツタモ

ノデアル。サテ第1例 ハ肋膜 炎後6年 目一、第

2例 ハ2年 目二夫々早期浸潤 テ登生 シタ ノデ雨

者 ノ因果關係 テ結 ビツケル ノニ多少期間 ノ長 キ

嫌 アレドモ、第3例 ハ40日 目第4例 ハ肋膜炎

恢復期 トシテ病臥 テ綾 ケ居ル間二而モ家庭内二

結核傳染源 ノ無カツタ事 ヨリシテモ明_内 因性

再感染 テ考 ヘザルテ得ナィ。卒塚杏雲堂 ノ永野

松岡雨博士ハ既二肋膜炎後早期浸潤 ノ登生 テ創

メテ「レントゲ ンセ リエ ン」ニテ立謹 シタルハ誠

二敬服 スベキ業績 ナレドモ余等ハ之 テー層明瞭

二把握 シ且故草間教授 ノ尊 キ症例ニヨツテ剖検

上肋膜 炎後早期浸潤 ノ嚢生 スル即 チ血行性 内因

性再感染 テ實謹 シタカニ信 ズ。

76追 加

内藤 盆一一(京都市宇多野療 養 所)
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症例 二於 テ内因性再感染 ト考 ヘ ラレタ根 稼 ハ理

解 出來 マ スガ、 血行性 ト考 ヘ ラレタ根隊 ハ薄弱

ト思 ヒマ ス。

761討 論 二封 スル答

長 井 盛 至

血行性 二來 タモノデ アルカ氣 管枝性二來 タモ ノデ

アル カバ本統 ノ事 ハ 「レ」線像 デモ分 ラナ イ ノデ

唯組織 二聞 イテ ミル ヨ リ外 ナイ位 デ アリマスガ

然 シ今 日我 々 ノ醤學的常識 ヨ リアスマ ン、 ウ ン

フヱル リヒ ト等 ガ之 テ血行性 内因性 トシマ シタ

ト同意 味 二於 テ血行性 ト申 シタ課 デ アリマ ス。

76追 加

藤 野 保次(刀 根 山)

私 ハ肺 實質 ガ滲 出性 二傾 ク様 ナ場合 二肋膜 モ亦

同様 ノ性質 ガ ア リ得 ル事 即 チ早期浸潤 二綾 褒 シ

タ滲 出性肋膜 炎 ノ1例 テ縄験 シマ シタ ノデ追加

ザセテ ィタ"キ マス。

患者 ハ16歳 ノ女子 デー 昨年9月 及 ピ昨年5月

二高熱 ガ アツタ ト言 フノ.ミ。 昨年9月 入所 時 ニ

ハ右肺鎖 骨下部 二所 謂早期 浸潤 ト思 ヘル病=影 テ

認 メタモ ノデ、撒週後突 然登熱 シ臨躰 」二右滲出

性 肋膜 炎 ノ登症 シタ コ トテ知 ッタ.治 療 ノ結果

Pleuritislamellosaラ 残 シテ下熱 ス。赤沈 ノ攣

化 ハ病勢 ノ攣 化 二相 當 シテヰル ノテ認 メタ。之

ハ早期浸潤 ノ登症 機轄 テ考 ヘル上 二興味 アル例

グ ト思 ヒマ ス。

77.健 康相談所二於テ護見セル早期空洞

講 繍齪 蠣)
早期浸潤 ノ トル運命 トシテハ今 日3ツ ノ場合 ガ

考 ヘ ラレテ テルガ ソ ノ中最 モ不 幸 ナ轄蹄 ハ即 チ

早期室洞 ノ形成 デ アル。

余等 ハJinl奈川 縣 健康相談所 二於 テ1,000例 ノ肺

結核患者 中4例 ノ早期室洞 ヲ登 見 シタ.

第1例 ハニ人 ノ姉 ガ肺結核 デ死 亡 シタ ト云 フ家

族i歴 ノ所 有者 タル満10歳 ノ女 デ アル。全 身倦

怠、盗 汗、37.4℃ ノ微熱 ト悪寒 テ訴 《・、咳漱

ト喀疾 ハ以前 カラ多少 アツタ トイフ、 マ ンツー

氏反慮 ハ張陽性、赤沈値 ハ41粍 デ アル ガ理學

的所 見 ハ無 イ。 「レ」線像 ニテ初 メテ50銭 銀貨

大 ノ圓形 室洞 テ右肺 門 ノ近 クニ登 見 シタ。 之 ハ

約1ケ 月後 二於 テハ外 見的 力否 カバ不 明 ナ レ ド

モ兎 二角 室洞 ハ清 失 サ レタ。然 モ赤沈 モ24粍

二下 リ臨躰 的症候 ノ滑退等 テ併 セ考 へ、 且 ツ6

ケ月後 ノ第3同 撮 影 ニ ヨリテ確 二室洞 ノ溝失 ノ

事實 ナ リシテ知 ル。,

第2例 ハ矢張11歳 ノ女、叔 父 ガ結核 デ同居 ス。

39.OOCノ 登 熱 アル モ悪寒 ナ シ。全 身倦 怠 ト胸痛

ガ アル。咳漱 ハ無 イガ喀疾 ハ少 シアル。3同 検

疾毎 同結核菌 陰性、但 マ ンツー氏反慮 ハ張陽性

理學 的 ニハ多少 ノ攣化 ラ認 ムル ノミ、 「レ」線撮

影 ノ結,果右側 氣管枝腺 ノ腫脹 トソ ノ脇 二小指頭

大 ノ2個 ノ小室洞 テ登 見、赤沈70粍 、自ロチ早

期 室洞 ト診 断 シ、訪 問看護 婦 ラ シテ看視 中 ノ塵

主治書 ハ之 二「タウ ロー ル」ノ注射 テナ シ、患者

再 ピSchubテ 起 シテ病 臥 テ績 ケ 久8ケ 月後
ゆ

諸症状 ハ全 ク去 リ下 ノ室洞 ハ縮小 シタガ上 ノ室

洞 ハ接大 シ、 ソノ外 二同側 二葉間肋膜 炎 ノ跡 テ

認 メタ.早 期浸潤 拉 二早期 室洞 ニハ凡ル刺戟療

法 ハ避 クベ キデ アル トイフAssmannノ 言 ハ首

肯 出來 ル。 ソノ後注射 テ中止 シテ安静 ト榮養 二

注 意 シタ慮2ケ 月後 ノ第3同 撮影 ニテハ室洞 ハ

全 ク見 エナ ィ。赤沈値 モ健 常 二復 シテテル ノテ

見 タ.

第3例 ハ21歳 ノ娘、感染源 ト思 ハル ・モ ノ無

シ、38.80Cノ 高熱 ガ2-3日 綾 イテ下熱、微熱

トナル。喀血、胸痛、咳漱 及 ビ喀疾 ア リ。検疾

ノ結果 ハ「ガフキー」7號 、 「レ」線像 ハ右 上葉 下

縁外側 二揖 指頭大以 上 ノ環室洞 ア リ、壁 ハ全 ク

薄 イ、 コノ時 ノ赤沈 ハ34粍 、然本人 ハ3日 間

ノ高熱時以外 ハ 自魔症状 ハ殆 ン ドナ久 家 業 ノ

店番 ナ ドテナ シ1ケ 年後 ノ再診 ノ機 二偶 々第2

同撮 影 テナ シタル塵 前 ノ室洞 ハ全 ク消失 シ赤沈

値 モ13粍 二復 シタ。

第4例 ハ長井 ガ先 二石川 ト共 二登表 セ シ故草間

教授 ノ例 デ アル。 咳漱、 喀疾 ハ共 二澤 山 デ アツ

タガ結核菌毎 回陰 性 デ アツタ。然組織 内ニハ比

較的僅少 ヂ ガラ結核 菌 ハ染 出 シ得 タ。 コノ早期
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室 洞 ノ喀疾 ハAssmann等 ノ述 ベル程結核菌 ラ

含有 スル モ ノデハナ カラ ン。

術叉 早期 室洞 ハ斯檬 二自然 治癒 ノ傾 向ガ強 イカ

ラ虚 脱療 法 ノ必要 ハ感 ジナ ィ。寧 ロ凡ル刺戟 ラ

避 クベキデ アル トィフAssmannノ 読 二質 スル

モ ノテ アル。

術早期室洞 ト思 ツタ症例 ガ2ケ 年前 ノ「レ」線像

テ手 ニスル事 テ得 テ室洞形成前 二古 イ結核病竈

ガ アツテ之 ハ先 二段 々二清 エ テ了 ツテヰ タ ノデ

アル、帥 チ現像 ノ ミーテ診断 スル事 ハ如何 二不

注意 ナル カテ教 フルモ ノデ アル。

78・ 肺上葉炎1成 立二關スル私見

楢林兵三郎(舞子病院)

演者ハ舞子病院 ノ入院拉 二外來患者 ノ肺 「レン

トゲ ン」爲眞中二現ハ レタル所謂上葉炎型患者

ノ多数中治療経過 ノ纏綾観察 セラレタルモ ノヨ

リ其 ノ成立 二關スル私見ラ述 ベントス。

78二 封スル追加

松岡 直義(亭 塚杏雲堂分院)

肺上葉 炎型陰=影 ノ成立 二關 シテハ 「アテ レクタ

ー ぜ」 ガ相當重要 ナ因子 テナ シテ居 ル コ トハ疑

ノナ ィ所 デ ァツテ、肺 上葉炎 ノアルモ ノデハ丁

度R6ssleガEpituberkuloseノ 成 因 ニ ツィテ

云 ツタ ト同様 ナ コ トガ又考 ヘ ラレル ト思 フ。

當院 二於 テ観察 シタ肺 上葉 炎 ノ中ニモ

1)氣 管側 淋 巴腺腫脹又 ハ肺 門淋 巴腺腫脹 ノ爲

肺 上葉 ニユ ク氣管枝 ガ歴迫サ レ肺 上葉 炎型 「アテ

レクター ぜ」テ起 シタ ト思 フモ ノガ アル。此例 デ

ハ淋 巴腺 ノ縮 小 ト同時 二肺 上葉 炎 ガ清失 シ、又

腫脹 スル ト共 二又肺上葉 炎 ガ現 レ最後 ニ ソノ淋

巴腺 ガ縮 小 シ且肺上葉 炎 ガ消 失 スル ト共 二同側

肺野 二氣管枝播 種 テ生 ジタ。之 ハ腫脹 淋巴腺 ノ

内容 ガ氣管枝 内二破 レテ氣管枝播種 テ起 ス ト同

時 二該腫脹淋 巴腺 ニヨル氣管枝座迫 ガ トレ 「ア

テ レクター ぜ」ガ清 失 シタルモ ノト考 ヘ ラレル。

2)ハ 余 ガ先 二治 癒機轄 二件 ツテ生 ジタル肺 上

葉 炎 トシテ報 告 シタモ ノ・内 デ、陳薔病竈 ノ萎

縮 ト共 二氣管枝 ノ屈 曲 子來 シ肺上葉 炎型 「アテ

レクター ゼ」テ生 ジタ ト思 フモ ノガ ァル。

3)喀 血後 二肺 上葉 炎 ヲ生 ジタモノガ アルガ之

ハ血塊 ガ、氣管枝 テ閉塞 シテ生 ジタ 「アテ レク

ター ゼ」 力何 ウカバ判然 シナ イガ、喀 血後 二生

ズル肺 上葉 炎 ノ内 ニハ 「アテ レクター ゼ」一 ヨル

モ ノモ、相當 アル ト思 フ。

78番 二封 スル追 加

河 端 明(大 阪市 立刀根山病院)

私 ハ大阪市立刀根山病院入院中ノ多撒慢性肺結

核患者 ノ「レ」線寡眞 ヨリ、右肺上葉二限局 シ堵

較的廣汎圭 トシテ均等 ナル陰影テ有 スルモ ノ帥

チ所謂上葉炎21例 テ登見 シ、 ソノ「レ」線所 見

拉 二臨躰経過 テ吟味追求 シテ昨年 ユ2月第11回

近畿結核集談會 二報告 シタガ、 ソノ際、陰影ハ

何 レモ恒久性デアツテ各群 二共通 シテ持綾的二

氣道、心臓陰影蚊 二横隔膜 ノ著明ナル患側牽引

所見及 ビ陰影内二種々ノ程度 ノ氣管枝籏張像 ノ

存在 テ認 メタ。以上 ノ所見ハ、上葉炎殊二慢性

二経過 スル所謂上葉炎ナルモ ノハ、勘 ク トモ、

ソノ最初 ノ褒生機轄ハ、何等 カノ原因ニヨル氣

管枝閉鎖性肺「アテレクターゼ」ガ根底テナスモ

ノデアツテ、現在 ノ歌態ハ、軍純性 ノ、若 クハ

感染 テ蒙 ツタCoryllosノ 所謂慢性恒久性 「アテ

レクターゼ」及 ビソノ後遺状態 タル氣管枝櫨張

ヲ有 スルモノテ見テヰルモ ノデァル ト述 ベ タ

ガ、唯今楢林博士カラー過性 二経過 シタ極 メテ

定型的 ノ「アテ レクターゼ」ノ御報告 二接 シ甚グ

興味テ感 ズルモノデアル。

弦 二私 ノ調査例 ノ内、氣管枝造影術 ニヨツテ定

型的上葉炎陰影内二略指頭大 ノ葡萄房状二集合
i

シタ顯著 ナル嚢状氣管枝籏張 ノ存在 テ謹明 シタ

1例 ノ「レ」線爲眞 テ供覧 シテ…言追加 シタ。
80・ 肺結核7分 類二關スルー提案

醸 盆一(京都市立宇多野療養所)

肺結核 ノ分類 ハ本疾患研 究 ノ歴史 二於 テ最 モ古

ク シテ且最 モ新 シイ命題 ノー デ アル
。今世 紀_

這 入 ツテカラ提唱 サ レタ分類 法 ノ ミラ数 ヘ テモ

優 二百 二達 スル。之 テ其立 場 ニ ヨツテ総括 スル
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=ト大膿次 ノ各 々或 ハ其 組合 セ ト考 ヘ ラ レル。

1・ 症状 ニヨル分類

2・ 病 竈 ノ廣 サ ニ ヨル分類

3・ 病 竈 ノ部位 ニ ヨル分類

4・ 病竈 ノ性状 ニ ヨル分類

5・ 病型 ニ ヨル分類

6・ 疾 患 ノ登生及登展 ニ ヨル分類

7.病 歌 ノ傾 向 ニヨル分類

8・ 喀 疾 中結核菌 ノ有無 ニ ヨル分類

9.合 併 症 ニ ヨル分類

撚 シテ今後 モ之以外 ニハ出難 イノデハ ナイカ ト

思 フ。然 モー般臨林家 ノ間 二未 ダ満 足 テ得 ル ニ

ハ至 ラナ ィノデ アル。其塵 デ先 ヅ我 々臨躰家 ガ

要 望 スル分類 法 トハ如何 ナル條件 テ必要 トスル

カ ト云 フ事 ヲ考 ヘ テ見ル ト

1・ 患者 ノ現在 ノ歌態 ノ大禮 テ理解 出來 ル事

2.豫 後 及治 療法決定 ノ指針 タ ラシメ得 ル事

3.簡 軍 ナル統計 二利用 シ得 ル事

4.傳 染 性 ノ有無 テ大盟 二於 テ医別 スル事

ノ四 デハ ナ ィカ ト思 フ。

サテ前述 ノ分類 法 ノ内、症状及合併症 ハ此貼分

類 ノ圭要根嫁 トハナ シ得 ズ、病竈 ノ部 位ハ分類

ノ簡軍化 ノ爲 二割愛 シ、菌 ノ有無 ハ病竈 ノ性状

テ規 定 スルー 要素 トシテ包含 シテ ヨ イ ト考 ヘ

タ^

病 型 、登生拉 二畿展 ニ ヨル分類 トハ、 バー ル、

ピヱ リー、 ランケ、 レデケル、 ノイマ ン等 ノ流

テ汲 ム者 デ何 レモ近代結核病學 上絢欄 ト輝 ク業

績 デ アルガ、廣 ク臨躰家 二利 用 サ レ難 イノハ第

一 二分類 項 目ガ複雑 デア リ
、第ニ ニハ理論 中 二

假 読 テ足揚 トセル者 ガ必 ズ シモ少 クナク、第 三

ニハ實際 二當 ツテ診断上 ノ困難 ガ相當俘 フガ爲

ア ア ル 。

其塵デ余ハ前述 ノ條件 テ満 シテ然モー般臨休家

二磨用容易ナル分類 トシテ表 ノ如キ組合 セテ作

ッタノデァル。X線 像 二於テ斑黒胡犬ノ陰影 ト抹

影状 ノモノガ混在スル時ハ後者二入レタ.X線

像 ノ讃影 テ此程度 二止メタ ノハ所謂 アシヨ"フ

學派 ノニ元論二封 スル疑義 テ考慮 シタノト分類

ノー般慮用 ノ可能性 テ貴 ング爲デアル。 サテ之

ガ肺結核 ノ豫後判定上 ドノ程度迄役 二立 ツカ ト

言 フ貼二就テハ廣範園 ノ統計的検討 テ必要 ト認

メタノデ、京都市立宇多野療養所10年 間 ノ入

所患者 ノ内、必要 ナル検査不可能ナ リシ者、未治

拉 二事故退所者及 ビ明 二肺結核以外 ノ死因 テ持

ツ者等 テ除 ク1634名 二就テ其轄蹄 ヲlj輕快 ト死

亡 トニ分 ツテ統計的二調ベテ見 タノデァル。即

チ分類法 テ轄蹄 カラ見タ ノデァル。其結果 ガ第

1第2第3第4ノ 表デアル。第3第4ノ 表ニヨ

リ本分類ガ極 メテ興味 アル豫後 ノ順位 テ示 シテ

居ル事ガ諒解 シテ頂 ケル ト信ズル。又病竈 ノ性

歌二於 テ閉抹性 ノ者 が長斑性 ノ者 ヨリ豫後不良

ナル事ガ明 二数字 ノ上二現 レテ居ル事ハ肺結核

ノ豫後判定上喀疾中結核菌 ノ有無 ヨリモX線 的

所見ガ重要ナル役 目テ演 ジテ居ル事 テ示 スモ ノ

デアル。又本分類 ノ特徴 トシテ近代 ノ病型分類

テヨク理解 セル人々ナラバ本分類 ノ各項目ニヨ

ツテ其等 ノ病型群 テ或程度迄想像 シテ頂 ケル ト

信 ズル。何故 ナラバ1-一一2同 ノ診察 ニヨツテ可

能 ナル病型分類 トハ結核病竈 ノ廣ガ リト性状 ト

病状 ノ傾向 トノ配合 テ圭ナ材料 トスルモノデア

ルカラデアル。断 ツテ置カネバナラヌ事ハ本分

類 ハ成人肺結核 ヲ封象 トシタモノデ、小見結核

一モ果 シテ之 テ以 テ同様 二豫後 ヲ示 シ得ルカバ

余自身疑問二思 ツテ居ル。

モ トヨリ淺學 ノ余 ノ分類ハ諸先輩 ノ御批判ニモ

償 シナィカモ知 レヌガ、統計的検討ニヨル豫後

判定 ノ債値 二裏付ケラレテ居ルヲ柳 カノ特徴 ト

シテ此塵 二登表 シタ次第 デァル。若輩 ノ投ゼ シ

不遜 ノー一石ガ動機 トナツテ諸大家 ノ間二本問題

二關スル討議ガ盛 トナリ、他 日完全 ナルモ ノ・

出現 テ得 タナラバ不省陳呉 ノ喜之 二過 ギルモノ

ハ無 イノデアル。'

81.結 核凝集反鷹二因ル胸水、腹水鑑別

診噺

小醐 信男借川内森)

私ハ昨年本學會二於テ中川氏非抗酸性結核菌二
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轄蹄明確 ナル肺結核患者1634名 テ初診時「レ」線爲眞及其他 ノ臨躰所見二基キテ分類 セル諸表

第1表

全肺野性 雨側性 片側性 限局性 全肺野性 匝 側性

醐 死亡 馴 死亡醐 死亡 馴 死亡!棚 死亡
開
抹
性

非代償性
代 償 性
総 利

葦
5

311
325

舞;
116

4器

563

37131
11i39}127 }2

開
抹
性

非代償性lo.3

蟹 難9
99.7
81.0

98.5

10.3「89.7

鍔:1屡:8

閉 非代償性 1 25 21 48 23 4 10 0 閉 非代償性 3.8 96.2 30.4 69.6
抹 代 償 性 0 0 21 7 19 3 14 0 抹 代 償 性 0 0 75.0 25.0

性 総 和 1 25 42 55 42 7 24 0 性 総 和 3.8 96.2 43.3 56.7

開
斑
性

非代償性
代 償 性
総 和

§
4

皇
7

、1
21

61910

1鯛
1;
401
8
0

開
斑
性

非代償性
代 償 性
総 和

14.3
75.0
36.4

85.7

25.0

63.6

53.8

93.3

75.0

46.2

6.7

25.0

閉 非代償性 0 2 13 1 2 0 58 0 閉 非代償性 (0) (100・0) 92.9 7.1
斑 代 償 性 1 0 9 0 7 0 101 0 斑 代 償 性 (100・0) (0) ]00.0 0
性 総 和 1 2 22 1 9 0 159 0 性 総 和 (33.3) (66.7) 95.7 4.3

」

實 撒 第2表 百 分 牽(80番 内藤表)

片側性 限局性

1・.3r89.7152,・147.gig2.97.1

全iラ:1～虐i圭:8i23:§澤liヲ:葦ii8§:塁9:乙

85.214.8100.0じ0

86.413.6100.OG

85.714.3100.00

手89:gl8188:88
100・010100・00

100.00100。0

100.0.OlOO.00

100』Ol100・00

.

第3表 病 竈 ノ廣 サ ト性 状 ニ ヨ ル 分 類 ノ豫 後 順 位

1限局性1片側性陣 側倒 全旛 性

閉斑性 1 1 2 9(7)

開斑性 1 1 5● 8

閉抹性 1 4 7 11

開抹性 3 6 10 12

第4表 本頒 ト豫衡 ノ憾

全 肺 野 性 雨 側 性 片 側 性

非代酬 代灘 非代酬 代灘 非代鋼 代灘 非代酬 代灘

開抹性 川川 川1川 lll川1
閉抹性 川川川川1
開斑性 川1川
閉斑性

}一

川川1 P i灘

川 川ll死 亡8← …%ll死 亡25-7・%

ll死 亡7-15%一 死亡 ・%

(備考 表中括弧及?ハ 例鍛僅少ニジテ統計的債値小ナルモノ)
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1因ル結核凝集反慮 二就 テ論 ジ、凝集反磨用抗元

トシテハ、中川氏球歌菌 ノ方ガ、桿歌菌 ヨリ遙

カニ優秀ナル事二就テ報告セルモ ノデアル。爾

來中川氏球状菌 テ以 テ凝集反磨iテ試 ミ、撒100

・例 ノ臨躰實験 二於 テ、結核性疾患二於 テノ・93%

ノ陽性、非結核性疾患及所謂健康者 二於 テ ハ

92.5%ノ 陰性成績 ラ得 テ居ル者 デアル。

即 中川氏球歌菌ハ結核患者血清 ト特異的二凝集

スルガ故二私ハ更 二各種 ノ胸水、腹水二就 テ凝

集反磨 テ實施 シ、其 ノ結核性ナルカ否 カノ鑑別

診断 二役立 ツモノアルテ認 メタルガ故二、コ ・

二報告スルモ ノデアル。

第1表 二於 テ見ル如 ク、非結核性胸水、腹水11

例 ト、結核性 ノ19例 二於テ實施 セルモノデア

ルo

非 結核 性 ノ11例 中肝硬攣 症 ノ腹水4例 ノ3例

迄 ハ50倍 陰 性 ニ シテ、唯1例 ガ50倍 二反慮 シ

テ居 ル。 コ ノ1例 ハ血 清凝集債200倍 ニ シテ少

シク高 キ凝集便 テ示 セルモ ノデ アル。

而 シテ癌 性肋、 腹膜 炎 ノ胸水、腹水7例 二於 テ

ノ・、漏 出性 ノ4例 ト滲 出性 ノ1例 ハ50倍 陰 性

ニ シテ、漏 出性 ト滲 出性 ノ境界 ノモ ノ2例 ハ50

倍 二反慮 シテ居 ル、然 シコ レラノ血清凝集慣 ハ

高 ク1例 ハ150倍 、1例 ハ200倍 ニ シ テ、200

'倍 ノモ ノハ「レ」所 見上肺結核 テ謹明 セルモ ノデ

ア ノレ。

.以 上非結核 性 ノ胸水、腹水 ノ11例 二於 テハ、

8例 迄50倍 陰 性 ニ シテ、3例 ノ50倍 ノモ ノハ

何 レモ血 清凝集償150倍 、200倍 ノ モノデアル。

結核性胸 水、腹 水 二於 テハ、表 二於 テ見 ル如 ク

非 結核 性 ノモ ノニ比 シテ遙 カニ高 キ凝集償 テ示

シテ居ルePIOO倍1例 、150倍8例 、200倍10

例 ニ シテ、血 清凝集償 ト封比 スルニ、全 ク同 ジ

凝集償 テ呈 スル モ ノモ アルガ、一般 ニハ少 シク

低償 ヲ示 シテ居 ル。

私 ハ血 清凝集贋 二於 テハ、50倍 迄 ヲ陰性 ト爲 シ、

ユ00倍 、150倍 ヲ(±)、200倍 以 上 テ陽性 ト爲 シ

テ居 ルガ、胸 水、 腹水 二於 テハ、 ソレヨリ少 シ

ーク低 イガ故 二、50倍 迄 テ陰性、100倍 テ(±)、

150倍 以 上 テ陽性 トスル テ妥 當 ト信 ズル。

カ ク ノ如 キ判定規準 二從 フナ ラバ、第2表 二於

テ示 ス如 ク、非結核性 ノ胸 水、腹水 ハ100%ノ

陰 性成績 テ示 シ、結核 性 ノモ ノニテハ陽性94.7

%、 陰 性5.3%デ アル。

以 上 ノ如 ク實験 例 ハ誠 二僅少 デハ アルガ、胸水

腹水 ノ凝集反慮 二於 テ150倍 以 上 ノモ ノハ結核

性 ト断 ジテ可 ナ ランカ ト信 ズル。

自ロ私 ノ結核疑集反慮 ハ胸 水、腹水 ノ鑑別診断 二

資 スル所 ア リ ト信 ズ ル。

82・ 輕症結核殊二初感染肋膜炎肋腹膜炎

患者 ノ喀疲、胃液、糞便 ノ結核菌堰

養虹二其ノ臨淋的所見

齢 捨琶櫻襯
余等 ハ喀疾塗抹標本結核菌陰性ナル輕症結核患

者215名 ノ喀疲、胃液、糞便 テ培養 シ從來臨林

上輕硯セラレタル初感染、肋膜炎、肋腹膜炎二

於 テモ高率 ナル培養陽性テ得 タルヲ以 テ此塵 二

報告セントス。

検査人員215名 中観察期間全 ク鏡検結核菌陰性

ナルモ ノ146名 、鏡検陽性 トナ リシ事有ルモ ノ

69名 アリ。前者146名 中70名 即チ47.9%、 後

者69名 中59名 即チ85.5%ノ 培養陽性2Pチ 検

査人員絡数215名 中129名EPチ60%ノ 培養陽

性率 テ見 タリ。

之 ヲ病型 ヨリ見 レバ

初 感 染

肋 膜 炎

肋 腹 膜 炎

早 期 浸 潤

血 行 撒 布

肺 尖 結 核

再燃性浸潤

治癒性結核

ノ陽性テ得タリ。

19例 中5例(26.3%)

32例 中11例(34.4%)

16例 中8例(50.0%)

27例 中17例(62.9%)

25例 中20例(80.0%)

14例 中7例(50.0%)

13例 中7例(53.8%)

69例 中55例(79.7%)

以上特 二初感染、肋膜炎、肋腹膜炎 ノ陽性ハ興

味アルテ以 テ其 ノ臨躰的所見テ観察 セン。

初感染症19例 ラ見ルー「レントグ ン」像 二輕度
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ノ初感染浸潤 アルモノ3例 及 ピ肺門淋巴腺腫 ア

ルモ ノ3例 アリ。初感染浸潤 アル3例 ハ皆培養

陽性ナ リ.「レントゲ ン」像所見 二攣化 ヲ認 メザ

ル13例 中2例 モ培養陽性ナ リキ。

肋膜炎ハ肋膜滲出液穿刺後 「レントゲ ン」像所見

ナキ12例 中2例 ノ陽性 テ得、輕度ナル撒布像

アルモ ノハ20例 中9例 ノ陽性 ラ得 タリ。

肋腹膜炎二於 テハ、「レントグ ン」像所見ナキ5

例中1例 ノ陽性 テ得、輕度 ナル撒布像 アル11

例中7例 ノ陽性 ヲ得 タリ.

次 二喀疾全 ク鋏如 セル者及 ビ培養陰性者 ノ胃液

糞便培養 ノ成績 テ見ルニ胃液 ノミヨリ9例 、糞

便 ノミヨリ5例 。胃液及 ビ糞便雨者 ヨリ3例 ノ

培養陽性 テ得 タリ。即チ塗抹標本全期間陰性 ニ

シテ培養陽性 ナル70例 中17例24.28%ニ アタ

レリ^

爾余等 ノ検査人員215例 テ生物學的検査 ヨリ観

察 スレバ、赤血球沈降速度ハ塗抹標本陽性 トナ

リシ事有 リシモノハ10粍 以下 ノモノ59例 中3

例(5.08%)、 全期間塗抹標本陰性者ノ・10粍 以

下 ノモノ146例 中14例(9.49%)ア リ.

「ツベルクリン」皮内反慮ハ培養陽性 ト培養陰性

トノ間二特別 ノ相異認メラレズ。

培養陽性期間テ ミルニ全期間塗抹標本陰性ナル

モノハ33例 中17例 即チ51.5%ハ1-2ケ 月ニ

テ陰性 トナリ、塗抹標本陽性 トナ リタル事 アリ

シモノハ人工氣胸術 ノ影響 セラレシ事多大 ナル

モ59例 中48例 即チ81.5%ハ3-4ケ 月以上債1

培養陽性テ見タリ(外來患者 テ除 ク)。

之テ要 スルニ余等 ハ輕症結核患者 ノ検鏡陰性ナ

ル喀疾糞便、胃液 テ培養 シ從來注意セラレザル

初感染、肋膜炎、肋腹膜炎二於 テ高卒 ナル培養

成績 テ基 グ診断治i療ノミナ ラズ防疫學的ニモ留

意 スベキ事テ知 レリ。

83.漏 性肋膜炎二就テ

今村 荒男宮
本 一
中谷 信之

・ 瀞 羅(阪大今村
内 科)

松村 三郎
宮西 憲一
池 内兵一郎

我々日常接スル滲出性肋膜炎ハ肺炎 トカ腫瘍 ト

カ外傷 トカノ非特異性疾患 二依ルモノテ別 トシ

テ特褒性(一次性)ト云バ レルモノト随件性(二

次性)ト 云バレルモノ トノニ ツニ臨林上分類 セ

ラル。此 ノ特登性肋膜炎 ト構 セラル ・モ ノ・中

ニハ實際ニー次性 ノモノモアルガ、又本當バー

次性 ノモ ノデハナク潜在病憂 ガ他 ニアツテソレ

ヵラ來 タモ ノモ含 マ レテヰル。カ ・ル故 二特登

性 ト云 フ意味テニ ツニ解繹出來 ル。一ハ今 マデ

健康 デアツテ臨躰上特嚢 性デアル場合、ニハ肋

膜炎ノ起ルマデハ健康 デアツタガ、其健康 タル

ヤ全然病攣ナ シト云 フノデハ無 ク、 ヨク調査 ス

レバ肋膜炎テ起ス源泉 トナツタ病竈ガ既二存在

シテ居ル揚合 トデアル。 カ・ル故 二随件性 ト云

フ意味モーハ狡義デアツテ蕪診打診ニヨツテ謹

明セラル ・肺結核 テ件 フ場合、ニハ廣義 トシテ

ヱ線爲眞一テ初メテ他二肺結核 ノ存在 テ認 ムル

場合 トガアル。叉肺結核 ノモナ ラズ肺門部淋巴

腺結核ガヱ線ニヨリ確定セラル ・揚合モ廣義随

俘性 ト云 ヒ得ルノデアル。是等 ノ分類 テ爲 スニ

當 リ、 ソノ何 レニ属スルカラ明カニ爲 シ得ヌ場

合 モアル。兎モ角1勲陞肋膜炎二際 シテ、其 レニ

俘 フ病憂 テヨク観察 スル事 ガ興味 アル事 デアル

カラ・第3表 ノ如 ク分類 シテ漁 性肋膜炎テ観察

シヤウ ト企 テタノデァル。吾々ハ當内科入院 ノ

結核性 ト考ヘラレル漁性肋膜炎患者183名 二

於 テ、其 ノ経過 テーと線窮眞二就 キ追究 シテ、其 ノ

成因ニヨル臨休分類 テ試 ミ、其 ノー部分 二於テ、

其 ノ滲出液 ノ細菌學的、血清學的、細胞學的方

面 ヨリ観察 シテ、漁性肋膜炎 ト他 ノ結核病攣 ト

ノ關係 テ調査 シタ。

第1表 ハ言黒性肋膜炎患者 ノ年齢的關係 ト性別 ノ
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第1表 年齢別 ト性別bノ 關係一

年齢別

性 別
15歳 迄

16歳 一

25歳

26歳 一

35歳

36歳 一

45歳

46歳

以上

男(112名) 8 63 25 12 4

女(71名) 4 36 24 4 3

百 分 奉 6.5% 54.4% 26.6% 8.7% 3.8%

關係 テ見タルモ ノニ シテ、16歳 ヨリ25歳 ノ青

年期二於 テ螢病卒高 ク54.4%テ 示 シ、男子ハ

女子 ノ約2倍 二達スn次 二臨躰的二先行 セル結

核疾患ナキ者 ト、 アリシ者 トニ分テバ第2表 ノ

如 ク男女共 二病歴上特登性肋膜炎ガ多 ク全盟 ノ

第2表

狭義特
登性肋
膜炎

廣 義特
登性
狭 義
随件性 合併結核竈

不
確定ナ
ノレモ ノ

臨肱的二
先行セル
結核疾患
ナキモノ

臨殊的二
先行 セル
結核疾患
アル'モノ

男(112名) 6 64 24 18

女(71名) 5 43 18 5

計(%)
11
(6.0%)

107
(58.5%)

42
(22.9%)

23
(12.6%)

58.5%テ 示 ノ シテ居ル。

第3表 ハ滲 出性肋膜 炎 二件 フ他 ノ病 竈ノ存在 ニ

ヨ リ観察 セル モ ノデ アル。

(1)狭 義 特褒 性肋膜 炎ンー一吾 々 ノ例 デハ甚 ダ少

ク、僅 カニ11例(9.3%)デ アル、此 ノ場合ハ肺

第 3

臓其他 ノ臓器結核 テ認 メナカツタ。但 シ絶封的

ニナイトハ断定出來 ナイ。

(皿)廣義特登性肋膜炎一 見方二依 レバ廣義随

件性 ト云 フベキモ ノデ、此 ノ場合肋膜炎二先行

セル疾患ナク、又ハ ソ レ テ看過 セル場合 デア

ル。此 ノ中(a)肺 門淋巴腺 ノ結核 テ認 メルモノ

最モ多 イガ著明二腫瘍状或ハ塊駄 ナル肺門淋巴

腺腫脹52.3%デ アツテ肺門部陰影増加 テ認 メ

ルモノハ26・2%二 相當 ス ル。(b)輕 症肺結核

中ニハ早期浸潤、 肺尖結核又ハ他 ノ部 二輕度

ノ結核性病憂 ラ認 メルモ ノデァツテ16.8%二

相當スル(c)此 レハ大膿ハ血行性 二成立 セルモ

ノデアツテ、播種性肺結核 二同時 シ随件 シテ起

ル場合 ト、播種性肺結核 ガ起 リ其肺病竈 ヨリ肋

膜炎テ起スモノトガアリ得ル。f哉無性肋膜炎 ノ

成立 テ血行性及 ビ非血行性 二分 ツナレバ、遠隔

臓器結核 テ俘 フ滲出性肋膜炎 ノ中ニハ血行性二

肋膜炎テ起 シ得ル コトモアリ得ル。

(皿)狭義随件性肋膜炎一一肺 二中等叉 ハ重症 ノ

肺結核 アリテ肋膜炎 ラ起 セルモノデアル此揚合

二輕症肺結核 ガアリテ後起ル場合モアルガ輕症

肺結核ガ看過 サレテ居ル。肋膜 ノ近 ク、又ハ他

ノ臓器結核二随伴 シテ起ル肋膜炎モ狭義階件性

表

滲出性肋臓 ノ成因一ヨ扮 類1男i女1計1百 分 傘

・)狭獺 性肋膜炎(肺門部陰影堆力・ナキモノ)16151・ ・1 一

皿)廣 義特骸性肋膜炎(廣義随件性)

a)肺 門淋巴腺結核
肺門部陰影墳加 アリ非腫瘍
状 ノモノ

13 15 28 26.2%

肺門腺 ノ腫瘍状 ノモノ 33 23 56 52.3%

b)輕 症肺結核

早 期 浸 潤 4 0

18 16.8%肺 尖 結 核 8 1
ワ

共 他 ノ輕症肺結核 3 2

c)播灘 肺徽(鱒 随件性瀞 べ暢 合) 3 2 5 4.7%

計 64 43 107 100%

皿)狭 義随件性肋膜炎 16 7 23 54.8%

IV)多 號性漿膜炎 3 7 10 23.8%

V)再 燃性肋膜炎 5 4 9 21.4%

計 24 18 142 100%

VI)合 併結核竈不確定ナルモ ノ 18 5 23 一
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ト云 ヒ得ルガ内科的ニハ肺結核二随件 スル者 ガ

主要 デアル。

以上 ノ第 ①(皿)群 テ見方ニヨリテハ肺結核性、

肺門淋巴腺結核性、肺外臓器結核性等ニモ隔別

シ得 ルノデアル。

(IV)多登性漿膜炎ハ多 クハ肺門淋巴腺結核 テ件

第

ヘル コ ト多 イ。

(V)再 燃 性肋膜 炎 ノ多 クハ肺 門淋巴腺結核 テ件

ヘル コ トガ多 イガ特別 ノ「カテ ゴ リー」二入 レル。

(VD合 併 結核竈 不確定 ナル モ ノ 之 レハ滲 出

液瀦溜 シ、又 ハ吸牧 ヨカ ラズ肋膜 肥厚 ノタメヨ

ク観察 シ得 ザ リ シモ ノデ アル。

4表

滲 出 性 肋 膜 ノ 轄 節 1治 剰 穫 険 副 死 亡
1)嚇 徽 性肋臓(肺 門音聯 増加ナキモノ)1713

皿)廣義特號性肋膜炎(農義随件性)

1 0

a)肺 門淋巴腺結核 禮縢 勢 加アリ非23 4 1

AU

O

「

0

1肺 門腺ノ腫瘍状 ノモノ46

早 期 浸 潤3

肺 尖 結 核9

其 他 ノ輕 症 肺 結 核5

10 0

b)輕 症 肺 結 核

1

0

0

0 0

0 止 0

c)櫨 性肺結核(鱒 随件悔 認ムベキ場合)2 1 1 1

皿)狭義随伴性肋膜炎 9 7 12 5

IV)多 號性漿膜炎 7 2 0 1

V)再 燃性肋膜炎 8 1 0 0

VI)合 併結核竈不確定ナルモノ 17 6 0 0

計 136 35 5 7

百 分 率 74.3% 19.1% 2.8% 3.8%

第4表 ハ滲出性肋膜炎テ第3表 ノ見方 ノ下二其

ノ轄蹄テ調査 シタモ ノデアル。

喀疾中結核菌陽性 ノモノハ廣義特登性肋膜炎デ

ハ僅 カニ3名 ナルニ、狭義随件性肋膜炎デハ約

40%二 陽性 デアル。 ピルケ氏反慮陰性者ハ廣義

特嚢 性肋膜炎 デハ19.6%狭 義随件性肋膜炎デ

ハ多 イ(34.8%)ガ 之 ハ重症 ノ爲メノ陰性 「アネ

ルギー」ガ含 マレテ居ルカラデアル。

滲出液 ノ細胞學的所見二於 テヘ ー般二白血球

籔 ハ廣義特登性肋膜炎 二比 シ狭義随件性二少

ク、且ヅ分葉核中性嗜好白血球ハ少薮、大軍核

細胞 ハ反ツテ多イ傾向テ示 メシテヰル。淋巴細

胞ハ雨者 ノ間二大ナル差違 テ認 メズ。(宮 西、池

内》

滲出液 ヨリノ結核菌分離成績 ハ挾義特登性肋膜

炎デハ陰性、廣義特登性肋膜炎、殊 二其 ノ中肺

門淋巴腺結核デハ約40%二 陽性 デアツテ、結核

性病攣 ノ高度 ナル ニ從 ヒ其 ノ陽性率 ハ累檜 シ、

狭義随件性肋膜 炎 二 於 テハ約80%陽 性 テ示 メ

ス。培 地ハペ トラグナ ニ氏 テ用 ヒタ。(松 村)

結 核補 盟結合反慮 ハボ ケ、 ネ グ レ氏 ノ 「ア ンチ

ゲ ン」二準 ジテ作 レル「メチー ル」酒精 「アンチゲ

ン」テ用 ヒ、ロー 走ス、 コル メル氏法 二依 リ行 ヒ

シガ、本反慮 ハ必 ズ シモ結核 菌 ノ存在 ト拉行 シ

ナ ィコ トテ認 メタ。 舩 村)

滲 出液 ノ結核菌以外 ノ随 俘菌 ノ検 査 二於 テ此 レ

(圭 トシテ葡萄状球菌)テ 詮 明 セ シ患者 ト是等随

件菌 ノ清長 ト!間 一 ハ 何 等特別 ノ關係 テ認 メ

ズ、只肺結核 ノ著 明 二認 メ ラル ・モ ノニ褒 見 七

ラル ・コ トガ多 イ事 ラ知 リ得 タ。(米 田)

胸 水 「ピ リル ビ ン」量 テワ ンデ ンベル グ氏 ノ比色

計 二依 リ測 定 セ シニ1.OB.E.(最 高)、 大 多籔 ハ

1・OB・E・ 以下 デ アツテ、全然陰 性 ノ モ ノハ ナ

カツタ。 廣義特 養性肋膜炎 ト挾義随 件性 肋膜炎
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トノ間 二胸 水 「ビリルビ ン」量 二就 イテ認 ムベ キ

差 異 ナ ク、一般 二胸水陳薔 トナル ニ從 ヒ濃縮 セ

ラ レ高値 テ示 ス傾向 ガ アヅタ。(山 本)

胸 水 中 ノ「アル ブ ミン」及 ビ「グロ ブリン」バカー

ル ツアイス肚 製 プル フ リツ ヒ氏 「ア インタウフ、

レフ ラク トメー ター」テ用 ヒロベル トソン氏法

二從 ヒ各 々 ノ値 テ求 メ、其 レヨリ「アル ブ 走ン・

グロ ブリ ン」比卒 テ 出 シ、 「ブ イブ リノグ ン」ハ

レー ンデル ツ及 ビグロメルスキー氏法 二從 ヒ測

定 シタ。 「アル ブ ミン、 グロブ リン」比率 ハ李均

0.46ニ シ テ、 明 カニ肺結 核 ノ所見 ラ有 スルモ ノ

ニ於 テハ李均0.38然 ラザルモ ノニ於 テハ0・48

デ アル。何 レノ場合 二於 テモ、肋膜 炎 ノ経過 ノ

進 ムニ從 ヒ「グロブ リン」ノ絶封値 大 トナルニ拘

ラズ 「アル ブ モン、 グロブ リン」比傘 ハ増加 セル

モ ノガ多 イ。 「ブ イプリ ノゲ ン」ハ李均0・78%

ニ シテ、経 過 ノ進 ム ニ 從 ヒ増加 ノ傾 向 テ認 ノ

ル。胸水PHハ 最 小7.01最 大7.78zls均7.54デ

ア ツタ。(川 居)

以 上是等 諸検査成績 ハ症例 未 ダ 多 ク ハ 無 イ ノ

デ、他 ノ結核病慶 テ件 フカ、件 ハヌカ トノ雨者

間 二繕 封的 ナ差 ハ認 メ得 ナィ ノデアルガ、比較

的 二差 異 ノアル事項 モ アル カラ、尚症例 テ多 グ

シテ観 察 シタイ ト考 ヘテヰ ル。

兎 二角漁性肋膜 炎 テ第3表 ノ如 ク分類 シテ観察

スル コ トハ療養、豫後 ニモ大 二關係 ノアル コ ト

デアル。斯 ク漁性肋膜 炎 ノ診断 ニアタ リテ必 ズ

此 ノ分類 ノ何 レカ ニ属 スル カテ定 メタイモ ノデ

ア ル 。

84.磯 脊 髄 液 ノ「トリプ トフア ン」反鷹 二

就 テ.

毘理島璽誌 繭)
緒 言

結核性磯膜炎、非化膿性磯膜炎、磯炎等二就テ

ハ鑑別診断困難 ナル場合厘 ≧ナルガ、磯脊髄液

ノ「トリプ トフアン」反慮 テ初 メテ是等 ノ疾患 ノ

鑑別 二慮用 セ ル ハ恐 ラクAiello(1922)ナ ルベ

ク、漿液性磯膜炎、徽毒性疾患二於テハ本反慮

ハ陰性二終ルモ、結核性磯膜炎二於 テハ殆 ド常

二陽性反鷹 デ示 ス ト報告セリ。其後泰西文献 二

於テハ既二撒氏 ノ報告 セル アリ。Lichenberg

(1932)ハ諸種 ノ疾患 二罹患 セル小見78例 二就

キ検査 テ行 ヒ、陽性反慮 ラ示 セルモノ25例 ニ

シテ、内23例 ハ拶脊髄液中 ノ結核菌謹明、動

物移植、剖検 ニヨリ結核性拶膜炎ナルコ ト確定

セルモノ、2例 ハ結核菌謹明等ハ不成功 二終 リ

シモ臨躰的経過ハ 全 ク結核性磯膜炎ニー致 セ

ルモノニシテ、拶腫瘍、流行性磯脊髄膜炎、肺

炎、赤痢等結核性磯膜炎 ト鑑別診断テ必要 トセ

ル53例 二於テハ反磨陰性ナ リキ ト報告セリ。

Schumacher(1934)ノ 報告 二檬 レバ 検査症例

114ノ 内結核性磯膜炎ハ32例 ニシテ総 ベ テ 陽

性反慮 テ呈 シ、残絵 ノ82例 ハ非結核性磯膜炎、

磯炎、磯水腫、「メニンギスムス」、脊髄灰白質

炎、尿毒症等ニ シテ、是等 ノ内8例 二於テ反慮

陽性 トナリ其7例 ハ磯脊髄液 ノ膿性、血性、黄

染性ナリシモ ノニシテ、他 ノ1例 ハ磯腫瘍ナリ

シMフ.Bock(1935)ノ 報告 二振 レバ検査症

例119中 陽性反慮 テ示 セルモ ノ22例 、内結核性

磯膜炎19例 、流行性磯脊髄膜炎2例 、葡diHJKI求

菌性磯膜炎1例 ニ シテ、陰性反慮 テ呈セルモ ノ

ハ残絵 ノ97例 ニシテ、磯炎、脊髄灰白質炎、磯

腫瘍、先天性徽毒等ナ リシト云 ヒ、以上 ノ諸家

敦 レモ結核牲磯膜炎二封 シ本反慮 ノ鑑別診断的

慣値大ナルテ強調 セリ。

最近坂本、佐藤雨氏 ハ種 々ノ疾患20例 二就 キ

本反慮 テ検 シ、陽性反慮テ呈セルモ ノハ8例 、

内結核性拶膜炎1例 、流行性拶脊髄膜炎4例 、

蜘蛛膜下出血2例 、磯腫瘍1例 ニシテ、脊髄瘍、

磯徽薄等残絵 ノ12例 ハ陰性 ナ リキ。而 シテ結

核性磯膜炎以外 ノ疾患二於テモ陽性反慮出現 ス

ルコ トアリ、本反慮 ハ磯脊髄液 ノ蛋白含有量 ト

關係アルテ以テ、結核性磯膜炎 ノ診断 二資 セン

ニノ、～主意テ要 ス ト述ハごタリ。

余等ハ結核性磯膜炎、流行性磯炎(B型)及 ビ其

疑症、流行性磯脊髄膜炎ノ患者 ノ磯脊髄液 二就

キ本反磨 テ検査セ シニ次 ノ如キ結果 テ得 タル7
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以テ之テ報告 セントス;

實験材料及實験方法

磯脊髄液2-3耗 、濃盤酸15琵 、2%「 ホルム

アルデヒー ド」3滴 テ混和 シ輕 ク振盧 シ、5分

間放置 シタル後、0.06%亜 硝酸 「ナ トリウム」2

蝿 ラ重聲 シ、3分 後接鰯面二紫色環 ン生ズルテ

以テ陽性 トナスモ陽性 ノ程度 ノ制定二當 リテハ

ー定 ノ基準 トナルベキモ ノ無 ク検者各自 ノ評贋

二挨 タザルベカラズ。

臨躰實験

余等ハ種々 ノ疾患31例 二就 キ能 フ限 リ臨躰的

経過 テ追 フテ検査 テ反復 シ、諸表二示 スガ如キ

結果 ラ得 タリn即 チ結核性磯膜炎ハ31例 中8

例ニシテ、内6例 ハ磯脊髄液中ノ結核菌謹明或

ハ剖瞼ニヨリ診断確實 ナルモノ、2例(第2表 第

5、 第8例)ハ 結核菌謹明、剖検等ニヨリ確 メ

得ザリシモ臨沐症状、 拶脊髄液所見、経過等

ヨリ結核性拶膜炎ナルコ ト疑 ナキモノニシテ、

「トリプ トフアン」反慮ハ各例 二於 テ程度 ノ差 コ

ソアレ常二陽性反慮 テ示 セリ。流行性磯脊髄膜

炎 ハ5例 ニシテ敦 レモ反磨陽性 ナリキ。流行性

磯炎(B型)ハ6例 、其疑症ハ3例 ニシテ眞性磯

炎 ノ2例 テ除キ他ハ絡 テ陽性ナ リキ。「メニンギ

スムス」テ件 フ流行性感冒 ノ1例 ハ陽性ナ リキ。

残絵 ノ8例 ハ敦 レモ反慮陰性 ナ リシ モノニシ

テ、即チ左側牛身麻痺、進行性麻痺(?)、 磯硬

化症、外傷性示申経症、蜘蛛膜下出血、痙攣性脊髄

麻癖、尿毒症、「テタニー」(?)ノ 各1例 ナリキ。

次 二余等 ノ検査 セル症例 二就 キ 「トリプトフア

ン」反慮 ト臨躰的経過、臨躰矧 犬、磯脊髄液 ノ他

ノ所見等 ト比較考察セン。Schumacherハ 病勢

ノ進行 スル ト共 二本反癒 ノ陽性程度 モ強度 トナ

ル ト云 ヒ、余等モ亦流行性磯脊髄膜炎第1例 及

流行性拶炎(B型)ノ 第1例 二於 テ臨躰症状 ノ輕

快、拶脊髄液異常所見 ノ衰退 ト共 二本反慮 ノ陽

性程度モ漸次減少スルテ見タルガ、常 ニハ必 シ

モ然 ラザルガ如 久 死 ノ轄蹄 テ トレル結核性磯

膜炎第1、第2、 第6例 二於 テ経過 テ追 フテ反復

検査 セル反慮 ノ程度二殆 ド攣化 テ認 メザ リキ。

然 ルニ余等 ノ興味 テ牽 キ シバ結核 性磯膜炎第4

例 二於 テ、臨躰的 二項部強 直、 ケル ニ ヒ氏症候

ノ詮明 サ レ得 ザ リシ早期 二既 二本反慮 陽性 ナ リ

シ貼 ナ リ。

次 二磯 脊髄液 ノ膿 性、血性、黄染性 ナル時本反

慮 二封 シ如何 ナル影響 テ及 ボ スヤニ就 キLich-

tenberg及 ピSchumacherハ 斯 カル場合 ハ深

紫色 ラ呈 スル テ以 テ之 ヲ循 陽性反慮 ト穰 シ、斯

カル液 ハ本反慮検査 二 適 セ ズ ト云 ヘ リ。Bock

ノ、反慮強陽性 ナ リシ流行 性磯 脊髄膜炎 ノ2例 二

就 テ磯脊髄液 ノ白血球 除 去 ニ ヨリテ反磨 ノ左右

セ ラル ・コ トナキ テ報 ゼルガ、余 等 ノ實験 二採

リテモ膿 性液 二就 テハ遠 心沈澱前後 ノ液 テ用 ヒ

テ検 査 シタル揚合、雨者間 二反慮程度 二殆 ド差

テ認 メザ リシテ以 テ、 白血球ノ 俘游 ハ本反慮 二

殆 ド影響 テ及 ボ サザルモ ノ ・如 シ。結核 性磯膜

炎第2例 ハ液 ノ透 明 ナルカ血性 ナル カニ關 セズ

常 二同程度 ノ反慮 テ示 セルガ、血液混 入多量 ナ

ル時 ハ其 ノ褐 色 ノ色調 二被 ハ レテ判定困難 トナ

ル モ、拶脊髄液1立 方粍 内 ノ赤血球撒約20萬

以下 ナル時 ハ判定 容易 ニ シテ斯 ル液 ハ本反慮検

査 二慮用 シ得。余等 ノ経験 セ シ蜘蛛膜下 出血 ノ

1例 ハ磯脊髄 液 ノ黄染性 ナ リシニ拘 ラズ反慮陰

性 ナ リキ。液 ノ黄染 性 ナル コ トモ本反磨 二殆 ド

影響 テ及 ボ サザル モ ノ・如 シ。

線 括

31例 ノ患者 二就 キ磯脊髄 液 ノ 「トリプ トフ.ン 」

反慮 テ検 シ

1・ 結核性磯膜炎 ハ8例 ニ シテ、絃 ベ テ本反磨

陽性,リ キ。之 ハLichtenberg,Schumacher,

Bock及 ビ坂本、 佐藤等 ノ成績 トー一致 セリ。

2・Lichtenbergハ 流 行性拶脊髄膜 炎 二於 テハ

本反癒 陰性 ヂ リ ト云 ヘルガ、Bock/2例 ハ陽

性 ニ ジテ余 等 ノ5例 モ亦陽性 ナ リキ。

3・ 磯 炎 二於 テハLichtenberg,Schumac-
、

her・及 ビBockノ 例 ハ総 テ 陰性 ナ リシガ
、余

等 ノ流行性磯 炎(B型)及 ピ其疑症9例 中7例 ハ

陽性、2例 ハ陰性 ナ リキ。

4・ 「ノニ ンギスム ス」テ件 フ流行性感 冒 ノ1例
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ハ陽性反慮 テ呈 シタリ。

5・ 左側牛身麻癖、進行性麻痺(?)、 磯硬化症、

外傷性静脛症、蜘蛛膜下出血、痙攣性脊髄痂癖、

尿毒症、「テタニー」(?)ノ 各1例 二於 テ本反磨

陰性ナリキ。

結 言

余等 ノ實験 二嫁 レバ本反慮ハ結核性磯膜炎以外

ノ他種疾患 二於 テモ厘 ≧陽性反慮 テ呈スルガ故

二、鑑別診断的二泰西諸家 ノ唱 フルガ如 ク結核

性磯膜炎 ノ鑑別診断 二封 シ大 ナル債値ハ認 メ得

ザ レドモ、結核性拶膜炎二於 テハ常 二陽性 ノ成

績 テ得 タル黙 テ考慮 シ、且 ツ本反慮 ノ操作比較

的簡軍ニ シテ短時間ニテ施行 シ得 ラル ・ガ故 ニ

ー慮ハ試 ムベキ償値 テ有スルモ ノト信 ズ。(表

略)

1)Lichtenberg,H.H.,Amer.J.Dis.Childr.

43,32-39.(1932).2)Schumacher,H.M.,Z.

Kinderheilk56,626-630.(1934).3)Bock,H.,

Mschr.Kinderheilk.65,41-44.(1936).4)坂

本 馨,佐 藤 勉,日 本 署 事 新 報.754(昭.12.2.20).

85.結 合血糖 ノ消長 ヨリ観タル肺結核1

豫後

小踊 久雄(京都府立署大飯塚内科)

諸種 疾患殊 二肺結核症 二於 ケル結合血糖 ノ」曾加

ハ夙 二周知 ノ事實 デア リマ シテ、 既 二我教室館

石 、森岡、森宗諸氏 ノ報 告 二依 ルモ明 カデア リ

マス。1855年 初 メテFiguierノ 提 唱以來、結

合 血糖 ノ本態 二關 シマ シテハ、論議絶 エズ佛 ノ

Bierryノ 如 キハ生艦 二 於 ケル、糖質貯藏 ノ第

2型 トナ シ、蛋 白質 ト糖 ノ中間 二位 シ、恐 ラク

鞄、繭 糖 右難 果糖及 ビGlyk。saminヨ リ
　

生成 セルモ ノト設 イテ居 リマスガ、未グニ最後

ノ蹄趣 テ知 リマセヌ。併 シ其 ノ化學的本態へ

暫 ク措 キ生盟内 二於 ケル、生成拉 二分解機轄

二、筋肉、網状織 内被細胞系統、肺臓、肝臓等

ノ所演妙カラザル事實ハ、恩師飯塚教授 ノ圭張

セラル ・所 デアリマシテ、此 ノ事ノ・從來我教室

幾多 ノ實験 二依 リマシテモ疑 ヒテ容 レ得ナィ貼

デ ア リマス。斯 ク結合血糖 ノ清長蛇 二蓮命 二至

大 ノ因縁 テ有 シマ ス肺臓機能 ニー度攣調 テ招來

セ ンカ、蓋 シ禮液 成分 二於 テ受 クル影響 ノ劇甚

ナ事 ハ、容 易 二理解 サ レ得 ル庭 デ アリ、況 ヤ結

核 ノ如 キ器質 的 ニモ、機能 的 ニモ、内分泌 系統、

網獣織 内被細胞 系統初 メ全 身 二影響 スル病攣 ノ

螢 生 セル場合 二於 テ オヤデ ア リマス。期 セズ シ

テ、教室諸先輩 ノ業績悉 クー致 シテ、本症 二於

ケル著 明 ナル檜加 テ報 ゼル ノモ當然 ト謂 ハ ネバ

ナ リマセヌ。併 シ乍 ラ在 來 ノ本症 二於 ケル、結

合血糖 ノ検索 ハ何 レモ李面 的 二行 ハ レタニ過 ギ

ナ ィノデア リマ シテ、複雑錯綜 テ極 ムル肺結核

諸相 テ系統的序列 二整 へ 結合血糖 動揺 ノ立場

ヨ リ、立盟 的 二検 討 セル報 告ハ、私 ノ寡聞 ニ シ

テ、未 ダ聞 カナ イノデ ア リマ ス。弦 二著 目致 シ

マ シテ、飯塚教授御指 導 ノ下 二、館石講師 ノ御

援助 テ受 ケ、本研 究 二 從事 シ タ次 第 デア リマ

ス。検査例 ハ悉 ク飯塚 内科 入院患者 ニテ、 臨 沐

的 二肺結核 ラ確認 セ ラレシモ ノ50例 二就 キ、早

期室腹時探血遊離 血糖 ハ 且agedorn-Jensen氏

法 、結合 血糖 ハ飯塚教授 法 テ以 テ測定 シ、併 セ

テ赤血球沈降速度(Westergren氏 法)、 圭訴、

臨躰的所見、 「レン トグ ン」像 、 テモ綜 合調査 シ

タ ノデァリマ ス。検査同撒 ハ砂 クモ病状経過 二

件 ヒ2同 以上 トシ、殊 二赤沈速度 ト封 照 シツ ・

病勢 ノ動 向二關 シ何等 カ ノ指針 テ得 ラル ・ナ ラ

バ、臨 沐上 ノー助 タルベ シ、 ト考 ヘ タ ノデ ァリ

マス。今尚研究途次 デア リマ スガ、既 二得 タル

2、3ノ 事實 二就 キ、 申 シ上 グ タ イ ト思 ヒマス。

抑 モ肺 結核 ノ各型 テ臨躰的 二異論 ナク囁分 スル

事 ハ、固 ヨリ難 事中 ノ難事 二属 シマスガ、私 ハ

縮括 的 二先 乳 輕症、中等症、重症 ト三大別 シ、而

シテ各症例 二就 キ、更 二」曾殖型、滲 出型 、混合

型 ト分類 シタノデ ア リマ ス。封 照 トシテ健 康者

10例 二就 キ、結合血糖 テ 測定 シ、 自95mg/dl

至115mg/dl自 ロチzF均105mg/d1テ 得 、之 ハ

本邦健康者 二於 ケル、我教室從來 ノ報 告 ト略 篭

一致 シテ居 リマス
。全50例 ノ肺結核 患者 二於

テハ、 自100mg/dl至259mg/dl総 卒 均159
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mg/d1二 達 靴 封照 二 比 シ、 實 二51.4%ノ 増
り

加 デア リマス。(因 二遊離 血糖 ハ 終始封照 ト差

異 ナ ク以後 省略 シマス)。

1.輕 症(5例)

何 レモ主訴、臨躰症状、 「レ」線像 カ ラ考察 シマ

シテ、所 謂増殖型 二属 ス ベ キ モ ノデア リマ ス

ガ、赤沈速度 中庸債総李均9.3粍 、 結合 血糖総

zF均125 .5mg/dl(自100mg/dl至150mg/dl)

ラ示 シ、封照 二比 シ19%ノ 増 加 デ ア リマ ス。

而 シテ経過 二件 ヒ、観察 シ マ シタ1例 久○(表

示)ノ 如 キハ、一般状 態 ノ輕快、赤沈速度 ノ遅

延 ト共 二結合血糖 モ漸次低下 ノ傾 向 テ辿 ツテ居

リマス。

2.中 等症(29例)

全 例 二於 テ、赤 沈速度絵ZF均44.2粍 、結合血糖

縮zF均161mg/dl(自115mg/dl、259mg/dl)テ

示 シ、封 照 二比 シ52%ノ 増 加 デ アリマス。而 シ

テ圭訴 、臨 床所 見、 「レ」線像 等 ヨリ檜 殖型 ト目

セ ラレル6例 ノ赤沈速度李均48.9粍 、結 合血

糖 李均170mg/dl(自115mg/dl至259mg/dl)

又 混 合型 ト目セ ラル ・9例 ノ赤沈 速度卒均49.0

粍 、 結 合血糖 李均149mg/dl(自115mg/d1至

173mg/dl)、 又 滲 出型 ト目 セラ レル14例 ノ赤沈

速度 李均34.9粍 、 結合 血糖卒均166mg/dl(自

123mg/dl至213mg/d1)テ 示 シテ居 リマス。経

過 テ辿 レル1例 關○ ノ如 キハ、(表 示)病 機輕快

二赴 〃 二從 ヒ、赤沈 速度遅延 シ、結合血糖 ハ減

少 シ、梢 ≧症状 悪化 スル ヤ雨者共 二増 加 シテ居

リマ ス。

3.重 症(16例)

全 例 二於 ケル赤沈速度絡 李均77.5粍 、結 合血糖

WazF均192mg/dl(自139mg/dl至258mg/dl)

ラ示 シ封照 二比 シ、82%ノ 著 シイ檜加 デア リマ

ス。 因 二本 症 ニハ増殖型 ト見徹 スベ キ症例 テ鋏

キ、悉 ク滲 出型(進 行 性)、 及 ビ混合型 デア リマ

ス。而 シテ滲 出型10例 ノ赤 沈速度李均74.1粍

結 合血糖 李均193mg/dl(自146mg/dl至258

mg/d1)、 混 合型6例 ノ赤沈 速度李均80.9粍 、結

合血糖李均191mg/d1(自139mg/dl至217mg/dl)・

ニテ雨者二著明ナ差異 テ認 メマセメ。本例ハ殆

ンド全例二就キ、各経過二沿 ヒ(死 前期若 シク

ハ中途退院二至ルマデ)観 察 シマ シタガ例 ヘバ

其 ノ2例 松○淺○ ノ如 ク(表示)病 機 ノ進展、一

般症状 ノ悪化 ト共 二赤沈速度ハ最初梢 ≧促進 ノ

傾 キテ取 リマスガ後漸次遅延 スルニ反 シ、結合

血糖 ハ死期迫ルニツレ、愈 々檜加 シ雨者 ノ懸隔

次第二著 シクナルテ認 メマス。カ ・ル事實ハ何

レモ病勢極度 二充進 シ、生盟防衛力殆 ン ド消失

セル所謂subfebrilノ 状態 二最モ明瞭二観察 シ

得 タノデアリマシテ、從來説カレタル結合血糖

増加 ノ重要因子 トシテノ高熱、喀血其他 ラ考慮

外 二置キ得ル事ハ些 力興味 アルモ ノト思惟致 シ

マス。最後 二肺結核 ノ豫後刹定二關 シ、爾決定

的ナル手段 ノ現ハ レナイ今 日、結合血糖 ノ重要

性ハヨク赤沈速度 ノ短 テ補 フ事 二存スル ト思 フ

ノデナリマス。

6.豫 防及 ビ治療

86.BCG人 髄接種 ノ所見

酒 井 皐 二(傳染 病研 究 所)

傳染病研究所 附屡署院勤務 ノ看 護婦 中、 特 二

Mantoux反 慮 陰 性 ノ者 ガ 陽性轄化 二引績 キ登

病 スルモ ノ多 久 即 チ結 核菌感染 テ受 クル危瞼

性多 キ結核 未感染者 二封 シ豫防 ノ法 テ講 ズル必

要 テ認 メ、 昭和10年 以來BCGノ 皮 下接種 ヲ

實施、約2年 間 ノ経験 テ重 ネタル テ以 テ其 ノ大

要 テ報告 セン トス。

BCGハ 大 正14年 以 來傳 研 二於 テ毎月約1同 馬

鈴薯Glyzerin-Bouillon二 移 植、培養、保存 セ

ラレタル獲育極 メテ旺盛 ナルモ ノ・3週 間培養

ノ0.01mgテ 滅 菌生理的食盤 水0.5c・c・中 二俘游

セ シメ・即 日之 テ 上臆外側皮 下 二 注射 セ リ
。

Tuberkulin反 慮 ハ傳研 製薔 一Tuberkulin液

ノ2000倍 稀 稗液0・1c・c・ノ皮 内注射 テ行 ヒ24
、48

時 間後!硬 結10mm以 上 テ陽性、4mm以 下

テ陰性 ト定 ノ タリ。 ・

昭和10年 度 ニハMantoux反 慮陰 性 ノ者37名

二封 シ0 ・qOlmgヲ 注射 更i.3週 後 二〇.01mg
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ラ接 種。11年 度 ニ ハMantou込 ・反慮陰性 ノ者

12名 二封 シ0.01mg1同 テ注射 セ リ。

是等49名 二封 シ3ケ 月乃至1年 後 二、 現在 ノ

Mantoux反 慮 ノ有無 テ 問 ハズBCGO.01mg

ノ再接 種 テ行 ヒ計98同 二及 ピタ リ。

49名 中45名 ハ接種 二依 リテ 陽性 二轄化 セ シメ

得 タルモー部(28.6%)ノ 者 ハ再 ビAllergieノ

減 弱乃至滑失 テ見 タリ。 此接 種 二依 リテ結核 罹

患激 ハ封照 二比 シ減 少 セ リ.表 示 スル ニ次 ノ如

シ。(カ ・ル少撒 例 ノ観察 二 於 テ百分卒 ヲ算出

スルハ妥當 ナ ラザルモ解 リ易 キ爲 二示 ス)

更 二Mantoux反 慮 陽性 ノ47名 二 封 シBCG

Mantoux反 庵i 嫌 列 結 核 罹 鰍1結 核 死 亡 数

BCG
接種前

陽性BCG未 接種者 7・ 年鞠2113§:甥 年鞠 全ll:象髪1
、

陰性BCG自 然陽性縛化 ユ68(50誉 ミ)1(6.296)

BCG
接種後

陽性BCG接 種者 473(6.4%)0

陰 性BCG擁 者149〔5(10.2%)x3(6 .1%)〕 ・(2%)

XMantoux(一)ナ ル モ接 種 當 時 既 二罹 患 セ ル モ ノ

0.01mgテ 接 種 セル ニ2及 ビ7ケ 月後Tuber-

kulinallergゴeニ ハ殆 ン ド影響 ナ シ。

傳 研看護婦 ノMantoux反 慮 陽性卒 ハ大抵 入學

當時1/4一/3ノ 者 ガ陽性 ニ シテ勤務年限 ラ重 ヌ

ル ト共 二」曾加、1年 後 二2/3、2年 後 二3/4、3

-4年 ニ シテ大牛 ガ陽性 二轄化 スルモBCG接

種 二依 リテ各 入學年度 ノ者 モ殆 ン ドー檬 ノ高 サ

迄 陽性卒 ガ増加 シ、 ソノ後 再 ビヤ ・低 下 セル テ

認 メタ リ。

BCG接 種 二際 シ全身作用 ハ認 メラ レズ。接種

部位 ニハMantOUX陰 性 ノモ ノニ初接種 ノ際 ハ

殆 ンド攣化 テ見ザ リシモ、再接種 二際 シー部 ノ

者 二又 陽性反慮者 二初 接種 ノ際 ハスベ テニ注射

部位 ノ襲赤硬結 テ生 ジ多 クハ寒 性膿瘍 ヲ形成 セ

ルモ約1年 以 内 二癒痕治癒 セ リ。

之 ヲ要 スル ニBCG接 種 二依 リテ生 ジタル免疫

ハ強 固ナル モ ノニ非ザル ガ如 キモ、結核未感染

者 二封 シテハ之 ガ獲病豫 防 ノ見地 ヨリ皮 下接種

ハ試 走ラルベ キ方 法 ナ リ ト思考 ス。

87.BCG接 種 二就 テ

今村 荒男(竹尾結核研 究 所)

BCGノ 毒力及免疫力 二就 テハ昭和2年 本學會

絃會二於 テ結核豫防「フクチン」ノ数力批判 ナル

宿題報告 テナセル以來度々報告 シタ所 デァル。

BCG菌 株ハ生菌「ワクチン」.トシテ用 ヒラル故

二其毒力ハ愼重二研究 スベキ問題 デアルガ今迄

ノ余等 ノ研究ニヨレバ多少 ノ毒力テ有スル トモ

實験動物 二進行性 ノ結核 テ作 ラザル事ラ認 メテ

居ル、併 シ個膣二多少 ノ病攣 ラ與 へ得 ベキモノ

チルモ此事ハ決 シテ恐ルベキニァ多ズ ト信 ジテ

居ル、實 二多少 ノ毒力 ノ存 スル事 ガ冤疫原 トシ

テ償値 アルモノト考ヘラレルノデアル。

他方二於 テBCGハ 余等 ノ實験 セシ結核菌死菌

製剤 ヨリモ有力 ナル免疫原 デアル ト考ヘル故 二

BCGテ 以テスル結核豫防接種 ハ甚ダ興味アル

ノ ア ア ル 。

余等ハ昭和4年 以來BCG「 ワクチン]テ人禮 二

接種 シタガ初 メハ経 口的二試 ミ昭和4年 秋以來

皮下接種 テ行 フテ居ル。余等 ノ教室 二於クvu實

験的研究 ニヨレバ経 口的二BCGヲ 與 フルヨリ

モ皮下接種 二由ル方ガヨリ有力ナル免疫 テ得ル

故 二断然皮下接種 ノミテ用 ヒテ居ル。

併 シ果 シテ結核豫防接種二BCGテ 用 ヒル必要

アリヤガ問題 デアル。結核菌 テ全然世 ノ中ヨリ

取除 キ得ルナレバ勿論豫防接種 ラ行 フ必要 ガナ

イ、併 シ封菌的豫防テ完全 ニシ新感染 テ維封 二

無 クスル事ハ不可能 デアル。他方 二於 テー般衛

生状態 テ改良 シ登病豫防 テ完全二行 フ事 モ現下

ノ歌態 ニテハ不可能 デアル。 日本 ノ産業或ハ國

防 ヨリ見テモ軍除或ハ工場二於テ褒病素因テ作

ラヌ事 テ徹底 セシムル事モ甚ダ困難ナル事 デア
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ル否國情 ヨリ見 レバ螢病素因テ作ツテモ國家 ノ

隆昌テ計 ラネバナラナイ状勢 デモアル。

カ ・ル故二結核豫防 ニハ封菌豫防 テ出來ルグケ

講 ジテ行 キタイノデアルガ前述 ノ如 ク之 テ完全

ニスル事ガ出來ナイカラ結核菌感染テ起 ラヌヤ

ゥニスル或ハ適當二制限スル事モ不可能デアル

弦二結核豫防 ニモ「ワクチン」接種 ラ施サウト云

フ考ヘガデキテクル、而 シテ「ワクチン」トシテ

BCGガ 最モ有力 デアル ト考ヘル ノデアル。

奈良縣 ノ結核死亡統計(砂川技師報告)ニ ヨルモ

同縣 ノ結核死者 ノ牛撒 ハ縣外二於テ登病 シ其牛

撒以上ハ大阪 二於 テ登病 シテ居ル。之二類 スル

事 ハ恐 クハ他縣 二於 テ モ観察 セラレルデアラ

ウ。

大都會 二於テ生 レタモ ノガ其都會 ニテ感染テ受

ケ登病 スル者モ アル事ハ勿論 デアルガ結核稀薄

地 ヨリ都會二來ル未感染者 ガ新感染 テ受 ケ登病

スルモノモ相當二多 イ ト考ヘ ラル、此事ハ結核

豫防 ヨリ見テモ大切ナ事 デアル。

第1表 新入時「ソベルクリソ」反慮別ヨリ

観タル結核獲病比較

報年
告次
報 告 者 襯察 ノ

i封 象
観人
察員

観期
察間
(年)

陰性者
ヨリノ

獲病

陽性者
ヨリノ

登病

16を8 Heimbeck 看 護 婦 457 3128・6% 1.3%

1929 有馬(英)共他 陸軍兵士 2854
-

2230

1
4.0%
/P1 ・ex) 2.1%

1930 Alborelius 陸軍兵士 2
-

2.5一
3

0.5-

4.5

1-4

15.1% 0.2%

1930 小林(義) 海軍兵士 538 7.8% 2.6%

1932 Geer 看 護 婦 110 6.5% 3.0%

1932 瀧本其他 看 護 婦 247 25.2% 10.3%

1936 堂野前其他看 護 婦 243 11.7%

死 奉
3.1%

6.2%

死 率0
一

今 村 内 科

1930 貴島、舳松 看 護 婦 112
1.5-

3.5
死 率7
.0%
死 牽
2.4%

1936 黄 揚
足袋會肚
男女從業
員

3350 2.5

18.3%

死 率
1.5%

6.2%

死 率
0.5%

1937井 下 師 範
男 生 徒

228 4 27.2% 7.3%

告 テ纏 メタモノデアル。(第1表)

此表ニヨレバ「ツ」反磨陰性其中多撒 ノ未感染者

ガアリ其未感染者 二新感染起 リ同時 二登病素因

アレバ結核登病 テ招キ易 イ事同時 ニカ・ル場合

二重篤ナル結核 ノ起 リ易 イ事テ認 メル。太縄博

士ハ根山病院 ノ看護婦二於テノ・「ツ」反慮陽性者

ト陰性者 トノ間二登病卒ハ大差ナイ ト報告 シ、

三宅博士ハ紡績職工ニテ砂川技師ハ奈良某中等

學校生徒 二於テハ「ツ」反慮陰性者 ヨリモ陽性者

ニヨリ多 クノ登病 テ見 テ居ル。結核 ノ感染歌

態素因ノ多少 ヨリ見テ第1表 二反スル場合モア

リ得ルガ新感染 二引綾 キ起ル虎 ノ褒病 テ少 クシ

或ハナクベク輕症 ナラシムル虎 二BCG接 種 テ

行 フ事ガ合理的デアル事 ニハ 異論ハナイ ト思

フ。BCG接 種 ニヨリテ結核感染 テ維封 二防グ

事ハ困難デアル、BCG接 種ニヨリテ自然感染

ニヨリテ起ル原壁病竈群 ノ病攣 テ輕 クシ之二引

綾 キ起ル所 ノ結核疾患 テ出來ルダケ少 クスル事

ハ結核豫防上有意義デアル、カ ・ル故 二日本 二

於テ農山村 ヨリ未感染 ノ青年男女ガ都會 二入 リ

或 ハ集團生活二入ル如キ場合 二BCG接 種 テ行

ヒタイト考 ヘル。

今村内科 二於 テ藷肺瘍科時代 ヨリBCG接 種 テ

昭和4年 來行 ヅテ居ルガ此8ケ 年間圭 トシテ皮

下接種 テ行 ツタ経験 カラ見テ生キタBCGrワ ク

チン」ガ進行性結核テ起 ス危瞼ハ無 イト考ヘル

又BCG接 種ニヨリテ多少ナ リ結核登病 テ少 ク

シテ居ルノデハナィカト考ヘル。

第2表 昭和11年 末迄今村内科二於ケル

BCG接 種者数

繊維工場
從 業 員

看 護 婦
生 徒

契矧 擁 法1擁 剥 接種畷
3215

5071

247

8533

皮 下

圭 トシ
テ皮下

皮 下

0.02mg

O.ol_
0.05

0.02

1同 一一2同

1同 一5同

1同 一2同

第1表 ハ成年 ニシテ「ツベルクリン」反慮陰性ナ 余等 ノ教室近年ハ竹尾結核研究所 ニテ調製 セシ

ル者 ガ陽性者 ヨリモヨリ多 ク結核褒病 テシタ報BCG「 ワクチン」テ接種 セシ撒ハ第2表 二示サ
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レテヰル。

BCG「 ワ クチ ン」ノ菌 量ハ初 メハ皮 下 二〇.01mg

與 工其後種 々 ノ量 ラ用 ヒシガ近 來ハ0.02mg或

ハ0.03mgガ1回 注射 ノ量 トシテ適量 カ ト考 ヘ

ル。乳幼時 ニ モ0.02mgラ 與 エテ何等 ノ障碍 テ

認 メナ ィ。

BCG接 種 ニ ヨ リテ 「ツベ ル クリン」反慮 ガ陽性

トナル場合 ガ多4ガ 、 モ シ2-3ケ 月後 二尚陰

性 ナ レバ第2回 注射 テ行 フ其後2-・3ケ 月後 又

「ツベ クリン」反 慮 テ見 テ陽性轄化 ナキモ ノニ第

3回 ノ接種 テ行 フベ キデ アル。時 ニハ此間 二自

然感染 ガナ クテBCGノ ミニ ヨリ陽性轄 化 テナ

シ其 牛歳或 ハ1ケ 年後 二BCGニ ヨ リテ起 リテ

fツ ベル ク リン、 ア レルギー」ガ余 ノ云 フ非特異

性 陽性 「アネ ルギー」ニナ レバ又接種 テ行 ヒタイ

ノデ アル。 トモ カク結核患者 デナ ィ結核感染者

ニ シテ「ツベル クリン」反磨 ガ他 ノ原 因ニ ヨそレー

時的 「アネルギー」デナク シテ陰性或 ハ陽性 デ ア

ツ テモ弱 イ「アレルギー」デァ レバBCG接 種 ニ

ヨ リテ免疫 力 テ高 メル ト云 フ方針 ハ過 リガナ イ

ト考 ヘル。

第3表BCG接 種後結核登生激

(砦月灘 薩議書 凝製鋤

1人員1釧 死亡
41030

37100

第4表K繊 維工場 二於ケルBCG

接 種9ケ 月後 ノ成績

BCG非 接種者
399(ツ 反慮陽性)

接 種 者`
399(ツ 反慮陰性)

登
病
者

肋膜炎 6 0

肺結核 2 0

計 8 0

ル際 二感染 ノ如何 テ考 ヘネバナラナィ。新感染

二封 スル封菌的豫防ガ十分ナレバ結核豫防ガカ

ナリヨイ成績 テ塞ゲ得ル。奈良縣 ノ某山村ニテ

モ此例ガアル。 カ ・ル故二豫防接種 ノ成績テ論

ズルニ嚴正ナル封照ラ必要 トスルガ之テ訣 ク事

ガ多 イカラ確 ナル判定ハ下 シ難 イモ ノデアル。

第5表T繊 維工場=於 ケルBCG接 種成績

H工 場 非接種(ツ 反磨陽性)
接 種(ツ 反磨陰性)

.非接種(ツ 反磨陽性)
接 種(ツ 反慮陰性)

1013

358

31

2

7

0

年次 ～獲蒜隣矧 鵬 轟講

T工 場

K工 場 非接種(ツ 反慮陽性)11300'接
種 ぐジ反慮蔭性)1588

27

5

10

0

看護婦二於テBCG接 種 ニヨリ結核登病特二重

篤 ナル結核 ラ少 クシタ事ハ今 マデ既二報告 シタ

所 デアルガ繊維工揚職工 二於 テモ第3表 二於ケ

ル如キ成績ガアル、此場合 二接種後 ノ経過 ガ短

4ガ 此10ケ 月内二新感染 ガ相當アルベキニ接

種者 ノ登病者ガ比較的少 イ事ハ新感染 二引績 キ

起 ル結核疾患 テ多少ナ リ少 クシテヰル ト考く・ル

第4表 モ第3表 ト同ジ意義 ガアル ト思 フノデア

ル。結核感染サへ無 ケレバ結核疾患ハ起 ラヌ事

ハ勿論デアル、カ・ル故 二豫防接種 ノ成績 テ論ズ

観察薮 結核蛋生 鍛
結核獲観察数
, 生 藪

昭8422 10 6543

,,9280 5 3217

,,10157 4 2803

計651
19
(2.9%)

13987
(1.9%)

第5表 ニテモ「ツ」反慮陰性者 ノBCGノ 接 種者

ニハ比較的 二結核褒病者 ガ少 イ ノデ アル ガ此場

合 二BCG接 種 テ行 ハナ カツタナ ラバ果 シテ如

何 トノ封照 ガナ ィ ノデアル。

要 スル今迄 ノ成績 ニテハBCG「 ワ クチ ン」ガ生

キタ細菌 デアツテモ人艦 二皮下接種 ラ行 ヒ危瞼

ハ ナイ ト考 ヘル、而 シテ實験 的研究 ニ ヨ リテ結

核 「ワクチ ン」ノ中最 モ有力 ナル モ ノデ アル又人

艦 二皮 下接種 シテ結核 褒生 ラ多少 ナ リ少 ク シテ

ヰル ヤウニ考 ヘル カ ラ今後 大 二之 ラ利用 シタイ

ココの

ノ ア ア ル 。

88.「 チモフォーゲン」ガ實験的家兎 ノ結

核二及ボス病理學的、血液學的、及

ビ血清學的影響二關スル研究

齪 萬響(兵庫縣立紳戸病院)
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1930年 鮎川博士 ガ生禮内結核菌殺菌剤 トシテ創

製 セシ「チモフ。一ゲン」ハ北大有馬教授教室 ノ實

験的拉二臨躰的研究ニヨリ從來行ハレシ結核 ノ

化學療法 二比 シ卓越 セル結核治療剤ナル事 テ報

告セラレタリ。余等 モ亦臨躰的二之 ラ磨用 セン

トスル前提 トシテ成熟健康家兎 ノ約70匹 テ選

ビ之 ラ18群 二分 チ9群 ハ直接右肺臓内二他 ノ9

群 ハ耳静脈 ヨリ夫々O.2醒 ノ牛型或 ハ人型 ノ結

核菌 テ注入感染 セシメ、其 ノ内撒群ハ結核菌 ト

同時 二、他 ノ数群 ハ結核菌注入後1週 間或 ハ4

週間 ヲ経過 シテ0.04瓦 及 ピ0.1瓦 ノ「チモ」注

射 テ開始 シ何 レモ隔 日二各 々同量 ノ注射 テ綾行

シ、他 ノー部ハ結核感染 ノミテ以 テ其 ノ封照 ト

ナシ経過 テ逐 ヒ系統的 二其 ノ血液像、赤沈反

癒、皇王空上マン氏反慮及 ビ膿重 ノ憂化拉 ニー

般状態 テ観察 シ實験開始後4週 間及 ビ7週 間後

二撲殺 シテ其 ノ肺臓、腎臓、脾臓、肝臓、骨髄

及 ピ腸間膜淋巴腺等 テ病理學的見地 ヨリ之 テ封

照群 ト比較観察 ヒルニ些 力興味 アル成績 テ認 メ

タルテ以テ弦二其 ノ大要テ報告 シ諸賢 ノ叱正 テ

仰 ガントスルモ ノナ リ。

先 ヅ血液拉 二血清學的所見 トシテ第1群 及 ビ第

2群 ノ成績 テ示 セバ第1表 ノ如 シ。

盟重ハ隔 日二測定 シ、赤沈反慮、血液検査ハ實

験開始後毎週1同 宛行 ヒタレ共便宜上表 ノ如 ク

読明スル事 トセリ、他 ノ群二於 テモ大罷同様 ノ

成績 テ認 メタルテ以テ以下省略 ス。

次 二病理學的所見 トシテ第4群 及 ビ第5群 ノ成

績 テ示 セバ第2表 ノ如 シ。

上皮様細胞結節ハ其 ノ大 サニヨリA.B.C.D

二大別 シ「オクラール ミクロメーター」テ以テ其

ノ直径テ計 リ凡 ソ結節 ノ直径0.19粍 位迄 テD

トシ0.2粍 位 ヨリ0.39粍 位迄 テC.0.4粍 位 ヨ

リ0.6粍 位迄 テBト シ融合結節 テAト セリ。

標本ハ右肺臓 ヨリ2枚 、左右雨腎臓 ヨリ1枚 宛、

他 ノ諸臓器ハ各々2枚 宛、何 レモ肉眼的 二最モ

多数 二病攣 テ認ムル個所 ヨリ取 ツテ検索 シ各臓

器 別 二各々 ノ結節縮歎テ数字テ以テ示 シタリ。

結節歌乾酪竈 ノ程度ハ各臓器 ノ結節絡数 ノ約113

ガ乾酪性攣化 テ起 セル場合ヲ+ト シ約牛数ガ乾

酪性憂化 テ起 セル場合テ什、ヲ3以上攣化テ起 セ

ル場合 テ帯 トセリ。

乾酪性肺炎ハ病竈 ノ撒 ニヨリ+ヨ リ柵迄 トシ五

病竈以上テ柵 トセリ.

結核菌ハ最モ多撒 二認 メル病竈テ標準 トシテ其

ノ病竈内ノ菌撒ガ1箇 ヨリ5箇 迄 テ+

610箇 一汗

1120箇 帯

21以 上テ 冊 トセリ、

次 二最モ多撒二結核性病竈 テ認 メタ膀胱ダケ ノ

各群 ノ結節縮数 テ示 セバ第3表 ノ如 シ。

以上絃括 スレバ封照群 ト實験群 トニ於 テ相異 レ

ル成績 テ示 シタルハ、ウエル トマ ン氏反慮 ト結

節数及ビ乾酪性攣化 ノ程度拉二結核菌歎 ナリ。

ウエル トマ ン氏反慮 ガ大盟 二於テ滲出性或ハ進

行性肺結核 二於 テ短縮 シ檜殖性又ハ硬化性肺結

核 二於 テ延長 セルカ又ハ正常ナルカノ成績 ヨリ

推定 スレバ封照群 二於 テ短縮 シ實駒群二於テ正

常ナルカ又ハ延長 ヤル事實(但 シ4週 間二於 テ

ハ實験群 ト封照群 トニ於 テハ差異 テ認 メズ)ノ ・

或ハ「チモ」注射 ガ家兎ノ結核 二封 シ良好ナル影

響 テ與ヘタルモ ノト云 ヒ得 ラル可 シ。

次 二結核結節及 ピ乾酪性攣化ノ程度拉二結核菌

撒 ノ状態ハ菌型或ハ菌種 ニヨツテ差異ハ認ムル

モ大多撒二於 テ實験群ガ封照群 二比 シテ少撒 テ

.示 シタル事實ハ「チモ」注射ガ家兎 ノ結核 二封 シ

テ或程度迄 ノ治癒的或 ハ阻止的作用 テ有 スル事

ハ推定 シ得ルモ果 シテ本剤ガ結核菌 二封 シテ殺

菌作用 テ有スル爲 ナルカ否カバ疑問 トスル塵 ニ

シテ之ハ今後 ノ研究 ニヨリ謹明 セント努力 スル

モ ノナ リ。

89. 「チモフ ォーゲ♪」注射ノ肺結核組織

二及ボス作用 ワ病理的組織學的研究

簸 萎三(北大有馬内 科)
昨年本會 ノ第14回 線會 二於 テ佐々木 ハ鮎川氏

創製二係ル 「チモフ。一ゲ ン」ノ圭 トシテ動物實

験 二就 イテ・又有馬ハ之ガ臨躰的鷹用 ノ成績二
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就 イテ報告 シタ。ソレニヨル ト「チモフ。一グ ン」

使用例 二於テハ少数ナ リトハ言へ「レントゲ ン」

所見二於 テモ、亦他 ノ症候學的所見二於テモ或

程度 ノ治i療数果 アル事 テ確認 スルモ、併 シ乍 ラ

如何ナル結核型二数果的二作用 スルヤノ問題 二

就 イテハ未 グ決定 シ難 イガ、結節型及 ビ乾酪性

繊維性結核 ニハ数果 アル如 ク、又浸潤性 ノモノ

ニモ比較的良作用 テ示 スモ、廣汎性滲出性結核、

血行性播種性結核、腸結核 ニノ・作用ノ・認 メラレ

ナカツタ.而 シテ其 ノ後 ノ我 ガ教室 ノ研究 二依

ツテ、 「チモフ。一ゲ ン」ノ比較的大量テ頻同連

績 シテ注射 シタ際 二作用 ノ大 ナルモ ノアルテ認

ムルニ至ツタ。

今同ハ「チモフ.一ゲ ン」テ持綾的 二多量使用 セ

ル患者4名 ト少量使用患者1名 ヲ剖検 スル機會

テ得 タ ノデ、 ソノ肺臓 二於 ケル組織學的所見ニ

ツイテ報告スル次第 デアル(時 間 ノ都合 ニヨリ

臨躰的事項ハ全部省略 スル)大 禮ハ表 二記 シタ

通 リデアル。

少量注射 ノ第1例 、廣汎ナル乾酪化 テ有 スル大

ナル結節 ト其 ノ周園二於ケル肺胞内ノ「カタル」

性病攣 ガ圭要ナ攣化 デアルガ何 レノ部位ニモ未

ダ結締組織 ノi・iilb殖ハ詮明出來 ナカッ久 併 シ乾

酪化竈 ノ周圃二少撒 ノ亘態細胞 ノ出現 テ認 メ

久 爾結核菌染色 テ行 ツテ見ルニ乾酪化 セル部

位 ノ内デモ周邊部二甚ダ多数 ノ菌 ノ存在 テ認 メ

得 タ.

,第2例 、「レントグ ン」的 ニハ血行性播種性結核
＼

デアル。之テ組織的二検 スルニ比較的小ナル結

節 ラ形成 セル所 ノacin6sノ 結核ニシテ結節 ノ

大部分ハ結締織 ノ増殖 二依 ツテ搬痕化 ラ呈 シ、
一部 二於 テハ術廣キ結締織 ノ間二中心二僅カノ

乾酪化竈 テ認 メ得 ル、而 シテ結締織 ノ層 ノ間 ニ

ハ多撒 ノ互態細胞 アリ。又肺胞 ノ健存部中一ハ

割合新 シキ結核結節 テ謹明 スル事ガ出キル結核

菌ハコノ新 シキ結節二梢 ≧多撒二存 スルモ結締

織 ノ壇殖 アル部分ニハ撒覗野中僅 力"1、2個 検

出スルノミ。

第3例 、「レントゲン」的ニハ混合性結核デアツ

テ、顯微鏡的検査 テスルニ、acin6s-nod6sノ 型

ニテ個 々ノ結節 ハ多 クハ中心二少許 ノ乾酪化 ヲ

示 ス所 テ残 スモ中ニハ結締織 ラ以テ置換 セラレ

癒痕化 テ呈 シテ居ルモ ノアリ。亘態細胞 ノ出現

多 ク新生セラレタ血管 モ此 ノ癒痕 ノ周園 二多 ク

見 ラレル、肺胞壁二於ケル結締織増殖モ甚 グ顯

著 ナルモ ノアリ。而 シテ此 ノ中二少撒 ノ結核菌

テ謹明 スル事 ガ 出來 タ。(第3例 ハ圖テ掲グテ

アル)

第4例 、組織學的ニハ大膿前例 ト同檬 ニテ結締

織 ノ増殖梢 ≧高度 ノ感 アルモ、結核菌ハ乾酪化

テ示 ス部位 二可 ナリ多撒 二認 メラレタ。

第5例 、本例ハ小葉性肺炎性結核ニシテ表 ニア

ル如 ク「チモフォーグ ン」注射同敷ハ70同 、全量

96.8瓦 二及 ンデ居ル。但 シ「チモ」注射開始初期

二唯1同 丈 ケ氣胸 ラ行 ツテアル。之 テ組織學的

二検 スルニ小室洞壁 二於 テハ結締織 ノ増殖甚 ダ

著明ニシテ又附近 ニハ血管モ可ナ リ多 ク存在 ス

ル肉芽組織 モ定型的 ノ結核二見 ラル ・モ ノトハ

異 ナリー般 ノ肉芽組織 二類似 ノ所見 テ示 ス。小

ナル結節ノ・一般二何 レモ中心二僅 カ ノ乾酪化 テ

認 ムル ノミニシテ周園 ニハ比較的張靭ナル結締

織 アリテ之テ被覆 シ、肺胞 ノ明瞭 二認 メラル ・

所 ニモ屡 ≧結締織 ノ増殖 アリテ恰モ肺炎二於ケ

ルKarnification二 見ル如キ部位 アリ。又所 二

依 ツテハ乾酪化セル結節ガ結締織膠様繊維 ニテ

置換 サレ居 リ、新 シイ結核結節 テ作ルガ如 キ傾

向ハ全 ク認 メラレナィノデアル。

以上 ノ組織的所見テ通賢 スルニ各例共 二乾酪化

セル結節 ノ周園ニハ可ナリ著明ナル結締織 ノ培

殖 トソノ中二亘態細胞 ノ多数 ノ出現 テ謹明 シ得

ル バ ナ ラズ更 二結節自己ガ新生結締織 ニテ置

換サ レ居ル像 テ認 ムルモノデアル、而 シテ結締

織増殖 アル所 二結核菌ハ少 イ斯 ノ如 キ組織像ハ

慢性二経過 スル結核 ニモ通常認 メラル ・所 ナレ

共第2例 、第4例 ノ如キ「レントゲ ン」ニテ血行

性播種性結核 ト診断 サレタルモ ノニ於 テ前述 セ

ノセ如キ所見テ得 タル所 ヨリ、又多量注射例 二於

テ結締織増殖 ノ顯著ナル事 ヨリシテ、(元ヨリ甚
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グ少鍬例 ノ槻察 二過 ギヌ ンデ断 定的 ノ事 ハ術今

後 ノ研究 二倹 タネバナ ラヌ ガ)「ヂモ フ、一ゲ ン」

一ハ直接結核病 竈 二到達 シテ結核 菌 テ死滅 セ シ

ムル事 困難 トスルキ、倫 且 ツ甚 ダ旺盛 ナル結節

周 園 ノfibroplastischeWirkungニ ヨツテ結

核病機 ノ進行 テ防過 シ治癒傾 向 二導 クニ有数 ナ

ル モ ノナ ランカ ト考 フル次 第 デアル。

89二 封スル質問

長 谷 川 秀 治

「チモ フt'一一ゲ ン」ノ生匿内'=於 ケル結核 二封 ス

ル作用機轄 ハ組 織刺戟性 デスカ生艦 内殺菌 性 デ

ス カ 。

90.「 チ モ フォーゲ ン」注射 ニヨル「クロー

ルチモール」ワ臓 器内分布 二關スル

研 究

佐妹 幸(北 大有馬内科)

「チモ フ。一ゲ ン」ノ殺菌作用 ハ 鮎 川氏 ノ提唱 二

依 レバ臓器 「フォス ファターゼ」ニ ヨリ分解 セラ レ

4「 グロール チモール」テ遊離 シ、之 ガ殺菌的 二

作用 ス トイフ理論 二基 イタモ ノデ ァルガ、果 シ

テ臓器 内 二於 テ「クロールチモール」テ遊離 スル

カ、又如何 ナル臓器 二多 イカニ關 シテハ未 ダ謹

明 サ レテヰナィ。

余 ♪・家 兎臓器 テ蒸氣 蒸鰹法 二依 リ芳香性物質 テ

蒸鯉 シ更 二石 油 「エーテル」テ以 テ抽 出 シ之 テ苛

性曹達液 二移行 セ シメタルモ ノテBell氏 ノ試

藥 ラ用 ヒ青色 ラ 呈 セ シメ、4「 クv一 ル チモー

ル」ノ純 品 テ標 準 トシテ比色算 定 セ リ。

封照家 兎臓器 内 「チモール」反庶 ハ余 ノ法 二依 レ

バ練 ベテ陽性 テ示 シ臓器100瓦 二封 シ腎、肺 ハ

ZF均1.8乃 至1.9彪 、 肝 ハ僅少 ニ シテ0.9彪 ナ

ル値 テ示 シ、之 テ封照 トシテ注射試瞼後 ノ動揺

テ観察 セル ニ 「チモ フ。一ゲ ン」家 兎適 量0,4瓦

ラ注射 ス レバ腎s肺 ハ2時 間 ニ シテ約4廷%即

封 照 ノ2倍 値 テ示 シ次 第 二下降 シ、肝 ノ檜加 ハ

然 シ僅 少 デ アル。4時 間後 ハ下降 シ3醒%程 度

ヲ示 シ、肝 ハ既 二封 照値 二近 カ ラ ン トス。24時

間後 ニハ三臓 器全 ク封照値 二復 セ リ。・即腎 二於

ケル檜加 テ最 モ著 明 ナ リ トス。

0.8瓦 注 射 二於 テハ三臓 器 トモ 著明 二増加 シ殊

二腎 ハ著明 ニ シテ、更 二大 量1.5瓦 注 射 二於 テ

ハ甚 シキ檜加 ラ示 シ、腎 二 於 テハ最 高15.2延

%テ 示 シ、増加 率 ハ腎、肺 、肝 ノ順 ナ リ。0・8

及 ビ1,5瓦 注 射 ハ家 兎 二封 シ中毒的 ニ シテ発死

シ易 キタメ24時 間後 二就 テ観察 シ得 ズ。

即 「チ毛 フォー ゲ ン」注射後2時 間 ニ ハ 「チモー

'ル
」反慮最高 テ示 シ、24乃 至48時 間 ニハ菖値 二

復 スル モ ノナ リ。増加 卒 ハ腎 肱 肝 ノ順 ナ リ.

然 シ余 ノ法 ニテハ軍 二「クロー ル チモール」ノミ

ノ反慮 二非 ズー般 「フェノール グル ッペ」反慮 ナ

ル テ以 テ直 チニ之 テ以 テ「四 クロー ルチモール」

ノ大量遊離 ナ リ トハ断 言 シ得 ザルモ、動物 二障

碍 テ與 ヘザル適量注射 二於 テモ著 明 二増加 スル

テ以 テ「チモ フ。一ゲ ン」注射 ニヨ リ「四 クロ・一ル

チモール」ノ生禮 内遊離 ハ首肯 サ レ得、大量注射

ニ ヨル激増 ハ 「チモー ル」ノ反磨 ト共 ト中毒時 二

於 ケル有毒物質 ノ停滞 ニヨル反 磨 ノ檜強一ト推論

ス。腎 二於 テ著明 ナルハ 「フォスファター ゼ」量 ノ

多 キニ依 ル ト共 二排泄器管 タル爲 ナ ラン。肝 二

於 テ少量 ナルハ解毒器官 トシテ遊離 「チモー ル」

テ抱 合排 出 スル爲 ナ リ。即 チ肝 テ強酸性 ニ シテ

蒸鯛 ス レバ 「チモール」反 慮 ハ腎以 上 ノ高値 ラ示

シタ リ。 血液 内二於 テハ注射直後抱合 「チモー

ル」量 ハ著 明二檜加 スルモ直 チ ニ 正常値 二復 ス

ル傾 向 テ示 セ リ.

即余 ハGordonoffu.Jauett,Schr6derv.

Vollmer等 ノ如 ク臓器 内 「チモール」分泌 ラ肯首

シ、更 二fチ モ フ。一グ ン」注射 ニ ヨリ肺、腎 二於

テ「四 クロールチモー ル」ノ遊離存在 テ詮 明 シ、

注射後2時 間 ニ シ テ 最高 ニ シテ24時 間後 ニハ

排出 サル ・モ ノナ リ ト結 論 ス。

90番J質 問

遠藤 英夫(東北大熊谷内科理學部化學敏室)

微量 ノ「クロー ルチモー ル」テ静脈 注射 セシ此 ノ

場合、軍一臓器 ノ含有 スル 「チモール」量 ハ非 常

二微量 ナモ ノデアル
。 ソノ定量ハ非常 二困難 デ
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ア リ・不 可能'近 イコ トデ ァル。筆者 ノ定章法

ナル モ ノハ、定 量法 ニハ非 ズ。 「定性 ノ實験」ト

訂正 スベキ ト思 フ。

90番 質問 へ答

佐 々 木 幸

「チモー ル」ノ定量 ハ比較 的困難 デ アル ガ、從來

比 色反鷹 テ用 ヒテヰルガ所謂 「フエ ノー レ」ノ反

慮 アデル。余 ハ 定性反慮 ヨ リ シテFolinu.

Denis法 テ磨用 シ テ換算 セル モ ノデ勿論 「四 ク

ロー ル チ毛一ル」ノ ミノ嚴 密 ナ 定量数値 デハナ

イガ實験 的撒 量的推 移 ヲ登表 スル次第 デ アル。

91.「 チ モフォーゲ ン」ノ殺菌作用 二關 ス

ル研究

大澤 信之(北 大有馬内科)

肺結核喀疾 中 ニハ結核菌 以外 二連鎖状球菌 、葡

萄駄球菌、肺 炎墜球 菌等 ノ諸種細菌 ガ謹 明 セ ラ

レマ シテ、是等 ノ細菌 ガ結核 混合感 染 トシテ、

肺結核 ノ臨林 上大 ナル意義 テ有 スル コ トハ、 コ

ッホ以來諸家 ノ認 ムル所 デ ア リマス。自ロチ是等

細菌 ハ、李 時 ハ無 害 二寄生 シテ居 リマスガ、時

二病原性 テ現 ハ シマ シテ、肺結核病勢 ラ悪化 セ

シメル モ ノ トサ レテ居 リマ ス.肺 結核経過 中 ノ

登熱、食慾 不進 、全 身状 態 ノ悪化 ハ、軍 二結核

菌 バ ニ ヨル モ ノデノ、ナ クテ、混合感染 ニ ヨル

諸種細菌 ノ影 響 モ亦大 ナルモ ノガ ァリマス。然

ル ニ肺結核患者 二於 テ 「チモ フォーゲ ン」注射 中

特 二其 ノ喀疾 ノ性駄良好 トナ リ、食慾 檜進 、盟

温 下降、全 身状 態 ノ輕快 セル多数例 二遭遇 致 シ

マ シタ ノデ 、 「チモ フ,一 ゲ ン」ガ從來考 ヘ ラレ

タル如 ク、結核 菌 ノ ミナ ラズ、爾是等細菌 二封

シ、殺菌 的作用 テ有 スルガタ メ、此如 ク症 状 ノ

輕快 テ來 タゼルニ アラズヤ ト思考 シ、本實験 テ

行 ヒマ シタ。

實 験方法 ト致 シマ シテ、最 モ注意 スベ キノ・、肺

疾 テ得 ル コ トデア リマ シテ、 口腔 、鼻腔 、上氣

道 二介 在 セル雑菌 ノ混 入 テ防 ギ、肺組織 ヨリノ

喀 疾 テ得 ル コ トガ重要 デ アリマス。先 ヅ患者 テ

シテ、早朝室腹時、含漱後喀 出 セ シメタル喀疾

ノー 定量 テ、滅 菌生理 的食盤水 ニテ洗條 スル コ

ト4同 乃 至5同 、 コッホ・北 里氏法 二準 ジマ シテ

之 テー定量 白金耳 ニ テ 取 リ、 培 養基 ノー部 ニ

テ、 之 ト共 二良 ク磨滅 シテ孕 等 タ ラシメ、然 ル

後3枚 ノ血液 寒天準板培養基 上 二塗布 シ、37度

24時 間乃 至48時 間培 養 シ、 然 ル後、其 ノ集落

ノ数及 ピli虫伏テ観察 シ、更 二分離 拉 ピニ鑑別培

養 テ行 ヒマ シテ、其 ノ菌種 テ 明 カ ニ 致 シマ シ

タ。集落 ノ数 バー 々精密 二計算 シ、3枚 ノ「シャ

ー レ」三於 ケル集落 ノ撒 ノ縮和 テ以 テ、其 ノ細菌

ノ多寡 テ判 定致 シマ シタ、集 落激10個 テ「プラ

ス」ノ記號1個 、集 落敷50個 ナル場合 ハ 「プ ラ

ス」ノ記號5個 ニテ表 ハ ス如 ク致 シマ シタ。

先 ヅ 「チモ フォーゲ ン」注射前約1週 間ハ、患者

テシテ、 一定 ノ歌 態 テ保 タシメ、其 ノ間、3日

乃至5日 ノ間隔 ニ テ、重 ネテ、喀疾培 養 テナ

シ、細菌種類 テ確 定 シ、其 ノ集 落数 テ記載 シ、

此 ク シテー時的 二混入 セル細菌 ハ之 テ除外 スル

ノデ ア リマス。 注射 開始後 ハ1週 間乃至10日

毎 二培養 シ、注射終 了 ト共 二、2回 連績 シテ、

喀疾培養 テナシ、其 ノ種類拉 ピニ集 落数 テ記 載

シ、注射前 ト比較封 照 シマ シタ。

「チモ フ..'一一グ ン」注射量 ハ 最 少5・6瓦 ヨリ最高

47.7瓦 二至ル17例 デ アリマ シテ、 其 ノ中、注

射前 二於 ケル細菌種類 ハ、2例 二於 テ、 三種類

ノ細菌 テ、15例 二於 テ2種 類 ノ細菌 テ謹 明致 シ

マ シタ。注射開始後 ノ細菌種類 ノ攣化 二關 シマ

シテハ或 ハ中途清失 セル ア リ。或 ハ後 年新 タニ

出現 セル ア リ。注射前 ヨ リ注射後 マデ引 キ績 キ

謹明 セラ レシモソニ ツキ マ シテ、其 ノ清長 テ見

マス ト第2表 ノ檬 デア リマ ス、肺 炎隻球 菌 テ謹

明 セ シモ ノ8例 ア リシ中、7例 二於 テハ減 少 ノ

傾 向 テ示 シ連鎖状球菌 テ謹 明 セシモ ノ8例 ア リ

シ中、6例 ハ減少 シ、葡萄状球菌 テ謹 明 セ シ4

例 二於 テ3例 ハ減少、又ノ・浦失 セル傾 向ヲ示 シ

マ シタ。 グラム陽性蚊 ビニ陰 性隻 球菌 ニツキテ

ハ、減少或 ハ潰失 セル9例 ラ増加 セル7例 ラ認

メマ シタ。爾喀疾量 ノ増 加拉 ビ ニ 其 ノ性状 ヨ

リ、縁膿 トシテ細菌撒 ノ増加 ト見倣 スパキ場合
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ガ ァ リマ シデ、此 ノ如 キ見地 ヨ リ見 マス ト、連

鎖状球菌 ラ謹 明 セル8例 中、4例 、肺炎墜 球菌

二於 テハ8例 中2例 ハ増加 ノ傾 向 テ示 シテ居 リ

マ スfi

帥 チ、之 テ総括 致 シマ ス ト、「チモ フォー ゲ ン」注

射 ニ ヨ リ、喀 疾中 ノ諸種細菌、殊 二肺 炎勢 求菌

ハ減少 ノ傾 向 テ示 セルモ、連鎖状球菌葡萄状球

菌等 二至 リテハ、未 ダ其 ノ影響 テ断定 スル テ得

ズ、故 二混合感染 ガ肺炎墜球菌 ナル場合 「チモ

フ。一 グ ン」注射 ガ肺結核病勢 二封 シ、殊 二好結

果 テ齎 スモ ノ ・如 クー シテ、其 ノ作用機轄 二關

シテハ、 「チモ フ・一 ゲ ン」ガ結核 菌以外、特 二肺

炎隻球菌 二封 シ、殺 菌作用 テ有 ス ルモ ノナ リ

ヤ、此 ノ貼 二就 キテハ、 目下實験 中ニ シテ、何

レ報告 ノ機會 ア リ ト信 ズル ノデァリマス。

92.「 チモホーゲン」ノ實験的結核二封 ス

ル影響二就テ

澁…川 隆曹

麟 玉和醤(轟鰯
鍋 島 秀雄

鮎 川氏創製 ニナル 「チモホーゲ ン」テ以 テ實験結

核 家兎 二及 ボ ス影響 テ検 セルニ ヨリ弦 二報告 セ

ン トス。今回 ハ軍 二解剖所 見 二就 キ肉眼的観察

ラ爲 セル結果 二就 イテ ノミ三止 マ リ、顯 微鏡所

見 一ハ及 サズ。

實験方法

第一實験、雄性家兎 テ用 ヒ人型結核 菌(上 池菌)

ノ1/1。。mgテ 右 肺 内 二接種 セ リ。

實 験A群 ハ直後 ヨ リB群 ハ1週 後 ヨリ、 「チモ」

0.6瓦 テ10c£ 蒸 溜水 二溶解耳静脈 内注射 テ隔 日

二行 ヒ、15同 テ以 テ終 了45日 後殺 シ剖 見 シ其

結果 ラ比較 セ リ。

第二實験。家 兎 テ 用 ヒ牛型結核菌(傳 研 種)ノ

1/1。mg及 ビ1/2mg/2種 ト シテ右肺 内へ接種

シA群 ハ直後 ヨ リB群 ハ1週 後 ヨ リ「チモ」0・4

テ隔 日15同 二亙 リ注射 シ、注射 開始後35日 ニ

テ殺 セリ。

第 三實験、家兎静脈 内 二牛型 結核菌(傳 研種)ノ

1mg及 ビ5mg/2種 トシテ接種 シ、A群 ハ

直後 ヨリB群 ハ1週 後 ヨ リ「チモ」0.6テ 毎 日注

射15回 二及 ビ35日 ニシテ殺 セ リ。

之 ノ三實験 テ通 ジテ見 ルニ、動物 個 々二就 イテ

ハ中 ニハ封 照 二比 シ結核病攣形成 少 ナキモ ノモ

存 ス レ ド、全盟 トシテ観察 スル時、第一實験 ニ

テハ封 照 ト大 差 ナ シ。第二實験 ニテハ、A、B、

雨群 トモ封 照 二 比 シ梢 ㌃結核病 攣少 ナキガ如

シ。第三實験 ニテハ菌 量少 ナキ場合 幾分病攣形

成少 ナキガ如 キモ封 照 ト大差 テ認 メズ。

以 上結論 トシテ、菌 量少量 ノ場合 ハ封 照 二比 シ

結核病攣形成梢 ≧少 ナキガ如 キモ、之 レニ依 リ

テ直 チニ「チモホー ゲ ン」二結 核治療数果 存 ス ト

ハ認 メ難 シ。

92二 封 スル質問

長 谷 川 秀 治

「チモ フォーゲ ン」ノ「ス ライ ド
、 セル、 カル チユ

アー」ノ結果 テ伺 ヒマ ス。

長谷川氏 二答 フ

澁 川 隆 曹

「チモ」ノS 、C、C二 就 イテハ今 回報 告 セザ リシ

モ、長谷川 氏 ノ御 質問 ガ ア リマ シタ故弦 二御返

事 申上 マス。

S、C、Cハ 「チモ」1000倍 ヨ リ1萬 倍迄 稀繹 シ

家兎及 ピ海猿 全血液 二加 へ施行 セ リ。 其結果 ハ

次 ノ如 シ。

倍 剃 ・…125・ ・15…1・ ・…

(家 兎)

鰍1・ …25・ ・15…1・ ・…

實 験 ± ± 十 十

封 照 十 十 十,

一

十
1

(海 狸)

93・ 「チモフォーゲ ♪」治療 ノ臨淋 観察

醜 英舅(北 大有馬内科)

過去約1ケ 年間二於 ケル肺結核患者37例 二「チ

覧
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モ フ・一ゲ ン」注射i療法 テ試 ミタルモ ノニ就 テ臨

躰観察 乙成績 テ述 ブ、 重症患者23名 中輕快10

名 、不攣4名 、檜悪2名 、死 亡7名 ニシテ封 照

例(絡 数85名 重 症25名)一 比 シ非 常 二良好 ノ結

果 ラ得 タ リ、37名 中輕快48.3%、 不 攣20・7%、

檜 悪10.3%、 死 亡20.7%ニ シテ封 照例 二於 テ

ノ・夫 々23・4%、31.0%、8.2%、37.4%ナ リ、

喀疫 中結核 菌消失17.6%、 減 少17.6%、 不 攣

35・3%喀 疾 量 ハ減少割合 二少 ク不攣 多 カ リシモ

増加例 少 シ、艦 温 二就 テハ1!3,以 上 一ハ降下 ノ

傾 向 テ示 シ、禮 重 ハ 不攣 及檜加著 シ ク多数 ナ

リ、 赤沈 反慮 ハ25例 二就 テ遅延 スルモ ノ多 シ、

最後 二「レン トゲ ン」所 見 二於 テハ陰影完全 二清

失 セル モ ノ僅 カニ1例 二過 ギズ多 クハ不攣又 ハ

多 少減 少 ノ程度 二過 ギズ。

93二 封 スル追加

今 村 荒 男

先程報告 ノア リマ シタ澁川 博士等 ノ實駿 ニヨ リ

テ モ「チモ フォー ゲ ン」ガ非常 ナ 数 果 テ結核 患者

二與 工得 ル トハ考 ヘマ セヌ又 「ヤ トコニ ン」モ私

ドモノ教 室 ニテ森澤 博士 ノ實験結核 二及 ボ ス影

響 テ見 タ成績 ヨ リ見 テモ他 ノCa剤 ト大差 ガナ

ク特別 ノ数果 テ期待 出來 マセヌ。

一寸 附言 シタイ ノハ 「チモフ
。一グ ン」ノ新 聞廣

告 ニツイテ ・"アリマ スガ鮎川 博士 ノ意 見 デアル

ラ シイ病 竈 ノ結核菌 テ殺 スカ ノ如 キ記述 ハ有馬

教授 ノ關知 セラ レヌ事 デ迷 惑 シテ居 ラ レル ノデ

ア リマス、我 々ハ結核治療 ニツイテモ研究 シ學會

デ報 告 モ シ検討 シタイ ト思 ヒマス。 「チモ フ,一

グ ン」モ治療研 究 二就 イテ ノ考 へ方ラ深 クスル

意 味 ニテ學 界 二多少 ナ リ寄與 スル所 ガアル ト思

ヒマ ス、然 シ新聞雑誌 ヘ ノ廣告 ニツイテハ非常

二愼 重 デ ア リタイ ト考 ヘ マス
。

93二 封 スル討論

安 達 温

私 ハ「チモホーゲ ン」ノ出現 ラ喜 ンデ居 ル者 ノー

人 デア リマス。 然 シ之 レテ行 ハ ン トスル前 ニー

慮 有馬 サ ンニ御 尋 ネモ シ又御教示 ラ願 ヒタ ィコ

トガアリマろ。第一 全身反慮 ガ相 當大 ナルモノ ト

認 メマ スガ之 レテ如何 二緩和 シテ注射 シテ居 ラ

レル カ第ニ ニ全 身反 慮 ガ種 々雑 多 デア リマ スカ

之 レテ豫知 スル方法 ガ ア リマ スカ第三 二萬一患

者 ガ死 亡 シタ時嚴密 ナル注意 テ シタルニ係 ラズ

トイフコ トガ必須 ノ條 件 ニナ リマスガ如何 ナル

事 項 テ注意 ス レバ ヨ イカ以 上三鮎 ラ御尋 ネ シ其

ノ方法 注意事項 テ御教 へ願 ヒタイノデア リマス。

之 レハ開 業 シテ居 リマ ス ト少 シノ全 身反慮 ニモ

蝕程注意 シナ イ ト治療 ノ目的 テ達 スル コ トガ出

來 マ セ ン又痙攣 悪寒戦慎高熱、胸 内苦 悶嗜眠 ナ

ドノ反慮 ガ轡 師 二豫 メ知 ル コ トガ出來 タナ レバ

非常 二好都 合ダ ト考 ヘマ ス。次 二氣 ノ弱 イ女子

等 デ胸 内苦 悶 テ感 ズル時之 レガ「シヨ,ク 」トナ

リ死 亡 シナ イ トモ限 リマ セ ン此 ノ場合過 失致死

罪 二間ハ レマスガ此 ノ際充分注意 シテ注射 シタ

カ シナ ィカ ・"刑法上罪 ニナル カナ ラナ ィカ ノ分

岐黙 ニナ リマ スカ ラ此黙特 二丁寧 二御 教ヘ テ願

ヒマ ス。實 ハ私 ハ昭和3年 來 自分 デ創案 シタ綜

合療法 テ患者 二 施 シタ96%ノ 治 癒卒 テ示 シテ

居 リマ スガ重症 患者 ニナ リマ ス ト2年 以上 ノ治

療 日数 テ要 シマス ノデ更 二之 レテ牛減 スル コ ト
'ガ 出來 タラサ ゾ患者 二取 ツテ幸幅 デ アラウ ト思

マ ヒス ソ レニハ 「チモホーゲ ン」ラ併用 シタラヨ

ィダ ラウ ト考 ヘ テ居 ル ノデ此 ノ質問 テ致 ス ノデ

ア リマ ス。尤 モ「チモホーゲ ン」トCF綜 合療法

トハ其 ノ特徴 テ異 ・・=bスル ノデ アリマ シテCF綜

合療法 ハ皮 下注射 デア リマス。年 齢 二關係 ナ ク

日一剤 日一量 デアリマ ス全 身反慮ハア リマセ ン。

高熱 ノ揚合 ヤ偶登症 ノ感 冒肺 炎 ノ場合 デモ心配

ナ ク注射 スル コ トガ出來 マス。 ソ レデア リマス

カ ラ私 トシテハ重症 患者 二CF綜 合療法 ト 「チ

モホーゲ ン」療 法 トラ併用 シ テ ー層患者 二幸幅

テ與 へ様 ト考 ヘ テ居ル ノデ ア リマ ス。以 上 ノ理

由 デ御尋 ネ スル ノデ アリマ シテ 「チモホーゲ ン」

ノ訣鮎 テ討論 シテ居ル ノデハ ア リマ セ ンカ ラ ド

ウゾ誤解 シテ下 サ ラナ ィ様 二御願 ヒ致 シマス。

94.咽 頭 結核 二於 ケル 「チモ フォーゲ ン」

試用 り経験

躁 灘 薯馬圃
'
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■

「チモフ。一グ ン」ノ結核組織 二封 ス ル 直接作用

テ研究ス可 ク廣範 ナル咽頭結核 テ有 スル1患 者

二付 テ10%「 チモフ。・一ゲ ン」溶液 ラ咽頭粘膜組

織内二直接獄個所 弄注射セルニ粘膜 ノ登赤腫脹

去 リ灰 白色 ノ壌死組織浦失患者 ノ苦痛一時 二輕

快 シタルテ見 タリ、此 ノ所見 ハ「チモフ。一グン」

ノ粘膜結核 二封スル清炎性治癒作用 ノ偉大ニテ

優越 ナルヲ謹 スルニ足ル ト思惟セラル。

94二 封スル質疑

糸 川 欽 也
o

有馬 博士 ノ咽頭結核 二封 スル御経験 ハ唯1例 デ

アツタ ノデセ ウカ。

吾人 ノ経験 ニ ヨレバ咽頭及喉 頭結核 ハ ソノ経 過

中 自魔 的及他 毘的症歌 二顯著 ナル消長 ノアル モ

ノデアツテ、時 トシテハ多数 ノ潰瘍等 ノ出現 ニ

ヨ リ堪 へ難 キ苦痛 テ訴 ヘル コ トモ ア レバ又忽然

トシテソ レ等 ノ症状 ハ滑退 スル コ トモ アルモ ♪

テ ア リマス。

有馬 博士 ノ唯1例 ノ御 脛験 デハ コノ症状 ノ浦退

期 二偶然一致 シタ トモ考 へ得 ラレルノデ アリマ

ス カラ、ドウカ多撒例 ノ御報告 テ切望致 シマ 礼

96・ 化學的新藥 「チモ フォー1ゲ7」 ノ肺結

核 治療 ト赤血球沈降速度 トノ關係 二

就 テ

鵬 砥霰(横濱市電氣局)

昨年本學會特別講演 二於 テ有 馬教授 ノ紹介 セ シ

肺結核 ノ「チ」治療 二興 味 ラ持 チ、演者等 ノ關係

スル交通努 働者 ニハ特 二肺結核 患者 ノ多 キニ鑑

ミ當局 ノ援 助 ノ下 二肺結核者 ノ「チ」治療 ラ試 ミ

タ リ.本 治療 開始 二當 リ演者等 ハ 「チ」量 ノ檜加

拉 二幾緬 ノ判 定 二赤 沈 二重黙 テ置 キ、艦温、艦

重 、 自畳的、他豊 的憂 化 テ随件 セ シメタ リ.

演 者等 ノ行 ヘル例 ハT.G.(Turban。Gerhardt)

ノ第 三期 ニ シテ病床 ノマ ・治療 セル者3例 、T.

G.ノ 第 三期 ニ シテ 術 ホ通院 可能 ノモ ノ7例 、

T・G・ ノ第二期 ニシ テ 通院可能 ノモ ノ8例 、第

一期 二相 當 スル比較的輕症 ノモ ノ7例
、合計25

例 二就 テ観察 セ リ。観察期 間ハ2ケ 月乃 至10ケ

月 ナ リ。

本治療 ラ行 フニ當 リ演者等 ハ幸 ヒX線 爲眞像 ニ

テ肺 二何等異常 ナ ク又他 ニモ何 等攣化 テ認 メヌ

4例 二「チ」注射 ノ機會 テ得 「チ」注 射 ト赤沈 トノ

關係 ヲ観察 スル事 ラ得 タ リ。此 内3例 ハ30日

乃 至35日 間 二20乃 至23.2瓦 ラ注射 セ ルモ全

経過 中赤沈 二何等攣 化 テ與 ヘザル ノミナ ラズ、

禮重減少、艦温 上昇 ノ現 象 ハ現 レズ。然 ル ニ1

例 二於 テ7日 間=「 チ」量2瓦 注射 セル ニ赤沈1

時 間7粍 ナ リ シモ ノ1S粍 二促進 シ、全 身倦 怠強

ク且1日 下痢5同 二及 ピ寛 二注射 二堪 ヘザル ユ

至 レ リ。然 シ此場合盟重、禮 温 ニハ著 シキ攣化

ナ シ。

結核患者 「チ」治療成績

(1)赤 沈 ト疾病経 過 トノ關係

30乃 至50日 間 二 「チ」量20乃 至25瓦 ノ注射 テ

行 ヒ赤沈 ハ徐 々 二 遅延 シ1時 間15粍 以 内二達

セルモ ノハ重症者3例 拉 二中途 中止 セル3例 テ

除 ケル19例 中8例 ナ リ。(42.1%)2同 以 上治

療纏i績ニ ヨ リ同一程度 二遅 延 セルモ ノテ加 フV

バ11例 ナ リ。(57.9%)是 等 ハ何 レ モ 禮温 ハ下

降 シ膿重 ハ檜加 ノ傾 向 テ示 シ自豊 的 ニモ良好 ノ

影 響 テ認 メ且 ツ喀疾 中 ノ結核 菌 モ減少 セルモ ノ

ア リタ リ。

次 二短期 間 二少量(2-4瓦)ノ 「チ」量 ニテ赤沈

ガ急 速 二促進 スル場 合 ア リ。是等 ハ前述 ノ重症

者3例(何 レモ死亡)拉 二其他3例 二認 メタ リ。

後者 ノ3例 中2例 ハT.G.ノ 第 三期 ニ シテ病勢

ハ進行性 ノモ ノナ リシモ
、 】例 ハT.G.第 一期

ニ シテ然 モ停止性 ノモ ノナ リ
。 ヵ ・ル場 合ハ何

レモ禮 温上昇、膿重減少 テ示 シ悪影響 アル ラ認

メタ リ。

次 二第1同 ノ治療 ニテ赤沈1時 間50乃 至30粍

ニ テ中止 セル モ ノ5例 中再嚢 ゼ シモ ノ3例 ア リ

タ リ。何 レモ感 冒又ハ 鐘様突起 炎後 二再登 セ リ、

(2)赤 沈 ト1チ」量 トノ關係

赤沈 ガ「チ」注射後徐 々 二遅延 スル モ ノハ 「チ」量

ノ壇加 ハ比較的急速 二行 ハ レ得 レ ド反封 二促進

スル場合 二於 テハ
、fチ 」注射 中赤沈1時 間 二20
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粍以下 ノ促進 ニテ禮温上昇、禮重減少 テ倶ハヌ

場合 ハ「チ」量 テ少 シノ間減少セバ、赤沈又徐々

二逞延 シ再 ビ「チ」量ラ増加 シ良好 ン経過テ トル

モノ多 シ。

「チ」量2乃 至4瓦 ニテ直チニ赤沈促進 シ髄重 ノ

減少、禮温 ノ上昇 テ見ル場合ハ病憂範園拉 二病

勢 ノ如何 テ問ハズ「チ」治療綴績 ハ不可能 ナリ。

演者等ハ「チ」量ハ常二〇.2瓦 ヨリ始メ赤沈 ト禮

温、禮重 テ観察 シワ ・檜減 スルテ必要 ト認 メタ

リ。

(3)赤 沈 トX線 像 トノ關係

赤沈遅延 シ1時 間15粍 以内 ニ ナレルモノ8例

ノ内確實 二良攣 セリト認 メタルモノ3例 ナリ.

要 スルニ演者 ノ「チ」治療 ラ行 ヘルモノハ多 ク輕

症者ニ シテ爾且例数少キ故、是 レテ以 テ直チニ

「チ」治療 ノ債値 テ判断 スルハ早計ナルモ演者等

ノ得 タル経験 ヨリス レバ次 ノ如キ結論 テ得 タ

リ。

「チ」治療 ニハ肺健者拉 二輕症肺結核者 二於テモ

完全二「チ」二封 シ悪影響 テ現 ス モ ノアルテ以

テ、一一般肺結核者 ノ「チ」治療 ニハ常 二赤沈拉二

禮温、膿重 二重貼 テ置キ、「チ」量ノ檜減 二綿密

ナル注意 テ要 ス。斯 クノ如キ示標 ノ下 二治i療テ

行 フ場合 ニハ肺結核 ノ中等症以下 ノモノニ於 テ

ハ相當 ノ良成績 テ暴グ得ベ シ。

97.「 チモフォ・一ゲン」1治 験報告

富 田 精(京都保養院)

私ハ内科的方面 ノ治療 二興味 テ持 ツテ居 リマス

ノデ「チモフ。一グ ン」畿費以來今 日マ デ色々 ノ

程度 ノ肺結核患者、肋膜炎、腹膜炎ノ患者 二注

射 シテ禮重 ノ増加、食慾 ノ曾進等良好 ノ成績 テ

認 メテ居ルモ ノデアリマスガド今 日ハ其 オ話デ

ナ クテ外科的疾悪二慮用 セル時 ノ臨躰的観察 テ

申上 タイ ト存 ジマ ス.

「チモ フォー ゲ ン」ハ創 製者鮎 川博士 ノ云 ハル ・

如 ク「四 クロール チモル」ガ遊離 シテ殺菌力 ラ現

ハ シ其殺菌 力 ガ治療 的 二敷果 アルモ ノ トセバ結

核 性潰瘍 ノ如 キモ ノニ外 科的 二磨用 シタナ ラバ

キツ ト有数 ナ筈 ダ ト思 ツ テ 試 ミニ其0.4「 プロ

セ ン ト」液 ラ作 リ、 「ガー ゼ」二浸 シ患部 二慮用

シマ シタ庭 ガ膿汁 ハ著 シク減 ジ潰瘍面 ハ小 サク

ナ ソ途 ニハ薄 キ皮膚 デ被 ハ レテ シマ ツタノデ ァ

リマス。

次 二私 ハ皮膚結核 テ持 ツ テ ヰ ル 患者 ノ患部 二

「ヂモ フォー ゲ ン」ノ0 .4%及1%「 パ スタ」テ作

ヅテ塗 ツタ ノラ『ア リマス。其結 果 モ非常 二良 ク

何 ノ藥 テ用 ヰタ時 ヨ リ治癒 テ非常 二速 ニ スル様

二思 ハ レマ シタ。

ソコデ私ハ喉 頭結核患者 ニ モ「チモ フ。一ゲ ン1

ラ庶用 シタナ ラバ何 力良 イノデ アルマイカ ト想

像致 シマ シテ、色 々 ノ程 度 ノ喉 頭結核 患者 二

〇.1-O.4%ノ 溶 液 テ作 ツテ吸 入器 テ以 テ吸入 サ

セ タ ノデア リマスガ、0.4%以 上 ノ濃度 ニナ リ

マ ス ト刺戟症歌 ガ張 ク咽頭 二不快 ノ感 ジテ残 シ

マ スノデ其後 ハ特 別 二工夫 シ タ頸 ノ長 不「スプ

レ」テ持 チマ シテ喉頭 二 直接吹付 ケル コ トニ致

シマ シタ。

其成績 ハ観察 ノ場所 ガ見 ニ クイ庭 ニ ア リマ ス ノ

デ潰瘍面 テ見 テ居 ル様 ナ繹 二参 リマ セズ観察 モ

困難 デ ア リマ スガ ヒ ドク数 イタ檬 ニハ思 ハ レマ

セヌガ、1其内 ノ1人 ハ喉頭 ノ攣 化 モ少 ナ ク肺 ノ

攣 化 モ比較的少 ナ ィ患者 二良 好 ナ成績 テ見 テ居

ル ノデ此患者 ニハ今後 モ引績 キヤツテ見 タ イ ト

思 ヒマス シ、喉 頭 ノ ミ侵 サ レタ檬 ナ患者 ガ アツ

タ ラ更 二實験 テ績 ケ タイ ト存 ジテ居 マス、要 ス

ル ニ私 ノ今 日 ノ御 報告ハ 「チモフォーゲ ン」ハ外

科 的 ニモ有数 ナル揚合 ガアル コ トテ申上 タノデ

ア リマス。

98.各 種結 核化學的治療剤 ノ敷 力検定

雛 塁嚢(傳染病研究所)
結核 ノ化學的治療剤 トシテ市販 二供 セラル ・藥

剤 ハ近時漸 クソノ数 テ加へ、而 モソレ等藥剤 ノ

債値批判 二關 シテハ正確 ナル實験 二準糠 スルモ

ノハ甚ダ少 イ。之 ヨリ鑑 ミテ、余等ハ結核 ノ化

學的治療剤 ノ数力検定方法 トシテ最 モ正確 ナリ

ト信ぜラル ・二至 リタル佐藤教授提案 ノ實験方

法二基 イテ各種結核化學的治療剤 ノ数力検定テ



第5號 】 総 會 演 説要 旨 629

行 ヒ、 ソノ正確 ナ ル 慣値 批刹 ン参考 二供 シ度

イ。

今 同 ハ「ヤ トコニ ン」及 ビ 「チモ フナーゲ ン」二就

テ検定 テ行 ヒタル ニ、雨藥剤 ノ何 レニ於 テモ殆

ン ド實験的 ニ ハ 治療的敷 力 テ認 ノ ラレナカツ

タ 。
9

98呂 封スル追加

長 谷 川 秀 治

吾々モ 「チモフォーゲン」及 「ヤトコニン」二就テ

同檬 ナル方法ニテ同様 ナル實験 ヲ行 とタルニ70

日目ノ結果共 亘實験封照同様差異 ラ認メザル

モ、最初 ノ3週 間 ノ間ハ淋巴腺 ノ腫脹程度ガ輕

度 ナルモノ・如キモ3週 後ハ封照 ト略k同 様 ト

ナルガ如 シ。

88-98二 封スル質問

楢 林 兵 三 郎

咽頭及 ピ喉頭結核ハ從來署家ハ殆 ンド絶封的二

悲観的二考ヘタル様ナレドモ近來一般署界蚊二

余自己 ノ経験ニヨルモ決 シテ左程悲観 ス可 キノ

ミノモノニアラズ シテ胸部攣化/輕 度ナルモノ

ニアリテハ浸潤性一部潰瘍性 ノモノーテ、而モ

「ポ リープ」切片 ヨリハ特殊結核病攣及 ビ喀疾 ヨ

リ結核菌陽性 ノ場合 二全治又 バー時輕快 スルモ

ノアリ。

更 二咽頭拉喉頭結核 ニハー緩 一張的症歌 アルモ

ノナレバ此 レガ封藥赦的観察 ハ嚴密 ナ ルテ要

ス 、更 二結核新藥 ノ批判 ニハ留家 ハ常二愼密嚴

正 ナル態度 テ執ル可 キラ望ム。

爾ホ有馬博士 ノ第一同報告ニテ「チモホーグ ン」

ノ数果 二就 テハ目下「ノイトラール」ナリトテ愼

重ナル學者的態度 ナリシモ最近其後 ノ使用者 ノ

臨躰的報告ハ中正愼密 ノ観察ナルヤニ疑鮎テ記

サ シムルモノナキニアラズ。

98二 封 スル實験方法二封スル質問

廣 木 彦 吉
一定 ノ期間後一齊二屠殺 シ、其病理解剖學的所

見 テ比較検査 シ、数力 夢検定 スル ト云 フ方法ハ

果 シテ数力検定法 トシテ最モ合理的ナモ ノデア

ラウカ。

其 ノ検定法 テ以 テシテハ、只ダ或 ル時期二於ケ

ル該試獣 ノ駄態 ノ比較 ニコソナ レ、其 ノ前叉ハ

其 ノ後 ノ結果 テ云々スル コトハ不可能デアル ト

信ズル。

故 二少 ナク トモ慢 性ノ経過 テ トル結核 ノ如 キ疾

病 ノ治数剤 ノ数力検定ニハ、撒同 ノ時期ニー定

藪 ノ試獣テ屠殺 シ各時期 ノ病理解剖的所見テ検

シ、更 二出來ル限 リ長期間 一於 ケ ル膿重 ノ攣

化、更 二出來得 レバ死亡二至ル迄 ノ期間、経過

テ観察 シテコソ眞 ノ治数力 ノ比較 テ行 ヒ得ル ト

信 ズル。

98二 封スル質疑二封スル答

佐藤 秀三(傳 研)

結核 ノ化學的療法 ノ数力 テ實験的二決定 セント

スル方法ハ諸々アル ガ吾々 ノ大正14年 以來各

種 ノ製剤 テ動物 ノ實験的結核二注射 シテ結果 ジ

見ル方法 トシテ動物 ニー定 ノ感染 ラナ シ製剤 テ

注射 シ約10週 間 ノ後 ニー齊 二撲殺 シ解剖 ノ上病

憂 テ同撒 ノ封照群 ト統計的二比較スル方法 テ選

ンダ ノハ最モ便宜デァル ト考ヘタカラ選 ンダモ

ノデ、一ツ ノ方法 テ以テ各種 ノ製剤 テ比較 スル

コトガ圭眼デアツテ、之 レテ以 テ極 メテ複i雑ナ

ル結核症 ノ治療 テ論 ジ蓋サウ トスルモノデハア

リマセン。

此度柳澤君外2名 ノ實験 テ御 目ニカケタノハ吾

々 ノ化學的療法 ノ研究 目的 カラ言ヘバ枝葉 ノ問

題 デアルガ、只今世間三問題 ニナリツ ・アル製

剤 ニツイテ吾々 ノ方法 テ以テ検査 テ シテホ シイ

トノ希望 モァリ、且ツ吾 々ノ研究所 ノ使用 トシ

デモ世間二問題 トナリツ ・アル製剤ニツイテ全

ク無關心ニアルノモ遺憾 ト思 ヒマスノデ、軍二

吾々ノ年來 ヤツテ來 テ居ル方法 テ以テ他 ノ吾 々

ノ検 シテ來タ製剤 トノ比較テ行 ツタモ ノデアリ

マ スo

各種 ノ提供 サ レテ居 ル製剤 ニハ夫 々 ネ ラヒ塵 ガ

異 ナル ト思 ヒマ スガ。之 レテー様 二只吾 々 ノ方

法 二當 テハ メテ見 テ實験 テ行 ツタ成績 テ有 ノマ

マニ褒表 スル コ トニ シタモ ノデ ア リマ ス。

諸氏 ワ質問 二封 スル答
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有 馬 英 二

く1)安達博士 二封 スル答辮。私 ノ教室二於テ行

ツタ経験デハ全身塚磨 ハ多少 ノ温感或ハ餐痒感

等 アリ然 シ痙攣或ハ「シヨック」等 ノ経験 ナシ。時

トシテ悪寒登熱 スル場合 アルモ直前二下熱 シ何

等 ノ後遺症ナシ、現今迄左程心痛 ス可キ程 ノ全

身症状 テ経験セズ。安達博士ハ綜合治療二重貼

テ置カレル事 二大 二質成ス。余モ「チモフ、一ゲ

ン」治療テ以テ唯一 ノ良法 ト信ズルモノニ非ズ。

此 レテ綜合療法二用 フルコ トテ適當ナリト考 フ

ルモ ノナリ。

(2)楢 林博士二。喉頭結核 ノ自然治癒或ハ浦長

テ解カレルガ、余等 ハ重症肺結核患者 ノ終末合

併症 トシテ來ル喉頭結核 ガ自然治癒 テ螢 ミシ例

ラ知 ラズ、勿論喉頭結核患者ハ紹 ヘズ耳鼻咽喉

科專門署 ノ診療ラ受ケシメ決 シテ放置スルモ ノ

ニ非 ズ。余等 ノ例 ハ只1例 二過 ギザルモ直接肉

眼 ニテ確 力ぞ得 ル咽頭結核 ノ治療 ガタトへ一時

的 デハ アルガ甚ダ満足ス可 キ叉患者自身モ甚グ

大ナル喜 テ感 ジタル例 デアル ノデ報告 シタ次第

デアル。楢林氏 ノ如 キ輕症患者 テ圭 トシテ取扱

バ レル病院 ト私共 ノ如 キ重症患者 テ主 トシテ取

扱 フ者 トノ立場二相異 ノアル事ラ了解セラレタ
シ。楢林氏ハ愼重ナル態度云々 ト云ハレマ シタ

ガ私ガー昨年以來教室員 ト共 二研究 シテ居ル態

度ハ決 シテ輕卒 デハナィ、其 ノ成績 刀騰 斤モ誤

ツテ居ナfト 思 フ。昨年モ本剤 ノ特種結核剤 デ

ア ルカ否カラ疑ハ シイ ト言明 シテ居ル。 ソノ時
ハ肯定モ出來 ナ イガ否定モ出來ナカッタノデア

ル。藥業者ガ特種剤 ノ如 ク誇張スルコ トニ就 テ

ハ撒々警告 テ登 シテ居ル。然 シ私自身ガ使用 シ

テ居ルノデアルカラ此 テ推奨 ト解繹 サレルコ ト

ノ・止 ムテ得 ナイ ト思 フカラ御了解 テ得度 イ。

(3)糸 川博士 二。同氏 ノ御質問ハ楢林博士 ノモ

ノト同檬 ト考 フルニヨリ楢林氏二封 スル答辮 ヲ

以 テ代 フ。晟後 二 「チモフォーゲ ン」ノ作用二就

テー言 シ度 イ。

(イ)「チモ」ハ「チモール」剤 ナル ガ故二「チモー

ル」同檬 二氣管枝二封 シ分泌蓮動性拉 二分泌溶

解性作用テ有 スルモノナル事ハ教室 ノ加藤學士

ノ家兎二於 ケル實験(爲 眞供覧)ニ テモ亦患者 二

於 ケル喀疾 ノ攣化 二付テモ確認スル コトガ出來

ルコ ト。

(・V)「チモ」ハ結核菌 ノミナラズ大澤 ノ報告ニア

ルガ如 ク混合菌二封 シテモ殺菌作用 アル事 テ知

ル。此 レハ肺壌疽叉ハ肺膿二付テモ實駿 セル ト

コロナ リ。

(ハ)最後 二「チモ」ハ結核菌ニノミ殺菌作用 テ議

揮 スル特種結核剤ナ リヤ否 ヤノ問題 二就 テー言

ス.結 核菌 ノミナラズ混合菌 二封 シテモ作用 テ

有 スル以上ハ本剤 ラ特種結核剤 ナリトハ言 ヒ能

ハズ。

糸 川 欽 也

有馬博士 ノ同答二封 シテ

咽頭結核 ノ如 キハ決 シテ稀有 ノ疾患デハナィノ

デアルカラドウカ多数例 ノ御報告ニヨツテソノ

内容 ノ確實性デアルコトテ望 ξマス。

有馬博士ハ大學教授 デアリ結核學者 トシテ吾人

ノ常 二箪敬スルー人デアリマス。 ソノ人 ノー一言

一行バー般馨界拉 二患者 二封 シ重大ナル影響 ラ

齎 ラスモノデアリマスカラドウカ此意味カラシ

テ特二御自重 テ御願 ヒスルノデナリマス。

糸川博士二

有 馬 英 二

糸川博士ハ誤解テシデ居 ラレル ト思 フ.喉 頭結

核 二非ズ シテ咽頭結核 デアル、咽頭結核ハ肉眼

ニテ ソノ歌態 テ良 ク観察 シ得 ラレル事 ト藥剤 ラ

直接作用スル ト便ナルガ故デァル。最モ目下喉

頭結核ニモ直接注入療法 テ行 フ可 ク香宗我部教

授 ト相談計蓬中ナ リ。實行 ノ上ハ更二御報告致

ス可 シ。

99.=三 無機酸化剤1實 験的結核二及ボ

ス影響二就 テ

難}容 讐(傳染病研究所)

襲 二余等ハ藥物 ノ結核病憂形成作用ニハソノ

還元作用ガ關與 スルモノ ト考ヘテ撒種 ノ無機還

元剤 ノ實験的結核 二及ボス=影響 テ検 シタルニ、



第5號 】 総 會演 観 要 旨 631

或ルモ ノハ病攣形成ラ阻止 シ或ルモノハ却 テ病

鍵形成ラ促進 シ、結核病攣形成阻止作用 トノ關

係 チ簡軍 二論明スル事 ハ出來ナカツタ。 ソレデ

今度ハ無機酸化剤 ノ結核病攣形成二及ボス影響

テ検 セントシ、先ヅKCIO9,K2Cr207,KMn

O4テ 使用 シテ實験 シタルニ、 コレ等酸化剤 ハ

何 レモ結核病攣形成ラ明 カ ー促進スルヲ認メ

タ。然 シ、カ ・ル結核病攣形成促進作用ガ果 シ

テ酸化剤 ノ酸化作用二依ルモノナリヤ否ヤハ更

二研究 テ進 メザ レバ 明言 スル 事ハ不可能デア

ル`

100.肺 空洞注射療法二就 テ

序 高田 耕安(南 湖 院)

肺結核晩期患者 ノ治療 テ委托 セラレタル際 二其

ノ狙叛 ナル病勢 二封 シ、其 ノ自然療能 ハ既二甚

ダ貧弱 ニシテ、圖病上勝算ナキ揚合二在 リテ、

何 ト乎 シテ其 ノ疾患 テ輕快 セシメ、其 ノ生命 テ

延長 セントノ念願 ノ勃興 シ、痛切ナルコトガ屡 、

アル。 余ハ顯著ナル室洞 テ有スル肺結核患者

ノ漸次死境二陥 ラントセルニ封 シ、病集 ノ中心

タル室洞内二浦毒藥 テ注射 シテ之 テ滅菌 シ、同

時 二其 ノ創面 ノ治癒 テ促進 センコトラ企 テ、多

年潜心研究 シタリシガ近年二至 リテ本法 ノ實用

的ナルヲ認 メ得ルニ至ツタ。消毒藥液 トシテハ

全然腐蝕性ナク又無刺戟 トモ樗 セラル ・「マー

キュロクローム」水テ用ヰ、同時二其 ノ滅菌力 ノ

強力性、深達性及持久性 ラ利用スルテ得 タ叉細

キ(内脛3分1粍)及 長 キ(3.5糎)室 針 テ探用セ

シニ由 リテ能 ク逆流テ防ギ且ツ深部 二達 スルテ

得 タ。而 シテ昨年6月 上旬乃至今後2月 末迄 二

右藥液0.5耗 以上テ2同 以上注射 シタル患者 ノ

撒ハ合計42人 就中男28人 、女14人 デアツテ、

注射同数ハ512同 二達 シタ。因ツテ其 ノ實瞼 二

基 ヅキテ本文 ノ報告 テ爲 シ以 テ同業諸君 ノ参考

二供 シ且ヅ高教 テ仰ガ ント欲 ス。

定義 本法ハ肺臓 ノ室洞 内二藥液テ注射 シテ治

療 スルテ謂 フ。又氣管枝内へ注射スルテモ併 セ
蟻

テ斯 ク構 フ。

歴史1875年 モ ス レル氏Moslerハ 肺 結核 ノ

病集 ノ實 質へ石炭酸 、 「サ リチル」酸等 ノ濃溶液

テ注射 シテ之 テ治療 セ ントシ、叉其 ノ後 二肺 室

洞 ノ内容液 ヲ吸引 シテ其 ノ跡 へ種 々 ノ藥 品 ラ注

入 シテ之 ヲ治 メン ト企 テタ。 併 シ其 ノ成績 ハ不

明 デアル。余 ハ1890年(明 治23年)1月 初 旬東

京帝國大學署科大學助 手 ト成 リ、其 ノ挨拶 ノ爲

二同大學 教授 エルヴ ィンベー ルツ博士 テ訪 レ シ

時 二r肺 尖 「カタール」患者 ノ肺尖 へ藥 液 ヲ直接

二注射 シテハ如何 』ト質 問 シタリシガ、 『理論上

ニハ正當 ナルモ、實際 上 ニハ数 果 テ期待 シ難 シ』

ト答 ヘ ラレタ。1901年(明 治42年)二 至 リ余 ノ

南湖院 「サナ トリウム」二於 テ2人 ノ患者 ノ諒解

テ得 テ余 ノ理 想的療 法 ノ實行 テ始 メタ.就 中1

人 ハ郁文館 中學教 員デ アツテ、久 シク喀 血 二拶

ミシ人 デアル。又他 ハ日本女子大學校生徒 デア

ル。何 レモ深 ク余 ヲ信 ジテ薪 新 ノ治術 テ受 ケラ

レタ。余 ハ2%ノ 石炭酸 水 テ肺尖部 へ 注射 シ

タ。(是 レヒュー テル 且ueter氏 ガ脊椎 「カ リエ

ス」二封 シテ2%石 炭酸水 ノ注射 ヲ推 奨 セシニ

基 ヅク。)余ハ實 二戦 々競 々 トシテ極 メテ愼重 二

先 ヅ0.2蛇 罫 リ初 メ、漸次増量 シテ1.0髭 二達

シ而 シテ同量 テ反復 シタ。1週 二1同 又 ハ2同
ノじ

之 ヲ注射 シタ。幸二蒐モ不幸 ノ出來事 ノ登 スル

無 ウシテ経過 シタ。併 シ顯著 ナル数果 モ亦之 ヲ

認 ムルニ至 ラナカツタ。而 シテ数 ケ月ニシテ中

止 シタ。2人 共開放性肺結核 デアツタ。就中其

ノ男性者ハ其 ノ後輕快 シテ同院 ノ測候部長 ラ勤

メタリシガ1934年(昭 和9年)3月 二至 リ頑固

ナル反復性喀血 ノ爲二逝 カレ タ(其 ノ子息ハ現

在海軍々署大尉 デアル)。又女性者ハ其 ノ後結婚

シテ今 日爾ホ健在 シ、昨昭和11年12月 ノ署王

祭 二夫婦同件 デ來會 セラレタn余 ハ1923年(大

正12年/4月 日本結核病學會第1回 糖會 二於 テ

肺室洞注射療法 二就 イテ報告 シ且ツ其 ノ手術 テ

實行 シテ供覧 シタ(其 ノ際佐多愛彦博士、入澤達

吉博士、北島多一博士等 ノ列席 セラレアルテ見

タ〉。當日余ハ患者 テ椅坐 セシメ、鎖骨上窩 二於

テ、叩診 上ウィントリヒ氏響攣換 アリ、蕪診上、

有響性水泡音及氣管枝呼吸音 ノ存 スル部位 ニプ
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ラ ワ ッツ氏注射器 テ以 テ10%「 ヨー ドフォル ム

オ レフ」油1耗 テ注射 シタ ノデ アツタ。(同 患者

ハ作業療法 トシテ院 内紙 屑拾 ヒテ爲 シア リシ者

ナルガ、1934年(昭 和9年)2月 二 至 リ永逝 シ

タ)。余 ガ1926年(大 正15年)2月 『治療及虜方』

第71號 二本 法 二就 イテ報 告 シ タ所 ノ摘録 ハ敬

文 肚登行 ノ『轡 事輯覧 』内科編第3巻 、呼吸器疾

患 、肺結核109頁 二在 ル。又余 ハ1933年(昭 和

8年)4月 日本結核病學會絡 會 二於 テ0.5%「 ト

リパフ ラヴ,、rン」水5.0乃 至 ■0・0耗 ラ第一肋間

二於 テ肺尖氣管枝 へ注射 スル ノ方法及實験 二就

イテ報 告 シタ。 又1934年(昭 和9年)肺 室洞注

射 法 二就 イテ更 二其 ノ後 二研究實験 シタル所 ラ

同年4月 ノ日本結核病學會練會及 同年6月 ノ關

西 留事188號 二於 テ報 告 シタ。爾來余 ハ專 ラ稀

fヨ ー ド」丁幾 '(酒精20分 確 留水2分 テ「ヨー ド」

丁 幾11分 二混和 セル者)ノ 注射 ラ行 ビア リシ

ガ、1936年(昭 和11年)6月9日 以來 ハ 專 ラ3

%「 マーキュロ クロー ム」水 ヲ用 ヒ、唯喀血 ノ際

ノ ミニ1000倍 盤 化 「ア ドレナ リン」液0.5琵 テ

同時 二注射 スル。

適慮症及禁 忌症。肺結核患者 ノ肋膜癒著 シテ人

工氣胸療法 ヲ行 ヒ得 ザル患者 二限 リ之 テ行 フ、

又部 分的人工氣胸療法 テ行 ヒ得 タル モ、肺室洞

部肋 膜 ガ癒著 シア リテ室洞 ノ退縮 シ能 ハザル場

合 ニモ補助的 二本法 テ行 フテ得 ル。胸廓整形術

ノ適磨 症 二封 シ簡 易療法 トシテ先 ヅ本法 テ試 ム

ル テ良 トスル。 肺結核 ノ急性型 ヤ、滲出性浸潤

型 ヤ38度 以上 ノ熱 アル者 ニハ本法 ラ差控 ヘル

テ要 スル、蓋 シ多少刺戟 スル虞 ガ ァルヵ ラデァ

ル。併 シ若 シモ稀薄液 テ少量 二用 ヰルナ ラバ無

害 有盆 ナル事 テ得 ルデ アラウ。

方法、 注射方 法 ハ次 ノ順序 二由ル。

(1)肺 室 洞 ノ所 在 テ決 定 スル。之 ガ爲 ニハ

(4)i聴 診 二由 リテ有響 性水泡 音及 同時 二厘 ㌃氣

管枝 呼吸音 ラ認識 スル。

(ロ)1叩(打)診 二由 リテ ウ ・ントリヒ氏響換症 ラ

明認 スル。

(ハ)「 レン トゲ ン」線検査 法(透 覗殊 二爲眞)二 由

リテ所見 ラ確認 スルξ

(2)患 者 テ績臥サセル。就中仰臥又ノ・側臥ヲ選

ブ。(坐 位 ニテモ行 フ ヲ得ベキモ、急性謄貧血

テ豫防スル爲二横臥位 テ取ラセルノデア'ル。(初

回ノ日本結核病學會総會 二於 テ余 ガ本注射法 テ

供覧 セシ時ハ坐位ヲ用ヰタノデアツタ)。

(3)可 注射部位 テ裸出サゼル。其 ノ際感冒 ノ豫

防二注意 スベキデアル(寒 冷時ハ憲 ラ閉鎖 シ、

裸出セル上肢ハ衣服、布片等テ以テ温保 スル等

ラ爲ス)。

(4)衣 服 ノ汚染ラ豫防 スル爲二布片、紙片等 テ

以 テ直下二在ル衣服 テ被 フ。

(5)更 二叩診 トi聴診 トニ由リテ、室洞 ノ位置テ

精査 シ、蝋筆又 ハ漁ホシタ鉛筆 ラ以 テ穿刺 ス可

キ部位 テ標記 スル。(肋骨 ノ上縁二磨ズルー線 ト

之二直角 二走ルー線 テ壷 ク、就中該線ハ室洞 ノ

中央ナル穿刺瓢 テ通過 スベキ者 デアル。十字 ノ

交叉貼テ中心 トシテ胡桃大 ノ輪 テ豊 キ、皮膚滑

毒 ノ範園テ示 ス。、

(6)穿 刺方向テ定 ム。本項ハ前項 ト同時二決定

スベキ事デアツテ、通常皮膚面 二直角 ノ方向 ト

定 メル。假令穿刺鮎ガ正當ナルモ若 シ穿刺方面

ラ誤 レバ室洞注射 ノ目的 テ達 シナイ。時 トシテ

特 ニー線 テ壷 イテ穿刺方向 ノ標準 トスル事モア

ル。穿刺方向ハ專 ラ叩診 ノ方向ニー致スベキデ

アルカラ、穿刺黙 ノ叩診時二本項 ノ注意 テ怠ツ

テハナラナイ。

(7)助 手テシテ穿刺鮎 二稀 「ヨー ド」丁幾テ塗布

セシメ、同時二術者ハ石鹸 ト水(湯)及 消毒藥液

(3%「 リゾール」水等)ト 刷毛 トテ以 テ手指テ嚴

重二潔浄スル。(若 シ前同 ノ注射時 二貼 シタル

「ゴム」硬膏ガ其 ノ儘附著 シアレバ「ヨー ド」丁幾

ノ塗布 テ略スルテ得ル)。

(8)穿 刺部 ノ「ヨー ド」丁幾テ「エーテル」ト精製

綿花(3%「 リゾール」水 二浸 シ テ固 ク搾 リタル

テ用 フルモ綿花 ガ確實 二無菌 ナラバ「リゾール」

水 二浸 ステ要 セズ)ト テ以 テ皮膚 テ擦 リテ拭 ヒ

去 リ、其庭 二同綿花 ノー小片 テ留 メテ之テ覆

フ 。
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(9)滅 菌 セガ硝子製、 目盛附 注射器(2蝿 入 リ

ラ常用 スル)テ 取 リ、叉助 手 二 〇.1%「 ヌペル カ

イン」水加1%1000倍 盤 化 「ア ドレナ リン」液 テ

藏 メタル「アムプー ル」テ開 カシメテ、其 ノ中 ヨ

リ0.5乃 至1.0琵 テ吸取 スル。其 ノ際 室針尖 テ

全然藥液 中二浸 入セルニ拘 ラズ、注射筒 へ室氣

テ吸 入 シ、氣泡 テ登生 ス レバ、注射筒 ト注射針

ノ間 ノ接合 ガ氣密 ナ ラズ シテ、間隙 ノ存 スル ノ

デアルカ ラ、針 又ハ筒 テ改 メ ネバナ ラヌ。若 シ

此 貼 二注意 セザ レバ室洞 ナキ所 テ穿刺 シテ室洞

ア リ ト誤診 スル ノ虞 ガ アル。本來 「ヌペルカ イ

ン」水 ノ注射時 ニ ハ 無刺戟 性 デ アルカ ラ局所麻

酔藥 ノ必要 ガ無 イ ノデアルガ、室針接合状況 ト

室洞所在位 置 ノ鑑 識 ノ爲 二本液 テ必要 トスル ノ

ア ア ル 。

(10)注 射 用 ノ室針 ハ内径3分1粍 ニ シテ長 サ約

3.5糎 ナル テ賞 用 スル。 針 ガ之 ヨリ太 キ時 ハ藥

液 ノ穿刺孔 ヨ リ逆 流 シ易 イ弊 ガァル。又針 ハヨ

リ短 クテモ足 リル コ トモアル ガ長 イ方 ガ深部 ノ

室洞 ヘモ注射 シ得 ラレル便 ガ アル。針 ハ何時 モ

ー定 ノ長 サ ノ品 テ使用 スル テ良 トスル
。

(11)既 定 ノ穿刺黙 テ長室針附注射器 テ以 テ既定

ノ方 向二於 テ穿刺 スル。而 シテ時 々藥液 テ注 入

シテ以 テ其 ノ抵抗 テ検 スル。容 易 ク注 入 シ得 レ

バ活栓 子 テ引 イテ以 テ氣泡 ノ出 ヅル ヤ否 ヤテ検

スル。若 シ大氣泡 ガ績 々盛 ンニ吸 出サル レバ針

尖 ガ室洞 内二達 セル テ知 ル ノデ アル。若 シ氣泡

ガ細 カキ時 ハ肺臓實質 ノ肺胞 テ刺 シテ居 ル ノデ

アツテ、室洞 二達 シ テ 居 ナイ ノデアル。(注 射

筒 ト注射針 ノ接 合 ノ緩 ンダ時 ニモ大氣泡 テ嚢生

スル カラ其 ノ貼 ニモ注意 セネバナ ラヌ)。

(12)針 尖 ガ室洞 二達 シタ ラバ局所麻 醇藥液 テ徐

二注 入 シ、次 デ室針 ハ其 ノ儘 二留 メ置 キテ、注

射 筒 ノ ミテ離 シ取 リ、之 テ助 手 ノ差 シ出 ス廣 口

共 口著色瓶 中 ノ3%「 マー キュロ クロー ム」水 二

接 シテー一定量(0・5乃 至2.0妬)テ 吸取 シ、次 デ

之 へ刺入 セル室針 二ニ タビ接合 シテ藥液 テ徐 二

室 洞 へ注射 スル。

《14)其 ノ注射 テ始 ムルニ際 シテ術者 ハ患者 二次

1如 ク言 フテ合圖 トシテ助手 ハ懐 中時計 ノ秒 時

ノ検 定 テ始 メル。患者 二封 シテ言 フハ『何 カオ感

ジデシタ ラ直 グニ知 ラセテ下 サ イ』 デ アル。 注

射 シ了 リタル時 ハ術者 直 チニ其 ノ終 了 テ告 ゲ、

助手 ハ注射時間 ラ報告 スル。

(14)注 射 終 了時、術者 ハ注射針 ノ露 出 セル部分

ノ幾何粍 ナル乎 テ検定 シテ之 ヲ助 手 二告 グ記録

セ シムル。又 同時 二注射部位及 注射藥 量 テ告 ゲ

テ記録 サス。

(15)注 射 シ了 レバ注射筒 テ穿刺 セル針 ヨリ離 シ

助手 テ シテ廣 口共 口瓶 中 ノ 「カ ンフェル オ レフ」

油(湯 デ温 メ置 ク)テ 差出 サ シメ テ、其 ノ数滴 テ

吸取 シ之 テ三 タピ針 二接 合 シ玩針 テ抜 キツ ・穿

刺 孔 二注油 シ置 ク而 シテ針痕 ニハ「ゴム」硬膏 テ

貼 スル。藥液 ノ逆流 テ防 グ爲 二特 二注油 セズ シ

テ軍 二硬膏 上 ヨ リ指頭 ニテ按摩 スルニ止 メル コ

トモ ア ル 。

(16)注射ノ帳簿中二記録 セル事項ハ(イ)患 者姓

名(ロ)注 射月 日(ハ)注射部位(二)注 射藥 量(ホ)

注射秒時(へ)針 ノ太サ(ト)針 ノ刺入 ノ深 サ(露

出部 ノ長 サ)(チ)注射前及注射後 石聴診上所見

(水泡音、呼吸音等)(リ)膿 ノ吸出(窄 二之 アリ,)

等 デアル。

(17)第2回 以後 ノ注射二際 シテハ前同 ノ注射 ノ

(の 部位(ロ)深 サ(ハ)藥量(二)反 磨熱 ノ有無及

程度 テ助手 ヨリ聞キツ ・之 テ行 フ。

(18)注射後1日 乃至2日 ハ多少安静 ナルテ可 ト

スルモ、別二嚴重ナル安静 テ要 シナイ。

(19)注射時患者ガ癒痛又ハ座迫 テ感ズ レバ直チ

ニ注射テ中止スル。又注入二抵抗 アル際 ニモ敢

テ注射 セズ。蓋 シ其 ラノ際ニハ銘尖ガ室洞外 二

在 ルノデアツテ、若 シ強 ヒテ注射 テ績 クレバ疹

痛 ヤ熱獲テ績登 スベキデアル。注射中不知不識

ノ間二注射針 ノ深 サテ攣 ジテ、室洞 テ外 レテ居

ノレコ トガアノレ
o

(20)注 射 ハ1週1同 之 テ行 フ。 最初0.5又 ハ

1・0琵 ヨリ始 メ、 若 シ反磨熱 ナケ レバ漸次増量

シテ2・0乃 至2.5妬 二 達 スル.(尚 ホ其 レ以 上

二達 スル テ得 ベ キモ余 ハ 未 ダ経験 ス ル ニ至 ラ
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敷 果

(1)患 肺及 室洞 テ縮小 セ シムル(概 ネ)。

(2)室 洞 内水泡音 テ減少乃至浦 失サス(屋k)。

(3)盤 化 「ア ドレナ リン」二由 リ喀血 ヲ止 ム(甚

ダ厘 ㌃)。

(4)其 他 数果 ニッ イテハ未 ダ明確 ナ ラズ(喀 疾

拉 二結核菌 ノ消 失 シタル者 アルモ、未 ダ確 定的

報 告 テ爲 シ得 ル程度 二達 セズ)。

副作用

(イ)周 到 ナル注意 テ以 デ 本法 テ 行 ヘバ概 ネ無

熱 、無 痛、毫 モ障碍 テ感 ぜズ。

(ロ)撒 時間後又 ハ翌 日微熱 テ登 ス(屡k)。38度

以 上 二達 スルハ甚 ダ窄 デ アル。概 ネ1同 ノ登熱

二止 マルモ、翠 二2、3日 二亙 ル。併 シ其 ノ際決

シテ稽留 セズ、必 ズ弛張性 デ アル。極 メテ窄 二

弛張熱 ノ長引 クコ トガ アル。

(ハ)注 射部 及其 ノ附近 二知箆過敏又 ハ鈍痛 ラ訴

フル者 ガ アル(展 ⇔ 。藥 液 ノ逆 流 シ或 ハ室洞外

二漏 レ或 ハ藥量 ノ比較的多 カ リシ時 二多 イ。概

ネ撒 日中二鎭 静 スル。

(二)注 射部及 其 ノ附近 二皮下浸潤、皮膚潮紅

(「マー キュロクロー ム」色)及 潮熱 テ登 スル者 ガ

ァル(厘 ⇒ 。概 ネ前 項 二併登 スル。注射針 ノ太

サ テ細 クセ シ事 ト油 ノ注 入又 ハ按摩 テ行 フ事 二

由 リテ減 少 シタ。概 ネ撒 日中二消散 スル。

(ホ)皮 下氣腫 ラ登 スル コ トガアル(甚 ダ窄)。 概

ネ撒 日中 二清散 スル。

(へ)注 入 セシ「マー キュロクロー ム」テ喀 出 スル

事 ガ アル(屋 ⇔ 。注射後即時 二嚢 スルア リ、撒

時間後 二始 ムル アリ。概 ネ数 日持績 スル。最初

ノ、濃 紅色 ナルモ、後 ニハ罷色 シ茶色 トナル
。

(ト)尿 色 ガ「マー キュロ」色 ト成 ル事 ガ アル(窄)。

概 ネ撒 日中 二消 失スル。

蹟

肺結核室洞 テ治癒 セシムル ニハ人 工氣胸療法 テ

最 モ賞用 スベ キデアルガ、 既 二肋膜腔 ノ癒 著 シ

テ本法 テ行 フラ得 ザル場合 ニハ第2ノ 確数期待

的療 法 トシテ胸廓整形術 ガ用 ヒラル ・モ、第 一

乃至第十一肋骨 テ、脊桂附近二於 テ其 ノ長サ撒

糎 テ切除 スル事ハ決 シテ簡易ノ手術 二非ズシ

テ、患者 自身 モ其 ノ側近者モ之 ヲ實行 スルテ躊

躇 スル事多 キハ眞 二同情スベキデアル。因 リテ

余ハ第2ノ 肺室洞療法 トシテ室洞内藥液注射法

テ推漿 スル ノデァル。本法ハ其 ノ簡易ナル事遙

二人工氣胸療法 ノ上二在 リ而 シテ篤眞乙ハ軍二

肺臓 ノ自然的萎縮 ノ妨害(即 チ胸廓壁 トノ接著)

ラ除 クニ止マ レドモ、本法ハ室洞壁 ノ創面二治

癒 テ促進 シテ癒痕性萎縮 テ喚起 スルノデアル。

肺室洞 二封 シテ人工氣胸術ハ浦極的二働 キ又胸

廓整形術ハ積極的 二働キデ之 テ縮小 セシムレ

ド、同時二直接病原菌 テ攻撃スルナクシテ、唯

自然的治癒二任ズル ノデアルガ、本法ハ極 メテ

有力 二、滅菌スル ト同時二患肺 ノ萎縮 ト硬化 テ

促進 スル。故二本法ハ1ツ ノ賞用スベキ肺室洞

療法 デアル。併 シ嚴二其 ノ濫用 テ警戒セネバナ

ラヌ。不注意二施行 スル事 ノ有害ナルハ反慮熱

ノ後 二赤沈反慮 ノ速度増加 二徴 シテモ明デア

ノレo

余ハ本法 テ5同 行 フ毎 二1同 ノX線 撮影 ト赤沈

試験 テ行 ヒ又毎 日4同 ノ検温、毎週 ノ罷重検定、

胸部 ノ叩診及嘉診等 二由 リテ其 ノ経過 デ精細二

観察 シ且ツ防腐上至大 ノ注意 テ彿 フテ、極 メテ

愼重二實行 シツ・アル。(爲 眞略)

101.結 核ノ冤疫化學療法7研 究 第2報

動物實験的研究 其 り=

大里 俊吾(金澤將大大里内科)

昭和9年 第12同 縮會席上 二於 テ、余 ハ本研究

ノ第1報 シトテ、治癒傾向ニアル結核組織 ノ食

盤水抽出液ガ、實瞼的結核海狸 ノ治癒 テ促 スコ

トテ實験 シ、之テ結核組織 ノ中二産生セラル ・

或 ル未知 ノ免疫的物質 ノ存在 二飾 シタ。

其後余ハ撒年二亙 リテ、之ガ結核組織 ノ如何 ナ

ル「フラクチオン」中二存 スルヤノ問題 テ探求 シ

タ。種 々ノ抽出液 ノ攣更ニヨル試験 ハ何 ラノ手

懸 リラ與 エナカツタ.次 デ種々 ノ製法 ニヨル蛋

白質成分 テ以 テノ試験モ満足ナル結果 ヲ與 エナ

カツタ。 ソレ等 ハ何 レモ結核病竈 ノ浸出性墜
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化 、所 謂結 核性肝硬攣、高度 ノ脾腫等 ノ異種蛋

白盟 二共 通 ナル作用 テ呈 シタ。一、ニ ノ含水炭

素成分 モ無数 デ アツ タ。而 シテ最後 二試験 シタ

ル結核組織 ノ「リボ イ ド」成分 中 二、顯著 ナル治

療 的有数物 質 ノ存 スル コ トテ謹明 シ得 タ。

Boquet,N6greetValtisノ 報 告 二從 ヒテ結

核組織 ノ有 スル有毒成分 テ「アセ トン」抽出 二依

ツテ除去 シタル後純 檸 ナル中性 「ヱー テル」テ以

テ抽 出 シ得 タル 「リボ イ ド」ハ殊 二結 核治療 ノ数

アル テ知 ツタ。治療實験 ハ反覆 シテ實験 的結核

海獲 二就 テ謹 明 シ得 ル ノ ミナ ラズ、家 兎 ノ眼結

核 二就 テモ謹 明 スルコ ト テ 得 タ。而 シテ「アセ

トン」抽出液 ノ減 歴蒸溜 二依 リ テ得 タル残 渣 ノ

「ヱー テル」可溶分 テ以 テハ何等治療的赦果 ラ認

メナカ ツタ。

結 核組織 ノ「アル コール、 ヱー テル」全抽 出脂質

ノ種 々 ノ分劃 テ以 テ ノ治療試験 二於 テ、有数物

質 ハ中性脂肪 「レチ ・ン」、 「ケフア リン」ノ各分

劃 中二含 有 セ ラル ・コ トラ試 験 シタ。此 ノ研究

ハ今後術 ホ多量 ノ材料 二就 テ更 二精 密 ナル實験

テ行 ヒツ ・アル。

結核組織 ノ源 トシテハ剖検 二依 リテ得 タル人 ノ

結核肺、實験 的結核動物(家 兎、海狽、犬等)ノ

肺肝、其他 テ使 用 シテ何 レモ良好 ナル成績 テ得

タ。

爾 ホ結核動物血液、脊椎 「カ リエス」患者 ノ下垂

膿等 ノ「リボ イ ド」テ以 テ シテモ多少 ノ敷果 テ認

メル コ トガ出來 ル。

正常組織 ノ「リボ イ ド」モ亦或 程度迄 ノ治療的敷

果 テ示 λモ、結核組織 「リボ イ ド」ノー層有数 ナ

ル コ トラ知 ツタ.即 チ本治療 法 ハ結核組織 ノ有

スル特殊的有数物質 ノ数果 テ圭 トシ之 ニー般 二

組 織 ノ有 スル「リボ イ ド」(恐 ラクハ燐脂膿)ノ 非
ヤ

特殊性敷果テ從 トシタルー種 ノ免疫化學療法 ト

云 フコトガ出來ル。

尚ホ結核組織中ニー種 ノ結核病憂 ノ治癒 テ促 ス

物質 ノ存在スル コトノ謹明二依 リ、結核冤疫 ノ

本質 ノ考察 二或 ル重要ナル鍵 テ與工得 タリト信

ズ。

102.結 核ノ冤疫化學療法 ノ研究 第3報

の 臨淋的観察

蘂 篠藷(金澤署大大里内科)

大里ガ動物實験 二依 リテ其 ノ赦果 テ確認 シ得 タ

ル結核組織 ノ「リボ イド』テ以テ、昭和11年3月

以來今 日迄治療 シタル結核患者百撒十名 アリ、

内本年1月 末迄 二少 ク トモ1ケ 月間入院治療 シ

タルモノ100名(内 肺結核81名 、結核性肋膜炎

拉 二腹膜炎患者19名)テ 通寛 シテ第1表 ノ如 キ

成績 テ得 タリ。不良 ノ結果 テ トリ若 クハ死亡セ

ル16名 ノ内ニハ就二甚 シ ク進行 シテ絶封二不

良ナル豫後 テ推定セシメタル時期 二治療 テ行 ヒ

タルモ ノ大多数 テ占ム著 シク輕快 セル患者 ノ内

ニモ廣汎ナル肺病攣 ノ外 二喉咽拉二腸結核 テ合

併 セシモノ、廣汎ナル腹膜 ノ癒著 ト高度 ノ鼓腸、亀

貧血 テ呈 セシ腹膜結核患者、数個 ノ手拳大乃至

鶏卵大 ノ硬結 テ有 シ1日1、2同 ノ腹痛登作 ア

リ甚 シク衰弱 セル腹膜結核 ニシテ且雨側 ノ腎臓

結核 テ合併 セシ患者等 ガアル。

本療法ニヨリテ輕快 ノ途 ニアル肺結核患者 ノ上

ントゲ ン所見 ノ追求ニヨリ滲出性浸潤 ニヨル陰

騎ハ比較的速二吸牧 セラレ結締織繊維 ニヨル陰

騎ガ恰モ木 ノ葉 ノ實質組織 ノ脱落 セル後 ノ葉脈

網 テ見ル如キ観 ガアル。從 ツテ梢 ≧陳薔 ナル室

洞 テ有 セルモノデハ ソノ周園 ノ浸潤 ニヨル陰騎

ガ吸牧 セラレテ、結締織 ノ室洞壁ハ久 シク残 ヅ

テ居ル、即チコノ種 ノ室洞 ハ本療法 一ヨリテハ

比較的治癒 ノ域 テ超 ユル事ハ望マ レナイ。

本療法 ノ最 モ好適 ナル治療封象ハ早期浸潤型 ノ

肺結核 デアツテ相當廣汎ナノセ陰騎 モ1、2ケ 月

ニテ吸牧 セラレテ結締網 テ残 スノミトナル
、即

チ本療法ハ從來人工氣胸療法 テ施 スノ外 ハ手 テ

束ネテ傍観 シ且安静二侯 ツ外 ナカリシ種類 ノ患

者 二封 シ積局的二治療 テ講ズル事 テエシメル。

コノ事ハ又余等ガ本療法 ノ治療成績 テ示 セル第

1表 二患者 ノ分類 テ特ニツルバン、ゲノレハル ト
ニ從 ツテ示 シタル圭ナル理由デアル

。

.ヒ所見ノ輕快 ト李行 シテ患者 ノ全身症状、局所
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ノ理學 的所見、血液 像、赤沈速度、喀疾所 見等

ノ改善 セ ラル ・ノハ申ス迄 モナ イ。

患者 ノ肺上 線 テー定時毎 二追求 スル事 ニ ヨリ、

1922年Aschoff氏 ガ 「肺瘍 ノ自然治癒過程」ト

題 シテ主 トシテ病理解剖學的基礎 ノ上 二述ベ タ

ル所 ラ生禮 二於 テ観察 シ且 ツ確 メエ タル事 モ本

研 究 ノ重要 ナル副産物 ト云 ヒエ ヨウ。使用量 ト

シテハ患者 ノ敏感 ノ度 二慮 ジテ大里 ガ動物實験

ノ條下 二述 べ シ結核組織脂質 ノ0.1-0.02冠 テ

1回 ノ量 トシテ毎 週2同 ノ割 二圭 トシテ 「エム

ル ジオ ン」トシテ皮下注射 シ タ.浸 出性肋膜炎

拉 二早期 型結核 患者 ニ シテ諸種 ノ刺戟 二封 シテ

敏感 ナル モ ノモ、0.02-0.03雇 ノ注射 二封 シテ

ハ何 ラ不快 ノ反庭iテ呈 サナ ィ、雨肺 全都 二亙 レ

ル濃 厚 ナル血行播種 型肺結核 ニ シテ甚 ダシク呼

吸 困難 テ トモナ ヒ シ患者 デ0・02彪 ノ注射 テ反

覆 スル事 ニ ヨ リ、今 日著 シク輕快 セ シメ得 タ例

ガアル。

臨躰 的経験 ヨリ余 等 ハ本療 法 ニヨ リ結核 ガ 自然

治癒 二近 キ道程 ラ辿 リテ輕 快 シユ ク事 テー層確

第1表1936年3月 乃至1937年1月

治騰 者ノ種類際離1不 剣 耀

辮 第期24
20
(83%)

2
(8.5%)

2
(8.5%)

椥
ツ
ル
バ
ソ

ル 第二期

ト

24
19
(79%)

4
(17%)

1
(4%)

姦 第三期
33

-

19

16
(48%)

5
(15%)

12
(36%)

結核性肋膜炎
虹二腹膜炎

15
(79%)

3
(16%)

1
(5%)

計 100
70
(70%)

14
(14%)

16
(16%)

シ

乳

封

キ

ニ

デ

02

ガ

ー

事

為

ル

ー0

ノ

如

ヒ

研

男
聡

柳

戴

燭
.

今
瀦

蟹

ガ

御

答

關

兼

ス

カ

ワ

ニ

シ

マ

ス

問

験

致

シ

デ

質

實

ヘ

タ

ノ

ル

物

答

イ

ナ

ス

動

御

ネ

味

封

ノ

リ

尋

意

二

法

ヨ

御

フ

。

2

療

私

寸

云

ス

ー0

治

デ

一

何

マ

本

究

103.「 カプリン」酸7結 核菌二封スル作用

拉 ビニ結核性膿胸ヘノ磨用

楠 信 男

欝 講(轟欄
遠藤 英夫.

飽 和1憤 脂酸列 ガ諸種 細菌 二殺菌作用 ヲ有 シ特

二炭素原子撒8乃 至12ノ 酸 ガ強 力 デ ア ル 事 ハ

多 クノ人 ノ認 メル庭 デ アル。北 島、川村雨 氏 ハ

木材腐 朽菌 ニツイテ鐵 本氏 ハ化膿菌、 「コレラ」

菌等 ニ ツイテ之 テ認 メ、結核菌 二封 シテハ若 林

氏 ニ ヨ レバC12ノ 「ラウ リン」酸 ガ登育阻 止作用

最 モ張 ク、教 室 ノ飯 島氏"ヨ レバC1。 ノ「ヵプ

リ ン」酸 ガ最 モ 強力 デ アル。昭和7年 内科學會

宿題報告 二於 テ熊谷教授 ハ「カプ リン∫酸 ガ結核

菌 二封 シ最 モ試験 管内登 育阻止作用強 ク動物盟

内 デモ結核 阻止力 アル コ トテ報 ぜラ レタ。 當教

室 デハ昭和9年 以來 「カ プ リン」酸 テ膿胸治療 二

慮用 シ來 ヅタガ甚 グ良好 ナ成績 ラアグ得 タ故 二

此塵 二其 ノ結 果 テ登表 スル次第 デ アル。

1、 「カブ リン」酸及 ピ ソノ誘導膿 ノ結核菌 二封

スル試験管 内登 育阻 止作 用

合成純 「カ プリン」酸 、椰 子油 ヨリ分離 セル 「カ

プ リン」酸(多 少 ノ不純物 テ含 ム)、「ヵ プ リン」酸

「カル シウム」、α沃度 「カ プリン」酸、 「トリカプ

リ ン」及 ピ比較 ノ爲 二 「ラウ リン」酸 テ種 々 ノ割

合 二「ア.ミノ」卵黄培 地 二混 ジ之 一人型 結核 菌 テ

移植 スル ニ第1表 ノ如 ク合成純 「カ プリン」酸最

モ登育阻 止作用強 ク0.04%デ 完 全 二阻 止 スル。

椰子油 ヨ リ分離 セ ル「カプ リン」酸(今 後簡 略 シ

テ「椰、 カ」ト稗 スル)ハ 少 シク之 ヨ リ弱 ク「ラゥ

リン」酸、沃度 「カプ リン」酸之 二次 ギ「トリカブ

リン」ハ全然作用 セズ、 「カプ リン」酸 「ヵル シゥ

ム」ハ水 二不溶旦培 地 ト充分 二 混和出來 ヌ故、

成績 ハ怪 シイ。

皿、 「ヵ プリン」酸 ノ肋膜滲 出液 中結核 菌 二封 ス

ル殺菌作用

合成純 「カプ リン」酸 ハ常温 結晶禮 デ水 二甚 シク

難溶、其 ノ飽和水溶液 テ以 テハ滲 出液 ノ結核菌

二毫 モ殺菌作用 テ及 ボ サヌ故 、本實験 ニハ「椰 、
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カ」ノ ミラ用 ヒル。此者 ハ常温液歌 デ 分溜 ノ結

果 二依 レバC12ノ 「ラウ リン」酸及 ビC8ノ 「ヵ

プ リン」酸 テ可成多量 一 混有 スル。然 シ其 ノ登

育阻 止作用 ハ合成純 「カプ リンJ酸 ト大差 ナ ィ。

此 ノ「椰 、 カ」テ5%二 水 二加 へ 「アラビアゴム」

ヲ保護膠質 トシ「ホモゲ ナィザー」二ヵヶテ乳剤

トスル。 此 ノモ ノ ・PHハ4.0デ ァル。

之 テ滲 出液4二 封 シ1ノ 割合 二加 ヘルニ材料 ニ

ヨツテ異 ルガ15分 乃至45分 最 長3時 間 デ ソノ

中 ノ結核 菌 テ畿育不能 トスル。1例 テアグ レバ

第2表 ノ如 ク混合 直後(約30秒)既 二僅 カ ノ「コ

ロニー」ノ嚢育 テ見ル ノミデ15分 デハ全 ク襲育

セズ、 同濃度 ノ石炭 酸溶液 テ以 テ シテハ1時 間

迄 獲育可能、 「オリー ヴ」油又 ハ肝 油乳 剤 ハ全 ク

影 響 テ與 ヘ ヌ。

第3表 ハ 「椰 、 カ」ノ濃度 テ種 々 ニ シタ結果 テ示

ス。5%デ ハ45分 デ全 ク登 育不能 トナル ニ反

シ2%デ ハ 急激 二数果 テ失 フ。此原 因ハ恐 ク

「カプ リン」酸 ノー定量 ハ攣化 シテ作 用 ラ失 ヒ遊

離 ノ「カプ リン」酸 ガ残 存 スル時初 メテ作用 テ及

ボ ス事 ニ アル デア ラウ。滲 出液 ニ ヨヅテ成績 ノ

異 ル ノモ此 ノ理 由 ニヨル モ ノト思 バ レル。

皿、 椰子油 ヨ リ分離 セル 「カ プリン」酸 ノ試験管

内殺菌作用

「椰、 カ」ハ不純 ナモ ノデアル ニ拘 ラズ強 イ殺菌

作 用 テ有 スル故 二、之 二就 テ更 二結核菌浮游液

二封 スル殺菌作用 テ検 ス レバ第4表 ノ如 ク殆 ド

瞬 間的 二作用 スル テ知 ル。猫菌盟 二附著 シタ藥

剤 ガ遺残作 用 テ及 ボ シ結果 ラ 誤 ル コ トテ 恐 レ

0.1%「 椰 、 カ」乳剤(PH4.12)二 結 核 菌俘游液 テ

混 ジー定 時後2%重 曹水 テ注加 シ殺菌作用 ノ殆

ド無4Na盤 二攣 化 セ シメ之 カラ培養 シタガ其

ノ結果 ハ第4表 ト同 ジデアツタ。

IV、 腸胸 ヘ ノ雁i用

「椰
、 カ」ノ2.5%(時 二5%)乳 剤 テ滅菌 シ1～

2週 間 二1同 、 時 二1週2同 、滲 出液穿 刺直後

20～40c・qラ 肋膜腔 二注入 スル。

實験成績、最近数年 間 二29例 ノ膿 胸 ガ ア リ内

14例 二乳剤 テ注入 シタ。14例 中膿胸全治6、 不

治 ノマ ・死 亡 シタ者3、 現 在治 療中 ノ者5。 治

癒2/g死 亡1/3ノ 割 合 デアル。一方 「カプ リン」酸

非使用例 ハ全治4、 死 亡7、 不治 ノマ ・退院1、

治療 中3デ 治癒1/3死 亡及 ビ不治 ガ2/3デ ア リ、

且此 ノ場合全治 シタモ ノハ塗抹標 本 デ結核菌 テ

見 出サヌ者 二限 ツテ居 ル。現在治療 中 ノモ ノデ

モ「カプ リン」酸使用 中 ノ者 ハ滲 出液 ノ量 モ結核

菌 モ著明 二減少 シテ來 テヰル。

全治例 ノ「カプ リン」酸使用量 ハ最 小0,5瓦 、 最

大19.25瓦 卒 均6.68瓦 。使用 開始 ヨ リ治癒迄 最

短18日 、最長163日 、卒均86日 デ アル。

第5表 中第1例 ハ培養 二依 ツテモ結核 菌 テ見出

サズ、此 ノ例 ガ最短、最少量 デ全治 シテヰル。 第

2例 ハ結核 菌 ノ他 二化膿 菌 モ謹 明 サ レ、初 メ「リ

ヴァノー ル」洗條 テ行 ツタガ無敷 デ 「カ プリン」酸

使用 ニ ヨリ速 二治癒 シタ。全例 テ通 ジ「リヴァノ

ール」、過 「マ ンガ ン」酸加 里等 テ用 フル洗瀞 ガ奏

i敷シタ ト思 バ レル例 ハ無 イ。

使用 二際 シテ ノ注意

1)可 及 的早期 と用 ヒル コ ト。 陳菖 シ腓脂 ノ硬

化 シタモ ノハ癒著 困難 デ 適確 ナ数果 ハ 望 ミ難

イ。 此事 ハ第11乃 至第14例(第5表)デ 見 ラ レ

ノレ0

2)膿 胸 ガ室洞 ト交通 シテヰル場 合ハ禁 忌。

3)正 確 二肋膜腔 内二注 入 スル コ ト.勿 論乍 ラ

血管 内注 入 テ嚴戒 ス可 キデ アル。

4)穿 刺野 ハ殊 二嚴重 二清・毒 スル。

副作用 ハ全 ク無 イ。 白鼠皮 下 二1%乳 剤0.5cc

テ隔 日連績注射 スルモ生存 日撒 二影響 セズ。 第

14例 二於 テハ 「椰、 カ」絡 量66.2瓦 二達 シテヰ

ルガ榮養、膿温、赤沈速度、血液像 等 二異常 ラ

來 サズ。

104. 「アゾ」色素 ノ結核菌二封スル影響二

就イテ

撚 量囎)
色素 ノ結核菌二封スル影響 二就 イテ、就中色素

添加培養基 テ以テセル研究成績ノ・内外共 二多数
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ノ登 表 ア ウ。色素 テ動 物血液 二加 へ結核菌 ノ「ス

ラ4ド セル、 カル チュアー」(S.C.C.)テ 行 ヒタ

ル モ ノハ比較的少 ナク、 且esseハ1929年 多 数

色 素 テ以 テ結核菌 ノS.C.C.テ 行 ヒ、盤基性

「アヂ ン」色素 中二結核菌 登育阻止力強 キモ ノア

ル事 テ認 メテヰル。

余等 ハ各種鑛物性色素91種 類 テ加 へ、家 兎及

ビ海狸 血液 ニテ結核菌 ノS.C.C.テ 行 ヒ、其

中10萬 倍迄菌増殖阻 止力 アルモ ノハ15種 類存

セル事 ハ既 二 第14同 日本結核病學會特別講演

中一部報 告 シタ.

其15種 類 中14種 迄 ハ 「アゾ」色 素 デアル。 今同

ハ是等14種 類 テ以 テ、豫備實験 トシ テ 濃厚色

素液 ノ海猿 氣管 内注入 ヲ行 ヒ、時間的 二肺臓 二

及 ボ ス病理組織學 的攣化 テ検 シ、憂化 ノ少 ナキ

モ ノテ選 ンダ。 カクテ44番 ㍉47番60番 ノ三

色素 テ得 タ.

之 三者 ニー般 二用 ヒラレル「アゾ」色素 「ゴンゴ

ー ロー ト」テモ加 ヘ テ 實験 結核 動物 二及 ボス影

響 テ検 シタ。

第乙實験,色 素 ハ生理的食盤水 二溶解 シテ用 ヒ

タ。雄性 海猿 ラ用 ヒ、先 ヅ人型結核菌(上 池菌)

1/1。。。mgテ 右 肺 内接種 テ行 ヒ
、一一群5頭 トシ、

直後、1週 後、3週 後 ヨ リ、色素注射 テ初 メ又

三群 テ作 ツ タ 色素 ハ2000倍 色 素液0.2ac.テ 隔

日直接右肺 内注射 シ15同 テ以 テ終 了後殺 シテ

剖見其結果 ラ比較 シタ、術封照動物 ニハ凡 テ生

理 的食盤水 ノ ミテ注射 シタ ノデ アル。

第 二實験 、雄 性海狽 テ用 ヒ、人型結核菌(上 池

菌)ノ1/1・ ・mgテ 静脈 内接種 シ、直後、1週 或 ハ

3週 後 ヨ リ2000倍 色 素液1qc宛 隔 日皮 下 一 注

射15回 テ行 ツ タ.

第 三實験、家 兎 テ用 ヒ、牛型結核菌(傳 研種)ノ

2mg、5mgノ ニ種 トシテ耳静脈 中接種 テ行 ヒ

直後、1週 後 ヨ リ500倍 色 素液5c.qテ 毎 日静脈

内注射 シ15同 テ以 テ終 了 シタ。

以 上 ノ三實験 ノ結果 テ次 ノ如 ク要約 スル。

(1)四 種 色素中、60番 色素注射動物 ノ結核 性JN

攣 ハ封照動物 二比 シ結核病攣形成少 キ傾 向 ガ ア

ル。 他 ノ44、47番 及 ビ 「ゴンゴー ロー ト」ハ封

照 二比 シテ大差 ガナ イ。

(2)60番 色 素 テ用 ヒタル場合、肺臓 内注射 ガ最

モ多 ク結核病攣 テ阻止 スルガ静脈 内注射 次 二皮

下注射 ニハ其作用 ハ弱 イ。60番 ハ 「アゾ」色素 デ

アル ガ之 ヘ ッセ ノ云 ツタ「アヂ ン」色素 ガ結核 菌

・増殖 テヨ リ多 ク阻止 ス ル ト云 フ事 二反 シテヰ

ル。爾 「アゾ」色 素 二就 テハ研究 シテ將來 モ報告

シタイ ト思 ツテヰル。

105・ 定期健康診査 卜職業乃至職業療法ノ

關聯

田澤 錬二倭 轟)

定期 健康診査 トイフハ健康者 デモー 定 ノ期 間毎

二時々診査 ラ受 ケサセテ疾病 ノ豫 防
、能卒 ノ増

進 二資 スル ノ意 味デ ァ リマ ス、以 前ノ・絵 リ使 ヒ

慣 レナイ言葉 デ ァリマ シタガ、私 トシテハ今 日

デハ ロ癖 ノヤウニナ リマ シ久 之 レハ米 國 ノ「ラ

イフ、 エッキステ ソヂ.ン 、 インスチチュー ト」ノ

「ペ リオヂ カル
、ヘル ス、エキザ ミネー シ。ン」テ

謬 シタモ ノデア リマ ス トイフ ト態 々事 々 シ

ク言 フ ヤウデ アリマスガ、私 ハ14年 前米 國 ノ

結核豫防事業 ラ覗察 シテ結核豫 防 ノ實績 テ基 ゲ

ル最良 ノ方法 ハ 健康診断 ノ普及 二在 ル コ トテ

見、 ソ レニハ健康相談所事業 ノ鼓吹 ハ勿論 ノ事

トシテ、同時 二又米國 ノ延命協會 ノ定期健康診

査 ノ精 紳 ヲ取 入 レ、 ソレガ我國 ノー般醤業 ノ日

常 業務 ノー一部 トナルヤウニ肚 會 テ導 クコ トガ出

來 レバ、事業資 金 ノ貧弱 ナ我 國 ノ結核 豫防方法

トシテハ最 モ適切 ト考 へ、特 二此 ノ課語 テ用 ヒ

マ シタ。爾來 十有絵年結核豫 防 二就 テ私 ガ書 イ

タ リ、講 演 シタ リシタモ ノハ、凡 テ皆此 ノ健康診

査 ノ普及 二關 スル問題 デー貫 シテ來 マ シタ次第

デ、其實行 二就 テモ色 々試 ミマ シ久 之 レハ自分

ノ考 ヘテ居 タ結核 ノ豫防的治療乃 至治療 的豫防

ノ意味 二能 ク合致 スル カ ラデア リマス、初 メハ

困難 ナ開拓事業 デア リマ シタガ、夫 レ丈 ケ ニ又

色 々學術上 ノ新事實 ニモ遭遇 シマ シテ、協力 セ

ラレタル多撒 ノ諸氏 ニモ憾 謝 シ テ 居 リマス ノ
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デ、何 レ取纒 メテ書 ク積 リデア リマスガ、今其

二、三 ノ黙 ヲ左 二述 べ マス。

第 一 ノ問題 ハ、 自 ラ健康 ト思 テ居ル人 ノ間 二明

カナ肺結 核病竈 テ持 ツタ人 ガ意外 二多 イ トイフ

コ トデ ァ リマ シ久 之 レハ今 日 トナツテハ少 シ

モ珍 ラシクモナ イ事 デ アリマスガ、

次 ニハ其 ノ病氣 ノ登 見 サ レタ人 々 ノ始 末 トイフ

事 ガ難 問題 トナ リマ シタ、此 ノ始 末 二就 テハ無

豫仕事 テナ セッ ・観察 シテ行 カネバ ナ ラナイ人

ガ意外 二多 ク、 ソ ノ爲 メ又其 ノ人 ノ職業 問題 乃

至職業i療法 トイフコ トガ重要 ナ研究事 項 トナ リ

マ シタ^

ソ シテ種 カ ト経験 テ積 ンデ見 ル中 一、健康診査

二依 テ嚢 見 サ レタ結核 患者 バー見同 ジヤウニ見

ユル病竈 テ持 ツテ居 テモ、意外 二能 ク仕事 二堪

エル トィフ事 テ多 ク見マ シタ。 コ レガ今 日述 ベ

ヤ ウ トスル中心黙 デ アリマス。

(1)肺 結 核患者 ノ登 見卒 二就 テ

此 ノ褒見卒 ハ我 々ガ健康診査 二於 テ経験 シタ所

デハ次 ノ檬 ニナ ツテ居 リマ ス。

A.出 張 診査 、諸種 ノ團禮 ノ職員從 業員 二封

シ、出張 シテー齊 二健康診査 テ行 ヒ何等 カ ノ所

見 アル人 テ選 出 シデ「レン トグ ン」爲眞 ラ撮 ル ト

イフ極 ク概 略 ノ方式 デ行 タ結果 デモ、全人員 ノ

7又 ハ8%位 ノ人 々二「レン トゲ ン」寡眞診査 テ

行 ヒ、全 人員 ノ2%鹸 位 二當 ル人数 二肺結核 患

者 ト構 スベキ徴 候 テ登見 シ、其2、3倍 或 ハ術 ソ

レ以 上 ニモ當 ル人 二夫 々豫防的注意 テ要 スル ト

イフ位 ガ通例 多 ク見 ル所 ノ成績 デ ア リマ シタ、

尤 モ之 レハ定期健康診査 トシテ引績 キ度 々同一

團膿 二封 シテ診査 テ行 ヒ得 ル爲 メニ、 ナルベ ク

其 團膿 二員澹 テ掛 ケナ イヤ ウニMフ 方針 デ極

ク概略 二健康診査 テ行 ツタ場 合 ノ成績 デ アルカ

ラ、其 意味 ハ、「少 ク トモ之 レ丈ケハ患者 ガアル」

トイフ事 ニナル繹 デ アリマス。

B.外 來診査、署師 ノ外來 へ自 ラ健康診査 チ受

ケニ來 ル者 ニハ自 ラ結核 ノ既往症 ナ リ、病徴 ナ

リテ訴 ヘテ來 ル者 モ多 イガ、 ソノ種 ノ人 ハ全部

省 キ全然何等 ノ訴 ヘ ノナ イ人 デ「レン トグ ン」爲

眞 モ、赤血球沈降速度モ皆検 シテアル者 ダケテ

集 メテ統計ヲ トツデ見ル ト20%位 ノ人二肺結核

ノ所見ガアリマシタ、此 ノ中ニハ若干ハ自ラ秘

シテ訴ヘナカツタ者 モアラウガ、其他ハ結婚 ノ

目的デ相互 二健康診査 テ求メル トカ、職員探用

ノ目的 デ探用者側 カラ依頼 スル トカイフ如 キ

者、又最 モ多 キハ家庭 二肺結核患者 ノアル場合

二、其 ノ家族同居人 ノ健康診査 トイフ要求二依

ルモノナドデ是等 二在 テハ實際二本人自ラ何等

/徴 候 ニモ氣付 カズニ居タ トイフ者ガ多 久 ソ

レ等 テ総計 シタ中デ上記 ノ畿見率 トナツタノデ

アリマス。

(2>疾 病 ノ経過

健康診査二依テ登見サル ・肺結核患者 ハ其 ノ疾

病 ノ経過二於テハ普通 ノ治療 ノ場合 トハ少 シク

趣 テ異ニスル黙 ガアル、 ソレハ著明ナ所見ガア

ルニ拘 ラズ意外二能 ク仕事二堪エテ居ルコ トデ

アリマス。

私ハ最モ不利 ナ條件らアル東京市療養所 ノ患者

ラ多撒二見テ居 リマスノデ、之 レテ菖市内 ノ病

院デ療養 シテ居ル者 ト比較 シテ後者 ノ成績 ノ意

外 二良イノテ實見 シテ療養所 ノ成績 二悲観 シテ

居ル者デアルガ、之 レハ全 ク患者 ノ肚會的境遇

二因ル問題 デ、療養所 ノ患者ハ急性時 ノ治療 二

於テモ安静 ノ黙 デ員ケルガ、一層重大 ナ問題ハ

愈々決勝鮎 トイフベキ恢復期 二於 テ又安静休養

ノ貼 デ員ケルニ因ルモノト思ツテ居 リマス。

然 ルニ健康診査 二依ツテ登見 シタ肺結核患者ハ

奮市 内二於テ普通 二働 イテ居テモ意外二能 ク仕

事二堪 エテ行 クノデ、 ソレハ又絵程違 ツタ感 ジ

テ與ヘマス、之 レハ 日常多 ク見ル所 ノ事實 デア

リマスガ、1例 テ述ベル ト薔市内ノ某團膿 二於

テ健康診査 二依 ツテ登見サレタ肺結核患者 ガ別

段何等 ノ注意モ受 ケナィデ居テモ、1年8ケ 月後

ノ今 日二於 ケル調査 デ、死亡者ハ僅カニ其 ノ1

割4分 ニシカナツテ居マセン、其他二術退職者

休職者長期鋏勤者等 ガ4割 弱 アリマスガ、是等

ノ中ニハ病勢 ノ爲 メデハナ ク周園二封ス ル遠慮

ノ爲 メノ訣勤者又ハ退職者ガ相當多イ・トノ話デ
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アリマス、 ソシテ其他 ノ者ハ全 ク普通ソ勤務生

活 テシ何等 ノ療養的注意モ受 ケ居 ラザルニ拘ハ

ラズ無事 二仕事 テ糧綾 シテ居 リマス。斯カル例

モ アル位デアリマスカラ、相當ノ療養的注意 テ

與ヘテ適當二指導 シテ行ケバ相當二能 ク仕事二

堪 エル者 ガアリ或ハ加之其間二次第二輕快 シテ

來ル者 モアリマス就中小學校時代 ノ生徒二於 テ

ハー層 二成績 ガ良好デ ァリマ左 コレトノ比較

ノ爲 メ東京市療養所患者 二就テ丁度退所後同 ジ

位 ノ時期 テ経 タ者 ノ経過 テ見マス ト到底比較 ニ

ナラナイ悪ル イ成績 デアリマス、療養所 ノ成績

デ分ル如 ク肺結核 ノ治療成績 ハ事實意外 二不良

デ アルノデ、経験 アル警師程盆 ≧安静休養 テ嚴

子スル場合ガ多クナル ノデアルガ、之 レト異ナ

リ豫防轡學的 ノ健康診査 二依 テ登見サレタ者 ノ

方 ディフ ト現在徴候 ガ略 ≧同ジヤウニ見エテ居

タリ又ハ病竈 ノ遙 ヵ二大 ナル者 デモ意外二能 ク

仕事 二堪 エルコ トガ見ラレ前者 トノ間 ニハ相當

ノ差違ガァリマス。尤 モ之 レガ療養上二適當 ト

イフ繹デハナィガラ、何時迄堪 エルカガ問題 デ,

其 ノ判断ハ長 イ経過テ見タ上デナケ レバ言ハレ

マ セ ンo

上述 ノ差違 ノ起 ル理 由二就 テハ色 々述 べ テ見 タ

イ黒占ガ ア リマスガ、其 ノー一ツ トシテ、其 ノ様 ノ

状態 二達 シテカ ラノ期間 ノ既 二長 クタツテ居 ル

者 デ アル コ トガ重要 ナ事項 デ、即 チ既往症 ガ重

要 トイフコ トニナル ノデ アリマス、此 ノ期 間 ノ

長 イ トイ フ事 實 ハ年 齢、膣質 、仕事 ノ適慮等 ノ

原 因的事項 テ皆綜 合 シタ結果 トシテ現 ハ レテ居

ル モ ノデ アリマス。 ソノ他又精静作用 ガ大 ナル

關係 テ有 シテ居 ル コ トノ事例 ガ多 クア リマ ス、

職 業療法 ハー ツ ノ精聯療法 デ アルガ職業療法 ノ
へ

重要ナ事ハ圭 トシテ此 ノ精聯療法的 ノ作用カラ

出テ來ルノデアリマス。

(3)診 査及 ピ其 ノ時期

健康診査 二依 テ嚢見サレル現在徴候ハ種々デア

リマス、 マンニ上二氏反磨陰性 ノ者 ノ中ニモ胸部

理學的所見 ノアル者、「レントゲ ン」爲眞二病竈

陰影 アル者、赤血球沈降速度 ノ大 ナル者、熱候 ア

ノセ者其他肺結核二似 タルー般症状 アル者等種 々

アリ、又 マントー氏反慮陽性 ノ者 ノ中ニハ是等

諸徴 ノ外尚喀疾中ノ結核菌陽性ナル者 アリ陰性

ナル者 アリテ種々デアリマス。是等 ノ諸徴 テ考

察 シテ肺結核 ノ有無 テ診定 シ、活動性 ノ有無 ラ

判定 シ、更 二安静休養 ノ程度テ参酌 シテ定期診

査 ノ時期 テ定 ノル ノデアリマスガ、其 ノ診査 ノ

時期ラ ドウ定 メタノガ最 モ行ハ レ易 クシテ、最

モ有敷 カバ重要ナ研究問題 デアリマス、我々ハ

全 ク何 モ病徴 二氣ヅカナク全 ク健康 ト見 ラル ・

人 デモ1年 二1同 ハ診査スルテ原則 トシ、更 二

警戒 スベキ貼ガアレバ牛年二1同 又ハ4、3,

2ケ 月 二1回 或ハ毎月1同 宛診査スルコ トニシ

テ居 リマス、勿論病徴 ノ状況 ノ外、實行 シ易キ

ヤウ其人 ノ事情 テ参酌 シテ定メルノデアリマ

スo

(4)仕 事程度 ラ定 ムル標準 二就テ

肺結核患者 二職業療法 テ課 セヤウ トスル ト第一

二問題 トナルモノハ仕事 ノ分量 デ之 レノ・又面倒

ナ問題 デアルガ、何 レニ シテモー定 ノ標準 ガア

ル ト日常患者 テ指導 スルニ便利 デアル。

仕事 ノ分量ハ治療讐術 ノ上 カラ恢復者 二仕事 ラ

課 スルニ當テハ極 ク用心深 イ所 カラ始 メテ見ル

ノデ昭和9年 二我 々(田澤、中野、伊藤共述)ガ

本縮會 デ報告 シタ所 ナ ドデハ隔 日二20分30分

トイフヤウナ程度 カラ始 メテ居 リマスガ、之 レ

ト異 ナリ健康 ト思 ツテ居ル人 二不意二、病徴ガ

嚢見サレテ適度 ノ休養 テ要 スル トィフ揚合ナ ド

ニノ、、反封 二成ルベ ク其李常 ノ仕事 テ持績サセ

ネバナラナィ事情 ナ ドガアツテ、例 ヘバ勤務丈

ケハ普通 ニサセテ退磨後完全 二休養テサセル ト

イフ檬ナ程度デヤヅテ行 ケレバナルベ クソレデ

行キタイト云 フ如 キ揚合ガアル。

以上治療署學的 二見 タ結核患者 ノ核i復期 カラ豫

防轡學的二健康診査 二依 テ登見 シタ肺結核患者

マデノ全部 テ通 ジ、即 チ極 ク用心深 ク行 フ時 ノ

仕事 ノ分量カラ、普通勤務 二少 シク休養 テ加味

ジタ程度 ノ所迄 テ十階段 二魑分 スル ト次 ノ表 ノ

ヤウニシ、之 レニ省適當二休息 日ヲ入 レテ隔 日
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ニ トカ、1週2日 トカ、1週1日 トカ十分 二休

マセル トィフノガ経験 上多 ク ノ場合 二適切 ノヤ

ウニ考 ヘ ラレマス。

職業療法 ・仕事程度表

1度 輕易 ノ仕事2時 間以内

短時間ヅ・二分ケテ行 フ

π,,

m,,

IV,,

V,,

VL,

Vll,,

V皿,,

IX,。

X,,

"4、 、

午 前午 後 ノ安 静 時 間 ヲ磨 セ ヌ コ ト

、J6P)

午 後 ノ安 静 時 間 ヲ旗 セ ヌ コ ト

,,8J,

其 他 ハ正規 ノ療 養 生 活

叉ハ輕 業 勤 務2,,

(短 時 間 出勤)

,,4,,

(牛 日出勤)

,,6,,

午 後 ノ安 静 時 間 ヲ要 ス

,,8,,

在 宅 時 間 中安 静 ヲ要 ス

叉ハ普 通 勤 務2 ,,

(短 時 間 出勤)

JJ4,,

(牛 日出勤)

))6,,

午 後 ノ安 静 時 間 ヲ要 ス

,,8,,

在 宅 時 間 中安 静

結 語

バ

面

相

バ

面

方

康

レ

方

ノ

健

ケ

ノ

カ

ル

ナ

氣

能

ス

ラ

病

事

ト

ナ

、
仕

ン

ト

シ

ル

セ

針

關

ス

興

方

二

存

勃

一

示

残

後

ナ

指

二

今

要

ス

個

ト

テ

封

其

コ

シ

ニ

、

者

ク

ス

ニ

リ

ル

人

ハ

重

ス

就

シ

出

マヘ

ル

封

考

維

劣

コ

ト

康

ハ

患

ナ

察

業

イ

健

リ

ス

給

行

任

核

デ

考

事

ナ

ハ

ヨ

容

モ

施

放

結

リ

モ

所

ラ

レ

肺

カ

テ

談

ナ

之

レ

ハ

メ

ル

診

現

上

行

爲

ム

康

ノ

其

ニ

ノ

シ

健

チ

、

全

足

セ

ニ

勝

レ

完

不

養

メ

リ

ラ

ガ

ノ

休

爲

ナ

へ

養

所

職

ノ

モ

考

療

養

退

其

ニ

ト

静

療

又

ハ

果

イ

安

、

、

キ

結

良

,ハ

モ

ズ

シ

フ

ニ

テ

テ

來

甚

イ

遙

ト

へ

も

ノ

ニ

ト

モ

ズ

ル

リ

持

ル

ト

レ

ス

ヨ

ラ

慶

態

ル

セ

テ

状

ル

牧

用

ノ

ノ

ニ

費

査

在

二叉症例 二依 テハ積極 的 ノ数 果 ノアル コ トモ認

メラ レマ ス。

107.肺 結核1人 工氣胸療法遠隔成績二關

スルニ、三 り考察

安原 俊郎(農翻

昭和4年 以降千葉書科大學佐々内科 二於テ、人

工氣胸療法 テ施行 セル肺結核患者120蝕 例中、

既二之 ラ完了セルカ、或ノ・中止セル後牛乃至6

箇年ラ経過 シ、今 日其清息 ノ明 カナルモ ノ59

例二就キ、氣胸療法 ノ永績数,果二影響テ及ボス

ベキ諸條件、就中其宣施期間、肺病竈 ノ廣 サ、

病型、氣胸 ノ大サ拉二罹患部肺萎縮度、肋膜滲

出液登生 ノ有無、室洞 ノ有無、他側病攣 ノ有無

等 ト永績敷果 トノ關係 テ考察 スルニ、

1.氣 胸實施期間二就 イテハ、各患者 ノ歌態二

慮 ジテ個々ノ場合其長短 デ決 スベキモ ノデ、一

様二律 スベキニ非ザルハ勿論ナルモ、實際上ニ

ハ其大盟 ノ標準テ知ルコ トガ必要 デアル。而 シ

テ之二關 スル諸家 ノ見解ハ、或ハ1年 以上 トシ

或ハ3年 ト言 フ如 久 其間二相當 ノ懸隔ガアル。

演者 ノ症例 二於 テ、氣胸 ノ實施期間テ牛年宛二

塵分スレバ、第1表 ノ如 ク、1乃 至1年 牛テ實

施 セルモノノ永績敷果ハ梢k良 好、1年 以上 ノ

モノ・成績ハ著 シク良好 デ、實施期間大膿1年

牛テ境 トシ、比較的明瞭ナ差異 テ認 メ、1年 牛

以下 ノモノ総撒45例1;死 亡20例(44.4%)ナ ル

ニ反 シ、1年 牛以上 ノモ ノ総数14例 中死亡ハ

僅 二1例 デアル。

又完 了者ハ27例 ニテ就業可能22例(81.5%)、

死亡3例 、中止者32例 ノ中就業可能10例(31.2

%)、 死亡18例(56・3%)一 テ、完了者 ト中止者

第1表 共1實 施期間b永 績数果

数器) 0一!2 112-1 1-11/2 1112-22-21/2

症 例 数 乎4 14 17 9 5

就業可能 4 6 10 8 4

就業不能 3 1 1 1 0

死 亡 7 7 6 0 1
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器) 11/2年 以 内 1112年 以 上

症 例 籔 45 14

就業可能 2・(鰯9憂= 12(85.7%)

就業不能 5(11,1%) 1(7.1%)

死 亡 20(44.4%) 1(7.1%)

トノ遠隔成績 ノ優 劣 ノ差 ノ著 シイコ トハ勿論 デ

ア ル 。

以上 ノ鮎 ヨリ考察 ズルニ、實施期間ハ氣胸 ノ目

的 テ充分達成 スルガ爲ニハ、多 クノ症例 二於 テ

1乃 至1年 牛以上テ必要 トスルコトラ知ノ%此

ノ期間 テ経過 セザル中二、肋膜癒著或ハ個人 ノ

都合等 ニヨリ中止スル場合 ハ充分 ナル永績赦果

ハ期待 シ難 イ。

2.病 竈 ノ廣 サ ト永綾数果 トノ關係ハ、第2表

二見ル如 久 便宜上一側肺 ノ廣 サヂ/、ト假定ス

レバ、大罷病竈範園 ノ大 ナル程其成績不良 デア

ノレo

第2表 病竈 ノ廣サ ト永績敷果

二、部分氣胸 テ更 二大、 中、 小 二塵分 シ、肺萎

縮度 テ充分、 中等度、不充分 二分 テバ、第4表

二示 ス如 ク、部分氣胸 ノ小 ナル モ ノ ト肺萎縮度

ノ不充分 ナルモ ノニ於 テハ其 成績 不良 ナルモ、

其 ノ他 ノモ ノニ於 テハ著 シキ成績 ノ差 テ認 メ難

4n

第4表 其1氣 胸/大 サ ト永績数果

1数 果判定

氣胸ノ
大サ

症例藪就業苛能就業不能 死 亡

完全氣胸 8
4
(50.0%)

0
4
(50.0%)

部r大
16 9
(56.2%)

1
(6.2%)

6
(37.5%)

劉 中 22
14
(63.6%)

2
(9.1%)

6
(27.2%)

胸L小 13
5

.(38.5%)
3
(23.0%)

5
(38.5%)

1

数果到定

病竈ノ
廣サ
116以 内

116以上2ん 以 内

216以 上316

症脚 業可能

31

12

16

20
(64.5%)

7
(58.3%)

5
(31.2%)

就業不能

3
(9.6%)

1
(8.3%)

2
(12.5%)

死 亡

8
(25.8%)

4
(33.3%)

9

(56.2%)

3.病 型 ト永綾数果 トノ關係 ハ、第3表 二示 ス

如 ク著 明ナル差異 ハ認 メ難 イ。 ソ ノ圭 ナル理由

ハ演者 ノ症例 ニハ乾酪性肺 炎 ノ如 キ純滲出型 ノ

養砂キ爲 ト考 ヘ ラ レル。

第3表 病型 ト永綾敷果

潔 穿症例徽就業可能就業不能 死 亡
増 殖 型 32

17
(53.1%)

2
(6.3%)

13
(40.6%)

滲 出 型 17
8
(47.1%)

3
(17.6%)

6
(35.2%)

増 滲 型 10
7
(70.0%)

1
(10.0%)

2
(20.0%)

1

4.氣 胸 ノ大 サ ト罹患部肺萎縮度 ト永績数果 ト

ノ關係ハ、氣胸 ノ大 サ テ完全氣胸 ト部分氣胸

共2罹 患部肺萎縮度 ト永績数果
1

数果列定

患部萎縮
度

症例藪就業可能就業不能 死 亡

充 分 15
9
(60.0%)

1
(6.6%)

5
(33.3%)

中 等 度 27
16
(59.3%)

3
(11.1%)

8
(29.6%)

不 充 分 17
7
(41.1%)

8
(47.1%)

2
(11.8%)

5.肋 膜滲出液 ト永績数果 トノ關係 テ観 ルニ、

其量 テ邊縁、少量、中等量、多量 二唾分スレバ、

第5表 ノ如 久 邊縁 ノモノ・就業可能卒 ハ 高

ク、死亡卒ハ著 シク少 ナイ。邊縁以上 ノ量 ノモ

ノニ於 テハ就業可能率ハ低 久 死亡傘ハ著明二

高 ク、滲出液 ナキモノ・夫 レラ遙 二越エテヰル。

帥 チ邊縁滲出液ハ永綬数果 二不良 ナル影響 ナキ

モ、 ソレヨリ多量 ノ トキハ成績概 シテ不良デア

ノレ0

6.室 洞 ノ有無、新薔、大 小 ト永綾 数果 トノ關

係 ハ、第6表 二見ル如 ク、室洞 ナキモ ノハ アル

モ ノー比 シテ就業可能率高 ク死 亡 ノ低 イコ トハ

當然 デアル、室洞 ノ薔 キモノ ・成績 不良 ナル コ

トハ言 フ迄 モナ ィガ、室洞 ノ大 ナルモ ノガ必 ズ

シモ成績 ガ不良 デハ ナィ。

7.他 側病攣 ト永績数果 トノ關係 バ、第7表 ノ
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第5表 肋 膜 滲 出 液 ト永 績 数 果

就

諜 17ノモキナ液出滲

10縁邊
3

滲
出

聖{難

(56.6%)

(83.3%)

蒋}一

就 業 不 能

2(6.6%)

1(8.3%)

≒}一

死 亡

11(36.6%)

1(8.3%)

llg(53・・%)

7
σ

一
ツ
8

一
〇
σ

計

30

121
29

17.

第6表 空洞 ノ有無、i新奮、大小 ト永績数果

ll'無1有 新1奮 大
一鑓貨大以上

小
一餐貨大以下

症 例 数134 25 16 9 8 17

就業可能21(61.7%) 11(44.0%) 9(53.3%) 2(22.2%) 5(62.5%) 6(35.3%)

就業不能3(8.8%) 3(2.0%) 2(12.5%) 1(11.1%)
'1(12
.5%)

o甲

2(11.7%)

死 亡110(29.4劣) 11(44.0%) 5(31.2%) 6(66.6%) 2(25.0%) 9(52.9%)

無 有
llJ/・以下11!6111・ 以上1障 殖 滲 出

症 例 数 41 過 18 2 14 21113・5

就業可能
一

24(59.5%) 8(44.4%) 2 6 06(46.2%)2(40.0%)

就業不能 4(9.5%) 2(11.1%) 0 2 02(15.4%)0

死 亡 13(31.0%) 8(44.4%ヴ 0 6 2115(38.4%)3(60go%)

如 ク、他側 二病攣 ナキモ ノハ成績良好 デアル。

而 シテ他側 二病慶 アル モ ノハ、範 園狭 小 ノモ ノ

ト檜殖型 ハ良好 デ アル。

以 上 ノ成績 テ絡括 ス レバ。

1.實 施 期間ハ1乃 至1年 牛以 上 ノ トキハ概 シ

テ成績良好 デ アル。2.病 竈 ノ廣 サバ大 ナルモ

ノニ成績悪 ク、3.病 型 ニ ヨル成績 ノ差 異 ハ著

シクナ イ。4.氣 胸 ノ大 サノ小 ナルモ ノ拉 二患

部萎縮 度 ノ不充分 ナルモ ノハ不 良、5.肋 膜滲

出液 ハ邊縁 ノ程度 ナ ラバ、永綾数果 ノ上 二何等

影響 ラ認 メザルモ、多量 ノ場 合 ハ不良 、6・ 室

洞 ナキモ ノハ良好、菖 キ室洞 ハ不 良、7.他 側

病攣 ナキモ ノハ良好 、 アル モ ノハ廣 サ1/6以上 ノ

モノ拉 二滲 出型 ハ不良 デ アル。 ・

108.選 揮 氣胸 二就 テ

霧轟 磐(阪大今村内科)
今 村 内科 二於 テハ氣胸 テ行 フニ當 リ少量頻同圭

義 テ トリ、最初 ハ、100-一一200qc、 第2同 目ハ可

及的 早 ク2-3日 後 二200-一 一350qα補 充 シ、氣 胸

作成後 ハ1週 間 ノ間隔 デ最高 注入量500qaマ デ

ノ補充注入 テ行 ツテヰル。

私共ハ最近4ケ 年間二今村内科 二於 ケル入院氣

胸患者223例 中35例 二選澤的氣胸 ノ像 テ呈セ

ルモ ノテ見 タ。

病側 二於テハ左20、 右16

病型 デハ

主滲出型

(室洞 ノアルモ ノ)

混合型

主檜殖型

早期浸潤

肺上葉炎

9

6

ワ
・

1

5

3

1

室洞 ノアルモ ノ5例 デハ特 二経過 ガ良好 デ アツ

タ、 肺 ヒ葉炎3例 二選揮氣胸 テ見 タコ トハ肺上

葉炎 ノ中 ニハ、葉間肋膜 二攣 化 ノナイモ ノガ ア

ル ノデハナ ィカ ト思バ レル。

部位 二就 テハ、

上部30、 中部4、 下部1、

下部 ニモ選揮氣胸 ハ起 リ得 ル コ トテ知 ツタ。

登 見 セ シマデノ氣 胸同数 二就 テハ、Gilbert氏

等 ハ第1同 注 入後 二起 ル モ ノ トシテヰルガ、 私



644 総 會 演 説 要 旨 【第15巻

共 モ氣胸3同 以内 二既 二選 揮的 ニナ レルモ ノ12

例 テ見 タ。

偶褒症及合併症。35例 中滲 出性肋膜 炎2例 テ見

タ ノ ミ。

以上結論 トシテ、

1.低 歴又 ハ弛緩氣胸 ラ行 フ際 相當 二選揮氣胸

テ見 出 スモ ノデ アル。

1.病 型 二於 テハ圭滲 出型 二最 モ多 ク、圭檜殖

型 二於 テハ1例 二之 テ見 タ ノミ。

1.部 位 ハ上部 と最 モ多 ク、

1・ 合併症殊 二滲 出性肋膜 炎ハ少 ク、

1.雨 側 性氣胸 テ行 フ場合 二選揮的 ニナ レバ ヨ

リ多 ク数果的 デアル ト思 フ。

109.髄 位ワ攣化二於ケル胸腔臓器移動 卜

人工氣胸腔堅ノ墾化二就テ

鳶霧鑛憾 癖)
右側位左側位及 ピ坐位 ノ三種艦位二就 テ縦隔賓

及 ピ横隔膜 ノ位置移動拉 ピニ横隔膜 ノ呼吸蓮動

ノ状態 テ 「レントゲ ン」線透覗 二依 ツテ検査 シ

タ。透覗 二當 ツテ背部ハ第六脊椎 ノ棘状突起 ト

胸骨正中線 デ第二肋骨 ノ高サ トニ標識ラ附 シ各

盟位ガ常 ニー定 ノ像 ラ螢光板二透爲スル様留 意

シタ^

例撒ハ健康者6例(男3例 女3例)油 胸及横隔膜

i静経捻除例7.人 工氣胸例16デ アル。

健康者ハ左右何 レノ側位二於 テモ横隔膜ガ下位

側二於 テハ外側 ガ上昇 シ上位側ハ外側 ガ胸廓 ト

離 レル即 チ肋骨横隔膜寳ガ下ツテ開 ク、同時二

縦隔賓ハ下位側 二移動 スル。但右側 ヨリ左側ヘ

ノ移動ガ梢 ≧大キイ、爲 メニ上位側ハ胸腔ガ憤

大 シ下位側ハ縮小 シテ見ユル。横隔膜呼吸蓮動

ハ李静呼吸二於 テ下位側ハ坐位二比 シテ檜大 ス

ルニ反 シ上位側ハ減少 シ殊二外側 二於 テハ殆 ン

ド蓮動 テ見ナイ、坐位 バー般 二呼吸蓮動小デア

ヅテ男女 ノ間二大差 テ認 メナィ。

油胸及 ビ横隔膜紳脛捻除例 ノ如 クー側横隔膜不

動 ノ揚合ハ健側ハ上位二於テモ呼吸運動相當大

デアリ下位 デハー層檜大 スル。患側ハ下位 二於

テモ上位 二於テモ饒 リ移動ハ見ナ ィ。

人工氣胸例 二於 テハ癒著ガナイ場合ハ患側上位

ニカギ リ呼吸蓮動 二際 シ外側 ト心側 トデ反封蓮

動 ヲ呈 スル、呼期 ニハ心側上 リ外側ハ下 リ吸期

ニハ心側下 リ外側ガ上昇 スル。此現象ハ健康胸

二於 テハ起 ラヌカ又ハ極僅 カニ現 レルニスギナ

イ。氣胸肺ハ氣胸側上位 二於 テハ縦隔賓二傾 キ

下位 二於 テハ胸壁二傾 ク、同檬 ニシテ仰臥位 ニ

テハ背壁 二傾 クト考ヘラレル。故 二圭 トシテ仰

臥位 テ トル患者 ノ氣胸肺 ガ背壁 二癒著 スル理由

ア ア ル 。

横隔膜呼吸性振幅 ノ程度ハ表示 シタガ氣胸肺 二

於テハ氣胸側下位 ノ場合上位二比 シ振幅 ガ絵 リ

大ニナラヌ。

氣胸側上位下位坐位仰臥位 ノ各二就 テ氣胸腔歴

及 ピ呼吸性動揺 テ「グラース」式氣胸器 ノMan-

ometerデ 測定 シタ。

例撒19例 デアルガ各個人毎 二藪同測定 シタガ

同人 デハ凡 ソー定 ノ型 ラ示 ス。全例李均圖カラ

見ル ト上位 ノ時最モ腔堅低 ク下位最 モ高 ク坐位

ハ上位 ヨリ僅 カニ高 ク仰臥位 ハ夫 レヨリ梢高

イ。

上位、下位 トノ歴差ハ個々 ノ例 デハ 非常 二異

ル。故 二歴差 ノ小ナルモ ノヨリ大 ナルモノニ順

次 二拉 ベル時ハ上位坐位 ノ歴差及上位仰臥位 ノ

歴差ハ大ナルモノデハ坐位仰臥位 モ亦高歴テ呈

ス ノレo

之 テ横隔膜及縦隔寳移動 ノ大小及氣胸腔壁硬化

ノ有無二就 テ比較 シテ見ルニ氣胸側上位下位 ト

デ氣胸膣 ガ憤張 シ或 ハ縮小スルニ拘 ラズ氣胸腔

壁硬化 ナキモノハ上位下位 ノ歴差少 ク反封 二腔

壁硬化存 スルモ ノデハ歴差 ガ大デアル。次 二呼

吸性歴振幅モ亦此順位 二從 ヒ内歴差 ノ小 ナルモ

ノハ振幅モ小 二歴差 ノ大 ナルモ ノハ大 デアル叉

罷i位二依ル振幅 ノ差ハ下位、仰臥位二於 テハー一

般二上位坐位 二比 シ大 デアル。之テ「レ」線検査

上 ノ横隔膜呼吸運動 ノ上位、下位 ノ時 ノ大小及

氣胸腔壁硬化 ノ有無 トテ比較 スレバ之又腔壁硬

化 ノ揚合ハ横隔膜蓮動小ナルニ拘 ラズ腔歴振幅
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大 二硬化ナキ揚合ハ下位時横隔膜呼吸蓮動壇大

スルニ拘ラズムシロ振幅 ハ小 デアル。今同ハ胸

廓蓮動及 ピ其禮位的鍵化テ検 セザル爲 メ多少 ノ

異例 ハアルガ以上ハ大禮一致 スル ト見緻 サレル、

之 ラ要 スルニ人工氣胸 テ上位二於 テ施行 スル揚

合其時 ノ腔歴 ノ乏テ目標 トスル時ハ患者 ノ膿位

攣化 二依 リ著 シク慶 リ且ツ氣胸腔壁硬化 ノ場合

バー層著 シイコトテ考慮 スル要 アリトス。

111.油 胸療法

馬場 治賢(東京 市療 養所)

油胸療 法 ハA.Bernouニ ヨ:り命名 セラレ且大

成 サ レタ。 余 ハ昭和9年1月 以來第一製藥會肚

ノ,「モ ノヨ ドール」テ用 ヒ、25例 二試 ミタ。適磨i

症 ハ1.結 核 性膿胸殊 一 人工氣 胸 ノ経 過 中二

起 ツタモ ノ、2.人 工氣胸 中癒 著 セ ン トスル時

(癒著防止)、3.人 工氣胸 ノミデ盧 脱不充分 デ

喀疾 中 ノ結核 菌清失 セヌ時 て肺 ノ歴縮)、4.肺

穿 孔(有 辮 性!モ ノ又 ハ穿孔 閉鎖後 ノ膿胸)、5.

縦 隔 賓 固定等 デ ァル。治 療上 ノ最重要貼 ハ肋膜

腔 テ油 デ充填 スル事 デアル6充 填 ナク シテハ 目

的 ハ達 シ難 イ。 唯充填 二際 シテハ、肋膜 反慮及

ビ穿孔 テ起 サナイ檬 二注意 セネバ ナ ラヌ。肋膜

反慮 ハ熱 ト浸 出液 デ、肋膜 ノ攣 化 ノ少 ナ イモ ノ

程著明 デアル。穿 孔 ハ3例 共 充填後1週 間以内

二起 ツテヰル。 即 チ充填後 二浸出液檜 加 シ陽歴

ガ加 ツタ爲 メデアル カ ラ、充填 二先ダ チ充 分 ノ

室氣層 テ残 シテオケバ室 氣 ハ吸牧 サ レ易 ク從 ツ

テ歴 ノ調節 ガ出來 ル。 コノ注意 テスル様 ニナツ

テ カ ラ1例 ノ穿孔 モ見 ナィ。毎週 「レ」線透視 テ

行 ヒ、浸 出液 ノ瀦溜速 度 ガ緩徐 トナッテカ ラ充

填 スル ノデアル ガ、 コ ノ際初 メノ間 ハ仰臥位 ノ

座 テ陰座 トスル。 「モル ヨ ドール〕ハ沃度 テ含 ム

爲 メ「VJ線 透視 デ非常 二膿厚 ナ陰影 テ與 へ明 カ

ニ浸 出液 カラ塵別 サ レル。

膿胸 ノ場合 ハ排膿 テ完全 ニスル タメ坐位 デ穿刺

テ行 ヒ・5%及20%2種 ノ「モノヒヨ ドール戸 注

入 スル。雨 者ハ比重 ノ關係 デ液 ノ上下r分 レ長

ク混合 セヌa2種 テ用 亀 タ 方 ガ治癒 速 カデア

ルσ 「モル ヨ ドー ル」ニハ殺菌作用 ハ認 メ ラレナ

イカ ラ、膿 ガ肋膜面 二燭 レル事 テ妨 ゲル事 ガ意

味 ガ アル ゾデア ラウ。從 ツテ充填後 ニ バ 完全

治癒 ハ見 ラレタノデアル。 一

然 シ肺病攣 ト膿胸 ノ治癒 トハ無 關係 デ、又人 工

氣胸 中二起 ツタ膿胸 バー般 二良 性 ノ モ ノガ多

4。 余 ノ18例 デ モ、充填 後肺穿孔 二次 デ混合

感染 テ起 シテ死亡 シタ1例 テ除 イテハ、膿胸 自

身 ノタメニ死亡 シタモ ノハナ カツタ。 ソレ故人

工氣胸 デ得 。ラレタ虚脆 ハ之 テ維持 スル事 モ最 モ

必要 デ アル。 コノタメニハ油胸 ハ勝 レタ療 法 デ

ア ノレ。

癒著防止作用ハ油 ノ藥物的作用 ニ ヨル ノデナ

久 吸牧 ノ少ナイ大量 ノ油ニヨル機械的作用デ

ァルカラ癒著 ノ起 ル前二肋膜腔 テ充填 セネバナ

ラヌ。癒著 ノ起 リ方ハ浸出液 テ件 フ場合 ト然 ラ

ザル場合 トアルガ、前者ハ癒著 ノ診断 ガ困難 デ

殊 二早期 二癒著 スル場合ガァルカラ、大量ノ浸

出液ノ アル間二20%油 テ用 ヒタ方 ガヨイ。

歴縮性油胸 ハ最大ノ歴 ガ病攣部二加ハル様 ニス

ル。例 ヘバ肺尖部 ノ病竈ニハ骨盤高位 テ保 タセ

ル。之ハ油 ノ液柱歴 テ作用.セ シメ タノデアル

ガ、場合ニヨレバ油歴 自身テモ加ヘル事ガ出來

ル。骨盤高位ハ寝皇自身ラ20。位二傾ケタガ之

ニヨツテ喀疾量著明二減少 シ、又油厘iハ(+)17

cm位 デ同 ジク喀疾量 テ著明二減少 セシメタ。

油ハ徐々デハ アルガ、吸牧 サ レルカラ、1油胸 デ

得 ラレタ数果 テ維持 スルタメ屯ハ時々追加 ノ必

要 ガアル。場合ニヨレバ油 テ全部除キ氣胸 ニカ

ヘル事 モ出來 ル。

112・ 上葉結核二封 スル複合肺尖萎縮術ノ

適慮 卜敷果

武田 義章(阪 大小澤外科)

手術的侵襲 ハ少 クシテ肺 ノ萎縮 テ充分 ナラシニム

ル上葉結核 ノ外科的療法 トシテ鎖骨上窩 二加 ヘ

タルー ノ皮切 ヨリ横隔膜示申経捻除術。前中後斜

角筋切断。第 」、第2、 第3、 肋骨切除。 ノ三

操作 テー時的二行 フ術式テ考案 シ之 二複合肺尖
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萎縮術 ト命名 シ、20名 ノ上葉結核患者 二就 イテ

本手術 テ施行 セリ。其 ノ手術成績 テ通覧 スル

ニ、壁厚カラザル室洞ハ鶏卵大 ノモノ ト錐モヨ

ク之テ滑失 セシメ得可 ク、慢性檜殖性結核ハ鎖

骨下部二及 プモノ ト錐モ著 シク之 テ輕快 セシメ

得 タリ。 ・

然 レ共病竈右上葉二局限 シ掲特 ノ臨躰経過テ ト

ルモノア'リ、斯 ノ如キ症例 ハ本手術 ノ最 モヨギ

適慮症 ノ如キモ我ガ教室 ノ経過二徴スルニ手術

ノ敷果 テ認 メ難 シ。斯様 ナ患者ハ之 テ本手術 ノ

適慮 ヨリ除外 セントス6

112二 封スル追加

楢 林 兵 三 郎

横隔膜繭経捻除術 ガ肺上葉室洞拉二浸潤二封 シ

治療敷果 ノ不充分ナル場合稀 ナラズ。余ハ最近

35歳 ノ男子 ニ テ左肺上葉浸潤蛇二直経約3・0

「セ ンチ」米 ノ室洞 テ有 スルモノ及 ビ21歳 ノ男

子 ニテ右肺上葉鎖骨下二小鶏卵大 ノ室洞拉 二左

第四肋骨二到ルー一部繊維性一一部浸出性浸潤 ラ有

スルモノトノ2例 二武田博士創案 ノ復合肺尖萎

縮術 ラ施行セルニ激 日ノ37.8度 乃至38.3度 ノ

登熱 テ來 セル他、何等 ノ副作用無 ク而モ術後2

・-3週 日後 ノ「レ」爲眞像 ニテ室洞ハ既二牛バ以

上閉鎖 シ浸潤像 モ亦輕快 ノ徴 テ認 メ、喀疾、咳

噺激減 セルテ経験 セリ.

尚ホ余ハ昨 日(4月2日)肺 上葉炎ハ肺「アテ レク

タ・一ゼ」二由 リテ成立 スルモ ノ多キ事 テ述ベタ

ルガ20歳 ノ男子 ニテ右肺 ノ所謂超過上葉炎 ノ

像 テ示 シ喀疾結核菌陽性 ノ例 二横隔膜紳経捻除

術 テ施行 セルニ10ケ 月 ノ後ニハ2個 ノ(一銭銅

貨大)ノ室洞 ハ潰失 シ浸潤激減僅カ ニ鎖骨下二

少許 テ示 シ其 ノ性状又繊維化傾向ヲ呈 セルモノ

ラ経験 セリ。是 レ或ハ肺組織 ノ未 ダ全 ク「アテ

レクターゼ」二由 リテ充實性實質性ナラズ
、尚ホ

未 ダ含氣性能 ク萎縮療法ラ シテ其 ノ敷 テ達セシ

メタル幸蓮例 ナル可 シト信 ズ。

7.疫 學及 ビ統計

113.成 人呂於ケル「ツベルクリン」貼布反

鷹二就テ

讐 種電(廣島地方專費局)

「ツベルクリン」二依ツテ結核感染 ノ有無 ノ検査

ニハー般 ニピルケ氏法又ハマ ントー氏法ガ用 ヒ

ラレソノ業績ハ甚グ多 ク本 日モ撒多 クソノ報告

ガアルガ、近年何等皮膚二損傷 ラ與 フル コトナ

シニ皮膚 ノ表面 二「ツベル クリン」テ作用 セシム

ル方法テ試 ミシ人 ガアリ、我國二於テモ齋藤潔

氏ガ「ツベルクリン」テ原液 ノマ ・絆創膏上 二滴

下 シコレテ上肢皮膚面 二貼布スル方法 テ小學見

童 二試 ミ「ツベル クリン」貼布反鷹 ト構 シテ推賞

シ、次 デ井上卓二外4氏 モ多撒 ノ小學見童二同

法 テ試 ミ良好 ノ成績 ラ認メテ居 ラレル。

豫テ私共モ職工 ノ結核感染卒 ニツキテノ検索 テ

志 シテ居マ シタガ、偶々是等諸氏 ノ文獣 二接 シ

ソノ方法 ノ甚 ダ簡易用フタキテ知 リ昨年秋季定

期健康診断 テ機 トシ廣島地方專費局煙草製造工

揚 ノ從業員其 ノ他千籐名 二於 テー般 ノ健康診断

ノ傍本反磨 テ實施 シ興味 アル成績ヲ得、被検者

ハ15歳 ヨリ49歳 マデ ノモ ノナリシテ以ツテ上

述諸氏 ノ小學見童二於ケルモノニ引 キ績 ク成人

ノ「ツベルクリン」貼布反慮 トシテコ・二報告ス

ル次第 デアル。

検査方法ニツイテハ齋藤氏法二倣 ヒ多少改良 セ

ルモノデ要領ハ、上瞬皮膚面デ「エーテル」ニテ

ヨク拭 キー小部分 二菖 「ツベルクリン」原液 テ塗

布 シソノ上へ絆創膏 ラ貼布 シ置キ、48時 間後 ニ

ソノ部 ノ滲潤 ノ有無及程度 テ見 テ判定スルノデ

アル。頗 ル簡輩デ被検者二少 シモ疹痛 ヲ與 ヘ

ズ、時二輕度 ノ廣痒感 テ訴 フルノ外何等 ノ副作

用 ナシ。

検査成績 ラ表示 ス レバ第1表 ノ如 ク、陽性卒ハ

男45・6%、 女45・4%ニ シテ井上氏等 ノ見童二

於ケルモノ ・男35・3%、 女35.5%二 比較 スル

ト約10%高 イ。

成人 ノマ ントニ氏反慮 ト比較 スルニ、陸軍軍署

部 ノ調査ニヨレバ其 ノ陽性傘ハ50%内 外 デア

リマス・コレト比較スル ト本成績ハ低 クナツテ

居ル。然 シ次 ノ第2表 ニヨツテ年齢 ニヨル陽性
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卒 ノ差異 テ見 ルニ男女共 二20歳 ヨリ25歳 二特

二高 ク男56.3%、 女54.9%テ 示 ス。此 ノ男子 ノ

年齢 ハ恰 モ陸軍 ノ兵 ノ年齢 二相等 シコ ・二56.3

%ノ 陽 性卒 テ示 スコ トハ コ ノ反慮 ノ感度 ガマ ン

トー氏反 慮 二劣 ラヌ ト考 ヘル コ トガ出來 ル。

爾前述井上氏等 ニヨ レバ本反磨 陽性率 ハ尋常一

年 生 ニテハ男34.4%女31.8%ニ シテ低 キガ學

年 ノ進 ム ト共 二檜 加 シ6學 年 ニテハ男女共39.6

%ニ ナ ル、 コ レニ合 セ考 フル時 ハ尋常 小學卒業 一

後 更 二檜 加 ヲ績 ケ20歳 ヨリ24歳 二最高 トナリ

後 、齢 ノ進 ムニ ツ レテ漸次減少 スル コ トラ窺 ヒ

得 ル。爾幼見 二於 テノ・如何。工揚 ノ託見所 ノ蜘

見 一テ検 セル トコロ、第3表 ノ如 ク27中 陽性者

唯3ア リシノ ミ即 チ11.1%ノ 低 卒 デ アリマス。

以下本反慮 ノ結果 トニ三他 ノモ ノ トノ關係 テ表

テ掲 ゲテ結論 ラ述 プ レバ、

罷格 トノ關係 ハ第4表 ノ如 ク陽性率 ハ乙 ノモ ノ

最 モ多 久 膿格劣 レル丙 ガ高 イ トイフワケデ無

イ。盟温 トノ關係 テ第5表 二見ル ト卒均禮温 ハ

+1ハ ー ノモ ノ ト同 ジキモ+2+3二 高 ク、又

37.9度 以 上 ノモノテ高温者 トシテソ ノ卒 テ見ル

ニ陽性者 二高 ク即 チ本反慮 陽性者ハ禮温 高 キ傾

向ガ アル コ トガワカル。

モ トモ ト本反慮 ハ結核 ノ早期獲 見 ラ目的 トシ全

員 ノ膿 温測定 ト拉 ピ施行 セルモ ノデ、從 ツテ、

盟温.37度 以 上 ノモ ノ及本反慮 強陽性者其 ノ他

423名 二胸部 「レン トゲ ン」検査 テ ナ シ更 二内

314名 ノ赤血球沈 降速 度 ノ測 定 テナセ リ。

赤 血球 沈 降速 度 ニツキ中等憤 ノ全李均男 ハ7.5

女16.97ナ リ.シテ以 ツテ男11女20以 上 テ中等

償高 キモ トシテ統 計 ス レバ第6表 ノ如 ク高償者

ノ存在 スル卒 ハ(一)二 少 ク(+)(帯)(升)ノ 順 二

檜 加 シテ居 ル、即 チ陽性者 二沈降速度速 キ傾 向

ガ アル。

「レン トグ ン」透親 ニヨ リ肺 二異 常所見 アルモ ノ

ノ卒 モ第7表 ノ如 ク(一)二 少 ク+十 帯 ト漸次増

加 スル。尤 モ カク異常所 見 ア ル モ ノ50%以 上

トイフ高卒 テ示 スハ些細 ナル異 常所見 テモ算入

シタル ニヨ リ、 内異常程度大 ニ シテ登病 ノ疑 ア

リ経過 ラ観察或 ハ疾病者 トシ加療 テ開始又 ハ加

療 中ナルモ ノハ コ ・二要注 意所 見者 トシテ掲 ゲ

シ10.6%二 過 ギズ、又 コ ノ卒 モ 陽性者 二遙 二

多 クナ レリ。

既往症 トノ關係 ラ統計 スル ト第8表 ノ如 ク既往

症 アルモ ノ ・陽性傘 ハ75%デ ア ル。術別 二検

査 セル現在加療 シツ ・アル外來 ノ結核 性疾患 ノ

陽性卒 ハ第9表 ノ如 ク76.9%デ アル。

以上述 べ シ トコロニヨ リ本反慮 ハ簡 易敏 感他 ノ

「ツベル クリン」反慮 ト同等 ノ償値 アリ而 モ多数

ノ検査 テナスニハ最 モ便宜 ナル方 法 デ アルコ ト

テ提唱 スル コ トガ出來 ル。

尚 コ ・二注意 スベ キハ第7表 二示 ス如 ク陰性 ノ

モ ノニテモ「レン トグ ン」検査 ニヨ リ注意 スベ キ

異常所見 テ認 メ シモ ノア リ、又特 二吾 等 ノ注意

テ引 ケルハ相當 二病勢進 ミ豫後不良 テ思 ハ シム

ル肺滲潤 ノモ ノニ陰性 ノモ ノアル コ ト及 ピ反封

第 1 表

1矧 一1+M柵1〒 珊
男 318 173 103 32 10 145

奉% 100 54.4 32.4 10.1 3.1 45.6

女 650 355 157 69 69 295

卒% 100 54.6 24.2 10.6 10.6 45.4

計 968 528 260 101 79 440

率% 100 54.5 26.9 10.4 8.2 45.5

第2表 年齢b「 ツベルクリン」貼布反磨 トノ關係

男

1
年 酬 ・5以下1・5-・gl2・-24125-29j3←34」35-39 40-44 菊一4915・ 以上1計

人 員
騨'

21 39

一

56 72
}54

42 18 16 318

陽性者計 8 22 27 31 24 18 6 9 145

1鑓暑鰯 38.1 56.3 48.0 38.7 44.4 43.5 33.0 56.2 45.5
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女

年 齢 15以 下15-・912・-24 25-2913・-34 35-3914・-44145-49 50以 上 計

人 員 20 2・912・q
「

130 3912gig 4 1 650

陽性者計 9 77115
1

60 15 13

-一一

↓4.7

上

4 2 0 295

人員二封スル
陽性者100分率

45.0 3生g諦 一 45・6[38・4 47.6 50.0 44.2

第3表 幼 見 ノ「ツ ベ ル ク リン」ノ反 慮

年 酬3歳141516171計

槍査人員i518 8 5 1 27

一15!7 8 3 1 24

+il・1 1 2

十十lI 1 」
[

第4表 盟 格b「 ツベル ク リ ソ」貼 布 反 磨 トノ關係

男1女

膣 格 岬1司 丙
1一

言門 呵 乙1丙1計

人 員一 681117 133
　 一 一

62

318 307 253 90
--

40

650
}一 一 一

陽 性 者 計
}}-

26 5■
『-

145
一

一一 一

130 125 295

人 員 二勤 ス ル 陽 性 者100分 率,38.2 48,446.5 44.9 42.9 48.7 44.0 44.2

第5表 「ツ ベ ル ク リ ン」貼 布 反 磨 ト艦 温

+什 州 計

第8表

反 磨 一

人 負15281260

36.6sl36.65李 均 盤 温

高温者数
36.9C以 上

140 65

101179968

高温者率%

36.78136.71

41 30

36.66

276

26.5{25.・lit.6}37.9128.5

第6表 「ソ ベ ル ク リソ」反磨1・ 赤血 球 沈 降 速 度

反 鷹 +田 副 計
検査人貝 142154i26 58 280

高便者数 341137 20

高債者率% 23.924.0126.9134.5

74
『 一_

26.4

第7表 本 反磨 ト肺 部 「レ ソ トゲ ン」

所 見 トノ關 係

}■+ 舶 柵 計
_1_____ 〕 一 一

検査人員 206 84
「

11 76 407

異常所見
アルモノ

83 46 27 55 211

同 上 率

(%)
40.3 54.8 65.9 72.4 51.8

要注意異常所
見アルモノ

16 10 7 10 43

同上 ノ槍査人

員二封スル率
7.8 11.9 17.1 13.2

110・6%

5年 以 内二結核及共 ノ疑似 ノ

既往症アルモノ・本反雁i

一 一一 　_

堕鍵雛 其 ・8

病 矧 人則 ■+

5 6 2 5

肋 膜 炎 8 3 4 1

頸腺結核及
其ノ疑似症

3 3

「カ リ エ ス 」 2 1 1

痔 痩 1 1 1

計 318 11 6 7　 　
計24

陽性奉75.0%

第9表 加療中ノ結核及 ソノ疑似症 ノ本反磨

病 名i人則 ■+田 睡
肺滲潤症
及疑似症

16 3 7 2 4

肺門淋巴腺腫 5 3 1 1

肋 膜 炎 1 1

腹 膜 炎 2 1 1

痔 痩 1 1

皮膚結核 1 1

言f 26 6 8 5 7

一'一 　

陽性者計20

卒76.9%
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二良 好 ノ経過ヲ トレル モ ノハ多 ク陽性強 陽性 ナ

リ シコ トニテ未 ダ例数 ガ少 ク断言 テ揮 ル モ本反

慮 ノ陽性度強 キモ ノハ寧 ロ豫後 ノ良好 テ暗示 ズ

ル ニ アラザル カテ思ハ シムル モ ノガアル。

コ レ等 ノ貼 卸 チ結核性疾患 ノ脛過 中 ノ本反慮 ノ

清長 及登病者 ハ(一)(+)ノ 何 レヨ リ多 キカ等引

キ緬 キ検索 テ綾行 中デ アリ將來成績登表 ノ機 ア

ルベ ク合 セテ コ ・二豫報 スル次第 デ アル
。

114.虚 弱 見童 ノ胸部 「レン トゲ ン」所見

佐藤 昇癬 繕)

肺疹 ノ診察 二際 シ小見結核 二關スル知識 テ参考

セザルベカラザルハ論 テ挨 タザル塵 ナルモ、小

見 ノ結核患者 二接 スルコ ト稀有 ナル吾人ハ其知

識 ノ訣乏 テ感ズルコト切ナル者 アリ。偶々近時

所謂虚弱見童及 ピ其養護 ノ問題ガ議 セラル ・テ

見ルモ、所謂虚弱見童 ノ定義ハ極 メテ朦朧 タル

ノミナラズ其封策 ト見 ラル ・養護法ガ適正ナリ

ヤ否 ヤハ論議十分ナラザル者アルガ如 シ。余ハ

自己ノ小見結核二關スル知識酒養 二兼ネテ虚弱

見童 ト小見結核 トノ間二存スベ シト考 ヘラル ・

關聯 テ求メンコトテ企テ、其材料 トシテ京都市

内ノー小學校 テ選べ リ。

此小學校當局 ノ言 二從 ヘバ、本校 ハ市内ニテ健

康學童 二富メル者 トシテ定評 アルガ爲 二、近年

市中央部 ヨリ虚弱見童 テ有 スル家庭 ノ韓佳者多

ク自然的二本校モ亦漸次虚弱見童 ノ檜加 テ見ル

ガ如キ傾向 テ生 ジ初年級 ニテ約2割 、全校二就

i約5分 ノ虚弱見 テ算 スト。余ハ學校當局 ノ快

諾 ノ下二過去撒年間二亙 リテ毎年 ノ新入生中、學

校當局ガ虚弱 ト認メタル者全部 テ引綾キ満2年

間二3同 撮影 ノ「レントグ ンセリエ ン」及 ピニ三

ノ臨休的検診 テ行 ヒテ其経過 テ観察 セリ。 ピル

之二氏若 クハマントウ氏反磨iテ行 フ事ハ其等見

童保護者 ノ承諾 テ得ルコ ト困難 ナリシ爲二之テ

行ハズシテ、寧 ロ余 ノ目的 タル盧弱見童全部 ノ

x線 爲眞 ラ得 ンコ トニ努 メタ リ9シ カモ3年 聞

ニハ轄校 スル者等 アリテ完全二余 ノ目的二副 ヒ

タル見童敷ハ合計194名 ナリ、而 シテ是等篤眞

ラレデケルノ落分類法 テ参考 シテ分類 セリ。此

結果 ヨリ余 ハ見童ガ家庭生活 ヨリ集 團生活二入

リシ後 ノ健康歌態 ノ推移 テ窺知比較 シ得ベキ何

等 カノ暗示 テ得 ンコ トニ努 メタリ。

弦 二成績 ヲ縮括 スレバ余 ノ材料 トセシ所謂虚弱

見童 ト構 セラル ・全見童ノ・入學當時 弄於 イテ凡

テランケノ所謂硬化 セル初感染竈若 クハ初期症

候群 ノ痕跡 ラ有 スルテ以 テ、彼等ハ凡テランケ

ノ所謂肺結核第1期 テ経過 セル者ナル事 テ知 リ

得ベシ。

全見童 ノ第1同 即チ初年級 ノ際 ノX線 爲眞像

194例 中193例 ニテハ氣管枝淋巴腺ハ腫脹硬結

セルガ如キ感 テ與 フル陰影 トナリ且肺門部附近

或ハ肺磁周邊部等 二大小、多少種 々ノ斑黒胡犬ノ

病竈 ト認 メ得ベキ軟陰影 テ有 シ、残余 ノ1例 ハ

右上葉 二鳩卵大 ノ経過 セル早期浸潤竈ナリ ト認

メ得 ラル ・陰影 ヲ有 セリ。猶全例中特殊所見 ト

見ルベキノ・肺尖部 二硬 キ小陰影 ヲ有 セシ者1

例、腫瘍 ノ如 ク大二腫脹硬化 セル氣管枝淋巴腺
'
テ有 スル者1例 、非腫瘍型氣管枝淋巴腺結核3

例 ノ他 二4例 ノニ次的浸潤 ト見ルベキ陰影 テ有

セル者 アリタリ。

次 二1年 後 二於ケル第2同 目 ノX線 像 二在 テハ

前述 ノ如 キ陰影 ノ大多数 ハ良 ク硬化 シ或ハ吸牧

セラレタルコ トテ示 セルモ、3例 ニテハ新生病

竈 ラ登 セル者 アリ。殊 二其中ノ2例 ハ早期浸潤

竈 ト認 メ得ベキ像 テ呈 シ他 ノ1例 ハ肺門部附近

二僅少 ノ小陰影 テ示 セリ。

更二1年 テ経 タル第3同 目ノX線 像 ニテハ前項

末尾二記 セル入學後 ノ1年 間二新生セル病竈 ノ

3例 共二凡テ吸牧 セ ラ レ或 ハ硬化セルヲ示セ

リ。然ルニ又新二4例 ノ新病竈登生 ト認 メ得 ル

陰影テ有 スル者テ見ルニ至 レリ。即 チ2例 ノニ

次的浸潤、1例 ノ非腫瘍型氣管枝淋巴腺結核、

及 ビ早期浸潤竈1例 ナリ。

最後 二是等見童 ノ協 躰所見ハ次 ノ如 シ。

1・ 打診上著 シキ攣化テ有セル者ナカリシモ、

水泡音ハ非腫瘍型氣管枝淋巴腺結核、肺門附近

肺内浸潤拉 二肺臓周邊部殊 二肺下部 ン血行性播
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布小病竈 ラ認 メタル者 ニハ其陰影部位 二之 テi聴

取 シ得 タルモ、早期浸潤竈 ラ有 スル者 ニシテ其

陰影部位=相 當 スル場所 二之テi聴取 シ得 タル者

ナ シ。

2・ 大多撒 ノ見童 ノ榮養状態ハ中等度 ニシテ著

シク佳良又ハ不良 ナル者ハ少キモ不良 ノ者 ヨリ

佳良 ノ者多 シ。而 シテ年 ラ経 ルニ從 ヒ彼等 ノ榮

養状態ハ佳良 トナルラ認 メタリ。

3.生 徒中胸廓異常ハ庶癖胸及鳩胸多ク、其甚

ダシキ者ハ次表 ノ如クニシテ、其等 ノ者 ノ大部

分 モ年 ト共 二其度テ減 ズルテ見タリ。

結 論

1.余 ガ親察 セシ所謂虚弱見童194例 テ圭 トシ

テX線 爲眞上 ヨリ判 ズレバ虚弱見童 ノ全部ハ既

ニランケノ所謂肺結核第1期 テ経過 セ ル ヲ示

シ、少数 ノ第2期 肺結核脛過中 ノ者及 ビ僅 二数

例 ノ第3期 肺結核テ登病 セル者 ナリ。

2.大 多数例 二於 テ病竈ハ治癒傾向ラ示 シ、観

察経過中少撒例 ノ新病竈 ヲ獲セル者 モ亦檜悪 ノ

傾向テ トル者ナク治癒傾向大ナリキ。

3.第2期 結核 二於テ最モ重大ナル意義ヲ有 ス

ル氣管枝淋巴腺ハ容易二動揺テ來 シウルラ認 メ

タルモ年 ヲ逐 フニ從 ヒ其活動性 テ減ズルテ認ノ、

観察経過 中二X線 爲眞上石灰化 テ來 セル者96

修電(49.4%)テ 算セ リ。

4.男 女見童 ノ罹患率、病像及其経過 二關 シテ

特異 ノ相違貼テ見ザ リキ。

5.以 上 ノ余 ノ観察ニヨリ學校當局ガ虚弱見童

ト認 メタル者ハ凡テ其就學前二既二結核二感染

セ シモノニシテ是等ハ其就學中二學校當局 ノ監

覗 ノ下凄テ良 ク容易二自然治癒スルラ見ルモ少

撒 ノ者ハ就學 中二再襲テ來 タステ以テ他 ノ小見

二封 シテ結核傳染源 トナリ得ル恐ナキニ非ズ。

追 加

小 川 原 亮

余 ハ昭和6年10月 ヨリ同7年2月 二至ル東京

市淺草匠千束尋常小學校學童(在 籍約1800名)

中菖規定 ノ膿格榮養共 二丙 ナル所謂虚弱見童 ノ

138名 二就テ精査 セシガ、マントー一氏反慮ハ男

見55名 女見53名 二行 ヒシ其成績 ハ 男見54・55

%陽 性 、女見41.51%陽 性 ナ リシ「レン トゲ ン」

胸部 検索 ハ次 記 ノ如 シ。

成績 實数男見%實 数女見%

異常ヲ認メザル
モノ

肺門腺腫脹アル
モマソトー氏反

磨 〔一〕

肺門腺腫脹 アル
モマソトー氏反

磨 〔十〕

肺門腺結核

肺 二初螢病叢 ト
認 ム可キ陰影ア
ノレモノ

氣管枝周園炎

肋膜炎ノ陰影ア
ノンモノ

心臓 ノ髪形アル
モノ

合 計

1120.75%1222.64%

59.43%611.32%

611.33%35.66%

2139.62%2852.82%

59.43%0

2

2

3.77%

3.77%

0

35。66%

23.77%47.55%

53 53

以 上 ノ106名 中當時1學 年 タ リシモ ノ今 春卒業

生 トシテ40名 在籍 セル此等 ノ見 童 テ 卒業前 二

「レ」線其他 ニ ヨ リ精査 セ シニ其約 牛藪 ハ石灰沈

著 アルカ其攣 ナキモ ノ約牛撒 ア リテ榮 養男犬態 モ

普通 トナ リシモ ノ多 カ リシ。

114番 追 加

渡 邊 三 郎

刀 根山病院 二於 キマ シテ昭和9年 以來、大阪市

内 ノ小學校 デ校轡 ガ虚弱見童 ト認 メタモ ノ ・一

部 テ3ケ 月間宛交代 二牧容 シテ、今 日二至 ツテ

居 リマス。300名 ノ中デマ反磨 ガ陰 性 デ アツ タ

3名 ノ「レ」線像所 見 ト赤沈速度 トノ間 ノ關係 チ

検査 シテ見 マス ト、赤沈値 ガ中間値20-40mm

ノ間 ノモ ノデハ 「レ」線像 所見 ガ病的 デナ ィカ ト

思 レル モ ノガ70%プ リ マス。所 ガ40mm以 上

ノ者 デハ「レ」線像 所見 ガ確 カニ病的 トサ ス可 キ

モ ノガ50%ア リマス。 コ ノ%撒 ハ 線撒 カ ラ得

タ%数 ヨ リ甚 ダ高値 デ アリマス。 コ レニ依 テ我

等 ハ虚弱 見童 ノ検査 二於 テ、急性 ノ原 因 テ認 メ

ズ シテ ソノ赤沈値 ガ40mm以 上 ラ示 ス様 ナ場合

ハマ反慮 ガ陰性 デモ、結核 ラ疑 ツテモ ヨイ ト思

ヒマ ス。20mm以 上 デハ ヤハ リ注意 シテ検査 ヲ

繰 リカヘ スガ安全 ダ ト考 《 ラレマ ス。
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115・ 金澤瞥大附属駐院看護婦鼓二同養成

所生徒ノ補髄結合反磨及 ビ 「ツベル

クリン」皮内反磨

安宅 進囎 賄

昭和4年 乃至昭和11年 二於 ルケ8年 間 二、金澤

署 大附屍署院看護婦養成所生徒拉 二同養成所 出

身 同留院看護婦 ニツキ連年1同 胸部y線 爲眞撮

影 ヱ氏反庶及 ピ結核補膿結合反慮 テ行 ヒタル モ

ノ351名 、 延人員750名 二及 ベ リ、是等 テ総括

的 二考察 シテ、次 ノ成 績 テ得 タリ。

結核 補盟 結合 反磨 ハ井上氏 「アルカ リ」塵 置菌液

テ抗元 トシ、 ブロー ニ ング氏補髄檜進法 テ行 ヒ

タ リ、ヱ 氏反慮 ハ傳染病研究所製薔 「ツベル ク

リン」5000倍 稀 繹液 テ用 ヒ、其 ノ0.1c.aテ 上 膳

内側皮 内 二注射 シ、24時 間及 ビ、48時 間後 二

登赤拉 二硬結 ノ直径 ヲ測定 シ、其 ノ大 ナルモ ノ

テ探 リ、其 ノ直径0.5cm以 下 ノモ ノテ(一)0.6

cm→1・4cmノ モ ノテ(±)ト シ、1.5cm以 上 テ

(十)ト ナ シ5000倍(一)(±)ノ モ 〃 、500倍 稀

繹液0.lc・c・一.テ再検 シ、 径1.5cm以 上 ノモ ノ

テ(十)ト シ、500倍 ニテ再検 セザ リシ、5000倍

(±)ノ モ ノハ陽性 トナ シタ リ。

ヱ氏反磨陽性卒 ハ年齢及 ピ経過年激 ト共 二増加

シ(表 示)16歳 ハ41.9%ナ ル モ23歳 二 至 レバ

95%以 上 トナ リ、 入學初年度54.3%経 過8ケ

年以上 トナ レバ98.2%ト ナ レリ。

マ 反 慮 陽 性 率

経過年度 検査人員

マ氏反磨陽性
一

%

「レ」線 所 見

ヲ有 ス ル
モ ノ(%)

1ヶ 年 205名 54.3% 12 2%
一_

9,,2,, 228,, 61.8,, 14一
3,, 58,, 81.0,, 27 5,,

5,,4,, 77,, 80.5,, 32

5,.

『
43,, 93.0,, 34 2,,

-

5,,

一
6., 29,, 89.7,, 44

7'L 29,,

一 一

86.2,, 62 5,,

8
.・・以 上 56,, 98.2,, 3,,

750名 69.5%

(521名)

64
--

25 7,,

(193名)

年 齢 人 籔

マ氏反磨陽性
一

%

「レ」線 所 見

ヲ有 ス ル
モ ノ(%)

16歳 25名
一　-

41.9%
一

12.6%

17,, 123,, 53.7、, 13.0η一
18,, 167,, 58.L, 11.2,,

19,, 115,, 66.L, 23。5,,一
20,,

一
94,, 80.9.,

一
29.2,,

}

2L, 68,,

一
85.3,,

一
39.7,,

22,, 42,, 83.4,, 33.3,,

23,, 31,, 96.8,, 45.2.,

24,, 28,, 96.4,, 60.7り

25,, 18,,

一
100.0,,一 72.2,,一

26以 上 21,, 95.2,, 71.4,,一
750名

『
69.5,,

(521名)

一
25.7,,

(193名)

ヱ 氏皮慮陽性者 ノ「レ」線所 見 テ有 スルモ ノハ経

過年撒 年齢 ト共 一 檜加 シ、入學 初年度20.8%

ナ ル モ、6ケ 年 目二於 テハ50%二 檜 加 シ.8ケ

年 以 上経 過 シタル モ ノハ65.5%ト ナ レリ、年齢

二於 テハ16歳27.8%ナ ル モ26歳 以 上 ニ テハ

75%ノ 高 率 トナ リ、延人員750名 中521名69.5

%ノ ヱ 氏反慮陽性 テ 見、其 ノ内193名25.7%

ハ 「レ」線所見 テ有 シタ リ。

ヱ氏反慮陰性者 ノ「レ」線所 見 ラ有 スルモ ノハ、

229名 中12名(5・2%)ニ ア リ、 其 ノ内1名(O.4

%)ノ 肺 二浸潤 ノ像 テ見 タルモ ノアリ。

入學 初年度 ゾ入學前住所 別 ノヱ氏反庶陽性傘 ハ

市 出身者 ハ66・2%、 町 ハ56.3%、 村 ハ45.4%

トナ リ、市 出身者 ハ著 シク高率 ニ シテ、都市 二

於 テハ結核感染 ノ機會 多 キテ知 リ得 。

補盟 結合 反慮 ハ532名 中150名(28・2%)ハ 陽 性

ニテ、其 ノ内123名(23 .1%)ノ 大 多籔 ハ マ氏反

慮 陽性 ニ シテ、補膿 結合反慮陰性者 ノ382名 中

(71・8%)其 ノ内269名(50.6%)ノ 多 撒 ハマ氏 反

磨陽性 ナ リ・補艦結合反 磨及 ビヱ 氏反慮共 二陽

性 ナルモ ノ123名 中 「レ」線爲眞 二結 核感染 テ謹

明 シ得 ザルモ ノハ41名 ノ少撒 デ ア リ、 「レ」線

所 見 ハ年齢及 ビ経過 年数 二卒行 シテ檜加 シ、補

膿結合反慮 、ヱ 氏反慮共 二陰性 ナルモ ノハ年 齢

及 ピ経過年撒 ノ小 ナル程大 ナ リ。
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初 同検査 二於 テ、マ氏反癒 陽性者 ・・351名 中202

名(57.5%)ア リ、其 ノ内既往歴 テ有 スルモ ノ29

名(8.3%)、 検 査施行後結 核性疾 患 ニカ ・リタル

モ ノ51名(14.5%)ア リ、其 ノ内結核姓疾患 ニ

テ死亡 セルモ ノ10名(2.8%)ア リ。

マ氏反慮陰性者 ハ149名(42.5%)ア リ・、其 ノ内

46名(13.1%)ハ 結 核性疾患 ニ カ ・リ、其 ノ外

26名(7.4%)ハ 「レ」線所 見 ア リ、 計72名(20・5

.%)ハ 結核 感染 テ護 明 シ、死 亡者 ハ17名(4・8%)

ニ シテ、 皆結核 性疾患 ニテ死亡 シ、ヱ 氏反慮 陽

性轄化後3ケ 年 以 内二登病 シ タルモ ノハ46名

中43名(93.5%)、 結 核 性疾患 一 テ 死亡 セルモ

ノハ17名 中16名(90.5%)三 シテ、襲病及 ピ死

亡者 ノ大多数 ハ陽性韓化後3ケ 年以 内ナ リ。

次 二経過短 キ1"2ケ 年 ノモ ノテ除外 シテ考察

スルニ、陰性者112名 ノ内其 ノ後結核性疾患 ニ

カ ・リタルモ ノ44名(39.3%)、 結 核感染 テ謹

明 シ得 ルモ ノ69名(61.6%)、 死 亡者16名(14.3

%)ト ナ リ、陽性者 二於 テ ハ 結核性疾患 ニカ ・

リタルモ ノ45名(28.5%)、 同 病 ニ ヨル死亡者

9名(5.7%)ア ル テ見、全死亡者29名 ノ内ヱ氏

反慮初 同陰性者 ハ17名(58.6%)、 同陽性者 ハ

12名(41.4%)ト ナ リ、其 ノ内2名(6・9%)ハ 結

核外 ノ疾病 ニテ死 亡 セル モ ノナ リ。

以上縮括 スルニ、ヱ 氏反 慮陽性率 ハ年齢及 ビ経

過年撒 ト共 二檜 シ、市出身者同陽性卒 ハ他 ノ町

村 出身者 ノ陽性率 ヨ リ高 ク、金澤署大署院看護

婦及 ビ同養成所 牛徒 ノ陽性卒 ハ約70%ナ リ。

マ氏反磨及 ビ補 膿結合反慮共 二陽性 ナル モ ノハ

約70%二 「レ」線検査 ニヨ リ結核感染 テ謹 明 シ、

マ反慮初 同陰性者 ハ結核感染 シヤス ク、其 ノ豫

後不良 ニ シテ、大多撒 ハ陽性轄化後3ヶ 年以 内

二登病及死 亡 ス。

116.仙 憂市某製糸工場二於ケル肺結核調

査二就 テ

宮坂灘 麟 鷲

昨年3月 中旬 ヨリ4月 上旬 二亙 リ仙皇市某製統

工場 二於 テ赤沈速度 「ツベル クリン」皮内反慮

「レントゲン」爲眞及 ビ咳疾検査ヲ行 ヒタリ、弦

二其 ノ成績 ヲ報告スル。

同工場 ニハ從業中 ノ女工637名 居 リ其 ノ年齢 ハ

第1表 二示 ス如 ク大部分ハ15歳 乃至22歳 デ皮

内反慮 ノ陽性卒ハ39.9%デ 之 テ年齢別二見 レ

バ大禮年齢 ト共 二陽性卒ヲ増 シテ居ル。

赤沈速度ハ1時 間21粍 以上 ノ促進テ見ル者146

名デ22.9%二 當 ツ テ居ル。赤沈速度 ト皮内反

慮 トノ關係テ見 レバ、第2表 二示 ス如 ク皮 内反

慮陽性者二赤沈速度 ノ促進 シテ居ル者 ノ卒 ガ多

イ。

「レントゲ ン」爲眞及 ピ喀疾検査 テ行 フニ 「レン

トゲン」爲眞一テ異常陰影テ認 メタ者28名 、喀

疾検査ニテ結核菌 テ謹明 シタ者16名 アリ、此

ノ16名 ハ「レントゲ ン」窮眞aテ 何 レモ異常陰

=影号認 メタ。是等異常陰影 テ認 ノタ者 ノ赤沈速

度及.ビ皮内反磨 トノ關係ハ 第3表 ノ通 リデア

ノレo

帥チ第3表!如 ク異常陰影者(開 放性結核患者

テ含 ム)ハ赤沈速度36粍 以上 ノ者 二多撒登見ス

ルガ正常値 ノ者 ニモ1名 テ登見 シタ。

又之 ヲ皮内反慮 ヨリ見 レバ皮 内反慮陰性者ニハ

開放性肺結核患者 テ見ズ異常陰影者4名 テ見 タ

ニ過 ギヌ。

皮 内反慮陽性者 二就 テ第3表 テ見 レバ表示 スル

如 ク異常陰影テ見 タ者ハ皮 内反慮 ノ陽性度張 イ

程其 ノ%テ 檜 シテ居ルガ、此所二注意 スパキハ

先 ノ開放性肺結核患者ガ正常 ノ赤沈速度 テ有 ス

ルモ其 ノ皮 内反慮 ガ強陽性 デアルコトデアル。

而 シテ此 ノ例ハ2ケ 月後二検査 テ行 フニ赤沈速

度98粍 、皮内5Z庭i23-一一25粍トナツテ居 タ。

検査後二漁性肋膜 炎テ併嚢 シタ者ハ何 レモ皮 内

反磨陰性者 バ ー4名 テ見、其 ノ中2名 ハ検査

當初、隻極性初感染浸潤及 ビ肺門浸潤 ノ異常陰

影 ラ見タ者 デ夫々6月2日 及 ビ4月20日 二登

病 シ、他 ノ2名 モ赤沈速度夫々36粍 以下 デ7

月3日 及 ピ5月20日 二褒病 テ見テ居ル。而 シ

テ彼等ハ嚢病當時ハ何 レモ皮 内反慮陽性 二輔化

シ、赤沈速度 ハ56粍 以上二促進 シテ居タ。
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以上 ノ成績 ヨリ波 内反慮陰性者 ニハ危瞼 ト思バ

レル疾病 ハ見出セナイガ唯赤沈速度 ノ促 進 シデ

居ル者 二1乃 至3ケ 月後三於テi黒牲肋膜炎 ゾ併

登 シタ者 ラ見タ。危瞼 ト思バ レル疾病ハ何 レモ

皮内反癒陽性者二見 ラレ其 ノ率 モ陽性度弓星イ者

程高 イ。又赤沈速度 ノ促進 シテ居ル者 二多 ク見

タ。從 テ皮内反慮陽性ニシテ赤沈速度 ノ促進 シ

テ居ル者ハ最 モ注意スベキデアル。又一方赤沈

速度正常ナルモ皮内反鷹強陽性 二現バ レル時ハ

結核患者登見二注意 テ要 スベギデアル。從 テ工

揚團艦検査ニヨリ腸放性肺結核患者 ラ登見スル

ニハ1年2同 、赤沈速度及 ビ皮内反慮テ併セ行

ヒ皮 内反慮陽性者ニシテ赤沈速度促進セル者及

ビ赤沈速度正常ナルモ皮内反慮強陽性者二就キ

「レントゲ ン」爲眞及 ビ喀疾検査 テ行 ヒ開放性肺

結核患者ラ登見隔離 スルコ トガ最 モ正確、且ツ

経濟的工場結核豫防方法デアル。

116へ.,V追 加

井下 鵬(阪 大今村内科)

私ハ昨年 ノ本學會 二於 テ大阪府下某綿製品加工

揚從業員ニッキ同様 ノ検査テ施 シ、略 ≧同様 ノ.

成績 テ得 マシタ。其際外 二赤沈 テ促進 セシム可

キ疾患ナクシテ赤沈1時 間値30以 上 アル者 テ

登見 シ之 テ1・5年後再検査 テ施 シタルニ其中ニ

ノ・其後結核 テ獲病 シタルモ。ノアリタルモ以前同

様赤沈 ノ促進 シ而モ爾勤勢 二從事 セルモノアリ

タリ。之ガ全部潜在性結核二因ス可 キヤ或ハ過

度 ノ劣働 ガ之二關與ス可キヤハ術今後 ノ研究二

挨 ツ可キモ注目ス可キ所見ナ リト考へ追加ス。

116へ1追 加

藷 轟 黄楊 一雄(大阪竹尾)

大 阪 二於 キマ シテハ大 阪工場衛 生研究會 テ母膿

トスル大阪工場醤會 ト云 フモ ノガー 昨年成立 シ

マ シテ、工揚衛生 二就 テ色 々 ト研究 ヲ綾 ケテ居 リ

マ ス。 コ ノー一・部 トシテ大 阪某繊維工揚工手3350

名 ノ結核調査 ガ アリマス。 コノ様 ナ調査 ノ目的

タル ヤ、結核 ノ早期診断 ニ ア ル ノデ ア リマス

カ ラ・唯一度 ノ検査成績 ナ ラバ ソノ成績 数 ハ多

藪三ア リマス、私 ノ希望 ズル トコロバコノ様ナ

調査 デ再三繰返ヘシ、結核 ノ早期登見テ期 シタ

イノデスカラ願バクハ コノヤウナ調査 ノ再検査

再々検査テ シテイタダイテ、 ゴノ経過報告ラ俘

セテ御登表下サ レバ幸甚 ノ至 デス。

116答 辮

「レントゲ ン」寡眞異常陰影者 チ隔離サセタ塵其

ノ後 ノ成績良好 デアツタ爲今右同検査綾行 テ希

望 サレマ シタカ ラ今爾検査 テ纏綾 シテ居 リゼ

スo

117.5ケ 年間結核早期診噺 ヲ績行セル影

響二就 テ

岡 捨巳(轟繭

宮城縣某 中等學校 ノ肺結核 ニテ死 亡セ シ者 ハ大

正15年 度4名 、昭和2年 度4名 、3年 度2名 、

4年 度1名 、5年 度3名 、6年 度5名 、7年 度

秋迄4名 ニ シテ毎年生徒 ノ約1%ノ 死亡卒 ナ リ

キ。昭和7年 秋學校 當局 ハ肺結核 ノ豫 防封 策 テ

熊谷教 授 二懇請 シ早期診 断 テ實施 スル コ ト・'ナ

リ今 日迄5ケ 年 間績行 セル テ以 テ其 ノ影響 テ述

ベ ン トス
。

生徒 ノ年齢 ハ15歳 ヨ リ24歳 迄 ニ シテ寄宿舎 ニ

テ共 同生活 ラ爲 ス者大 多撒 ナ リ。昭和8年 迄仙

皇市 内ヨ リノ入學傘 ハ 多 ク李均23%ナ リ シモ

昭和9年 ヨ リ規定 ニ ヨリ17%位 トナ レリ。

検査方法。

1)「 ツベル ク リン」反慮 菖 「ツベル ク リン」1000

倍 溶 液0・1耗 テ前膳 内側皮 内 二 注射 シ24時 間

後 ノ登赤、腫 脹硬 結 ノ縦横直線 テ粍 ニテ測定 シ

5×5以 下 テ陰性 トセ リ。2)赤 血球 沈降速度。

30。Cノ 恒温 ニテ測定 シ1時 間 ノ値 テ トレリ
。

3)補 盟結合反鷹。Wassermann,Neuberg.Kl

opfstock,Witebsky-Klingenstein-Kuhnノ 「ア

ンチゲ ン」テ使 用 セ リ
。4)術 膿 温、身長禮重 テ

検査 シ5)「 レン トグ ン」検査 ハ 費用節 約 ノタ

メ赤沈速度16粍 以上 ノキ ノ テ選揮 シテ行 ヒ省

喀庚検査 セ リ。

検査 成績 判定。
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1)開 放性肺結核生徒、病勢 ノ活動性進行性ナ

ル者 ニハ休學テ命 ジ先 ヅ傳染源隔離 シテ健康生

徒 ノ感染豫防 シ2)肺 「レントゲン」像 二所見ア

ル者、肺門像塘強 シ赤沈速度速進 セル者 ニハ禮

操其 ノ他 ノ「スポー ツ」ラ禁 ジ3)・ 「ツベルクリ

ン」反慮陽性韓化セルモ ノ、 赤沈速度異常速進

セルモノニハ本人 二注意 テアタへ生活 ノ節制榮

養法 テ教示 シ登病豫防二力 メタリ。

早期診断結果。

昭和7年 第1同 検査時ハ人員445名 中赤沈速度

16粍 以上 ノモノ120名(27%)ア リ、「ヒントグ

ン」検査 ラ受 ケタリ。而 シ テ開放性肺結核、血

行撒布症各々4名 、早期浸潤、再燃性浸潤各々

3名 、肋膜炎6名 、主訴 ア リ生物學的及 ビ「レ

ントゲ ン」検査 ニテ明カナル初感染者31名 登見

セリ。 コノタメ蓮動テ禁止 セ ラ レ シ者109名

(24.5%)、 休學者11名(1.5%)テ 出 シタリ。昭

和8年 春次同検査期 ニテ ハ赤沈速度16粍 以上

ノモノノ・牛減 シテ61名(16.4%)ト ナ リ斯 クシ

テ年2同 検査 テ行 ヒ昭和11年 第9回 検査時ニ

ハ赤沈速度16粍 以上 ノモノハ9名(3.1%)ニ シ

テ肺結核1名 、再燃性浸潤2名 、早期浸潤1名 、

初感染3名 トナ リ從 ツ テ蓮動禁止者6名(2・1

%)休 學者2名(0.7%)ト ナ レリ。(表)

爾 「ツベルクリン」皮内反慮陽性率ハ検査開始當

時95%ノ 高率ナ リシモ 次第二減 ジ來 タリ之ヲ

曲線 ニテ示 セバ赤沈速度曲線 ト相似的ナ關係 テ

見タリ。

病弱生徒 ノ輔蹄。

1)初 感染75名 中初感染浸潤 アルモノ5名 、肺

門淋巴腺腫脹 セルモ ノ31名 、肺門像檜彊或ハ溜

濁 セルモノ39名 アリ。75名 中5名 ハ肋膜炎二、

1名 ハ血行撒布二移行セリ、2)肋 膜炎17名 中

「ツベルクリン」反慮陰性 ヨリ陽性 二轄化 セルモ

ノ4名 テ観察 セリ。17名 中1名 ハ肺結核 トナリ

2名 ハ肺 「レントゲ ン」像二輕少 ノ陰影 テ認 メタ

リ。3)血 行撒布5名 ハ撒布極 メテ輕少ナリシ

モ1名 ハ肺結核 トナ レリ。4)早 期浸潤11名 中

2名 肺結核 二移行セル外治癒 セリ、5)再 燃性

浸潤14名 ・・皆治癒 シ、6)肺 結核15名 中4名

ハ死亡 シ4名 ハ治癒後卒業 シ4名 ハ輕快後覆學

シ3名 ハ目下治療中ナリ。

之 テ要 スルニコノ中等學校二於テハ共同生活テ

ナシ衙生設備不完全 ナリシタメ早期診断開始當
1

年 度 検査人員
赤沈速度
16糎以上病弱生徒肺結核

再燃性
浸 潤
早期
寝潤
血行
撒布 肋膜炎初感染 其 ノ他 運動者 休學者

7 秋
一

春
一

秋

445
120
(27%)

51
(11.5%)

4 3 3 4 6 31 0
109
(24.5%)

11
(2.5%)一

8

371
61
(16.4%)

29
(7.8%)

5 3 3 2 4 12

7

0
24
(6.5%)

5
(1.3%)

370 71
(19.2%)

21
(5.7%)

1 3 2 0 2 13 0
15

(4。1%)

2
(0.5%)

9

一

春
一

秋
一

春
一

一

春
一

秋

337
37
(11.0%)

9
(2.7%)

1 1 3 0 1 3 0
7
(2.1%)

1
(0.3%)

328
27
(8.2%)

6
(1.8%)

1 0 1 0 1 3 0
8
(2.4%)

1
(0.3%)

10
312

48
(15.4%)

16
(5.1%)

1 6 0 0 2 7 0
11
(3.5%)

4
(1.3%)

303
32
(10.6%)

10
(3.3%) 1 3 1 0 0 4 1

腎臓結核

6
(1.9%)

1

(0.33%)
　一

畠

11

287
17
(5.9%)

9
(3.1%)

0 0 0 0 1 8 0
5
(1.7%)

0

286
9
(3.1%)

8
(2.8%)

1 2 1 0 0 3
1
膀胱結核

6
(2.1%)

2
(0.69%)

計(同 数) 159 15 21 14 6 17 84 2

實際ノ病弱患者数 15 13 11 5 17 75 1
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時開放性結核患者多敷二獲見サ レ 「グベルクリ、

ン〕陽性傘ガ高度 ニシテ初感染 ト關係 シテ赤沈

速度速進 スルモノ異常二多カリシモ傳染源隔離

シ感染豫防二努メタルタメ死亡者登病者ハ減少

シ「ツベルクリン」反慮陽性卒及 ピ赤沈速度速進

者ハ極 メテ減少 シ早期診断 ノi敷果 テ ミタリ。

118.女 學生二於ケル結核二關スル睦格検

査成績

中 村 隆(東北帝大熊谷内科)

昭和7年 春以來、5ケ 年間、毎年春秋2回 、糧

績 的 二仙皇市某女學校 二於 テ、 所謂健康者962

名 二結核 テ目標 トセル定期禮 格検査 テ行 ヒタル

結果 ノー部 二付 キ報告 セ ン トス。

検査事 項 トシテ、身長 、膿 重、 胸園、膣温、「ヅ

ベル ク リン」反慮、 赤血球沈降速度、 補禮結合

反慮、胸部 「レ」線像 ニ シテ、是等生物學的検査

成績及 ピ胸部 「レ」線像 三著明 ナル攣 化 テ認 メタ

ルモ ノ63名 、(6.5%)是 等 テ診断別 ニ ミルニ初

感 染26名 、肋膜炎3名 、早期浸潤5名 、肺結核

11名 、肺炎結核11名 、 再燃浸潤6名 、腎臓結

核1名 ナ リ。 ソノウチ、定期検査縫綾 中登病 セ

ル モ ノ29名 ニ シテ、残 リノ34名 ハ最初 ノ検査

二既 二異常 テ認 ノタルモ ノナ リ。

是等64名 テ第1表 二就 テ ミルニ、 「ッベル ク リ

ン」反慮強 陽性、赤血球沈 降速度促進 セ ルモ ノ

ニ甚 ダ多 ク殆 ン ドソノ大部 テ 占 メ
、 「ツベ ル ク

リン」反慮陰性 ニ シ テ 赤血球沈 降速度促進 セル

モ ノ6名(9.4%)二 初 感染 テ ミ、 赤血球沈 降速

度正常 ニ シテ胸部 「レ」線像 二著 明 ナル肺結核 ノ

病攣 テ認 メタル1名(1.6%)テ ミタリ。

次 二定期検査縫綾 中獲病 セルモ ノ29名 二就 キ、

種 々ナル 「ツベル クリンア レル ギー」ノ攣動 ト登

病 ノ關係 テ ミルニ第2表 二示 セル如 クニ シテ、

検査纏 綾中 「ッベル ク リン」反慮 ノ

陰性 ナ リシモノ466名 ヨ リ1名(0.2%)

陰 性 ヨ リ弱 陽性 二轄化 シ、再 ピ陰性 ト

ナ リタル モノ57名 ヨ リ2名(3.5%)

陰 性 ヨ リ陽性 二轄化 セルモ ノ

83名 ヨ リ18名(21.7%)

弱 陽 性 ヨリ次 第 二強陽性 トナ リタル

モ ノ121名 ヨ リ3名(2.5%)

陽 性不攣 ナ リシモ ノ97名 ヨ リ3名(3.1%)

二胸 部 「レ」線像 二攣化 ラ認 メ、 中等度 陽性或 ハ

強陽性 ヨ リ弱 陽性 トナ リタル モ ノ30名 ヨ リハ

1名 モ之 ヲ認 メザ リキ。

コ ノ事實 ハ「ツ・ぐル クリ ン」反 癒陽性轄化 ノ前後

一21.7%即 チ約5名 二1名 ノ割合 二 結核 二罹

患 スル事 テ示 スモ ノニ シテ、亦最初 ノ検査 ノ際、

「ツベル ク リン」反磨i既二陽性 ナ リシモ ノ248名

ノウチ胸部 「レ」線像 二憂化 テ認 メタル モ ノハ42

名(16.9%)ニ シテ、 「ツベル ク リン」反慮 陽性轄

化 ノ前後 二攣 化 テ認 メタル モ ノ21.7%二 比 シ、

僅 カニ小 ニ シテ、 コ ノ雨者 ノ差 ヨリ陽性轄 化前

後 二胸部 「レ」線像 二現 ハル ・攣 化 ノ時 ト共 二速

二消 失 スルモ ノ・撒 テ略 ≧推 定 シ得 ベ シ。

又、最初 ノ検査 ノ際、 「ツベル ク リン」反慮 陰性

ナ リ シモ ノ606名 ノ ウチ、検査縫綾 中登 病 セル

モ ノ21名 、(3.5%)ア リ.最 初 ノ検査 ノ際 既

二「ツベル ク リン」反磨 陽性 ナ リシモ ノ248名 ノ

ウチ、検査纏績 中登病 セ ルモ ノ6名(2.4%)ア

リひ 帥 チ最初 ノ検査 ノ際、 「ツベル ク リン」反磨

既 二陽性 ナ リシモ ノ ・罹 患傘 ハ、始 メ 「ツベル

ク リン」反慮陰 性 ナ リシモ ノヨ リ ノ罹 患傘 ヨ リ

小 ナ リ。

而 シテ、定期検査開始時 ヨリ今 日二至 ル迄5ケ

年間 二在學 生徒中 ヨ リ結核姓疾患 ニテ死 亡 シタ

ル モ ノ7名 アリ、何 レモ定期検査 テ施行 セザ リ

シモ ノニ シテ、定期検査 テ纏績施行 セル モ ノ ・

ウチヨ リ1名 ノ死亡者 モ ミザ リキ。

119・ 學齢見童J結 核二關スル研究

鱗 養(北海道廃立札幌健康相談所)

余等ハ最近3ケ 年二亙 リ札幌全市18小 學校虚

弱見童及 ピー部 ノ健康見童計4374名 二就 テ結

核調査 ラ行 ヒ興味深 キ知見テ得 タルテ以 テ弦 二

報告 スル次第ナリ。
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被検見 童ハ 日々他 ノ見童 ト共 二通學 シツツアル

モ微熱 又ノ・淋 巴腺腫脹 アルモ ノ、家族史或 ハ前

史 二結核性疾患 ノ疑 ヒ有 ル モノ等、各校校署 二

依 リテ選 バ レタ ル 所 謂盧弱見 童3816名 、 コ ノ

他 二某 校 ノー 見健康 ト見 ラル ・見童558名 ナ リ

「ツ」反慮 ハMantOUX氏 法 二 依 リ、 傳研製菖

「ツベル ク リン」 ノ1000倍 溶 液0.1琵 テ 用 ヒタ

リ.「 レ」検査 ハ 「ツ」陽性 見童 二就 テ、先 ヅ透視

ラ行 ヒ、次 デ背腹位 二於 ケル遠距離瞬間撮影 テ

行 ヘ リn検 温 ハ午前、約1時 間 ノ安静後腋 窩 二

於 テ1回 宛施行 セ リ。

検 査 ノ結果 ハ次 ノ如 シ。

所謂 健康見童 ノ結核感染卒 ハ25.3%、 虚 弱 見

童 ノソレハ33.7%ニ シテ、共 二年齢a從 ヒ高

卒 トナル モ、女見 二於 テ ハ 男見 ヨリモ 高率 ナ

リ。佳居地 ノ關係 テ見ル ニ、往宅地 ノ見童 ノ感

染 卒 ハ23.9%、 商 業地30.1%ニ シテ、工業地

及 ビ非衙生的地域 ニテハ35.7%テ 示 ス。

今 同 ノ調査 ノ結果 テ大 正13年 有馬教授等 ノ報

告 二比 スル ニ、著 明 ノ低 下 テ示 シ、 ソノ低下 ハ

特 二7-10歳 ノ下級學年 ノ見童 二 於 テ著明 ナ

リ。

「ツ」反磨陽性見 童1257名 二 「レ」検査 ラ施行 セ

ル結 果 ハ、549名(43.7%)=結 核牲 病攣 テ登 見

セ リ。 コ ノ内初期攣化群6.4%、 肺 門結核 及 ビ

腺灰 化30.7%、 再 感染4.4%、 肋膜 病攣2.3%

ナ リ。 コレラノ内治療 テ要 スルハ合計325名 ニ

シテ、特 二 上級學年 女見 貞 多 久 被検縮員 ノ

7.4%二 相 當 ス。

全見 童 ノ約40%ハ37.1。C以 上 ノ盟温 ラ示 ス。

盟温 ト結核 感染 トノ關係 ラ見 ルニ、結核 感染 率

ハ無熱 見章 ノ方却 ツテ高卒 テ示 シ、又 「レ」所 見

テ既 二治癒 セ シモ ノト省治療 テ要 スルモ ノトニ

分 チ、有熱 、無 熱雨者 ノ分布 テ見 ルニ、所謂健

康 見童 二於 テモ虚 弱見童 二於 テモ、 ソノ分布 ハ

殆 ドー檬 ニ シテ、雨者 間 二何等特徴 的差異 テ認

ムル能 ハザ リキ。

以 上 テ線括 スル ニ、我 ガ札幌市 二於 ケル學齢見

童 ノ結核感染率 ハ他 ノ諸 都市 二比 シテ極 メテ低

卒 ニ シテ、且 ツ十撒年前 二比 シ著 明 ノ低 下 テ見

タ リ。 コ ノ低 下 ガ特 二下級學年見童 二於 テ顯著

ナル コ トヨ リ見 レバ、 ソノ原因 ハ家族 内感染 ノ

減 少 二蹄 スベ キモ ノト考 ヘ ラル。

塵弱見 童 ノ感染 率 ガ健康見童 ノ夫 レニ比 シ可成

高卒 ナル コ トハ、結核 感染 ガ見 童 ノ禮 質 二重大

ノ影響 アル コ トラ示 スモ ノ ト言 ヒ得 べ 久 又見

童 ノ居住 地 ニヨ リテ感染 卒 二差 アル コ トハ注 目

スベ キコ トナ リ。

「ツ」反慮 陽性見 童 ノ約 牛薮近 クハ「レ」検査 上結

核性病攣 テ 有 シ、 ソノ大部分 ノ・所謂初 感染 ナ

リ、 「レ」所 見 アルモ ノ ・約牛数 ハ治療 テ要 スル

モ ノニ シテ、特 二上級學年女見 二多 シ。

禮温検査 ノ結果 ハ意外 二多 クノ有熱見 童 テ登 見

セルモ、禮温 ト結核 感染 トノ間 ニノ・何等特 別 ナ

ル關係 テ認 ムル能 ハズ。

成人 二於 ケル ト同様 學童 ノ疾病 二於 テモ、結核

症 ハ最重要 ノ地位 テ占ムルモ ノナル テ以 テ、有

馬教授 ノ常 二唱道 サル ・如 久 學童 ノ罷格検査

二當 リテハ必 ズ「ツベル ク リン,反 慮及 ピ嚴密 ナ

ル「レン トゲ ン」検査 テ行 フ ベ キ モ ノナ リ ト信

ズ。

119金 井 、清水雨氏報告追 加

有 馬 頼 吉

小學見童 ノ禮温測 定ハ午後 ノ攣 動 ラ考慮 二入 レ

テ午前 中 二測 ルガ通則 ノヤウデ アリマス。 サ テ

金井、清水 氏 ノ報 告 ニ ョ レバ、禮温37.1以 上

ノ見童 デモ、 「ツJ反 慮、 「レ」線 所見 トー致 セズ

トァ リマ ス。此 見解 ハ從來 モ他 ニモ ァツタ ト記

憶 シマ スガ、或 ル學校馨 ハ之 テ不 審 シテ注意 シ

テ観察 シタ所、遠路 テ徒 歩 デ通 フ見童 二所 謂微

熱者 ガ多 クアル コ トラ知 ツタ ト言 ヒマ シタ。 即

チ蓮動 二・ヨ ツ テ膿温 ガ昇 ル ノデ ァル ト見 エマ

ス。今後 ノ研究者 ノ御参 考 ノ爲 二追加 シマ ス。

有馬頼吉博士 二封 シテ

清 水 寛

唯今 ハ膿温検査 二就 キマ シテ御有盆 ナル御 注意

テ賜 リマ シテ感謝致 シマス。蓮 動 ガ盟温 二關係

ノア リマ スコ トハ考 ヘ ラ レル コ トデゴザ ィマス
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ノ デ、私共 ハ見童 ヲ1、2時 間安静 テ保 タシメ1

汽 全部 午前 中 二検 温致 シタ ノデ アリマス。検

温 ハ出來 ルダ ケ卿 寧島施 行 シナケ レバナ ラヌ ト

イフ御設 ニハ全然質成 デ ァリマス。

119J追 加

毒馨轟 鵡 一雄(大阪竹尾)
工場工手 二於 キマ シテハ作業 中登熱 テ シテヰル

者 ガ ア リマス、甚 シキハ38度5分 位 ノ登熱 ガ ァ

リマス コ レラノ者 テ「レン トゲ 約 検査 マ ン トウ

氏反慮 赤沈反懸 聴診打 診 テ行 ヒマス ノニ何等著

攣 テ現 ハ シテヰナ ィノガ大部 分 デア リマス。 デ

ア リマスカラ登熱 ナルー現象 テ以 ツテ結核 テ云

々 スル ノハ輕 卒 デスガ、 ソレカ ト云 ツテ結核 ノ

診断 二検温 ハ不 必要 ト云 フ ノデハ ア リマセ ン。

119二 追加

小 川 原 亮

東京市淺草唾千束尋常小學校二於テ虚弱見童養

護 ノ爲メ昭和10年 人工太陽燈 ヲ設置セリ、而 シ

テ照射前必ズ検温 セ シガ、持績 シテ37.4度 以

上 ノ見童ハ有熱見童 トシテ照射ラ行 ハザ リシガ

此 ノ有熱見童 ノー部 テマントー氏反慮赤沈反慮

「レ」線診断 テ行 ヒシニ約牛数以上二於 テ結核 ト

關係ナキコ トテ判定 スルテ得 タリ。

119J追 加

一一見 赴夫(一仙垂一)

結核早期診断 ノタメニ検温スル時二、只1同 ダ

ケ ノ測定テ以テ云々スル時ハ大 ナル誤テ生ズ。

即 チ余 ガ仙皇市内一一小學校見童1604名 ニヅキ

毎 日午前午後2同 、連綾6日 間測定 セル結果 テ

以テ見 レバ所謂有熱見童 ノ約70%ハ 、寒 冒、咽

喉加答見、扁桃腺炎等結核二關係ナキモノニシ

テ1-3日 間 ノ短期有i熱者ナ リ。5-6日 間連

績有熱 ナリシ者 二於 テハ多 クノ結核テ登見ス。

故 二所謂有熱見童 ト結核 ノ關係 テ論ゼントスル

者 ハ必ズ余 ノ如キ方法ニヨツテ検温 セン事テ要

スo

答 辮

清 水 寛

非常二御詳細 ナル 御注意 デ恐縮 デゴザィマス

ガ、私 ノオ答ヘハ有馬博士 二御答 へ致 シマシタ

コ トデ蓋キテ居ル ト存 ジマス。1

田 澤 鎮 二

微熱 テ有 スルモ ノガ非常二多 イトイフコ トハ私

共(石川君共同)1・10年 前看護婦學校 ノ生徒二於

テ1ケ 月間綴綾検温 セシメ温度表二於テ能 ク確

カメルコトガ出來 テ報告 シタ コ トモァリマろ

ガ、其後此 ノ看護婦 ノ間カ ラ特 二多ク結核患者

ガ出タコトモアリマセ ンノト、微熱ヲ有スル者ガ

マントー氏反慮陰性者ニモ多{コ ト等 二依 リ結

核 ノ獲病 ト是等 ノ微熱 トノ關係ハ唯今 ノ庭全 ク

分 リマセン。昔結核診断 ノ方法 ノ未ダ幼稚 ナリ

シ頃検温 二骨 テ折 ラレタノデァリマスガ今 日ハ

結核診断 ノ技術 ガ進 ミマシタノデ結核有無 ノ診

断二封 スル微熱 ノ償値ハ減 ジテ來 マシタガ、併

シ結核 ノ存在 スルコ トノ明カナ者二於テ其病勢

経過 ラ見ル トキニハ検温ハヤノ、リ最 モ簡輩二病

勢テ知 リ得 ル方法 ト思 ヒマス ノデ決 シテ前記 ノ

所見二依テ治療上二於 ケル登熱 ノ意義 テ閑却 シ

テハナラナイ ト思 ヒマス。

結 辞

清 水 寛

私共 ノ研究 二封 シ、有馬頼吉 博士、 田澤錬二博

士 ソノ他 ノ會員諸氏 ノ御言葉 二感謝 致 シマス。

今同 ノ研究 ハ學童 ノ結核 ノ褒 見 ガ主題 デ ア リマ

シテ、膣温検査 ハ謂 ババ從 デア リマス
。 グ"塵

弱 見童 ノ問題 ガ喧 マ シクナ ツテ参 リマ シタガ、

從 來ハ動 モス レバ有熱見童即 チ結核 見童 トイフ

如 キ傾 向ガ アツタ様 二思 ハ レマ ス ノデ、禮 温 ト

結核感染 トノ關係 ニモ鰯 レタ次第 デア リマス。

微熱 ノ問題 テ圭 トシテ研 究致 シマス トキ ニハ、

罷温検査 ノ方法 ハ モツ トモツ ト嚴密 二行 ハナケ

レバナ ラナ ィコ トハ勿 論 デ アリマス。
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121.奈 夏縣某山村 ノ學童及 ビ受診村民1・

健康調査成績

・中谷 繁一

李 尾 稔
井下 勝馬
梅谷 秀雄
寳來 善次

河盛 勇造

晦 融 村内森)一
松村 三郎
今村 荒男

昭和11年8月 今村内科教室 二於テ今村教授始

メ教室員ガ奈良縣下吉野郡川上村 二赴 キ學童及

1ピー部村民 ニヅキ結核 デ圭眼 トスノレ健康調査 テ

施行 セリ。同村『ノ人ロバ8800絵 名ニテ我々 ノ

調査 セシモノハ

小學見童1500鹸 名

一部村民 る00絵 名ナリ。

施行 セシ検査項 目ハ次 ノ如 シ。

(1)禮 温、脈搏、呼吸 ン測定

(2)「ツベルクリン」皮内反慮検査

(3)赤 血球沈降速度 ノ測定

(4)血 歴 ノ測定

(5)尿 、糞便、喀疾 ノ検査

(6)理 學的検査

(7)「 レントグン」検査、等ナ リ。.

第1表

%

100

90

80

70

陽6。

性5・

拳co

30

星0

大禮総 テノ者 国「ッベル ク リン」皮 内反慮 テ検 査

シ、診察 テ行 ヒ必要 二癒 ジデ赤血球沈降速 度 ノ

測定、 「レン トグ ン)撮 影及 ビ其 ノ他 ノ検査 テ行

ヒ診断 テ下 セ リσ ・ ジ'

「ツベ ル ク リン」皮 内反慮 ハ 菖 「ツベ ノヒク リン」

2000倍 液0.1琵 ヲ皮 内 二注射 シ36時 間 一48時

間 後 二制 定 シ爽赤 ノ六 サニ ヨ リ陽性度 テ決定 セ

リ 。'

第1表 ハ學童 二於ケル陽性傘三シテ男女大禮10

%一20%ノ 間三アリ李均陽性卒ハ14%ニ シデ

多少年齢 ン多クナルニ從 ヒ陽性傘 ノ上昇 ノ傾向

アリ、之 ヲ大都會 二於ケル學童 ノ「ツ」反慮陽性

傘 二比較 気ノレトキハ甚ダ低率ナ ウ。

第2表;・ 受診村民二於ケル「ツ」反慮陽性卒ニシ

テ大膿男女共年齢 二李行 シテ陽性卒 ノ上昇テ認

ムルモ最高83%位 ナリ、ZF均 陽性卒ハ58%ニ

シテ都會人 ノ陽性卒二比 シ低 キ傾向アリ.都 會

生活ラセル者 ニ アリデハ30歳 前後 二於 テソノ

陽性卒 ハ大禮100%二 及 ブテ経験 セリ。

「ツベルク リン」反慮ニヨ.リテ結核感染 ノ総 テテ

知ルニハアラザ レドモ、カ ・ル山村 ノ地 二在 リ

テハ都會二比 シテ結核感染 ノ少ナキテ知ル。又

學童二於ケル「ッベルクリソ」反磨陽性率

ゾ《1ヂ

メー一一rX男 子見童ノ腸性車

0-一 一〇 女子見童ノ腸性串

1
か 一 一 一 く」 軸 一 《ゾ

汐!

/へ 、x//
1

＼∀/

チ

鰭 →7891・1聖121314151617£,一 ト

炉

男i女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 易 女 男 女 男 女 男 女 男
.

女
合
計

陽性 2
(5%

0

(0%)
1(9% 12

(13%

9

(且3%

15

(17%》

6

(9%)

9

(12%)

12

(12%

13

(14%

9

α3%)

14

(16%

15

(23%

10

(14%)

9

(12%)

16

(27%)

7

《28%)

4

(9%)

0

(0%♪

9

(22%)

0 13
{32%

191

α4%)

陰性
42

θ5%)

36

000殉

73

で91%

79

(87%

60

〔87%

74

(83%〉

63

(91%)

66

(朗%

84

188%

83

86%)

60

〔87%

73

〔84%}

5ユ

σ7%

64

(86%

67

〔88%

43

(73%)

18

(72%)

42

(91%

3

αoo%

31

(78%)

o 27

(68%

1139

(86%

合計 44 36 80 91 69 89 69 75 96 96 69 87 66 74 76 59 25 46 3 40 0 40 1330
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第2表 受診村民二於ケル「ツベル〃リソ」反磨陽性率

陽

性

卒

秘r→1-1516L'・jL)一2:・L(;一;"・31一 あ ・1"+1・1一4ムi{;-J,1)5ト ー55

男 女 男 女 男 女 男 ・女 男 女1男 女 男 女 男!女 男 女
す 　　 コ　

6{1、),,1,L)陽性,鰯ll慨(虚 ジ副 愚 謁 、1〕,続揖 齢 趣ll溺(・ ㌦ 緊:・

6t-L'J上

陰性

合計

,1ち(、鵠の

2920

∴,

16

鵬)
26

(翻 淵(1議黒 、議1.織:獄 ㍑ll罵s
1:)3511 62 囑■39

↑一』一,

1221b22

下18
`2ろ・、!(zz%)

12n4

,,島6

16

,,灸の

18

の

、諺、、

、疵 、

18

　

(、1}、)

(幽
17

葺
」
ツ

・
0

5

0〆

1

56

、£、

24

合

女

11271

730ノ)(58弓 ら,
冒

,ii死 一

¢7';引 ↓2ρガ

皇5 466

此 ラ居仕 セ ・レ字別 ニツキ観 ル場合 ニハ都會 トノ

接 燭多 キ所 二於 テ ソノ陽性率 ハ多少高 キ傾 向 テ

刀くセ リ.

次 二診察 ノ結 果 「レントゲ ン」撮影 テ行 ヒ肺臓 二

結核疾 患 ア リ ト思、ハル ・モ ノハ第3表 二示 λ如

シ。

第3表A/1ハ 學 童二於 ケルモ ノー シテ175名

中

肺門部陰=影 ノ強度 二檜 加 セル モ ノ12名

肺野 二浸潤 陰影 テ認 ムル モ ノ12名 ニ シテ

登熱 、赤血球沈 降速 度、其 ノ他 ノ所 見 ヨリ結核

二基 因 スルモ ノ ト考 ヘ ラル。 第3表A/2ハ 是

等 ノモ ノト「ツベ ルク リン」反鷹 トノ關 係ニ シテ

「レン トゲ ン」所 見 アルモ ノニハ陽性断然多 シ。

第3表B/1ハ 受 診村民 二於 ケル「レン トゲ ン」

所 見 ニ シテ196名 中所見 ア ル モ ノハ63名 二及

ブ、是等 ノモ ノモ搬熱、赤血球沈降速度其他 ノ

第3表A,1學 童 二於 ケル「レソ1・ゲソ」像

所 見 ヨ リ シ テ 大 膿 結 核 二 基 因 ス ル モ ノ トー髪 フ.

第3表B/2ハ 是 等 ノ モ ノ ト「ツ ベ ル ク リ ン」反

第3表A,2學 童 二於 ケ ル 「レ ソ トゲ ソ」

像 ド ツ ベ ル ク リ ソ」反 鷹 ノ關 係
一 一
・ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮

陰性 陽性 計
「レ ソ トゲ ソ1像-

肺門部肺野二攣化ナキ 86 65 151
モ ノ

肺門部陰影 ノ強度二塘
加セルモノ

1 11 12

一 一

肺野二寝潤陰影 ヲ認 ム 4i8 12
ノレモ ノ

;一

計 91 84 175

第3表B,1受 診 村 民 二於 ケル 「レ ソ1・ゲ ン」像

肺門部及ビ肺野二陰影壇加 ヲ認メ
ザリシモノ

肺門部陰影 ノ強度二培加セルモノ

肺野二浸潤陰影 ヲ認 ムルモノ
誉
両

151名

12名

12名

175名

1-T　

騨 部及ビ肺野二慰 ヲ認メ物133名
一 　 『 一 　

肺門部陰影 ノ強度 二塘加セルモノ

一■一

9名
__一一一一 一

2名肺野二輕度 ノ滲出性陰影アルモノ

肺野二輕度 ・増殖性陰影アノレモ 烈26置
嘱　一 一.一

肺 野 二 中等度 ノ滲 出 性 陰 影 ア ノレモ ノ
L

一

8名
一一一一一 一一

肺野二中等度 ノ増殖性陰影アルモノ
ー皿

3各

i

肺野二高度 ノ滲出性及 ビ混合性陰
影アルモノ

}-

3名

一一一

皿 一_

肋膜炎 ノ陰影アルモノ

一　 一 一一 一

計

12名一一}

196名
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第3表B/2受 診 村 民 二於 ケル 「vソ トゲ ソ」

像 ト「ツベ ル ク リ ソ」反 磨 ト ノ關 係

「ツ ベル ク リ ン」

反 応 陰 性 陽性 計

「レ ソ トゲ ソ」像

鱒 轡 ビ肺野二靴528・ ・33

朧 襲 彰ノ醸 囎2 7 9

肺野二輕度 ノ滲出性陰
影 アルモノ

2 2

騨 麗 駒 髄 性陰52・26

肺野二中等度 ノ滲出性
陰影アルモノ

8 8

麗 甥筆聖 髄 性 ・ 2 3

肺野二高度 ノ滲出性及
ビ混合性陰影 アルモノ

3;

肋膜炎 ノ陰影 アルモノ3 912

†量
口 63129196

慮 トノ關係 ニシテ所見 アル モ ノニ陽性甚ダ多

シ 。

以 上 ヨ リシテカ ・ル山村 ノ地 ニテー見健康 ニテ

通學 セル モ ノ・中 ニモ確 カニ結核 ニヨリ肺臓 二

攣化 アル モ ノラ少激 二獲 見 セ リ。受診村民 ノ多

クハ何等 カ ノ自畳症状 アル モ ノニ シテ 「レン ト

グ ン」像 二於 テモ大禮12%ノ 結 核症者 ラ登 見セ

リ。而 シテ是等 ノ多 クハ 「ツベル クリン」反慮陽

性 ナルモー部陰 性 二止ル モ ノア リ、之 ハ即今村

教 授 ノ云 ハル ・不全 「ア レル ギー」 ノモ ノ或 ハ

「ア レル ギー」ノ減弱 セル モ ノナ リ
。

次 二「レン トゲ ン」所 見 アルモ ノ ・感染褒病關係

テ ミルニ第4表 二示 ス如 クニ シテ學童 二於 テハ

縮 テガ村 内ニテ感染 陵病 シ、受診村民 二於 テハ

村 内一テ感染登病 セルモ ノ36名 中21名 ハ家族

第4表 學童及ビ受診村民二於ケル結

核症者 ト感染猶病地 トノ關係

麟 陣 童(%)1受 診村民(%)
家 族 4(16.7%) 21(33.3)

村 内 20(83.3) 15(23.8)

村 外 0 27(42.8)

計 24 63

内 二於 ケル モ ノナ リ。27名 ガ村 外 ニテ感染病病

セル モ ノニ シテ而 モ大 多激 ハ近接大都市大阪 ナ

リ、之 バー考 テ要 スベ キモ ノナ リ。

次 二赤血球沈 降速 度 ニツキ観 ルニ第5表 二示 ス

如 ク シテ之 バ カ ヅツ、 ウエステルグ レン氏法 ニ

ヨ リ中等値 テ算 出 セ リ.第5表A/1ハ 學 童 二

於 ケル成績 ニ シテ第5表A/2ハ 受 診村民 二於

ケル成績 ナ リ、共 二輕度 促進 アルモ ノ最 モ多 シ

之 ハ検査材料 ノ選揮 二基 因 スルモ ノナ リ。第5

第5表A/1學 童 二於 ケル赤血球沈降速度

中 等 値1實 数(百分率)

10以 下 36(16.4)

11-30 143(65.3)

31-50 31(14.2)

51以 上 9(4.1)

計 219

第5表A/2學 童 ノ「ツベルクリソ」反磨

ト沈降速度 トノ關係

赤沈速度器 陰 性 陽 性 計

10以 下 22 14 36

11-30 76 67 143

31-50 16 15 31

51以 上 5 4 9

計 119 100 219

第5表B/1受 診村民二於ケル赤血球沈降速度

中 等{直1簸(百 分牽)

10以 下 76(26.4)

11-30 132(45.8)

31-50 54(18.8)

51以 上 26(9.0)

計 288
1

第5表B/2受 診 村民 ノ「ッベルクリノン」

反慮 ト赤沈速度 ノ瀾 係

10以 下

11-30

31-50

51以 上

計

陰 性

20

一46

一19

一7

一92

陽 性

56

86

35

19

196
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表B/1、B/2ハ 受 診村 二於 ケル赤血球 沈降

速度 ト「ツベル ク リン」反雁1ト ノ關係 ナ リ。

次 二虚弱見 童 ト結核 トノ關係 二就 テハ文部省 身

盟検 査規定 二從 ヒ37名 ノ虚弱見 童 テ認 メ「ツベ

ル ク リン」反慮 陽性者 ハ5名 ニ シ テ 「レン トゲ

ン」像 ニ ヨリ肺臓 二 攣 化 アルモ ノ3名 ヲ認 メタ

リ、32名 ハ「ツベル ク リン」反慮陰性 ナ リ、然 レ

ドモ此 ノ中 ニテ「レン トグ ン」所見 アルモ ノ5名

テ登見 セ リ。 即37名 中8名 ノ結核症者 ア リ甚

ダ少撒例 ナガラ登 育概評 悪 キモ ノニ結核症者 多

キ観 ア リ。

次 二其他 ノ検査所 見 二就 テハ受診村民撒10名 ノ

喀疾検査 テ行 ヒ3名 ノ喀疾結核菌 陽性者 テ認

メタ リ、 中2名 ハ「レン トゲ ン」像 二於 テ高度 ノ

浸潤 陰影 アルモ ノー シテ1名 ハ輕度 ノ浸潤 陰影

ラ認 ムルモ ノナ リの

結核 トハ直接 關係 ナキモ糞 便検査 二於 テ學童 二

於 テ60%、 受 診村 民 二於 テ30%ノ 颯 巌卵陽性

者 テ認 メ、叉全禮 テ通 ジテ2.1%ノ 十 二指腸巌

卵 陽性者 ラ認 メタ リ.以 上 ノ外尿、血歴等及 ビ

其 ノ他 ノ疾病 二就 テハ今 ハ言及 セズ。

昭和12年3月 マデニ至 ル 其 ノ後 ノ経過 ラ調査

セルニ重症肺結核 ノモ ノ1名 ガ死亡 セ リ其 ノ他

ニハ大 禮大 シタ攣化 ナキモ詳 細ノ・不明 ナ リ.

最後 ニー言其 ノ後 ノ調査 ニ ヨリ「ツベル クリン」

皮 内反慮 ガ誘 因 トナ リ結核登病 テ起 セ シ例 ニハ

遭遇 セズ、而 シテ カ ・ル集團 ノ健康調査 二於 テ

結核感染 テ調 ブルニ ハ 菖 「ッベル ク リン」2000

倍 液0.1耗 テ用 フル 「ツベル ク リン」皮 内反慮検

査 ハ推賞 スベキ方 法 ト考 フ。

122.乳 見 二於 ケルマ ン トー氏 反鷹 二就 テ

西川 麟(阪 大今村内科)

乳見二於ケルマントー反慮 ラ試 ミ、次 ノ項 日二

就テ報告 ス。

(1)生 後月齢的観察 ニヨルマントー反磨陽性卒

ノ差異

(2)保 育者 ノ結核疾病 ト乳見 ノニ ントー反慮 ノ

關係

(3)超 短波ニヨル乳見二於 ケ>uマ ントー反磨 ノ

影響

(4)結 核感染ニヨル乳見 ノマントー反慮陽性 ト

BCG接 種ニヨルマントー反慮腸性 ノ態度 ノ封比

(5)乳 見 ノマ ントー反慮陽性轄化二於ケル全血

液内人型結核菌培養 トノ關係 ノ経過的観察(後

表参照)

123.看 護婦生徒 ノ「ツベルクiJン」反庶 卜

其 ノ後 ノ襯察二就テ

欝 奮(繍
昭和2年 以來大阪帝國大學(薔 大阪醤科大學)附

屡署院看護婦養成所入學看護婦生徒二就 キ 「ツ

ベルクリン」反磨テ施行 シ、(菖 「ツベルクリン」

1000倍 液0.1髭 皮 内注射、 判定ハ24時 後及 ビ

48時 間後 二之 テ行 ヘリ)術其 ノー部 ノ 「ツA"ル

クリン」反慮陰性者 二BCG豫 防接種 テ施行 シ、

BCG「 ワクチソ」接種セル乳見全血液内培養人型結核菌培殖 ノ成績(西 川演訊成績表)

成績
分類

接 種 前

第1同 接種後1ケ 月

第2同 接種後1ケ 月

算3同 接種後1ケ 月

合 計

百 分

柵 辮 朴 十 ±

反
慮
陽
性

;

ト
ー
氏

菌

増

殖

反

慮

陽

性

マ
ン
ト
ー
氏

菌

塘

殖

反

旛

陽
性

マ
ン
ト
ー
氏

菌

培

殖

反

慮
陽

性

マ
ン
ト
ー
氏

菌

塘

殖

反
磨

陽

性

マ
ン
ト
ー
氏

菌

培

殖

反

慮

陽

性

マ
ン
ト
ー
氏

菌

培

殖
●

ー0ー0ー0ー0ーOI0釧ー馴5ー釧45

412

241

107

1219

59%

O

X
U

X
U

0

一
〇

86

244

万

684

蒲

0

一
〇

一〇

一〇

一〇

16

可

下
143

π

0

0

2

τ

玩

0

0

0

0

5

一24

「51

「80

砺

了
0

下
0

24

75

145

244

12%

0

0

〇一丁

514

485

415

316

1730

84%

合

計

514

514

514

514

2056

100%
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マソトー氏反慮陽性見全血液内結核菌壇殖成績分類(西川演読成績表)

生後0-1週 間 マデ

生後1-2週 間 マデ

生 後2--3週 間 マ デ

生後3-4週 間 マデ

生 後4--2ケ 月 マ デ

生 後2-3ヶ 月 マ デ

生 後3-4ケ 月 マ デ

生 後4-5ケ 月 マ デ

生 後5-6ケ 月 マ デ

生 後6-7ケ 月 マ デ

生 後7-8ケ 月 マ デ

生 後8-9ケ 月 マ デ

生 後9-10ケ 月 マ デ

生後10-11ケ 月 マ デ

生 後11-12ケ 月 マ デ

生後1歳 一2歳 マデ

菌 増 殖 合 計
マソトー氏反鷹合計

菌 培 殖 百 分 率
マントー氏 反 慮 百 分 率

帯

母 饅1乳 見 母 髄 乳 見

十

母 膣 霞L見

±

反

慮

別
引

兵

菌

堆

殖

反

慮

咽剰

u
氏

菌

培

殖

反

慮

マ
ン
ト
ー
氏

菌

増

殖

反

慮

コ

同
-ー
氏

菌

壇

殖

反

億

マ
ン
ト
ー
氏

10ー0馴1ーーー〇

一
〇

一
1

一
〇

一
1

一
1

一
〇

一2

一3

一〇

一
1

一
4

一
5

一
2

2

丁

24

13%

0

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一4

一〇

一
〇

一
2

一
〇

一
1

1

τ
τ

壁

〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一〇

一〇

一〇

〇

一
〇

一
〇

0

了

0

一〇

天
U

一
〇

(U

一
〇

X
U

引
ユ

一
¶
↓

0

一〇

一
-
占

1

(U

=
⊥

直
U

一
ワ
・

03

0T

1-一 ♂

〇

一
〇

一
3

一
4

一
10

1

π
瓦

τ
4

一
4

-

万

翫

(U

一〇

[0

1

〇

一
1

[
4

[
5

一
1

2

一
9

一2

一
9

一
6

一
11

一
69

塾

0

一〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
1

一
〇

一
-

一
1

0

2

一2

一
5

一3

一
2

一
〇

17

翫

0

41

一
4■

一
9
陶

-
↓
}
ら0

7

一
12

0

≦

17

一26

一12

9

10

弼

翫

母 盟

0

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

〇

一
9
～

〇

一
〇
σ

2

一
2

一8

一18

一
7

一
5

一
9

56

砺

菌 了仮

藷幽
〇

一
〇

一
1

一
-

一
1

一
〇

一
ユ

〇

一
〇

一
〇

4⊥

一9
臼

乳 見

菌

増

殖

反

磨

烈
判

氏

菌

培

殖

反

鷹

マ
ン
ト
ー
氏

菌

増

殖
ーーーi0ーコ

〇

一
〇

〇

一〇

o「 『

下
1-4
9
σ

一
4

一
-

;
0

10
τ

τ

万

37

28%

τ
4

石

一13

25

下

5

一
10

τ
〇

一
〇

幽
5

【
1

一
〇

一
7

一
3

1

万

一17

87

翫
翫1一

0

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

〇

一
〇

一
〇

〇

一
〇

0

7

T

τ

5

玩

〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
1

一
1

3

了

τ
9
臼
一
4⊥

4

0

1

1

τ

11%

〇

一
〇

一
1

一
〇

一
〇

一
〇

}0

3

τ

1

一〇

一3

一4

一3

一
6

一
4

29

甑

合

計

員

数

〇

一
〇

一〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一〇

一〇

一〇

一〇

1

一〇

一
〇

一
1

一
2

1%

0

0

1

1

T

丁
3

8

13

5

5

18

34

15

13

15

134

134

100%

100%

0.02彪 テ1同 又ノ・2同 ニ ワ タ リ皮下 二接i種セ

リ)其 ノ後大學病院 ノ勤務 ノ約4ケ 年 ノ健康 状

態 テ観察 シテ、 ソノ成績 ラ此庭 二報告 セ リ。

(1)入 所 時 ノ「ツベル クリ ン」反磨 ノ陽 性卒、最

高 ハ昭和6年 ノ60.4%、 最 低 ハ昭和2年 ノ34

%、 昭和2年 來約9ケ 年 間検査総人員数684名

中 「ツベル ク リン」反 癒陽性者 ハ368名 ニ シテZF

均 陽 性卒 ハ46.2%ナ リキ。

(2)看 護 婦 「ツベル ク リン」反慮 ノ陽性轄化

(a)BCG豫 防接種 テ施 行 セザルモ ノ、昭和2

年 ニハ最 初34%ノ モ ノガ2年 後 ニハ75%、3

年 後 一ハ88.3%、 昭和4年 ハ最初38.5%ノ モ

ノガ牛年後 ニハ58.5%、2年 後 ニハ73.0%、

昭 和6年 ハ60%ノ モ ノガ3年 後 二97.0%ト ナ

レリ。

(b)BCG豫 防 接種施行 者

昭和5年 ニテノ・最初38.9%ノ モ ノガ3年 後 ニ

ハ100%、 昭 和7年 ハ46%ノ モ ノガ1年 後 ニス

デニ100%、 昭 和8年 ハ41.8%ノ モ ノガ牛年後

一ハ96%、1年 後 ニハ100% 、 昭 和9年 ハ57.1

%ノ モ ノガ牛年後 ニハ95.5%、1年 後 ハ100%、

昭 和10年 ニ ハ57.0%ノ モ ノガ牛年後 一ハ99%、

1年 後 ニハ100%ト ナ レリ。

以上 ノ結果 ヨ リ見 テBCG豫 防接種 者 ハ、無虜

置陰性者 二比較 シテ早 ク陽性轄 化 ヲ起 シ、 又 ヨ

リ多 イ陽性韓化 テセル テ見 タ リ。 コ ノ中 ニハー

部 分 自然感染 ニ ヨル陽性轄 化 テ考 へ得 ルモ、殆

ン ドBCGハ 豫 防接種 ニヨル モ ノ ト考 へ得 ベ

シo

(3)「ツ」反慮陰性者 ト「ツ」反慮陽・性者 トノ結核

性疾患罹病率 ノ比較(次表参照)

(a)「ツ」反鷹陽性者 ト無塵置陰性者 トテ比較 ス
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ルニ、後者二於 テ結核性疾患テ惹起 スルモ ノ多

少多キテ認 ム。

(b)BCG豫 防接種者 ト「ツ」反磨陽性者及 ビ無

虎置陰性者 トテ比較 スルニ、BCG豫 防接種者

二於 テハ、 ソノ結核性疾患罹病卒 ハ雨者二比 シ

テ比較的僅少 ナリ(表参照)。爾病勢モ良化 ノ経

過 テ トルモ ノ多キ檬 ナリ

(4)結 核性疾患罹病者 テ病勢 ヨリ観察スルニ、

「ツベルクリソ」反磨陰性者 ト陽性者 トノ結核性疾患罹病率 ノ比較

入所時
「ツ」反膳

入所年度
及ビ其 ノ藪

腿召禾02年4月

47

昭和4年4月
65

昭和5年4月
10月
7!

昭和6年4月
4旦

昭和7年4月
49

昭 和8年4月
6月

10月

93

昭 和9年4月

10月

91

昭 和10年4月
10月

119

1
昌
二
口

陰 性 者
(無塵置 ノモノ)

総数

31

40

0

17

罹 病 者 数

7(22.5%)

4(10.O%)

4(23.4%)

陰 性 者
BCG豫 防接種施行者

0

2

0

0

90

総数

0

0

47

0

i26
1

1(50.O%) 53

39

151
・1

罹 病 者 撒

4(8.5%)

6(22.5%)

7(13.2%)

10(25.6%)

3(5.9タ6)

16(17.0%)21630(13.8%)

陽 性 者

線数

16

25

30

26

23

38

52

68

27S

罹 病 者 数

4(25.0%)

2(8.0%)

1(3.3%)

3(11.5%)

7(30.4%)

13(34.7%)

19(36.5%)

12(17.6%)

61(21.9%)

(i)無 腿 置陰性者121名 中、罹病者16名 、ソノ

内悪化(死 亡 モ含 ム)6名(36.5%)良 化(全 治 セ

ルモ ノモ含 ム)10名(63.5%) 。

(ii)BCG豫 防接種 者247名 中罹 病者30名 、 ソ

ノ内悪 化1名(3.3%〉 良 化29名(96.7%)。

(iii)「ツ」反慮陽性者316名 中罹病者61名 、ソノ

内悪化5名(7.7%)良 化(92.3%)。

即 チ無塵置陰性 者 二不 良 ノモ ノ多 キ様 ナ リ。

結 論

BCG豫 防 接種者 ト無塵 置陰性 者及 ピ 「ツ」反鷹

陽性者 トテ比較 スル ニ結核性疾 患罹病 卒ハBCG

豫 防接 種者 二於 テハ比較 的僅 少 デアリ、又罹病

者 ノ病勢 ヨ リ見 テ良化 ノ経過 テ トル モ ノ多 キ傾

向 ア リ.

123二 封 スル追加

青 山 敬 二

「ツベル クリン」検査 ガ全 ク無 危瞼 デ アル ト考 ヘ

ル ノハ危瞼 デアル。若 シ被検者 ガ充分過敏 デ ア

ル場 ニハ少量 ノ「ツベル ク リン」デ以 テ登 病 テ促

進 セラ レル テ事 ハ有 リ得 ル。殊 二「ツ」反 慮 テ反

復 シテ行 フ事 ハ可成避 ケル ガ良 イ ト思 フ。小 見

ハ成人 ヨ リハ「ツベル ク リン」二封 シテ概 シテ大

二鈍 感 デ アルガ
、此際 ト錐、右 ノ注意 ハ無 意義

デ無 イ。

若 シ實 地上 「ツベル ク リン」検査 ノ必要 二迫 ラ レ

タル時ハ、1000乃 至2000倍 ト云 フガ如 キ液 テ

用 ヒズ3萬 倍或 ハ5萬 倍 液 テ以 テ シテモ臨躰 上

ノ検査 目的 二適 スル モ ノト思 フ.要 へ 「ツベ

ル ク リン」検査 テ實施 スル者 ハ 漫 然實行 スル事

ラ謹 ミテ、 ヨロ シク危 瞼 ナル 毒物 テ以 テ 検査
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スル ノ重大性 テ頭腫 二置ク可 キデアル。

追 加

西 川 爲 雄

青山博士 ノ「マ ントー」反懸ニヨル危瞼拉二障碍

二關 スル追加 アリマ シテ、本法施行上注意ス可

キ事項 ト思考 シ余 ノ乳見 一於 ケル實験例 テ以

テ、更 二追加致 シマス。

乳見 二於 テ「マントー」反慮陽性見二 「ツベルク

リン」反慮 ラ繰返 シ、何等認 ム可キ症歌増悪拉 二

健康障碍症状 テ認 メズ。現在、結核感染 ノ判定

上「ツベルクリン」反庶二代行 ス可 キ理想 ノ方法

ナ リ、從 ツテ、將來、同博士 ノ症例 テ追究 シ度

ト考ヘテオリマス。

123番 追加

佐 々 木 孝

看護婦養成所 二入ル少女 二於テハ「ツ」反慮陰性

者多 ク(陽性卒41%)、 北大賂學部 二於ケル過

去4年 來入學者二百撒十名 ヨ リ32名 ノ結核患

者 テ登生 シ、然 モ興味 アルコトハ是等患者ハ絡

テ陰性者 ヨリ褒生 シテヰルコトデァルガ阪大 ノ

試験 ノ如 クBCGノ 庶用一ヨリ結核登生テ豫防

シ得 ルナラバ甚 ダ興味アルコ トデ、今後更 二研

究 ノ飴地 アリト信ズ。

123追 加

渡 邊 三 郎

刀根山病院 デ昭和元年 カ ラ以降10ケ 年間 ノ看

護婦生徒149人 デ入學時ヱ反慮陰性者 ト陽性者

トノ間二登病卒ガ如何様ニナルカテ観入 リマス

ト、陰性群 デノ・漿液膜炎ガ33.8%デ 、臓器結核

(圭 トシテ肺)ガ9・9%デ アツタニ反 シ、陽性群

デハ前者 ガ19・2%、 後者 ガ23.1%デ ァリマシ

タ。滲出性肋膜炎テ特二取 リ出 シテ見マス ト、

陰性群 デハ25.4%陽 性群 デハ12.8%デ アリマ

シタ。漿液膜炎 ト肺結核 トノ登症關係 ガ恰度反

封 トナ リマス。之ハ結核感染登症 ノ過程 テ別 ノ

様式デ表現 シテヰル課デ、陰性者デ初感染ガ問

題 トナル ト同程度 二陽性群 デハ再感染ガ問題 ト

ナ リマス。刀根山病院 ノ如 キ特殊病院デ他 ノー

般病院 ノ看護婦 二比 シテ登病者ガ特 二多イ ト言

フ事 ニナ リマス ト眞 ニナゲカ ワ シイ事 デ之 テ ド

ウカセネバ ナ リマセ ン。 目下A.0テ 正 式 二接

種 シテ 居 リマス ノデ 以 上 申 シマ シタ10年 間 ノ

i封照 ト比 シテ如何 ナルカ テヤ ガテ申 シ上 グ ラレ

ル ト考 ヘマ ス。

「マ」反慮検査施行 ガ直接 二登病 ノ原 因 トナ リマ

シタ例 ガ残念 ナガ ラアリマ シタ事 ハ昨 日申 シ上

ゲマ シタ。登症 セヌ迄 モー般歌態 ガ攣 調 スル事

ハ嚴密 ナ臨躰観察 デ確 デア リマ ス。有 影響 デア

リマス。臨躰検査 ハ統 計 テ トル檬 ナ態 度 デャル

可 キデナ ク、個 々 二就 テ、 ガ ツチ リヤ ラネバナ

ラ ン ト考 ヘマ ス。

現 示性攣調 ガ ヨイカ ラ トイツテ、影響 ガナイ ト

ハ言 ヘマ セ ンノデ、潜 在性攣調 テイッモ顧慮 セ

ネバ イケ ン ト考 ヘ マス。

124.大 阪 府下某紡績工場 女工 ノ「ツベル

ク リン」皮内反鷹 卜其 ノ後 ワ観察 二

就 テ

購羅(繍
余等3人 ノ勤務 セル大阪府 下K.T。N三 工場

二昭和11年6月 現在入肚 セ ル 者 及 ビ同 月以後

入肚 セル者 ハ入肚時 二「ツ・ぐル ク リン」皮 内反慮

テ實施 シ、其 ノ年齢、 勤務期 間、出身地 ノ關係

テ調査 セ リ。尚 昭和11年6月 現在 「ツ」皮 内反

慮陰性者 二BCGテ 接 種 シ、其 ノ陽性轄化卒、

登病率 テモー一括 シ報告 セ ン トス。

傳研菖 「ツベル ク リン」2000倍 液0.1蝿 テ 上膳

皮 内 二注射 シ48時 間後 二 登赤浸潤浮腫 ノ外径

ノZF均 値 テ測定 シ直径5粍 以下 テ陰性 トシ6粍

以上 ラ陽性 トセ リ。

(1)全 女 工手 「ツ」反慮 陽性卒

練撒5218名 中陽性者ソ・3267名 ニ シテ陽性…率ハ

63%ナ リ。 陽性傘 ノ最高 ノ・丁工揚 ノ1792名 中

1305名(73%)、 次 ギ ニK工 場2493名 中1508名

(60%)最 低 ハ且工 場 ノ933名 中454名(49%)ナ

リ。

(2)年 齢 ト「ツ」反慮 陽性卒

満13年 ヨリ満24年 以上迄1年 毎 二分類 シ陽性
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卒 テ調査 スルニ最低ハ満13歳 ノ115名 中19名

(17%)ニ シテ年齢 ト共 二増加 シ最高ハ満24歳

以上ノ168名 中142名(85%)ナ リ。

(3)勤 綾年限 ト「ツ」反鷹陽性卒

當工場勤務以前 二他工場二勤務 セル者ハソノ在

職期間 テ加算 セリ。勤綾年限テ牛年以内1年 以

内以下順 二1年 毎 二4年 以上迄6分 シ観察スル

ニ最低ハ牛年以内 ノ890名 中449名(50%)最 高

ハ4年 以上 ノ459名 中398名(87%)ニ シテ勤綾

年限長キニ從 ヒ陽性卒ハ増加 ス。

(4)出 身地 ト「ツ」反慮陽性卒

出身地テ市町村二三分 スルニ被検者 ノ大多激ハ

農村出身 ノ爲 メ精確ナル結論ハ得 ラレザルモ最

高 ハ市出身者 ノ62名 中56名(90%)ニ シテ次 ギ

ニ町出身者 ノ384名 中290名(76%)最 低ハ村出

身者 ノ4772名 中2921名(61%)ナ リ。

(5)「ツ」反慮陽性者 中結核性疾患登生 ト「ツ」反

慮施行 トノ時 日的關係

「ツ」皮内反磨施行後短期間内二、特 二「ツ」皮 内

反慮施行 ガ動機 トナリ結核性疾患 ノ登生 スルコ

トナキヤ否 ヤニ就 キ最近議論 アリ。余等 モ「ツ」

皮 内反慮陽性者 ノ褒病 ト同反磨iトノ時 日的關係

ラ特二注意 シテ観察 スル ー陽性者3267名 中施

行後10日 以内二登病 セル者 ナ久20日 以内1

名、1ケ 月以内6名 ニ シテ「ツ」皮内反慮ガ結核

性疾患テ誘登スルニアラズヤ ト思ハ レシ例 ラ見

ス"。

(6)BCG接 種 ニ ヨル「ツ」反慮 陽性韓 化卒

昭 和11年6月 現在 「ツ」反磨陰 性 者1317名 二

BCGO・02醒 ヲ皮 下接種 シ3ケ 月後再 ピ「ツ」反

慮 ヲ検 スル ニ陽性轄化者950名(72%)ニ シテ陽

性 非轄 化者(陰 性者)367名 ノ中351名 二再接種

テナセ リ。再接種 量 ハT.且 二 工場 ハ0.02延 、

K工 場!、0.03彪 ナ リ。再接種 ニ ヨ リT.且 二

工場 ハ接種者235名 中 陽性縛化者205名(87%)

K工 場 ハ116名 中110名(95%)ナ リ。再度接種

スルモ省陰性 ナルモ ノハ36名 ニ シテ全撒 ノ2.8

%ニ ス ギズ。大多藪 ノモ ノハ接種2同 ニテ陽性

二韓化 セリ
。

(7)BCG接 種後 ノ結核性疾患登生鍬

昭和11年6月BCG接 種者1317名 中以後結核

性疾患ヲ登 セシ者7名 ニ シテ結核死亡者 ナキモ

非接種者2723名 中 登病者61名 内死亡者17名

テ算ス。最初「ツ」反慮施行時膣温艦重測定赤沈

反慮施行等ニヨリ活動性結核 ノ疑 アル者ハ除外

セシモ非接種者ハ全部 「ツ」反磨陽性者ニ シテ且

ツ接種後爾短期間ナルコ トヨリBCGノ 豫防的

敷果テ批判 スルコ ト能ハザルモ目下 ノ塵BCG

接種 ニハ比較的結核性疾患 ノ登生少久 豫後モ

良好 ナリ。此 ノ事實ハ興味 アルコ トニシテ爾今

後詳細 二経過 テ親察スル必要 アリ。

124ノ 追 加

黄楊 一雄(大阪工場署會理事)

私 ノ調査 シマ シタ某繊維工場 ノ「ツベル ク リン」

反慮 ト活核登 病 ノ關係 テ見 マス ト第1表 ノ如 ク

ナ リマス、陽性者 二於 テハ6.4%ノ 登 病率、陰 性

者 二於 テハ18・3%epチ 陰 性者 二 於 テハ約3倍

ノ登病 テ シテヰマス、殊 二陰性者 ノ中 ヨ リ登生

シマ シタ肺結核患者 ハ盆 ≧死 亡 シテヰマ ス
。 コ

レラノ患者 ノ感染機會 ラ調査 シマス ト第2表 ノ

如 クニナ リマ ス。注 目スベ キハ親 友 二結核患者

テ有 スル者17.5%デ ア リマス。要 スルニ集團生

活 テ爲 ス若年者 ガ「ツー"iルクリ ン」反慮陰1生 ノ場

合 ハ特 二結核 感染 テ十分 二注意 シテコ レニ豫防

接種 テ施 ス ノハ大 イニ意味 アル事 ト存 ジマス。

(後表参照)

124マ ンツウ反鷹 問題 二關 スル討議

有 馬 頼 吉

私 ハ昨 日此席 デ「ツベル ク リン」反磨iハ全慶 シテ

モ惜 シクナ ィ、 ト申 シマ シタ、 ソノ考 ハ唯今 モ

攣 リハ ア リマ セ ンガ、他 ノ研 究 デハ矢張 リ捨 テ

難 イ所 ガ アルヤ ウーモ伺 フカ ラ、一 ツ御相談 テ

持 チ出 シマス。要貼 ハ危害 テ起 サナケ レバ宜 シ

イ課 デ アルカ ラ、弦 デ先 ヅ『稀繹 度』テ問題 トシ

テ ミテハ ドウデセウカ。以前刀根 山 ノ岩佐大治

郎君 ハ「ツベル ク リン」ハ不純物 デ アル ト言 フ立

場 カ ラ、研究 シテ、r皮 内反慮 ニハ5000倍 乃 至1
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第1表 工 場 結 核 ノ 獲 生 歌 態(黄 楊 追 加)

(昭和9年10月 ヨリll召和11年12月 二至ル間ノ結 核性疾病者数 ト死亡者数

病別

「ツ ベ

ノレク リ

ソ」反 慮

陽 性

陰 性

患 者 鍛

殆 亡 者

肺結核

男1女

)

Q
ソ
Q
U

4
5
2()

12
3(

)
5
5()

2
2(

14

(5)

54

(33)

乾 性
肋膜炎

男1女

0

6

6

5

64

69

灘 性
肋膜炎

男1女

1

)
2
1(

3

(1)

7

鋤

(8)

37

(8)

結核性腹
膜炎及拶
膜炎

男1女

)
5
2()

1
1(

)
3
3(

0

1

(1)

8

(5)

肺 尖
加答見

男i女

sl3・

8

13

39

70

ウ リク
ア=/」

到 女
0

1

1

12

24

36

外科的
結 核

刻 女
6

1

7

14

4

18

総 数

男 女

148人

189人

337人

53人

%

6.4陽 性

者2314二

i封シ

18.3陰 性

者1036二

封 シ

参 考 燈 格 検 者 被 槍 者 ノ

「ツ ベル ク リ ソ」反 慮

1000倍0.1c.c.皮 内注 射

48時 間 剃 定

反鷹性

陽 性

陰 些.

男 女

416

94

510

19982314

942

2840

1036

3350

第2表 工場結核患者ノ感染機會黄揚追加

感染
機會

病
別

家族 二結核患
者 ノ有ル者

親友二結核患
者 ノ有ル者

親族二結核患
者 ノ有ル者

不 明

患 者 鍛

肺結核

男1女

5

噌
⊥

一

噌
⊥

7

14

17

一

11

一

6

一

20

54

乾 性
肋膜炎

到 女
3

0

一

-

一

2

6

13

7

6

43

69

温 性
肋膜炎

男1女

0

2

1

0

3

8

10

3

16

37

襲蓑騨湧魂
男1女 男1女

0

0

0

1

1

2

4

0

2

5

1

1

6

8i13

15

一

8

一

5

42

70

「ブ リ ク

テ ン」

則 女
0

一

〇

3

一
〇
一
2

0

一

-

1

外科的1

結 核 縛、 轍

男1女

-
-

0

0ー

4

一
9

一

36

6

7

2

7

1

8

18

75
22.2%

60
17.5%

28

8.6%.

174
51.7%

337

萬倍 テ可 トス』ト圭張 シタ ト記憶 シマ ス。其邊

ナ ラバ危害 ハ少 ナ イカ ト思 ハ レマスガ、然 シ、

眼科方面 デハ10萬 倍0.1c・c・デモ 有数 ナ リ ト言

ハ レマ スカ ラ、既 二感染 ラ経 タ者、又 ハ感染 二

曝 サ レタル者等 ニハ1萬 倍 デモ注意 テ要 スルカ

モ知 レナ イ トモ考 ヘ マス。 兎二角、危害 ナ ク實

施 シ得 ル方法 テ考慮 シテハ如何 デセウ。 自記 。

124追 加'

今 村 荒 男

BCGノ 量 二就 イテハ私 ヨ リオ答 シマ ス、實験 的

_見 テBCGテ 飴 リ少量 二與 エ テハ免疫 的敷果

ハ不十分 デアル、又経 口的 二與 エ テハ数果 ハ ナ

イ、或 ハ甚 グ少 イカ ラ私 ハ皮 下接種 テ昭和5年

ヨリ用 ヒテ居 リマ ス、昭和4年 ヨリ西川 君 ノ所 デ

経 口的 二與 エ タ ノデ ア リマ スガ、 夏期 ニハ乳見

デ下痢 テ起 シタモ ノモ アツタノデ止 メマ シタ、

而 シテ實験的根檬 二基 キテ佛國 デ少数 ナガ ラ皮

下 二BCGテ 與 エ タ量 ヨ リモ大量 デア リマスガ

0.Olneテ 試 ミ0・02以 上0.05薩 マ デ用 ヒタガ現

在 デハ0・02又 ハ0・03延 ガ成人 二適 シテ居 ル カ

ト思 ヒマス。

「ッベ ル クリン」反鷹 ノ事 デ アリマ スガ
、普通病
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人 ニハ先 ヅピル ケ氏法 テ行 ヒ、 之 ガ陰 性 ナ レバ

或 ハ殆 ド陰性 ナ レバ皮 内 二「ツベル ク リン」テ與

エル事 ニ シテ居 リマ スガ、集 團的 ノ健康 診断 ノ

時 ニハ止 ムテ得 ズ直 チニ皮 内反磨 テ行 ヒマ ス。

種 々ナル量 テ試 ミマ シタ。1000倍0.1モ 用 ヒマ

シタガ近來 ハ多 クハ2000倍0・1耗 テ皮 内二與 エ

ル事 ニ シテ居 ル皮 内二與 エル場合 ニハ嚴重 二皮

内 二與 エル事 ニ シテ居 ル。最近 モ数 千人 一2000

倍0.1皮 内 テ與 エ マ シタガ、 之 ガ直 チニ誘引 ト

ナ リ褒病 シデ結核 患者 トナツ タ例 ハ見 ナ ィ ノデ

ア リマ ス。其故 二病 人 テ除 キ健康者全部 ハ完全

ナ健康 デハナ ィデ シヨウガ。 トモ カク病人 テ除

キテ行 フナ レバ心配 ナ障碍 ハナ イ ト考 ヘ マス。

結核 ノ流行學 的観察BCG接 種 、初感染者 ノ登

病豫 防等 ノ研 究 ノ間 二「ツ」反慮 テ見 ル事 ハ興 味

アル事 デ アリマス。2000倍0.1耗 ノ皮 内注射 ノ

成績 ニ ヨリテモ(今 朝BCG二 就 テノ演読 二申

シタヤ ウニ)直 チニ結核 感染 ノ有無 テ断定 出來

ナィ。此 方法 ニ ヨ リ陰性 ト認 メテモ100倍 、10

倍 等 ニス レバ3%内 外 ノ 陽性者 ラ 壇 シテ行 キ

マス。 カ ・ル故 二出來 ルナ レバ濃厚 ナル モノテ

用 イタイ、然 シ唯今 ノ所2000倍0.1蝿 位 デヨ

イカ ト考 ヘテ居 リマス。

成人 ニテ1000倍0.1琵 テ1ケ 月毎 二 注射 シタ

経験 ハ アリマセ ン、BCGノ 場 合 ノ・2ケ 月或 ハ3

ケ 月後 、時 ニハ6ケ 後 二再 ピ「ツベ ル クリン」反

慮 テ見 テ陰性者 ニハBCGノ 再 接種 テ行 フヤウ

ニ シテ居 マス。

「アレルギー」ト結核 二就 テ曾 テ私 二與 エ ラレタ

宿題報 告 デア リマスガ、當時 「ツベル ク リンア

レルギー」 ノ分類及 多撒 二行 ツタ 「ツベル ク リ

ン」反磨 ノ成績 テ表 ニ シテー般 二分 チマ シタ、又

抄録 ハ書 キマ シタガ詳細 ナ事 ハ未 ダ「結核」二記

述 シテ居 リマ セヌ ノハ汗顔 ノ至 リデス。 「ツベ

ル ク リン、ア レルギー」ハ種 々ナル場合 ガ アル カ

ラ債値 ハナ イ トハ云 ヘナ ィ、之 一ヨ リテ大禮 ノ

事 テ知 リウル カ ラ「ッ」反 慮 ラ種 々ナル方面 ヨ リ

試 ムベ キデ アリマ シヨウ。勿論濫用 ハ戒 ム〈ごキ

事 デ アリマス。大 量 テ用 ヒル,或 ハ少量 ニ シテ

℃

モ絵 リ度 々用 ヒル事 ハ戒 ムベ キデ アリマセ ゥ。

但 シ何 力特別 ノ場合 ハ研究 上例外 トシテ欲 シイ

ト考 ヘマス。

最後 二有馬頼 吉博士 ハ眼結核 二封 スル 「ッベ ル

ク リン」、 ノ量 テ述 ベ ラレマ シタガ 阪大 ノ中村

教授 ハ以前皮 下 二用 ヒラ レテ居ル ト記憶 シテ居

リマス。皮 下 ト皮 内デハ 病 竈反磨 ガ 異 ナ リマ

スo.

124番 ノ際

本 間 英 史

「トユベル ク リン「反慮 ノ問題 ニ ツキ追加

唯今有馬 博士 ガ、 マ ン トー氏反磨 ノ悪影響 テサ

クル タメーハ、 ソノ濃度 ト云 フコ トニツ イテ考

ヘナケ レバ ナ ラヌ ト云 フ様 ナ コ トテ申サ レマ シ

タガ、私 ハ量 ノ問題 ト共 二、質 ノ問題 モ考 ヘタ

方 ガヨイ ト思 ヒマス。

臨躰家 二於 キマ シテハ、反慮 ガ絵 リ強 ク出 テ、

熱 テ出 サ レタ リ、不 快 ノ感 テ與 ヘ タ リスル コ ト

ハ、 タ トビ少籔 ノ例 デモ困 リマスカラ、健康 二

見 ユル モ ノハ ヨイ トシテモ、相 當病氣 ノ重 イ ト

思 バ レルモ ノナ ドニハ、其濃度 モ低 ク、其 性質

モ温和 ナ モ ノテ用 ヒ ル コ トガ、適 當 ト考 ヘマ

スo

私ハ此 見地 カ ラ、激 年以前 ヨ リ、結核個膿 ニハ

最 モ反慮 ノ強烈 デ アル トセラレテ居ル蕗 「トユベ

ル ク リン」テ避 ケ、無蛋 白 「トユベ ル クリ ン」ラ使

ツテ居 リマス。是 レデ ア リマ ス ト、菖 「トユベ ル

ク リン」二比 シテハ極 メ テ 緩和 ナ成績 テ得 ラレ

「マ ス
o

濃度 モ奮 「トユ・ぐル ク リン」ノ0.2デ ハ 強 スギル

場合 ガ アリマスカ ラ、是 レモ丁度菖 「トユベル ク

リン」トシテハ1萬 倍 二當ル量、即、無 蛋 白「トユ

ベル ク リン」ノ濃縮 セザル原液 ノ1000倍 ノモ ノ

テ使 ツテ居 リマス。

ソウスル ト、結核 ノ有無 テ判断 スル反慮 トシテ

ハ良 ク出 テ参 リ マ スガ(素 ヨリ菖 「トニベ ル ク リ

ンjラ 用 ヒタ場合 ヨリハ輕微 デアル)時 トスル ト

起 ルマ ン トー氏反庶 ノ不快 ナル副作用 トモ見 ル

ベ キモ ノテ防 グコ トガ出來 ル ノデ ア リマ ス。
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然 シ是 レモ、 目的 ニ ヨリマ シテ、學校 ヤ、工場

ヤ、軍除 ナ ドニ於 ケル大禮健康者 ノ中 カラ結核

罹 患者 テ探 ス ト云 フ檬 ナ時 ニハ、斯 カル コ トガ

必要 ガ ナィカモ知 レヌ ノデア リマ シテ、私 ノコ

・二云 フ ノハ、臨躰家 トシテ、病人 テ封象 トシ

テ診 ル様 ナ場合 二於 テハ、斯 カル緩和 シタル方

法 ガ ヨイ ト云 フニ過 ギヌ ノデア リマス。

有馬 博士 ノ濫 用 ラ戒 メル ト云 フコ トニハ、質成

シマ スガ、 「是 レハ モ ウ止 シテモ惜 クナ イ」ト云

フコ トニハ質意 テ表 スル コ トガ出來 マセ ン。ヱ

ン トー氏反慮 ハ、今 日二於 テモ、初感染 テ知 ル

ニ ハ良 キ方法 デ ア リ、叉結核有無 ノ診断 デハナ

ク、 ソノ結核 個盟 ガ有 ス ル 免疫歌態 テ知 ル ニ

ハ、時 トシテハ訣 クベ ヵラザル良方法 ノー ツデ

アルカ ラデ アリマ ス。

倫 マ ン トー氏反慮 ノ問題 ハ、毎年侮年學會 二繰

リ返 サ レル問題 デ ア リマ スガ、大禮 ソノ根本的

知 見 ガ、十分 二知 ラ レテ居 ナ イ様 二思 バ レル ノ

デ1是 レハ、 モ ツ ト根本的 ノ トコロテ、充分研

究 スル檬 ニ シタラバ ト思 フモ ノデア リマ ス。

元來 マ ン トー氏反慮 ハ、 「アブソルー トアネル

ギー」カ ラ、 「ア レルギー」ヘ アラユル階級 ト可

逆 テ経 テ、 「ポ ジティー フェアネル ギー」、又 ハ、

「ネガテ{一 フェアネルギー」二至 ル千攣萬化極 マ

リナ キ結核 発疫 ノ、唯 々瞬間的一時的 ナ事象 テ

示 スニ過 ギヌ ノデ ア リマス カラ、夫 レ等 ノ貼 テ

考慮 シテ頂 クナ ラバ、無盆 ナル多 クノ時間 ナ ド

テ、過 サズ シテ濟 ムカ トモ思 フノデ ア リマス。

一寸所感 テ追加 致 シマ ス
。

124追 加

立 花 次 郎

昭和10年 小石川塵 内小學見童1萬5000人 昭 和

11年1萬2000人 一 就 キマ ン トウ氏反慮 テ試 ミ

タル ニ、ソノ際 「ツA"iル ク リン」2000倍 稀 繹 ノモ

ノテ0.05c.aテ 注 射 シタル ニ反 磨判 定 二於 テ何

等 ノ不 便 ナ ク且其後 ノ経 過 二於 テ殆 ン ド憂 フ可

キ例症 二接 セズ。

124ノ 追 加

小 川 原 亮

有 馬博士 ハ 昨年登行 ノ馨海時報 二3同 二亙 ル

「ツベル ク リン」反慮診査 二封 スル濫 用 トシテ ノ

警 鐘 テ鳴 ラサ レタ リ。余 ハ非常 ノ驚 キヲ以 テ讃

過 セ シガ東京市 ノ某唾 ノ學校轡 會 二於 テハ爾來

マ ン トー氏反慮 ノ検診 ハ中止 セ リ トカ、之 ハ紳

経過敏 ノ甚 ダ シキモ ノ ト考 へ余 ハニ三結核研究

大 家 ノ意見 テ叩 キ依然何等顧慮 スル所 ナ ク「ツ」

反磨 テ行 ヒ居 ルモ願 バ クバ此 ノ反 慮検査 二就 テ

ノ最 モ安全 ナル方法 ヲ本會 二於 テ意見 テ示 サ レ

ンコ トテ切望 ス。

124追 加

田 澤 錬 二

我 々 ノ所 デモ太 田良海君 ノヤツタ検査 デマ ント

ー氏反慮 ガ陽性韓化 テ起 シタ翌月 ノ 「レン トゲ

ン爲 眞 二於 テ病竈 ノ現 ハ レタ例 ガ ア リマ シタ、

斯 カル例 ハマ ン トー氏試験 二依 テ起 タモ ノデ ア

リ、BCGj叉 ・・AOニ テ 防 ギ得 ル事項 デ アツタ

トイフ御考 デ アリマセ ウ乎。 ソレハ併 シ我 々 ノ

所 デモ稀 ナ事 例 デアツテ、多 クノ陽性轄化者 デ

ハ皆無事 デ ア リマ シ久 ソレデ私 ハ我 々 ノ所 ガ

濃厚感染 地帯 デ アル カラ ソウ ィフ他 デ饒 リ見 ラ

レナイ急 速 ナ登病 ガ起 タモ ノ ト思 ヒ、今迄 マ ン

トー氏反磨 二依 テ其感染登病 ガ促進 サ レタ トハ

考 ヘズ天然 自然 二起 ッ タ現象(感 染 登病)テ 早 ク

ツカ ミ得 タモ ノト思 ツテ居 マシタガ。 要 ハ促進

シタカ否 カ ノ貼 二在 リマス。

124二 封 シテ質疑

太 縄 壽 郎

「BCG」 ノ皮下接種 法 テ行 ツテ看護婦 ノ結核 登病

.豫 防 ノ目的 二慮 用 サ レ又 相當 ノ敷果 テ暴 グ得 ラ

レタコ トノ報 告 ヲ承 バ リ吾 々 「AO」 テ同檬 目的

二使用 シ居 ル モ ノ大 二興味 テ感 ズル次 第 デ ア リ

マス。弦 二「BCG」 ラ皮 下接種 二慮用 サル ・場合

ヨソ ノ菌量 ラ如何 ニ シテ選定 サ レタル カ ノー貼

テ伺 ヒマ ス。

124追 加 』

桑原 忠實(東 京)

マ ン トー ノ反磨iト シテ薔 「ツベル クリン」1000倍

液0.1瓦 テ健康人 二試験的 トシテ1月4、5同
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以 上 使用 スルモ何等障碍 ラ認 メナイ。

就 テ昭和11年 今 日迄 無蛋 白 「ツベ ル クリン」テ

以 テ豫防 ノ目的 ニテ婁胴 使 用 スル モ今 日迄差 支

ヘ アリマ セン
。 爾 ホ 昭和11年12月24日 登 行

ノ結核 ニテ御覧 ラ乞 入 又本年3月 登行 ノ結核

二第2報 テモ記載 シテア リマス
。

124二 封 シテ

近 藤 乾 郎

眼結核 ノ初期 性 ノモ ノハ東大眼科 ノ石原教授 二

依 ル モ頗 ル治癒 シ易 キモ ノデ「ツベル クリン」剤

(AOモ 含 ム)等 テ用 ヰナ ィデ モ所 謂 「ウムスチ

ンム ング1デ ヨク癒 ル ト ノ コ トデ アルカ ラrA

O」等 ラ用 ヰラ眼結核 ガ 癒 ツ タ トシテモ特赦的

トハ考 ヘ ラレナイ。 眼結核 テ封象 トシテ治癒云

々 テ云 フ場合 ニハ特 二注意 テ要 スル。

125・ 鑛 山螢働者、健康調査 成績

藩騰 鐸繍
昭和11年 夏 ヨ リ昭和12年 二至ル間兵庫縣 下 ノ

4ツ ノ鑛 山 ノ努働 者500絵 名 二就 キ健康調査 テ

施行 セ リ。是等 ノ鑛 山 ハ共 二探掘 物 ハ金、銀、

銅 ニ シテ鑛石 ハ殆 ン ド硅 石、母岩 ハ輝 石安 山岩、

凝灰 岩、頁岩、長石、等 ニ シテ探掘 二際 シテ硅

酸 塵 ノ飛 散甚 シ。

施行 セ シ検査項 目ハ次 ノ如 シ。

(1)各 種 臨林検査

艦 重、身長、胸園 ノ測定

膿温 、脈 搏、呼吸 ノ測定

「ツベル クリ ン」皮 内反慮検査
、赤血球沈降

速度、血歴 ノ測 定、 肺活量 ノ測定

尿、糞便、喀疾 ノ検 査

(2)理 學 的検査

(3)「 レ ン トゲ ン」検査等 ナ リ。

加 フル ニ既往 歴、 職歴 ノ調査 テ詳 細 ニセ リ。

「ツベ ル クリン」反鷹検査 ハ菖 「ツベル クリン」

2000倍 液0・1耗 テ皮 内二注射 シ36時 間 ノ48時

間 後 二判 定 シ褒赤 ノ大 サ ニ テ 陽性度 テ決 定 セ

リ・503名 二就 テ準均陽性傘 ハ58%ナ リ
。大膣

年齢 二ZF行 シテ陽性卒 ノ ヒ昇 テ認 ム。 而 シテ都

創 穿働者 二比 シテ ソノ陽性傘 ハ多少低卒 ナ リ

(第1表 、表省略)。

次 二診 察後 「レン トゲ ン」撮影 テ行 ヒ第2表(表

省 略、二示 ス如 キ結果 テ得 タリ。次 ノニ組 二分

チテ観察 セ リ。

(A)永 年抗 内二勤績 セル者、 「レン トゲ ン」撮影

ラ行 ヒシモ ノ87名 ニ シテ

(1)所 見 テ認 メザルモ ノ

(疑 ノモ ノテ含 ム)

(2)結 核 二基 因 シテ浸潤陰影 アル モ ノ

(3)粉 塵 二基 因 シテ陰影 アル モ ノ

(4>粉 塵 及 ピ結核 二基因 スル ト思 ハ

ル ・ モ ノ

49名

1名

34名

3名

(B>抗 内勤緬年歎少 ナキモ ノ及 ビ抗外 ノモ ノ、

「レン トゲ ン」撮影 テ行 ヒシモ ノ56名 一 シテ

(1)所 見 テ認 メザルモ ノ

(肋膜 炎性陰影 アルモ ノテ含 ム)44名

(2)結 核 二基因 シテ肺門部陰 影 ノ強

度 二檜加 セルモ ノ

(3)結 核 二基 因 シテ肺野 二浸潤 陰影

テ認 ムル モ ノ

(4)粉 塵 二基 因 スル ト思 バ レル モ ノ

4名

名

名

8

0

A組 二於 テ2名 休養 セル ノ ミニテ ソノ他 ハ綜 テ

拶働 テ綾 ケ リ。B組 ノ中2名 ハ他 ノ検査所 見 ヨ

リシテ活動性肺結核 ト診断 セ リ。

扱503名 中抗 内ニテ直接 塵粉 二曝 露 サ レテ永年

勤績 セル モ ノ87名 ニツキ精査 セ ル 結 果 ハ次 ノ

如 シ。

a、 「レン トゲ ン1所 見

塵粉 ニ ヨ リテ攣化 ア リ ト思ハ ル ・モ ノハ87名

中37名 、42.5%ニ シテ硅 肺像 ト考 フ。次 ノ3

群 二分類 セ リ。

第1群 、肺門像 ノ著大濃厚 ニ シテ肺紋 理 ノナ會彊

アル モ ノ11例 ア リテ諸家 ノ硅 肺第1期 二相當

ス^

第2群 、肺 門像 ノ濃大、肺紋理 ノ檜 強 二少歎 ナ

ガ ラノ貼影 ラ認 ムルモ ノ及 ビ肺野 二廣 ク小斑 貼

影 ノ播種 セルモ ノ15例 ア リ テ 第1期 ヨリ第2

期 ヘ ノ移行型及 ビ第2期 ノ像 ナ リ.
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第3群 、肺野 二比較的大 ナル塊歌或ハ腫瘍駄 ノ

融合 セル陰影 アルモノ及 ビ大斑貼影 ノ播種 セル

モ ノ6例 アリテ硅肺第3期 ノ像 二相當 ス。

以上 ノ像 ハ大膿諸家 ノ報告 ト略 い一致 シ87名

中37名 ガ多カレ少カ レ硅酸塵 ニヨリテ攣化 テ

ウケヰル ト考 フ。

b、 理學的所見

上記3群 ニツキ理學的所見 ノ有無 テ検査 シタル

ニ第1群 、第2群 二於 テハ所見 テ認 ムルモノ殆

ンドナク、第3群 二於 テ多 ク所見テ認 メタリ。

即濁音 アリ、軋音、笛聲、水泡音 ノ蕪取 アリ.

c、 臨躰各種検査所見

罷温、脈搏、呼吸、胸園、胸園差、肺活量、赤

血球沈降速度喀疾、貧血等 テ検査 シ、叉自魔的

二咳噺、喀疾、胸痛其他 ニツキ調ベタルニ第3

群 二属 スル者 ノ外ハ攣化テ認 ムルモ ノ殆 ンドナ

シ、而 シテ 「ツベルクリン」皮 内反磨ハ37名 中

35名 陽性 ナリ。 又喀疾所見 ハ第3群 二於 テ1

名結核菌陽性 テ認 メタリ。

以 上 ノ成績 テ縮括 スル ニ「レン トゲ ン」像 ニ ヨリ

テ硅 肺 ヲ診断 シ得 ル モ ノニ シテ理學的所 見、検

査所 見 ハ硅肺 ノミニ特徴 アルモ ノハ認 メズ、「レ

ン トグ ン」所 見 ア リ テ後補助 トナ リウルモ ノナ

リ。斯 ク シテ87名 中硅肺第1期 二相 當 ス ル モ

ノ16名 、 第1期 ヨ リ第2期 ヘ ノ移行型 ノモ ノ

9名 、第2期 ノモ ノ6名 、第3期 及 ビ之 二結核

ノ合併 アル モ ノ6名 、外 二輕症肺結核 ノ名 テ磯

見 スル テ得 タ リ。

肺 結核 トノ關係 二就 テ論議 スル ハ甚 グ重大 ナル

事 ナ リ然 レ ドモ今 日マ デ多 クノ學者 ハ確護 テ基

ゲ テ之 テ読 明 セル モ ノナ シ。 「レン トゲ ン」像 ノ

特徴 二加 フル ニ職 歴、既往歴、現症、努働勢 力

ヨリ硅肺 ラ診断 スル ヲ得。而 シテ肺結核 ト1鑑

別 診断及 ビ肺結核 トノ合併 モ互 ノ智識 二或 程度

マ デ精 通 ス レバ可能 ナ リト考 フ。

次 二勤綾年撒、年 齢 ト病期 トノ關係 テ こルニ年

齢 ガ高 ジ勤績年 撒 ガ多 クナルニ從 ヒ 「レン トゲ

ン」所 見 ガ増 加 スル ガ如 シ。 而 シ テ 病期 ノ進 行

セル モ ノ(第3期 及 ビ結核 ノ合併 アルモ ノ)ハ40

歳 一一50歳 二於 テ勤績年激15年 一一20年 ノモ ノニ

多 シ。

又矧 動能 力 二就 テバカ ・ル 「レ ントゲ ン」所 見 テ

持 チナガ ラ勢働 セルモ ノ殆 ン ドニ シテ肺結核 ノ

合併 ア リ ト思 ハル3名 ガ僅 カニ休 養 セル ニスギ

ズ。

結論 トシテ次 ノ如 シ。

(1)503名 ノ鑛山勢働者 ノ健 康調査 テ爲 シソ ノ

中坑 内ニ テ永年勤績 セ ルモ ノ87名 中 ヨリ硅 酸

塵 ニ ヨリ攣化 ア リ ト思 ハル ・モ ノ37名 即42・5

%テ 認 メタ リ。

(2)「 レ ン トゲ ン」像 ノ攣 化 ハ諸家 ノ報告 ノ如 ク

硅 肺第1期 、第2期 、 第3期 ト分 ツテ得。

(3)理 學 的所 見、 臨躰検 査所 見 ハ病勢 ノ進 行 ア

ル場合 二認 ム。

(4)肺 結 核 トノ間 二何 等特別 ノ關係 ハ登見 シガ

タキモ合併 アル ハ確 カナ リ。

(5)「 レ ン トゲ ン」像 ノ攣化 ハ就業年撒、 年齢 ト

或 ル程 度 マ デZF行 スル モ ノ ・如 シ。

(6)「 レ ン トグ ン」像 ノi墜化 アルモ ノニテモ多婁働

能力 ノ低 下 ラ來 スモ ノ甚 グ勘 シ。

126.開 放性結核訓導受持1學 童診査成績

奮川 覇(有臓 所)

小學校訓導 ニシテ開放性肺結核 二罹患 セルモノ

ァリトセバ、其受持學童 二影響 スル所大ナルベ

キハ想像 二難カラズ シテ、重要ナル保健衛生問

題 タルノミナラズ、又緊要 ナル肚會問題 ノー タ

リ。然 ラバ其 ノ開放性結核訓導ガ日々教室内ニ

テ受持學童二接近 シ、或ハ接燭 シテ、如何 ナル

程度二學童身盟二障碍影響テ及 ボ ス モ ノナリ

ヤ、殊 二結核 二感染罹患 セシムルモノナ リヤニ

就 テハ未 グ本邦 二記述 アルテ見ズ。偶々某大都

市内ノ環境衛生情況不良ナル工業地帯所在小學

校 二於 テ、開放性結核訓導 テ登見 シタリ。依 ヅ

テ直 チニ該受持6學 年學童 ノ健康診査 テ施行 ス

ルノ機會 ト、1ケ 年後観察成績 テモ得 タレバ、

是等二就 キテ報告セントスルモ ノナリ。

某校尋常科6學 年男女學童(年 齢本年13歳 乃至



第5號 】 線 會 演 説 要 旨 671

14歳)142名 テA.B.C/3組 二分 ツ。A組 ハ

健常訓導受持 ノ學童32名 、B組 ハ1ケ 年絵 前、

即 チ尋常5年 後期 二甲開放性結核訓導 二牛 ケ年

間受 ケ持 タ レ後1ケ 年間代 ツテ健常訓導 二訓 育

サ レタル62名 、C組 ハ 乙開放性結核訓導 ノ訓

育1ケ 年乃至1ケ 年 牛 ノ間持綾 シ居 タ ル 學 童

48名 ヨリ成ル。

診 査 ハ禮温、禮重、 身長及 ビ胸圃計測、扁桃腺

及 ビ咽頭視診、頸腺及 ビ腋 下腺燭診、榮養判 定、

「ツベル クリン」皮 内反慮検査(マ ンツウ氏法 二

倣 フ)其 他 理化學的諸診査(打 診 、i聴診、一部血液

検査、糞尿検査、及 「レン トゲ ン」透硯蛇撮影)一

依 レリ。

膿 温 二就 キテハ、腋下計測10分 間(午 前10時 乃

至11時)囁 氏37.1度 以 上 テ有熱 學童 トシ、1ヶ

年前 ニハA組 、58.0%、B組 、56.8%、C組 、74.9

%ニ シテ其比率A組1.OO、B組0.98、C組1.29

本 年 ハA組17.4%。B組22.5%、C組 ハ・40.5

%ニ シテ其比傘A組1.00、B組1.29、C組2.33

ナ リ。即 チ開放性結核訓導受持組C組 ハ有熱學

童撒高傘 ナル テ認 ムルモ ノナ リ。

禮重 二就 キテハ、1ケ 年 間増加膿重卒均値(昭

和6年 文部 省登表)テ 規準 トシ、是等學童1ケ

年 間 ノ膿重 檜加値 ガ該 卒均値 二及 バザルモ ノ・

撒 テ全組員 二封 シテ百分 卒 テ求 メ比較 セバ、A

組41・6%、B組42.3%、C組66.6%ニ シテ、

開放性結核訓 導受持期 間短長 二磨 ジテ膿重 増加

ノ低値 者多 キテ認 ムルモ ノナ リ。

扁桃腺及 ビ咽 頭攣 化ハ三組共大差 ナ ク、認 ムベ

キ所 見 テ親 ズ。

筋 肉登 育歌況、皮膚 緊張、 光澤及 ピ胸型、背椎

轡 曲況等 ヨリ判断 シテ、1ケ 年後 ノ歌況消長 ノ

観察及 身長 二封 スル胸 園 ノ比 テ求 ノ、 其 ノ撒値

ノ檜減 ラ以 ツテ観 察 シタ レ ドモ、何 レモ開放性

結核訓導 ノ特別 ナル影響 アルガ如 キ所 見 テ認 メ

ザ リキ。

「ツベ ル クリン」皮 内反慮 ハメ ンデル
、 マ ンツウ

氏法 二倣 フ。(大阪血 清藥 院製蕗 「ツベ ル クリン」

2000培 溶 液 テ0・1婬 、 上膳 内側皮 内注射
、48

時 間後判定、畿 赤直径0.5糎 二及 バザ ルモ ノテ

陰性bO.5糎 以 上1.5糎 テ 弱 陽性、1.6糎 以 上

及 ビ水泡形成 テ張 陽性 トス.1ケ 年前(第1學

期 初)ノ 陽性卒 ハA組46・8%、B組48.3%、C

組47.7%ニ シテ、 同市 内最近6學 年全學童 「ツ

ベ ル クリン」皮 内反 慮陽性卒50.6%二 髭 シテ何

レモ僅 二低 シ。1ケ 年後(第3學 期 末)ノ 成績 ハ

A組59.4%、B組59.7%、C組54.1%ニ シ

テ、1ケ 年後 二 於 ケ ル 各組 陽性轄化率 ハA組

12.6%、B組11.4%、C組6.4%ニ シ テ開放性

結核訓 導 二接 セル期 間 二磨 ジテ返 ツテ陽性轄 化

卒 ノ低 値 テ認 ムル ノ結果 トナ レリ。

理化學 的診 査等綜 合観察 二依 ル診 査成績 ハ、榮

養状態比較 的良 好、臨躰上健康 ト認 ムベ キモ ノ

テ健常學 童 トシ、榮養状態 中等以下 ニ シテ弱質、

結核登病 ノ懸念 アルモ目下 ハ結核登症 テ認 メザ

ルモ ノテー般虚弱學 童 トシ、結核性 ナ リ ト思惟

サルル所見 テ認 ムルモ ノテ結核及 ビ結核疑症學

童 ト稻…セ リ。1ケ 年前及 ビ本年 ノ状況第3表 ノ

如 久 各組結核及 ビ結核疑 症學童数 ノ全員 二封

スル百分 率 ラ求 ノ、1ケ 年後 ノ檜加率 テ観察 ス

レバ、 開放 性結核 訓導 二接 スル事1ケ 年乃至1

ケ年牛 二及 ベ ルC組 ハ31.2%ニ シ テ、健常訓導

受持A組 ノ21.9%二 比 シテ9.3%多 ク、開放性

結核訓導 二接 スル事 牛 ケ年 ナ リシB組 ハ16.1%

ニ テA組 一比 シテ寧 ロ寡少 ナル ラ覗 ル
。而 シテ

ー般盧 弱見増加傘 ハA組6
.2%、B組17.8%、

C組12・5%ニ テB組 最 モ多 久C組 之 二次 ギA

組 最 少 ニテC組 ノ牛 二過 ギズ。健常學 童数 ハ1

ケ年後 二縮 テ減 少 セルモ ノニ シテ、 ソノ卒A組

第2表 「ツベルクリン」皮内反旛槍査成績比較

實 数 百 分 比1陽 性

陰曜 陽糧陽陰曜 陽澤 靴 率

A鴫 年鶏 ÷Lぎi器…器 撚12・6%

粛 一ケ年前「証 璽匡 麺 卿 蕊1、.死

礁 年1雛諜 難 砺
奪
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第3表 臨休診査状況比較

「

實 藪 百 分 比

結結
核核
及疑
ビ症

疲
虚
弱

健

常

結結
核核
及疑
ビ症

擾
虚
弱

健

常

A組
一ケ年前 6

-

13
-

12
-

22

6
-

21

」一L竺 18.7 15.6
65.6

本 年 7
--

7
--

18
-

5
-

11

12
-

43
-

22
-

37
-

16

40.6 21.8 37.6

B組
一ケ年前 19.3 11.2 69.3

本 年 35.4 29.0 35.4

C組
一ケ年前 12.5

43.7

10.4 77.0

本 年 22.9 33.0

増減率
騰 翻 一般翻 健 常

A組 21.9 6.2i-28
「

B組 16.1 17.8i-33.9

C組1 31.2 12.訓_43.7

28.0%、B組33.9%、C組43.7%ニ シテ、 開放

性結核訓導 ノ受持期 間長 キニ比例 シテ健 常學 童

撒 減少高度 ナル テ認 ム。

126.森 、 田川君 二追 加

紙 野 圭三(大 阪)

斯 調査 ハ學校衛生 一ヒ極 メテ有意義 デ アル ト共 二

我等結核 早期獲見診療 ユ從事 スル者 ニモ極 メテ

重要 ナ参 考資料 トナル貼 ノ多 キテ感謝 スルモ ノ

デ ア リマス。

猫、 森君 ノ調査 サ レタ地域 二就 テハ私 モ色 々調

査 シマ シタ材料 テ有 スル モ ノデスガ、其 内、開放

性結核 患者或 ハ死者 ラ出 シテ2年 以 内 一アルモ

ノラー一々臨躰的 二調査 シ、結核獲症及螢症 ノ惧

レ濃厚 ナルモ ノラ覚 メマ シテ、父 ガ開放 性結核

ナル時其男女子 ハ63.2%二 、母 開放結核 ハ其 男

女 子58.0%二 、姉開放結核 ・・其 弟妹58.3%、 兄

開放 結核 ハ其弟妹47.1%ニ アル テ認 メマ シタ。

即 チ開放結核訓 導 二接 シタ學童 二於 ケル成績 ト

テ封 比考察 シテ興 味 テ畳 ユルモ ノデ ァ リマ ス。

126番 ノ演読 二封 スル追加

新井 英夫(東京府立静 和 園)

私 ハ東 京府 下一一農村 ノ學 童669名 ノ 「ツベル ク

リン」反慮及 「レン トゲ ン」検査 テ 行 ヒマ シタ。

「ツベル ク リン」陽 性卒 ノ、全禮 トシテ18.8%ニ

テ男見 童13・O%、 女 見童25・9%デ ア リマ シタ
遭

ガ、年齢別 ヨ リーミマ ス ト女 子13歳 デノ・76・0%、

組 別 ヨ リ ミマ ス 時ハ6年 女子組 ハ90・6%デ ァ

リマ シテ全16組 中特 定 「クラス」二前 例 ヲ見ザ

ル驚異 的感染歌況 テ示 スモ ノアル コ トテ登 見致

シマ シタn

「レ ントゲ ン」検査 デハ胸部 二異状 ヲ認 メマ シタ

ル者 ハ「ツ」反慮 陽性表126名 中36名(28・5%)

デ ア リマ シテ、此 ノ内 ノ44.4%ハ6年 女子組

二登 見 セラ レマ シタ、 内4名 ハ活動性結核 デ ア

リマ シタ。

之 ノ如 キ高度 ノ感染傘 テ示 シテ居 リマ スル6年

女子組 テ中心 トイタ シマ シテ全 陽性 見童 ノ傳染

源 ノ追求 テ次 ノ項 目ニ ヨ ツ テ 精査 イタ シマ シ

タ。

(1)通 學 見 童兄弟群 ノ感染歌況、特 二結核見 童

テ フクム兄弟群 ノ感染 状況及夫 ノ家 庭 内傳染源

ノ有無。

(2)村 落 別過 去10年 間 ノ結核死 ト村 落別通學

見童 ノ感染状 況 ノ封比。

(3)結 核 見童 テ中心 トセル夫 ノ親交 見童 ノ感染
'状況
。

(4)過 去10年 間 ノ學童結核 死 ト所属 學年關係

及夫 ノ親交 見童 ノ感染状況。

(5)結 核 見童 ノ出訣状況。

(6)現 職 教師 ノ結核調査、退職 教師 ノ病鋏 ノ有

無 及退職理 由 ノ精査。以 上6項 目総合考案 ノ結

果 現在6年 女子組 ハ3年 生 當時1ケ 年間 二亙 リ

肺結核教師 ニ ヨヅテ澹任 セラ レ、 同教 師ハ昭和

8年4月 來任、 同年2學 期末 二學校玄 關 ニテ大

喀血 テナ シテ居 リマス。現在6年 女 子組 ハ4年

生時代 ヨ リ現 在 マデニ8名 ノ結核 見童 ラ出 シ、

内4名 ハ既 二死 亡 シテ居 リマ ス。結核教 師來任

後 二獲病 セ リ ト推 定 セラル ・者7名,結 核教師

來任前 二登 病 セ リ ト推定 セラル ・者1名 ナ リ。

結論 トイタ シマ シテ現在6年 女子組 一ハ3ケ 年

前 ヨ リ結核 ノ「クラ イネ、 エ ピデ ミー」ノア リタ

ル コ トハ確謹 シ得 タ リト考 ヘ マス、 之 ノ原 因 ガ

肺結核教 師 ニ アリヤ、結核教 師來任 前 二登病 セ

リ ト推 定 セ ラル ・一見 童 ニ ア リヤハ豫防騎學 上
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極 メテ重大らシテ其 ノ決定ハ愼重 テ要スルモ諸

黙 テ練合 シテ圭因ハ澹任肺結核教師ニアルニァ

ラズヤ ト思考セラレマス。詳細ハ近 日雑誌二登

表致 シマス。

127.奈 夏縣下各種學校二於ケル「ツベル

クリン」皮内反鷹ノ調査

砂川 正亮(離 豹

奈良縣下 二於 ケル小學校7校 及 中等學校4校 學

生 二余 ガ 「ツ・ドル クリン」皮 内反慮 似 下 「ツ」反

慮 ト略稻 ス}ノ 成績 テ検 セル結果 ニ ヨ レバ,調 査

人員3,328人 中、陽性反慮 ラ 呈 セルモ ノ1,107

人 一 シテ33.3%二 當 ル、而 シテ此 ノ内小嬰校 二

於 ケル陽 性481人23.5%ニ シテ、山間部小學校

二比 シ李坦部 小學校 二於 テハ陽性卒高 シ。 中等

學 生 二於 ケル陽性者 ハ626人48.7%ニ シテ、小

學校 二比 シ2倍 以上 ノ高率 テ示 シ、學校別 二観

レバ中學及商 業學校 ヨリモ男女雨師範 二於 テ高

卒 ナ リ。

性別 二観 レバ男38.8%、 女27.5%ニ シテ.男ハ

女 二比 シ高傘 テ示 シ、年齢別 二於 テハ男 女 トモ

18歳 二最 モ多 ク、其他概 シテ年齢 ノ砂 キ程 陽性

率 ハ低 ク、又年齢 ノ高 キ程陽性傘 モ高率 ナ リ.

各 學校 學年別調査 ノ結果 ニ ヨ レバ某小學校 第4

學 年 ノ級 二於 テハ男96.4%、 女90.3%ノ 高 率

ラ示 セル テ以 テ其 ノ原因 テ探究 セ シニ該納受持

教 員 ガ結核 テ有 シ2年 前 ヨリノ持上 リ級 ナル コ

トテ知 リタ リ。

次 二「ツ」皮反慮 ノ推 移 テ親 ル ニ、陰性ハ年月 ノ

経過 ト共 二漸次 陽性 二轄化 シ、其 ノ轄化卒ハ小

學生 二於 ケル ヨ リモ中等學生 二高 ク、又性別 二

観 レバ小學生 二於 テハ男 二轄化卒高 久 中等學

生 二於 テハ女 二高傘 ナ リ。

余 ガ「ツ」皮 内反慮 テ検 セ シ3328人 中結核疾 患

ノ登病 セ シモ ノ小學生8名 、 中等學生23名 、計

31名 ニ シテ其 ノ内課 ハ陰性 ヨリ2名=6.5%、

陽 性 ヨリ29名=93.5%)一 シテ即 チ陽性 ヨ リノ

叢病絶封 多数 ラ示 シ、 且 ツ其 ノ陽性度 二於 テモ

強陽性 テ呈 セルモ ノ多 シ、即陽性29名 中21名

ハ強 陽性 ニ シテ72%一 當 ル、斯 ク「ツ」反慮陽

性 ト結核 ノ關係 ハ密接 ニ シテ結核 ノ早期 診断及

豫後判 定等 ノ上 二参考資料 トシテ重 用 セ ラ レヅ

ツァル今 日、一部 ノ學 者 二於 テハ此 ノ検 査施行

ノ結果 ガ結核 テ誘 獲 ス トノ読 テナ スモ ノアル ニ

ヨ リ、右 ノ登病者31名 二就 キ、検査施 行後 登

病迄 ノ経過 日数 テ調査 セ シニ、2ケ 月1名 、5

ケ 月3名 、6ケ 月4名 、7ケ 月4名 、8ケ 月2名 、

9ケ 月2名10ケ 月4名 、11ケ 月2名 、1ケ 年2

名 、1ケ 年牛2名 、2ケ 年5名 ニ シテ、施行 直後

二登病 セル モ ノ無 久 何 レモ相當 ノ年 月 テ持 二

経過 シ誘登 關係 アリ ト認 メラル ・モ ノナ シ。

128.最 近1年 間二於ケル小石川厘小學見

童マントー氏反慮陽性韓化二就テ

雛 磯鱗)
余等 ハサキニ小石川 優小學見 童約15000人 二就

キマ ン トー氏反磨 テ検査 シ ソ ノ陽性卒約33%

ラ得 、更 二全 庭 内 ノ ミノ尋常科 見童 二就 キ地域

的分布 テ精査 シ、其 ノ感染傘 テ支配 スル「フ.ク

ター」トシテ人 口密 度 ガ重大 ナル關係 テ有 シ、爾

其地 ノ生活程 度或 ハ士地 ノ高低等 ガ關與 スルコ

トテ立謹 セ リ。

本年 二於 テハ前年 度陰性 タ リシ者及新 入學生 二

M・R.テ 試 ミ、 前年検査後 満1ケ 年後 ノ陽性轄

化 ノ歌況及 入學 以前 一於 ケルM.R.陽 性 ノ程

度 テ検査 シ、其結果 ノ概 要 テ報告 セ ントスル モ

ノナ リ。検査人員 ハ前年度M.R.陰 性 タ リシ者

(高等小學 テ含 ム)7298人 尋 常科1年 生2102人

一 シテ前者 ノ陽性者 ノ・730名 ニ シテ陽性卒1000

%後 者 ノ陽性者 ハ448人 一 シテ陽性卒21.31%

ナ リ.高 等科生徒 テ除 キ、尋常科生徒 二就 キ最

十全

翠學
度童M
.R

縛
化
率

第21第3
學縷 脚 鱗
12、7…痂 薦1
-一

　
14011693

1-

11・50i8・8・
18・82

1

計

實 施 藪

學年一
1446

-

131

i9・06

一
1358

-

134:

『
9.87

一
6394

1『

614

-

9.60

M.R陽 性 者

MR陽 性傘
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近1年 間二於 ケルM.R.陽 性轄化 ノH犬況 テ観 ル

ニ前表 ノ如 シ。

則 チ6394ノ 前年度M.R.陰 性タリ シ者・・最近

1ケ 年間 一於 テ614人 ノM.R.陽 性者 ヲ出 シ

9.6%ノ 陽性轄化傘 テ示 スニ至 レリ。

學年別陽性轄化卒 ラ観 ルニ何 レノ學年 二於テモ

大罷不均傘9.6%ノ 間テ僅 二上下 シ學年二依ル

轄化傘 ノ上昇拉 二下降 テ登見スル能 ハズ、前年

學童全部 二亘 リテ検査 シ得 タル成績 トハ頗 ルソ

ノ趣 テ異ニセリ。則チ後者 二於テハ學年的二漸

次上昇 シ第1學 年 ノ22.5%ヨ リ第6學 年 ノ

41.11%二 及 ブ上昇 テ認 ム。

依之観之、學齢期 二於 ケル感染 ハ略 ≧同率 二於

テ行ハル ・事 テ推知 シ得ルモノナリ。更 二余等

ハ斯 ノ如キ1年 間 二於 ケルM.R.陽 性轄化テ起

セルモ ノニ就 キ小石川匿内二於 ケル分布獣態 テ

検査 シ更二前年度全學童M.R.陽 性者及本年度

検査 セル尋常科1年 ノM.R.陽 性者 ノ分布 ト比

較 シ感染 「ブロック」ノ探究 二勉 メタリ.

小石川匪ハ地勢的二三陵 ノ高地(最高33米)ト

ニ條 ノ低地 テ挾 ミテ北 ヨリ南 二五條 ノ起伏 テナ

シ、高地一ハ大禮富砧階級多 ク人 口密度小一シ

テ、低地ハ之 ト反封 ニシテ良 キ封照テ爲セリ。

全魑66ケ 町テ土地 ノ高低人口数ニヨリ11匿 劃

二分 チテ本年度 ノ陽性轄化卒、前年度全見童 ノ

陽性…率、新入學見童 ノ陽性卒 テ比較 セルニ全見

童 ノ陽性分布 ト新入學見童 ノ陽性分布ハ略 篭近

似 セル分布状態 テ示 シ新二陽性轄化テ起セル者

ノ分布 モニ三 ノ動揺 テ示 ス地域 アルモ略 ≧近似

セル分布駄態 テ示 セリ。

此 ノ比較二依 リテ三者共蚊行的高牽 テ示 ス医域

テ指摘 スルコトヲ得 タリ。是 ノ如 キ三者共高卒

テ示 セル地域ハ小石川嘔 二於 テ最 モ人 口稠密ニ

シテ多クハ低地ニ シテ不良往宅 ソノ他非衛生的

條件 ヲ具ヘタル地域 ナリ。

余等 ハ更 二昨年(昭 和11年)肺 結核死亡者及當

健康相談所二最近2ケ 年間二來所 セル結核患者

ノ分布 テ調査 シテ是 テ比較 セルニ、感染率敦 レ

モ最高卒 テ示 セル地域 二於 テハ死亡及患者 ノ登

生牽 ハ高率 テ示 セルモ他 ノ地域 二於 テハ必ズシ

モ虹行的關係 テ見出 シ難 シ。

小石川全囁テ前述 セル土地 ノ高低 ニヨリ特 二人

口僅少ナルー壷地 テ除キ四大別 シ、更二全匿 テ

高低二二大別 シ前年度陽性率、本年度第1學 年

陽性傘、本年度陽性轄化傘 テ比較 セルニ低地 二

於 テハ何 レモ高傘 テ示 シ結核死亡率拉 二來所者

封結核患者登生傘ハ梢 ≧其 ノ傾向テ呈セルモ不

定ナリ.

倫陽性轄化 テ起 セルモノ・家族歴テ詳細 二探索

セントスルモ確實ナル結果 テ得ルニ至 ラズ、約

11%位 ノ結核家族i歴テ立謹 シ、登病者20人 二

就キテ詳細 二調査 セルニ8人 ノ家族歴、EPチ40

%テ 得 タリ。

結 論

1.小 石川塵小學見童ガ1年 間二新二M.R.陽

性二轄化 スル傘 ハ約10%ニ シテ學年 一依ル差

異 テ示 サズ。

2.陽 性轄化 ノ地域分布ハ既感染見童 ノ分布 二

略 支近似分布 ヲ作 ル傾向テ見タリ。

3.銑 感染率及新 ナル感染率 ノ高 キ地域二於 テ

ハ死亡及患者 ノ登生卒ハ梢 ≧拉行 スルモ死亡及

患者 ノ分布 ハ概 シテ播種的ナ リ。

128二 封 シテ(「ツベルクリン」問題

近 藤 乾 郎

私ハ既"約20年 來 ピルケー及マ ントー…一氏反慮

ヲ私 ノ外來入院患者 ノ殆 ン ド全部 二用 ヰテヰ

ル、特二最近約5年 來 ハ薔「ツベルクリン」ノ千

倍液0.1ノ 皮内反磨iヲ慮用 シテヰルガ今 日迄1

同モ危瞼二遭遇 シタコトモ無 ク又之 レニ因テ病

勢ガ悪化 シタコ トモ無 イ、 コンナコトガ問題 ト

ナルテ寧 ロ私 ハ不可思議 二思 フテヰル。之 レハ

何力宣傳 スル爲 メデアル ト云 フ人 モアルガ、マ

サカソンナコトモアルマイ。

私ハ127ノ 砂川正亮博士 ノ御口演 デ 「ツベルク

リン」皮内反慮 ノ必要性 ヲ今更 ノヤウニ痛感 ス

ル次第 デアル。
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130.「 ツベルクリン」皮内反磨實施成績 ヨ

リ見タル満人及 ビ蒙古人ノ結核汚染

状況二就テ(第一報)

北野 政次
廣木 彦吉

鞭 羅麟)
孤 本 正
本多 嘉則

満洲二於 ケル結核豫防封策樹立上、結核 ニヨル

汚染状況 ノ基本的調査 コソ特二緊要 ナルニ、 シ

カモ斯 ル傘テハハ從來比較的少数 ノ在留邦人 一

就 キテ實施サ レタル ノ外、未グ系統的調査 アル

ラ聞カズ。故二余等ハ圭 トシテ「ツベルクリン」

皮内反鷹法 テ使用 シ、全満各地二亙 リ廣汎ナル

地域 二於 テコレガ調査 テ企 テ ツ ・ アルモ ノナ

リ。

而 シテ今同ハ主 トシテ満人見童生徒5276名 、満

人特殊螢業婦女子857名 、蒙古人327名 二就キ

實施 セル調査成績 テ述 ベルコト・ナス。

8.合 併症及 ビ類似症

131.糖 尿病 卜肺結核

稻 田 淳

輪 龍驚 繭)
白 川 元

糖尿病 二肺結核 ガ併獲 スレバ豫後ガ不良 トナル

コ トハ既二周知 ノ事實 デアル。糖尿病 ノ診療上

肺結核 ノ合併テ早期 二登見診断 シソノ進展悪化

テ豫防スルコトノ・甚ダ緊要デアル。

當内科 二於 テ診療 セシ糖尿病患者 テスベテ理學

的拉 二X光 線検査 テ行 ヒテ肺結核 ノ合併 ラ早期

二診断 セント努 メ タ。其 ノ成績 二就 キテ報告

ス0

1.糖 尿病患者 ノ肺結核合併頻度

昭和9年4月 以降糖尿病外 來 患 者175例 中14

例、8.0%二 又入院患者86例 中26例 、30.2%

二著明ナル肺結核病竈 ノ存在セルテ認 ノタ。後

者 二合併頻度 ノ大 ナルハ肺結核 ノ症状悪化 ノ爲

メ驚キ入院加療 テ求ムルモノ多 キニ由ルベ シ。

外來及 ピ入院患者 テ合計 スレバ糖尿病患者261

例中40例 即チ15.3%二 肺結核 テ合併 セル結・果

トナル。

次 二糖尿病種類別 二観察 スレバ眞性糖尿病患者

1舵 例中肺結核 テ合併 セルモ ノ33例 ニシテ百分

率 ハ18.1%ニ テ合併頻度 ガ最大 デアル。嶋外性

糖尿病 二於テハ32例 中4例 帥チ12・5%ニ テ之

二次 グ。

糖尿病 ト肺結核合併患者40例 中硬化性叉 ハ増

殖性病竈ニ シテ停止性(非 活動性)ト認 ムベキモ

ノ13例 ニシテ滲 出性活動性 ノ浸潤病竈 テ有 ス

ルモノ27例 ニシ テ総撒 ノ3分 ノ2テ 占ム。而

シテ是等活動性肺結核e合 併 セルモ ノ27例 中

25例 ハ眞性糖尿病 デアル。他 ノ2例 ハ嶋外性糖

尿病 ト腎性糖尿 デァル。

1.糖 尿病、肺結核合併 ノ年齢的關係。

糖尿病 二肺結核 テ併嚢 シタル者 ノ年齢 ノ調査成

績ハ絶封数 ヨリ見 レバ從來 ノ統計 ノ示 スガ如 ク

40歳 及 ビ50歳 代 二最 モ多 ク30歳 代60歳 代之

二次 グ成績 デアル。

次ハ滲出性活動性肺結核 テ合併 セル患者 ノミニ

就 キテノ年齢的關係テ見 レバ 矢張 リ40歳 代11

例 ニシテ最 モ多 ク、30歳 代8例 及 ピ50歳 代8

例 ニシテ之二次 グノ順序 デアル。

被検糖尿病患者中同 ジ年齢 ノ者 二封 スル比率テ

求 ムレバ20歳 代最高ニシテ10歳 代之二次ギ更

二40歳 代、50歳 代、60歳 代、30歳 代 ノ順序ニ

シテ若年者糖尿病 一肺結核 ノ合併傘 ガ大デア

ノレ0

1・ 糖尿病、肺結核合併患者 ノ性的關係。

男性糖尿病患者192例 中合併患者28例 ニ シテ

14.6%、 女性二於テハ28例 中12例 ニシテ17.4

%デ アル。

次 二廣汎性滲出性肺結核 テ合併 セル入院糖尿病

患者18例 二就 キ テ臨躰上観察 シタル所見テ簡

軍二報告ス。

1.肺 結核 ノ型。

雨側性廣汎性滲出性肺結核8例
一側性滲出性肺結核10例

内圭 トシテ左又ノ・右側 ノ全野テ
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占 ムル モ ノ

圭 トシテ左 叉 ハ右側 ノ上野 テ占

ム ノレ モ ノ

右側下野 テ占 ムルモ ノ

1.室 洞 二就 キテ。

究洞性肺結核

室洞不 明1モ ノ

4例

5例

1例

唖

咀

砂

仮

0
り

Q
ヅ

是 等 ノ所 見 ヨ リ糖尿病 二合併 セル肺結核 ニハ滲

出性 ノ病竈及 室洞 ラ有 スルモ ノガ多撒 ニ アル ト

認 ノ ラル。

1.糖 尿病畿病後肺 結核 併登 二到 ル期 間

糖尿病 二罹 患後 肺結核 二併登 セ シコ トノ確實 ナ

ルモ ノ11例 ニ シテ、1年 未満3例 、3年 未満2

例7年 未満4例 、7年 以k2例 デ アル。

肺結核 ノ症状悪 化 ノ爲 メ診察 テ受 ケ同時 二糖尿

病 トノ合併 セル コ トテ獲 見 セ ラレタル モ ノハ7

例 デアル。

1・ 入院 常時 ノ主 ナル訴

倦 怠感、 咳漱 、喀疾 、登熱 ガ最 モ多 ク又煩渇盗二

汗、血疾 魔痩 モ アル。

1.駿 熱 ハ38度 内外 ノ弛張i熱 テ示 スモ ノ16例

ニ シテ大 多激 テ占ム。

1.喀 疾 量30以 上100琵 内外 ノモ ノガ14例

ニ シテ喀疾 ノ多 キモ ノ大多数 デ アル。

1.結 核菌 ハ16例 二陽性謹 明 シ得 タ。

1.弾 力繊維 ハ7例 二謹 明出來 ク ルモ11例 ニ

ハ陰 性 二終 ツ タ。

1.喀 血 テ見 タル モ ノ2例 、 血疾 ラ見 タル モ ノ

7例 デアル。

1.赤 血球沈 降速度(ウTス テル グ レー ン氏法)

1時 間値30以 上100マ デ

100以 上 ノモノ

8例

9例

ニ シテ沈 降速度 ハ大 イニ促進 セルモ ノ多 シ。

1.血 糖量

治療前早朝室腹時血糖量

170-300琵 垂%

300彪%

1.豫 後

9例

3例

廣汎性滲出性肺結核合併糖尿病患者18例 二就

キテ

死 亡

内 入院死亡 セルモ ノ

退院致死セルモ ノ

経過良好 ナルモノ

経過不攣 ノモノ

1.治 療

4例

3例

2例

10例

4例

糖 尿病 ノ合併 ハ肺結 核 ノ人工氣胸療 法 二封 シ何

等禁忌 トナル モ ノニ非 ザル モ ソ ノ實施 ニハ不

適 當 ナル症例 多 キテ遺憾 トス。 當内科 二於 テハ

「イ ンシ.リ ン」注射 ニテ糖尿 ラ 抑制 シ無糖 トナ

シ含水炭素 ノー定 量 テ奥 ヘ ツ ・治療 ス レバ急速

ナル進行性 ノモ ノモ ヨク慢性 ノ傾 向 二攣 ゼ シメ

経過 テ良好 ナラ シメ得 ル コ トテ経験 シタ。

「イ ンシュリ ン」注射 ニ ヨ リ テ 特 二肺結核 二悪影

響 ラ與 ヘ タル症例 テ見 ズ。

40歳 乃至50歳 代 ノ進行 性滲 出性肺結核 患者 中

ニハ糖尿病 ト合併 セル モ ノ少 ナカ ラザル テ以 テ

斯 カル患者 二封 シテハ常 二糖 尿 ノ検査 テ行 フ必

要 ガ アル ト信 ズ。

131二i封 シテ'

近 藤 乾 郎

唯 今 ノオ話 デハ肺結核 二糖 尿病 ノ合併 アル コ ト

ハ可 ナ リ多 イ トノコ トデア リマスガ之 レハ坂 口

内科 ノ如 ク糖尿病患者 ノ多 ク集 ル所 デ ノ御所 見

デ私共 ノ多年 ノ東京返信診i療所特 二私 ノ病院 ノ

経験 デハ寧 ロ非常 二砂 イ ノデ アリマ ス殊 二最近

撒 年來動物性脂肪食 テ主 トスル榮養i療法 テ行 フ

ニ拘 ハ ラズ今 日迄糖尿病 テ獲生 シタ例 ハ1例 モ

認 メマ セ ン。

132.肺 結核ヲ合併セル糖尿病患者J統 計

的観察

唐澤 肇懸 講

昭和4年3月 ヨリ昭和11年12月 二至ル8年 間

當院二入院 セル糖尿病患者112人 中肺結核 ラ合

併 セルモノ20例 アリ即チ糖尿病患者 ノ17.9%

二當ル。右期間中常院 二入院 セル肺結核患者 テ

1359人 ナルテ以テ糖尿病 ヲ合併 セルモノハソ
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ノ1.5%二 當 ル 。20例 ニ ツ キ テ ミル ニ 、

性 別 、 男 子 一 多 ク 男5.7二 封 シ女1ノ 割 合 トナ

ノレo

年齢 的關係。 表 ノ如 ク50年 代40年 代 二多 シ。

遺傳 的關係。

結核 ノ遺傳的素 因 ナル モ ノ7例(35%)。

糖 尿病 ノ遺傳的素因 ナル モノ3例(15%)。

既 往 二呼吸器及熱性病 テ経過 セルモ ノ8例 。

肺結核 ト糖尿 病 ト何 レガ初登 セル カ。

糖尿病 獲見後 肺結核 テ注意 セラ レシモ ノ10例

帥 チ牛数。

糖尿病 ト肺結核 ヲ同時 二獲 見セラ レシモ ノ8例 。

肺結核登 見後糖尿病 テ注意 セラ レシモ ノ2例 。

症 候

登熱、微熱繊 綾 セル モ ノ8例 、弛張熱 ノモ ノ7

例 、他 ハ時 二登熱 テ見 タル モ ノナ リ。

咳漱1日 数 同 ナル モノ牛数 テ占 メ烈 シキモ ノハ

2例 二過 ギズ他 ハ殆 ドナ シ。

喀疾、1日 撒同以上 ノモ ノ5例 。以下 ノモ ノ6

例 。約 牛敷 二於 テハ時 二存 スルモ殆 ドナ シ。

血疾或 ハ喀 血。

血淡 ア リシモ ノ7例 、喀血 ア リシモ ノ2例 、 帥

チ49%二 之 テ見 タ リ。

喀 淡 中結 核菌 ハ13例 二陽性、

赤血球 沈降速 度、17例 二施 行。 表 ノ如 ク何 レモ

促進 セリ。

マ ンツー氏反慮 、10例 二施 行。表 ノ如 久 普通

糖尿病患 者15例 二行 ヒタ ル 成績 ト差異 テ認 メ

ズ。

胸部 「レン トグ ン」所 見。

19例 二於 テ1側 ノ ミノモ ノ7例(中 右側5例 左

側2例 〉他 ノ12例 ハ何 レモ雨側 二病竃 アリ.檜

殖 性結核 ノ2例 テ除 キテハ何 レモ著 明 二滲 出性

病竈 テ有 シ明 カナル室洞像 テ有 スル モ ノ7例 ア

リ。

血糖 ニ ツキテ見 ルニ室腹時血糖 ハ表 ノ如 シ。糖

排 出閾 ニツキテ見 ル ニ、糖排 出閾 テ決定 シ得 タ

ル12例 ニツキテ見 ルニ表 ノ如 ク200mg%以 上

ノモ ノ牛激以上 テ占 メ爾糖排出閾 ラ決 定 シ得 ザ

リシモ170mg%以 上 ニ アルモ ノ3例 ア リ。

20例 中 「イ ンシュ リン」療法併用16例 人 工氣胸

併用3例 ア リ之成績 ニツキテハ コ ・二述 べザル

モ死 亡3例 檜悪2例 不攣 ノモ ノ2例 他 ノ13例

ハ雨疾 患共 二輕快 二向 ヒ退院 セ リ。

1

糖 尿 病 患 者

一
肺結核 ヲ合
併 セル者

性 別鴎1羨 捌 者
男女 ノ比 3.1:1 5.7:1

10年 代 3 0

20,, 3 1

30,, 20(18%) 2(10%)

40,, 39(35%) 6(30%)

50,, 31(28%) 8(40%)

60,, 15 3

70,, 1 0

計 112 20

赤 沈 反 庶 マ ソツ ー氏 反 慮

30-50粍3例

51-10010,,

100以 上

丘疹直径 結 核
合併例
普通糖
尿病例

1.1-1.5粍 5 7

1.6-2.0 2 4

2.1以 上 3 3

1.0以 下 0 1

血 糖

1空 腹 時 陣 排 出 閾
100mg%以 下3例141mg%1例

101-1507p,150-2003例

151-2007,,201--2508,,

201以 上3,,

133.肺 結核二於ケル混合感染 ノ統計的観

察

慰轍 磁 繕)
肺結核 二於 ケル混合感染テ余等ハ次 ノ如 ク解稗

シテ居ル。印チ結核菌以外 ノ諸種細菌ガ深部氣

道二侵入シ、或ル機會 二病原性 テ獲得 シテ起炎

性テ螢揮 シ、病理解剖的ニハ既存 ノ結核病攣 テ

複雑化 シ、臨躰的 ニノ・呼吸氣道或ハ肺病竈二於

テ「カタール」症状テ件 ヒ、登熱、咳漱、喀疾等

ノ症状テ増悪 シ、患者 ノー般状態二封 シテハ悪

影響 テ及ボシ、 ヒイテハ肺結核 ノ縄過 ラ不良 二
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導 クガ如 キ場合 デアル。

今村内科 二於 テハ昭和6年 以來此方面 ノ研究ラ

綴緬 シテ居ルガー部 ノ成績 ハ今村教授及 ビ小野

ガ報告 シテ居ル。今同ハ昭和10年以降z検 査成

績 テ報告 スル次第デアル。

肺 結 核 患 者 喀 疾 中

先ヅ昭和6年 以降12年 現在二至ル間 ノ今村内科

入院 ノ肺結核患者喀疾二就 テ施行 シタ結核菌以

外 ノ細菌(随作菌)ノ 培養成績 テ総括 スレバ次表

ノ如 クデアル。

即チ検査絡撒1265例 中随件菌 テ長期 二亙 ツテ

ノ随 件 菌

年 次

昭和6年4-10月

6年11月 一7年3月

7年4-10月

7年11月 一8年3刀

8t(T…4-一 一10月

※8年11月 一9年3月

9年11月 一一10Sls4月

10年5-10月

※10年11月 一一11年3月

11年5-10月

11年11月 一12年3月

計

検査刎 肺炎菌 騰 麟 其
303凋1

50192

40

70

60

182

120

263-1
95

129
一 了

26

1265

4
一
2

46

41

16

21

11

23

213
(16.8%)

2

5

4

21

7

43

27

17

13

142
(11.2%)

355
(28.0%)

翻詳 氏臨縄1獅 騨
1

3

0

4

1

16

9

2

6

4

2

48
(3.9%)

3

6

5

9

6

21

39

28

69

17

16

219
(17.2%)

22

20

29

25

47

78

24

174

72

80

72

643
(50.8%)

※ll召 和8年 及 ビ同10年 冬 季 ノ「イソ フル エ ソザ」流 行 時

検 出 シ得 タ者 ハ622例(49.2%)、 随 件菌陰性者

ハ643例(50.8%)デ アルガ、今村 内科 二於 ケル

入院肺結核 患者 ニハ重 症者 ガ比較 的多数 テ占 メ

テ居ル ノデ随 件菌 陽性卒 ガ高 イ モ ノ ト思 ハ レ

ノレo

・次 二随件菌 種 ヲ類 別 ス レバ肺 炎隻球菌 テ殆 ンド

純培養 ノ歌 態 デ検 出 シタ者213例(16.8%)。 肺

炎菌 及 ビ其他 ノ細菌 ラ共 二検 出 シタ者143例

(11・2%)、 此 雨者 ラ通 算 ス レバ355例(28.0%)

トナル。肺 炎菌以外 ニハ葡萄状球菌、連鎖 歌球

菌其他 ラ219例(17・2%)一 、 又 プ.イ フヱル氏

「イ ンフルエ ンザ」菌 テ48例(3 .9%)二 検 出 シ

タ^

本 表 中 ヨリ昭和10年 以降 ノ成績 テ 以下 二摘録

ス レバ、検査藪611例 中249例(40.1%)二 於 テ

随 件菌 陽性者 ラ認 メタ。

混 合感染 ノ頻度 テ季節別 ヨ リ観 レバ、大膿 二於

テ温暖 ノ候 二陽性者 ガ紗 ク、寒冷 ノ候 二多 イ。

叉肺結核 ノ病 症 ガ重篤 二傾 クニ從 ツテ混合感染

ノ陽性率ガ高 クナ リ、随件菌 トシテハ病症別 カ

ラ観テモ亦絶封数 カラ云ツテモ肺炎菌二因ル混

合感染ガ最モ高卒 デアル。

混合感染陽性者 ノ内肺炎菌 テ2ケ 月以上 ノ長期

二亙 ツテ検出 シタ21例 二於 テ ハ 中等症及 ビ重

症者二於 テ滲出型 ノ者ガ多ク、斯 カル症例 ノ喀

淡 ヨリ分離培養ニサ レタ肺炎菌 ハ第1型 、 皿型或

ハ 皿型 ノ如キ所謂本型菌 ガ多 ク且病原性 モ亦強

イノデアル。

斯 クノ如ク肺結核二於 ケル混合感染ハ可成 リノ

頻度 二於 テ認 メラレ、肺結核経過 二封 シテモ悪

=影響 テ及ボス場合多キタメニ、肺結核患者 ノ診

療 二際 シテハ混合感染 ノ有無二留意 シ之 ノ豫防

拉 二治療 二務 メルコ トハ肺結核治i療上肝要 ナリ

ト考ヘル。

134.肺 壊疸喀疾 り細菌學的研究

河齢 噸 講)
11召和10年1月 ヨ リ12年3月 二到 ル間、大阪帝
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大 病 院今村 内科 二 入院 セル17例 ノ肺疽壊患者

ニヅキ、 ソ ノ喀疾 ノ細菌學 的研究 テ行 ヒタル ヲ

以 テiソ ノ成績 テ報 告 セ ントス。

1.實 験 方法。

新鮮 ナル喀疾 テ トリ生理的食盛水 中 一テ数 回洗

}條シソノ膿_.呈 セル一片即 テ肺疾 ラ トリ、 ソ

ノ一部 テ以 テ血液寒天李板 上 二塗布 シ、好気性

拉 二嫌気性培養 テ行 ヒ、叉他 ノー部 ニヨ リテ塗

抹標本 テ作 り、 ギムザ染 色及 ビチール、 ネール

セン染色 ヲ行 ヒテ1夫 々「ス ピロヘー タ」、結核

菌 ノ鏡検 二供 セ リ。嫌気性培養 ニハ細谷、岸 野

両氏 ノ嫌気性培養装 置 テ用 ヒタ リ。

2.實 瞼 成績

第1表 二示 ス如 ク、 ソノ大 多数 二於 テ肺 炎蔓球

菌 ヲ検 出 シ得 タリ。 ソノ他 プアイフエル氏菌 テ

検 出 シ得 タルモ ノ2例 、 「スピロヘー タ」テ検 出

シ得 タルモ ノ1例 アリ。又肺結核 テ合併 セルモ

ノテ3例 認 メ タリ.コ ノ内Y ハ肺結核 二

糖 尿病 テ合併 シ、後憂 二肺壊疽 テ 合併 セルモ

ノ、 ハ肺壊疽 ノ恢復期 二肺結核 ヲ合併

:第1

番

號

セ ル モ ノ ー シテ 、S 二於 テ ハ ソ ノ關 係 静 力

ナ ラ ズ 。

3.肺 壊 疽喀廉 テ分離 シ得 タル嫌気性細菌。

Guillemot,Kissling等 ハ古 ク ヨリ肺壊疽喀疾

中 二嫌気性細菌 ヲ検 出 スル喜 多 キテ報 告 セ リ。

本研 究 二於 テ モ4例 二於 テ嫌 気性細菌 テ検 出 シ

得 タ リ。 コ レ等 ノ嫌気 性細菌 ラ検 出 シ得 タル症

例 ニツキ臨休 的所 見 ノー部 テ表示 ス レバ第2表

ノ如 シ。

コノ内S 二於 テハ膿胸 ヲ合併 シ、 ソ ノ膿

中 ヨリモ同機 ノ嫌気性細菌 ラ分離 シ得 タ リ。

次 ニコ レ等 四珠 ノ嫌 気性細菌 ノ性状 ラ表示 ス レ

バ第3表 ノ如 ク、 ノ ミハ血液寒天上 ニ ノ

ミ培 養可能 ナ レ ドモ、他 ノ三株 ハ中性寒天上及

ビ中性 「ブイヨ ン」中 ニチモ登育可能 ナ リ。又

株 ハ縫代培 養5代 目 ヨリ、他 ノ三株 ハ2代 目

ヨリ好気 性 ニモ培 養可能 トナ レル貼 ヨ リ考 へ、

コ レ等 ハ何 レモ通性嫌気性細菌 ナル テ知 レリ。

中性 「ブイヨ ン」培 養可能 オル三珠 ハ何 レテ肺壊

痺喀疾 が登 スル如 キ臭気 ヲソ ノ培養 二於 テ認 ム

表

瀞 慧欝 難論性

葡球
萄
状菌

て

工̀

氏
ル1ソ オ性

菌綴 菌鶴
嫌細

卯

「 へ

巻i
。さ

1■26♀ 右 上 膜状悪臭350αo十

2■43♂ 左 上"500十 十 十

3■49♂ 右 上,,150十

4■56♂ 右 上"200 十 十

5■69舎 左全"200 十

6■40舎 右 全,, 100十 十 十
ワ
・
π
6

■64舎 右下 ・, 100十 十 十

■42含 有中 250十 十

9■52舎 左上 ・, 80十

10■20♂ 右 下,, 100十 十 十

11

一
12

■33♂ 左上 ・・ 100 十

■43♂ 左上,,550 十 十

13■57含 有中 400十

14

一
15

■30含 左上,,400十

■52舎 右 上"250十 十

16■28舎 右上,,200

17■59♂ 右 上,,200

結
核
菌

十

十

十

轄

死

死

良

死

死

死

良

死

不攣

良

良

良

死

良

良

十 良

十 死

of13821413
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第 2 表

姓 名臨 性誘因1難 陳 尿中熱
蛋白 反
ピルケ 赤沈
癒 速度 茎長訓 合併症瞬 法 鰯

56舎 不 明 右上 38.5℃ 1.0% 十 86 一 膿胸
「トリパ フ ラ

ビ ン」注 射 死

69舎 不 明 左全 39.5。C 0.4% ± 72 一 腎臓炎
自家 「ワク チ
ン」注 射 死

43舎 不 明 左上 38.5。C 痕跡 十 72 一 ナ シ 外科手術 死

43含 不 明 左上
・38
.5。C 一 十 39 一 ナ シ 外科手術 良

策

、

3 表

聚 落 ノ 性 状

韓 形態藁ラ琶自動性 中性 寒天 脇 講

抵 抗

血 液 攣 天
0.1%「 フ0.5%「 力

熱 オ'ノ11マ リ ノレ'r・ 一一

ソ」 ノv」

短桿 十 一 灰白色、温潤周
縁整、蛮育良

一様性掴濁

悪臭ナシ
中性寒天二同ジ

85。C

30分 殆
24時 死24時 死

長棒 一 一 灰白色、温潤周
縁精不整登育良

一様性潤濁

悪臭ナシ 中性寒天 二同ジ
60。C

30分 死
30分 死30分 死

短桿 十 一 灰白色、温潤周
縁整蛋育良

一
一様性混濁

悪臭ナシ
中性寒天 同ジ

85。C

30分 死
24時 死24時 死

　

短桿 十 一 一 一 透明帽針頭大貼
状、登育稽不良

60。C

30分 死 30分 死30分 死
1

ル コ トナ シrS 及 ビS ヘ ソ ノ聚落

ノ性状、抵抗等 ヨ リ見 テ甚 グ近似 ナル菌 ナ リト

考 ヘ ラル。

4・ 肺壊疽喀疾 ヨ リ分離 セル嫌気 性細菌 テ以 テ

セル動物實験

試験 トシテ200瓦 前後 ノ幼弱海狸 テ用 ヒタ リ。

第4表

肺臓病攣肺臓 ヨリ
動物翻 菌 株 轄 蹄(誘鞠 垂髪髄

1S・T7日 後 穀 雨 側 朴 十

2,,__

3,,両 側 十十 十

4Y・S,,一 十

5"両 側 什 十

6,, 一

一 一一一→_

右 十

十

7S.A,, 1_
}}{ __

一8、.両 側 什

10,,_ 一

11T.F鱒 雨1則 十十 一

12,.一 一

13'6日 後 死 両側 什 一

14対 照7日 後殺 一 一

15,, 一 一
『

、i

第一實験ハ各株菌量5藩 生理的食盛水1耗 浮游

液 ノ肺臓 内注射ラナシ、1週 間後 二脱血死 セシ

メ、 ソノ肺臓 ノ病理學的所見及 ピ肺臓 ノー片 ノ

嫌気性培養 テ行 ヒタリ。対照 トシテ生理的食盛

第 5 表

糠離
1

肺臓病躯
陥(繍 副 帥

市
接種菌培養

21S. 十

万

7日 後死 両側

十8日 後殺両側

十

玉

什
玉

什
三

士
±

』
+
=
一+
=

垂

=

=

=
蜘
=

旦
嘉

互
%
亙
3・
亘
番

田
亘

39

3日 後死 左

十十 十

十十 一

十十 十

」土8日 後殺 両側

十十4日 後死 左 十

十十8日 後殺 両側 什

8日 後殺 右

十8日 後穀 雨側

+
≡

ま
+
=

什

一
十

一什

一十

一朴

十8日 後殺 右 十土

十8日 後穀 雨側 十 一

後死 左 耳 十

十8日 後殺両側 十 一

8日 後殺

8日 後殺

8日 後殺

十

十

十

十

一十

一十

=

「十

=

一十

十

十

一
十

十

一十

一十

=

一十

=

一十
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水1耗 テ肺 内注射 セ リ。

實験成績 ハ第4表 二示 ス如 ク、 ソノ大 多数 二於

テ氣管枝肺 炎像 テ示 シ、 且S.丁 株及 ビY.S

株 二於 テハ原細菌 テ分離培 養 シ得 タ リ。

第二實験 ハ同量 ノ菌俘游液 ノ氣 管 内注射 ヲ行 ヒ

タル事 ト、毎 日1同 艦温測 定 ラ行 ヒタル事 、及

ビ肺臓 ノー片 ノ他 一心血、脾臓 ヨリモ嫌氣 性培

養 テ行 ヒタル事以外 ハ第 一實験 ト同様 ナ リ。 コ

ノ場合 ハ途 中発死 セル モ ノ相 當多数 二及 ビ、生

存 セルモ ノハ8日 後 二脱血死 セ シノタ リ。肺臓

ノ病理學的所 見ハ前實験 二比 シ何 レモ強 度 ノ病

攣 テ呈 シ、1又心血、脾臓、肺臓 ヨリソ ノ大 多撒

二於 テ原細菌 テ分離 シ得 タ リ。叉何 レノ動物 二

於 テモ1度 以上、高 キハ2度 以 上 ノ爽熱 テ呈 セ

リ。爾接種後2日 以内二艶死 セル動物ハ實験 ヨ

リ除外 セリ。

肺臓 ノ病理組織學的所見 ハ何 レ ノ菌株二因ル

モ、氣管枝肺炎像 テ呈 シ、肺胞壁 ノ肥厚、出血、

充血、血管 ノ充溢、血管周園及 ビ氣管枝周園二

於 ケル圭 トシテ多型核白血球 ノ浸潤 アリ。比較

的小 ナル氣管枝腔内一ハ上皮細胞 ノ脱落、攣性

ラ認 ム。場所 ニヨリテハ各種細胞 テ以テ充溢セ

ルモ ノアリ。Y.S株 ハ出血性病攣 ヨリモ、寧 ロ

化膿性病攣 テ多 ク示 セリ。

以上 ノ實験 テ総括 スレバ、肺壌疽喀疾 二於 テハ

先人 ノ述ベタルガ如 ク厘 支嫌氣性細菌テ分離 シ

得、又ツ レ等菌株ハ動物 二封 シテアル程度 ノ病

原性 ラ有 スルモ ノト思惟 セラル。

會報並雑報

1

2

3

4

5

6

7

事 務 報 告

會員数1390名(昭 和12年3∫131日 現 在)

昭和11年 度 新入會者 数106名

雑誌「結核」毎刀登行部数2000部

外 國寄贈(中 華民國ヲ加ヘテ)31部

内地寄贈

交 換

毎月書店納入数

評 議 員 會

12部

85部

約200部

4月3日 正午東京帝國大學構内山上御殿 ニテ

出席者80名

議事1・ 昭和13年4月 京都二開催 ノ第10回 日本

署學會へ分科會 トシテ参加ノ件

2・ 次同會長 ハ現會長西野忠次郎氏 ニー任 ノ

コト

3.幹 事藪培員ノ件

現行會則第5條 中「幹事15名 以内」1・アル

ヲ「必要ゴ庶ジテ20名迄壇加スルヲ得」ト改正

4・ 讐學用語統一.=關 スル件

結核二關スル用語 ヲ統一 ス ル爲 二委員 ヲ

設 ク

在京幹事ニコノ事務 ヲ委任ス

5.昭 和11年 度決算報告書承認

総 會 議 事

O次 回 開 催 地 決 定

次回・・第10回 日本勝學會ノ分科會 トシテ昭和13年

4月 京都二於テ開催セラル ・コトニ決定ス

O次 同 會 長 決 定

第16同 會長 ハ京都帝國大學敏授辻寛治博士二決定ス

O會 則 ノ ー 部 攣 更

現行會則第5條 中 『幹事15名 以内』トアルヲr必要二

旛 ジテ20名 迄Ma加 スル ヲ得』ト改正

O昭 和11年 度 決 算 報 告 承 認

決 算 報 告 書

貸借封照表(昭 和11年12H31現 在 計)

借 方 金 額

資産之部

未 ●攻 會 費9,680.98

i著者員撫未牧入金1 ,104.88

廣 告 未 牧 入 金473.20




